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まえがき

大学進学希望者は，急激に増加し，該当年令人口の半数にも達しつつあるが，一方，大学の収容力

に限界があるため，大学入学者選抜の現状は，特定の大学・学部に志願者が集中する激しい入学競争

や，学力検査偏重，高等学校教育の目標や内容を逸脱したいわゆる難問奇問が出題されている等多く

の複雑な問題があり，大学教育はもとより，高等学校以下の教育にまで重大な影響を及ぼしていろ。

これらの諸問題を解決するためには，学歴偏重，有名校偏重の社会的風潮の是正や，国公私立各大

学の特色ある充実を図ろなどの努力が必要であるが，もとより入学者選抜方法そのものの改善が，そ

の第一歩として重要である。

国立大学協会は，その設置以来，このような見地から，大学入学者選抜方法の改善について，第２

常置委員会において検討を続けてきたが，その改善の方策として，受験生に全国共通の第一次試験を

課し，各大学・学部等がその性格に応じて第二次試験を行うことが，諸種の選抜方式を比較検討した

結果，入学者選抜方法の改善に資するのではないかという論議がなされ，昭和45年以来，その具体的

な調査研究に着手したのである。

この共通第一次試験方式について，入試調査特別委員会，入試改善調査委員会及び各種専門委員会

を設置し，昭和48～51年度にわたり，文部省から調査研究経費の交付をうけ，３回にわたる高等学校

生徒を対象とした実地研究，国立大学に対する数回にわたる，アンケート調査による意見集約，高等

学校側等からの意見聴取を行う等の調査研究を行ってきた。

この結果，昭和51年６月の国大協総会において,｢共通第一次試験方式の実施が大学入試の改善に資

するもの」と判断し，同年11月の総会において,｢国立大学入学者選抜期日の一元化」とともに，共通

第一次試験の実施による大学入学者選抜方法の改善は，昭和54年度入学者選抜から実施可能である」

との結論を得，文部大臣にその実施方を要望したのである。

今後は，その実施と大学入学者選抜に関し調査研究を行う「大学入試センター」と文部省，各国立

大学が，共通第一次試験の実施を推進することとなるが，国大協は,｢大学入試センター」と協力し，

よりよい大学入学者選抜方法の改善をめざし，調査研究を続けていくが，ここに，数年にわたる共通

第一次試験実施による大学入学者選抜方法の改善に関する調査研究の結果をとりまとめ，報告する次

第である。

この調査報告書は，国立大学入試改善調査研究報告書としては，昭和49年３月（中間報告）５０年３

月，５１年３月に刊行したのに引続く４回目であるが，過去における詳細な調査研究の経過は，既刊の
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報告書にゆずり，共通第一次試験の構想及び諸種の分析資料，参考資料を中心に構成し，諸方面の参

考に供することとした。

この調査研究を行ってきた第２常置委員会，入試調査特別委員会ならびに入試改善調査委員会の各

委員及び各専門委員会委員の多年にわたるご尽力に敬意を表するとともに，この調査研究に当って，

調査研究経費を交付された文部省，有益など意見ご示唆をいただいた全国高等学校長協会等の高等学

校側，大学基準協会，公立大学協会，私立大学団体，日本教職員組合等各方面からのご協力に対して，

深く感謝の意を表するものである。

なお，国大協においては，先に述べた各大学における特色ある充実に関する検討が，大学入学者選

抜方法の改善の調査研究と並行して行われており,｢大学格差問題特別委員会」が鋭意検討を続けてい

ろ。
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Ｉ序論

|、我が国の高等教育の現状

我が国の高等教育は，第一次世界大戦後から拡張に転じ，第二次世界大戦後の約30年間に急激な量

的拡大が行われ，現在は質的充実期にあるが，大学等への進学希望はなお増加の傾向にある。

すなわち，明治年間における高等教育段階の該当人口当りの在学率は１％以下の約４万人であった

が，大正14年度には2.5％に上昇し,在学者数は約13万人と増加した。昭和30年度に至ると大学・短大

等への進学率は10.3％となり，在学者数約70万人となったが，その後の20年間は，著しく伸長し，昭

和51年度には，大学・短大への進学率は実に38.6％（大学27.3％，短大11.3％）に達し，約60万人が

入学し，在学者数は約210万人をかぞえるに至った。これは,該当年令人口10人のうちの４人が，大学・

短大へ進学していることであり，専修学校及び専門学校を含めて，中等段階以後教育（Post-Seco-

ndaryEducation）として考えろと，実に該当年令人口の半数が在学していろ。

これらの高等教育の量的拡大と大学進学率の上昇傾向は，必然的に大学の機能と構造の変化をもた

らし，いわゆる「大学の大衆化」をひきおこした。この主な要因は，戦後における経済の高度成長と

高学歴修得者に対する社会的需要の増大等と，該当年令人口の90％以上が在学する後期中等教育の普

偏化の圧力によるものと考えられる。

また，これらの要因を背景にして，学校教育制度に基づく正規の学校を卒業していなければ，社会

的地位の決定に際して，不利となる社会的慣行がひきおこしている学校教育中心主義と，高学歴修得

者の増加に伴って，著名な大学の卒業資格が，すべてに優先するという学歴主義から，特定の大学・

学部等に入学志願者が集中する等の「受験戦争」といわれる現象を生じていろ。

2．大学入学者選抜の意義

義務教育段階以後の教育段階，特に高等教育段階においては，その教育課程の専門化が進むにつれ

て，当該教育機関は，教育水準の質的維持と教育体系の整序性の維持のために，教育段階の接点にお

いて，下級教育段階における教育効果を測定することによって，あるいは，入学後の不断の教育効果

を測定することによって，特定の教育課程の履修に必要な能力と適性を具備した最適の条件を有する

被教育者を「選抜する」必要が生ずる。

他方，被教育者にとっては，能力・適性に応じて，すべての者に教育の機会が均等に与えらろべき
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であるとの原則に立って，教育段階の接続点で，その能力・適性が十分発揮できるような上級教育機

関の教育課程に「選抜されろ」もしくは「振りわけられろ」ことを常に期待していろといえよう。

しかし，教育機関自身では，教育する人材の質量を決定するすべての機能を持っていない。社会全

体の動向と関連して，これが決定される政策的要素をも含んでいるので，被教育者の「振りわけられ

ろ」期待に対して，教育機関が独自に理想的にこたえることは，非常に困難である。

現実の問題として，大学が社会の要請にも対応し，また基礎的な教育研究の水準の維持を目的とし

て，学部段階の教育課程における学生の質量を定めている以上，すべての入学志望者の「振りわけら

れろ」期待に応ずろことは困難であり，大学が「選抜する」機能を発揮しなければ，大学における教

育研究の水準を維持することはもちろん，社会の要請に対応した資質ある人材を養成することができ

ない。

したがって，大学入学者の選抜は，基本的には，入学志願者の高等学校における主として必修科目

による基礎的な学習の達成の程度を評価することによって，大学教育に必要な基礎的能力・適性を判

定するとともに高等学校における個人の適性・能力に応じて選択した選択科目による学習の達成の程

度を検査することによって，志望する大学・学部の目的，特色，専門分野等に応じて重視される能力

力・適性の程度を判定するなど，学力検査の成績，調査書の内容，実技検査の成績，面接の結果，小

論文の評価等の多元的な資料によって，入学定員を考慮しつつ，当該大学・学部の教育により適する

者を決定するために実施されるものである。

同時に大学入学者の選抜は，高等学校教育と大学教育とを関連づける重要な教育的業務であるので，

単に大学の立場だけで考えるべきものではなく，高等学校以下の教育の正常な発展を阻害することな

く，むしろこれを助長するよう十分配慮するとともに，選抜の方法とその結果が公正かつ妥当なもの

として，志願者はもとより社会一般の信頼を受けるよう実施さるべきものである。

3．大学入学者選抜方法の検討

先に述べた大学入学者選抜の意義に基づいて，その改善を検討する基本的条件として，

①入学者の選抜は，大学の責任において行うこと

②その選抜は,学力検査の成績のみによって行うことなく,可能なかぎりの多元的な検査等の成績・

結果及び資料によって，公正かつ客観的に，入学志願者の適正・能力を判定し得る妥当な方法によ

ること。

③選抜が，下級学校の教育を歪めることなく，その教育を助長するものであること。
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④選抜が，青少年の進路決定という見地から，社会的影響を持つことに留意し，単に大学の立場だ

けで考えるべきものでないこと。

⑤選抜は，時間的に能率的であること。

⑥入学者の選抜方法の改善の検討にあたって，理想論を終始することなく，現状を改善しつつ，本

来の姿に近ずけろための具体性をもったものでなければならないこと。

等があげられよう。

これらの基本的条件を念頭におき，国立大学協会においては，協会設置以来，第２常置委員会にお

いて入学者選抜方法の改善について検討を行ってきた。その際，各大学が学部・学科の性格に応じて

第二次試験を行うことを前提とするならば，受験生全体に全国共通の第一次試験を課することは入学

者選抜方法の改善に資するのではないかという論議がなされた。

大学入学制度の根本的な改革は本質的には，わが国の教育制度そのものの改革と相俟って考慮され

なければならないものであろう。

しかし，教育制度や大学そのものの改革は長い年月をかけて，慎重に検討していかなければならな

いと思われろ。それにも拘らず，大学入学試験の改善は今日現実の緊急な問題として社会からの強い

要望がある。

わが国の大学入学志望者は年とともにその数を増し，それに対応して大学の規模や数も増大してき

た。しかもなお志願者の数は大学の収容能力をはるかに上廻っているのが現状である。従って大学入

学者は何等かの選抜試験によって判定しなければならない実情にある。

このような現状のもとで，最近受験のための競争が激化し，いたずらに入学試験対策に追われ，高

等学校がしだいに受験予備校化するおそれがあるという問題がおこってきた。

このため本来の高等学校教育が強い歪みを受けつつあるのではないかという憂慮すべき事態を将来

するに至った。

共通第一次試験は高校における一般的学習の達成の程度を評価することに力点をおいた国立大学入

学のための学力試験である。それに各大学で行う第二次試験を各大学の学部乃至は学科に対する適性

評価ならびに総合力や思考力の判定に資する試験として行うことによって，適切な入学者選抜を行お

うとするものである。

すなわち，

１．共通第一次試験の問題は国立大学の教官によって作成されるが，それは多数教官によって衆知

をあつめて出題することになる。従って，
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（１）高校教育をそこなうような問題を避けることができ，その結果として，

（２）従来批判されたような不適当な問題やいわゆる難問奇問はなくなり，或いは

（３）受験技術的な問題もなくなるであろう。つまり，大学入試が高等学校を予備校化するきらいが

あるというそしりをまぬかれ得ることになると思われろ。また，

２．この共通第一次試験は高校教育における学習の達成程度を評価することに目標をおいているの

で，その出題範囲は一般的には高校教育における必修教科・科目に対応することになろう。

従って，問題の適正化と共に，高校における平素の学習による実力を問うこととなり，極度に歪め

られた受験準備に左右されることは少なくなろうと思われる。更に，

３．各大学の学部もしくは学科における適性資質の判定を目標とする第二次試験の出題範囲は高校

教育における選択教科・科目に対応することになると考えられろ。

これらのことから，

（１）従来の「一発勝負」に対する危倶は少なくなり，また，

（２）基礎的な学力試験と受験生が志向する専門分野にふさわしい試験との２本建になっているため，

従来の入学試験に比して，

大学教育に対する適正評価をより的確にする可能性が高いであろうと考えられろ。

以上のように，共通第一次試験と第二次試験とを組合わせた入試方式は，高等学校教育の正常化に

多少なりとも寄与することになるであろうと思われろ。そもそも高校教育は広い教養と，将来生徒が

志向する分野で発展していくための素地をつくるものであるとするならば，大学入学試験は高校にお

ける学習の達成度を客観的に評価し，さらに大学における各専門教育への適正を的確に判断するため

のものであるべきであろう。

しかし，従来の大学入学試験についてはかなりの批判もあり，かつ反省もなされてきていろ。すな

わち，

（１）１回の選抜試験によって入学の適否を判定することについて，いわゆる「一発勝負」という批判

のあること。また，

（２）現在の入試における教科・科目の設定やその評価のあり方は受験生の適性の的確な判定には必

ずしも適切なものではあるまいという意見のあること。またこれに関連して，

（３）総合力や思考力等を判定する上で必ずしも妥当なものではないという批判のあること。更にま

た，

（４）試)験出題が高校程度をこえたり，高校教育から遊離してはいないかという疑問や，いわゆる難
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問奇問に対する大きな批判のあることなどが挙げられろ。

そして，これらのことも一因となって，いわゆる「受験地獄」を激化させていると思われているこ

とは否むことができないであろう。

一方，最近，高等学校ではその教育の本旨を生かすことを目的として，大幅にカリキュラムを改変

し，生徒の多様化に対応した選択制をとりいれた。そして昭和51年度からは新カリキュラムで履修し

た生徒を卒業させることとなった。

大学の入学試験制度も，この新しい機運に対応し，あわせて従来の弊害を改善する必要があるよう

に思われた。入試改善調査委員会は，選抜試験を行うことは避けることができないという現状判断を

前提として，共通第一次試験について鋭意検討を重ねてきた。その結果，全国立大学の共通第一次試

験と各大学が学部もしくは学科の特質に応じて行う第二次試験とを組合せる入学試験方式は，

（１）多少とも高等学校における教育の正常化に寄与し，

（２）入試問題の適切化ならびに「一発勝負」による判定の是正に資することができ，受験生に対し

て適正な客観的判定をすることになるのではないかと判断するに至った。

なお，共通第一次試験と共に第二次試験を課することは，受験生に対して二重の負担となり，この

意味から「受験地獄」の解消に資するところがないであろうという批判があり得ろ。しかし，

（１）「一発勝負」を避けること，また

（２）正常な高校教育という基礎にだって，より的確な選抜試験を行う。

という趣旨からすると，止むを得ない負担と考えられろ。また，物理的にはまさに二重の負担をか

けることにはなるが，この負担は従来の入学試験によってもたらされた「受験地獄」とは本質的に異

なるものであろうと思われろ。

一万，この入試方式はそれぞれの大学にとって，つぎのような影響があると考えられろ。

（１）共通第一次試験は統一的集中処理で行われることは上述した。これに対応して各大学が独自に

行う第二次試験ではその出題教科・科目を従来とくらべて少なくすることが考えられるので，出題や

採点関係等についてはむしろその負担が軽減される方向を辿ることが予想されろ。しかし，

（２）共通第一次試験と第二次試験との２度の試験業務を行うことになるので，その点では明らかに

負担が加重されるようになる。更に，

（３）二つの試験期日を設定するために，大学の研究教育に少なからぬ影響を与えることが考えられ

ろ。

大学側にとって不都合なこれらの問題は避けることはできないが，大学入学試験を改善しようとい
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う基礎にだって，全国立大学が協同して適正な共通的入学試験を行うのであるという立場からこれを

とらえる必要がおこるであろうと思われる。

共通第一次試験は全国立大学の受験志願者全員を対象とすることになるが，その数は現状において

も40万をくだらないであろうと想定される｡

従ってこれら多量の試験業務を処理するためには当然にコンピューターによる処理を考えなければ

ならない。

本委員会はこのことのために多くの検討を重ねることとなった｡

１．多量の試験業務を処理するため,入試実施機関の組織と機能ならびに実施方策等の入試実施機

構は従来とは箸ろし<態様が異なってくることが予想されろ。

このため，本委員会に「実施方法等調査専門委員会」を設けて検討を重ねてきたが，ようやくその

成案を得た。その内容は以下この報告書に記述されることになる。

２．－万，４０万を想定する受験者の答案処理は，従来のままの設問方式ならびに採点処理方式では

到底これに対応することはできない。いきおい，設問方式や解答方式はコンピューター処理に耐える

ものでなければならない。しかも，共通第一次試験は高校教育における学習の達成程度を評価すると

いう趣旨にたっているので，これにふさわしい問題でなければならない。

このような重要課題を調査研究するために，本委員会に「科目別研究専門委員会」が設置された。

これは国立大学の専門教官によって構成されることとしたが，上記のような目的にそう問題作成につ

いて鋭意研究が積み重ねられてきた。

３．共通第一次試験の試験業務をコンピューター処理によるためには，コンピューターを駆使する

ための専門的知識と技術とが必要になる○更に，設問方式や解答方式を検討する上で，上記科目別研

究専門委員会からの要請に対してコンピューター処理を如何にすべきかの研究も必要である。

これらの問題を検討するため，本委員会に「コンピューター専門委員会」が設置され,当該諸問題

についての調査研究が行われた。

各種専門委員会において調査研究してきたことがらは，実地研究によって具体性のあるものとして

かなりの成果を挙げることができた。これらについて報告書に記述されている．

高校教育においての学習の達成程度を評価するという一般的な要請に対し，適切な出題をすること

は可能である。しかし，多量処理をするためには客観テストによらざるを得ないので，そこに－つの

問題が提起された。この研究においてはマークシート方式を採用したが，つぎのようないくつかの問

題を摘記することができよう。
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（１）客観的テストとはいっても，従来のいわゆる○×式の域を脱することはできろ。すなわち，出

題に対する的確な読解力，内容に対する理解力，あるいは思考過程をより的確に判定する点ではかな

り前進することができた。また，

（２）具体的事項についていえば，例えば数学，物理その他における計算問題や自然科学系における

図式等について，その出題の可能性をかなりに高めることができた。しかし，これらについても限度

のあることは否めない。また，

（３）国語や外国語はもとより，他の教科・科目についても，記述的解答や一般的にいって総合力，

思考力を評価することは十分にはできないことを認めざるを得ない。

以上のような問題については今後もなおその解決のために研究を重ねる必要を感ずるが，他方，共

通第一次試験と各大学独自の第二次試験とを組合わせて相互に補完するという配慮が必要になるであ

ろうと思われろ。
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入試改善調査委員会の組織および各種委員会名簿

入試改善翻査委員会の組織

入試改善調査委員会は具体的研究を行うため下記の専門委員会を設けて共通第一次試験についての

調査研究を行った。

（１）入試改善鯛査委員会

入試改善調査委員会は調査研究の総括的機関として下記各専門委員会の業務の連絡調整を図Ｉ)つつ

全般的な作業の推進に努めた。

なお，実地研究を行うために48大学に実施委員会を組織してその実施に当ったが，実施に至る過程

において本委員会ならびに各専門委員会との連絡会議を十分に行い，実施について遺漏のないことを

期した。

（２）実施方法等鯛ﾖ騒早門委員会

委員16名をもって構成し，共通第一次試験を実施する場合の実施方法等具体的諸問題について調査

研究を行う。

（３）科目別研究専門委員会

標準問題の作成に関する調査研究をするため，国語（現代国語・古典Ｉ甲),社会（倫理・社会，政

治・経済，日本史，世界史，地理Ａ・地理Ｂ)，数学（数学一般･数学Ｄ，理科（基礎理科，物理Ｉ，

化学Ｉ，生物Ｉ，地学Ｉ),外国語（英語Ｂ）の５教科16科目について各科目ごとに科目別研究専門委

員会を設けた。各専門委員会はおよそ10名の委員を以て構成し，標準問題の作成，電子計算機により

処理可能な問題形式等について調査研究を行った。

全科目に共通の基本方針の検討と科目間の調整等のため，各科目別研究専門委員会の委員長による

連絡会議をもち，あるいは他の専門委員会または入試改善調査委員会との合同会議をもつなど全体的

調整に遺漏のないことを期した。

（４）コンピューター専門委員会

コンピューター処理に関する専門的な調査研究を行うため委員17名（内12名は各科目別研究専門委

員会の委員１名ずつ）をもって構成された。調査研究の進行中，科目別研究専門委員会ならびに実施

方法等調査専門委員会等との連携に意を用いた。



－１５－

各種委員会名簿

実施方法等調査専門委員会委員名簿
○印学長委員

入試改善調査委員会委員名簿

科目別研究専門委員会委員名簿

氏名 大学名 備考

委員長 岡本道雄 京都大 (小委員）

副委員長 加藤陸奥雄 東北大 (小委員）

副委員長 若槻哲雄 大阪大 (小委員）

委員 松本秋男 北見工大

委員 惟子康雄 弘前大

委員 市古宙三 お茶の水大

委員 林健太郎 東 京 大

委員 湊秀雄 東 京 大 (小委員）

委員 小野周 東京大 (小委員）

委員 111上正光 東京工業大

委員 小山正一 東京商船大

委員 111村亮 東京農工大 (小委員）

委員 桜場周吉 静岡大

委員 丸井文男 名古屋大 (小委員）

委員 佐野幸吉 名古屋工大

委員 三上美樹 三重大

委員 永田雅宣 京都大 (小委員）

委員 増尾富士雄 京都工繊大

委員 細)|｜藤次 神戸大 (小委員）

委員 片山嘉雄 岡山大

委員 飯島宗一 広島大

委員 回藤真一 香ｌｌＩ大

委員 河原一男 長崎大

委．貝 岳中典男 熊本大

委員 蟹江松雄 鹿児島大

氏名 大学名 備考

委員長 加藤陸奥雄 東北大 ○(小委員）

委員 松本秋男 北見工大 ○

委員 惟子康雄 弘前大

委員 湊秀雄 東 京 大 (小委員）

委員 小野周 東京大 (小委員）

委員 清水留三郎 東 京 大

委員 111村亮 東京農工大 (小委員）

委員 竹村松男 金沢大

委員 丸井文男 処古屋大 (小委員）

委員 三上美樹 三重大 ○

委員 永田雅宜 京 都大 (小委員）

委員 秋田宗平 京都工繊大

委員 細川藤次 神戸大 (小委員）

委員 片山嘉雅 岡山大

委員 上垣内孝彦 広島大

委員 河原一男 長崎大

委員 具島兼三郎 長崎大 ○

教科 科目 氏名 大学名 備考

国語
写ufe国珂蕎
古，H１ 今井源衛 九州大学

数学
1敗学宮
受文与±－舟5と 戸田宏 京都大学

社会

倫理・社会

政治･経済

日本史

世界史
iul理J
illA理１

Ａ

Ｂ

阿部正雄

林周二

佐藤進一

久村因

岩本政教

奈良教育大学

東京大学

名古屋大学

名古屋大学

熊本大学

理科

基礎理科

物理

化学

生物

地学

永野為武

鈴木保正

野村祐次郎

山田真弓

岩生周一

東北大学

新潟大学

東京大学

北海道大学

千葉大学

外国語 英語 桝井迪夫 広島大学



－１６－

科目別研究専門委員会名簿
○印
＊印

委員長
コンピューター委員

科目 大学 氏名 科目 大学 氏名 科目 大学 氏名

国語

倫理・社会

政治・経済

日本史

世界史(東）

(西）

大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
・

育
州
州
敦
賀
本
州
本
に
京
京
州
州
京
崎
】

岡
’

九
九
編
佐
熊
九
熊
九
東
東
九
九
束
長
」

余艮叡甘大

東京学芸大

お茶の水大

京都大

京都教育大
大阪大
大阪大
奈良女子大

奈良教育大
大阪教育大大

大
大
大
大
大
大
大
大
大

京
北
北
北
北
葉
京
京
京
癩

東
東
東
東
東
千
束
東
東
機

大
大
大
大
大
大
大
大
大
大

育
育
子
屋
屋

鑪沢阜岡轆都鑪鐘古古
名
金
妓
獅
愛
京
奈
奈
名
名

大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大育

鑪
鑪
戸
醐
岡
都
阪
沢
馴
璽
沢
阪
山
阜
教知

名
名
神
大
静
京
大
金
大
三
金
大
宮
岐
愛

衛
雄
彦
二
澄
雄
尚
朗
二
塵
繁
殖
湧
和

源
泰
卸
滉
基
三
八
昭

益

井
松
田
林
藤
村
木
川
原
山
村
田
井
田

今
童
山
楓
首
奥
荒
石
篠
秋
岡
福
山
福

。
＊

◎阿部正雄

石lⅡHlr男
尾田幸雄

山本誠作
村井研治
池長澄

間場寿一

＊新睦人

小笠原真

越井郁朗
◎林周二

樋口陽一

藤田宙靖

竹内滴

大東英祐
尾吹善人

大沼保昭

小野英祐
渡辺昭夫

＊腰原久雄

◎佐藤進一
高沢裕一

野村忠夫
田村貞雄

新行紀一

上横手雅敬

木村博一
中塚明
網野善彦

＊早'Ⅱ庄八

◎久村因

重松伸司

岩見宏

麟藤猛

五井直弘

堀ⅡＩ哲男

山田侭夫

佐口透

＊広実源太郎

茨木慶三

大牟田章

岡部健彦

岡本明

栗山麓償

山田作男

地理

数学

物理

化学

大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大

本本本都歸》艤崎賀鴎崎州分球口
熊
熊
熊
京
大
京
福
長
佐
鹿
宮
九
大
琉
山

大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大

育
繊
青
屋
屋
屋

都
都
都
都
都
識
誕
阪
騨
戸
京
古
古
古

京
京
京
京
京
京
京
大
大
神
東
名
名
名

大
大
大
大
大
大
大
大
大
大

潟波葉京誕謝城通拒州
新
筑
千
束
東
お
茨
電
九
償

大
大
大
大
大
大
大
大
大
大

京
玉
玉
京
紅
誕
誕
癩
州
賀

東
埼
埼
東
東
東
東
横
九
佐

教
人
三
良
昇
幸
夫
樹
茂
穀
馬
雄
忍
哲
雄

政
守
麟
典
高
松
直
数
菊
友
寿

本
ロ
山
田
田
山
垣
原
崎
藤
村
野
目
里
崎

岩
山
椣
浮
前
水
桧
楠
川
斉
下
小
勝
田
山

。
＊

宏
宜
明
良
章
男
大
毅
一
旦
三
之
啓
夫

雅
弘
斉
利
浩
清
利
麓
久

田
田
方
井
内
村
田
辺
部
室
藤

戸
永
土
岩
武
西
河
渡
阿
石
伊

。
＊

繩
万
本
四
野

◎鈴木保正

香村俊武
青木育雄
小野健一
堀江久

石黒英一

小墓智一
＊土方克法

玉城道

宮地良彦

◎野村祐次郎

福田禰成

下沢陸

綿抜邦彦

桂敬

谷崎護衛

阿部光雄

＊広田樋

中村周

真島光雄

生物

基礎理科

地学

英語

大
大
大
大
誰
静
大
大
大
大

罐罹罹疵蠅“班輕辨岼
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大

育
水
屋
屋

北
北
北
北
北
北
“
葉
京
麺
古
古

東
東
東
東
東
東
宮
千
束
お
名
名

大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大巻
き

葉
錨
魎
魎
葉
葉
葉
葉
葉
葉
京
京
京
京
学京

千
北
北
北
千
千
千
千
千
千
東
東
東
東
東

大
大
大
大
大
大
大
大
大
大

繊
島
部
郁
郁
工
阪
根
山
風
風

都
広
京
京
京
京
大
島
岡
徳
広

輻貴翫翻榑議鰄博清罎
田
保
藤
桐
野
田
甘
林
中
田

山
佐
谷
片
大
西
美
若
田
久

。
＊

◎永田為武
田中正之

＊渡利千波

若林博
飯沼勇伍
蟹沢聡史
増田孝一郎

翻木康孝

伊藤薦
曽根興三

右衛門(&邇雄
瓜谷郁三

○岩生周一

魚住悟

＊岡田広

橋本誠二
兼平慶一郎
近藤精造

千坂武志
前田四郎

村内必典

木下鑑

浅井富雄

小尾信弥
鎮西清高

永田壁

大脇直明

夫
三
男
一
稔
久
親
正
寿
己

迪
貝
幸
昭

寛
陸
直

井
輿
浦
藤
田
田
上
藤
村
田

桝
御
大
安
多
石
大
近
清
垣

。
＊
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試験実施委員会委員名簿一覧

大学名 委員長 委員 委員（事務担当）
北海道大学 蕊目清一郎 魚住悟 大朝雄～二 浅野好司 入学主幹
北海道教育大学（函館） 舟越芳男 小名鵡郎 中）Ⅱ正 堤淳 事務長
室蘭工業大学 菊地干之 吉田正夫 本田孝二 長繊熱 教務課長
小樽商科大学 麻田四郎 武本昌三 沼田久 堀越保 学生課長
帯広蓄産大学 大畑荘一 佐藤栄蔵 瀬戸幸三 入谷誠 学生課長
旭）Ⅱ医科大学 下田晶久 笹森秀雄 星野了介 高木幸雄 学生課長
北見工業大学 梅沢利二 棟徹夫 清水昭典 高坂洋 教務課長
弘前大学 秋月観暎 帷子康雄 高松亨明 宮永吉一 入学主幹
岩手大学 大ｊｌｌ将 佐々木達夫 鬼沢頁 須藤稿蕊 学生課長
東北大学 渡利千波 若林博 野』瞥箕襲巨篭』 尾形五郎 入学主幹
秋田大学 綿貫動 佐藤怜 井上利夫 横田芳太郎 学生課長
山形大学 竹内芳男 藤田寛海 花屋馨 本間幸雄 学生課長
福島大学 鏡道夫 吉田俊博 町田俊彦 正法地幹雄 学生課長
茨城大学 岡本茂 野口元大 中村啓二 渡部和夫 学生課長
宇都宮大学 若林荘一 亀山弘 相馬恒一 長谷川泰造 学生課長
群馬大学 内田 うじ 彦 宮崎晴夫 猪熊猛之 宮沢典雄 学生課長
千葉大学 竹内長士 吉田治 青木孝悦 早沢正美 入学主幹
東京大学 早島鏡正 大規磐男 志村博康 堀津省二 入学主幹
橋大学 田島壮幸 竹下．守夫 藤岡貞彦 市川一郎 入学主幹

新潟大学 村Ⅱ’新十郎 今井道児 田中謙輔 木村茂 学生課長
富山大学 岩渕富治 田中専一郎 広岡一脩二 蓼丸博文 学生部次長
金沢大学 竹村松男 松山昇 岩佐幹三 山田幸造 学生課長
福井大学 中峠哲朗 川端哲雄 加納源太郎 久保田時男 学生課長
山梨大学 加藤国雄 西宮克彦 荻原能男 兎束保之 墨牛歓国璽醤
信州大学 中川大倫 横井政時 上田五雨 奥村公司 学生課長
岐阜大学 石原正也 片岡明雄 中井幹 桝本興蔵 学生課長
静岡大学 市川常男 中林敏郎 坂井昭三 菊地包士 学生課長
名古屋大学 田浦武雄 大久保泰甫 福井農時 大島健児 入学主幹
重大学 吉田克己 赤塚章 大河平行雄 山下修司 学生課長

滋賀大学 村田昇 本郷次雄 吉井典章 鈴木佳彦 学生課長
尿 都大学 岡田齋太郎 木下圭三 福島徳寿郎 金子健一 入学主幹
大阪大学 上原喜八郎 水野克彦 西田俊夫 荒木満徳 入学主幹
神 ﾉコ 大学 松田和久 新保樽 溝ロ史郎 飯田達雄 入学主幹
奈良教育大学 坂口具一 木村博一 市川米太 田中健 教務課長
和歌山大学 浅野敵 松尾靖男 加藤徹 村松哲彦 学生課長
鳥取大学 佐藤栄義 宮本良雄 栗林幸男 楠昭三 学生課長
岡山大学 福田裏之介 岩佐順吉 北山穀 横田静寿 入学主幹
広島大学 竹山晴夫 上垣内孝彦 沖原豊 豊松隆之 入学主幹
山口大学 村上允英 山本泰男 木藤正典 麻生泰人 学生課長
香）Ⅱ大学 石)Ⅱ俊夫 妻鳥敏彦 井原健雄 古賀純二 入学主幹
愛媛大学 浅田泰次 西泰英 牧野修二 堀井誉立 学生課長
高知大学 佐藤修策 野町幸男 上森千秋 影井吉夫 学生課長
九州大学 深町郁彌 河野和正 騒州冴穗瞳荊 佐々木鰯雄 入学主幹
長崎大学 友岡学 Ⅱ｜崎晴通 河原一男 原嵩 入学主幹
熊本大学 佐藤昭一 西岡寅雄 上西啓祐 須磨■ 入学主幹
宮崎大学 遠藤尚 原田雅登 隈江月晴 山元省介 学生部次長
鹿児島大学 平田好成 篠原優 西山昭徳 弘津章市 学生課長
琉球大学 山里栄昭 大城武 与儀憲徳 上原正功 学生課長



－１８－

昭和51年度国立大学入試改善調査研究実施

事業計画書

昭和51年度においては,従来の入試改善調査委員会および附属専門委員会を存置して，昭和48,49

50年度に引き続きそれぞれの担当事項について更に検討を進め，次の諸点に重点を置いて調査研究を

行う。

①昭和49,50年度にまとめられた「国立大学入試改善調査研究報告書」について，説明会の開催，

アンケート調査等により，全国立大学にその趣旨を伝え，意見を求めろ。

②高等学校関係者に対しても報告書の趣旨の周知を図り、広く意見を求めろ。

③上記の意見等により，専門的，技術的問題や「試験問題実地研究」を含め，再検討を必要とする

問題の調査研究を行う。

④国立大学共通第一次試験の実施機関である国立大学入試センター（仮称）についての調査研究を

行う。

⑤以上の調査研究を基礎として，国立大学共通第一次試験についての国立大学協会の意見をとりま

とめろ。

実施計画

l国立大学共通第一次試験の実施に関する調査研究

（１）入試改善調査委員会を設け，各専門委員会の調査研究と緊密な連携のもとに国立大学共通第一

次試験実施に関する総括的調査研究を行う。

入試改善調査委員会は，委員25人をもって構成する。

（２）実施方法等調査専門委員会を設け，国立大学共通第一次試験を実施する場合の実施方法等具体

的諸問題について調査研究を行う。

実施方法等調査専門委員会は，委員16人をもって構成する。

２標準問題の作成等に関する調査研究

（１）国語，社会，数学，理科および外国語の５教科16科目について，１３の科目別研究専門委員会を

設け，標準問題の作成，問題の妥当性について分析，研究を行うとともに，電子計算機により処

理可能な新問題形式等の調査研究を行う。

科目別研究専門委員会は16科目につき，１３の委員会を次の大学に置く。



－１９－

〔16科目の科目名および設置大学〕

（国語）現代国語，古典Ｉ甲（九州大学）

（社会）倫理・社会（奈良教育大学）

政治・経済（東京大学）

日本史（名古屋大学）

世界史（名古屋大学）

地理Ａ，地理Ｂ（熊本大学）

（数学）数学一般，数学Ｉ（京都大学）

（理科）基礎理科（東北大学）

物理Ｉ（新潟大学）

化学Ｉ（東京大学）

生物Ｉ（北海道大学）

地学Ｉ（千葉大学）

（外国語）英語Ｂ（広島大学）

各科目別研究専門委員会は，委員約10人をもって構成する。

科目別研究専門委員会の委員長は，当該専門委員会を置く大学の教官をもって充てろ。

（２）科目別研究専門委員会委員長連絡会議を設け，標準問題の形式，内容，程度等について全科目

共通の基本方針を検討するとともに，科目間の調整等を行う。

科目別研究専門委員会委員長連絡会議は，科目別研究専門委員会の委員長13人をもって構成す

る。

（３）コンピューター専門委員会を設け，科目別研究専門委員会その他の委員会と連携をとり，国立大

学共通第一次試験の試験問線について電子計算機を試験的に使用し,大量処理方式等の検討を行う。

コンピューター専門委員会は，委員18人（内13人は各科目別研究専門委員会の委員１人をもっ

て充てる｡)をもって構成する。

３試験問題実地研究調査

実施方法等調査専門委員会が実施主体となり，全国約50試験場，計約12,000人の高校生につき，

科目別研究専門委員会作成の試験問題につき実地試験を行い，その結果にもとづき，各専門委員会

はそれぞれの担当事項について更に検討を進めろ。

４報告書の作成等



－２０－

国立大学共通第一次試験の実施に関する調査研究および標準問題の作成等に関する調査研究の結

果について報告書を作成し，関係方面に配布する。

５事業は昭和51年４月から昭和52年３月までの間に実施する。

なお，昭和51年度においては，東京大学に付設された国立大学入試改善調査施設が，全国立大学の

協力を得て上記事業の事務を担当する。また，事業に要する経費は，国立学校特別会計により配賦を

受けた関係大学において支出する。
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Ⅱ「国立大学共通第一次試験実施による大学入学

者選抜方法の改善」に関する調査研究等の経緯

１．調査研究の経緯

(1)国立大学協会の第二常置委員会は，入学試験等の諸問題について連絡協議を行う委員会である

が，この委員会において，昭和44年11月に，東京大学入試制度調査委員会委員長等の出席を求め，

東京大学の「入試制度をめぐる問題点｣(４４．１０．１）の説明を受け，その中で述べていろ「入試

の一目的である高校課程の学力をテストするという側面については，たとえば，大学人（および

場合によっては，高校側の参加を得て）による統一テストで十分所期の目的を達成でき，統一テ

ストが入試の負担の軽減に役立てば，それだけ各大学はキメの細い選抜を行い得ろ」ことに関し，

意見交換を行った。また，第二常置委員会は，１１月末に各大学に｢入学試験改善に関するアンケー

ト」の照会を行った。

(2)昭和45年２月に，第二常置委員会と東京大学入試制度調査委員会が懇談し,また６月には，｢統

一テスト」について意見交換を行った。昭和45年７月-11月にかけて，数回にわたる第二常置委

員会で，全国立大学共通第一次試験について，基本的な意見の交換，問題点の指摘が行われた。

その過程で,鴎行入試制度の欠陥｣｢入試の本質｣，「入学者決定方式の諸類型（全員入学方式,抽

せん入学方式，推せん方式，調査書方式，学力テスト方式（競争試験),学力テスト方式（資格適

性試験),併用方式，学力テスト（資格適性試験）＋抽せん方式，学力テスト（競争試験）＋抽せ

ん方式，抽せん＋学力テスト（競争試験）方式,学力テスト調査書併用方式,面接との併用方式)」

の検討等，現行入試制度改善の具体策が協議されたが，大学入学者選抜は，大学教育の一環であ

るとの見地から，国立大学が共同で行う，全国立大学共通第一次試験議と各大学がその特性に応

じた適性能力を判定する第二次試験との組合せによる入試の改善策が有力な意見となった。

(3)昭和45年11月の総会において，全国共通第一次試験の実施の可否について討議し,その調査研

究のための調査委員会設置のアンケートを各大学に照会することを決定し，昭和46年２月に，第

二常置委員会がこれの集計を報告したが15大学中62大学の賛成で，昭和46年２月に「入試調査特

別委員会」が設置され，本格的な調査研究を開始した。昭和47年９月，入試調査特別委員会は，

それまでの検討結果を整理して，「全国共通第一次試験に関するまとめ」として公表し，各国立

大学の意見を求め，その結果，昭和47年秋の総会において，共通第一次試験実施の可否を決する
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には，更に具体的な調査研究を継続する必要があると決定した。

(4)昭和48年４月,｢入試改善調査委員会」を設置して，新しい調査研究体制のもとに，具体的な調

査研究を開始し，昭和49年３月，昭和48年度における調査研究結果を「国立大学入試改善調査研

究報告書一中間報告・昭和48年度一」として公表した．昭和49年度においても調査研究を継続し，

昭和49年11月には，高校３年生約3,000人を対象とし，全国７地区において，国立大学の協力を

得て，共通第一次試験問題の実施研究を実施した。昭和50年３月，入試改善調査委員会は，昭和

４８，４９両年度の調査研究結果を「国立大学入試改善調査研究報告書」として公表し，同年６月，

各国立大学にアンケート調査を行い，約70％の政善に資する」とする意見を得た。

(5)昭和50年度における調査研究は，これまでにおける調査研究の成果の上に立って，関係国立大

学の協力のもとに，調査研究の趣旨の普及，残された問題点の検討を行い，昭和50年11月には，

高校３年生約5,000人を対象に，全国７地区14会場で，国立大学の協力のもとに，実地研究を実

施した。また，同年秋の総会において，調査研究を推進するため「国立大学入試改善調査施設」

を，昭和51年度に特定大学に附設するよう文部省に要請した。

(6)文部省は，大学入学者選抜方法の改善を図ろため，国立大学協会の調査研究の推進を援助する

こととし，昭和48年度，昭和49年度，昭和50年度と３か年にわたり毎年約５千万円の経費を計上

し，また，昭和51年度においては，国立大学協会の要請を受けて，全国共同利用の「国立大学入

試改善調査施設（人員10人，事業費112,936千円)」を東京大学に附置して，より具体的な準備調

査を進めることとした。

(7)昭和51年３月，入試改善調査委員会は，昭和50年度の調査研究の結果を，昭和50年３月の報告

書と補完的関係になる「国立大学入試改善調査研究報告書」として公表し，同年４月には，各国

立大学に対しアンケート調査を行い，その結果，７６％の大学から「改善に資する」との意見を得

た。（５１．６．３０付国入改第51号で各国立大学長宛送付）

(8)このような調査研究の成果をふまえ，昭和51年６月22日開催の第58回総会において，次のよう

な国立大学協会としての方針を決定した。

〔大学入試改善に関する意見〕

国立大学協会は，共通第一次試験が大学入試の改善に資するものと判断する。

しかし，この共通第一次試験を実施することについては，種々重要な問題が残されているので，

これらの問題について今後文部省とも協議し，慎重に検討した上で，国立大学協会の方針を決定

したい。（昭和51年６月22日，国立大学協会第58回総会承認）
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その際に（国立大学入学者選抜期日の一元化）についても国立大学共通第一次試験による大学

入学者選抜とあわせて同時に実施することが望ましいこととした。

（９）昭和51年10月に，高校生約10,000人を対象とした実地研究を，国立大学48校の協力のもとに実

施した。

00その後，入試改善調査委員会をはじめ各種専門委員会において，アンケート調査の回答に付さ

れた各国立大学の意見と要望，公私立大学，高等学校等の関係者の意見と要望等を勘案しながら，

残された問題について細部にわたり検討を行い，文部省とも再三にわたり連絡協議を行った。そ

の結果，国立大学共通第一次試験の実施機関の組織・機構及び各大学の実施組織の整備，試験問

題の作成・印刷・保管・輸送の方法，共通第一次試験の実施期日の想定，試験実施に関する諸問

題の処理，答案の機械読取ミスの防止，試行テストの実施等の諸問題について解決策あるいは解

決への見通しを得ることができた。

これらを各大学長に報告し，国立大学共通第一次試験による大学入学者選抜の実施に関する意

見の学内集約を依頼した。（５１．１２．３付国入改第93号で各国立大学長宛依頼）

（１１）文部省は，国大協が国立大学共通第一次試験実施による大学入学者選抜の改善に関する方針を

決定することに対応して,｢大学入試センター（仮称)｣の設置と実施準備に必要な人員の配置及び

所要の経費の計上，各大学における実施組織の整備等の昭和52年度概算要求を行っていろ。

(12）これらの経緯により，昭和51年11月17～18日開催の第59回総会において，各大学の意見を集約

した結果，次のとおり，｢国立大学共通第一次試験実施による大学入学者選抜方法の改善は，国立

大学共通第一次試験に係る所要の諸施策が行われ，残された諸問題が解決される見通しを得るに

至ったので，入学者選抜期日の一元化とともに，昭和54年度大学入学者選抜から実施可能である」

との判断に達した。

国立大学共通第一次試験実施による大学入学者

選抜方法の改善に関する意見

国立大学協会は，昭和45年から調査研究を続けてきた国立大学共通第一次試験実施による大学入学

者選抜方法の改善について，本第59回総会において次の結論に達した。

前総会において，大学入学者選抜の改善に資するものと認めた国立大学共通第一次試験実施による

大学入学者選抜方法の改善は，その後，残された問題点の検討と，その実施に対して必要な諸施策の

具体化について，文部省とも協議を行った結果，それらの実現に対する見通しを得たので，昭和54年

度大学入学者選抜から実施可能であると考えろ。
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本方法は全国立大学共通の第一次試験と，各大学が独自に行う第二次試験とからなるものである。

共通第一次試験では，全国的に共通で適切な問題を課することによって，高等学校における学習の達

成度を評価し，各大学がその特性に応じ，自主的に行う第二次試験は，共通第一次試験の趣旨と方法

に対応しつつ，各大学・学部への入学志願者の能力と適性を検することを主眼とする。

この共通第一次試験の実施のために設置される「大学入試センター(仮称)」は，全国立大学の意志

を十分に反映し得る共同で利用する機関であり，各大学と協同して共通第一次試験の円滑な実施にあ

たるとともに，大学入学者選抜に関する継続的な研究を行うものである。

各大学においては，本方法による大学入学者選抜に関する諸施策が譜ぜられろとともに，第二次試

験のあり方について，それぞれ，各大学は早急に自主的な検討をすすめ，当協会においても，この点

について連絡調査にあたる。

また，さきに当協会は「入学者選抜期日の一元化」を可としてきたが，これも国立大学共通第一次

試験実施による大学入学者選抜と同時に行われることが望ましい。

なお，共通第一次試験の実施に関する諸問題については,引き続き文部省と連絡協議することとする。

（昭和51年11月18日国立大学協会第59回総会承認）

また，１１月18日に国大協会長から文部大臣に対し，国立大学共通第一次試験実施による大学入

学者選抜方法の改善を，入学者選抜期日の一元化とともに,実現するよう，次の要望書を提出した。

国立大学共通第一次試験実施による大学入学者

選抜方法の改善について（要望）

当協会は，昭和45年以来，国立大学における入学者選抜方法の改善について調査研究を行ってきま

したが，さきの第58回総会において,｢国立大学共通第一次試験による大学入学者選抜が，現行の大学

入学者選抜の改善に資する」との判断をしました。

本第59回総会において,｢国立大学共通第一次試験実施による大学入学者選抜方法の改善は，国立大

学共通第一次試験に係る所要の諸施策が行われ，残された諸問題が解決される見通しを得るに至った

ので，入学者選抜期日の一元化とともに，昭和54年度大学入学者選抜から実施可能である」との判断

に達しました。

つきましては，当協会の調査研究の趣旨に即し，周到な準備と万全な実施計画によって，これらの

改善が実現されるよう所要の施策を早急に講ぜられろとともに，当面，昭和52年度においては，全国

立大学が共同で利用する機関として国立大学全体の意志を反映し得る機構を持った｢大学入試センター

(仮称)」を設置し，その整備と必要な人員の配置を行い，大規模な試行テストの実施等実施準備に関
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し，所要の経費を計上され，各大学における実施組織の整備を図られろこと等を強く要望します。

なお,国立大学共通第一次試験の実施に関する諸問題について，今後とも引き続き連絡協議をいた

したいと存じます。

（注）「国立大学共通第一次試験実施による大学入学者選抜方法の改善」の趣旨

現行の学力検査の方式を，全国的に共通で適切な試験問題を課することによって，高等学校

における一般的学習の達成度を客観的に評価する国立大学共通第一次試験と，この共通第一次

試験の趣旨と方法に対応しつつ，各大学が自主的に，学部・学科の特性に応じて重視される能

力と適性を検査する第二次試験とを組合せる方式に改め，これらの成績，大学が必要に応じて

実施する面接等の結果及び調査書その他大学が必要と認める資料等を合理的に総合して，入学

志願者の能力と適性を判定する方法に改善し，あわせて入学者選抜期日の一元化を図ろことに

より,大学入学志願者に対して適切な方法でより綿密な判定を行い，ひいては高等学校教育の

正常化に寄与しようとするものである。

（1Ｊこれに伴い共通第一次試験に対応する各大学が独自に行う第二次試験のあり方を，大学入学希

望者,高等学校関係者等に明示することが急務であるので，各大学においては，第二次試験の実

施教科・科目等及びその実施方法等について，共通第一次試験の趣旨を尊重し，その性格を十分

に理解した上で,昭和52年夏までに公表することを目途として,早急に検討を行い,国大協において

も,この点についての各大学の検討の過程又は結果を連絡調査することとなった｡(Ｖ－４の項参照）

との第二次試験のあり方は，各大学・学部が自主的に決定すべきものではあるが，その検討に

あたっては，①出題は共通第一次試験に課せられていない科目に限ることが望ましいこと。同一

科目の出題を行う場合には，記述力，考察力，表現力等のテストを論文形式で行うなどの配慮が

必要であること，②入試全般の観点から，大学側，受験生側がともに負担増にならないよう，で

きるだけ科目数，出題量を少<することが望ましいこと，③可能であれば面接とあわせて口頭

による試問をも加え，特定大学では面接を行い，第二次試験は実技のみで十分な場合も考えられ

ること，④共通第一次試験の成績と第二次試験（必要に応じて行われる実技検査を含む）の成績

とを適正に総合して，学力検査の成績とし，必要に応じて行われる面接，小論文の結果及び調査

書等とともに判定の資料とすること，⑤共通第一次試験による予備選抜は原則として行わないこ

と,入学志願者が極度に多く，そのために十分綿密な第二次試験が行い得ない大学．学部におい

て止むを得ず予備選抜を行う場合は，入学定員の少くとも３倍程度の数は第二次試験を受験でき

るよう配慮すること等を示した「第二次試験のガイドライン」の趣旨に十分留意すべきである。
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〔参考〕第二次試験の科目数に関し,大学入試改善会議では,最低必要な1-2科目に限るのが望ま

しいという意見が大勢を占め,全国高校長協会,全国普通科高校長協会等は,1-2科目に限るべきだ

と強く要望していろ。なお，３教科3科目が適当であるとの個人的意見が国立大学教官の中に多い

といわれていろ。他面，一般的な意見として，１科目にしぼるべきだとの強い主張もある。

2．今後の予定等

(1)文部省は，国大協からの大学入学者選抜方法の改善に関する要望をうけて，すみやかに国立大

学共通第一次試験実施による昭和54年度大学入学者選抜実施要項の原案を大学入試改善会議に諮

るなど検討を行う。

(2)国大協は引き続き,国立大学共通第一次試験実施に係る諸問題に関して,文部省と連絡協議を行う。

(3)文部省は，昭和52年度政府予算案決定後（昭和52年１月頃）に，昭和54年度大学入学者選抜か

ら国立大学共通第一次試験実施による大学入学者選抜を実施することを予告し，昭和52年度予算

成立後（昭和52年５月末頃）に，昭和54年度以降の国立大学における大学入学者選抜の実施要項

を公表する計画であり，各大学が，第二次試験の実施教科・科目等及びその実施方法等について，

昭和52年夏（７月末）までに公表することを期待している。

(4)大学入試センターは昭和52年５月に設置が計画され，国立大学共通第一次試験の実施準備を行

うとともに，昭和52年冬に，高等学校３年生等約８万人を対象とした大規模な試行テストを実施

する計画である。 （資料の３，４参照）

3．その他

(1)この国立大学共通第一次試験に関し，全国高等学校長協会からは，その実施について，協力の

表明と実施の推進の要望が行われており，また，先に公立大学協会からは統一試験の趣旨からみ

て国公私立大学一体としての参加が望ましいが，国公私立大学統一実施が困難であれば，少くと

も公立大学が将来これに参加できるよう配慮されたい旨の要望が行われた。

(2)１２月７日の公立大学協会臨時総会において，昭和54年度入学者選抜から公立大学入学者判定の

際に国立大学共通第一次試験の成績資料を利用したい旨の申入れがあった。これは，公立大学入

学志望者が国立大学共通第一次試験を受験することであるが，国大協としては，試験場の確保，

試験監督者の増員等の面で充分の協力が得られることを前提に，これを承認することとしている

が，具体的な実施については，大学入試センターと文部省に委ねることとした。
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Ⅲ「国立大学共通第一次試験実施による大学入学者選抜方法の改善」
の概要

1．趣旨

現行の大学入学者選抜については，大学入学志願者の増加と，学歴偏重，特定大学への入学志向等

の社会的風潮とを背景に，その選抜方法をはじめとして多くの問題があり，我が国の教育全休に重大

な影響を及ぼしていろ。

これらの解決策の一環として，国立大学における入学者選抜方法について,｢現行の学力検査の方式

を，全国的に共通で適切な試験問題を課することによって，高等学校における一般的学習の達成度を

客観的に評価する国立大学共通第一次試験と，この共通第一次試験の趣旨と方法に対応しつつ，各大

学が自主的に学部・学科の特性に応じて重視される能力と適性を検査する第二次試験とを組合せる方

式に改め，これらの成績，大学が必要に応じて実施する面接等の結果及び調査書その他大学が必要と

認める資料等を合理的に総合して，入学志願者の能力と適性を判定する方法」に改善し，あわせて入

学者選抜期日の一元化を図ろことにより，大学入学志願者に対して適切な方法でより綿密な判定を行

い，ひいては高等学校教育の正常化に寄与しようとするものである。

2．国立大学共通第一次試験の実施機関

(1)共通第一次試験は，国立大学の入学者選抜の一部として，全国立大学が協同して実施するもので

あるため，国立大学全体の意志を十分に反映し得る組織を持つ，国立大学が共同で利用する国立の

機関（大学入試センター「仮称｣)を設置する。この大学入試センターは，各大学と協同して問題作

成，採点その他一括して処理することが適当な業務を行い大学入学者選抜に関する継続的な研究を

行う。また，国立大学以外の大学の入学者選抜に協力することができる。

大学入試センター（仮称）の設置計画

①設置年月：昭和52年

②性格：国立大学が共同で利用する国立の機関。所要の法令等の整備を行う。

③機構（全体計画）：管理部（２課制),事業部（２課制),研究部（情報処理，追跡，評価，試験

方法，試験制度の５部門）

④人員：全体計画約120人（うち教官約20人）を年次計画で整備充実。
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直接共通第一次試験に係る人員は，その実施までに配置を計画。

⑤各種委員会：評議会，運営委員会等と教科専門委員会（16科目別問題作成部会をもつ｡)，実施

方法専門委員会等を置く。

(2)大学入試センターと協同して，共通第一次試験の実施にあたるため，各大学に，当該大学の学長

を委員長とする試験実施委員会を設けろ。またその実施のため，事務処理体制の整備を図ろ。

(3)共通第一次試験の実施に関して，大学入試センターと各大学試験実施委員会との間で連絡協議を

行うため，各大学試験実施委員長会議，各大学試験実施担当者会議（いずれも大学入試センター招

集）を設けろ。

(4)大学入試センター（仮称）研究部の研究内容（試案）

研究部は各部門の協力の下に大学入試の改善に関する調査研究を実施するものであるが，各部門

のおおよその研究内容は次のとおりである。

①情報処理部門

（ｧ）大学入試（とくに共通第一次試験）の情報処理に関する研究

（ｲ）他の研究部門に対する情報処理面での協力研究

（注）事業部情報処理課はこの部門と協力してシステムの開発・改善を行うとともに，研究部門

の研究に対し，プログラム作成，電算操作等により協力を行う。

②追跡部門

（万大学入試（とくに共通第一次試験）の成績の追跡に関する研究

（ｲ）試験問題の項目間，科目間，教科間の相関分析の研究

（ｳ）大学入試の成績と受験生の出身地域，経済状況との相関関係の研究

（。追跡（相関分析等）の研究成果を中心にして評価部門と協力し，共通第一次の妥当性，客観

性等を研究

③評価部門

（刀共通第一次試験問題の内容の評価に関する研究

（ｲ）学力試験の標準化に関する研究

の）能力の木質に関する研究

（ｴ）問題と高校教育課程，大学教育との関連に関する研究

④試験方法部門

（力大学入試の本質に関する基礎的研究，試験方法の変遷に関する研究
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（ｲ）共通第一次試験方式と一般入試方式との関連に関する方法論的研究

の）大学入試の標準的方法に関する研究

（ｪ）諸外国の大学入試の試験方法の比較研究，他の試験と大学入試，大学内試験との方法論の研

究

⑤試験制度部門

（刀試験制度の史的研究

（ｲ）大学入学者選抜制度の改善と教育課程の改訂等，教育制度改革との関連に関する研究

（ｳ）諸外国における大学入試制度の比較研究

3．共通第一次試験の実施方法等

(1)試験の教科・科目：高校の普通科，職業科等を問わず平等の機会を与えるため，高校における必

修科目の範囲内（ただし外国語は，大学入学の要件として受験させる）で，次のとおり受験させる。

国語＝現代国話，古典Ｉ甲を合わせてｌ科目

社会＝倫理・社会，政治・経済，日本史，世界史，地理Ａ，地理Ｂから２科目を試験場で選択，

ただし，地理Ａと地理Ｂを選択して，２科目とすることはできない。

数学＝数学一般（履習者に限り，受験申込の際に選択）又は数学Ｉの１科目

理科＝基礎理科１科目（履習者に限り，受験申込の際に選択）又は物理Ｉ，化学Ｉ，生物Ｉ，

地学Ｉから２科目を試験場で選択

外国語＝英語Ａ（履修者に限る),英語Ｂ，独語，仏語から１科目を受験申込の際に選択

なお，職業科目については，各大学の第二次試験において，各大学・学部の特色に応じて配慮す

ることを適当としている。

(2)出題形式・方法：多数の受験生を対象とし，短期間に採点処理を行う必要があるため，客観テス

ト形式とする。解答はマークシート方法とし，採点集計は電算機で処理する。

(3)出題：国立大学教官で構成する教科専門委員会が行い，文科系，理科系の区別をしない。

共通第一次試験実施期日と高等学校における学習進度との関連から，出題範囲の調整を行う。教

科専門委員会の委員は，任期２－３年，毎年一部交代とし，固定化をさけろ。

(4)試験期日：１２月下旬を想定｡｢社会」について高等学校における学習進度との関連から，出題の調
整が必要。

①「国立大学入試改善調査研究報告書（昭和51年３月)｣に基づき，各国立大学に共通第一次試験
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(5)大学入試センター(仮称)機構図（案）

照務係

人露係

共同利用係

広報係

課長補佐一

総務係

経理係

用度係
課長補佐

施設係

企画調整係

ImNu作鹸1係

鬮圏作鰯2係

問題管理係

試磯実鰄1係

課長補佐

所長

灘鍍懸2係

業務第１係

業務第２係

情報管理係
課長補佐

資料係

客員研究員

く科目別問題作成研究〉
各大学試験実施委員長会議

各大学試験実施委員会

へ

各大学試験実施担当者会議
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の実施時期につき，本年６月にアンケート調査した結果，上位３案は次の通りであった。

、

②上記のようにＥ案の賛成が最も多く，次いでＡ案が，さらに、案が実施可能または何とか実施
可能と回答があったが，Ｅ案については，多くの否定的意見も付されていた。

すなわちけ）第一次試験と第二次試験との間が短かすぎろ。

特に再試験，追試験等の実施に支障がある。

け）第二次試験の採点期間が短かすぎろ。

（ｳ）私立大学の入試スケジュールに混乱を及ぼさぬこと。

などの意見であったので，これに基づき，実施時期を繰上げる方向で再検討することとなった。

③実施時期について，アンケート調査の回答意見のほか，文部省，各国立大学入試事務担当者，
私立大学団体等の意見を要約すると次の通りであった。

（ｧ）私立大学の１月下旬から開始される入試スケジュールに混乱を及ぼさぬこと。

（ｲ）私立大学との関連，国立大学の入学時期との関連から，第二次試験を３月上旬に行い，その
合格者発表を３月20日までに行うこと。

け）一期校二期校一元化の関連から，受験生が共通第一次試験後，その成績を自己判断した後に，
志望する大学へ出願できる機会を確保すること。

（ｴ）第二次試験の出願から試験日までの間31～36日間を要すること。第二次試験実施後，合格者
発表まで15日間を要すること。

け）国立大学のみでは試験室が不足するので，学外の公私立大学，高等学校の施設を借用しなけ

ればならない関係から，共通第一次試験を土，日曜日に実施するとしても，その準備に前日又
は，土曜日午前中が必要であること。

仇）積雪等の気象条件は，１２月，１月が２月よりも影響が少いこと。

㈲追試験の実施（共通第一次試験後，早くて２週間後に実施可能),答案の収集．読取り，機械
採点，各大学の成績請求,報告等の処理期間は，万全を期し，第二次試験前53-55日間を要す
ること。

(他の４乗について，実施可能とするものは，各案につき２～３であった｡）

実施時期 実施
可能

何とか
実施可能

実施
不可能

記入
なし

Ｅ案

Ａ案

Ｄ案

第一次試験：２月末－３月

第一次試験：１月下旬の土，日

第一次試験：冬休み中

，

，

，

第二次試験：３月下旬

第二次試験：３月

第二次試験：３月
９
４
３

４
２
１

５
８
２

１
３
３

２
３
１

１
１
３

２
３
２
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④上記の意見等を勘案し，実施時期について再検討を行った結果，次の意見が最も有力であった

が，高校の教育課程の進度状況を配慮しなければならない。

「12月下旬に共通第一次試験を実施し，おおよそ２週間後にその追試験を行い，各国立大学の

第二次試験を３月上旬（現行の－期校の試験日前後）に実施して，３月20日までに合格者発表を

行い，４月上旬に入学せしめるのが適当であると考えろ｡」

〔参考〕日程を逆算すると次の通りである。

（ｱ）４月上旬入学

Ｈ）３月20日までに第二次試験合格者発表

（ｳ）15日前までに第二次試験終了（３月上旬，現行一期校試験日の前後）

（ｴ）第二次試験31日目前から第二次試験募集（２月１日前後）

は）共通第一次試験処理期間は，第二次試験日前53-55日間が必要（共通第一次試験日は，１月

上旬の２日間）

仇）共通第一次試験の追試験は約２週間後（１月中旬の終り）

なお，１月上旬の土，日曜日は，試験場準備，問題の輸送保管，試験監督要員の確保，等の点

で困難であるとの意見が強い。

なお，試験日数は２日間を適当とし，１教科90～120分とする。

(5)本改善の実施：共通第一次試験実施による大学入学者選抜方法の改善は，昭和54年度国立大学入

学者選抜から実施を計画し，その際に，従来の一期校二期校の区別を廃し，入学者選抜期日は一元

化する。

(6)出願・受験手続等

①文部省は大学入学者選抜実施要項を各大学，都道府県教育委員会等に通知する。（４月）

②大学入試センターは，各大学，高等学校等に対し，国立大学の入学者選抜実施要項に関する説

明会を各地区で開催する。（４－５月）

③各国立大学は，第二次試験の実施教科・科目等及びその実施方法等，実技検査，面接等の有無

と内容，予備選抜の有無等を公表する。（６～７月）

④大学入試センターは,共通第一次試験の実施要項,受験申込書等を高等学校等に配布する｡(７－

８月）

⑤国立大学入学志願者は，原則として出身高等学校を経由して，受験申込書，入学検定料（その

額及び納入方法は検討中）及び必要書類をとりそろえ，所定期間内に大学入試センターに提出す
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ろ。過年度卒業者についても，出身高等学校を経由して受験申込みを行う。出身高等学校は，過

年度卒業の入学志願者を含めた受験申込者名簿をあわせて大学入試センターに提出する｡(９月）

○受験申込資格は，学校教育法第56条に定める大学入学資格を有する者（見込みを含む）で，国

立大学に入学を志望する者とする。

○大学入学資格検定試験合格者，外国で12年の教育を受けた者等は，直接大学入試センターに受

験申込書等を提出する。

受験申込の際に第一志望，第二志望の大学・学部等あらかじめ選択する「数学一般｣｢基礎理

科｣｢外国語の種類」の科目名等を記入する。

身体障害者については，受験に際しての配慮事項，過年度卒業者等は，受験希望地等もあわ

せて記入する。

⑥大学入試センターは，受験番号，試験場（原則として出身高等学校に最寄りの国立大学が設定

する試験場）を決定し，受験票，第二次試験受験申込カード１組，その他資料等を受験生に直接

郵送する。(11月）

⑦大学入試センターは，受験生の志望大学・学部等を調査整理し，第一志望，第二志望の別，各

大学・学部等別に，それぞれ志望者数を公表する。(12月中）

⑧共通第一次試験受験（12月下旬）

⑨病気，交通事故等で共通第一次試験を受験できなかった受験生には，追試験を行う｡(共通第一

次試験後の２週間後。１月20日以前｡）

○追試験場：あらかじめ指定した各地区各２大学

○追試験受験資格：共通第一次試験前にすでに病気の者（受験中に病気となった者は除く。)又は

自己の責任でない交通事故等の災害にあった者。

Ｏ申込方法：共通第一次試験直後の所定期間内（１～２日）に，追試験場となっている大学に，

本人又は代理者が，診断書，事故証明書等とともに受験票を提出して申込むこととし，申込み

を受けた各大学は，全国統一基準により審査の上受験を許可する。

⑩共通第一次試験及び同追試験の終了後，試験問題の正解例を公表する。また採点集計が終了次

第，各大学への出題以前に，科目別の全国平均点を公表する｡（２月１日以前）

⑪受験生は，所定の期間内に，第二次試験の受験願書，第二次試験申込カード等，必要書類を志

望大学に提出する｡（２月１日ごろ－２月10日ごろ）

○第二次試験の受験願書等は各大学が配布（12月－１月）
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○受験生は，共通第一次試験の成績を，公表される正解例及び全国平均点並びに配点〈問題紙に

記載）により自己判断し，１２月中に公表されている各大学・学部・学科等の志望者数を参考に

して，さきに届出た第一志望，第二志望の大学の中から第二次試験を受験する志望大学を決定

する｡(止む老得ない場合に限Ｉ)変更することが出来ろ｡)第二次試験の受験申込みは１大学に限

るものとする。

⑫各大学は，大学入試センターに，受験生から提出された第二次試験申込カードに基づき，共通

第一次試験の成績を請求し，その報告を受けろ。

⑬第二次試験の受験申込みが募集定員に比して極度に多い大学で，止む得ず予備選抜を行う場合

は，共通第一次試験の成績，調査書等により，予備選抜を行い，その結果を受験生に通知する。

この場合，少くとも募集定員の３倍程度の数の受験生は，第＝次試験を受験できるようにする。

（第二次試験の８日前まで）

⑭第二次試験を志望大学で受験（３月３日ごろ，試験日数は志望大学の決定による｡）

⑮各大学は，共通第一次試験と第二次試験の成績，必要に応じて行われる面接，小論文等の結果，

調査書その他大学が必要と認める資料等により，合格者を決定し発表する｡（３月20まで）

(7)試験場：

①出身高等学校に最も近い国立大学が開設する試験場で受験することを原則とするが，１地区で

受験生が非常に多い場合は，近接地区の試験場への割り振りもある程度あり得る。

②全国立大学を試験場とすることを原則とするが，地区によっては，当該大学の施設のみでは試

験室が不足する場合は，公私立大学，高等学校等の施設を使用することもある。

③過年度卒業の受験生は，出身高等学校の所在地又は居住地，大学入学資格検定合格者及び外国

で教育を受けた者等は居住地に最も近い国立大学が開設する試験場で受験する。

(8)身体障害者の受験：目の不自由な受験生に対しては，共通第一次試験問題を点訳しｊ通常の試験

監督者以外に介助者を付する。他の身体障害者に対しても通常の試験監督者以外に介助者を付する。

身体障害者の試験場は，設備及び介助者の関係から，地区内で１－２カ所に特定することもある。

(9)試験実施大学と大学入試センターとの一斉連絡方法：懲話ファックスを各大学及び大学入試セン

ターに各大学の数を設置し，各大学と１対１で対応し，臨時電話と併用して，問題の訂正等の緊急

連絡を行う。

(１０試験問題の印刷・保管・輸送，答案の返送：①試験問題及び解答用紙は，大学入試問題の印刷に
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経験の深い機関で印刷製造する。

常時数組の現物の試験問題等を一定の場所に保管し，電子機器を併用した24時間警備を行う。ま

た，印刷・保管中の事故・災害を考慮し，試験問題等の紙型を別途保管する。

②機密漏洩防止と輸送中の事故等の対策のため，保管している試験問題等のうちから，当該年度

に使用する試験問題等の選択は，輸送準備の直前に行うこととし，予備を含め２組を選定する。

③試験問題等の発送は原則として試験日の10日前に到着するように実施し，事故発生の際は，他

の１組を急送する。試験問題等の輸送と答案の返送は，日本銀行券の輸送に準じた警備態勢で行

＞

，。

(11）採点処理：

①答案のマークシートは，米国製で，読取り速度が速く，信頼度の高いマークシート読取り専用

機を使用し，３回読取らせ，読取りミスの防止を図ろ。

②全般的な情報処理を行う国産の大型電算機は，新機種の採用を避け，現行の安定した実績のあ

る機種を使用し，万全を期する。

(１２再試験：－地区又は全国的な天災地変等のため，所定の期日に共通第一次試験が実施できなかっ

た場合，その災害等の規模により，全国的又は地区的に再試験を実施する。ただし，その実施期日

は必ずしも特定できない。

(１３）高等学校側の意見反映：共通第一次試験全般についての意見交換のための連絡協議会と，試験問

題の評価，高等学校の授業との関連について科目ごとに意見を交換するための委員会を大学入試セ

ンターの機構内に設置する。

('0試行テストの実施：大学入試センターの事業として，全国立大学を試験場とし，共通第一次試験

とほぼ同様の方法で実施する予定であり，ある特定地区は，共通第一次試験を受験すると予想され

る受験生の数で，他の地区は，その１／４－１／５の規模で実施することを計画していろ。

Ｏ対象：高等学校３年生等８万人

○実施時期：昭和52年冬

4．第二次試験等

共通第一次試験の趣旨と方法に対応しつつ，各大学が自主的に，学部・学科の特性に応じて重視さ

れる能力と適性を検査する第二次試験のあり方は，各大学において，昭和52年夏までに公表すること

を目途に，早急に検討を行うこととし，その間，国立大学協会が，各大学の第二次試験のあり方につ
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いて，連絡調査し，必要な情報を各大学に提供することとなっている。

この第二次試験の実施教科・科目等及びその実施方法等と共通第一次試験の成績の利用等は，各大

学・学部が自主的に決定すべきものではあるが，今までの調査研究の結果，次のような「第二次試験

のガイドライン」等が，その決定にあたって十分に留意すべき事項として示されていろ。

(1)第二次試験の出題

①第二次試験の出題に当っては，共通第一次試験に課せられていない必要科目に限ることが望ま

しい。また，同一科目の出題を行う場合には，記述力，考察力，表現力のテストを論文形式で行

うなどの配慮が必要である。

②入試全般の観点から，負担増（大学側，受験生側とも）とならないよう，できるだけ科目数，

出題量を少<することが望ましい。

③可能であれば，面接とあわせて口頭試問をも加える。一部特殊な大学では，面接を行い，第二

次試験は実技検査のみで十分な場合も考えられろ。

(2)共通第一次試験の成績の利用

合格，不合格の判定に当っては，共通第一次試験の成績と第二次学力検査の成績とを適正に総合し

て学力検査の成績とし，必要に応じて行われる実技検査，面接，小論文の結果及び調査書等とともに

判定の資料として利用する。

(3)特別の選抜方法

①推薦入学方式

原則として第二次の学力検査を免除するが，大学の学部・学科の特性に応じて共通第一次試験

を免除することもできろ。

②第二次募集方式

入学定員の一部を留保し，各大学が合格者を発表した後に，第二次の募集をすることができる。

この場合，出願資格は，共通第一次試験を受験し，かつ，国立大学に合格しなかった者とする。

③予備選抜方式

共通第一次試験の成績によるいわゆる予備選抜は，原則として行わない。受験生の数が極度に多く，

そのため十分綿密な第二次試験が行い得ないような大学・学部においては，この方法を取ることもや

むを得ないであろうが，この場合においても，入学定員の少くとも３倍程度の数は第二次試験を受験

できるようにする。
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5．共通第一次試験と第二次試験（案）

<各地区大学・高校対象〉
４～５月

2週間後１月20日まで
各大学は第二次試験の実施科目・方法等

を発表

６－７月 志望大学へ第二次試験

受験申込

大学入試センターは各大学経由で共通一次試

験の受験申込書等を各高校に配布

へ〆

7～８月

各大学は大学入試センターに共通第一次試験
の成績を請求

受

大
学
入
試
セ
ン
タ

９月

共通第一次試験の受験申込

く原則として出身高校経由〉

大学入学センターは各大学に成績を報告

験

受験票、第二次試験申込

カード等本人へ直接送付

１１月

受験生の多い大学・学部は、予備

選抜を実施することがある。

生
(本人に通知）２月25日ごろ

大学入試センターは第一志望，第二志望の大

学・学部等の志望者数を公表

_
、＝

12月中旬

共通第一次試験の実施

（皐鴻験:寄りの国立大）
３月20日まで12月下旬

ﾍLＬ

大学入学者選抜実施要項公表

大学入学者選抜実施要項説明会開催

各大学は第二次試験実施

、二

△格者発表に】
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６．大学入試センター研究部の研究内容（試案）

研究部は，各部門の協力の下に，大学入試の改善に関する調査研究を実施するものであるが，各部

門のおおよその研究内容は次のとおりである。

（１）情報処理部門（実験）

1）大学入試（とくに共通第一次試験）の情報処理に関する研究

①客観テストにおける信頼性（標準誤差等),妥当性（項目特性，偶然正答確率等）

②採点スペック，採点方法，解答用紙の設計（選択肢の多様化，組合せ解答等）

③能力の最適測定法等測定方法の高度化（学力，適性，思考力，判断力等）

④全般的システムの開発研究

⑤その他

２）他の研究部門に対する情報処理面での協力研究

（注）事業部情報処理課は，この部門と協力して，システムの開発・改善を行うとともに，研究部

門の研究に対し，プログラム作成，電算操作等により協力を行う。

（２）追跡部門（実験）

１）大学入試（とくに共通第一次試験）の成績の追跡に関する研究

①共通第一次試験の成績と高校調査書（高校３年間の成績）との相関分析（高校調査書の客観性

分析）

②共通第一次試験の成績と各大学第二次試験の成績との相関分析（共通第一次試験の併存的妥当

性の分析）

③共通第一次試験の成績と大学入学後の成績との相関分析（共通第一次試験の予測的妥当性の分

析）

④過年度高卒者と大学入試の成績等との相関分析（進路指導等）

⑤追跡（相関分析等）の方法論的研究

２）試験問題の項目間，科目間，教科間の相関分析の研究（バランスの研究等）

３）大学入試の成績と受験生の出身地域，経済状況等との相関関係の研究（サンプル）

４）追跡（相関分析等）の研究成果を中心にして評価部門と協力し，共通第一次の妥当性，客観性等

を研究
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（３）評価部門（実験）

l）共通第一次試験問題の内容の評価に関する研究

①問題の項目分析（弁別力係数，正答率，誤答分析，得点分布等）

②問題の因子分析（出題意図の達成度，適切性等）

③標準得点の和の妥当性分析（得点構造，得点の重み付け，項目得点と能力値等）

④偶然正答による影響の防止（有効得点の設定と選択肢の改善）

⑤各項目における困難度と配点の関係（平均点，標準偏差，科目，項目間調整，重み付け点と粗

点の関係等）

⑥各科目間等化における標準尺度（差異ある科目得点の平準化等）

⑦問題の項目の管理（問題項目のライブラリー等）

⑧その他

2）学力試験の標準化に関する研究（問題出題水準の維持等）

3）能力の本質に関する研究（客観テストの限界，思考能力テストの開発等）

4）問題と高校教育課程，大学教育との関連に関する研究（問題出題範囲，出題量等）

（４）試験方法部門（非実験）

1）大学入試の本質に関する基礎的研究，試験方法の変遷に関する研究

2）共通第一次試験方式と一般入試方式との関連に関する方法論的研究

3）大学入試の標準的方法に関する研究

①試験方法，環境条件等が平均点に及ぼす影響（受験集団の大きさ，会場，試験日，時間数）

②監督者の能力・責任範囲

③実施大学の事務処理

④その他

4）諸外国の大学入試の試験方法の比較研究，他の試験と大学入試，大学内試験との方法論の比較研

究，資料の収集・分析

（５）試験制度部門（非実験）

1）試験制度の史的研究

2）大学入学者選抜制度の改善と教育課程の改訂等，教育制度改革との関連に関する研究

3）諸外国における大学入試制度の比較研究
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Ⅳ共通第一次試験構想に関する大学および高等学校側等の意見

１．大学側の意見

昭和51年５月11日から21日までの間，全国７地区（北海道・東北・関東甲信越・中部・近畿．中四

国・九州）において,｢国立大学入試改善調査研究報告書（昭和51年３月発行)｣及び「同報告書に関す

るアンケート」の説明会を開催した。そのさい，各国立大学から主として次のような意見があった。

（1Ⅱ総括的な意見として

ｏ第二次試験のあり方によって共通第一次試験の成否がきまる。国大協が積極的にガイドライ

ンを示し，各大学は同系同種の学部間で試験科目が著しく違うことのないよう配慮すべきであ

る。

ｃ共通第一次試験の概要について，大学自体の責任でもあるが，教官の中にも関心のうすいも

のもある。実施研究の報告書をはじめ，諸資料を配布して認識を深める必要がある。

○共通第一次試験の構想とともに大学における教養課程のあり方を研究する必要がある。また，

高等学校の学習指導要領との関連も重視する必要がある。

○共通第一次試験の実施時期を早急に知らせてほしい。また公立大学，私立大学の参加につい

ての明確な見解を示してほしい。

(2)実施体制について

○大学入試センターの運営について，各大学の意志が十分反映しうる機構としなければならな

い。

○試験問題出題委員に対応する，試験問題批判委員会のようなものを組織する必要はないか。

○身体障害者の受験に関する特別な委員会を設置する必要があろう。

(3)試験実施時期について

○報告書のＥ案（第一次を２月末～３月上旬，第二次を３月下旬）は時間的に無理である。成

績通知の件，予備選抜のことを考えると実施困難であろう。

○積雪地帯の１月～３月は輸送事情が悪い。もっと早い時期にできないか。

(4)試験科目について

○社会および理科において，科目間の調整ができないか。．

○英語Ａのみを履修している職業高校等からの受験者について，英語Ｂを課するのは酷ではな

いか。
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○英語Ａのみ履修者であっても，大学教育を受けるからには英語Ｂの実力は必要である。各自

の努力でその差を埋めるべきである。

（５）その他

○共通第一次試験の成績を公表しない理由はどういうことか。

○各大学への成績通知が第二次試験の５日前では処置に困る。もう少し早くできないか。

○英語の聴解力テストは各教室の音響効果がまちまちで，受験生にとって公平を欠くことにな

ろう。

２．高等学校側の意見

昭和51年10月23日から11月13日までの間，全国７地区において「国立大学共通第一次試験構想説明

会」を開催した。参加者は，高等学校長または進路指導主任であり，国大協側からの説明に引続き質

疑応答が行われた。高等学校側の意見の主なものは次のとおりである。

（１）共通第一次試験は公立大学の受験生にも適用されるのか,私立大学の参加の可能性はあるのか。

（２）出願について

ｏ志願票を高校でとりまとめて入試センターに送ってほしい，とのことだが，過年度卒業者も

同様に取扱わねばならないのか。

○入試センターで発行する受験票等は高校を経由しないで直接個人宛に送ってほしい。

○志願票に志望大学を２校書かせることになっているが，アンケート方式なのか。

○一期校・二期校が一本化されるとチャンスが－度しかなくなる。そこで予備選抜されれば，

もうその年は国立大学が受験できなくなってしまう。再出願するチャンスを与えてほしい。

（３）共通第一次試験の科目について。

○文科系と理科系を分けて試験を実施してほしい。

○職業高校では英語Ｂを履習していない。英語Ａのみ履修者については英語Ａをぜひ外国語の

科目として入れてほしい。

○５教科５科目はぜひ実施してほしい。

ｏ英語の聴解力テストについて，必要性はあるが，技術的には困難だ。放送設備や試験室の大

小によって受験生が同じ条件で受験できない。

ｏ科目間で試験問題の難易度の調整をしてほしい。

○出題が教科書の範囲を越えないようにしてほしい。

（４）第二次試験について
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○各大学の第二次試験の内容公表は何時頃か。

○第二次試験の内容について，国大協のガイドラインを厳重に守るよう強制してほしい。

○第二次試験の科目はｌ～２科目にしてほしい。科目数が多いのでは受験生にとって負担増に

なる。

○難問奇問にならないと約束できるのか。

(5)その他

○受験生の自己判断の材料にするため，第一次試験の成績を高校・個人にも通知してほしい。

○共通第一次試験の実施時期が冬休み中ということであるが，出題範囲をどうするのか。

○高校の調査書をもっと活用してほしい。

○共通第一次試験と各大学の第二次試験の配点の比率はどうなるのか。

３．公立大学協会との懇談

○昭和51年５月８日，公立大学協会の総会において，国大協の調査研究についての資料を配布

討議が行われた。

○同年７月８日。公立大学協会の共通第一次試験に関する説明会において，国大協の調査研究

の概要を説明，質疑応答が行われた。公立大学関係者から，国立大学の実施時期と合わせて参

加したい旨の積極的な意見が多かった。

○同年12月７日，公立大学協会会長から国立大学協会長に対し,｢公立大学の国立大学共通第一

次試験成績資料の提供方依頼について」という申し入れがあった｡(各種資料の項参照）

○昭和52年１月５日，公立大学の国立大学共通第一次試験参加に関する検討事項打合せ会（第

一回）が行われた。

検討事項として

（１）公立大学の参加について実際上の手続は，公立大学全体として行うこととなるか，又は，

公立大学（或いは各公立大学設置者）毎に行うこととなるか。

（２）全公立大学が参加することとなるか，一部の公立大学が抜けることも考えられるか。

（３）公立大学に入学を志願しようとする者は，国立大学共通第一次試験受験時点では，まだ公，

立大学とは特別な関係を生じていないが，これらの者をどう位置づけるか。

(4)実施上の諸問題について。

○受験の手続はどうなるか。

○国立大学共通第一次試験の実施について，協力はどの程度可能か。
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○各公立大学の入学志願者に対する国立大学共通第一次試験受験の周知方法，時期をどうする

か。

○成績資料等の提供時期，内容及び提供を受けた成績資料の取扱い（総合判定，成績非公表等）

等は，公立大学の場合も，国立大学と同様の方針で取扱うことが可能か。

（５）この問題に関しては，各公立大学は設置者との協議を必要としようが，どのような状況か。

○同年２月22日，公立大学32校から学長等関係者77名が集り，国立大学共通第一次試験利用に

関する会議が行われた。

協議事項として

（１）公立大学力Ⅶわった場合，名称は「国公立大学共通第一次試験」ということになるか｡(国立大

学は「出願」公立大学は「志望」である。現段階では名称にこだわらない｡）

（２）成績資料を利用するためには，公立大学としては，国立大学共通第一次試験を実質的に公立大

学の共通第一次試験として取扱うこととする。

（３）試験場の確保，監督者の提供について，公立大学はできるだけ協力する。

（４）成績資料の利用に関するとりきめは，大学入試センターと各公立大学とで行う。

（５）成績資料の取扱い（総合判定，成績非公表等）は国立大学の場合と同様でよい。第二次試験に

については国大協のガイドラインを尊重しつつ各大学で決定する。

（６）受験料の取扱いについては，今後も検討する必要がある。

（７）公立大学志願者も共通第一次試験を受験することになる。ということを公大協として発表した

い。第二次試験の科目等も国立大学と時期を合せて公表したい。

（８）大学入試センターとの取りきめの主体の問題，その他について設置者と協議する。

（９）公立大学志望者の集計・公表は必要であろう。

なお，公立大学協会の今後の予定として，４月２７．２８日に入試制度委員会を開催，５月10日の公立

大学協会総会で中間報告，７月に結論を出す。と公立大学協会長から発言があった。

4．その他

(1)全国高等学校長協会等との懇談

高等学校側とは昭和52年10月23日～11月13日までの間全国７ブロックでの共通第一次試験構想

説明会を開催したほか，全国高等学校長協会と懇談会（６月４日，１０月27日，１２月２日）を行い

意見聴取の機会をえた。その際出された主な意見は次のとおりである。
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①国公立大学の入試期日の一本化を希望する。

②科目別の平均，最高，最低だけでも高校側へ知らせてほしい。

③共通第一次試験だから文科，理科を別けない方がよい。

④英語Ａでも受けられるという形だけとっておいてほしい。二次試験で英語Ｂが出て落され

てもやむを得ない。

⑤予備選抜をしないように指導してほしい。

⑥共通第一次試験に重点をおいてほしい。

⑦１２月下旬に実施する場合には教科課程の末修の問題があり，出題の際配慮願いたい。

日本教職員組合（大学部）との懇談

今年度における日教組との話合いは昭和51年６月４日，７月29日，１１月10日，昭和52年３月12日

の４回の機会を得，日教組側から次のような要望があった。

①共通第一次試験の構想については，その適否についてまで議論があり，日本の教育の基本

に関する大きな問題でもあり，慎重に進めるべきである。また，高校や公私立大学とも関係

があり，広く関係者の意見をきく必要がある。

②大学入試の改善は，学歴偏重社会の是正，大学格差の是正を図ることが根本であり，単に

入学試験の技術的な面を考えるだけでは真の改善にはならない大学進学希望者を入学させる

に必要な大学数をふやすこと，大学格差を解消することが重要である。

③入試改善については各大学にあっても可能な限りの改善の努力をしてほしい。

(2)
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Ｖ実施方法等に関する調査研究

｜・アンケート調査の集計結果

Ｉ入試改善調査委員会では昭和48年度以来共通第一次試験の調査研究に対する実施上の諸問題につ

いて検討し，毎年報告書としてまとめ重要事項についてアンケート調査をしてきた。本年度につい

ても昭和51年４月５日付各国立大学に対し「国立大学入試改善調査研究報告書（昭和51年３月)｣に

ついて第４回目のアンケート調査をした。

その集計結果については下記のとおりである。

Ⅱアンケート回答の集計

問１）入試センターの管理運営のあり方については，昭和50年３月報告書（Ｐ、２０）および昭和51年

３月報告書（Ｐ、２１）に述べられてありますが，さらにお気づきの点があればご意見をお示し〈

ださい。

回答の傾向を集約し，意見の多い順から並べろと以下の如くとなる。

１入試センターに各大学の意志が十分反映する組織を

２運営委員会，評議員会，各種専門委員会の選出母体に関すること

３入試センターと大学それぞれの責任と分担について

４入試センターにおける各委員会の性格，権限の明確化

５入試センターのみならず，対応する大学または地区組織の強化

６委員の分布が偏在することを警戒したもの

７選出された委員の身分，任期，性格に関するもの

８このシステム（センター・大学を含め）の経費，手当に関するもの

９入試センターの独立性（文部省，特定大学からの）

１０入試センターの機構の積極的改変

１１入試センターと地区または大学との連絡方法

１２委員となった大学教官の負担軽減（母体大学の）

１３試験問題その他に対する高校意見の反映

１４研究部（評価）と専門委員会の関係

１５この制度への参加の任意性

０
９
９
０
９
７
６
５
５
５
４
４
４
２
１

３
１
１
１
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この他①特に意見なし（賛成）とするもの４７

（大学として……15,学部として……32）

②反対，疑問，否定的なもの７

国立大学全体の意志が十分に反映する組織でなければならないという趣旨の回答が，各種委員会

の選出母体の性格などに言及しながら上位を占めた。

また，入試センターと大学との責任分担を明確にするとともに，センターに対応する各大学の

実施組織の充実，強化が肝要であることが指摘された。

問２）実施時期の再検討の結果について下記の欄にご回答ください｡(51年３月報告書Ｐ、２３参照）

何否｣櫛噛鵜:鯏掌施聯見…
に従って数字でお答えください。

上記以外のご意見がありましたらお示しください。

(各案についての付帯意見の主なもの）

A案について

○賛成意見として，高校への影響が少ない。大学の学年歴の変更が少なくてすむ。

B案について

○否定的意見として，気候条件がよくない，出題範囲が制限されろ。

夏休みを利用した計画に支障がある。夏休み中に出勤を要請するのはよくない。

Ｃ案について

○賛成意見として，気候条件がよい。

○否定的意見として，出題範囲が制限されろ。大学教官の研究，学会，大学院入試等に障害があ

ろ。

可否 理由

Ａ案

Ｂ案

Ｃ案

Ｄ案

Ｅ案

Ｆ案

Ｇ案
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回答の分類

Ｄ案について

○否定的意見として，郵便事情，交通事情の悪い時期である。

地域によっては気候条件が悪い。学会等で教官が多忙である。

冬休み中の出勤要請は困る。

Ｅ案について

○賛成意見として，入試期が一元化されろと試験期間が短く，受験生にとって有利である。

○否定的意見として，－次と二次との間が短かすぎろ。

特に再試験，追試験，予備選抜などの実施に支障がある。

二次試験の採点期間も短かすぎる。私立大学の入試シーズンである。

新年度の準備，大学の業務，学会等のための多忙である。

交通の混雑する時期である。地域によっては気候が悪い。

Ｆ案について

○否定的意見として，５月入学はよくない。カリキュラムにも問題がある。学年初めは多忙。学

会の開催に支障がある。

一次と二次との間が短かすぎる。再試験，追試験の実施に支障がある。私立大学入試との関連

で問題がある。教育実習の時期にあたる。

この他，新しい提案として１月中旬，２月中旬という案もあった。

実施可能
何とか実施
可能

実施不可能 記入なし

Ａ案：共通一次を１月下旬の土・
大学の二次を３月実施

日曜日，各 ２４ 3８ 1３ ３

B案：－次を夏休みの終りに，各大学の二次
を３月実施

２ 1７ ５５ ４

C案：一次を10月中旬実施，各大学の二次を
３月実施

２ １９ 5４ ３

D案６－次を冬休み中に，各大学の二次を３
月実施

1３ 3２ 3１ ２

Ｅ案：－次を２月末－３月初旬，各大学の二
次を３月下旬に

4９ 1５ 1２ ２

Ｆ案：一次を２月末－３月初旬，各大学の二
次を４月下旬に

２ 1９ 5３ ４

Ｇ案：共通一次を６月に実施，各大学の二次
を７月に実施

１ ４ 6９ ４
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（入試改善調査委員会の意見）

上記のように，Ｅ案に賛成が最も多く，次いでＡ案が，さらにＤ案が実施可能または何とか実施可

能と回答された。

これに基づき，Ｅ案を基礎として，Ａ案，Ｄ案および新提案も考慮して，実施時期をくりあげる必

要があろうということで意見が一致した。

問３）昭和51年３月報告書に記した「第二次試験のガイドラインについて｣(Ｐ、２６）に関連してご意

見があればお示しください。

回答の分類

特に極端な否定論がなかった。なおＤの回答には賛成のものも含まれているが，意志表示が明

らかでないためＡ～Ｃ欄に入れなかった。

問４）共通第一次試験の実地研究について出題数が多過ぎはしないかとの意見もあります。５１年３月

報告書をご検討のうえ，問題の難易のほか時間に対する配分量の関係などについてご意見があれ

ばお聞かせください。

回答について

全般的に，今回の実地研究の試験問題に対しては，この程度が量質ともに適当であるという意

見が多かった。

なお，細かい設問別の意見については，種々問題があるため，今後とも研究を続ける必要があ

ると考えられるので，その旨を科目別研究専門委員会に伝えることとした。

若干数であるが，各教科とも試験時間を短縮することを検討すべきであるとの意見があった。

（大学別４，学部１）

大学単位での回答 学部別に回答

Ａ賛成である。適切である。同意する。 28.2％ 30.0％

Ｂ異論なし，理解した。可能である。 16.7％ 20.0％

Ｃ特に意見なし 21.8％ 20.0％

上記のように肯定的なものだけで 66.7％ 70.0％

Ｄ賛否の意見が明確でないもの 11.5％ 14.0％

Ｅ賛否の表現がないもの 12.8％ 12.0％

Ｆ目下検討中である 3.8％ 2.0％

Ｇ回答をさしひかえろ 3.8％ 0％
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また,理科,社会において，科目間の難易の調整について具体的検討をする必要があるとされた。

問５）共通第一次試験実施にあたっては，入試センターの組織・機構，各大学における入試事務組織

の整備・充実，居住地受験の具体的処理，事故処理問題，身体障害者問題等今後具体的に調査研

究すべきことが残されておりますが，これらの問題が適切に処理できた場合，共通第一次試験方

式は大学入試問題の改善に資すると考えられますが，ご意見をお示しください。

なお，その他検討すべきお気付のことがあればお示しください。

この集計に当っては，学部・部局別に回答された12大学89部局の意見を大学当りに換算し，大

学別の意見に算入した。

例えば５部局ある大学で，３部局がＡ意見，２部局がＢ意見であった場合，５分の３をＡ意見

の校数に換算した。

Ｄの「現状では疑問である」という意見の中には，賛成と反対の両論があり，昨年のように一

概に否定的意見とみることができない。

さらに，Ｈの全く反対という意見は２学部のみで全体の0.4％に止まった。

なお，比率の中には「回答を差控える」という２大学を含めず算出した。

（付帯意見）

回答の分類

大学数 比率％

Ａ：設問の条件が満たされれば，大学入試の改善に資すると考えろ。 25.5 31.9

Ｂ：更にいくつかの条件付きで，大学入試の改善に資すると考えろ。 16.0 20.0

Ｃ：現行よりもある程度は，大学入試の改善に資すると考えろ。 19.3 24.1

以上を賛成意見とすると 小計 60.8 76,0

Ｄ：現状では疑問である。 1０．１ 1２．７

Ｅ：賛否決しがたい。 ２．１ 2.6

Ｆ：保留 ４．８ 6.0

Ｇ 意見なし 1.9 2.3

Ｈ：反対 0.3 0.4

小計 1９．２ 24.0

Ｉ：回答をさしひかえろ。 ２

合計 82大学



－５１－

Ｂ，Ｃについての条件または要望事項の主なもの

ｌ出題の内容の一層の適正化

２機密漏洩の防止

３事故処理の'慎重の対策

４出題問題のミスのないように

５マークリーダーの読みとりのミスの処理の適正化

６第二次試験との組合せ如何による。

７入試期の一元化の実施

８大学入試事務の予算，定員の充実，整備が緊要

９大学側の負担の軽減化

（二重の負担増にならないように）

１０実施研究を地区に集中し，技術的な細部を更に検討すること

（入試改善調査委員会の意見）

１－５は昨年度の実地研究における試験問題，または技術的問題であり，６以下についても大

学の入試体制の整備を含め，当然処置してゆかねばならぬ問題である。しかし，国大協のみで解

決できる問題を超えており，文部省との交渉〆協議が必要である。

Ｄ以下についての疑問点または指摘事項の主なもの

１この方法の改善のみでは根本解決にならない。

２大学問格差の是正が緊要

３入試のみをかえても，受験地獄は解消にならない。

４受験生に二重の負担をかけることになる疑念がある。

５大学の自主性がそこなわれるおそれがある－中央統制化

６まだ不明な点が多いのでＩ慎重にしてほしい。時期尚早である。

７実現の法的根拠を明確にしてほしい。

８設問の条件が，適切に処理出来たらということで結論が出ないままに統計的に処理をする

のは問題である。

（入試改善調査委員会の意見）

１－３の「共通一次試験のみでは大学の入試改善にならぬ」という意見については，当然のこ

とであって，報告書にもふれてあるので，反対の根拠にはならない。



－５２－

７の「実現の法的根拠を明確にしてほしい」という意見には重要な問題を含んでいる。すなわ

ち，法的な拘束がなければ，当該大学に入学を志望しているとは限らない受験生の試験監督を，

当該大学の教官に対して学長が業務命令を出す権限があるのか，また，共通第一次試験方式を採

用する，しない，の自由裁量権が各大学にあるのではないか，ということである。現行の「大学

入学者選抜試験実地要項」は大学長の通達であり，法的根拠が不明確のいままで，いわばガイド

ラインの形をとっていろ。しかし，各大学は概ねこれに準拠して入試を実施しており，習慣化し

ていろ。共通第一次試験も，国立大学の自主的発意で実施するのであり，各大学のコンセンスと

なれば，法令で規定する必要はないのではないか，との意見があったが，現実の実施の際には，

法的な根拠に基く通知等の措置が必要であろうとされた。

特定大学から，共通第一次と二次とを連続して入学を志望する大学で行い，一次試験の問題は

全国共通とし，電算機を分散してこれを処理してはどうか，という提案があることが披露された。

この提案を検討した結果，予備選抜が不可能であること，一次試験の結果処理を入試センター

で行うことになれば，時間的に困難なこと，等が挙げられたが，今後の研究課題とすることとし

た。

２．残された問題の検討

さる６月開催の第58回総会において,｢大学入試改善に関する意見」の賛同を得たが，その際に，国

立大学共通第一次試験を実施することについてはゴ種々重要な問題が残されているので，これらの問

題について今後文部省とも協議し，慎重に検討することとなった。残された種々の問題については，

６月総会後，入試改善調査委員会及び実施方法等調査専門委員会等を開催し，検討を行うとともに，

昭和52年度概算要求に係わる重要な問題については，当協会関係者と文部省幹部とが直接に連絡協議

し，事務的，技術的問題については，国立大学入試改善調査施設が文部省と具体的協議を行い，いず

れも，上記の委員会ならびに理事会に，その内容を報告した。

これらの問題の検討は，アンケート調査の回答に付された意見及び要望事項の主なもの，国立大学

入試事務担当者の意見，高等学校側の意見，私立大学の意見等を勘案しながら,｢国立大学入試改善調

査研究報告書｣(昭49～51）の趣旨に即し，具体的に行ったが，その結果は次のとおりである。



国立大学入試改善調査研究における「残された問題」の検討について

5１．９．３０

－
画
四
－

残された問題点 検討結果
国大協報告書の検討事項
アンケート調査回答の意見.
要望事項等

１国立大学共
通第一次試験
の実施機関の
組織・機構

(1)機構・組

織

(2)人員

(3)運営方法，

各種委員会

1名称：大学入試センター（仮称）

2．性格：独立の国立大学共同利用機関

所要の法令等の整備を行い，昭和52年４月に創設を予定。

3．機構：管理部……庶務課，会計課の２課制

(全体計画）事業部……事業課，情報処理課の２課制

研究部……情報処理,追跡,評価(以上実験),試験方法，試験制度の５部門

４人貝：全体計画128人（うち教宮23人）を年次計画で整備充実する。直接本試験に

５－運営

かかる人員は本試験実施までに配置老計画，このほか科目別問題作成の連

絡調整にあたる客員研究員16人の配置を計画

管理運営の方法等については，共通第一次試験実施の法令的根拠の検討結果によっ

て，さらに検討する。

(1)評議会……重要事項を審議するため，国立大学長等の委員で組織する。

(2)運営委員会……所長の諮問に応ずろため，センター職員，専門委員会委員長，国

立大学教官等の委員で組織する。

(3)所員会……所長の求めに応じ，心要な事項について連絡し調整するため，所長

各部課長，研究部各部門教授等で組織する。

(4)専門委員会……教科専門委員会と実施方法専門委員会をおくことを計画

，

①教科専門委員会……16科目別問題作成部会長（16人）で組織し，試験問題作成

の基本方針の策定，教科・科目間の調整等について調査審議する。

○16科目別問題作成部会は，それぞれ約15人の出題・選定委員（合計約240人）で

組織し，委員に国立大学教官等巻委嘱し，任期は２－３年，毎年半数又は1/3交

替とする。各部会は科目別に試験問題の作成等にあたる。

③入試センターは独立機

関か，国立大学付置か

⑦文部省・特定大学から

の独ir性

⑬研究部･･･３部門（

ピュター処理，追跡

価）

コン

， 評

鰯108人（うち教官23人）

⑬⑦各大学の意志の十分な

反映

⑦入試センターにおける

各委員会の性格，権限の

明確化

③科目別の教科専門委員

会及びコンピューター専

門委員会，実施方法等調

査専門委員会をおく。

⑬教科専門委は科目別に

約10人毎年半数交替



函
吟残された問題点 検討結果

国
ア

要望事項等

●

２各大学の実
施組織の整備
等
(1)組織・人

貴

(2)実施経費

(3)センター

との連絡調

整

(4)センター

との一斉連

絡方法

１．

⑱の場合，各教科・科目間の調整の場がなく，かつ

方溌１－を策定することができない｡〕

， 試験問題全般に関する基本

②実施方法専門委員会…共通第一次試験の実施方法及び情報処理に関する専門的

事項を調査審議するため，試験方法部会，情報処理部会からそれぞれ若干名の委
貝で組織する。

○各部会は約10人（計約20人）の委員で組織し，各部会の調査審議内容に関連のあ

ろ国立大学教官，関連する部課長及び研究部教官で組織する。

外部委嘱委員の任期は２～３年，毎年半数又は1/3交替とする。

各大学試験実施委員会：各大学における共通第一次試験の実施にあたるため，当該

大学の学長老委員長とし，１０人程度の委員で構成する。
２． 人員の整備……入学主幹等の配置計画に基づき，未配置大学に所要人員（約120人）

を年次計画で配置，本試験の実施までに各大学１人以上が配置されるよう文部省にお
いて計画中である。

3．予算の充実：試験監督，試験実施，準備，警備，身障者介助等の超勤手当，盲人等

身障者受験経費，諸会議出席旅費，備品費，試験場借料，電話ファックス常設経費，

成積請求カードパンチ料，問題保管等経費，燃料費，賃金等の試験実施に必要な経費

の計上を文部省において計画中である。

４． 各大学試験実施委員長会議（センター招集）：各大学長により試験実施に関し連絡
協議を行う。

5．各大学試験実施担当者会議（センター招集）：各大学試験実施委員２人によりセン

ターと試験実施について連絡打合せを行う。

各大学に電々公社の電話ファックス老常設し，センターには２～３台を常設し，試験

実施の時期には，電々公社の特別措置により大学数分を臨時に架設して，各大学と１対

lで対応し，問題訂正等を約６分で電送する。他に臨時電話も架設する。

⑦教科・科目間の難易度

の調整

⑬⑦各大学の実施機関の鑿

朧，人員

･予算の充実，入試セン

ターと大学の連絡，責任

分担

⑦各大学の意志の十分な

反映

③センターとの連絡調整



－
－
ｍ
⑪
－

残された問題点 検討 結果
国大協報告書の検討事項
アンケート調査回答の意見．
要望事項等

(5)センター
と大学の責
任分担と共
通第一次試
験の法令的
根拠

３試験問題の
作成・印刷保
管等

(1)試験問題

の作成

(2)出題の範

囲

(3)試験問題

等の印刷.

保管

センターと大学の責任分担は報告書の通り，

にあたっては各国立大学長の責任によって，

おおよそ各地区の共通第一次試験の実施

試験実施委員会がその実施にあたるが，共

通第一次試験の実施の法令的根拠の検討とからみ，

絡協議する。

併せて文部省と国大協とで引続き連

試験問題の作成，印刷・保管等は，教科専門委員会科目別問題作成部会，客員研究員
事業部事業課が分担してこれにあたることを計画

１試験問題の作成は科目別問題作成部会が行い，

あろう ０

その作成期間は３－４カ月が必要で

２試験問題作成の連絡調整は当該科目の客員研究員がこれにあたる｡

究部評価部門に所属し，自動的に問題作成部会に加わるものとする。
併任するものとし，その任期は２－３年とする。

客員研究員は研

国立大学教授が

３試験問題作成基準，教科・科目間の難易度調整等は教科専門委員会があたり,
によ -コ ては ， 運営委員会，評議員会の検討協議事項とする。

４国大協における試験問題研究の成果は，

必要

センターにおける試験問題作成に十分反映

きせなければならないが，その具体的方法については検討中である。

５試験問題作成に高校側の意見をなんらかの形で反映させることについては検討中で
ある ｡

職業高校長協会等から提出された瑛語Ａをも試験科目とし，高校におけるこれの履

修者に限定して受験させ，英語Ｂの履修者には英語Ｂを試験科目とする」との要請は，

英語の科目別研究専門委員会等で慎重に検討中である。

１試験問題等の印刷は，印刷過程の管理，機密漏洩防止の見地から，大学入試問題に

経験の深い，政府印刷機関が設備等老増設して，これにあたることを計画していろ。

1年度分に必要な試験問題の印刷製造には約１年老要する。

２試験問題等の保管は，センターの責任において，常時数組の現物の試験問題等を－

定の場所に保管し，ガードマンによる常駐24時間警備，電子機器を利用した防犯・防

③大学とセンターとの責

任分担

⑦試験実施の法的根拠の

明確化

⑦研究部（評価）と専門

委員会の関係

⑦科目間の難易度の調整

⑦出題量，内容の一層の

適正化

⑦出題ミスの防止

⑦問題作成の責任の所在

⑦高校側の意見の反映

全国農業高校長協会等職業

高校長協会連名の暎語A」

の科目を職業高校出身者に

対して特設せよとの要請

(５１．７．２３）

⑱問題印刷過程の管理

⑦機密漏洩の防止



、
②残された問題点 検 討結果

国大協報告書の検討事項
アンケート調査回答の意見・
要望事項等

(4)試験問題

等の輸送，答

案の返送

４共通第一次

試験の実施時

期の想定

災警備,所轄警察署との有線連紹等の組合せによる警備老計画している。保管場所
警備担当社等は公表しない。

，

３試験問題等の印刷・保管中の災害，事故等を考慮し，試験問題等の紙型等の印刷原
版を別途に保管する。

１機密漏洩防止及び輸送中の事故等の対策のために，

２

シ

つ ちから ，

ストックしている試験問題等の

当該年度に使用する試験問題等の選択は，輸送準備の直前に行うこととし
予備を含めて２組選定する。

試験問題等の発送は原則として試験日の10曰前に到着するように実施し，輸送中等
の事故のため，その試験問題等が使用できなくなったときは
送する。

， 予備の試験問題等を急

３試験問題等の輸送・答案等の返送は，大手輸送業者に委託し，日銀券の輸送に準じ
た警備態勢により ， 主として国鉄急行コンテナー便，航空貨物便を使用する。非常の
場合は，政府機関に輸送・返送を要請すること壱考慮する。

４各大学における試験場間の試験問題の輸送・答案の返送，保管については，警備経
賛の計上老計画していろ。

１アンケート調査回答によれば共通第一fj(試験を２月末～３月上旬に第＝次試験を３

月下旬に実施するＥ案を適当とするものが多く，次いでＡ案（第一次を１月下旬，第
二次を３月),Ｄ案（第一次巻冬休み，第二次を３月）が多い回答であったが，Ｅ案に
は多くの否定的意見があった。このため，上記３案を考慮してＥ案より実施時期を繰
上げる必要があるとされていた。

２実施時期については，アンケート調査回答意見のほか，文部省，一部の大学，高校
私立大学団体等の意見を要約すると次の通りであった。

①私立大学の１月下旬から開始する入試スケジュールに混乱を及ぼさぬこ
②私立大学との関連，

と 。

国立大学の入学時期との関連から第＝l欠試験を３月上旬に行
い，その合格者発表を３月20日までに行うこと。

③⑦事故対策

③共通第一次試験を２月

末－３月上旬，第二次試

験を３月下旬（Ｅ案）

⑬第一次試験の時期はお

そくとも第二次試験のlか

月半前までに実施が適当

⑦Ｅ案に対する意見

①第一次と二次の間が

短かすぎる
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残された問題点 検討結果
国大協報告書の検討事項
アンケート調査回答の意見．
要望事項等

③一期校二期校一元化の関連から，受験生が共通第一次試験後，その成績を自己判
断した後に，志望する各大学へ出願できる機会を確保すること。

④第二次試験の出願から試験日まで31～36日間老要すること，第二次試験実施日か
ら合格者発表まで15日間を要すること。

⑤試験室を学外で借用することから ， 第一次試験を士，日曜日に実施するとしても

その準備に金曜日の作業が必要なこと。

⑥積雪等の気象条件は12月，１月が２月よりも影響が少いこと。

⑦追試験の実施，答案の読取り，機械採点，各大学の成績請求，報告等の処理期間
は万全を期し，第二次試験前53-55日間を要すること。

３このため，再検討した実施時期は次の通りの意見が最も有力であるが，高校の教育

課程の進度状況を勘案しなければならないので，高校側に意見老求めることが必須の
要件として残されている。

｢冬休み中（年末の12月20日以後，高校が冬休みで，大学が年末年始の特別休暇前

12月27日以前が望ましい）に共通第一次試験老実施し，各大学の第二次試験を３月
上旬に実施して，３月20日までに合格者発表を行い，４月上旬に入学せしめるのが
適当であると考えろ」

〔参考〕

(1)日程を逆算すると次の通りである。

①３月20日までに第二次試験合格者発表

②１５曰前までに第二次試験を終了（現行一期校試験日の前後，３月上旬）
③第二次試験前31日目から第三次試験募集（２月１日前後）

④共通第一1大試験処即期間は第二次試験日前53-55日間が必要（共通第一次試
験は１月上旬）したがって ， 共通第一次試験の実施日は，１月上旬の士，日曜

日となるが，試験場準備，年末年始の特別休暇直後の試験監督頭員確保の困難
性から不適鞠であるとの意兄が強い。

②二次試験の採点期間

が短かすぎる

③私立大学の入学シー

ズンである

④気象条件が悪い

(私立大学）私大のスケケ

ジュールを混乱させぬこと

(実施大学)①第二次試験

の募集か31-36日間が必要

②試験場の準備日がな

い

③気象条件は12月，１

凡 ’

少い

２月の順で影響が

(高校側）第一次試験後，

志望大学へ出願する機会の

確保
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残された問題点 検討結果
国大協報告書の検討事項
ｱﾝｹｰﾄ調査回答の意見.
要望事項等

５試験の実施
に関する諸問題
(1)試験場.

試験監督者

(2)居住地受

験

(3)身障者受

験

(4)入学検定
料

(5)成績の公
表

(6)大学から

の成績請求

及び報告

(2)実施時期の問題老含め，高校側の意見を聴取するため，１０月23日～11月13日の

間全国７地区で，高校関係者に対し，説明会を行う予定である。

１受験生数は40-50万人と予測されるので，9,000-10,000室の試験室巻必要とする

が，各大学では6,000室確保できるのみで，3,000～4,00O室は，公私立大学，高校等

の学外施設を借用しなければならない。共通第一次試験の時期にもよるが試験日は土，

日曜日となる｡(冬休み中に実施となれば週日でよい）

２近接地区試験場への割り振りも学外施設の借用とからめて個々に検討する必要がある。

１居住地受験の原則による，受験生の試験場への割り振りは，行政地域の区分による

が， これによると，交通不便となる地区は，行政地域の区分にこだわらず，もよりの

試験場で受験させる。

２過年度卒業者，大学入学資格検定合格者，外国で12年の教育を修了した者等の居住

地受験を考慮しつつ，出身高校の所在地による受験生の試験場割り振りの方法を検討

中であり，過去３ヵ年の大学志願者数を高校別に調査する予定である。

１盲人受験生に対しては，センターで試験問題の点訳を行い，試験場では，通常の試

験監督者のほか，介助者に公立盲学校の教員を加えて監督を行う。その他の身障者に

対しても介助者を配置する計画である。

２いずれの場合も特定の試験室を設定し，受験せしめ，必要な備品等を整備する計画

である。

入学検定料の額及びその徴収方法は文部省で検討中である。

高校側等から要請のある共通第一次試験の成績の公表は行わないが,｢正解例の公表問

題」については梼討中である。

１各大学からセンターへの成績請求は,｢第二次試験受験申込みカード」を受験生から

提出させ，各大学がとりまとめ，センターへ送付する方法で考えられていたが，多量

の各大学からの成績請求を短期間にカードにパンチする委託先が東京にないので， ，

③地区によっては試験場

が不足するので近接地区

へ割り振り

③居住地受験の具体的処

理

⑨身障者受験問題
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⑦実施研究老地区に簾
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残された問題点 検討結果
国大協報告書の検討事項
アンケート調査回答の意見。
要望事項等

(7)その他

６マークリー

グーの答案読

取ミス等

７試行テスト

の実施

各大学において所ｲ!E地のパンチ業者等に委託してパンチカード又は磁気テープの形式

でセンターに成績請求することとする。この経費を計上することを計画している。

２センターからの各大学への成績報告もなるべくパンチカード，磁気テープの形式に

より行う計画。

１解答用紙にあらかじめ受験番号を印刷すること，英語の聴解力テストを実施すると

と ， 社会・理科の教科においては，受験科目を試験場を選択させるため，結果的に末

使１１]の解答用紙が多量に発生すること等について，センター，実施大学双方とも実施

上技術的に困難が多いので再検討中である。

１国産の光学マークシート読取り装置（ＯＭＲ）より ， マークの濃淡比較機能(4段階）

老有する精度の高い，かつ，読取り速度の速い米国製ＯＭＲを使用し，処理時間老十分

確保し，答案巻３回読取らせて，２回読取り結果が合致したもの老マークしたものと

判断して，読取りミスの防止醤図ろ｡にの米国製ＯＭＲは米国内のほとんどのマークク

シート方式によるテストに使湘されている信頼度の高いテスト専用機である｡）

２米国製ＯＭＲ使用の結果,マークする形は，マークしやすく，かつ消しやすい情円形

となるので消しミスによる読取りミスが防止できろ。

３全般的な情報処理を行う国産の大型電算機は，新機種の採用を避け，現行のいわゆ

ろ「枯れた」機種老使用し，万全を期する。

４電算機等は52年６月末に導入を図り，早期に要員の訓練，プログラム作成，テスト

ラン巻実施する計両である。

１大学入試センターの事業として，全国立大学老試験場とし，共通第一次試験と全く

同様の方法で実施する予定であり，ある特定地区は，共通第一次試験するとすると予

想される受験生の数で，地の地区は，その１／４～１／５の規模で実施することを計画

している。

対象：高校３年生等10万人

実施時期：５２年秋一冬

(実施大学）実施に多くの

函難がある。

⑦マークリーダーの読取

りミスの処理の適正化

⑬マークリーダーの読取

りミス対策

⑦実施研究老地区に集中

し，技術的細部蓬さらに

検討すること。
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①４０～50万人の共通： 顕ｑｊＩ臭ｸ髄ID

②実地研究未経験大字の体験。

③ま 耳.、､． ｉｔの綱，ヨヨロ０

残された問題点 検討結果
国大協報告書の検討事項
アンケート調査'且Ｉ答の意見.
要望事項等

２との試行テストの目的は次の通りである。

①４０～50万人の共通第一次試験の模疑演習。

②実地研究未経験大学の体験。

③共通第一次試験の実施計画，要員の訓練，

十

対策等について,センタ ￣

，

システム， 電算機・ＯＭＲの調整,事故

各大学双方が点検・修耐老行い，万全老期すこと。
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3．要望事項についての再検討

第59回総会（昭和51年11月17-18日）以降、実施方法等調査専門委員会、入試改善調査委員会、理事

会、文部省との連絡協議等を開催し、共通第一次学力試験の実施に伴う昭和54年度以降の国立大学入学

者選抜方法について協議を行ったが、衆議院・参議院の各文教委員会等からの要望事項について、上記

の委員会等において検討した結果は次の通りです。

１）共通第一次学力試験の実施時期について

①共通第一次学力試験の実施時期の設定にあたっては，従来12月下旬から１月上旬の間の冬休み

中とせざるを得ないとされていたが，国立大学，高校団体，私立大学団体，文部省等の意見を勘

案しながら，次の要件を満たす時期としては，実施期日を12月20日-28日の間の２日間とするこ

とが適切である。

⑦１月下旬から開始される私立大学の入試スケジュールに混乱を及ぼさぬこと。

①私立大学との関連，国立大学の入学時期との関連から，第二次試験を３月上旬に行い，その

合格者発表を３月20までに行うこと。

⑥共通第一次学力試験実施に当っては，国立大学の施設のみによるのではなく外部の施設を借

用する必要が考えられることから，冬休み期間とすること。

④北海道，東北，北陸，山陰地方における積雪等の気象条件は，冬期のうち，12月が最も良好

であること。

④受験生の答案の輸送，読取り，機械採点，各大学からの成績請求，各大学への成績報告，追

試験の実施等のため，共通第一次学力試験から各大学の第二次試験までの間に約55日間を要す

ること。追試験の準備は，共通第一次学力試験後，追試験受験資格の認定，試験問題の輸送，

実施準備等のため，約２週間を要すること。

⑰第二次試験の終了後，採点，入学者の合否判定等のため，合格者発表まで約17日間を要し，

さらに新年度の準備のため，入学期日までに約15日を要すること。

②１２月下旬の実施は，共通第一次学力試験の出題科目の大部分が，低学年で履修を終了している

必修科目から出題されるので，高等学校の教育の流れを阻害することはないと考えろ。しかし，

「社会」の一部においては履修を終っていないので，その出題範囲を，第３学年第２学期までの

履修状況を勤案して調整することが必要である。調査書の内容及び第二次の学力検査の成績等も

総合的に入学者判定の資料となるので，第３学年での選択科目の履修を放棄させることにはなら
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ないと考えろ。

③高等学校における教育課程の終了後の３月下旬に，共通第一次学力試験を実施することはどう

かとの意見があるが，大学における新学年度準備を含めて，入学期は約３カ月遅れて６月下旬か

ら７月上旬の間となり，大学の教育課程を完了できないおそれがあるので，当面大学のコンセン

サスを得る見込みがないこと，また国公立大学が合格者発表の期日を現行の期日より大幅に遅ら

せることについて，私立大学の入学者選抜に著しい影響を及ぼすおそれがあるので，その実現は

非常に困難であるとした。

④上記に関連して国立大学の入学時期を９月にすることはどうかという意見があるが，国立大学

としては何等支障がなく，むしろ望ましいとする考えもあるが，社会的影響が大きいので，長期

的展望に立って，今後検討する必要があろう。

⑤１２月下旬の実施は，試験処理に万全を期した計画によるものであるので，今後，実施の経験を

積むことによって，試験処理期間の短縮が検討されることとなろう。

２）職業科高等学校卒業者に対する英語の取扱いについて

共通第一次学力試験の外国語の教科に「英語Ａ」を新設することとし，職業科高等学校，普通科

高等学校定時制課程等の卒業者で，在学中に「英語Ａ」を履修した者に限り，この科目を選択して

解答することができるものとする。これは既に「数学一般｣｢基礎理科」につきそれを履修した者の

みに選択解答させることとしたことに対応するものである。

３）第二次募集方式について

従来行われている合格者又は入学者が入学定員に満たない場合に行う再募集のほかに,｢入学定員

の一部をあらかじめ留保しておき，各大学の合格者発表後に，共通第一次学力試験を受験している

ものを対象として，第二次募集を行うこともできる方式」を実施することについて，各方面から検

討せよとの要望があったが，つぎのようなことで対処することとした。

①全国立大学が画一的に実施すべきものではなく，推薦入学方式と同様に，各大学の自主的判断

によって行う特別の選抜方法の一つであること。

②各大学が第二次学力検査等の実施教科・科目及び選抜方法等を公表する６月－７月に，あらか

じめ，この方式の特別の選抜方法を実施することを明示して，第二次募集を行う場合以外に，あ

らかじめ入学定員の一部を留保せずに，合格者発表後にも，この方式が実施できるようにするこ

と。

Ⅷこの場合は，募集，出願受付，検査，採点，合否判定等に必要な試験実施処理等は当該大学が
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行うものとすること。

③第二次募集の出願に当たり，各国立大学に合格した者が出願し，異常の事態となることを防ぐ

ため，共通第一次学力試験を受験した者で，かつ各国立大学に合格しなかった者にかぎる等の要

件を加える必要がある。以上の要件の下に実施できるよう規定するのが望ましい。

4）第二次の学力検査の実施教科・科目数と二段階選抜（予備選抜）について第二次の学力検査の実

施教科・科目数を極めて少ないものとし，予備選抜を行わないことについて，国大協として強力に

働きかけを行うべしとする要望が各方面からなされているが，これに関し次のように対処すること

とした。

⑦共通第一次学力試験は，国立大学が共同して，大学入学志願者に対して実施するものであり，

各大学が必要に応じて行う第二次の学力検査及び面接，実技検査，小論文等は，共通第一次学力

試験を補完するとともに，各大学の学部・学科等の特性に応じた適性・能力を，高校の選択科目

を中心として出題して評価するものであるので，この第二次の学力検査等の実施教科・科目及び

実施方法ならびに選抜方法は，大学が自主的な判断に基づいて決定すべきものであること。

①しかしながら,｢第二次試験のあり方」の検討経過に関する調査の中間的回答の集計整理のまと

めを概観すると，若干の問題があるように思われることにかんがみ，共通第一次学力試験の趣旨

に即し，受験生の負担が過重にならぬよう，各大学の第二次の学力検査の出題教科・科目の数を

必要な最少限にすること及び二段階選抜（予備選抜）は原則として行わないが，入学志願者が入

学定員を極度に上回る場合にのみ実施することができること等の「第二次試験のガイドライン」

の趣旨が，十分生かされるよう，この趣旨の周知徹底を図ろこととする。

なお，共通第一次学力試験の成績により第一段階の選抜を行い，その合格者について，さらに

第二次の学力検査の成績による第二段階の選抜を実施し，これの合格者に対して，面接を行って

最終的な合格者を決定する三段階選抜の方式の検討を求める大学があったことを付記する。

5）共通第一次学力試験の教科・科目数について

共通第一次学力試験が，５教科６～７科目(｢現代国語」と「古典Ｉ甲」をあわせて１科目として

いるので，学習指導要領の科目数に換算すると７～８科目となる）を出題することは過重であり，

かつ，生徒の個性を没却させるおそれがあるとの意見があるが，

①共通第一次学力試験の５教科６－７科目の出題は,｢国語｣｢数学」の各教科各１科目,｢社会｣｢理

科」の各教科各２科目の高校における必修科目に，大学教育の要件として履修すべき「外国語」

の１科目を加え，高校における基礎的な学習の達成の程度を評価するものであるので，この科目
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数を減じると，高等学校における必修科目の完全履修に影響を及ぼし，かえって高校教育の正常

な発展の障害となるおそれがある。

②高校における教育は，主として低学年において基礎的な学習を行わせろため，必修科目を課し，

高学年に進むに従って，生徒が各自の適性に応じ，その選択科目を選択履修することとなってい

るので，必修科目を共通第一次試験に出題することは妥当であると考えろ。

③生徒の個性・適性・能力は第二次の学力検査等において判定することになるが,各大学が学部・

学科等の特性に応じた入学志願者の適性・能力を検査する第二次の学力検査の出題科目は，高校

において生徒がその適性に応じて選択した科目に対応するものと考えられるので，この科目数は

必要な最少限に止めるべきである。

なお，この第二次学力検査の科目数については,｢第二次試験のガイドライン」において，過重

負担にならないよう必要な最少限に止めることを示していろ。

６）公立大学協会の共通第一次学力試験の資料利用について

１２月７日付で公立大学協会から共通第一次学力試験の成績利用について申入れがあったが，実質

的には公立大学志望者が共通第一次学力試験を受験することである。これに関しては，試験場の確

保，試験監督者の増員等につき，応分の協力が行われることを前提に，その参加については異存の

ないことを理事会で了承し，６月総会で追認を受けることとなった。基本的には大学入試センター

が処理すべき事項であるので，その設置をまって，公立大学協会に回答することとなった。

〔参考〕

１）各種委員会の開催等

５１年11月24日コンピューター専門委員会

１２月３日実施方法等調査専門委員会小委員会

５２年１月26日実施方法等調査専門委員会，同小委員会

２月23日理事会

科目別研究専門委員長会議

３月７日文部省との連絡協議

３月12日実施方法等調査専門委員会小委員会

新自由クラブとの懇談

３月16日衆議院文教委員会に岡本道雄入試改善調査委員会委員長が国大協を代表し参考

人として出席
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３月22日コンピューター専門委員会

３月23日衆議院文教委員会で国立学校設置法及び国立養護教諭養成所設置法の一部を改

正する法律案（大学入試センターの設置を含む）を付帯決議を付して全会一致

で可決

衆議院文教委員会に入試問題に関する小委員会が設置されろ

３月25日衆議院本会議で国立学校設置法及び国立養護教諭養成所設置法の一部を改正す

る法律案（大学入試センター設置を含む）を全会一致で可決し，参議院へ送付

４月６日衆議院文教委員会入試問題に関する小委員会に加藤陸奥雄入試改善調査委員会

副委員長，若槻哲雄第二常置委員会委員長，飯島宗一第六常置委員会委員長，

湊秀雄入試改善調査委員会委員が参考人として出席

４月12日参議院文教委員会に加藤陸奥雄入試改善調査委員会副委員長が参考人として出

席

科目別研究専門委員連絡会議

実施方法等調査専門委員会

１３日実施方法等調査専門委員会

入試改善調査委員会

理事会

１４日参議院文教委員会に湊秀雄入試改善調査委員会委員が参考人として出席

２０日日教組が「共通一次及び二次試験について」要請書を提出

２１日参議院文教委員会で国立学校設置法及び国立養護教諭養成所設置法の一部を改

正する法律案を付帯決議を付して全会一致で可決

２２日衆議院文教委員会入試問題に関する小委員会に加藤陸奥雄入試改善調査委員会

副委員長が参考人として出席

参議員本会議で国立学校設置法及び国立養護教諭養成所設置法の一部を改正す

る法律案修正案を全会一致で可決し，衆議院に回付し，衆議院本会議で同修正

案を可決，成立（５月初に公布の予定）

５月初大学入試センター設置予定（東京教育大学農学部構内）

2）国立学校設置法及び国立養護教諭養成所設置法の一部を改正する法律（抜すい）

(国立学校設置法の一部改正）
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第１条国立学校設置法（昭和24年法律第150号）の一部を次のように改正する。

第３章の３の次に次の１章を加えろ。

第３章の４大学入試センター

（大学入試センター）

第９条の５国立大学の入学者の選抜に関し，共通第一次学力試験の問題の作成及び採点その他一括

して処理することが適当な義務を行うとともに，大学の入学者の改善に関する調査研究を行う機関

として，大学入試センターを置く。

２大学入試センターは，国立大学以外の大学の要請に応じて，当該大学の入学者の選抜に関する業

務の実施に協力することができる。

３大学入試センターは，東京都に置く。

４第１項の共通第一次学力試験に関し必要な事項は，文部省令で定めろ。

附則

（施行期日）

１この法律は，公布の日から施行する。

（教育公務員特例法の一部改正）

４教育公務員特例法（昭和24年法律第１号）の一部を次のように改正する。

第22条中「第３章の３に規定する機関の長及び」を「第３章の３及び第３章の４に規定する機関

の長（同法第９条の４第２項に規定する研究所の長を含むＪ並びに」に,「もっぱら」を「専ら」に

改めろ。

３）衆参両院文教委員会の付帯決議

国立学校設置法及び国立養護教諭養成所設置法の一部を改正する法律案に対する付帯決議

（衆議院文教委員会，昭和52年３月23日）

政府は，大学入試の改善が今日の国民的な課題となっていることにかんがみ，大学の立場を尊重

しながら，国民各層の要請に応えて，その解決に最大限の努力をすべきである。

大学入試センターの具体的な組識，運営およびその事業内容等については，入試問題に関する本

委員会が今後も行う審議の結果が十分生かされるよう努めるべきである。

右決議する。

（参議院文教委員会，昭和52年４月21日）

最近における入試準備教育の過熱状況を是正し，学校教育の正常化を図ろためには，政府及び関
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係者において学歴偏重の打破，大学間格差の是正，各大学における特色ある教育の充実等について

具体的施策が一層推進されなければならない。

また，当面の課題である国立大学の入試制度の改善に当たっては，大学の自主性を尊重して適正

に行われることはもとよりであるが，左記の事項についてなお'慎重な配慮がなされることを要望す

る。

１．国立大学共通第一次学力試験については，いわゆる客観テストの短所・限界を除去するよう不

断の調査研究と改善に努めるとともに，その予備選抜への利用は極力避け，有効かつ適切な利用

に努めること。

２．各大学が行う第二次試験については，受験生の過重な負担とならないよう調査書の活用を図ろ

とともに，学力検査の科目の減少に努めること。

３．受験生の第二志望をできるだけ生かす方途を考慮すること。

４．職業高校（課程）の卒業者が不利にならないよう第二次学力試験における代替科目の設定，推

薦入学制度の活用等に努めること。

５．大学入試センターの運営については，高校関係者等広く世論が反映できるような組織を作ると

ともに，試験の円滑な実施を図ろため入試センター及び各国立大学の入試の実施に関する体制の

整備に努めること。

６．この入試制度の改善措置については，その実施結果を踏まえた見直しのため，適当な時期に国

会に報告すること。

なお，私立大学における入試制度の改善の努力を期待するとともに，政府及び教育関係者は予

想される業者テスト等の弊害の除去に格段の努力を払うべきである。

右決議する。

(注）「各大学における第二次試験のあり方等に関する検討について」は昭和52年４月26日付，

国入改第38号で各国立大学長宛送付済（Ｖ－４項参照）

4．各大学における第二次試験のあり方等に関する検討

先の第59回総会の決定により，各大学における第二次試験のあり方等の検討経過について連絡調査

を行うため，これに関する調査を実施し，調査対象の82大学すべてから回答を得た。この回答を，同

系同種の学部等ごとにとりまとめ，若干の集計整理を行ったが，その結果は次のとおりである。
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各大学がその学部・学科等の目的，性格，その他の特性に応じて，入学志願者の適性・能力を検査

する第二次試験のあり方については，国会における大学入試センタの設置等のための国立学校設置法

改正案（昭和52年４月22日可決成立）の審議の過程でも，これに関する関心は非常に高く，又全国高

等学校長協会の要望等，各関係方面からの意見も多く，社会的な注目を集めていた。

５２年４月13日開催の入試改善調査委員会及び理事会において，これらの社会的な関心を考慮しつつ，

標記の調査のとりまとめを検討したが，第二次学力検査の教科・科目の数，予備選抜（二段階選抜）

の実施等に関し，若干の問題があるように思われるので，各大学に対して「第二次試験のガイドライ

ン」の趣旨を十分生かして再検討されるよう要請することとなった。

特に，各大学が必要に応じて行う第二次の学力検査で課する教科・科目の数は，各大学が自主的に

決定する事項であるが，共通第一次学力試験が入学志願者の高等学校における基礎的な学習の達成の

程度を評価するため，主として必修科目５教科６－７科目を通算約10時間にわたって課することとし

ていること及び各大学が行う第二次の学力検査の教科・科目が，主として高等学校の選択科目から課

され,共通第一次学力試験の成績と第二次学力検査の成績とを合理的に総合して学力検査の成績とする

ことなどに十分留意され，入学志願者に対して過重な負担を強制することのないよう，又高等学校教

育の正常な発展に障害とならないよう，必要な最少限の数にとどめることに格段の配慮を要請した。

又，各大学における予備選抜の実施については，多元的な資料によって入学者を判定しようとする

今回の改善措置の趣旨に即し,｢第二次試験のガイドライン」に示すように予備選抜は原則として実施

しないものであること及びその実施は止むを得ざる例外的措置であることならびに入学者選抜期日が

一元化されることに十分留意し，大学が自主的に決定する事項ではあるが，安易に予備選抜の実施を

決定することのないよう格別の配慮を願うこととした。



、第二次学力検査の学部別平均科目数認

８２大学のうち，全学で検討中の３大学を除き７９大学の学部別・平均科目数については．次表に示すとおりである。

○人文社会系Ｏ医学・歯学系

斗盃Ｈ１1用

２８科目

○象 政

EIのケト矛石のﾛﾛﾕＵＨＩ干宮不斗巴冠

○目然科学系

平均科目数 ○その他鹸併

平均科目数

注】．

２

本表中、「Ｏ科目」とは、第二次学力試験を課さない（面接、小諸文、実技を課する）掲合をいう。

本表での科目数はいわゆる「試験科目」として漢示してある。たとえば数ⅡＢ、数mの２科目あわせて課する掲合においても】科目としている。

②
垣

学部名 試験科目の分布の範囲 平均科目数 備考

送学

歯学

Ｏ～４科目

１科目～４科目

塾８科目

２９”

台〃計 Ｏ～４科目 ユ８科目

学部名 試験科目の分布の範囲 平均科目数 備考

家政 Ｏ～２科目 Ｌ３科目

学部名 試験科目の分布の範囲 平均科目数 備考

学
学
工
学
産
医
学

獣
●

龍
理
工
理
農
水
畜
蕊

１科目～５科目

Ｏ～４科目

１科目～２科目

ｏ～４科目

１科目～３科目

２科目～３科目

２科目～４科目

２４科目

２７Ｊｒ

1.5何

甦４’

2.0〃

２５ｌｖ

ａ２”

合計 Ｏ～５科目 Ｚ５科目

学部名 試験科目の分布の範囲 平均科目数 備考

総合科学

保健

商船(2)

２科目～３科目 ２７科目

学部名 試験科目の分布の範囲 平均科目数 備灘

養
理
育
成
学
韻
文
文
学
経
済
営
学

鍵員
国

教
文
敬
敏
文
外
人
法
法
政
経
経
商
一

合

目
目
目
目
目
目
目
目
目

科
料
科
料
科
料
科
科
料

目
目
３
４
３
２
３
２
３
３
３
目
目

科
料
』
』
』
一
一
一
一
一
一
科
料

２
２
目
０
目
目
０
目
０
０
目
３
２

科
料
科
科

料
２
２
１
１

１

Ｏ～４科目

目科
肛
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
”
〃
〃
〃

０
０
８
７
７
５
９
２
５
５
３
０
Ｏ

２
２
Ｚ
Ｌ
２
Ｌ
Ｌ
Ｌ
２
Ｌ
２
３
込

２０科目
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2）各大学における第二次試験のあり方等の検討経過に関する調査結果（中間報告）

Ｉこの調査の目的は，各大学における第二次試験のあり方の検討を促進するため，各大学・学部に

おける第二次試験のあり方，共通第一次試験の利用方法及び予備選抜等について，検討の過程及び

一応の結果等を調査し，同系同種の大学・学部ごとにとりまとめ，各大学に配布し，この検討の参

考資料とするとともに，各大学間の意見交換を授助するものである。

なお，必要があれば本調査を再度実施する。

（１）調査事項

１）第二次学力検査の教科・科目について

２）第二次学力検査以外の選抜方法について

３）代替科目について

４）共通第一次学力試験の成績の利用法について

５）合格者決定にあたって学内での第二次志望等の取扱いについて

６）予備選抜について

（２）調査対象大学

国立82大学（東京教育大学および新設５大学を除く。）

Ⅱ集計方法

１．「各大学が行う第二次の学力検査の教科・科目について」

本表は，国立82大学について，同系同種の学部単位による教科・科目の類型（例：２教科２科

目）等について集計・整理した。なお，学部内で意見が分れた場合は，次のように集計した。

同一学部内で，学科別に意見が異った場合には，次のような方法で「学部単位」に換算し，集

計した。

（例－１）３学科構成の学部において意向類型換算学部数

２学科が２教（７）２科目：……0.660.7

科から２科目（２教科）

を課す

１学科が２教（９）３科目昔……0.330.3

科から３科目（２教科）

を課す
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（例－２）教員養成系の学部において

小学校教員養成課程１教科から２（６）２科目÷……0.330.3

科目を課す（１教科）

中学校教員養成課程国語専攻は２（９）３科目を……0.16０．２

教科から３科（２教科）

目を課す

中学校教員養成課程数学専攻は２（７）２科目÷……0.16０．２

教科から２科（２教科）

目を課す

養護学校教員養成課程１教科・１科（２）１科目÷……0.33０．３

目を課す（１教科）

2．「学力検査以外の選抜方法について」～6．「予備選抜について」

これらの集計にあたっては，各項目の回答を，意見ごとに大学単位でまとめることとした。
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２学力檎査以外の選抜〃法について

Ｃｉｉｊ接について

（１１第＝次学力随従にIiji接を郷-ｹることを予定している。.…………･…………･-･-………………･-…………・』大学

（２）””一部の学部で課することを予定している。…………･…･…………．．…･…･……５大学

（３）”〃一筋の学部学科で課することを予定している。．…･………………………･…９大学
課するかどうかについて検討している。.．…..……･………………………･…塾１大学（４）”〃

（５）””課することを予定していない。…･……･…………･･…………･･-.---．…………４３大学

鮒…碇……
検討中

課さない

２１大学２ａ６缶

４３大学５２４缶

ＤＯｑＯ鶴計８２大学

○実技について

（１）館二次学力検迂に実技を課する（－部の学部学科で課することを含む）ことを予定している。……２３大学

（２）ロ”課するが，その方怯等については未定である。……………．．…………･……５大学

（３）”丘課する方向で検討している。………………………………･…･……………･…１０大学

（４）””課するかどうか検前している。……………･-.-.--……………-----.…………３大学

（５）”〃課さない。…－－…………･….………･…･…………･……………………………４１大学

:緋………
３大学ａ７笛

４１大学５０．０缶

検討中

課さない

鰯ＢｆＢ２大学 １００．０

Ｏ小趙文について

（１１鏑＝次学力検髭に小諸文を課する（一部の学部・学科で課することを含む）ことを予定している。２１大学

課する方向で検討している。（特定の学部・学科に）・…･･………………３０大学(2)〃〃

課することを予定していない。…･…………………………･……………･…３１大学（３）〃〃

::::)小…す､
課さない

５１大学 ６２２名

３Ⅲ８鵠３１大学

ｌＯｑＯ缶計８２大学

３代替科目について

（１）第二次学力櫓従に代替科目を課することを十定している。。…･…………･…･･…………………

課するかどうか検討している。…．.……･…………………･…….（２）げげ

媒さない｡…………………………･……････…………･…･………・’3１”〃

ａ５播課する７大学

１５大学 ｌａ３笛検討中

６０大学 ７３Ｚ筋課さなし

00.056計 Ｂ２大学

Ⅱ
Ｉ
『
ｍ
Ｉ
Ｉ



１
『
②
Ｉ

１１h通筆一;Ｘ挙力拭験の成輸の利用法について

１１１共通第一一ｌｘ学力試険ＩＣ：各大学の蕊冤次学力椣避８，５：５等の比率をつける。・・…･……………

１２１共通蕊一ｌｘや力拭験の成績をIIi純加算する｡……………･…･･…･……………･……･-･……………･……

（３）”の成鞘を埴視する。……..…･……………………一････……………………･…………

（４）共通第一次学力試験と第二次学力検査の成績を纈合判定する。･･･……………………………．.…-……

（５）〃の成綱を加味する。…………･……-.-．………………………･…･………………-…・

（６１第三次学力試験の成綱を血視する。………･…･………･…･…………….．………･……･…………･･･…･…

（７）検討中…･－．－……………･…･…………･…………………･….………･……………..……………….…

Ⅵ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
５
０
Ｌ
〃
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ｌ
Ｖ
ｌ
４
⑰
８
Ｆ

２９大学 ３５．４名

大学 ２妬

共通第一次をin視 月ｌ大学 ７４．４藩

7.1妬１４大学

２０７９６１７大学

竃ルー…
３大学

ａ６鰯７大学

４大学

１７．１名検討中１４大学 ４大学 7．１９６

計８２大学 100.0挿

5．合格者決定にあたって学内での第二志望等の取扱いについて

（１）学部間で第二志望等の取扱いを行う。…………･……………･…･･………･･…･……･….…………………

１２）学部内で第二志望等の噸12Aいを行う。.………………･………………………………………･………･…・・

１３１”〃…………－甑の学部で行う.……･…………･………..…………………….

（４）”〃…………一部の学部・学科で行うことを予定.．……･………………．.…・

（５１学部間あるいは学部内で．第二志望等の取扱いを行うかどうか1ｌｂ試している。…･････…………･……

行わない。………･-……………･………………･…－（６）〃”

なし

i1l三ト
１４大学

５３大字６４．７紐２６大学

３大学

検討中

行わない

１３大学１５８締

１６大学１９．５播

１３大学

１６大学

100.0冊計８２大字

６．ｆ値選抜牝ついて

○実施大学について

（１）予備選抜を全学的に実施することを予定している。……･･･……………･･…………･……………………

１２１”一部の学騒において実鐵施（－－謡検討中の学部を含む）を予定している。…………………

（3１”全学的に実施予定で検討している。………･…………･………･…･………･…………………‘

（４）”一部の学部・学科において実施予定で検討している。…………･…･･･……･………･…一･･…

(5)〃予定していない。…………･…･………………………………………….….………….………．

塁;非………

::非鮒…！…’…

１１大学

２７大学

４大学

７大学

３３大学 寛施をｆ定していない３３大字４０．３冊

１０００弼計８２大学
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5．各国立大学受験者収容可能数調

共通第一次試験受験者は46万名に及ぶことが予測され，国立大学の施設以外の私立大学，高等学校

等を試験場として確保する必要もあるが前提となる国立大学の収容可能数を調査し，約33万名が可能

であることが判明した。なお，この場合の数は通常の授業座席でなく，一定間隔をとったいわゆる「試

験座席」として集計した。

４１２

１９．：

０１１

１１７６

１１

１３

４１０

３９１

４１０ １１６

３７８

北海道 7,472 東京学芸 1.857 豊橋技科 徳島 4,445

北海教育 6,308 東京農工 2.301 愛知教育 4,950 香）'１ 4,570

室蘭工業 1,844 東京芸術 680 名古屋工 4,412 愛媛 7.520

小樽商科 1.300 東京教育 ＝ 重 4,467 高知 3.270

帯広畜産 778 東京工業 3.377 滋賀 1.968 高知医科

旭111医科 245 東京商船 989 滋賀医科 450 福岡教育 3,011

北見工業 1.336 東京水産 1.294 京 都 7,820 九州 6.230

弘前 3,986 お茶の水 1.176 京都教育 3,060 九州芸'工 811

岩手 5,465 電気通信 2,521 京都工芸 2.104 九州工業 2,620

東北 7,209 橋 4.112 大阪 8,087 佐賀 3.520

宮城教育 1.550 横浜国立 ４，７４４ 大阪外語 １．３９５ 佐賀医科

秋田 2,928 新潟 11.052 大阪教育 13,036 長崎 5.154

山形 5,663 長岡技科 神 戸 7.583 熊本 7.016

福島 2,499 富山 5.485 神戸商船 1.130 大分 3.615

茨城 5,861 富山医薬 914 奈良教育 2,030 大分医科

筑波 4,710 金沢 6.221 奈良女子 1.374 宮崎 4．３８０

宇都宮 3,280 福井 2,410 和歌山 2,000 宮崎医科 412

群馬 3.727 山梨 2.713 鳥取 2,314 鹿児島 6,993

埼玉 2,391 信州 7,315 島根 3,890 琉球 1.350

千葉 11.010 岐阜 4,075 島根医科 402

東 京 9，１０５ 静岡 6.207 岡山 5.973

東京医歯 926 浜松医科 410 広島 1３．１１６

東京外語 2,006 名古屋 7,378 山口 5.390 計 330.698
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６．５４年度共通第一次試験受験者数予測

試験場の確保，試験問題の印刷等実施上の基礎となる受験者数を高校卒業者数，大学志願者数，国

立大学志願者数および大学入学該当年令人口等から推算し，昭和54年度の受験者数を46万名と推測し

た。

5１．１，６

(注）５２年３月以降の（）欄は52年３月以降卒業予定者のある新設校分を含む。

解。｜⑪

~｜

l-2il

54年度共通第一次試験受験者数予測

国立大学入学志願者数281,208人

公立大学入学志願者数36,395人

国立大学受験未確定者数142,441人

１

(注１）浪人含む大学進学率は51年現在27.3％を適用。

(注２）公立大学入学志願者数は50年度の公立大学入学者数に国

立大学の51年度の倍率を乗じたものであるが，一部国立大

学受験者と重複していると考えられる。

(注３）国立大学受験未確定者数は大学志願者の20％を見込んだ。

（この数は国立大学入学者数の約50％に当る」

合計460,044人

卒業

年月日

高校

卒業者数

大学志願者数(A）

合計 現役 浪人

国立大学志願者数

合計 現役 浪人

大学志願
者中の国
立大学志
願者割合

該当年令

人口(B）

ｗ
｜
⑧ 備考

３
３

３
３

３

巴
０

－
●

●
●

０
１

２
３

４
５
５

５
５

５

人

1,325,968

1,352,500

人
640,220

650,063

(715,068）

709,013

(724,280）

714,447

(730,278）

712,203

人

457,363

459,489

(503,877）

497,822

(510,826）

500,993

(518,072）

499,997

人
蛸３

■

６８１

４
２
３
９

７
７
２
３

５
２
６
６

●
マ

リ
●

●
▽

●

０
１
３
２

９
１
１
１

１
２
２
２

人
257,586

263,140

(282,063）

279,686

(285,190）

281,517

(287,624）

281,208

人
177,457

181,193

(191,740）

189,363

(193,924）

190,251

(196,493）

190,077

４
６

人
”
⑪

６
７

１
８

１
９

８
８

６
７
ｊ

ｇ
Ｐ

●
汀

●

０
１

０
１

１

８
８

９
９

９

％
4０．２３

４０．４８

(39.45）

39.45

(39.38）

39.40

(39.39）

39.48

万
159

155

163

159

157

％
３
９

４
９

４
●
●

●
●

●

０
１

３
４

５
４
４

４
４

４

(予測）

(予測）

(予測）

年度

大学志願者数(A）

合計 現役 浪人

大学入学

者数(B）

倍率
(A）

(B）

国立大学

入学志願
者数(ｑ

国立大学

入学者数
（りり

倍率
(･

(D）

公立大学

入学者散
(E）

公立大学志

願者数

(予測)(F)Ｃ
(Ｆ＝Ｅ×万）

備考

５
６
７
８
９
０
１

４
４
４
４
４
５
５

均平

１
５
５
６
９
０
３

６
８
７
４
５
２
６

８
４
２
１
７
２
０

０
１
０
０
０
０
勺

８
２
０
８
１
０
０

３
４
５
７
０
４
５

５
５
５
５
６
６
６

人
360,175

368,610

383,498

406,799

433,080

456,936

459,489

人
６
５
７
７
９
６
４

８
７
７
４
７
９
７

６
８
７
３
６
７
５

１
１
１
０
１
０
●

８
３
６
１
８
２
０

７
７
６
７
６
８
９

１
１
１
１
１
１
１

人
７
１

３
２

０
８

９
〉
■

３
７

３
５
３
３

７４１
■

６７３

０
８
２
６

６
２
４
１

５
５
９
６

９
０
１
Ｑ

９
７
３
０

８
０
２
２

３
４
４
４

２６
●

１

１

２
６
８
８
１
５
２

５
４
４
４
５
５
５

①
●
◆
●
●
●
●

１
１
１
１
１
１
１
Ｉ

人

257,586

2630140

人

750479

760537

3．４１

３．４４

人

10,673

10,479

人

36,395

36,048
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２入学者と入学志願者との傾向

（１）４５～51年度の実績によれば大学入学志願者数は大学入学者数の約1.55倍である。

（２）５０～51年度の実綱によれば国立大学入学志願者数は国立大学入学者の約3.44倍である。

（３）５０～51年度の実綱によれば大学志願者数に占める国立大学志願者数の割合は約40％である。

注45-51年度の大学志願者数及び大学入学者数並びに高校卒業者数は「学校基本調査報告書」による。国立大学入
学志願者数及び52年３月以降のすべての数値は各高等学校に対するアンケート調査（５１．１２．２５）の分析予測によ
ろ。

／
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Ⅵ共通第一次試験の実地研究

国立大学協会入試改善調査委員会の調査研究の事業のうち重要な要素をしめる｢試験問題実地研究」

は，昨年に引続き，本年度は昭和50年10月10,11の両日，全国48大学を試験場として実施された。従

来の実施方法等調査専門委員会，コンピューター専門委員会,科目別研究専門委員会で研究された成果

を実地に試みたものである。本年度は対象者を11,690人，試験場を48と昨年度より大幅に増したこと

により，印刷方式，輸送方法，電算処理方法等を変え，実際の共通第一次試験を想定しての研究を行

った゜

経過

本年度の入試改善調査研究の事業に要する経費は，国立学校特別会計に計上され，国立大学入試改

善調査施設ならびに試験実施大学に配賦され，その予算執行に当った。

まず，入試改善調査委員会が昭和51年度事業計画を立案し，実施方法等調査専門委員会，コンピュ

ーター専門委員会，科目別研究専門委員会が構成され，それぞれの担当に基づいて事業の具体的な検

討が進められた。

昭和51年４月30日入試改善調査委員会と実施方法等調査専門委員会の合同会議が開かれ，事業計画

について協議が行われた。引続いて実施方法等調査専門委員会小委員会と科目別研究専門委員会との

合同委員会で事業計画についての説明が行われ，実地研究に使用すべき試験問題の作成が始った。こ

の実地研究実施計画は参考資料として掲載してあるが，大綱は，

１．高校３年生約12,000名を対象とし，全国約50試験場で実施する。

２．試験科目は５教科16科目につき行い，各科目別研究専門委員会の作成した試験問題を用いる。

試験時間は，１教科２時間以内とする。

３．試験実施日は，昭和51年10月10,11日の２日間とする。

４．各試験場における試験業務は，試験実施大学に設けられる試験実施委員会が主体となって行う。

５．試験実施委員会の構成は４名（うち１名は試験実施委員長，１名は事務担当）とする。

６．実施方法等調査専門委員会はコンピューター専門委員会と共催のもとに６月中旬に第１回，９

月下旬に第２回の試験実施委員長会議を開催し，試験実施業務について協議を行う。

７．各大学試験実施委員会は，受験申込書を高校ごとにとりまとめ，７月25日までに実施方法等調

査専門委員会に送付する。
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等である。これに基づき，全国７地区の世話大学の仲介で各国立大学と接衝し，４８の試験実施大学

予定校が決り，これを実施方法等調査専門委員会が承認した。受験予定者数は試験実施大学の規模に

応じ１大学あたり100人～400人を割当てることとした。

各試験実施大学は昭和51年６月１日をもって試験実施委員会を組織し，６月中旬から各都道府県教

育委員会等を通じて各高等学校に対し，受験者の募集について依頼を始めた。高等学校に於て校内の

体育祭，文化祭などの行事と重って，参加困難な向きもあったが，国立大学共通第一次試験の実施時

期も近づき，関心を示す高校も多く，地区によっては１校当り２～３名しか割当てられぬところもあ

った。受験申込みは７月20日までに各試験実施大学あて高校単位に申込ませ，７月25日に実施方法等

調査専門委員会あて送付させた。参加高校は920校,受験申込者11,690名とほぼ予定した人数となった。

ついで９月11日に，受験票を，受験者心得と同封して受験者あて送付した。

科目別研究専門委員会はコンピューター専門委員会と協力して試験問題および解答用紙の原稿を作成

し，７月31日の実施方法等調査専門委員会小委員会との合同会議に提出した。ただちに編集が行われ，

８月３日には印刷を発注した。なお，本年度は，試験問題印刷に経験の深い大蔵省印刷局に印刷を依

頼した。

ｉｉ試験の実施

各試験実施委員会は受験者数の確定に伴い，試験場を決定し，実施方法等調査委専門員会に報告し

た。これに基づいて試験問題，解答用紙の発注部数を確定し，試験実施に係る諸資料の作成，準備に

とりかかった。６月２日に各大学試験実施委員長・実施方法等調査専門委員会小委員会の合同会議が

開かれ，本年度の実地研究試験についての協議が行われた。この資料として「解答用紙記入上の注意」

「アンケート調査票」など，受験者への配布資料，試験実施委員会へは「監督者要領｣｢試験調査表」

等を配付し説明した。９月20日試験問題の印刷が完了，同22～24日に各試験実施大学あて小型コンテ

ナをもって発送した。各試験実施大学の試験実施委員会は24～28日の間に受領し，所定の日までに試

験問題，解答用紙の分封作業を行った。

以上の準備のうえ，１０月10,11日の両日，試験が行われた。時間割は下記のとおりである。
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試験時間割

：1５

：1５

iii採点および集計について

採点は，各科目別研究専門委員会から提出された採点基準にしたがってマークリーダーを用いて採

点し集計を行った。科目毎の受験者数，偏差，平均，最高，最低については参考資料「科目別平均点

一覧」として掲載した。また，採点に関する各種の統計資料として，科目別度数分布図，解答別件数

表，科目別正答率一覧，などを作成し，「資料」として掲載した。

今回の実地研究に対して協力のあった高等学校あてには，「高校個人別科目別成績表｣，「科目別平

均点一覧」を各試験実施大学試験実施委員会を通じて送達し，併せて高等学校側への謝意を表した。

ｉｖ受験者に対するアンケート調査

本年度の実地研究に際し，受験生側の意見を求め，参考資料とするためアンケート調査を配布し記

入させて回収した。回収率は英語の試験受験者全員9,310通で100％である。

これについては「Ⅵ-5」に詳細を載せたので参照されたい。

ｖ各試験実施大学の報告

試験実施大学からの報告は，その数が48校と多いため，実施方法等調査専門委員会で協議の結果，

アンケート方式で回答してもらうこととした。試験実施後，各大学へ依頼し，回答を得たものを要約

して「Ⅵ－６４８大学実施委員会からの実施報告要約」として集録した。

事項
10月10日（日）

国語 数学 社会

10月11日（月）

理科 英語

○試験室入室 ９：00 １２：２０ １４：５５ ９：００ １２：0５

○問題冊子，解答用紙の配付，受験の説明 ９：１５ １２：２５ １５；00 ９：０５ １２：１０

○試験開始 ９：３０ １２：３０ １５：１０ ９：１５ １２：１５

○社会，理科の選択しない科目の解答用紙回収 １６：１０ １０：１５

ｏ時間内退出の許可 １０：３０ １３：３０ 選択しない解答用紙回収後 許可しない

○英語の聴解力テスト １３：３０

○試験終了 １１：３０ １４：３０ １７：１０ １１：１５ １３：５５

○アンケート調査 (昼食） (休憩） (昼食） １４：００
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なお，各試験実施大学ごとの各教科別出席者数は次のとおりである。

教科別出度者数調

●

試験実施大学 受験申込者数 国語 数学 社会 理科 英語

北海道大学 ４０６ ３４４ ３４０ 336 ３２３ 323

北海道教育大学函館分校 1００ 8３ 8３ 8３ 7３ ７２

室蘭工業大学 1００ 7７ 7７ 7７ ７０ ７０

小樽商科大学 1００ 8６ 8５ ８５ 7７ ７７

帯広畜産大学 1００ 8１ 7９ ７８ 7６ ７６

旭川医科大学 1００ 7５ 7３ ７２ 6２ 6２

北見工業大学 1０３ 5６ 5３ ５２ 4３ 4４

弘前大学 ３００ 264 260 257 ２４２ ２４１

岩手大学 200 1７０ 1６５ 1６７ 1６９ 1７１

東北大学 ４１４ 354 354 ３５４ 346 346

秋田大学 200 1５２ 1５１ １４８ 1３７ 1３８

山形大学 1９３ 1６６ 1６５ １６４ 1５９ 1５９

福島大学 200 1７６ 1７５ 1７３ 1６８ 1６８

茨城大学 220 1６７ 1６５ 1６５ 1５８ 1５８

宇都宮大学 200 192 1９２ 1９２ 1８９ 1８７

群‘馬大学 1９９ 1６８ 1６８ 1６７ 1５９ 1５９

千葉大学 2９１ 254 253 ２５２ 244 245

東京大学 404 369 367 ３６３ 353 356

橋大学 296 238 2４１ ２４０ 225 225

新潟大学 2０１ 1７２ １７２ 1７２ 1６０ 1６０

富山大学 200 1９３ １９３ 1９３ 1９１ 1９１

金沢大学 295 ２５８ ２５７ 252 ２５３ ２５６

福井大学 ５６ ３７ 3２ 3２ ２８ 2８

山梨大学 200 1７１ １７２ 1６９ １５４ 1４８

信州大学 208 １３６ 1３４ 1２９ １２４ １２３

岐阜大学 200 1８３ 1８１ 1８１ 1７７ 1７６

静岡大学 1９８ 1８８ 188 1８８ １８６ 1８６

名古屋大学 ３９９ ３６５ ３６４ 364 358 ３５９

重大学 ２２０ 1８５ 1８５ 1８５ 1７４ 1７４

滋賀大学 1９９ 1７０ 1７０ 1７０ 1６７ 1６７

京都大学 ３９９ 2８２ 278 276 ２７４ 2７５

大阪大学 ３９９ 325 322 ３２１ ３１３ ３１２

神戸大学 ３９０ 350 3５３ 350 ３４７ ３４６

奈良教育大学 1９０ 1４８ 1４８ １４７ 138 1３８

和歌山犬学 200 1７１ 1６９ １６８ 1６３ 1６４

,鳥取大学 200 1８５ 1８５ １８５ 178 １７８

岡山大学 ４００ 375 374 ３７４ 365 363

広島大学 4００ 283 280 ２７９ 267 2６９

山口大学 1９１ 1５９ 1５７ 1５４ 1４２ 1４２

香Ⅱ１大学 295 253 2５２ ２４９ 239 2３６

愛媛大学 200 1６７ 1６７ 1６２ 1５４ 1５４

禰知大学 2００ 1７７ 1７７ 1７７ 1６６ 1６６

九州大学 ４２３ ３１９ ３１９ ３１７ 294 ２９７

長崎大学 300 266 ２６５ ２６５ 250 ２４５

本大学 ３０１ ２６３ ２６０ 259 2５２ Ｚ５２

宮崎大学 200 1６５ １６４ 1６４ １５６ 1５５

鹿児醗大学 300 ２８４ ２８４ 2８４ 274 ２７４

琉球大学 ２００ 1１８ 1１２ 1０９ 1００ ９９

合
１１．６９０ ９，８２０

(84,00％）

９，７６０

(83.49％）

９，７００

(82.98％）

9，３１７

(79.70％）

9，３１０

(79.64％）
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１．実地研究の主な経過

４月初旬

初旬

１３日

３０日

実施大学・受験者割当数の決定，依頼

各科目別研究専門委員会委員長の選出依頼（各委員長は委員を人選）

今年度使用ＯＭＲとして日本電気ＮＥＡＣ２４０Ｐ－１Ｂを選定

各科目別研究専門委員会の構成，実施要項の承認（入改調委会と実施方法委会との合同会

議）

試験問題作成の基本方針協議（実施方法委会と各科目別委員長との合同会議）

マークシートの基本設計および処理方針の協議（コンピュータ委員長）

各大学試験実施委員会委員長を招集し，方針および分担を協議（第１回実施委員長会議）

各試験実施委員会委員を委嘱（教官委員３，事務官委員１名）

各試験実施委員会から教育委員会・高校宛受験者募集を依頼（合計11,700名・４８大学一－

400名・１０大学，300名・７大学、200名・２５大学，100名・６大学）

理科各科目の出題調整会議（関係科目委員長）を開催し，科目間の類似問題の回避，難易

度，基礎理科と他の科目のバランス等を協議

社会各科目の出題調整会議を開催

各試験実施委員会は受験申込書をとりまとめ当施設へ返送（合計11,690名・920校一一

普通校862校，農業校７校，工業枝29校，商業校20校，盲学校２校）

各試験実施委員会は使用試験室および，その割当人数を当施設へ報告。また試験当日の受

信・発信の専用鬮話２本を電々公社に架設申請

各科目別委員長から試験問題およびマークシートの原稿を受領

受験申込書のコンピュータ入力開始(全データ入力後，試験室・受験者割付けデータ入力）

試験問題・マークシートの印刷発注（マークシートの印刷は科目を区別して，セピアほか

計６色とした）

同上の初校を各科目別委員長に依頼（郵送）

同上の校正済み原稿の受領（郵送）

志願者マスターを固め，受験者名簿・受験票・試験調査表等の作表

マークシートに試験場・受験番号・科目コードのプレマークを開始

試験問題・マークシートの再校・貴了（各科目委員長が出張校正）

地理の地形図の原稿がセピア刷りのため，等高線等が不鮮明な製版となり，フィルターを

30日

５月14日

６月２日

上旬

中旬

30日

７月12日

２０日

下旬

３１日

８月２日

２日

１４日

２７日

下旬

下旬

９月３日
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用い再製版

11日受験票・受験者心得発送

宛先不明等で戻って来たのは11,690通中，５３件，その殆んどが受験者本人のカナ記入の誤

り（宛先不完全４３件転居先不明10件）

16日監督者要領等各試験実施委員会宛発送

17日採点基準（正解スペック）用マークシートを各科目別委員会のコンピュータ委員宛発送

20日試験問題およびプレマーク済みマークシートの印刷完了

21日各科目別委員長宛試験問題を送付し、事前検閲を依頼

21日プレマーク済みマークシートの試験場別仕別け

22日第２回実施委員長会議を開催し，実施上の最終的打合せ

22日試験問題・マークシートを各試験実施委員会宛日通品川支店から発送

２２日特急便北海道・九州地区（早着25日，最終着28日）

２３日特急便沖繩をのぞく，その他（早着24日，最終着28日）

25日２５日航空便沖繩地区（当日着）

28日間題訂正（地学・数学一般・地理）を各実施委員会宛発送

地理は責了のさい，地形図を再製版するとしたが，なお不十分のため別刷りとした。他の

ほとんどは校正ミス

下旬各試験実施委員長は試験監督者を委嘱（受験者25名につき１名）

上旬各試験実施委員会は試験問題・マークシートを試験室単位に分封，その他実施準備10月上旬各試験実施委員会は試験問題・マークシートを試験室単位に分封，その他実施準備

10月10日・１１日実地研究試験

実施方法小委員が中央試験本部（当施設）に詰め試験実施を続轄，また各科目別委員長

は問題訂正の対応のため該当科目の試験中に本部待機

〔出席状況〕悪天侯の北海道の一部，中間試験を直後に控えた琉球地区は欠席者が目

立ったが他は昨年の出席率（77～80％）に比し良好（80-84％）

〔問題訂正〕地理の地形図がなお不完全のため，不明確地点を補正するよう各試験実施

委員会に電話連絡（１大学当り所要時間７分）

〔その他〕（１）社会・理科は，それぞれ２科目選択のところ１科目分のみの解答をし

した者があった。いずれも事後連絡のため，答案の当施設宛返送のさい

その旨を明確にするよう指示（社会14名，理科２名）
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（２）マークシートの折れ，汚れ等による予備シートとの交換使用は計23枚

12日各試験実施委員会は答案マークシート・試験調査表等を当施設宛返送

15日採点スペック（正解シート）をＯＭＲで読取り，採点テープを作成

２１～29日答案の読取り（マークシート総数：５教科15科目計66,817枚×３回読取り）

11月５日採点テープにより採点開始

１８日採点結果作表

２４日試験結果の分析（コンピュータ小委員会）

12月上旬各試験実施委員会へ試験結果を送付（高校別個人成績・科目別平均点一覧等）

上旬各科目別小委員長へ試験結果を送付(科目別平均点一覧・得点席数分布・解答別件数表等）

３日実地研究試験総括（実施方法委員会）

中旬各試験実施委員会は参加枝に成績結果を通知

2．昭和51年度試験問題実地研究実施計画

昭和51年４月30日

入試改善調査委員会

昭和51年度における入試改善調査研究に関する試験問題実地研究は，本計画の定めるところにより

これを実施する。

ｌ（実施担当委員会）

試験問題実地研究（以下「実地研究」という。)の実施は，実施方法等調査専門委員会が主体とな

り，各科目別研究専門委員会およびコンピューター専門委員会と協同のもとに行う。

２（実施研究の教科・科目）

実地研究は，昭和51年度の現高校３年生を対象とし，５教科16科目につき行い，各科目別研究専

門委員会の作成した試験問題を用いる。

試験は，１教科２時間以内とする。

３（実地研究の試験期日）

実地研究の試験実施の期日は，昭和51年10月10日および11日の２日間において行う。

４（実地研究の実施と受験者数）

実地研究の試験は，全国約50試験場，計約12,000名の高校生について行う。



－８７－

５（実地研究の実施）

実地研究の各試験場における試験業務は，試験場大学に設けられる試験実施委員会が主体となっ

て行う

６（試験実施委員会）

各試騒場大学に，その試験場において行う試験の企画・実施等の主務を担当する試験実施委員会

を置く。試験実施委員会の構成は，委員約４名（うち１名は試験実施委員長，１名は事務担当）と，

試験場大学において選考し，６月１日付をもって実施方法等調査専門委員会の委員長がこれを委嘱

する。

７（試験実施委員長会議）

実施方法等調査専門委員会は，コンピューター専門委員会と共催のもとに，６月中旬に第１回，

９月下旬に第２回の試験実施委員長会議を開催し，試験業務の実施その他について協議打合わせを

行う。

８（受験者の募集）

実施研究の試験を受験する高校生は，各試験実施委員会が当該地域の教育委員会および高等学校

の協力を得て７月20日までに募集する。

９（受験申込醤の提出）

各試験実施委員会は，受験予定者が確定したのちに，受験者の在学する高等学校を経由し所定の

受験申込書を７月20日までに提出させ，これを高等学校別に取りまとめ，７月25日までに国立大学

入試改善調査施設内実施方法等調査専門委員会に送付するものとする。

１０（受験者への受験票送付）

コンピューター専門委員会は，提出された受験申込書を処理して受験票等を９月下旬に各受験者

に送付するものとする。

１１（教育委員会または高等学校への依頼）

各試験実施委員会は，前項８および９について，教育委員会又は高等学校に依頼する場合は「実

地研究実施要項」を添えて６月中旬以降それぞれ依頼するものとする。

前項の「実地研究実施要項」は，５月20日までに原稿を作成し，６月10日までに印刷を完了する

ものとする。

１２（試験問題およびマークシートの原稿作成と送達）

各科目別研究専門委員会は，実地研究の試験問題およびマークシートの原稿を作成し，７月31日
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に委員（１名）が出張し，国立大学入試改善調査施設内実施方法等調査専門委員会およびコンピュー

ター専門委員会にこれを送達するものとする。

１３（試験問題およびマークシートの校正・印刷）

実施方法等調査専門委員会およびコンピューター専門委員会は，前項により送達を受けた試験問

題およびマークシートの校正と印刷とを各科目別研究専門委員会の協力を得て行うものとする。こ

の場合試験問題等は秘扱いとし，それぞれ確実な業者に印刷を依頼し９月15日までに印刷を完了す

るものとする。

１４（試験問題の採点基準の作成・報告）

各科目別研究専門委員会は，試験問題の採点基準を作成し，９月20日までにマークシートに記入

して国立大学入試改善調査施設内コンピューター専門委員会に報告するものとする。

１５（受験者の手引・監督者要領の作成・送達）

実施方法等調査専門委員会は，コンピューター専門委員会と協議し，受験者の手引き・監督者要

領を作成し，所要部数を９月15日までに印刷の上，各試験実施委員会に送達するものとする。

1６（試験問題・マークシートの送達）

実施方法等調査専門委員会およびコンピューター専門委員会は，印刷した試験問題およびマーク

シートを各試験場の受験者数，試験室数等に応じた分封数表および分封袋をそえて各試験実施委員

長宛に運送便をもって９月20日までに送達するものとする。

１７（試験問題・マークシートの分封）

各試験実施委員会は，試験前日までに，送達された試験問題・マークシートを，分封数表にもと

づき試験室ごとに分封袋に封入するものとする。

1８（試験室の割当て）

実地研究の試験室の割当ては，各試験場大学が７月末日までに決定し，実施方法等調査専門委員

会に報告するものとする。

１９（試験監督者）

試験監督者は，原則として受験者50名当り２名とし，９月下旬までに各試験実施委員長がこれを

委嘱する。

2０（解答マークシートの送達）

各試験実施委員長は，実地研究の試験を完了したときは，直ちに解答マークシートを厳封し，こ

れを国立大学入試改善調査施設内コンピューター専門委員会宛に運送便をもって10月12日に発送す



－８９－

ろものとする。

2１（解答マークシートのコンピューター処理）

コンピューター専門委員会は，前項により送達された解答マークシートについてコンピューター

処理を行い，１１月20日までに受験者別・科目別等に採点を整理し，さらに必要事項毎に結果を整理

するものとする。

2２（報Ｐ告番）、

実施方法等調査専門委員会は，コンピューター専門委員会･各科目別研究専門委員会および各試

一験実施委員会の報告にもとづき「試験問題実地研究報告書」を取りまとめ,12月末日までに入試改

善調査委員会にこれを報告するものとする。
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試験問題実地研究の日程

４月５日

６月１日

１地区世話大学の依頼

２各試験実施委員会委員の委嘱

３「実地研究実施要項」原稿締切

４「実地研究実施要項」印刷完了

５試験実施委員長会議第１回開催

６教育委員会．高校への受験者募集依頼

７試験問題．マークシートの原稿作成送達

８受験者募集

９受験申込書の各試験実施委員会への提出期限

,。受験申込書の国立大学入試改善調査施設への送付期限

,，受験者への受験票送付

１２各試験場の試験室決定の期限

,３採点基準（科目別委作成）送達

,４受験者の手引・監督者要領の印刷完了

,５試験問題・マークシートの印刷完了

,６試験問題．マークシートの送達期限

１７試験実施委員長会議第２回開催

,８試験問題・マークシートの分封期限

１９試験監督者の委嘱

２０試験期日

２，解答マークシートの返送

２２解答のコンピューター処理期限

２３報告書作成期限

５月20日

６月１０日

６月上旬

６月中旬以降

７月３１日

７月２０日まで

７月２０日

７月２５日

９月下旬

７月末日まで

９月２０日

９月１５日

９月１５日

９月２０日

９月下旬

10月９日

９月下旬まで

10月１０日・１１日

10月１２日(発送）

11月２０日

12月１０日
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3．昭和51年度国立大学共通第一次試験実地研究実施要項

国立大学協会

入試改善調査委員会

国立大学共通第一次試験の実地研究のための試験は，全国48国立大学のご協力のもとに共通の問題

を用いて一斉に行います｡現在,高等学校3年に在学する高校生約12,000名を対象として実施する計画です。

峠鷺かⅧ
“学:湖測P鱗塁:雲都高等学……燐レバ

“料::腱蓋F|…科Ⅲ湘馴…他……場…檜馴

数学一般を選択する者は高等学校においてこれを履修した者に限る）
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矧鰯:w鰯都高騨校､…履…。
１各科目とも出題の範囲は高校３年の９月末の段階を考慮いたしますが，高校によって進度のちが

いがあり得ますので履修範囲内で解答されて結構です。

２全科目ともコンピューターによって採点等の処理を行うため解答用紙はマークシートを使用いたし

ます。その方法等の詳細に関しては第１日目の試験開始前に時間をとって説明いたします。

３今回の試験は実地研究でありますので，各受験者の科目別得点を，採点処理が出来次第，ご参考

に資するため，当該高等学校あてにお知らせいたします。

試験実地研究実施本部国立大学入試改善調査iiIj設

〒１５３東京都目黒区駒場２－１９－１

ＴＥＬＯ３－４６５－３９４７－９

試験実施委員会 連絡先

北海道大学 〒060札幌市北区北８条西５丁目 庶務部入学主幹011(711)2111

北海道教育大学函館分校 〒040 函館市ﾉU幡町１－２ 教育学部函館分校事務長0138(41)1121

室蘭工業大学 〒05O 室蘭市水元町2７－１ 学生部教務課長0143(44)4181

小樽商科大学 〒047小樽市緑３－５－２１ 学生部学生課長0134(23)1101

帯広畜産大学 〒080帯広市稲田町２－１１ 学生部学生課長0155(48)5111

旭Ⅱ｜医科大学 〒071-01旭111市神楽町神楽岡３－１１ 事務局学生課長0166(65)2111

北見工業大学 〒090北見市公園町165 学生部教務課長0157(24)7786

弘前大学 〒036弘前市文京町１ 学生部入学主幹0172(36)2111

岩手大学 〒020盛岡市上田３－１８－８ 学生部学生課長0196(23)5171

東北大学 〒980仙台市片平２－１－１ 庶務部入学主幹0222(27)6200

秋田大学 〒010秋田市手形学園町１－１ 学生部学生課長0188(33)5261

山形大学 〒990山形市小白lll町１－４－１２ 学生部学生課長0236(31)1421

福島大学 〒960福島市浜田町12-23 学生部学生課長0245(34)2141

茨城大学 〒310水戸市文京２－１－１ 学生部学生課長0292(26)1621

宇都宮大学 〒320宇都宮市峰町350 学生部学生課長0286(36)1515

群馬大学 〒371前橋市荒牧町1375 学生部学生課長0272(32)1611

千葉大学 〒280千葉市弥生町１－３３ 学生部入学主幹0472(51)1111

東 京 大学 〒113文京区本郷７－３－１ 庶務部入学主幹03(812)2111

一橋大学 〒186国立市中２－１ 学生部入学主幹0425(72)1101

新潟大学 〒950-21新潟市五十嵐２の町8050 学生部学生課長0252(62)6098

富山大学 〒930爾山市五福3190 学生部学生課長0764(41)1271
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903JWK鰹5,急円|琉球大学|〒903那覇市首里当ノ蔵町３－１１学生部学生課長0988(34)01011

試験実施委員会 連絡先

金沢大学 〒920金沢市丸の内１－１ 学生部学生課長0762(62)4281

福井大学 〒910福井市文京３－９－１ 学生部学生課長0776(23)0500

山梨大学 〒400甲府市武田４－４－３７ 学生部学生課長0552(52)1111

信州大学 〒390松本市旭３－１－１ 学生部学生課長0263(35)4600

岐阜大学 〒504各務原市那加門前町 学生部学生課長0583(82)1201

静岡大学 〒422 静岡市大谷836 学生部学生課長0542(37)1111

名古屋大学 〒464名古屋市千種区不老町 学生部入学主1幹052(71)5111

三重大学 〒514津市上浜町1515 学生部学生課長0592(32)1211

滋賀大学 〒522彦根市馬場１－１－１ 学生部学生課長07492(2)5600

昂 都大学 〒606京都市左京区吉田本町 学生部入学主幹075(751)2111

大阪大学 〒530大阪市北区常安町3６ 庶務部入学主幹０６（443)5061

神 ﾉコ 大学 〒657 神戸市灘区六甲台町１－１ 学生部入学主幹078(881)1212

奈良教育大学 〒630奈良市高畑町 学生部教務課長0742(26)1101

和歌山大学 〒641和歌山市関戸278 学生部学生課長0734(22)6122

鳥取大学 〒680鳥取市湖山町１－１ 学生部学生課長0857(28)０３２１

岡山大学 〒700岡山市津島中３－１－１ 学生部入学主幹0862(52)1111

広島大学 〒730 広島市東千田町１－１－８９ 学生部入学主幹0822(41)1221

山口大学 〒753山口市大字吉田1677 学生部学生課長08392(2)6111

香Ⅱ’大学 〒760高松市幸町１－１ 学生部入学主幹0878(61)4141

愛媛大学 〒790松山市道後樋又10-13 学生部学生課長0899(41)7111

高知大学 〒78O 高知市朝倉1000 学生部学生課長0888(44)0111

九州大学 〒812福岡市東区箱崎６－１０－１ 学生部入学主幹092(641)1101

長崎大学 〒850長崎市文教町１－１４ 学生部入学主幹0958(47)１１１１

熊本大学 〒860熊本市黒髪２－４０－１ 学生部入学主幹0963(44)2111

宮崎大学 〒880宮崎市船塚２－１８５ 学生部学生課長0985(23)4462

鹿児島大学 〒890鹿児島市郡元１－２１－２４ 学生部学生課長0992(54)7141
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4．昭和51年度国立大学共通第一次試験実地研究科目別平均点一覧

Ｓ５１．１１．２４

国語，数学一般，数学Ｉ，基礎理科，英語は200点満点，他は100点満点である。なお，（）は200

点満点を100点満点に換算したもの。

科目 偏差 平均 最高 最低 受験者数

国語 24.46

１

２
１

８
９
０
０

１
５

１
５
１
く

182

(91）
2５

(13）
9,819

数学一般 44.00
99.47

(49.74）
200

(100）

９

(5)
9９

数学Ｉ 41.34
100.61

(50.31）
200

(100）
０ 9.661

倫理・社会 12.28 60.62 9６ ０ 2,111

政治・経済 13.34 57.83 9６ ０ 2.937

日本史 13.61 43.18 9０ ０ 6,324

世界史 1３．８６ 52.13 9１ ０ 5.743

地理Ａ 14.30 57.94 9５ ０ 1.341

地理Ｂ 17.08 48.38 9５ ０ 930

社会６科目 24.76 102.44 1８５ 3０ 9.686

基礎理科 21.64
68.30

(34.15）

129

(65）
3０

(１５）
9０

物理 23.20 56.02 100 ０ 4.989

化学 19.99 45.54 100 ０ ７，４６１

生物 1３．３２ 43.96 9４ 0 4.277

地学 1５．０１ 46.25 1００ ０ 1.725

理科５科目 34.05 95.89 200 1１ 9.315

英語 35.38

１

９
０
５
３

ｚ
Ｌ
２
６
１
１

200

(100）
1９

(10）
9,310

全科目合計 1２５．０８ 534.88 890 159 9.166
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5．受験者に対するアンケート調査集計について

第２日目の試験（英語）終了後，受験者に対し，試験問題，解答時間・解答用紙（マークシート）

に関すること等について，前年度同様，マークシート方式による無記名によるアンケート調査を行っ

た。(受験者のアンケート調査集計参照)｡またアンケート用紙の下欄部分に感想記入欄を設け自由に気

付いたことを記入させたそのうち特に「試験問題の難易｣｢感想欄」についてまとめると次のとおりで

ある。

1．各科目の試験問題特に「問題の難易」の記入欄について。

試験問題の難易について，１５科目のうち、､難しい”と回答した科目は数学一般,倫理・社会,政治・

経済，世界史，地理Ａ，地理Ｂ，基礎理科，物理，化学，生物，英語の11科目であり，これらのうち

特に基礎理科63％（前年度81％),世界史43％（前年度53％）の２科目は受験者が難しいとしている。

しかし，基礎理科は受験者が少数（90名）であること，内容が自然科学全般にわたるという特質もあ

り，一概に判断できない。また世界史については授業進度の関係で近代・現代を学習していない受験

者が多かったことが推定されよう。

一方，前年度よりなお蛾難しい”とした者の数値が高くなったものは国語・数学Ｉ・日本史・地学

の４科目であるが，日本史は前年度約38％が本年度59％，国語は前年度８％が30％といずれも20％増

となった。日本史は世界史と同じ理由によるものであろうが，国語については科目別研究専門委員会

の報告書にあるように，意図的に若干のレベルアップを試みたこと等の理由によろう。

2．感想記入欄の回答

アンケート回答者約9200名のうち感想記入のあった者は約％の2000名（復数項目の記入を含む）で

ある。さまざまな意見を項目別に大別し，多い順に列挙すると次のとおりとなる。

①試験問題に関すること1,023（件）

②解答用紙記入等に関すること６４５

③試験の進行等に関すること１９１

④聴解カテストに関すること１９４

⑤その他１８
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計2,071

また上記項目に関係なく，目立った具体的な意見は次のとおりである。

①解答用紙がマークに記入しにくい。 約480(件）

②出題内容は基本的事項を素材としてよく練られている。約２４０

③社会・理科を各１科目にしてほしい。 約２００

④聴解力テストの条件がととのっていない｡ 約１８０

⑤休憩がながすぎる。 約１００

⑥科目間の難易差がある。とくに社会に目立つ。 約８０

「マークしにくい」という意見については，受験者の不慣れもあるが，実地研究の目的の一つに国産

の光学マークシート読取装置のチェックということで年度ごとに機種を変えたが，機種に応じたヨコ

４mm×タテ，mmの横長のマーク欄であり，枠内に正確にマークすることはかなり神経を使うであろう

ことは当初から予測していたものである。これについては機種の変更によって解決しうる｡

「出題内容が良い」という回答が第２位となったが，問題点・改善点の指摘が普通なはずのこのよ

うな形式でのアンケートで評価が高いということは，科目間の難易度調整等の問題を残しているもの

のこれまでの科目別研究専門委員会の努力がほぼ結実したとみるべきであろう。

「社会．理科を各1科目に」という意見は共通第一次試験が高校における基礎的な学習の達成度を

必修科目の範囲で評価するものであり，ひいては高校教育の正常化を助けるという側面を考えれば,

科目数を減らすことは適当ではない。

「英語の聴解力テスト」については試験室における音響条件の均一化を確保することは困難である

からである。
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6．実地研究を実施した48大学試験実施委員会からの実施報告要約

(各事項の末尾の数は報告大学数である）

（１）「受験者の心得」の内容について

１試験場関係

①試験場の到着時刻をもう少し早め，あらかじめ掲示等を見させたほうがよい。(2)

②試験前日に下見をさせるべきである。(4)

③試験場案内はもっと具体的な道順を示したほうがよい。(2)

２受験票

①受験票の携帯を忘れた場合は監督者に申し出ることとしているが試験本部とすべきである｡(4)

３筆記用具等

①机上に置いてよいものが不明確である。(4)

②シャープペンシルは使用させないほうがよい。(8)

③受験者の心得・監督者要領・受験票での表示が一致していない。(8)

受験者の心得（ＨＢ黒色鉛筆または黒色シャープペンシル）

監督者要領（ＨＢ黒色鈴筆）

受験票（ＨＢ鉛筆）

④消しゴムはプラスチック製がよく消えるので限定したほうがよい。(2)

４解答用紙（マークシート）

①マーク塗りつぶしの方法（鉛筆の濃さ，太さ等）をあらかじめ注意したほうがよい。(5)

②シートを折りまげないようあらかじめ注意したほうがよい。(2)

５昼食

①休日の関係で食堂が開いてないこともあり，昼食の持参を更に徹底させる必要がある。(2)

６時間内退室

①答案整理に支障をきたさないよう，時間内退室を認めないほうがよい．(6)

７その他

①弱視者に拡大鏡の使用を認めたほうがよい。（１）
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(2)「問題冊子」及び「解答用紙」の輸送について

１輸送について

①答案用紙の引取り連絡が事前打合せと相違した。

②正式の責任ある輸送引受書を発送するシステムにすべきである。（３）

③祝祭日，休日の配達は行わないよう配慮すべきである。（１）

④支店の所在地，責任者等を事前に大学に通知すべきである。(1)

２封印について

①封印のパッキングに刻印がないのがあった。(2)

②「封印」の方法に工夫が必要である。(3)

３コンテナの大きさについて

①組立式コンテナは完全なものを使用すべきである。(2)

②Ｍ７コンテナは大きすぎて不便，Ｍ４が望しい゜（１）

４ダンポールの大きさについて

マークシートの返送は解答袋に入れた上，ダンポールに収めることになっているが，解答用紙

袋のマチの関係でダンポールに収納しにくかった。(13）

５その他

①試験終了から調査施設への答案返送までの時間にゆとりがほしい。（１）

②調査施設から試験問題の到着は試験日の２週間前としてほしい。（１）

③問題冊子袋，解答用紙袋は試験問題より早めに送ってほしい。（１）

(3)「問題冊子」の印刷，紙質，活字の大きさ等について

１印刷及び活字の大きさについて

①活字の大きさ（９ポ）を本文10ポにすべきである。(6)

②地形図の印刷について十分な配慮が必要である。(13）

③印刷が全般的に薄い。（１）

④計算用紙を問題冊子の必要な場所に入れるか切り離させるべきである。(3)

⑤解答用紙控は各設問の次に設けるべきである。（１）

（６）解答用紙控の記入欄をもっと大きくしたほうがよい。（１）
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２紙質について

①紙が薄いので，裏面の印刷が透けてみえろ。(2)

３その他

①数学Ｉ，数学一般を別冊子に分けた方がよい。（１）

②数学Ｉ，数学一般を入れかえて印刷すべきである。(3)

③基礎理科の問題冊子は他の科目の解答者のヒントになる場合もあり別冊にすべきである。(1)

(4)「解答用紙」の大きさ，色等について

１解答用紙の大きさ

①用紙が大きすぎるため折れ易い。Ａ４版位が適当である。㈱

②横長で使用するならば，現在のサイズ（Ｂ４版）でもよい。（１）

２印刷の色について

①政治・経済，基礎理科の色（燈）は見にくい。(１０

②印刷の色が薄いため見にくい。(5)

３解答欄について

①解答欄が小さすぎろ。(2)

②…形より…形か，；形の方がﾏｰｸしやすい｡(2)

４その他

①解答欄の記号が〔ア〕〔イ〕……のように〔〕がついていろと見ずらい。（１）

(5)「試験時間」の長・短及び休憩時間等について

ｌ試験時間の長・短について

①ながすぎろ，せめて１教科90～100分位にすべきである。ＣＯ

②英語は時間がたりない。とくに問題Ⅳ，Ｖの英文がながすぎる。（１）

③第１日と第２日の試験開始時間を統一すべきである。（１）

④選択科目はその日の最後にもってくるべきである。（１）

⑤問題冊子，解答用紙配布時間が短かすぎろ。(5)

⑥盲人が受験した場合の点訳時間，解答時間等を考え，もっと短縮す

２休憩時間について

(1)もっと短縮すべきである。



-101-

①受験者入場後15分の待機は長すぎろ。(2)

②教科と教科の時間が短すぎろ。(1)

③実施時刻を昼食時に基準を合せるべき。（１）

④昼時の休憩時間は短い。(6)

(6)中央本部と各試験場本部との「連絡体制」について

１電話ファックスの設置について

①中央本部と各試験場本部との間の連絡体制をファックス等で整備すること。(9)

②試験場が分散している場合も考慮すること。(4)

２電話連絡について

①本部架設の臨時電話の設置時間は試験当日まででよいのか明確にしてほしい。(1)

②中央本部に各大学毎の専用受信電話を配置してほしい。(2)

③試験当日の連絡は，電話だけでは不十分である。(1)

④電話による訂正は避けた方がよい。(1)

⑤受験者数，欠席者数等の報告はあらかじめ指示された時刻がよい。(1)

⑥電話での地図の修正は難点がある。（１）

⑦中央本部と大学間の連絡担当責任者を明確にしてほしい。(1)

(7)「監督者要領の内容」について

１全般的について

①前年度版のように，重複事項があっても，教科ごとに順序をおった方が受験者への指示もれ

も防げるし，監督者も気楽である。(10

②試験時間等統一的なもの以外は各大学にまかせたほうがよい。(4)

③受験者に対する教示はゴジにし，脱落がないよう配慮すべきである。(2)

２監督者の入室について

①受験者より早く入室する必要はない。各大学の事情にまかせてもよい。(3)

３時間内退室

①答案整理，数確認，退室後の問題訂正等もありうるので，中途退室は認めるべきでない。(4)

４その他
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①受験番号のマーク記入は試験時間内または，時間外に行うのか明確でない。(2)

②試験終了後の問題冊子の「持帰り可」の指示は，受験者心得にはあっても監督者要領にはな

かった。（３）

(8)「試験調査表」について

ｌ記入方法について

①チェックの仕方は，欠席者について×印または斜線，選択科目については○印を記入すべ

き。（１）

②国語，英語については受験科目欄への○印は不要である。(2)

③記入を試験室で行うのは困難であり試験室では枚数の確認のみとし，調査表への記入は，回

収後別室で行ってもよいのではないか。（２）

④答案整理法の工夫が必要である。調査表に○を付す必要があるか。(2)

⑤選択科目は現行では終了時点でなければ選択の実態が把握できない。(1)

⑥出欠，どちらかを調査すればよい。(2)

２形式（様式）等について

①欠席者数，各科目の答案回収数，監督者署名等の欄を設けた方がよい。(5)

②科目ごとの縦計が点線であるが実線にしてほしい。（１）

③調査表の受験番号については，数字とアルファベットの間にハイフンを入れ読みやすくすべ

きである。（１）

３その他

①試験場ごとに２部必要である。（１）

②できれば，教科・科目名を漢字で印刷してほしい。(1)

③紙質を上質110k程度で，１試験室１枚にまとめてほしい。（１）

④部数を科目の数だけを用意すべきである。(1)

(9)「聴解カテスト」について

１実施上困難である。鯛

（理由）

①受験者が多く，同一の状態での実施は困難である。
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②公平な条件作りが無理と思われる。

③試験場の構造，再生器が異る場合，音声の平衡がとりがたい。

④雨天の場合とか，飛行機の爆音，隣室の音声が重なり厳密な試験が行えない。

⑤テープレコーダーの機種により音質に差がある。

⑥高校での学習状況が同一かどうか問題がある。

⑦突発的な停電，機器の故障，機器の操作誤りなど事故発生が考えられろ。

２可能である。（２）

（理由）

①実施すべきであるが同一条件の設定に配慮する必要あり。

②ＮＨＫラジオ放送を利用する。その場合放送施設等の整備を必要とする。

３その他（１）

①カセット・コーダーを使用したので良好であった。

(１０「社会，理科」の解答用紙は試験場において，末選択分を回収廃棄する方法をとっているが，

共通の様式に改めるよう検討することについて。

１共通の様式に賛成である。帆）

（理由）

①科目毎の答案配付，回収は極めて煩雑である。

②科目が多いので，回収時に区別がつきにくい。

③現行は不経済である。

④不用マークシートの試験中回収は不適当である。

２その他

①受験生へ持ち帰らせて廃棄させるべきである。

②十分検討すべきである。

(11）予め解答用紙に受験番号を印刷することについて。

１予め印刷の必要がない。㈱

（理由）
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①配付ミス，負担が軽減されろ。

②試験室の構造によっては配付が困難である。

２現行のままでよい。（４）

①後処理で必要ならプレプリントすべきである。

(12）その他（２）

１選択科目について

①社会，理科の選択は，事前に届出制にすべきである。

②社会，理科の選択科目で指定科目を受験していない場合の措置を明確にすべきである。
２解答用紙袋について

①解答用紙袋が両側ひだ（マチ）付き封筒のため，解答用紙が少ない場合は折れ曲がる恐れ
がある。（１）

②解答用紙袋に数学一般，基礎理科選択者の番号を記入する欄を設けると便利である。（１）

③選択科目欄並びに分封欄の科目表示順が異っており，記入の順番を統一してほしい。（１）

④返送用解答用紙袋には，少数の答案を入れる場合もあるので折り目線を入れてほしい。（１）

⑤解答用紙袋はもう少しマチの幅を広くし，’教科’袋にすべきである。（１）
３試験問題について

①応用能力をみる問題であってほしい。(1)

②各科目の問題の量，内容にアンバランスがある｡(例，国語，社会，理科）（１）

③選択肢が２つだけというような問題はできるだけさけたほうがよい。(1)

④社会，理科において，科目間の平均点に差異があり，調整について配慮されたい。(2)

⑤新，旧のかなづかいが混然としているので，新かなづかいに統一すべきである。

⑥外国人教師を採用している高校が少い以上，吹込者が外国人だと不公平という－面を生じ
ろ。

⑦数学Ｉの問題Ⅳ，確率の問題で投票を問題の中味にとっては，現実的な意味から良くない
ので，カード，サイコロなどの内容にすべきである。（１）

４解答用紙について

①受験番号末尾のアルファベットを見誤る可能性があるので数字とアルファベットを分離す
べきである。(例，１１，０Ｃ）00041：0004：Ｉ

②氏名欄の表示はカタカナのみ書かせるには,｢氏名」→「シメイ」の方がよい。(2)
カクガナ （カタカナＩ
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③受験生が記入する受験番号がたて書きとなっているが間違いやすい。（１）

５予算設備等について

①旅費の配分が少ない。（１）

②謝金だけでなく超勤手当も配分してほしい。(3)

③人員の配置,試験問題等の保管場所の設置,体育館使用の場合の施設整備が必要である｡(2)

④女子専用トイレの設置が必要である。（１）

⑤試験場の確保等の計画が大きいので，早期に受験者数の予測調査をしてほしい。(3)

６実施期日について

①試験実施日は休暇中が望しい゜(1)

②構想では12月下旬～１月初旬であるが，予備選択の利用，後処理時間の確保，第二次試験

実施準備等の配慮から本実施は12月下旬（20～25日位）が望しい゜（１）

７その他

①各検査室の収容人員は実施委員会に一任すべきである。（１）

②試行テストは本番に近いかたらで行うべきである。(2)

③成績は受験生に通知し,その通知表を第２次試験出願時に添付するよう検討してほしい｡(1)

④受験生に対する試験時間の合図は３回程度振鈴すべきである｡(入室，開始，終了）（１）

⑤試験問題の訂正表については，遠隔地の場合を考慮し余裕をもって送達すべきである。(1)
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Ⅶ各科目別研究専門委員会における調査研究報告

本年度の科目別研究専門委員会は，昨年までの研究成果を参考にしながら問題作成にあたった。出

題方法および採点型式はおおよそ昨年度のものを踏襲した。試験問題は，昭和51年10月10,11両日実

施された実地研究に使用されたものであり，参考資料「国立大学共通第一次試験実地研究試験問題」

として掲載してある。

各委員会の組織は，昨年同様１科目１委員会を原則としたが，国語（現代国語・古典Ｉ甲)，地理

（Ａ・Ｂ）はそれぞれ一つの委員会にお願いした。また本年度は，委員会を置く大学を大幅に入れか

えた。すなわち，国語：九州大学，数学：京都大学，倫理・社会：奈良教育大学，政治・経済：東京

大学，日本史：名古屋大学，世界史：名古屋大学，地理：熊本大学，基礎理科：東北大学，物理：新

潟大学，化学：東京大学，生物：北海道大学，地学：千葉大学，英語：広島大学の13委員会である。

各委員会の構成は，１委員会10名を標準として組織し，うち１名がコンピューター担当としてコンピュ

ーター委員会の委員を兼ねることも昨年同様であるが，委員会の担当科目の特殊事情により，１０名を超

える委員会もあった。国語（現代国語・古典Ｉ甲),地理（地理Ａ・地理Ｂ),世界史（東洋史・西洋史）

数学（数学Ｉ・教学一般）等である。それぞれの委員会の委員長は，ほとんどが新任であったこと，

各委員会とも委員を大幅に交替したのが本年度の特徴である。これは，昨年度が委員交替期であった

が，高等学校におけるカリキュラムの変更によって，委員交替を１年延期した故である。

また，問題点の一つであった科目間の難易度の調整については，理科は６月30日東京において，社

会は７月12日京都において，それぞれ委員長が試験問題の原稿を持ち寄り，昨年度のデータを参考に

しながら協議された。

以下各委員からの報告を掲載したが，委員会開催の日程を省略するなど，若干，様式を統一すること

とした。
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１．問題作成等に関する調査研究の経過

国立大学共通第一次試験の構想に関して相当長期にわたり調査研究を行って来た現状においては，共

通第一次試験は高等学校における学習の達成度を広く評価することを目的とし，さらに引き続き行わ

れる各大学独自の第二次試験では各大学，学部乃至は学科に対する適`性評価ならびに総合力や思考力

の判定を行うことを目的として国立大学の入学者選抜を行い，現行よりさらに適切な方法を行うこと

によって，大学入試の改善に資することを目標とするものである。そのため、共通第一次試験の出題

教科.科目は,高等学校における必修科目に限ること，ただし外国語に関しては大学入学後の大学教育

の面よりの必要性により一ケ国語を課すること，また現行の高等学校の授業内容において，主として

社会，理科にみられるように大幅な選択性が取り入れられている現状に合致させうるようその出題科

目を必修科目全搬にわたること，さらに社会，理科に関しては試験場においてそれぞれ任意に二科目

を選択受験することとするが，その理由は受験生に各自の好む科目による受験をさせることと，引き

続き行われる各大学の第二次試験におけるその出題科目数及び出題量の負担軽減に直接結びつき得る

こと即ち第二次試験のガイドラインの－項目とも関連するよう配慮されていることである。

ただし，最初に国立大学協会第二常置委員会において，国立大学共通第一次試験を行うことを考慮

した時点においてはこの様な内容とは幾分相違しており，今後多肢にわたる高等学校の授業内容に対処

して大学入試問題を作成するに当っての共同出題の形式が想定されていたようである．その後設置され

た「入試調査特別委員会」が昭和47年９月に報告した「全国共通第一次試験に関するまとめ」におい

てはその概念的な問題点に重点が置かれ,具体的な問題点に関しては今後の調査研究にまつものとされた。

その具体的な方法については，昭和48年度に文部省より交付された事業経費を受けての「入試改善調

査委員会」の設置により調査研究が行われることとなり，その後事業推進の形態にはいく分の変更も

行われたが４年間にわたり研究が続行された。その間に行われた経過につき年度をおって概要を述べ

る。

(1)昭和48年度

初年度の昭和48年度は,＿この研究の具体的な問題に取りかかった年度である。ことにその基礎的な

問題点に主力をつくした。即ちその受験者は，少くとも30万人を想定しなければならない事によって，

その採点方法として解答用紙にマークシートを使用したコンピューター方式による採点を行わざるを

得ないことである。その結果として，その出題形式としては客観式テストを行うことを推進する必然
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性を明かにした。このことは引き続く検討の内容として，客観テストの本質,特性とその限界,客観テ

ストの採点のコンピューター処理の実状の２点につき，国内外の諸情勢を根底として検討することを

必要とした。これらの観点を考察の問題点として，当初は12科目の出題を行ったが各科目間において

予め検討した際の大略の傾向として次のような関連性が想定された。即ち第一に国語と外国語の間の

類似性があげられたがその一部には数学に関しても関連性が考えられること，第二点として社会にお

ける科目相互間の関連性と理科の科目間の関連性が強く認められた。またこれらと併せ，社会の解答

法と国語の解答に関する基礎的な考え方,数学の一部と物理の解答の一部分での類似性・関連性がとり

りあげられることとなった。作業としてこの様な諸点を根底に置いてまず採点のコンピューター化を

基本とした標準問題の作成研究に取りかかったが，その場合に，その時点において客観テスト方式の

第一次入学試験を行っている大学の出題内容方式の検討，客観テスト方式として広く研究の行われて

いた，いわゆる能検テストの出題内容の検討,さらに客観テストの限界と，これに関連して大学入学後

の大学における教育の適性を検査する場合に必要とされる問題点とそのテストの方法などにつき検討

を行うことを問題点として提起した。

このようにして研究を行い作業を行って試験的に作成した標準問題に関しては，マークリーダー，

コンピューター採点のテストをも含み若干名の仮想受験生への試験実施と，高校教育に実際に携わる

高等学校の専門の教師にその試験問題の内容の検討を依頼するモニター制度を導入して検討を行った。

これらの結果に関しては研究の終了時に各科目毎に今後の研究の問題点を含め次に示す諸項目にわ

たり取りまとめを行った。すなわち

（１）出題に関して

（ｱ）採点のコンピューター化への考慮

（ｲ）既存の問題の改変を行った場合

け）新問題作成を行った場合

（ｴ）出題にあたっての問題点

（２）作られた問題の内容に関して

、出題の意図

（ｲ）コンピューター化による出題範囲の限度

（ｳ）コンピューター化のための出題に関する特別の配慮の必要性

（ｴ）今回の問題の難易度

出題者の意見
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モニターの意見

(3)出題を行った結果よりみた共通第一次試験の意義

、共通第一次試験において受験生の学力を試験し得る限度

（ｲ）共通第一次試験に対する要望

(4)出題委員会構成に関する問題点

(5)出題面における共通第一次試験の利点

(6)出題面における共通第一次試験の難点

(7)出題に関しての今後の問題点

(8)モニターの意見

このような観点について検討を行った過程において次のような研究調査が行われた。即ち，この共

通第一次試験の形式が客観テスト方式であるので，第一にこの形式のテストとして我が国において相

当に研究実績を持つ能力検定テスト（能検テスト）の問題を検討した。その結果は客観テストとして

は十分検討が行われておりこの方法において十分であり，その点においてこれ以上の研究を行うこと

は必要としないであろう。さらに'出題を検討するにあたり，参考資料とされていた第一次入学試験問

題を検討した結果もその形式を大幅に改変する必要もないようである。むしろ共通第一次試験が行わ

れる場合の出題に当っては出題に当って使用する問題の文章など，問題の表現の文章などを現在の高

校生である受験生が理解しやすい様工夫することに努力することと，マークシート形式の解答用紙の

採用によって，従来考えられていた○×形式の採点により，より綿密な採点が可能となるのでこれに

合致する出題，採点の研究を検討することなど，技術面の研究も行うこととなった。その結果は相当

程度にまで，読解力，理解力のテストをも可能であることが明らかになった。

以下出題に関してまとめると次のようになる。

採点のコンピューター化への考慮

国語においては客観テストにおいて国語学力をどの程度評価し得るかという点につき，また英語に

おいては従来英語の試験において行っている英文和訳と英作文と同等な評価を機械処理方式で可能と

するにはどのような問題を作成すればよいかなどを討議の主目的とした。また国語においては，最近

記述式の出題方式が重視されつつある傾向をもとにして，客観テストとして代表的な能研テストの問

題文に即して記述式の設問を試作して，選択肢による設問と比較検討した結果次のような点が明らか

となった。ａ、問題によっては設問の作り方によって選択肢による方法でもほぼ読解力をみる事も出

来よう。ｂ・問題によって選択肢として解答が与えられるために受験生の主体的な思考の過程を見る
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ことが出来ない．憾みがある。ｃ、国語教育において基礎学力の重要な原点とされている漢字の正確な

書写能力を試し得ない。。、表現力を的確に評価し得ない。

などの点が明らかにされた。

数学においては共通第一次試験では入試の一部分として例えば基本的事項を一通り理解しているか

どうかの判定を行うこととして実施する。その結果各大学がそれぞれの特色に応じて独自に行う記述

式の第二次試験においては従来行われていた試験のある程度の軽減を期待している立場もある。ただ

しその場合数学の試験において従来行われている数，式，図形などに基づいて着想力，思考力，創造

力などの素質も併せ判定する立場よりすれば計算機による採点では，ａ・式で答えさせる問題，ｂ，

図示させる（グラフを描かせる）問題，ｃ・証明問題，。、パラメーターの分類をして答える必要の

ある問題などはなじめない設問となり，数学における発見的創造力や系統的な論証力の判定に適した

問題の出題には非常に困難性のあることが指摘された。その結果共通第一次試験と第二次試験の双方

を受験生に課す場合それぞれの関係を慎重に考慮しないと二様の試験に対する受験技術が発達し，受

験生の負担過重さらに高等教育をみだす原因を作ることもあり得るとして問題点を示している。

社会の一部の科目においてはコンピューター処理における出題を検討するにあたりあらためてａ・

歴史学における知識とその整理，判断，ｂ・高校における世界史学習とは何か，ｃ・共通第一次試験

実施のメリットなども討議している。

理科において生物に関してはコンピューター化を行うにあたり，ａ、線形グラフの統みとり，ｂ・

色の識別，ｃ・図形の続みとり，。、選択肢法の可否範囲，ｅ、減点法の可能か否か，ｆ、用語文章

の読みとり，などの点に関しコンピューター専門委員会の意見を求めた上出題を行っている。その結

果は論述式の設問形式を除き大部分がコンピューター処理方式化することが可能であるとの結果を得

ている。またコンピューター処理によった場合物理においてはグラフを用いる解答は大体において無

理であり，さらに化学においては重要な解答となる化学式を書かせる出題が不可能であることを明ら

かにした。

各科目別研究専門委員会においてはそれぞれ独自の事情の下に検討を行いつつコンピューター処理

による問題の作成を行った。

既存の問題の改変を行った場合

それぞれの科目別研究専門委員会において「標準問題」を作成するにあたり，すでに各大学で入試

問題として出題された問題，問題集に収録された問題，能研テストの問題などの既存の問題をコンピ

ューター採点に適する方式に改変して行った場合いかなる問題点が明らかにされたかを述べる。
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数学においては既存の記述式の幾つかの問題をマークシート式の解容による問題に改変したが，そ

の場合次のような点を改変した。ａ・計算能力を見る問題では解答の数字の桁数をiii易化する。ｂ、

グラフの図示を必要とする問題では解答を格子点を数えさせる方式に変え且つ解答の有限領域に制限

を附した。また検討を行った結果次のような諸点も明らかにされた。ａ・パラメーターの分類を行う

問題においては設問に長い文章が必要でありその読解力を考査することともなり数学の出題としては

適しないであろう。ｂ・解答を多肢選択の形式にせざるを得ない場合解答のヒントを与えることとな

り面白くない場合がある。ｃ，証明問題において要求される直観力，総合九創造力，系統的な論証

力などの検査が困難である。またマークシート方式ではケヤレスミスによる誤りと本質的な誤りとの

差が明らかにされない。また採点にあたって－つの問に対しオールオアナッシングとなる欠点をもつ

ことも明らかである。

社会の政治・経済，世界史，地理においては既存の記述式の問題を主として選択肢を与えての「穴

埋め」方式を採用する客観テストに改変することを行った。その結果次のような問題点が明らかにさ

れた。この方式の問題では採点にあたっては「もっともふさわしいもの」を選ばせて「満点かゼロ」

の結果を出すこととなるが，社会の一部例えば政治・経済などの科目では「イエスかノー」と簡単に

言えない問題が多く「最適」と「次善」の相違点の配慮も必要となる。その結果は出題にあたり「最

適」と「次善」の判定基準の明確な問題の作成も必要である。またこの形式の問題においては選択肢

を与える結果問題がかなり易しくなるばかりでなく，出題意図もかなりそこなわれる場合もあるとし

ている。地理においてはその科目の解答に必要である白地図への位置の記入につき工夫を行い，例え

ば白地図に方眼（メッシュ）をかけてその縦横の記号により答えさせる方式を考慮したが必ずしも好

ましいとは言い得ないとの結論しか得られなく，マークシート形式の一つの困難な点が明らかにされ

た。

物理においては専門委員の属する大学で過去数年間に出題された問題の中より，力学，熱学，電磁

気などの分野にわたり比鮫的良いと思われる問題をコンピューターで採点可能な形に改変した。問題

は３問の出題で解答時間1時間が適当である，と考えられた。

地学においてもすでに出題された大学入試問題25問中より10間を選び，コンピューター処理上困難

なものも検討し，それより６問を選定してコンピューター処理可能なよう改変した。

新問題作成を行った場合

前項に述べたように一部の科目では既成の問題のコンピューター化を行ったが，また一部の科目で

は新たに「標準問題」の作成を行った。後者の科目における問題作成にあたっての問題点を示す。
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英語においては放送を聞いて答える新しい形式の問題を含めて表現力，読解力を試す問題を作るよ

う努力した。具体的には語い，用法，文型など基礎的な学力を見るように考慮し，その内容は易より

雛へ配列し，且つ問題数を多くする。ただしその難易度として一応70～80％の通過率を想定し，テス

ト所要時間は２時間として出題が行われた。

数学においては前項に示した検討結果をもとにして，出題施囲を数学Ｉに限定して全体のバランス

を考慮して標準問題を作成した。

政治・経済についてはこの科目を暗記科目化させないようにし，思考力，判断力をテストし得るよ

う配慮して新問題の作成を行った。

生物においては問題作成にあたり，高等学校新指導要領における生物Ｉおよび生物Ⅱの内容の調査

研究ならびに高等学校における実態調査も行ってその資料とした。

出題にあたっての問題点

前項２と３において述べたように既存問題のコンピューター採点方式に対する改変と新問題の作成

を行った結果，各科目それぞれに出題にあたっての問題点が明らかにされた。以下その問題点を整理

して示す。

国語においては理想とする記述式問題と客観テストの一つである能研テスト問題との比較を行い

（Ⅶ－１）に示す４つの問題点を明らかにした。ついで英語においては英語学力は受験生に英語を

書かせることが最も良い方法であるのでこれをコンピューター処理形式にするにあたって如何にすべ

きかに課題がしぼられるものと結論された。そしてこれらの点を考慮して新しく作成した４問題につ

いては総合的に聴く，話す，読む，書くの４能力を顕在的に試してみることも可能であるとの結論に

達した。

数学においては５問２時間の解答時間により，オムニバス形式の基本的な設問，図形的なもの，計

算力をみるもの，平易なもの，若干難しいものなどをおり込んだ出題が可能となった。

政治．経済においてはコンピューター方式の出題においてはその解答を行うにあたり受験生の解答

の技術上のルールは出来るだけiii単なものとなることが望ましいとの配慮も導き出された。

日本史においては難点として，理解力，判断力，思考力，創造力をみるのに適切である記述式問題

の出題が不可能であるため，単なる歴史的事実についての記憶を問うことに傾き易い結果となった。

また高等学校３年次の学習の範囲と時期を考慮して共通第一次試験実施の時期には`慎重な配慮が必要

であるとしているが，これは社会・理科について特に考える必要があろう。

地理においては文章で理解力を書かせて論理的思考能力を試す方式が全く不可能であること，更に
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術語や地名を文字で解答させることも不可能であり，結局，いくつかの選択肢を設けてその中から選
■

ぱせる形式とならざるを得ないとの結論である。その結果は問題が易しくなるおそれを生ぜざるを得

ない。

物理においては次のような点が指摘された。ａ，各設問は互いに独立で且つ選択肢の数を多くすべ

きである。ｂ・解答の思考過程をチェックするため，解答間の相関によって点数を与えるような工夫

も必要であろう。ｃ・選択肢の中にはあり得べき誤答ばかりでなくあり得べからざる誤答も含ませる

必要があろう。などの問題点もあげられている。

化学については，出題の意図の明確な把握，選択肢は５肢以上を必要とするが，無意味な選択肢は

避けるべきであることヮ化学実験上不可能な問題の出題を避けること，単なる計算問題としての出題

の可否，化学をよりよく理解させる問題など多くの問題点を指摘している。またこの共通第一次試験

を予備選抜に使用するのか，第二次試験と組合せるかによる出題内容の検討の必要性も考慮の必要性

にあげている。

次いで生物に関しては，前にも述べたように論述式の設問以外はその大部分が出題可能であるとの

結論を示している。

(2)昭和49年度

昭和49年度の調査研究の主体は，前年度基礎的な調査研究を行った内容を基にして，１１月23,24の

両日にわたり新らたに作成した問題を用いて実地研究を行ったことである。この場合は全国７地区７

大学に試験場を設定して高等学校３年の在学生3,500名により次に示す５教科,１２科目の試験を，マー

クシート解答用紙，コンピューター採点により実施を行った。またその出題問題は各科目ともに，昭

和50年３月に公表した国立大学協会入試改善調査委員会の「国立大学入試改善調査研究報告書」

とし,それぞれの科目の科目別研究専門委員会の出題意図,採点結果の検討をも含め発表を行っている。

昭和49年度実地試験出題教科・科目を示すと次の通りである。

国語………現代国語，古典

社会．.……･倫理・社会，政治・経済，日本史，世界史，地理

数学………数学Ｉ

理科………物理，化学，生物，地学

外国語……英語

各科目別に科目別研究専門委員会を構成したが，それぞれおよそ１０名の委員により構成された。な
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お受験生は，社会と理科においては試験場において任意にそれぞれ２科目を選択受験することとした。

(3)昭和50年度

昭和50年度における調査研究にあたっては，出題方法，採点方法などの詳細はほぼ前年度までの状

況を踏襲することにより進め，前年と同じく11月23,24の両日にわたり，全国14試験場において，高

校三年在学生５，０００名を対象として実地試験を行った｡ただし，その年度に特に新規に行われたことは，

高等学校における授業の指導要領が新方式のものとなったためにその出題科目とその範囲を大幅に変

更した上，問題作成を行ったことが特徴である。その教科・科目範囲などは次に示す通りであり，さ

らにその出題の内容，各科目別専門委員に，おける出題意図，採点結果などは，昭和51年３月に発表

した国立大学協会入試改善調査委員会の「国立大学入試改善調査研究報告書」として公表されたとこ

ろである。

試験の教科・科目は高校の普通科，職業科等を問わず平等の機会を与えるため，高校における必修

科目の範囲内（ただし外国語は，大学入学の要件として受験させる）で，次のとおり受験させる。

国語＝現代国語，古典Ｉ甲を合わせて１科目

社会＝倫理・社会，政治・経済，日本史，世界史，地理Ａ，地理Ｂから２科目を試験場で選択，

ただし，地理Ａと地理Ｂを選択して，２科目とすることはできない。

数学＝数学一般（履習者に限り，受験申込の際に選択）又は数学Ｉの１科目

理科＝基礎理科１科目（履習者に限り，受験申込の際に選択）又は物理Ｉ，化学Ｉ，生物Ｉ，地

学Ｉから２科目を試験場で選択

外国語＝英語Ｂ，独語，仏語から１科目を受験申込の際に選択

なお，職業科目については，各大学の第二次試験において，各大学・学部の特色に応じて配慮する

ことを適当としており，共通第一次試験の出題においてはそれらの科目にかえて，数学一般および基

礎理科を出題するを定めている。数学および理科において職業高校出身の受験校の中で数学または理

科においてこれらの科目を履修した場合には受験申込によってこれらの科目の受験を行うこととして

ある。

また今年度の出題にあたっては，科目別に13の科目別研究専門委員会を設置し，各委員数約10名の

委員により作業を行った。なおこの場合数学一般と数学Ｉおよび地理Ａと地理Ｂの出題はそれぞれ一

つの委員会により出題を行ったがその場合は構成委員数に若干の増員を行った委員会もある。



-115-

(4)昭和51年度

昭和51年度においては実地試験を中心にして，出題，採点は全く前年度と同様にして，１０月１０，１１

日両日に高校３年在学生約12,000名を対象とし，全国48大学に試験場を設定してその試験を行った。

出題教科・科目およびその範囲も全く前年度と同一であり，またこれは実際に昭和54年度国立大学入

学選抜の一環として共通第一次試験が実施される場合ともほとんど同一（外国語に独語，仏語が取り

こ入れられることをのぞき）の形態において行われたものである。また全国的な規模で行われたとは

その受験生も前年に比較して多数であることなどもあり，ある程度の受験生の試験の成績などに関し

ても統計的な検討も可能であると考えてこの方面の研究調査を行ったがその－部については資料中に

付して参考としたことである。また使用した問題の内容などについても前回二回の実地研究の報告と

同じくこの報告書中に印刷公表を行っている。（詳細については,「Ⅵの実地研究」を参照）

昭和48年度のマークシート方式による解答様式に対する共通第一次試験の出題の調査研究に始まり，

本年度は４回目の出題である。その間，各科目毎にそれぞれの科目の内容，特`住に応じつつ改良を加

えてきたが，その大様はほぼ初年度において確立されたものである。ただしその後は実地試験の結果

を検討し，これを次回の出題の研究資料とすることおよび－部の委員の交代による新しい意見の導入

などにより漸時改善が進められ，新しい設問形式なども取り入れられてきている。次にその一部を記

し，調査研究の記録とする。

（１）国語，英語および一部の社会の科目において要求されている読解力・理解力・思考過程の解明

および表現力などを見るような出題形式につき研究を続行してきたが，次第にその方法に関しても進

歩がみられ，国語においては書き取りに代る形式の考案なども行われた。また，英語については試験

的にテープレコーダーを用いた聴解力テストを行い，客観テストの弊を補ってきたが，なおこの方法

に関しては実施上多大の困難を伴うことも指摘されている。

（２）マークシートの形式と出題方法の改善の結果，簡単な数式，計算結果を数字により解答する形

式（選択肢を予めあたえないで），簡単なグラフ，グラフ以外の解答図，図形を予めマークシートに

印刷してその上の特定の位置を明示する方法，正答の偶然性をなくするための複合選抜方式，誤答に

対する減点方式，中間点数を含む配点法など，より綿密な採点方法の採用も行いうるようになった。

（３），社会・理科における教科内の各科目間の問題の難易，平均点の共通性などに関しても，また科

目間での出題内容の調整などに関して研究が進められた。
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2．国語研究専門委員会報告

〔Ｉ〕問題作成の方針

過去３年間のテストは，主としてコンピューターによる出題・採点という新方式の技術的検討に主

眼があった。またこれが将来国立大学の入試に採用されるか否かも全く不明で，世間の関心も少かつ

だ。しかるに本年は，技術面での課題はすでにほぼ解決されている上に，それを基礎として,国大協・

文部省の積極的姿勢がはっきりしてきたので，社会的関心も急速にたかまっていろ。本番の昭和54年

も間近で，受験生も多数となり，新段階を迎えたといえろ。

以上の事実に鑑みて，本年は特に以下の様な点を重視した。

（ｲ）文部省の高等学校教科書指導要領にいう現国，古典のレベルや単元数とうまく調和し得るか。

ことに，統一テストに関しては，古典については古典Ｉ甲（２単元）によると明示されているが，は

たして，古典Ｉ甲の線を守りながら適切な問題が作成できるか否か。

（ﾛ）出題数と，右の指導要領にいう現国７単元・古典２単元の規定とをどのように調和できるか。

ヤリ本テストは高校における学習達成度を見るのがたてまえではあるが，実質的には大学の選抜試

験として利用される事も明らかであって，難問奇問によって，高校生の受験体制に重圧を加えること

を避けようとするあまり，過度に平易な問題に堕しては，国立大学の側から入試としての有効性を疑

われる結果になりはしないか。その点にも留意しないと，各大学で一次試験よりも難解な問題を重ね

て二次試験に課するという不本意な結果を招きかねないであろう。

そのため，われわれは，

（１）出題数を，従来の現国３題・古文２題・漢文２題の方式を改めて，現国３題（120点)，古文１

題（40点),漢文１題（40点）という形にした。

（２）古文・漢文の問題数を減らした代りに，１題の問題をやや長いものにして，多様な設問が試み

られるようにした。

（３）１題当りの小間数も昨年度までは大体５～６であったが，本年度は７～８とし，これによって，

昨年度までの問題と総設問数では大差ないようにした。

（４）古典の出題については，現在受験生の大部分は古典Ｉ乙（５単位）を学習しており，古典Ｉ甲

の線におさえて出題するのはかなり困難である事は，昨年度の報告書にも述べられていろ。ことに上
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記(ﾊ)の見地からも，本年度はむしろ実質的にはＩ甲とＩ乙との中間を狙うのを妥当と考えた。

〔Ⅱ〕本年度の問題の内容

Ｉは河上徹太郎”芸術における伝統について"から出題した。芸術論であるが，それが単なる主観

的作業ではなく，伝統によって裏づけられたものであることを述べたもので，論旨自体多少逆説的で

ひねったものとの印象を与えるかもしれないが，先入観を持たずに素直に読めば，難解ではない。設

、問のうち，

（1)は漢字の書き取りに代るもので，表記力を見る上での新方式といえよう。

(2)(3)(5)は文脈に即した読解力を見るもの。

（6反全体の要旨の把握力を見るもの。

（4)は熟語についての正確な知識の有無を見るもの。

テストの結果によると，(2)(3)は平易，（4)は普通，（5)はやや難しかったようで，受験生全体の平均は４０

点満点中22.54点で，入試選抜という効用からすれば，妥当な線であろう。ほぼ予想通りの成績で

あった。

uも評論で，人間論というべきもの。霜山徳爾′〈人間の限界″から採った。発想は心理学者らしい

ユニークなもので，人間が”立つ"ことの意味が，人間を生み出した大地との関係において，比嶮的

に巧妙に述べられていろ。やや特異な内容と，また設問に空欄が多かったこともあって，難解ではな

いかとの懸念があったが，結果は逆にむしろ受験成績は良好であった。ただ，Ｉと合せて，相似た様

式の論説が重なったのは，好ましいことではなく，大間の中１題は随想ないし韻文を採るべきであっ

たと反省している。設問のうち，

（lX2)は論旨・構文の大体を理解しているか否かを見るもの。

（3X4X5)は文脈に即した読解力を見るもの。

（6)は全文の要旨の把握力を見るもの。

この中(3)が平均6.71（８点満点）であるのを最高とし，最低は(1)の平均５（10点満点）であり，全

体としては40点満点中27.68平均で，妥当な線であろう。

mは小説で，田山花袋”田舎教師”から採った。受験生の想像力・感受性・言葉についての正しい

理解力を見ようとした。設問のうち，

(1)の接続詞を選ぶ問題は難解だったようで，平均0.48（３点満点）であった。

(2)(3)文学的鑑賞力を見るためのもので，普通の成績であった。
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(5)基礎的な文学史の知識の問題で，良好の成績であった。

（4)は文脈に即した読解力の問題であるが，６点満点中平均1.23点で不良である。

全体としては，４０点満点中16.79点で，現国３題中の最低である。小説が論説よりも成績が悪いと

は，予想外であった。

Ⅳは古文で，大和物語"芦刈”の段である。この段は三省堂刊の高等国語Ｉ乙に教材として出てい

るが，Ｉ甲の範囲内でという建前を守る以上，教科書所出の有無に拘わる必要はないと考えた。該教

科書を使用している受験生の受験成績を調査して，これを用いなかった受験生との成績の差を調査す

るのも，今後の参考資料となり得るであろう。巌密に云えば，この古文が古典Ｉ甲の範囲内に収まる

ものとは云いきれないが，さりとて古典Ｉ乙とするには平易な文章であり，上記の趣旨からすれば，

現状では妥当な線と考えろ。やや長文を出して，受験生の通読力も見ようとした。設問のうち，

(1)登場人物が同一人物か杏かをたずねるもの。長文の脈絡を辿って読み進め得るか否かを見た。成

績は概して良好であった。

(3)(6)文章，語義に即した正確な読解力を求めるもので，共に５点満中各0.4点，1.6点と点数は悪い。

（2)は，内容の理解力に絡みながら，係結の法則を知っているか否かを検したもの。５点満点中1.05

と予想外に悪い成績であった。古文に関する基礎的な知識の欠如を思わせろ。

（4)は''そよとも”がかけことばであることに気づかない者が多く，正解は半数に足らない。これも

前項と同様のことがいえよう。

（8)は初歩的な文学史の知識の問題で，この問題の中ではもっとも正解が多く，４点満点中,平均2.91

点である。単なる暗記物的な知識として覚えているのであろうか。

Ⅳは全体としては，４０点満点中平均16.79点で，１－Ｖの中最低の成績である。作成に当っては，

６割－７割の点数を予想していたので，あらためて古文に関する高校生の学力の不足を思い知らされ

た。

Ｖは漢文｡"史記"商君列伝から採った。これも他と同様に比較的長文を出題し，設問数を増加して，

多角的に学力を検べようとした。選択肢も特に各小間６箇として，漢文の問題の解答にありがちな当

てずっぽうの答案，まぐれ当りを除くようにした。

（1)は文脈に即した文字の意味の正しい把握ができるか否かを見たもの。成績良好。

(2)(3)(4)(6)(7)は内容の理解と総括的な把握力を見たもの。成績概して良好｡(8)は文学史。有名な事項

ではあるが，成績も概して良好であった。

（5)は訓読の力を見た。これは４点満点中平均1.41点で，Ｖの中では最低である。
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Ｖは全体としては40点満点中24.85点で，ほぼ良好の成績であり，一般に高校生の漢文の学力はか

なり劣るといわれているのでむしろ予想に反した好成績という印象を得た。

以上Ｉ～Ｖを通じて，総計としては，200点満点中平均112点，偏差値24.46である。昨年度は偏差

値は24.75で変らないが，平均点は124点で本年よりもかなり高い。本年はそれだけ難しかったことは

否定できない。これをどう考えるかは，前記Ⅱ(ｲ)(ロル)と関連して十分に検討する必要があろう。一次

試験の大義名分が，高校生の学習達成度を見ることと，その受験勉強の重荷を軽減することにあると

すれば，一方で大学側が選抜試験としての有効性を求めていろという事実との調和を何処に求めるべ

きか。６０～65点というのは，いらおう常識的な平均点の目安かもしれないが，こうした複雑な課題に

対応するためには，さらに十分の用意をととのえて事にのぞむべきであろう。

その他，気付いた点の若干を記せば，

（a）受験生は，いらおうの知識量は有しているが，基礎的な読みの力に欠けていろ。今後その点の

勉学を促すような出題を試みるべきであろう。

（b）マークシートの記入には，受験生はあまりとまどった気配はないらしい。出版社にも近来コン

ピューターによる入試テストを行っている所もあり，おいおい馴れてきているのであろうか。

（c）現代国語の学力はいらおう認められるが，古典の力ははなはだ貧弱である。

（d）”受験生に対するアンケート調査集計"によれば,"問題の文章は分りやすいか"，"問題はむつ

かしいか""解答の時間”の３種の質問に対して，普通と答えた者の数は，それぞれ64パーセント，６１

パーセント，６７パーセントであり，昨年度と大差がない。また”難かしすぎろ"と"易しすぎろ”の

分布は均衡を保っているが，この点，昨年度は,"易しすぎろ"の方に傾いていた。受験生の印象も，

昨年度に比すれば，難しいと感じた者が増えてはいるが，全体としては，難易双方が平均化している

ことは，問題として妥当であったことの一証といえよう。

〔Ⅲ〕今後の出題に留意すべき点

（１）小間の選択肢の中，正解一つにのみ点を与え，他はすべて０点としたが，これは正解への近似

度に応じて，たとえば１，０，－１などの点差を与える方が，より合理的であろう。

（２）現代国語は，前述の如く，三題はそれぞれちがったジャンルのものを出すべきであった。今年

の出題はやや偏したきらいがある。

（３）古文は，さらに平易な問題を出した方がよいかもしれない。

（４）問題数および時間（120分）は，変更する必要はない。
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〔Ⅳ〕本年度の問題についての反響と意見

テスト実施と共に，有力新聞紙はそろって大々的に報道，問題も全文を掲げ，解答も併載するもの

が多かった。多くは概して好評であったが，部分的には，ＩⅡが類似の傾向にあることを不可とし，

また内容的にひねった問題で難解であるとか，Ⅳが古典Ｉ甲としては難しいが，Ｉ乙としては易しい

ものである，などの評があった。しかし，〃入試改善にならぬ難問~国立大学共通模擬テストの国

壷一一'なる大見出しのもとに，各紙解答に不一致のものが数個所ある事を根拠として批判を加えたn口

もの６あった。今後は年を逐って，この種の記事が増加するであろうが、関係者としては，極力謙虚

にそうした批判にも耳を傾けて善処すべきであろう。また，その他国大協事務局に直接個人名義で，

問題文の用語等について批判した投書もあった。これに対しては，今後の参考資料として，礼状を送

附した。しかし，その他一般には好評であり，殊に高校教師，大学教官などの間では，概してはその

過度に平易に陥らざることの故に好評であったかの印象を受けていろ。

〔Ｖ〕その他

本年度のテスト実施については，本委員会の運営上種々の困難を感じた。特に以下に記す事項につ

いては，今後事態を改善されるよう切望する。

（１）問題作成期間について

本年は問題作成に着手したのが６月初め，その提出が７月末日で,正味50日足らずであった｡前期委

員の報告書にも，問題作成期間としては「３－４ケ月が必要」と述べられているが，通常各国立大学

とも，入試問題作成に最低３ケ月をかけるのは常識である。ましてや，統一テストの社会的責任ない

し世間の関心は，従来の各大学入試問題の比ではなく，その上各委員は居住地を遠く異にしているの

で，土．日曜以外に会合を持つ事は難かしい･５０日足らずの間に３分科会，総会合計わずか９回で問

題文を捜し出し，検討し，練り上げることは至難のわざであり，各分科会とも２－３回の会合でその

作業を済ませ，全体会議にかけて調整，修正すること２回，以上で万事完了というのは，危険きわま

りなく，まさに薄氷を踏む感があった。その上，毎回の会議は午後８－９時に及び，各委員はもとよ

り世話役の事務官の苦労も甚大であった。そもそも，はじめから下半期の連休日をテスト実施日と決

めた上で，そこから遡ってスケジュールを立てろという安易な方法と，年度頭初における委員任命手

続きの遅延とがこの結果を招き，矛盾が専門委員の上にしわ寄せされた感がある。この点，事務当局

の根本的な考慮を促したい。



-121-

3．数学研究専門委員会報告

本年度委員会では，数学の出題範囲は数学Ｉまたは数学一般とするという既定方針の下に問題作成

及び結果の検討をしたが，前年度委員会の指摘したマークシート方式による採点および出題範囲の狹

さに起因する難点の解消は至難であることが認められろ。他方，マークシート方式で論証能力をテス

トすることは本質的に不可能と見られろ。これらの難点を解消する意味において，理科系学部志望者

に対してはもちろん文科系学部等の志望者に対しても，論証を主とする数学の試験を各大学における

第二次試験において課すことが望ましい。

各問題の出題意図

数学Ｉの問題は６問（Ｉ～Ⅵ）よりなり，Ｉは３つの小間からなるオムニバス形式で，Ⅱは２円の

共通部分の面積，Ⅲは写像，Ⅳは確率，Ｖはベクトル，Ⅵは指数関数より出題した。

Ｉは他問題の補足的な意味において，１)は三角関数に関して基礎的計算能力を見ること，２)と3)は

放物線の性質の理解度を見ることを主眼とした。

Ⅱは式で与えられた２つの円の共通部分の面積を求めさせる問題であるが，１)において２円の交点

を求めるための連立方程式を解く能力，２)においては幾何学的理解度と算術的計算能力を見る問題で

ある。

Ⅲは写像とその合成の概念の理解度を見るため，平面における２つの写像を与えその合成写像につ

いて，１)で１点の像，２)で不動点，３)で直線の像を求めさせた。

Ⅳは公式のあてはめでは解けない確率の問題であり，確率の理解と場合の数の的確な限定との能力

を見る問題となっていろ。

Ｖは三角形の外心をベクトルを用いて求めさせる問題であり，１)で一辺と直交する同じ長さのベク

トル，２)で辺の垂直２等分線，３)で交点としての外心をそれぞれベクトルで表示することを要求し，

幾何学的概念のベクトルによる理解を見るためのものである。

Ⅵは指数関数についての式が，恒等式であるか方程式であるかを判別させ，方程式についてはその

解の個数を答えさせた。指数関数の理解度を見ることができる。方程式については，式計算でも，ぐ

らふによる方法でも解けるようにした。

数学一般の問題は４問の必修問題（Ｉ～Ⅳ）と４問中２問の選択問題（Ｖ～Ⅷ）よりなり，Ｉは３

つの小間からなるオムニバス形式，Ⅱは２円の共通部分の面積，mは放物線の接線，Ⅳは確率，Ｖは条
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件式と集合，Ⅵは行列，Ⅶは線形計画法，Ⅷは流れ図よりの出題である。

Ⅳは数学ＩのⅣと全く同じ問題，Ｉの1)およびⅡも本質的には対応する数学Ｉにおける問題と同じ

である。これらは数学Ｉと数学一般の出題レベルを近づけるとともに，結果の比較にも役立てようと

する意味がある。

Ｉの2)は約数の数を，Ｉの3)は部分集合の個数の範囲を求めさせる問題で，基礎的思考力を見るこ

とができる。

Ⅲの1)は２つの放物線上に与えた点の接線を求めさせ，２)は接線の交点のｙ座標の最大値を求めさ

せる問題で，微分法の初歩の理解度を知るためのものである。

Ｖはある条件で与えられる集合を論理的思考で定めうる能力を見る問題であり，１)で集合を与えて

それを定める条件を求めさせ，２)で１つの条件で定まる集合を図示させた。

Ⅵは行列に関する基礎的知識と演算能力を見る問題であ！)，１)は１次方程式の，２)と3)は２次方程

式の解法に帰着されろ。

Ⅶは線形計画法の応用問題であり，これを理解しかつ図を的確に書いて解いているかを見ることが

できる。

Ⅷは流れ図によるプログラミングの理解を見るため，段階を追ってのくり返しが正確に出来るかど

うかを判定する問題とした。

今回の問題は，数学Ｉ，数学一般とも全般にわたって標準的な問題を揃え，特異な能力を必要とし

ないよう意図して作った。

２出題形式についての今回の試み

今回の出題形式の特徴は次の３つに分けることができる。

１）選択肢による解答を避け，解答そのものをマークシート上で識別できるようにした。

２）数字の外に文字を解答欄に加え，文字を含む式等を解答できるようにした。

３）数学Ｉと数学一般双方に共通なあるいは類似な問題を増した。

なお印刷の都合上，数学Ｉと数学一般とを同一の冊子にまとめた。このため急逮問題の一部手直し

を行った部分に出題ミスを生じ，試験実施時に問題訂正を行った。

１)は選択肢番号の取り違い等についての受験者の心理的負担の軽減と，場当り的解答を少なくする

効果を期待できろ。実際に選択肢で解答させたのは，数学一般の問題Ｖ'１）のみであるが，この場

合でも選択肢番号は解答を連想しうる数値にとってある。
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２)は1)と関連していろ。数学Ｉの問題Ｖでは文字を含む解答をいくつかの例より選ばせるのではな

く，問題中にある文字を選ばせて式を構成させるようにした。この場合式の形を指定しなければなら

ないこととあまり複雑な答を要求できないという制約がある。数学Ｉの問題Ⅵでは恒等式となる場合

を記号Ａ（all）で答えさせた。なお数学一般の問題Ｖ，ｉｉ）では解答図をマークシート上に表示させ

たが，この場合の採点は各行毎の減点法とした。

３)について，前年度も数学Ｉと数学一般に共通の１問題があった。本年度は確率の問題Ⅳを同一の

ものとし，Ⅱの面積の問題，Ｉの1)の三角関数の問題は数学Ｉの問題を数学一般向きに書き直し本質

的には同じ問題を用いた。これによって，数学Ｉと数学一般の受験者の能力の相対的な比較検討を可

能にしようとしたものである。

３出題意図と解答結果

総合得点の分布は下のぐらふのような統計的にバランスのとれた結果となっていろ。これは標準的

な問題を揃えたことに一因があろう。数学一般では受験者数が少ないので多少の凹凸は止むをえない

と考えろ。

１０％

(20％）

’
八'〆数学Ｉ

８％

(16％）
〆

万葡曇ご扇「
ｌ

ｂｂＩ
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(12％） 、／／ノノノノ

６，
４％

(８％）

ノ
と
ノ
と

、、
、
、
、
し、

クワ’クワ’
２％

(４％） ｸﾞン 、

数学 200～190～180～170～160～150～140～130～120～110～100～９０～８０～７０～６０～５０～４０～３０～２０－１０～Ｃ

(数学一般)200～１８０～１６０～１４０～１２０～１００～８０～６０－４０～２０～０
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数学Ｉと数学一般との平均点に差は殆どないが，数学一般は数学Ｉに比して若干問題が易しい一方

出題範囲が広いという条件等を考慮して，現在程度かあるいは数学一般の出題レベルを若干数学Ｉに

近づけるのがよいと思われろ。

各問題および総計の平均点を下表に示す。

問題Ｉのl)の正解率は数学Ｉで66％，数学一般で60％であった。難易度に大した差はないと思われ

ろ。公式の憶えちがいや単純な計算ミスによって誤答がでたと思われろ。

問題Ｉの2)，３)の正解率はそれぞれ数学Ｉで78％，２０％，数学一般で59％，５４％であった。特に数

学Ｉの１，３)においては，求められた範囲の半分しか考慮していない者が20％，ｙが整数であること

を失念したものが16％程度あった。

問題Ⅱの1)，２)の正解率は数学180％，２２％，数学一般71％，１８％，１)は形式的には２元２次連立

方程式を解くことになるが，容易に２次方程式の解法に導かれる。教科書の本文にも類似のものが見

られる故か成績はよかった。２)は1)によって題意が十分確かめられれば，中学校程度の問題であるが，

このような幾何学的算術的問題は高校生にとって苦手であるように見受けられろ。

数学Ｉの問題Ⅲはよくできており，例えば合成gofをfogととり違える者は殆んどなかった｡微分法

の初歩的段階である数学一般の問題Ⅲでは単純な計算である1)，２)は共に７割台の正解率であったが，

最大最小問題の融合された3)では５割台に成績が落ちた。

共通問題の問題Ⅳは成績が悪かった。原因は既知の公式をあてはめられない問題の故と思われろ。

中学生に課すればよりよい成績を得られろとも考えられろ。なお，３)は1)，２)より導かせるつもりで

あったがその正解率は1)，２)のそれの約半分であった。

数学Ｉの問題Ｖは文字を含む解答を要求した。１)，２)の正解率は７割前後であったが，３)では解答

者数が２割強減少し，正解率は３割台となっている。文字による解答に障害は見られないが，文字を

含む係数をもつベクトルの計算に難しさがあった様である。

数学Ｉの問題Ⅵでは，恒等式を正解とする3)，５)は７割台，解の数が0,1である１)，３)は６割台の

正解率であったが，解の数が２，３である4)，６)ではそれぞれ37％，１７％の正解率であった。特に6）

は4)と5)の結果より直ちに導かれることを見逃した者が多い。

問題番号 Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅶ Ⅷ 総計 受験者総数

数学Ｉ 平均点/満点 17.3/3５ 13.3/3０ 25.0/3０ 5.6/3０ 18.1/3５ 21.3/4０ 100.6/200 90660

数学一般
平均点/満点

問題選択者数

19.8/3５ 10.8/3０ 23.0/3５ 4.4/3０ 13.3/3５

4６

22.1/3５

9４

19,3/3５

6９

4.6/3５

1７

99.5/200
9９



-125-

選択問題である数学一般のＶ～Ⅷでは定まった方式によって解答し得ろⅥ，Ⅶの成績はよかったが，

論理的理解を要するＶ，Ⅷの成績は悪かった。特にⅧは過去に選択されたことのない，我々にとって

未経験の選択分野であるという意味で興味があったが，この問題のみ最高得点は満点でなく２５であっ

た。Ⅷの分野については，問題をもう少し簡単にするとともに中間段階での設問を増す必要がある。

なお選択問題の３問以上に回答した者が相当数に上ったことは将来の問題点となる可能性がある。

全般的に見て，論理的思考を要する問題の成績が悪く，また中学校数学での十分な基礎づけを要す

る問題についても受験生の学力不足がうかがわれろ。当然のことながら，単純な暗記およびあてはめ

で解ける問題の成績は非常によい。

４出題範囲についての注意点

数学一般の出題範囲は多少浅い面もあるが，数学ⅡＡ，応用数学の一部を含み範囲は広く，また選

択問題を作る必要性から，出題は平均的に分布することとなり，あまり問題はないと思われろ。ただ

し，国公立大学入試の現状から見る限り，一般数学より出題の必要性は非常に少ない。また，３にの

べたように選択問題の取り扱いには注意を要する。

数学Ｉは数学Ⅱ，Ⅲに接続するものとして構成されており，その範囲内に限定して出題することは

中途半端であり，出題の類型化，固定化をまねき，将来出題材料の個渇による難問の出題や受験対策

的高校教育の幣害をまねくおそれのあることは前委員会の指摘にもある通りである。これらの点につ

いては将来の出題において十分考慮されるべきものではあるが，対策として次の様な提案もあった。

１）出題範囲を中学数学教育の範囲まで考慮に入れ，論理的思考を要する出題をふやす。

２）数学ＩＵ(数学ⅡＡｎ数学ⅡＢ）を出題範囲として一本化する。

３）数学Ｉ、数学一般の範囲で共通問題を，数学ⅡＡｎ数学ⅡＢ，応用数学，数学一般（あるいは

数学Ｉ）のそれぞれの範囲で選べるような選択問題を課する。

なお，将来新課程へのスムーズな移行についての考慮もこれらに関して必要となろう。

５本年度の問題についての反響意見

本委員会としては特に際立った反響意見をえていない。出題はほぼ標準的なものであり，一部では

易しい様に受取られているようであるが，結果は必ずしもそうではない。また論証に関する判定能力

の不足は当然のこととして受取られているようである。
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4．倫理・社会研究専門委員会報告

各問題の出題意図

倫理・社会の出題にあたって，まづ問題になったことは，倫理と社会の出題量のうち配分比をどの

のようにするか，ということであった。大多数の高校教科書では，社会関係が３分の１，倫理関係が

３分の２程の割合で編纂されているが，社会関係の中には青年心理学の領域もふくまれているので，

結局社会関係三題，倫理関係四題を出題することにした。

全体の出題の方針としては，高校の学習領域内で，基本的な問題をとりあげ，単なる暗記力よりも

理解力，考える力を験めすことに重点を置いた。各出題者は，この基本方針にそって出題したが，ほ

ぼ所期の目的に叶ったように思う。

次に，各問題の出題意図であるが，問Ｉは，前近代社会と近代社会の特質の比較，前者から後者へ

の移行過程にみられる社会関係の変化，現代社会での官僚制機構の特徴，およびそこに現れる弊害等

を多角的に考えさせることをねらいとしていろ。

問Ⅱは，現代社会の複雑な社会過程の展開を理解する場合に必要な基礎知識の習得を要求するとこ

ろに出題意図がある。したがって，現代社会の特質を表わす工業化，都市化，情報化といった用語を

単に断片的に記憶するのではなく，これらの用語がどのような意味で使われ，現代社会のどのような

局面を示しているのかという，社会過程の脈絡に沿った理解の必要を要求していろ。

問Ⅲは，現代青年の意識の特徴を，社会の変化と関連して理解している程度を見るために出題した。

問Ⅳは，最初に述べたように，平素から倫理・社会の問題を自分で考えるように努める生徒なら容

易に解ける問題を工夫する必要があるという考えにだって，東西の「思想の源流Ｊを問うことを試み

ていろ。

問Ｖは,「自由」の種別をその思想的背景との関連において弁別する問題である。倫理社会思想の歴

史的発展のなかで，自由論は種々の形熊をとってきたが，自由の種々相をできる限り網羅的に取り上

げて的確に区別し理解していることかどうかを試すろことをねらいとしていろ。そのさい人口に槍表

している思想家のまとまった短い文章を数種類羅列することによって，受験者に，それらの読解を通

して，それぞれに最もふさわしい仕方で対応する自由の形態を指摘することを求めていろ。

問Ⅵは，快楽の質的差異についての出題である。ベンタムに代表されるイギリスの功利主義倫理思

想において，’快，不快の感'情に質的差別を主張したJ、Ｓミルを説問の対象にしていろ。



-127-

問Ⅶは，日本の倫理思想に関する設問である。鎌倉仏教に限ったのは，日本倫理思想すべてに互ろ

問題，例えば，神道，儒教，明治以後の思想すべてを網羅した問題もありうるであろうが，一部に限

定した問題も可能と考えて，試みに出題してみた。その方が考えさせ，掘り下げられる問題となるの

ではあるまいか。鎌倉仏教に限定した上で，世界の三大宗数や，ルターの思想など，日本以外の思想

にも関連づけてみた。このような試み（｢思想の源流｣）の問題，問Ⅶのような拡がりを持つ問題を＞

東洋・日本の思想にも試みる必要があろう。

２出題形式についての今回の試み

出題形式は，できるだけ高校の教科内容を反映できるようにし，いたずらに複雑に流れたり無用な

混乱を起こすことがないように配慮した。形式自体は，昭和50年度のそれと大きく変っていないが，

問Ⅲにおいて，従来，文章形式の出題が多かったので，表を加味した問題を作成し，同時に問題量を

できる限り少<することを試みた。

問題形式が完成法，選択法をとる場合については，あいまいに理解されがちな用語の意味を正しく

識別して理解しているかどうかを試することができるように選択肢や用語の選び方に注意した。

なお，昭和50年度の報告書に示されていろ「論理的な思考力，総合的判断力をみることのできる出

題の考案｣･｢立体的･構造的な設問の形式｣等の問題作成上の重要な課題については,上述の理解の正確

さや識別力などの判別問題と関連して，出題技術上，たとえば，選択肢の単式解答の形式のほかに連

鎖・複式の解答の形式を考案するなどの工夫がいっそう必要であると思われろ。

３出題意図と解答結果

倫理・社会全体の平均点は，60.62で「入試の成績」として考えれば，妥当な結果であろう。試験後

のアンケートでは,｢問題はやさしい」と答えた者と「普通」と答えた者の合計は70％を越えている。

とくに「易しい」とする者32.5％は社会科６科目のうちでも顕著な比率であって，６科目の平均値か

らすると２倍以上の数字であるから，このカテゴリーへの回答比率が低く（5.6％),かつ「普通」とす

る者(35.9％）をも含めて約40％の値を示していろ。日本史との間で難易度についての対比検討を要

するであろう。この点の検討は「文章のかわりやすさ」(25.1％)｢解答時間の長さ」(37.8％）とも考え

あわせなければならないが，度数分布図も考えあわせてみて，総じて，他の科目よりも問題が易しかっ

たということは否定できない。ただ，倫理・社会それ自体としてみろと出題の難易度もほぼ当をえて

おり,格別に易しかったとは考えられない。問題中,問Ⅱと問Ⅶにおいて平均点がやや低かったが，こ
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れは必ずしも問題がむづかしかったためではなく，問Ⅱは，選択肢が多くしてあったこと，問Ⅶの場

合は，仏教の問題で，受験生に期待した程のなじみがなかったことによると考えられろ。

全体として，倫理・社会の教科内容は他の学科と比較して，常識的に知られていることがら，日常

的に見聞しがちな内容を含んでおり，そのためにポピュラリティの高い内容は答えられるが少し正確

さを要求すると意外にあいまいな理解が暴露されろということを発見できた。

各問題別にみろと，問Ｉは，社会の分野の基本的な問題として，内容面で日常経験する具体的な例

を与え，その中から官僚制の弊害を指摘させるよう考案したものである。けっして無理な問題ではな

いと考えていたが平均が100点満点に換算して74.5であるから予想どおりの成績結果が出ていろ。

問Ⅱ(14点満点)の平均点6.85は100点満点に換算すれば48.93であり各大間の平均点としては問Ⅶに

ついて低く，また倫理・社会全体の平均点60.62に比較しても低く出ている。問Ⅱの文章は比較的短

く無理な出題とは思われないが，小間数７に対して空欄を埋めるべき選択肢を14,つまり２倍与えた

ことが，解答にばらつきを生じさせ平均点の低さとなって表われたものと思われろ。しかし，選択肢

は，基本的に重要な用語ばかりであり，したがって，これらの用語の意味と出題内容を十分理解する

ことが受験生に対して望まれろ。とくに小間dの都市化（２点満点で平均点1.22）と小間eの原子化

(0.16)小間fの情報化（1.85）と小間gの脱工業化（0.97）のように，小問dとe，小問fとｇは相互に関

係があるにもかかわらず，用語が関連的に理解されていないために｡とe，ｆとgの平均点の開きが大き

く，知識としてのまとまりと的確さを欠く傾向が見受けられろ。

間mは，解答結果から見て，出題意図が受験者に十分理解されたと考えられろ。ただし，小間b､。

e､ｆはいづれも90％以上の正解比率であるからこの点からすると，問題の練り方が足らず，問題の中

にヒントがありすぎて，易しすぎる問題であったように思われろ。従って，受験者の優劣を計る尺度

としては不適切だったと考えられろ。

問Ⅳは，思想の源流を尋ねるかなり拡がりのある問題であるが，解答結果からみて，問題の趣旨は

理解されたものと考えろ。なお，小間Ｉの正解率が低いのは，受験生にとって，ややむづかしかった

のではないかと思われろ。

問Ｖについて解答結果を検討しながら出題の意図をふりかえってみろと，この設問において,東洋と

西洋との区別が不明確であること，近世のみならず現代にも跨ったこと，そして，自由の種々相の歴

史的体系的把握に欠けていること，等が反省されなければならないと思われろ。解答結果についてで

あるが，だいたい予想していた線に落ち着いたと思う。倫理・社会の平均点と総合点の比率を基準に

して考えろと，問Ｖの平均点と総合点の比率はややそれを上回っていることから判断すると，この
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設問はあるいは易きに過ぎたのではないかとの懸念もないわけではない。しかし，今回の受験生が，

全受験生の一部，しかも学力において恐らく平均以上と思われろ－部にすぎないことを勘案すると，

この程度の設問でよかったのではないかと考えろ。

問Ⅵは，解答結果からみて，受験者にとって難解すぎることも平易すぎることもなく，だいたい普

通程度であったことが分る。

問Ⅶについては，まずA一間１－aはよい結果を得ていろ。ｂは，アの「断食などの苦行や，禅定に

よって解脱する点」の「禅定｣｢解脱」という言葉で禅宗と考えたのであろうが，シャカが苦行を捨て

たこと，バラモン教が苦行.禅定を尊んだことを理解していれば(教科書には指導してあるはず）出

来る問題である。ｃは,よい結果をえていろ。問Ⅱは，ア,「自力・他力を越えて)ひたすら座禅に励む」

の「座禅に励む」で，すぐさま禅宗と考えたのであろうが，単なる文字づらだけでなく，考えてほし

い問題だった。自力・他力の意味が分っていれば解答可能のはず｡｢聖道門」も既習のはず。問３－．

はァ・イの問題文に多少あいまいさがあったことを反省する。ｅ－オは論外であるが，イの問題文は

あいまいだった。ｆは意図に､+っている。Ｂ一間ｌは「｢……｣」と「師は言われた」の師とだれにとる

力>，問４との関連で考えさせたかった。オは論外だが

鴛鰯悪罵|の`……,鰕抄!……｢往塗｣こい（
ぱ浄土教思想を思い浮かべるのが当然と思ったからである。問２および問４は，問１を道元ととった

生徒たちは，問２では,｢打坐」を，問４では,｢栄西」を選ぶことになったようであるが，今後，こう

した連鎖的な問題の配点はよく考慮すべきであろう。

４出題範囲についての注意点

出題範囲は，高校における実際の履習の範囲を逸脱しないよう留意しなければならない。大学が個

個に出題する場合と異なり統一試験の趣旨からみて，この点は十分に注意を払うべき点であろう。国

立大学共通第一次試験の実施時期は，おおむね，１２月下旬から１月上旬の間に行われろと考えた場合，

倫理・社会は，ほとんど高校二年次に履習させているので出題範囲については，さほど問題はないと

思うが，第三年次に履習している高校がある場合は，出題範囲を調整する必要があろう。

次に，分野別にみろと，倫理については，東洋思想，東洋倫理の問題をどのように出題の中に組み

入れるかを，さらに検討する必要がある。社会については，各教科書に取り上げられている内容を網

羅した出題を考える必要はないと思うが，逆に狭い範囲について専門度を計るような小刻みの出題は
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さけるべきだと考えられろ。現代社会の特質に関する基礎的な知識の総合力の判定が必要であり，そ

のため，現代社会の諸現象について，できるだけ多角的に問題を取り上げ，相互の関係を問う出題が

望ましいと考えろ。

なお，本年は，青年の意識（心理）に関する問題をとりあげ，教科書が取り扱っている内容にいっ

そう，そのように留意した。

５本年度の問題についての反響意見

とくにない。

６その他

とくにない。
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5．政治・経済研究専門委員会報告

第Ｉ章本年度専門委員会の成立経過と問題作成方針

本年度〈昭和51年度）は，実験の４年目にあたる。この年度にさいし，他の多くの出題科目にあっ

ては，世話大学すなわち事務局をおく大学を変更々新するところがあったが，わが「政治・経済」科

目の場合は，本委員会が当初発足いらいの異動頻りであったことも考慮に入れ，本年度は昨年度と出

題委員人事をほとんど入れかえることなく実験に臨んだ。すなわち出題委員長をはじめ８名の委員が

残留し，新規交代による参加者は２名だけ。あわせて10名で出題をおこなった。

後述するように，本年度の出題は，前年度に較べて，万事旨<順調に行ったが，それの主たる理由

原因は，上述のように出題委員の大部分が経験者たりしことに負うものであって，今後本番などの実

施にさいして出題委員の輪番交代などの必要を考慮するとき，つねに今回のように，円滑に委員会が

始動そして機能しうるとは限らないことを，関係者は十分に理解しておくことが必要であろう。こと

に「政治・経済」科目の場合は，他のいわゆる受験科目（英語，国語，数学，日本史など）の場合と

異り，全国各大学とも，出題経験者が少いので，なおさらそのことが痛感されるのである。

本年度の出題計画は，昨年の経験に十分な反省を加えることからまず出発した。すなわち昨年度の

実験においては，わが「政治・経済」科目の受験者成績全体は，他の「社会」諸科目の受験者成績に

くらべて，(1)平均得点が有意に低く，かつ(2)得点の標準偏差値が有意に小さい，という結果をえた。

２のことについてわれわれは,かなり突っ込んで検討を重さねたが,ともあれ結果的に今年度は｢政治・

経済」科目は，問題全体を昨年にくらべて易しくするとともに，標準偏差値つまり得点のバラツキが，

やや拡大するよう考慮をはらった。問題の全体の長さも,昨年は17ページに及んだのを,今年度分は１３

ページにおさえた。

このようにした結果は，出題問題全体としてはおおむね（出題を個々にながめるとき反省すべきこ

ともある）受験者の点数成績に関するかぎり，望ましい所期の結果をえた。すなわち受験者得点の平

均点ならびにその標準偏差値を，ほぼ他の「社会」諸科目のそれに一致せしめることに成功した。仮

りに今後，今回と同じ試験時間内（すなわち60分）で答案を作成せしめるとすれば，全体として概ね

今回の程度の難易度と長さの出題をすることが，まずは妥当であろうと考える次第である。(あるいは，

教科全体の考え方として，各科目がそろって，もう少し受験者層に平易な方向へ出題内容をシフトさ

せることとも考えられてよいかもしれない。なぜなら本番と異るこの種の実験にさいしては，どちら
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かといえば受験に自信のある，換言すれば平均よりは成績のよい，学生が応試していろとも考えられ

るからである｡）

多くの受験生にとって,｢社会」の諸科目は，しばしばいわゆる“暗記もの”としての扱いをうけて

いるようであるが，われわれ出題委員会の出題努力は，これを単なる暗記ものたらしめない科目と

して高校内で授業されることに向けられていることはしばしば言明している通りである。すなわちわ

れわれ専門委員会は,(昨年度の本報告書にも記したように)｢政治・経済科目の出題に当っては，受験

生の側が，憲法，政治，経済，労働，国際などの諸現象についての体系的な理解をもち，あるいは基

本的な認識に達しているならば,それとの理論的な斉合性ないし歴史的な首尾一貫性において，よく判断

ないし推論することで，満点ならずとも十分に合格点水準に達する正解答を導きうるような設問を選

定する」ことに努力を斜注した。高校の政経科目は，上述のような現象についての断片的な知識の切

りうりや，トピックスの百科辞典的な羅列として教授せらろべきでなく，体系的，斉合的な思考訓練

の場が提供されることを願っていろ。受験参考書によらずとも，教科書内容と，あるべき授業と，政

治・経済問題への日常的な関心の持続と，で十分によい得点に達しうるような出題こそ望ましい，と

われわれは考えていろ。

高校での「政治・経済」は，いつばんに法と政治，経済，労働と社会，国際のようなタテワリの各

領域で教授せられるのを常とするが，出題にさいしては，これを横断的にヨコワリ的に設問だてする

ことで，受験生の知識の頑健さを試すこと，また論理上・事項記述上の概念を各種の統計数字やグラ

フ上にあらわされている事実と結びつけて理解させ\Ｉ断させることなども，そのためにはきわめて必

要な措置と考えていろ。

なお，われわれ出題委員会は，委員会として高校の教師諸氏の意見を徴することは行っていないが，

これまでも機会あるごとに，教育現場の声や意見をただすことに努力してきましたし，今後とも大い

に批判や意見を歓迎したい次第である。

第２章各問題ごとの出題意図と結果ﾘ

つぎに，今回出題の各間ごとの出題意図その他について記しておく。

第１間は，法治主義を中心テーマにしたもので，昨年の基本的人権の問題，一昨年の民主制の問題

の系統を襲うものである。今回の出題にさいしては，基礎的な知識の習程度のテストもさることなが

ら，大学に入り学問的な文章に接するにさいして最も重要と思われろ，与えられた文章の文意を正確

に読みとり，そこから推論して一定の帰結を行うという作業を受験者がどの程度にこなしうる力>のテ
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ストをその主たる眼目とした。そのために素材として基本的な内容をもった文章を，完全な形で与え，

この文章の内容に関して若干の設問をおこなうことにしたが，そのさい設問の数を減して，考える時

間を多くあたえ,"考えて答えさせろ,,テストとなるよう心掛けた。と同時に他方ではある程度は“暗

記もの，，としてでも一定の点数までは取得できるよう，設問相互のあいだで，難易のバランスがとれる

ようにも配慮した｡(このことは，われわれが，本科目を“暗記もの，,として受験者にうけとられるこ

とを許していろというより,現に“暗記もの,，として受けいれられている実態があるとすれば,それを

フォローしてみたい，という実験的観点がこのさいやや入っていろと考えて貰いたい｡)法知主義を中

心テーマとする本文の設問の一部には，内容的にやや高校修了段階では難にすぎろと思われるものも

あったが，これらの問についても，思いのほかに正解者は多くあった。

第Ⅱ問は，国際問題の理解にとって最も基本と思われることを列挙してたずねようとするものであ

る。ただきわめてベーシックなことでありながらも出題者が予想したほどの成績点を得なかった。

このことは「政治・経済」のなかで，この部分が理解しにくいということよりも，教科書などでもた

いていは最後部に書かれ，この部分に関し受験生が十分に勉強せず，教師側も取扱いを粗略している

ためではないかと思われろ。あるいは，一見あまりに日常的なトピックスなので，甘くみているので

はないかという解釈も成りたつ｡10個ある小間のうち,原理的なことを間うている各設問の場合は回答の正

解率が高いのに対し，実際的ないし事実的なことを間うている設問に関しては正解率がきわめて低い

のが特徴的であって，この点などから考えろと，政経の受験生は，日本史，世界史などの受験生にく

らべて，安易な学習態度にあるのではないかとも判断せられろ。

第Ⅲ問は，どの教科書にも登場する用語，術語について，その正しい内容を受験者が知っているか

どうかを，ためそうという問題である。数学や自然科学の場合には，学生も術語や用語について，正

確な定義を知ることを当然心要と考えるのに対し，政治・経済などではいろんな’術語をただ漠然と

不正確に頭に入れて，それで何となく判ったような気になる場合が少<ない。例えば「第一次産業

とか「国民所得」とかの言葉の正確な定義をつかんでほしい，と考えて，このような形式の問題を作

成してみた。本来ならば，術語だけあげて，その定義を書かせたいところであるが，マークリーダー

方式では，しょせん叶わず，このような次善のテストしかできないことである。しかしこれでみても

「産業別組合」という言葉は，誰でも知っているようでも，その正しい内容は，４５％（ないしそれ以

下の割合）の者しか正しく掴んでいないことが判るのである。この種の問題は，その意味では，毎回

幾つか課してもよいものである。

第Ⅳ問は，経済，金融，労働などに関した問題である。すなわち経済のメカニズム，金融や財政の
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機構やしくみ，制度に関する基本的な理解があるかどうかを間うている。昨年度には，事実面から

尋ねたのを，今年は理論的に間うてみただけである。事実面にそくして尋ねることは重要と考えるが，

統計表をのせるとページ数をとり，また受験者側は時間を食われろという難点があるが，この点はこ

んどの工夫にまちたいと考える。内容の難易度に関しては概ね予想通りであった。
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6．日本史研究専門委員会報告

各問題の出題意図

〔Ｉ〕古代～近世にわたる政治・法制・外交などの領域での基本的な事項について，年代・人物・

事項などの総合的な理解を試問することを目的とした。

〔Ⅱ〕いわゆる資料問題であって，(A)～(､)の４問から成るが，（A)については，(1)史料に基いて歴史

を考える能力を見ろ。この場合，有名な史料を出題すると，史料そのものが暗記の対象にされてしま

うことを考慮して，あまり知られていない史料を素材として，その読解力をもテストする。(2)中世の

政治・法制に関する基本的な知識の習得度を見ろ。以上の二点を意図して出題した。

（BXC)については，(1)史料の内容を吟味するとともに，複数の歴史的事項を相互に関連させて理解す

る力を見ろ。(2)近世の農業・地方産業についての基本的な理解度を見ろ。以上の二点を意図して出題

した。

（D)については，史料に即して，資本主義発達史についての理解度を見ようとした。

〔Ⅲ〕近・現代史の基本的事項についての理解度を見ようとする問題である。とくに，高等学校に

おける学習の進度と試験期日を勘案し，近・現代史の分野にまで授業が十分進んでいないことも考慮

して，義務教育課程で学習ずみの基礎的な事項の理解度を見ることに主眼を置いた（15問中，１４問は

中学校の社会科教科書に載っている事柄である)。

〔Ⅳ〕古代・中世の庶民生活をうかがわせる文学作品・遺物・宗教活動等によって，文化史全体の

流れの理解力と，同時代的把握の能力を見ようとした。

２出題形式についての今回の試み

〔Ｉ〕は文章の誤りを指摘させる形式であるが，指摘すべき箇所について誤解を生じないように配慮

して，各文章とも年代・人名・事項などの下に４カ所のアンダーラインを引き，それぞれの部位に符

号〔『)－(ｴ、を施し，誤りのある箇所は各符号をマークさせ，又，全く誤りのない文章については，

符号㈱をマークさせることとした。

〔Ⅲ〕はとくに新しい出題形式ではないが，選択肢の配列に当って，基本的な知識，時期的な前後関

係（歴史的な理解),日本と国際的な出来ごととの関係，また女性史や農業問題など分野別の理解等々

がたしかめられるよう，各間ごとに配慮した。
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〔Ⅳ〕では，出題意図に即して，文化史関係で25という多数の選択肢を用意した。偶然性を避けるた

めの一つの試みである。

３出題意図と解答結果

受験生を対象に実施したアンケートの結果によれば，解答の時間については，長い……27.3％，普

通……62.9％，短い……9.8％で,昨年度の短い（時間不足の訴え）が長い（時間が余った）を上廻っ

たのに比すれば好転というべく，解答用紙のデザインについて，良い……31.5％，普通……59.1％，

悪い……9.4％，又,解答用紙の色について，見やすい……38.0％，普通……53.7％,見にくい･･…8.3

％で，大体他の科目の数値の平均に近く，受験生に支持されたと言ってよいであろう。しかし，問題

の文章のわかりやすいかについては，難しい……25.0％，普通……62.7％，易しい……12.3％となっ

て，社会科関係科目中，難しい順で第３位であり問題はむずかしいかについては，難しい……58.5％，

普通……35.9％，易しい……5.6％となって,全科目中，難しい順で第２位であって，芳しからぬ結果

を示していろ。そして，科目別平均点一覧によれば，日本史の平均は43.18（100点満点）であって，

100点満点科目中の最低，又，偏差値は13.61で,全般的に好ましからぬ結果に終った。

問題の文章のわかり難いというアンケート結果については，反省改善の必要があると思われるが，

問題そのものの難しいというアンケート結果，及び解答成績の結果は，必ずしも日本史の問題全体が

難問であったからではない。すなわち，Ｉ，ⅡのＡ・Ｂ.Ｃ，Ⅳの各平均点はそれほど低くはないが，

ⅡのＤとⅢすなわち近・現代史の問題の成績が箸ろし<低く，そのことが日本史の平均点を引き下げ

ているのである。このような近・現代史の不成績は恐らく，今年度の試験期日が昨年度よりも一ケ月

半も早く，従って高等学校での授業の進度が近・現代史に達しなかったことに起因すると考えられろ。

とすれば，１２月もしくは１月実施が予想される本番のテストに於ては，上記の障害はある程度除かれ

るはずである。他面，すでに前年度の報告書に於て指摘されたように，高等学校の授業進度に合わせ

て，近・現代史関係の出題を手控えるべきかは，なお慎重な考慮を必要とする問題である。Ⅲはその

ような授業進度を考慮して，既修の中学校の社会科教科の中から出題することを試みたわけであるが，

なおかつその結果は上記の通りであった。問題の難易，出題形式等について一層の検討が必要である

としても近・現代史からの出題は基本方針として今後も堅持されるべきであるというのが，本委員会

のほぼ一致した見解である。

個別的には，Ⅱの問(4)において，（ｴ)と誤答し，同じく問(5)において，（ｱ)と誤答した者が多かったの

は，建武式目を建武新政と関連づけているからと思われ，同じく問(6)において，（ｱ)と誤答した者の多
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かつたのは，ここで問われている秀吉の法令を刀狩令と速断したからと思われ，又Ⅳの問(C)の(5)を(.）

（竹取物語）と誤答した（正解はシ－文正草子）のは，御伽草子一おとぎぱなし￣かぐや姫一

竹取物語という誤った連想によるものと思われ，何れも歴史を暗記物とする誤った学習態度のあらわ

れと見てよいであろう。

４出題範囲についての注意点

（１）統一テストの実施期日と高等学校の学習の進度との関係が，出題に当って留意されなければな

らないとしても，義務教育課程での学習内容からでも，問題作成は十分可能であり，場合によっては，

そうする必要のあることを，一つの試みとして提示した（問Ⅲの場合)。

（２）問Ⅱのような，いわゆる史料問題については，出題の史料が高等学校の教科書に載っているか

どうかが，出題の難易にかかわって，問題にされることがあるけれども，もとよりこの種の出題形式

においては，史料そのものの理解や記憶の程度を問うことが目的ではないから，そのような批判は当

らない。多くの教科書に載っている史料を使用すると，受験生が歴史的理解によってではなく，史料

そのものの記憶に頼って解答する場合が少なくないことを考えると，むしろ，余り知られていない史

料を用いた方がよい。今回の出題には，そのような考慮が払われていろ。

５本年度の問題についての反響意見

日本史の出題，とくに史料問題の近・現代関係について，難問であるという意見を，一部の委員が

耳にしていろ。

６その他

（１）出題について検討，反省を加えるために，平均点その他得点に関する資料は，小間別のものも

作成，配布してほしい。

（２）出題の校正について，もう－校あった方がよいという意見が，一部の委員から出されていろ。

（３）国大協において，本年度も含めてこれまで実地研究試験に関係した専門委員に，本番の出題を

依頼する意向があるやに灰間するが，すでにその氏名が公表されている従来の専門委員が，本番の出

題に関係することには，種々疑義があると考えられる。'慎重に考慮されたい。
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7．世界史研究専門委員会報告

はじめに

本委員会は，本年度の実施方法等調査専門委員会主催による実施研究のための問題作成を主課題と

して出発したが，その際，過去の実施テストと関連させて，出題量，その分野等を研究し,コンピュー

ター処理を前提とした問題の作成改善に取りくんだ。

本年度の本委員会は,従来と同様,大学における東洋史学･西洋史学の両分野の担当教官から選んだ

が，昨年までは，大阪大学文学部から委員長を選出し，従って，大阪大学入学主幹室が事務を担当し

て，大阪，京都，兵庫，奈良，滋賀の各府県に存在する国立大学から委員を順次に出してきたのに対

し，今年度は，名古屋大学教養部から委員長を選出し，名古屋大学入学主幹室が事務を担当，富山，

石川，岐阜，三重，愛知，静岡の各県にある国立大学より委員を選出して，いわば，中部地区を中心

とする委員会構成に移行させ，将来の出題委員交替のテストをも試みてみた。もちろん，近畿地区の

各大学からも，これまでの経験者５名が参加し，コンピューター委員も昨年に引きつづいて留任した。

作業日程・諸会議開催状況は下記のとおりであるが，中部・近畿地区から広く委員を選出したこと

もあって，経費が不足がちとなり，委員会開催の回数・日時等を縮小せざるをえなかった。なお，５

科目とは社会科の倫理・社会，政治・経済，地理Ａおよび地理Ｂをさす。

各問題の出題意図

改めていうまでもないが，高校生の学習達成度をみろという共通第一次テストの趣旨からして，あ

まり奇をてらった問題は避け，基本的な歴史事実を問う平易な出題に心がけ，このため，少くとも，

解答を求めるところについては，－，二の教科書に例外的に出てくるようなものは極力排除して，大

部分の教科書に記載されているようなものから選ぶこととし，また，時代や地域についても，できる

限り，広い範囲にわたるようにすることなどを，事前に確認しあって作業に入り，事実，作業中も，

しばしば教科書に当り，記述がなされているかどうか，どの程度に記述されているかなどを確かめな

がら問題を作成した。

イ問題Ｉは，西洋古代史に関するもので，ローマ史を中心に作成した。この場合，ローマ史その

ものに関する設問に限らず，周辺との諸関係にも意を向け，とくにＢにおいては，とかく見のがされ

がちである東方との関係に重点をおき，ローマの発展が，どのような世界情勢の中でなされてきたか
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を問うた。

ロ問題Ⅱは，前５世紀から漢代にいたる，中国古代史の基本的な問題である。Ａ，Ｂともに，そ

れらをどれだけ正確に把握しているかをみることを目的としているものであるが，Ａ，Ｂの間で，設

問の形式を変えてみた。

ハ問題mは，西洋中世史に関する問題である。他の問題が具体的な事実を問うことが多いのに対

し，この問題は，高校生が封建制度・荘園制度・中世都市などの，比較的に概念語とみられるものを

どれだけ正確に理解しているかを問うたものである。５つの問いのうち，４つは西ヨーロッパに関す

るものであるが，１つだけ，東ローマ帝国について問うたものをいれてみた。

二問題Ⅳはアメリカ史を中心とする出題で，１９世紀のはじめまでを扱っている。中心になったの

は，いうまでもなく，アメリカ合衆国の独立運動以後に関する問いであるが，アメリカ合衆国の独立，

発展がヨーロッパ世界との関連において考えられなければならないことを，問題作成の上でも考慮し

て，両者の有機的関連性を，できるだけきいてみるように心がけ，(3)においては，反って，ナポレオ

ン戦争に主題をおき，これがアメリカ合衆国に与えた影響を問う形になっている。

ホ問題Ｖは明末から情初にかけての時代をあつかったのであるが，中国に対するイギリス，フラ

ンス，ロシアの圧迫をとりあげ，東南アジアや北方国境地方を問題とした。中国とイギリスの貿易関

係から武力衝突，フランスの同調によるヴェトナム領有，ロシアによる侵略といったことが全体を貫

くテーマとなり，貿易，経済問題を比較的多くした。

２出題形式についての今回の試み

世界史では，従来，大間４題をくりかえしてきたのであるが，今回は大間の数を５題としてみた。

可能な限り，全時代にわたり，地域・国をとりあげ，政治・経済・文化・社会・諸関係を問おうとす

れば，大間の数が多くなる方が便利である。一方，印刷された形での問題のページ数，すなわち，受

験生が読まなければならない分量でいえば，一昨年が11ページ，昨年が15ページであるのに対して，

本年はその中間の13ページ（いずれも，大間のあとに余白があるから，それがそのまま，活字数の増

減を正確に反映するものではないが，ほぼ傾向が分るといえるであろう）であり，マークする個所は，

一昨年の40,昨年の71に対して，本年は62であるから，１時間の試験と考えれば，大体において，１

分間に１つのマークをすることになり，一昨年と昨年の中間にあり，昨年と比較すれば，量において

減ったといいうるのである。ただ，大間の主題について，受験生が考えながら解答し，それを終えて，

質の異なるつぎの大間に移らなければならないことを考慮すれば，単にマーク個所などの数量の減少
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が実質的な減少となっているかどうかは，別の問題としなければならないであろう。これらマーク個

所，問題量，大間数などは，われわれが，文字通りテストとして，意図的に増減してきたのであるが，

「受験生に対するアンケート」からみれば，昨年は解答時間について,｢普通」としたものと,｢短い」

としたものが，ほぼ同数に近かったのに対して，本年のそれは,｢普通」としたものが3,312人（61.0

％）であるのに対し,｢短い」としたものは589人（10.9％）で,これが「長い」とした1,527人（28.1

％）よりも大きく下まわっていることなどは，参考になる点であるといえるであろう。

なお，ＩのＢ，問(7)は，昨年度の問題のⅣのＡ，問(3)と実質上，大差のないものである。ほとんど

同一の問題を出した場合に，その結果がどのように現われるかをテストする意味で試みてみた次第で

ある。また，本年度は昨年度と比較して，全体に選択肢の数を少なくし，平均4.8コの選択肢とした。

選択肢の数も，受験生に時間的余裕をもたせるかどうかの－要素となるであろう。

３出題意図と解答結果

問題は基礎的なものから選んだので，われわれは，問題全体としては平易であると考えていた。し

かし結果からみれば，最高点が91で，世界史の全受験者5,743人の平均点が52.13という数字は，予想

よりやや低かった。ただ，他の科目と比較した場合には，大体において均衡のとれた数字であり，１０

月はじめという実施時期を考え，実際の受験生の勉強進度をそれに加えて判断するならば，本年度程

度の問題のレベルでも，いわゆる本番の際には，もう５点程度，平均点が上ってくることが予想され，

平均点を60点程度にするねらいからは，そんなにはなれているものではなかったといいうるであろう。

昨年の平均点50.77と比べれば,若干ながら，問題を易しくした結果が現実となってあらわれてきてい

ろともいえろ。

大間別にみれば，ＶとＩの成績が悪い。これはローマ史，中国史といったものを，そのもの自身と

して，単独で出題したのでなく，他との関係で出題した場合に対する受験生の弱さを示しているので

あろう。西洋中世史の概念語的なものを，単独に近い形で問うたⅢの成績がよかったのも，これと同

一の観点からいうことができる。昨年とほとんど同一の問題を出してみたＩのＢ，問(7)の成績は，こ

の問題に含まれている２問ともできていなければ点を与えないとしたことも手伝って，成績は悪かっ

た。

社会科の他の科目と比べれば，世界史にもっとも近いと思われる日本史を例にとると，最高点は日

本史が90.0偏差が日本史の13.61,世界史が13.86で，非常に近い数が示されているが，平均点では，

日本史が43.18で，かなりの差がでていろ。倫理・社会の平均点60.62から日本史のそれまで，かなり
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のひらきがでていることも気になるところであろう。

４出題範囲についての注意点

本年度の出題にあたって，厳密な年代等の申し合わせはしなかったが，１０月初旬のテスト日を考慮

して，大体において，１９世紀の半ころをもって出題下限とした。テストの実施時期によって，多少の

差はあるが，例年，出題の年代的下限を設けてきた。

歴史の教科書は例外なく，古い時代から書きはじめて，新しい時代に及んできているし，多くの授

業は教科書の配列に従って進められていろ。この点から,Oもし，いわゆる「本番」の実施時期が'２月

末～１月初めとなるのであれば，形式的には，高校３年の第３学期に習う予定になっている部分につ

いての出題は不可能となってくる。３年生の３学期に当るのは，現代史であろうから，共通第一次入試

の問題には現代史からは出題できないことになり，現代史を重視する最近の傾向からいって，かなり

重要問題になってくるし，高校の学習，受験生の勉強態度にも影響するところが少なくないであろう。

一万，現実的にそれを割り切れば，教科書を終りまで教える高校教育は，むしろまれであり，また，

１月，２月ごろに入試を実施している私立大学では，現に現代史からの出題がみられて，大きな混乱

はない。実際の教科書をみても，それぞれの編集方針に従って，例えばインターナショナルな労働組

織ができた19世紀でそれをとり上げ，その部分で，それの現代までの変遷を記述したりしているのも

あって，テスト実施時の12月末に，なん年まで，あるいはどの事件までが終っているというように，

明確な区切りをつけることは困難である。

いずれにしても，この問題は，早急に明確な決定をみる必要がある。他の教科で大した問題になら

ないのだとするならば，せめて日本史と世界史の間で話合っておくべきであろう。ただ，もし共通第

一次入試では，現代史から出題しないと決定すれば，第２次試験に歴史を課するところでは，現代史

からの出題が多くなることが予想され，受験生に一種の対策を予知させるようになるであろうことも

併せて考えておく必要がある。

５本年度の問題についての反響意見

「受験生に対するアンケート」によれば，問題の文章は「普通」と「易しい」を合せると83.1％で，

ほとんど問題はなく，解答用紙のデザインについても「普通」と「良い」の合計が90.6％に達してい

る。また，解答用紙の色も「普通」と「見やすい」で90.6％に及んでいる。ただ，われわれが直接に

きいた受験生一従って限定された数一の多くは，問題は易しいとしながら，時間に追われたと答
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えていたが,｢アンケート」によれば,｢難しい」としたものが43.2％もおり，時間については「短い」

としたのが，僅か10.9％にすぎなかったのが意外であった。

問題については，一般に良問であるとの声をきいたが，反面では，あまりにも整いすぎていて面白

味がないといった意味の意見もあった。

６その他

今後，出題作業をはじめとして，共通第一次入試のすべての作業を「入試センター」に，全国から

集っていくとすれば，科目内の難易調整はある程度つけうるようになるであろうから，本年のように，

その内部での不均衡は避けられろ。そのためにも，その連絡調整を日程の中に組みこむ必要があろう。

「入試センター」に各地から出題委員をはじめ，各委員が集って作業することになれば，各大学の

授業，日程などを十分に考慮して，無理のないスケジュールをつくっておかなければならない。
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8．地理研究専門委員会報告

報告書作成について（依頼）の科目別研究専門委員会報告書事項に従って実地研究の調査結果を報

告するが，地理Ａ（出題総数５問）のＩ，Ⅱの問題と地理Ｂ（出題総数５問）の１，Ⅱの問題とは同

じなので，下述の報告中では，地理Ａおよび地理ＢのＩを〔共Ｉ〕,同様にⅡを〔共Ⅱ〕とした。また

地理ＡのⅢ，ⅣおよびＶを〔ＡⅢ〕，〔ＡⅣ〕および〔ＡＶ〕として，地理ＢのⅢ，ⅣおよびＶを〔Ｂ

Ⅲ〕，〔ＢⅣ〕および〔ＢＶ〕としてそれぞれ表示する。さらに中間以下では実地研究試験問題用紙の

問題番号とコンピューター解答シートの番号とが読み換えられているので，この関係は，つぎのよう

な要領で表示した。たとえば，実地研究試験問題用紙の問題番号〔共Ⅱ〕－〔１〕－(1)，〔共Ⅱ〕－

〔１〕－(3),〔共Ⅱ〕－〔２〕－(1)および〔共Ⅱ〕－〔２〕－(3)は，コンピューター解答シートの番号

では,〔共ｍ－ｏ１,〔共Ⅱ〕-03,〔共Ⅱ〕-06および〔共Ⅱ〕-08でそれぞれ表示した。

各問題の出願意図

○〔共Ｉ〕は，土地の起伏や高度分布のほかに多数の地表面上の自然，人エ物の分布状態を示し

ている地形図の読み方をためす。これにより，野外調査・見学などの際に直接接触れる具体的な事象

に対する考察力の有無をたしかめろ。

○〔共Ⅱ〕－〔１〕｛〔共Ⅱ〕-01～051は，日本と世界との結びつきかたとその変化を貿易統計

から読みとらせる。これにより，世界の地域構成の形成にはたす日本の役割を具体的に把握する能力

をたしかめろ。

○〔共Ⅱ〕－〔２〕｜〔共Ⅱ〕-06～10｝は，世界の諸地域の産業・経済の現状と動向を偏在性の

強い鉱産資源の分布と絡めてどのように理解しているかをみろ。これにより，地域認識の多様さに対

応しうる能力の多少をみろ。

○〔ＡⅢ〕－〔１〕｜〔Ａｍ－ｏ１～05｝は，小縮尺地図，海陸の分布，特定地域の自然条件，工

業の立地などに潜む恒常的な性格を地理学習の基礎事項としてとらえ，それぞれをチェックさせるこ

とによって，基礎学習の徹底ぶりをたしかめる。

○〔ＡⅢ〕－〔２〕｜〔Ａｍ－ｏ６－１０１は，世界および日本の総人口の地域的な動向をチェック

させることによって，現代社会の直面している人口問題に対してどの程度まで地理的な理解・探究心

を有しているか否かをたしかめろ。

○〔ＡⅣ〕は，世界における牧羊地域の展開とその分布地域を介して，牧羊を支えている地域の
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自然条件，歴史的・社会的諸条件をさぐらせろ。これにより，類型化された世界の農牧業地域を具体

的にときほぐして理解する能力の有無をたしかめろ。

○〔ＡＶ〕は，環境を構成する諸要素間の不均衡性の発生が人間の生活に無視できない悪影響を

与えはじめていることを具体的に示し，それらの成立を因果関係的視角から分析する能力の有無をた

しかめる。

○〔ＢⅢ〕は，世界の諸地域個々の複合状態を地域的個性におきかえて把握させる。これにより，

地域的個性あるいは地域による差異を的確に理解し，相互に比較する能力の有無をたしかめろ。

○〔ＢⅣ〕は，世界の地域樹成の基本単位になっている諸国家を領域の形状・首都の位置から把

握し，それをもとに地誌的諸事項を整理・体系化する能力の有無をたしかめろ。

○〔ＢＶ〕_〔１〕｜〔ＢＶ〕-01～051は，南アジア各地の地誌的諸事項を整理させることによっ

て，世界の諸地域の中で位置づけられるモンスーンアジア，さらにその中における南アジアというよ

うに諸地域を具体的に体系化してとらえる能力の有無をたしかめろ。

○〔ＢＶ〕－〔２〕１〔ＢＶ〕-06-101は，地球時代に重要な役割をもつアラスカの地域的機能

を明確に理解させる。世界の諸地域個々はかなりの可変性を帯びており，動態的な認識を必要として

いろ。

２出題形式についての今回の試み

○〔共Ｉ〕では，平面である地形図をどの程度まで立体的に読みこなせるか否かをためすために，

読図に必要な基礎的な内容をもった場所の国土地理院発行の五万分乃一地形図がそのまま転載されて

いろ。

○〔共Ⅱ〕－〔１〕｜〔共Ⅱ〕-01-051では，統計資料をどの程度まで読みこなせるか否かをた

めすために，日本の貿易の年次別・輸出入別品目類構成，および日本の貿易の年次別・地域別動向が

第１表・第２表として掲載されていろ。

○〔共Ⅱ〕－〔２〕｜〔共Ⅱ〕-06-101では，偏在性の強い鉱産資源の卓越した開発地域をおお

まかに把握するために，この開発地域を領有している国の首都の位置が緯経度を用いて文章中に明記

されていろ。

○〔Ａｍ－〔１〕｛〔ＡⅢ〕－o1-o5｝では，地理学習に必要な基本的な性格を有する諸事項の

確認をみるために，確認を望む箇所は文章中で空白となっていろ。

○〔ＡⅢ〕－〔２〕｜〔Am-o6-101では，主題的な探究心による問題解決の対応姿勢をみろ
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ために，解題に際しては，数値的理解だけでなくその理解を具体的な事項におきかえて，あわせて質

的な理解も深めさせろ。

○〔ＡⅣ〕では，類型化された世界の農牧業地域の理解度の精繊さを求めているために，世界の

牧羊地域についての要約文の主要な箇所の内容吟味を行なっていろ。

○〔ＡＶ〕では，科学技術の急速な発展に伴う環境改変の実態についての理解度を求めているた

め，公害・災害に中心をおいていろ。

○〔ＢⅢ〕では，地域的個性の中に包含されている個性の複合状態化を把握するために，わざわ

ざ誤文を挿入し，これを検索させる。

○〔ＢⅣ〕では，列挙された地誌的諸事項を類別することを求めているために，掲載されている

国家領域の形状，首都の位置，さらに内陸性，島しよう性をあらわした国境線などのある略図はその

ヒントとなっていろ。

○〔ＢＶ〕－〔１〕｜〔ＢＶ〕－０１－０５｝では，多様な地域的個性を有する南アジアを図示された

位置から，より具体的なものとして把握させる。

○〔ＢＶ〕－〔２〕｜〔ＢＶ〕-06～101では，設定された地域の地誌的諸事項の理解を深めるた

めに，その地域の境域ならびに環境などを素描させる。

３出題意図と解答結果

○〔共Ｉ〕…中間の性格からして,〔ｌ〕・〔２〕と〔３〕～〔５〕とに大別されろ。前者は等高線

をていねいに読みとれれば必然的に正解にたどりつくが，後者は図式規程についての知識を必要とし

ており，この点で前者よりやや難しいものとなっていろ。前者と後者との正解率の差はここにあると

いえるが，後者の〔３〕・〔４〕と〔５〕との間の正解率の差は何によるものか不明。おそらく読図指

導の不徹底さによるものと思われろ。

○〔共、－〔１〕｜〔共Ⅱ〕－o1-o5｝…いずれも統計表をていねいに読めば解答が得られると

いいきってよいほど平易な問題であるが，若干の予備知識があるか否かで，０１－０３．０５と０４とに大別

される。とくに，前者の正解は統計表中にあり，正解率の大差はおそらく統計表を読みとる能力の著

しい欠如によるものと考えられろ。また０４は，ヨーロッパにおけるＥＣ秩序の拾頭とその勢力確立を

背景にした問題だけに，地理学習の一つの主柱である主題的な探究に対する的確なろ指導が望まれろ。

○〔共Ⅱ〕－〔２〕｜〔共ｍ－ｏ６－１０１…開発途上国の国民経済の基盤はかなりの類似性ぞ有し

ているだけに，緯経度による首都の位置表示が大きなヒントになっている。正解率は緯経度による位
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地理事項であるにもかかわらず，その平均正解率（55％）が予想外に悪いのは地理学習における個別

性偏重の幣害であるように思われろ。

○〔ＡⅢ〕－〔2〕|〔ＡⅢ〕-06～101…小間の性格からして，０６．０７，０８，０９．１０の三つに大別さ

れろ。０６．０７は地理学習の基礎事項であり，０８は数値的理解の比較結果，そして０９．１０はその比較結

果を具体的な事項におきかえたものである。正解率からみても０９．１０のおきかえに伴う理解の貧弱さ

がめだつ。

○〔ＡⅣ〕…特定の農牧業地域の世界における展開状況を概述した問題であっただけに中間の１０

題の平均正解率は64％とかなり高いものとなっていろ。また正解率の最高と最低の較差も約40で，中

間個々の正解率のばらつき度合も望ましいものとなっていろ。

○〔ＡＶ〕…環境保全についての関心が極めて高揚している時期でもあるので，その平均正解率

は約73％と高率を呈していろ。しかし，その較差は50に近い値を示していることからも窺えるように

中間個々の出来，不出来の差がめだつ。これは,〔1〕－〔4〕が国内の災害・公害に焦点を合わせている

のに対し，〔5〕だけが災害防止の万策の具体例から逆にその目的を問うていろという設問形式の違い

によるものと思われろ。

○〔ＢⅢ〕…地域的個性の複合状態的理解の貧困さが極めてめだつだけでなく，地理学習におけ

る地域単位の取扱いのかたよりが実在しているように思われるふしがある。すなわち〔3〕のカナダに関

する理解度が正解率約79％で示されるのに対し，〔1〕のエジプト，〔2〕のブラジル，〔4〕のタイ，〔5〕

のスウェーデンなどに関する理解が最高で正解率30％となっているのが，その根拠である。

○〔ＢⅣ〕…列挙された地誌的諸事項がすでに第１次的な類別を終えているうえ，ヒントとなる

略図があるため，地理学習の基礎をへたものであれば，正解を導びきだすことは容易であろう。平均

正解率の約63％は問題の平易さに比すればやや低いが，その正解率のばらつきの度合は望ましいもの

であるといえよう。

○〔ＢＶ〕－〔1〕|〔ＢＶ〕-01-05｝…地理学習における地図帳利用が徹底したものとなってい

れば,〔ＢⅣ〕同様，地理学習の基礎をへたものであれば，正解を導びきだすことは容易であろう。平

均正解率の約58％は問題の平易さに比すればやや低い。地図上での位置確認をおこたらぬ地理学習が

望まれろ。

○〔ＢＶ〕－〔2〕|〔ＢＶ〕-06-101…設定された地域の境域，環境などの素描の意義がなんで

あるか，それをこの問題は自問せねばならないように思われる。地理学習でアラスカを取扱うばあい

何が教授されるべきかが問題である。いままでにあまり取扱われていないという新鮮味だけでは，意
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表をつかれた感をまねがれないのではなかろうか，06の正解率約61％に比して07～10のものがあまり

にも低いのは地理学習における地域単位の取扱いのかたよりも含めた意味での上述の問題点をあらわ

しているように思われろ。

４出題範囲についての注意点

〔共Ｉ〕・〔共Ⅱ〕，〔Ａｍ－〔ＡＶ〕，〔ＢⅢ〕－〔ＢＶ〕の８問は，いずれも教科書の中にその出

拠をおいていろといえろ。この点を文部省（1972）による「高等学校学習指導要領解説（社会編)｣の

中で位置づけてみろと下記のようになる。

〔共Ｉ〕…「生活と地理」の「地図とその利用」

〔共Ⅱ〕－〔1〕|〔共Ⅱ〕-01～051…「国家と世界」の「世界と日本」

〔共Ⅱ〕－〔2〕|〔共Ⅱ〕-06～10｝…「資源と産業」の「鉱工業」

〔Ａｍ－〔1〕|〔ＡⅢ〕－Cl～051…「生活と地理」の「地図とその利用」

「居住と環境」の「人間と自然環境」

「資源と産業」の「鉱工業」

「国家と世界」の「国土の開発と保全」

〔ＡⅢ〕－〔2〕|〔Ａｍ－ｏ６－１０１…「居住と環境」の「世界の人口」

〔ＡⅣ〕…「資源と産業」の「農牧・林・水産業」

〔ＡＶ〕…「国家と世界」の「国土の開発と保全」

〔ＢⅢ〕…「世界の諸地域」の「自然環境の特色｣・「住民と人口」・「産業・経済の現状と動向」

〔ＢⅣ〕…「世界の諸地域」の「位置・領域と歴史的背景｣・「自然環境の特色」

〔ＢＶ〕一〔1〕|〔ＢＶ〕-01-05｝…「世界の諸地域」の「南アジア」

〔ＢＶ〕－〔2〕I〔ＢＶ〕-06-101…「世界の諸地域」の「北極圏（アラスカ)」

このような配慮のもとに地名術語などは教科轡・地図帳に掲載されているものだけを採用した。

５本年度の問題についての反響意見

受験生に対するアンケート調査集計によれば，地理Ａ・Ｂとも「問題の文章が難しい」部類の科目

に入っているようであるが，これはおそらく〔ＡＶ〕の説明文のことではないかと推察されろ。一般

的には，高等学校で正常な教育を受けている者にとっては，総体的に妥当な問題であったとの反響を

得ていろ。
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６その他

大間数ともに５題であったが，採点単位となった小間数は異なっていた。すなわち，地理Ａは40問，

地理Ｂは35問で，それぞれ100点満点となっていた。共通問題（２題・１５問.４０点)分を除けば，地理

Ａでは３題・２５問.６０点，地理Ｂでは３題・２０問．６０点となっていろ。このため，地理Ａと地理Ｂと

の間に難易的な差異があってはならないという出題者の意図が水泡にきした結果となった。地理Ａ(５８

点）と地理Ｂ（48点）との平均点における10点の差は，この採点単位となった小間数の差に主として

よるものと考えられろ。



-150-

9．基礎理科研究専門委員会報告

本委員会は，科目別研究専門委員会委員長連絡会議・実施方法等調査専門委員会小委員会合同会議

（昭和51年４月30日）の決定に従い，昨年度とほぼ同じ委員欄成（コンピューター委員は交代）で発

足し，昨年度の実地研究試験問題の検討結果をふまえて，本年度の実地研究試験問題を作成し，科目

間調整のための理科・数学科目ｊＭｌ研究専門委員会委員長連絡会議（昭和51年６月30日）における理科

５科目の出題に関する共通理解に基づいて問題の選定と改作を行い，問題の最終原稿を完成するとと

もに，解答用紙および採点基準書を作成し，かつ解答結果の分析調査等の作業を行った。

Ｉ問題の出題意図

１出題の基本方針

上記の理科・数学科目別研究専門委員会委員長連絡会議における理科５科目の出題に関する共通理

解に従い，次のような基本方針のもとに試験問題の作成を行った。

（１）共通第一次試験の目的は高等学校における学習達成度を評価することにあるもので，このため

「高等学校学習指導要領」中，理科の目標に準拠し，かつ基礎理科の目標・内容面の特質に即した問

題内容とする。また，必要に応じて中学校の教科内容を加味する。

（２）(1)の基本線を堅持し，共通第一次試験が高校教育の正常化に資し，かつ第二次試験の参考資料

となりうるよう，とくに配慮する。

（３）出題範囲は「指導要領」中の基礎理科の内容全般とし,｢指道要領」の内容配分に応じ,かつ(1)

に準拠した問題橘成とする。

（４）問題の素材は，基礎理科の特質に即応し，かつ特定の教科書に偏しない自然事象または実験室

事象とし，教科書にある基礎事項・基本法則または普段の学習で解答できるような設問内容とする。

（５）出題形式については，コンピューターの性能を最大限に活用し，客観テストの弊害を可能な限

り除去できるよう，選択肢については内容を吟味し，また数を増加するほか，とくに記述式テストに

近い数値や学術用語の表示，現象の発生順に醗U等の設問を導入し，出題形式面で多様化を試みるよ

う努めろ。

（６）問題の難易度は出題内容のほか問題数と関連するが，出題内容についてはとくに(1)－(5)を重視

し，問題数については昨年度よりも減少する方向で出題し，試験実施日の時点で，全国平均得点率

60％を想定する。なお，この点に関しては，昨年度に行った福島県立Ｂ校（基礎理科非履修校）のテ



-151-

ストの結果を参考にする。

（７）問題の榊成は，大間９以下となるよう小間との間に中間を配し，また必要に応じて小間には枝
問を置き，小間数は30前後（昨年度は39）とする。

（８）採点基準については，小間間や枝間間または小間と枝間との間で問題内容に応じて配点の比重

をかえるほか，設問の内容や出題形式，評価規準に即応して，セットで採点，問題の相関をみて採点

等の様式を導入する。

２試験問題等

上記の出題方針に則し，大間６，中間13,小間3０（枝問を含めて57）の問題構成とし，設問の内容

に応じて解答用紙および採点基準書を作成した。

３各問題の出題意図

（１）問題Ｉ

太陽光のはたらきとエネルギーの変換に関する問題である。Ａは，地球全体のエネルギー収支につ

いて，実験データ（図）をあたえて，基礎学力ならびに科学的思考力，計算力，創造力等を評価する

「地学」と「物理」の融合問題である。Ｂは，光合成を素材とし，科学的思考力や計算力を評価する

「生物」と「物理」の融合問題である。Ｃは，エネルギーの変換を対象とし，科学的思考力や計算力

を評価する「物珊,｢化学｣,｢生物｣,｢地学」の融合設問である。数傾表示３問を配した。

（２）問題Ⅱ

物質の構造と反応に関する基本的な問題である。Ａは，ダイヤモンドと黒鉛を素材とし，物質の構

造についての知識の正確さを学術用語の表示で評価し，また両者の相互変換の実験を通して科学的思

考力を評価する。Ｂは，水素とヨウ素からヨウ化水素が生成する化学反応について，図をあたえて,

知識の広さと科学的思考力を評価する。l小間は枝問について相関採点とした。

（３）問題、

万有引力と惑星の運動に関する問題である。Ａは，物体の落下現象について，科学的思考力と計算

力とを評価する。Ｂは，太陽系惑星の公転について，基礎事項・基本法則の理解力や応用力および計

算力を評価する「地学」と「物珊の融合問題である｡数値表示２問，順序に酉[FU1問を配した。

（４）問題Ⅳ

地球の進化に関する問題である。Ａは，地球上の地質現象について，知識の深さと正確さを総合的

に評価する。Ｂは，地球の歴史について，文章と実験データ（図）をあたえて，科学的思考力を評価

する「地学」と「物理」の融合問題であり，５問は学術用語表示の設問とした．
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（５）問題Ｖ

生物の生活活動に関する問題である。Ａは，細胞膜のはたらきについて，知識の深さと科学的思考

力とを評IilIiし，Ｂは，ヘモグロビンと酸素等の結合様式について，実験データ（図）と文章とをあた

えて，科学的思考力や実験方法の体得度等を評価する。

（６）問題Ⅵ

生命の起原と生物進化に関する問題である。Ａは，生物体の重要な構成物質について，知識の深さ

と理解力とを評価する「生物｣,｢物理｣,｢化学」の融合問題である。Ｂは，生物進化について，有性生

殖（性現象）の意義に対する理解力を評価する。

（７）総合

自然事象または実験室事象を素材とし，基礎的事項や基本的法則に関する知識の深さと正確さを評

価するとともに，それらを用いて事象をどのように解析または総合し，かつ他の事象に応用できるか

等の科学的思考力や科学的方法の理解力・実践力の評価を主眼とし，とくに基礎理科の特質である自

然の総合的理解を評価することを，高校における学習達成度評価の第１要件とする。

４出題形式についての今回の試み

「学習指導要領」に準拠し，かつ公正に受験者の学習達成度が評価できるよう，昨年度同様に次の

諸点に配慮した。

（１）選択肢をあたえた設問は，小間数30中22で73.3％（昨年度は66.7％）で，選択肢の数は２－１３

であるが，選択肢の少ない設問については，内容面で工夫をこらすほか，正（○),誤（×）以外に判

定不能（△）の選択肢を置く等の措置を講じた。

（２）現行入試で重視している選択肢のない計算，グラフ表示，記述式等の設問類似の問題は,小間

数で８の26.7％(昨年度は33.7％）で，そのうち数値表示が５，学術用語表示が２，順序に配列が１で

ある。

Ⅱ出題意図と解答結果

全国受験者90名（昨年度30名）の成績（表および図参照）をみろと，得点率（％；100点満点換算

値）は，平均34.42（昨年度22.8）で想定60を大きく下まわり，最高6５（昨年度33)，最低15(昨年度14)，

標準偏差1１（昨年度1o）で，度数分布図は低得点部寄りに頂点をもつ非対象型分布を示す。また，極

度の高位得点者や低位得点者はいない。昨年度に比し，平均および最高が著しく上昇したが，これは

受験者数や対象校の増加と問題数の削減に起因するものであろう。大間別の平均得点率は27.5-50.2
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（昨年度0.0-61.4),小問別のそれは2.2-82.2（昨年度0.0-83.3),小間別の最高は１小間を除き100

（昨年度100は79.5％）の結果は，上記の推測を裏づけるとともに設問内容の妥当性を示すものであ

る。出題形式の面では，選択肢の種類や数と得点率との間には相関はないが，数値表示，学術用語表

示，順序に酉[FUの設問は昨年同様に得点率は低い。また，相関採点も得点率は低い。設問内容の面で

は，巌密な科学的思考力を評価する設問はその得点率が著しく低い。なお，融合問題と単一領域の問

題との得点率の間には明瞭な差はみられないが，これは高校理科教育における基礎理科学習の定着を

示すものとみることができるかも知れない。

表全国受験者（90名）の設問別成績

注得点率は各設問の配点に対する得点の百分率（％）を示す。

問題

得点率（％）

偏差 平均 最高 最低

問題

得点率（％）

偏差 平均 最高 最低

Ｉ

(1) (a)・(b）

(2)

(3)

(4) (a)・(b）

(5)

(6) (a)～(e）

(7) (a)・(b）

小計

48`８

４７ ８

２５ ８

３６ ２

４４ ２

1７ ９

３０ ６

20.9

42.2

3５ ４

5０ ０

1５ ４

2６ ６

8２ ２

2９ ４

43.5

100

１００

100

100

100

100

100

9８

0

0

０

0

０

2０

０

４

Ⅲ

Ⅳ

(7)

小計

(1) (a)～(e）

(2) (a)－(e）

(3) (a）

(3) ｂ）

小計

35.0

1７．３

20.8

21.0

３１．０

48.7

15.9

1４．４

18.9

４４．０

2０．８

1１．０

38.7

33.6

100

85.7

100

8０

100

100

7０

０

０

0

0

０

0

0

Ⅱ

Ⅲ

(1)

(2) (a)・(b）

(3)

(4) (a)・(b）

(5) (a）

(5) (b）

(6) (a)．ｂ）

小計

(1) (a）

(1) (b）

(2) (c）

(2) (d）

(2) (e）

(3) (f)．(9)

(4)

(5)

(6)

44.2

3２ ５

4６ ２

1７ ８

4８ ８

4５ ８

2６ ６

18.4

45.0

４２ ７

４５ ０

４３ ５

3８ ０

3７ ０

4５ ８

1４ ６

3７ ２

26.6 1００

2１ ６ 1００

6８ ４ １００

３ ２ 100

4０ ０ 100

3０ ０ 100

７ ６ 100

27.5 7５

28.5 100

2４ ３ 100

2８ ５ 100

2５ ５ 100

1７ ７ 100

1６ ７ 100

3０ 0 100

２ ２ 1００

1６ 6１１００

0

0

0

0

０

０

０

０

0

０

０

０

0

０

0

０

0

Ｖ

(1)

(2) ①～⑤
(3) アーオ

小計

Ⅵ

(1)

(2)

(3)

(4)

小計

合計

〔参考〕

f蔓羨に…）

４９．４

24.9

23.8

1８．５

47.0

40.0

48.8

43.6

22.0

1０．８

1７．０

43.2

56.8

46.8

50.2

33.2

20.0

40.0

32.6

3１．５

34.4

47.9

1００

1００

100

9２

100

100

100

1００

100

64.5

1００

０

0

0

０

０

０

0

０

0

1５

5.5
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表全国受験者（90名）の得点（'00点満点換算値）度数分布図

サイコウダイ１チュウオウタイ３サイテイヘイキン

６５４０３２２８１５３４．４２
テンスウヒリツ’２３４５

１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０

９６－１００

９１－９５

８６－９０

８１－８５

７６－８０

７１－７５

６６－７０

６１－６５＊＊

５６－６０＊＊＊

５１－５５＊＊＊＊＊＊＊

４６－５０＊＊＊

４１－４５＊＊＊＊＊＊

３６－４０＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

３１－３５＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

２６－３０＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

２１－２５＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

１６－２０＊＊＊＊＊

１１－１５＊

６－】0

0-５

ジュケンシャスウ

９０

ニンズウヒリツ

２
３
７
３
６
４
６
０
３
－
①
１

１
１
２
１

２．２２

３３３

７．７８

３．３３

６．６７

１５．５６

１７．７８

２２．２２

１４．４４

５．５６

１１１

Ⅲ出題範囲についての注意点

１教科目内容の全般にわたる出題措置は,｢学習指導要領」の教育目標を正しく生かす意味で高校

理科教育の正常化に連がるし，また受験生の学習達成度を公正に評価するためにも好ましいものと考

えろ。

２問題の素材として特定の教科書に偏しないものを選ぶ措置も，１と同じ趣旨で好ましいものと

考えろ。

３出題上必要に応じて中学校の教科内容を加味することは，現行の積み重ね学習体系を尊重する

上にも必要な措置と考える。

Ⅳ本年度の問題についての反響意見

１－部大学教官

昨年同様に基礎理科の特質に即した出題内容を高く評価したい。また，理科の他の４科目の問題よ

りも難度が高いし，よく工夫されていろ。

２－部高校教諭

基礎理科の目標と内容を尊重した出題方針に替成である。問題を通して基礎理科の教育指針を学ぶ
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ことができろ。

３受験者（90名）

アンケート調査結果によると，問題の文章については普通が47.0％，難しいが45.0％，問題内容に

ついては難しいが63.3％，普通が31.6％，解答時間については普通が58.3％，短いと長いがそれぞれ

21.4%，20.4%，解答用砥についてはデザインが普通が60％，色が普通が54.0％であった。

Ｖその他一一今後の問題点

１「解答用紙の理科５科目間の様式統一化（試案)｣について

試案に示された経費面ならびに試験監督者の労働上の問題点の解消の趣旨，および統一化にともな

う出題方針の調整の可能性の点で統一化に替成であるが，後者についての理科５科目間の慎重な論議

が第１要件となろう。従って，本委員会で重視している出題形式の多様化は教科目標に即した学習達

成度の評価を意図したものであるだけに，それを生かす配慮をとくに要請したい。

２試験時間の短縮について

この問題は，出題方針や問題の内容と深くかかわるもので，高校理科教育の目標に即した学習達成

度の評価を主眼とするならば，極度の時間短縮は問題を残すことになろう。１教科当り90～100分が

短縮の限度と考えられろ。なお，この問題は第二次試験の科目数や日数とも関連するもので，第二次

試験に対する各大学の対応のしかたと平行して考慮されるべきものである。

３平均点等の調整について

この問題を考えるばあいの先行要件は，１でふれた理科５科目間の出題方針の統一化である。これ

が果され，かつそれに基づく試験問題による成績評価であれば，平均点の調整措置は必要ではない。

問題の難易度の調整は出題方針の統一化においてのみ可能である。

従って，結果である平均点は第二義的なものであろう。

４その他理科５科目間の調整事項について

（１）問題の番号や配列記号の統一化の措置は，５教科全体に必要であろう。

（２）物理量や物理量の大きさをあらわす記号や活字の統一化ならびに各種単位記号と活字の統一

化の措置は理科５科目に必須のものと考えろ。

５その他本委員会の要望事項について

（１）理科５科目間の上記事項等に関する調整をより活発に行うことを重ねて要望したい。

（２）基礎理科の選択を履修者のみに限定せず，非履修者にも開放すべきであると考えろ。
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（３）委員会構成メンバーの年度更新による大量交代は，出題方針の理解等の面で大きな混乱を招

くおそれがある。本番実施まで'慎重な配慮を要請したい。

（４）科目別委員は試験実施日に各大学実施本部詰めとする措置が望ましいと考えろ。

６第二次試験の在り方について

共通第一次試験および各大学独自の第二次試験は，その目的は異なるが，対象である受験者は同

一である。受験者は「学習指導要領」に則して教育されていろとする観点から，両者の試験問題の

出題基準はいずれも「学習指導要領」に準拠すべきであること，受験者の学習内容に即応して決定

されるべきものであろう。その上に立って，各試験の目的にかなった出題措置が講じられるべきも

のと考えろ。
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'0．物理研究専門委員会報告

出題の意図

高校で履修した物理Ｉについて受験生の到達度を評価するのが目的であるから，基本的な概念や法

則を正しく理解しているかどうかを全般にわたって広く問うことにした。すなわち，物理Ｉ全体を

１運動と力

２力学的エネルギー・熱と仕事

３振動・波動・音

４電界・電子と原子・放射線

の４分野に分け，各分野から－題ずつ計４問題を選んだ。解答時間が60分であることを考えろと，従

来のように三題程度が適当と思われるが，今回は前述の趣旨に沿って出題数を増やすことにした。そ

の代り各問題の難易度を勘案して，所定の時間内に解答できるように配慮した。このため特に第Ⅱ問

熱と仕事ではすべての教科書に取り上げられている基本的項目をそのまま問うという極めて易しい内

容にした。同時にこのような問題に対する正答率が何パーセントになるか，調査しておくことも必要

であると考えたのである。

２出題形式について

従来行なわれてきた－つの主要項目をいろいろな面から，小間に細分して試問するという方法で，

記述式とほとんど変らない成績評価が可能であると考えられろ。したがって，今回も基本的には同じ

方法がとられたが，第Ⅳ問では解答を出す途中の考察段階を調べろという新しい試みがなされ，その

ため二つの箇所をマークする解答欄が設けられた。

３出題の意図と解答結果

まず全体として平均が60点となるよう問題の内容を選んだのであるが，実施の結果は56.02である

から，大体予想通りの結果であったと言って差し支えない。また評点の分布は正規分布とは大分違っ

ており，偏差が大きく中央がなだらかな形となった。一次テストの性格から考えて，評点は零点から

満点まで各段階にわたって広く分布することが好ましいと判断されるが，今回の結果はこの点から見

ても満足すべきものと思われろ。
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次に各問題の解答率をみろと，二三の問題を除けば，正解の比率が極めて大きく，その他すべての

選択肢があまり大きな差のない比率で選ばれている。結局選ばれなかった選択肢は皆無であった。な

お有意の誤答と考えられる特に選択比率の大きな選択肢が幾つかあったが，これらはすべて公式や法

則の内容を正確に理解していないための誤答であった。例えば問Ｉ(4)では高さｈで水平速度〃｡を持っ

た小球が地面に達したときの速度を求めているが，これに対し,似｡＝Ｏの垂直落下のときの速度ｿﾞ百百Ｆ

を選んだ者が非常に多い。また同じく(5)ではこの小球が地面ではねかえるとき受ける力積量を尋ねた

が，このときは垂直方向の運動量の変化を考えなければならないのに２ｍ/-回~百日〒5了とした者が多い。

さらに問ＭA)で直列接続のコンデンサーについて，それぞれのコンデンサーにかかる電圧を問うだが，

電圧が容量に比例しているように理解している者が多かった。選択肢を作るときにはこのような結果

を全く予想していなかったが，実施の経験を積み重ねろと，事前に選択比率の予想がある程度可能に

なるものと思われろ。

なお第Ⅱ問の正答率は予想していたほど高くなかった。また第Ⅳ問最後の極めて簡単な数値計算の

できが意外に悪い。多分代数式の計算の途中で数値を入れたため，その後の処理が混乱したためと思

われろ。

４出題範囲について

一次テストの趣意から，出題は一応物理Ｉの範囲で，すべての高校生が履習している内容に限定す

るよう心掛けた。しかしこの条件を巌格に守ることは実際にはなかなか難しい問題である。第一の問

題点は物理ＩとHとの区分けが分野別でなく，多分に人為的になされているため，内容に変化を持た

せようとすると，Ⅱの範囲に入る恐れがあることである。第二は物理Ｉの内容と言っても〆教科書によっ

て記述内容が相当違っていろ。したがって，これらの共通内容だけを出題範囲にすると問題がすぐ種

ぎれになることである。第Ⅱ問はこの方針に従って作成したもので，熱と仕事の分野ではこの種の問

題以外のものは，ほとんど作れないことが判明した。しかし一方，物理的思考力をためすためには試

問の形に多様性を持たす必要があるので，出題範囲について，次のことを提言しておく。

１出題の範囲は上述のように論理的に縮小させるべきものではなく，いくつかの教科書で記載の

ない事項でも，それが基本的項目であったり，あるいは学習の結果，当然到達しなければならない内

容であるならば出題の範囲に含めてもよい。例えば第Ⅳ問Ｂは，その内容がどの教科書でも直接説明

されていないが，学習の発展的内容と考えられる問題である。現に正答率は高く８割から低くとも５

割に達していろ。
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２物理Ｉの内容として取り上げられていないが，既に中学課程で履修している知識も含めて試問

する問題を作ることも考えられろ。そうすると，抵抗とコンデンサーを組み合わせた回路の問題が出

せることになるが，物理Ⅱとの関係があるので，なお検討の必要がある。

５本年度の問題についての反響意見

一部の高校の物理担当者の意見を聞いただけであるが，それによると，第Ⅳ問は物理Ｉの範囲を超

えているのではないかという見解であった。

もしこのテストを制度化して長期にわたって継続し，しかも所期の目的を達成しようとするならば，

教育現場からの意見を汲みあげる適当な方法を考える必要がある。

６その他

試験時間は現行の60分が科目の性質から考えて適当な長さであると考えられろ。また受験生のアン

ケートからみても，長すぎて負担になっていろとは思われない。しかし，時間の短縮が実施面からど

うしても必要なものなら，それを受け入れてもよいという意見もある。
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11．化学研究専門委員会報告

まえがき

今年度は全面的に委員が交替し，新しい10名のメンバー（ただし内２名は，研究の継続性の必要か

ら留任をお願いした）で，前年度までの委員会の調査研究作業を引き継いだ。

まず，従来の研究成果を検討し，また昨年度の問題についての各大学のアンケートや受験生の成績

結果などを参考にし，数回の委員会の審議を経て問題作成作業を終了した。以下，問題作成とその結

果について報告し，今後の問題点を考察するための資料としたい。

２各問題の出題意図

現行の学習指導要領化学Ｉは物理化学偏重であるという考え方が，大学の先生方にも高校の先生方

にもある。以前の指導要領化学Ａ・Ｂと比較する場合，そのような考え方も，あるいは否定できない

かもしれないが，高等学校の化学の内容を，物理化学・無機化学・有機化学･･･…などの立場で考える

ことが，そもそも間違っているのである。現行指導要領の目標は，そのような分類から脱却して，探

究の過程を通して統合的に物質や現象を取り上げようとしているのであり，物質軽視とか，実験軽視

とかいう見方は当っていない。化学教育の現場におけるこのような理解を育成するためにも，現行指

導要領の目標にそった問題を作成することに努力した。昨年度の報告書に,｢化学では実験を経験する

ことが非常に大切であるという観点を強調した出題を試みた」と記されているが，本年度もそのよう

な方針は変えなかった。しかし，たとえば物質の性質を生徒が実験を通して体験した（経験による）

知識なのか，単なる暗記による知識なのかを識別するような出題は，極めて難かしい。

Ｉ間lこの問題も，いろいろな物質を取り扱ったことのある生徒なら，極めてやさしいはずであ

る。あるいは，物質が保存されている状態を観察するだけでもよい。ペーパースタディーに終始する

ような化学の学習を排除しようというのが，この問題の出題意図である。

問２硫酸銅五水和物を加熱すると簡単に白色の無水硫酸銅になるように生徒は考えているかも

しれないが，いいかげんに加熱すると白色にはならないで，黒ずんでくる。これは，－度でも実験し

たことのある生徒なら，必ず経験することであり，そこで,｢なぜだろう」という疑問を提出して考察

していくのが，探究の過程である。

教科書には，そこまで書いてないものが多いからといって，この出題は範囲を逸脱していろと判断
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するのは，指導要領の目標を理解していないからであろう。

問３実験と，その結果についての考察を正しく関連させて理解しているかを試す問題。

問４記述の正誤を判断させることは，判断の理由まで考えることを要求していろ。すなわち，

理由なしに判断を下すことはできないので，単なる知識の有無を間うているのではないことになる。

化学的な事物・現象に関する基本的な概念や原理・法則を正しく理解しているかどうか，それを活用

して考察する能力があるかどうかを試すことを意図した。

問５酸化還元についての理解度，考察能力を試す。

問６ボイル・シャルルの法則と分圧の取り扱い方を，実験操作と関連させて考えさせろ。指導

要領には,｢実験の計画，データの解釈，操作的定義などの科学の方法を習得させるようにする」とい

う記述がある。単なるペーパースタディーではなく，実際に実験を行なう場合には，どうしてもこの

種のことを考察しなければならないことがある。化学に，受身の学習から能動の学習への転換を計る

という化学教育的ねらいがある。

問７電池のしくみについての理解度，考察能力を試す。

問８問６について述べたように，指導要領で取り上げていろ「データの解釈」の能力を試す問

題。教育の現場では，しばしば手取り早いという能率主義から，はじめに原理・法則を説明して，そ

れによって現象を理解させるという指導方法がよくとられるが，このような演鐸的方法は探究の過

程とは逆方向であり，創造的な能力を育てることにはならない。この問題は高校における正しい化学

教育を育成することも意図していろ。

問９指導要領に,｢観察や実験を行ない，推論，仮説の設定，モデルの形成，検証などにより，

科学の方法を習得させる」というような意味の記述がある。この問題では，実在気体の物性について

の推論，仮説の設定，モデルの形成などの例を挙げ，それぞれについての正誤を判断する能力を試し

ている。

Ⅱ問１データの活用能力を試す。たとえば「化学便覧」などのデータブックには，生成熱のデー

タはあるが，燃焼熱のデータはない。基礎データからいろいろなデータが求められるわけであるが，

それには基礎データの意味を理解していることが前提となる。

問２昨年度の問題についての意見に，有機化合物をもっと取り入れるようにという声がかなり

多かったことを考慮し，有機化合物の物性について出題し，その反響を見ることを意図した。有機化

合物の構造と反応についての系統的な学習は化学Ｉの範囲を逸脱するので，取り上げる物質について

は，かなり慎重にしたつもりである。

●
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Ⅲ問１－３中和滴定という化学の基礎実験を，型にはまった計算問題の形式ではなく，食用酢の

中の酸の濃度を求めるという目的を設定して，実験の計画，操作的定義，データの処理などの能力を

試す問題。単なる知識を要求しているのではなく，生徒が実際に自分で実験を行なうときの操作や手

順に対する理解度を要求していろ。

３出題形式についての今回の試み

Ｉの問１－９は，化学Ｉの範囲内でなるべく広範囲に小間形式で出題し，６肢の中から１肢を選ば

せる単純選択形式をとった。ただし問４と問６は，４～７種の事項の正誤を２つずつ組み合わせた６

肢の中から，正・正の組み合せを選択させる複合選択形式をとった。これは正答の偶然性を小さくす

る目的であり，出題形式としては単純選択よりも優れていろと思われる。

Ⅱの問１は，答の数値をマークシート上に表示する形式で，正答の偶然性は全く排除できろ。

問２は小問(i)～(iii)のおのおのにつき，選択肢の中から２つずつを選ばせる形式を試みた。はじめは，

1つの正答につき２点ずつ，１つの誤答につき－１点ずつ（減点法）とし，おのおのの小間の最低点

をｏとする（マイナスにしない）方針を検討したが，コンピュータの採点指示カードが膨大になり，

ほとんど不可能なことが判明したので，減点法は断念した。

mは，１つのテーマを設定して，いろいろな角度から設問する形式をとった。

４出題意図と解答結果

昨年度の成績結果が，他の科目に比べて，比較的低かったことからシ問題がやや難かしかったので

はないかという反省のもとに，問題作成については，すなおな，やさしい問題を作成するように努力

した。そのため平均点は100点満点中45.5点（最高得点100点，最低得点０点）であり，昨年度に比べ

てかなり改善されたが，まだ比較的低い水準にある。なお，化学受験者数は7,461名で，全受験生の

約８割が化学を選択したことになる。

以下，各間について解答結果を検討してみよう。正答率は，全答案の中で正しく解答したものの百

分率を示し，カッコ内には，誤答の上位から２番目までを，誤答肢の記号とともに百分率で示した。

Ｉ各問正解７点ずつ

問１正解Ｄ正答率36.6％（Ｂ15.9％，Ｆ１4.7％),平均点2.55

正答率は50％を越えるであろうと予想していたが，意外に低い。化学ではもっと物質について知ら

なければならない。高校の化学教育が，指導要領の外面的部分に振り回わされて，本当の目標を理解

｡
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していないのではないだろうか。それにしても，金属ナトリウムを水の中に保存しなければならない

(F)と答えた者が14.7％もいたとは，どういうことであろうか。

問２正解Ａ正答率9.5％（Ｂ41.5％，Ｃ２７．１％),平均点0.66

このような低い正答率になろうとは，全く予想していなかった。この問題の出題意図についてはす

でに述べたが，高等学校の化学の授業では実験をほんの付け足し程度にしかやっていないのではない

かと疑っても見たくなる。

問３正解Ｃ正答率85.5％（Ｅ7.2％，Ｆ2.2％),平均率5.97

酸素の発生は中学校からやっているので，このような高い正答率になったのであろう。しかし,｢無

色・無臭で，空気の密度とあまり変わらない気体を発生するのはどれか」というような問い方をした

ら，正答率は案外低かったかもしれない。

問４正解Ｄ正答率21.3％（Ｅ40.5％，Ｃ11.8％),平均点1.48

この間題は,m-ivの記述の１つ１つの正誤が正しく判断できないと正解が得られないので，正答

の偶然性はかなり排除されるはずである。正答率が余り高くないのは，そのためであろう。ＥやＣを

選んだ者が多かったのは「(iv)純水のｐＨの値は一定で,温度が変わっても変化しない」を正しいと誤認

した者が多かったためと思われろ。

問５正解Ｅ正答率48.3％（Ｂ20.9％，Ｃ18.1％),平均点3.35

だいたい予想通りの結果であった。酸化還元の問題は，受験生にとって山なのであろう。ともかく，

このようなペーパースタディーはよくできろ。

問６正解Ｃ正答率44.4％（Ｄ17.4％，Ｅ13.9％),平均点3.10

正答率はもっと低くなるのではないかと心配したが，まずまずの出来であった。単純なボイル･シャ

ルルの計算問題にしたら，ずっと正答率は上がるであろう。なお，今年度の問題について，計算問題

が少なすぎろという不満が高校側の意見の中にあったことを付記しておこう。

問７正解Ｂ正答率59.1％（Ｅ14.1％，Ｄ9.2％),平均点4.08

-応妥当な結果と思われる。誤答Ｅは，選択肢Ｅの記述内容がやや難かしかったためであろうか。

問８正解Ｅ正答率35.2％に19.1％，Ｄ12.6％),平均点2.44

平衡移動の法則に関する典型的な問題で，もっと正答率が高くてもよいはずである。やはり高校で

は，データからある規則性ないし法則を帰納的に導き出すような考え方はやっていないのであろうか。

指導要領の目標を，もっと研究して努力して欲しいと思った。

問９正解Ｆ正答率58.5％（Ｃ13.7％，Ｅ11.3％）平均点4.05
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現行の新指導要領の内容に新しく入ってきた項目で，どの程度理解されているか興味があったが，

満足すべき正答率が得られた。

Ⅱ問１は正解７点，問２は正解10点（正答１つにつき２点ずつ),問１，２の合計平均点8.26

問１正解〔１〕〔９〕〔２〕正答率[１〕71.6％,〔９〕55,3％,〔２〕57.2％であるが，これは３つとも正

答のときのみ７点となる。平均点3.57

妥当な結果と思われろ。

問２（i）正解Ｂ正答率32.1％；、正答率62.4％（Ｃ14.1％，Ｅ13.9％),平均点1.58

（ｉＯ正解Ａ正答率65.8％（Ｆ43.4％，Ｅ27.4％),平均点0.60

（iii）正解Ｃ正答率49.8％；Ｇ正答率79.8％（Ａ7,2％，Ｆ6.5％）平均点2.50

だいたいよい成績であったが，溶解性というような実験に関連した物性の問題になると，正答率は

低くなる。

Ⅲ正解20点，平均点9.57点。問１はa-e各２点ずつ，正解合計10点，問２は正解３点，問３は正

解７点。

問１ａ正解③正答率73.7％（②7.3％，④6.3％);ｂ正解②正答率56.5％（③17.1％，①13.6

％);･正解⑭正答率47.9％（⑩34.0％，⑨9.2％)；ｄ正解⑨正答率52.2％（⑫20.8％,⑮9.2％)；

ｅ正解④正答率67.5％（⑤21.2％，⑥8.0％),a-eの合計平均点5.90

問２正解キ正答率50.1％（ウ16.5％，ク6.1％）平均点1.50

問３正解Ｆ正答率31.0％（、24.7％，Ｅ10.2％）平均点2.16

高校では代表的な実験である中和滴定に関した問題だけに，いずれの正答率も高い。この程度の出

題が，共通第一次試験としては標準的なもののように思えろ。

５出題範囲についての注意点

学習指導要領の目標にそって高校の化学教育が正常に行なわれるように，というのが出題に当たっ

ての基本的態度であり，できれば共通第一次試験を通して高校教育のあり方を正すというところまで

もっていきたいと願っていろ。また，今後もこの方針は変えないつもりである。

６本年度の問題についての反響意見

高校の教官21名について，（１）問題量，難易度，出題範囲など全般的な意見，（２）各問題について

の具体的な意見,(3)全国共通第一次試験についての意見や希望,の３項目について意見を求めた。(1)
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については，ほとんど大部分が適当と答えたが，化学量論の計算問題が少い（４名),有機化合物の反

応が少い（３名）などの意見もあった。(2)については，Ｉ問(112)が難かしいという意見がかなり多かっ

た。今後の問題作成上参考になった点も多かったが，高校の教官の中には，このような試験問題を化

学教育の一貫として把えないで，受験技術としてしか把えていない傾向が見られるのは遺憾である。

たとえば，Ｉ間１，問２やⅡ問２は，知識だけを要求しているので不適当な問題であるというような

意見があったが，出題者の意図と高校教官の受けとり方に大きな断絶があることを痛感し，いまさら

ながら驚かされると同時に失望を感ぜざろを得なかった。化学教育を放棄して,受験対策的なペーパー

スタディーに終始しているのは，ごく一部の教官であると信じたい。(3)については，さまざまな意見

や希望が寄せられたが，まだ共通第一次試験の目的や目標が正しく理解されていないことが痛感され

た。しかし，今後の問題点として十分検討に値する意見も多く，大いに参考になった。
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１２．生物研究専門委員会報告

本委員会は他の科目別研究専門委員会と同様，昨年までとは大幅に委員が替っだ。１０名の委員のう

ち昨年までの委員は２名のみで，委員長を含めたあとの８名は新たな委員であった。新委員の１人は

コンピューター委員も担当した。

Ｉ問題の出題意図など

問題の出題に当っては昨年までの基本方針をほぼ踏襲した。昨年度の｢生物」の平均得点が38.39点

（100点満点)であったことを参考に，今回は60点の平均得点を目標として出題した（結果は43.96点)。

出題内容は教科のある部分にかたよらないようにし，また少数の教科書にのみ扱われているようなこ

とも除くようにした。

１問題Ｉ

細胞の構造と機能に関する最も基礎的な事柄を正しく理解しているかどうかを問うたものである。

細胞構造を電顕レベルで捕えているか否か，特に機能面での細胞分化を構造分化と一体化した形で理

解しているかどうかを知ろうとした。

２問題Ⅱ

主として遺伝についての基本的な学習到達度を知ろうとしたものである。Ａは主に遺伝学の進歩に

貢献した歴史上の人物の名を、またＢ・Ｃは何れも遺伝の法則性の理解度を試したものである。

３問．題Ⅲ

生物体にみられる恒常性の維持に重要な役割を果しているホルモンと神経について問うたものであ

る。Ａはそれぞれのホルモンが具体的生物現象と如何に関係づけて理解しているかを知ろうとした。

すなわち関係するホルモンの名称とそれを生産する器官・組織とを有機的にとらえているか否かをみ

るため，組み合わせで正解でなければ誤り，という採点方法をとることとした。Ｂについては神経細

胞膜の電気的活動についての本質を正しく理解しているかどうかをたしかめようとした。理解があい

まいであれば直ちに成績に反映するように類似した記述の正誤を判定させる形式をとり，またアーク

については誤答に対して減点を行うことにした（合計点マイナスは０点)。

４問題Ⅳ

生命の連続性としての発生および生殖に関する問題である。Ａはどの教科書にもよく出ているウニ

の発生のしくみについて実験の意図と結果の理解をどの程度に正しくなし得るかを試そうとした。ま
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たそのために必要な発生現象の全般的理解の程度も知ることができるのではないかと期待した。Ｂも

教科書によく出ている種々の植物群の生活史と世代交代についてであり，有性世代・無性世代また単

相・複相の正しい理解を知ろうとした。

Ⅱ解答結果

上記のように本年度は平均得点60点を目標に出題したが，結果は43.96点で目標をかなり下回った。

｢生物」を選択した者の総数は4,277名で,理科の中での生物選択率は46.36％であり,昨年の約36％よ

りかなり多かった。各大問ごとの得点は下記の如くであった。

この表より明らかなようにＩの得点が高いのにくらべてⅢの得点がきわめて低い。これには種々の

理由があろうと思われるが，比較的単純な○×式の問題の成績がよく，正しい理解と思考力を要する

問題は反対に成績がよくない，ということも示しているのではないかと思われろ。

１問題Ｉ

上表のようにこの問題の得点は高かった。各構造体の名称は中学で履修済のものもあり，全般によ

くできていたが，わずかながら電顕的構造についての理解の低さが目についた（リポソーム，葉緑体，

ゴルジ体など)。また機能面の設問になると正解はかなり減り，特に酸素呼吸，光合成の働きそのもの

について理解不充分の者は得点できなかったことを示している。

２問題Ⅱ

Ａの人名を問う部分は下の語群中に人名が列記されているにもかかわらず，やや成績は悪かった。

またＢの比など数値を入れさせる部分はややよくできているが、しかしＦ２分離比はわかるのに（平均

得点率51.3％),Ｆ１配偶子の分離比はわからない者が多い（同36,0％）のは，依然として理解ぬきの暗

記型勉強が行われていることを示しているのではないかとも思われろ。

３問題Ⅲ

満 最高 平均 最低 偏差

Ｉ 2０ 2０ 1４．９２ ０ 3．９７

Ⅱ 2０ 2０ 9．６３ 0 5．２１

Ⅲ 3０ 3０ 6．１７ 0 5．２６

Ⅳ ３０ 2８ 1３．２３ ０ 4．０５

(全体） 1００ 9４ 43.96 ０ 1３．３２
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これはきわめて成績が悪かった。Ａについては設問アを除いて正解がいちじるしく少い゜これは上

記のように組合せで採点という方法によるものかと思われろ。また設問オを除いてホルモンの名称で

はなく生産する器官・組織についての誤りが多いこと，またアセチルコリン・アドレナリン対交感神

経・副交感神経の関係についての正しい理解が乏しいことが目についた。ホルモンについては教科書

によって多少その取扱いに差がみられるので，そのことも成績に影響しているかとも思われろ。Ｂに

ついては，神経活動の大きさについての「全か無かの法則」についてのカークの設問の成績がいちじ

るしく悪く，受験者の２/3近くがこの点の理解不足であることを示していろ。あらかじめこのことを

予想してほぼ同一内容のこれら３問を設け，もしある程度の理解があれば正解に気づくよう配慮した

が結果はよくなかった。これは高校での生物の教育の仕方にも関係のあることかもしれない。

４問題Ⅳ

Ａについてはこの実験の解釈の眼目ともいえる設問力に正解者が少いことに注目される。－万設問

ウ，エ，とくにクに正解者が多いのは通り一ぺんの正常発生については理解している者が多いことを

示しており，また設問オ，キのようにオルガネラのレベルでの考察を要求されろと解答が分散する結

果となっていろ｡Ｂについては設問f,ｇの成績が悪いのではないかと予想していたがその通りの結果で

あった。植物の生殖と生活史についての各教科書の取扱いにはかなりの差があるが,Ｂ全体として思っ

たより成績が悪くなかったのは，この種のことは受験参考書などでよくとりあげられているためと，

設問が単純であったためではないかと思われろ。

Ⅲ出題範囲について

今回の出題に当っては性物Ｉ」の教科内容にまんべんなくわたるよう配慮された。しかし試験で

ある以上結果的に多少のかたよりができても致し方ないものと思われろ。また十数種の現行教科書を

参考にし，選択肢の語群なども大多数の教科書にのっているもののみを用いるようにした。

Ⅳ本年度の問題に対する反響意見

これについては当委員会として特に組織的な調査は行っていない。ただ試験直後に受験生を対象に

行ったアンケート調査の結果によれば，問題の文章については易しい20.6％，普通71.2％，難しい8.1

％，問題そのものについては易しい21.0％，普通59.4％，難しい19.6％,解答時間については長い34.2

％，普通62.1％，短い3.7％,また解答用紙についてはデザインが良い31.5％，普通59.8％，悪い8.6

％，色は良い38.3％、普通54.6％，見にくい7.1％であった。この結果からすれば，これらの諸点につ
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いてはおおむね適当ではなかったかと思われろ。

次に個々の委員が耳にし，また委員の目にふれたもののいくつかのうちの一部を挙げろと次の通り

である。

○問題ⅣＢの選択肢にある「栄養体」という語は教科書には余りみられず，適当ではないのでは

ないか｡(高校一教官）

○前年度とくらべろと素直な問題であり，出題技術にこりすぎたという感は少い｡(大学一教官）

○本年度の解答法は平易で単純なものが多い。昨年にくらべ小間の数が多いが，全般に素直なふ

つうの問題ばかりである。一般に基礎的事項についての知識を試そうという傾向が強かったといえろ。

そのため全般的にやや新鮮味が足りない。ⅢＢについては、このようなことを高校でどこまで深く学

習しているか疑問である｡(螢雪時代増刊所載昭和51年12月７日発行）

○前年度と比較すると基礎的・標準的で，高校レベルからみても妥当な出題である。科学的思考

力をみる問題も含まれているが，主に基礎的概念の知識理解に重点がおかれていろ。共通第一次テス

トとしてはおおむね妥当である,(週刊朝日昭和51年10月22日号所載)。

○全体的に基本的な知識と応用力をためすもので全分野にわたる標準的な問題である。ⅢＡはホ

ルモンの名称と作用を正確に推論しなければならない良問である。ⅣＡは教科書によっては必ずしも

詳しく扱われておらず，その点出題のしかたにやや妥当性を欠く。

（別冊高校コース所載昭和51年12月10日発行）

Ｖその他

○本年度はほとんどの委員が新任であり，委員長も交代したため，不馴れのための混乱が多少み

られた。本番移行を前にして委員の交代については'慎重な配慮が望ましい。また限られた予算のため，

委員一同が直接会合する機会がきわめて少〈，この点遺憾であった。委員が－地区にかたよることの

是非と共に十分考慮を要することと思われろ。

○問Ｉの細胞模式図の印刷仕上りが余り鮮明でなかった（特に中央の核の部分)｡校正刷の時は良

かったのだが高速印刷機を用いて良質紙に印刷したためこのようになったという。今後原図作画の際

には注意が必要かと思われろ。

○理科５科目間の平均点を近づけることは望ましいことではあろうが，余り極端な差でなければ

多少の不平均は致し方ないことではなかろうか。
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13．地学研究専門委員会報告

各問題の出題意図

全般的配慮として，岩石・鉱物，地史・地質，地物・気象，天文からなるべく万遍なく出題するよ

うに努めた。また，問題Ｉ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳの総てを通じ，基礎的原理・概念に関する理解度，推理能力，

思考能力を問うことに重点を置いた。

問題Ｉについては，火成岩，堆積岩，変成岩に関して，それらの基本的な性質を知っているかどう

か，それらの岩石はどのようにしてできたかの理解度をテストし，かつ切教科書で説明されている事

がらについて，実物の鉱物・岩石標本を観察しながら，正しい理解を進めているかどうかを併せて問

うた。

問題Ⅱについては，地層の堆積，侵蝕，地殻の変動，火成岩の貫入，変成作用などに関しての最も

基本的な理解の程度，および野外で見られる層序関係から，地層の新旧，地質現象，前後関係を判断

する能力をテストしようと試みた。問題中にある岩石名，示準化石名は，高校地学での知識としては

無理のないものと考えた。

問題Ⅲについては，地震波の傅播に関する最も基礎的な理解度，地磁気の概念，回転する地球上で

の流体の動きを地球に対して相対的に取扱うことに由来する効果についての理解の程度をテストした。

問題Ⅳ－１，６では，それぞれ正しいもの，および正しくないものを一つずつ選ばせることも意図

していろ。受験生のうちには，正しいもの，あるいは正しくないものが，それぞれ二つ以上あるかも

知れないと考えるものがあり得るが，これは理解の暖昧さ，あるいは理解に達していないことに依る

からである。

２出題形式についての今回の試み

新しい出題形式は採らなかったが，次の点は特に留意した。

（１）判り易い設問の形式

（２）選択肢数の適正

（３）事物の実験室内外での観察結果にもとづく判断，観測データの読み方などを問う形式

例えば，問題Ｉでは，個々の岩石名ごとの化学組成，鉱物組成，組織の説明などは多分に暗記的な

知識として学習されているので，なるべく岩石名を問題中に出すことを避けた。すなわち，４種の岩
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石の肉眼的特徴を記し，それにもとづいて，岩石中の鉱物に対し期待される性質，それぞれの岩石中

に含まれている鉱物のでき方などを選択肢から選ばせた。

問題Ⅱでは，地質断面図の読解力を通じて，１に述べた基本的理解度を問うた。因に，高校地学教

育では地殻の一部の断面から，その部分での過去の記録を読みとることを学習させている。この問題

の解答では，単に暗記による知識量は必要でない。

問題Ⅲでは，地震記録を用い，かつ常識として地震の震央距離とＰ～Ｓ時間との関係を示す数値も

問うた。

３出題意図と解答結果

大まかに言えば，大体予期された解答結果を得た。高校地学がカバーする範囲が非常に広いし，岩

石・鉱物，地央・地質，地物・気象，天文の各分野を通じて統一的な理解が高校生に対して必ずしも

十分に与えられていろと許りは考えられない現状では，他科目に較べて平均点がどれ程か低いのは止

むを得ない。あるいは当然のことかも知れない。しかし，解答結果から見ろと，問題によっては難易

の差が大き過ぎたかも知れない。もっと根本的には，各問によって代表される地学の各分野毎に，高

校生の理解の程度と理解の質とに差があるのかも知れない。

問題Ｉについては，全体としては大体予期通り理解度をテストすることができた。しかし，１－４

は成績が悪い。その理由は，(1)火成岩中の斜長石の組成の特徴について記述していない教科書のある

こと，(2)記述されていても系統的でないこと，(3)相平衡の概念を記述中に入れねばならず，高校生に

とって理解が無理かも知れないこと，などにある。

問題Ⅱについては大体予期通り。ただし，詳細で，より意味のある検討のためには資料が不足であ

る。

問題Ⅲについては出題意図はほぼ充されたが，Ⅲ－４－Ａは易しく，Ｂは難しかったように見えろ。

出題者の一部には，より高い正解率を期待し，あるいは問題が易し過ぎたという意見もある。

問題Ⅳについては，前年度と同じく基本的な概念，公式の適用，推理が不十分で，予期したよりも

結果が悪い。特に単純な推理能力，および当然持っているべき高校以下程度の基礎的数学（特に幾何

学と思われろ）上の応用能力の欠除があると思われろ。

何れにしても，他科目に較べて平均点の低いことは事実であって，これを高校の地学教育（教科書

の内容を含めて）の何らかの困難さに帰すべきか，地学受験生の平均の質の差に帰すべきか，問題の

不適切さに帰すべきかは今後の検討課題となるであろう。
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４出題範囲についての注意点

次の２点に特に留意した。すなわち，

（１）大部分の教科書に記述してある内容の範囲に留めた。しかし，この点を過度に押し進めろと，

適切な出題を困難にするので，各問毎にこの点の扱いについてある程度の幅を生じた。

（２）１に述べた通り，極めて基本的な理解度を問う範囲に留めた。

５本年度の問題についての反響意見

外部からの反響意見はまだ聴いていない。しかし,｢受験生に対するアンケート調査集計｣，:および

｢点数統計」の２つの資料による限り，出題の内容は大まかに見てそれ程不都合はなかったのではな

いかと思われろ。

６その他―おもに地学出題担当者からの意見

（１）点数が低いもの（例：１－４，Ⅱ－２，Ⅱ－４，Ⅲ－３－Ｂ）に代表される地学分野について

は，現在の高校教科書の平均の内容を適正あるいは不変と見微し，問題が難し過ぎた，または不適切

であったとの感想を持つ出題担当者と，高校教育（教科書の内容を含む）の内容に疑問を持つ出題担

当者とがある。

（２）出題範囲を教科書に記述してある範囲に局限することが，適切な出題を非常に困難にしている

と考える出題担当者が少なくない。

（３）出題形式については，例えば次のような意見がある。

問題Ⅱ－１（例）

等術的に起り得る組み合わせは６通りであるので，このうち５通りだけ示す不自然さを避けた方が

よいかも知れぬ。したがって例えば，

とする。

古い ａ ｂ Ｃ

次に古い ａ ｂ Ｃ

新しい ａ ｂ Ｃ
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問題Ⅱ－３（例）

起り組合せは非常に多いので，例えば，

（４）地学についても，より論理的思考を要求する形式の問題を増やすことを考えて見たい。

（５）地学全体として問題と解答の形式を各小間を通じ，もっと統一して各種の煩雑を避けた方がよ

い｡

（６）解答の時間が問題数に対し，長過ぎたかも知れない｡｢受験生に対するアンケート調査集計」に

よると，このように判断されろ。しかし，仮に問題数が今少し多かったとすれば，平均点は今少し低

くなったであろう。

（７）地学の受験者数が他科目に比し少ない．これは多分，高校における地学教育（教科書の内容も

含め）の在り方に原因があるように感じられろ。

序順た
つ

１
超
の象現質地

Ｉ

１

２

３

４

５

ＡＢＣＤＥ

ＡＢＣＤＥ

ＡＢＣＤＥ

ＡＢＣＤＥ

ＡＢＣＤＥ
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'4．英語研究専門委員会報告

本年度は，昭和51年６月４日に第１回専門委員会を開催して以来，担当領域の小委員会を含めて，

計５回の会合により，実地研究用の試験問題を作成した。

以下，科目別研究専門委員会報告事項に従って，概要の報告を行う。

各問題の出題意図

本年（昭和51年）度における問題作成の基本方針としては，昭和48年度にサンプルとして作成した

問題にしたがって作成した昭和49年度および昭和50年度の問題の形式・内容を再検討した結果，ほぼ

それを踏襲することとし，①高校における英語教育を乱さぬよう，難解な語を避け，できる限り４技

能が見られるように努めたこと，②平易で広範囲にわたる内容の問題を数多く出題すること，③易か

ら難へと配列し，７０％前後の通過率を想定すること，④偶然性をできるだけ排除すること，などは前

年度と同様である。本年度，配点は従来通り200点であるが，所要時間を100分とし(昭和48年度：１００

分，昭和49年度：100分，昭和50年度：120分),それにともなって，問題の量を昨年度よりやや少なく

したことが，全般的な特徴である。

以下，各問題について，それぞれの出題意図を記しておく。

〔Ｉ〕基礎的な用法に関する問題（30問，各２点，計60点）：できる限り広い範囲にわたって基礎

的と思われる用法に関する理解度を見ようとした。空所に補充すべき語を品詞別に見ろと，名詞６，

形容詞５，動詞５，前置詞５，であり，その他，句７，文法２，であり，昨年度の，名詞４，形容詞

５，動詞５，前置詞５，句６，文法５，と比べろと，いわゆる文法的な問題が少なくなっていろ，と

言ってよい。

〔Ⅱ〕〔Ⅲ〕表現力に関する問題（〔Ⅱ〕〔、それぞれ，６問，計12問，各５点，計60点）：文字を書

かせないで，客観テスト形式により，表現力を見ることは極めて困難であるが，こうした制約の下で

の出題形式として，昨年度と同様の整序問題とした。その中，〔Ⅱ〕は，与えられた英文に対する同じ

意味をもつ英文を構成させるもので，〔Ⅲ〕は，与えられた英文に応じた対話文を構成させるものであ

り，いずれも，昨年度の方式を踏襲し，与えられた英文に対する文を２つ準備し,その２つの文のカッ

コ内に任意に配した５つの語または語群を並べかえて指示に適した文を構成するとき，３番目と５番

目にくるものを示させることにより表現力を見ようとした。また，その２つの文のいずれを選んだか

を示す必要はない，としたが，それは，並べかえる語または語群のいずれが３番目および５番目にく
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ろかによって，２つの文のいずれを選んだかが分るように配慮しておいたからである。

〔Ⅳ〕〔Ｖ〕読解力に関する問題（〔Ⅳ〕〔Ｖ〕それぞれ，６問，計12問，計５点，計60点):読解力を見

るためテスト用素材を準備し，内容および出題形式等を検討し，また，難解な語を避けるために何箇

所か書き換えを行った。本年度は２問出題したが，〔Ⅳ〕は，英文のパラグラフ（約400語）を読み，

日本語による問いに答えるもの（アメリカにおける森が生成される過程を題材とする),〔Ｖ〕は，英文

のパラグラフ（約330語）を読み，英語による問いに答えるもの（専門家も一般人も必要であるとの

論説を題材とする),であった。なお，昨年度は，約300語，約220語，および約390語から成る３問で

あったので，量的には約140語ほど少<なったことになる。

〔Ⅵ〕聴解力に関する問題（10問，各２点，計20点）：本間は言うまでもなくブ音声による聞きと

りの力を見ようとしたものであり，昨年度と同様，過大な記憶力に頼る必要がなく，また，各問が独

立していること，などの条件を勘案して，短いパラグラフを聞き，そのパラグラフの終わりにつけた

問いに対する答として適切なものを，４つの短文の中から選ばせろという方法をとった。また，今回

は，問いに対する答を問題用紙に印刷しておき，その中から選ぶという形式にしたので，昨年度より

はずっと易しくなっていろと考えられろ。そして，各問は，約20秒ほどのパラグラフを２度聞き，そ

れにつづく約15秒間の空白の間に問いに対してもっとも適した答を選び，解答用紙に記入するという

ものであった。パラグラフの内容と問いとの関係からすると，(1)－(5)は，多少のちがいはあっても，

問いに対する答が聞いたパラグラフの中にそのまま含まれており，非常に易しい問題であろう，と予

想した。また，（6X7)は，やさしい計算をした上で答を出すものであり，（8X9X10は，常識を働かせた上

で判断して解答することを求める問題と言ってよく，やや難かしいであろう，と考えた。各問の２度

繰り返えし聞く時間は，(1)42秒，(2)37秒，(3)39秒，(4)42秒，(5)50秒，(6)25秒，(7)48秒，(8)42秒，(9)４２

秒，(lOI41秒であり，それぞれの空白約15秒および指示と例題を含め，全所要時間は，昨年度より短い

12分であった。

録音テープの作成にあたっては，吹込者とか施設の問題があったが，昨年度と同様，英語の部分は，

広島市在住のカナダ人女性に依頼した。将来の希望としては，英語，日本語，いずれの部分も，標準

的なことばを話すことのできる専門のアナウンサーに依頼すべきである，と考えろ。また，施設につ

いては，できる限り高性能のマイクロフォンと，秀れた録音器を準備し，広島大学内の録音室におい

て録音し，また，編集を行った。編集にあたっては，昨年度と同様，プロフェショナル・テープ（５

吋）２本に同時に録音し，その中の１本を中心に，雑音とか不要の音声の入った部分を切り取り，

あるいは，交換するなどし，さらに1,000ヘルツの信号音を入れてオリジナルテープを作成した。オ
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リジナルテープは，オープンテープを用い，フルトラックで19cm/secの速度とした。テープの構成に

ついては，実地研究の試験担当者に対する説明用テープの部分（４分10秒）につづいて「聞きとりの

テスト」('2分）を入れ，’本のテープとした。そして､今回は，このオリジナルテープと，音声をそ

のまま文字化した「スクリプト」を添付し，他の問題とともに，入試改善調査委員会に送付し，英語

研究専門委員会ではカセットテープへのコピーはしなかった。

今回の実地研究においても，昨年度と同様，多くの場合，カセットテープレコーダーが使用された

ようであるが，一般に小型のテープレコーダーは音声出力が小さいこと，機械により再生速度が必ず

しも一定していないこと，などから，できる限り放送施設のある会場を利用することが望まれろ。ま

た，公共の放送施設，たとえば，ＮＨＫの放送などが利用できれば，受験者各自が持参する携帯ラジ

オによって受信しイヤフォーンで聞くという方法で，実施することが可能となるかもしれない。この

他，当然のことであるが，難聴者に対する方策，騒音や停電等，不測の事態に対処する方策，なども

配慮しておく必要がある。

２出題形式についての今回の試み

今回新しく試みた出題形式は，〔Ⅵ〕聴解力に関する問題に見られる。

すなわち，従来は，問いもそれに対する答もすべて音声で与え，聞いた選択肢の中から選ぶという

形式であったが，これ以外の形式の開発を志向し，また，たとえば，公共放送等を利用する場合，問

いも答も試験の実施時と同時に一般に公開されることになり，それにともなう危倶の念も一部にあっ

たことから，今回は，問いの部分を音声で与え，答の部分はあらかじめ問題用紙に印刷しておく，と

いう形式をとった。

３出題意図と解答結果

１）総点200点に対して，9,310名の受験者の得点平均は，122.59点であり，また，偏差35.38，最高

200，最低19であった。これらの数値から，通過率61.29％であり，昨年度の通過率55.95％と比べる

とき，今回はやや易しいと言えるが，－昨年度の65.0％よりは低く，まずまず妥当な問題であったと

言ってよいであろう。偏差が35.38であったということは，得点が正規分布したと仮定して，受験者

の３分の２が，87.21～157.97の間に得点したことを示しているが，最高200，最低19,という数値

から（昨年度は，最高195，最低27)，上限の弁別ができておらず，やはり，易しい問題であったと言

えるであろう。次に，各問の平均点をパーセントにして比較してみろ。
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(％）
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〔Ｉ〕〔Ⅱ〕〔Ⅲ〕〔Ⅳ〕〔Ｖ〕〔Ⅵ〕

以上の比較から，大ざっぱな見方かもしれないが，〔Ⅱ〕〔Ⅲ〕の表現力に関する問題が最も難しく，

〔Ⅳ〕読解力に関する問題（日本語による問いに答えるもの）が最も易しかった，と言えろ。

２）各問ごとの考察

〔Ｉ〕基礎的な用法に関する問題（30問，６０点）：平均36.66,偏差10.78，最高60，最低０．昨年

度の通過率57.4％と比べろと，本年度は61.1％なので，昨年度よりやや易しくなっていろ。最も易し

かったのは，(lDHewasproudhimselfforhavingdonesowell.（for，ｉｎ，of，ｔｏ)（平均

1.84,正答率92.0％)であり，最も難しかったのは,(101knowyoucan himfortransportation．

（applyfor,ｍａｋｅｕｐ,ｒｅｌｙｏｎ,ｔｅａｒalong)(平均0.84,正答率42.0％で，多くは，ｍａｋｅｕｐ,を選

んだようである)｡また，３０問のうち，平均1.00（通過率50％）以下のものは12問であり，本間はほぼ

難易半ばする問題であったと言ってよいであろう。

〔Ⅱ〕〔Ⅲ〕表現力に関する問題

〔Ⅱ〕（６問，３０点）－平均15.92,偏差8.12，最高30，最低０．

m〕（６問，３０点）－平均16.38,偏差7.16，最高30，最低０。

〔Ⅱ〕〔Ⅲ〕の通過率はいずれも，53.06％，54.60％で，ほぼ同程度の難しさであったと言ってよく，

その中でも〔Ⅱ〕では，(1)が最も易しく（平均4.13),(2)が最も難しく（平均1.45),また，〔Ⅲ〕では，（１）

が最も易し〈（平均3.81),(6)が最も難しかった（平均2.21)。

〔Ⅳ〕〔Ｖ〕読解力に関する問題

〔Ⅳ〕（６問，３０点）－－平均22.38,偏差6.60，最高30，最低０。

〔Ｖ〕（６問，３０点）－－平均18.38,偏差8.83，最高30，最低０。
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〔Ⅳ〕〔Ｖ〕の通過率は，それぞれ，74.6％，61.2％で，〔Ⅳ〕は，全問題中，最も易しかった。しかし，

昨年度のそれぞれに該当する81.8％，６２．６％と59.2％（昨年度〔Ｖ〕にあたる問題は２篇であった）と

を比較すると，英語による設問の問題は昨年並みとしても，日本語による設問の問題は，昨年度より

もやや難しかった，と言ってよいであろう。〔Ⅳ〕では，(2)ストロプまつやアメリカつがに共通する生

態的特徴として正しいのはどれか，に対するものが最も易しく（平均4.40,正答率88％),(4)ストロプ

まつやアメリカつがの勝利が決定的となるのはどの時期か,に対するものが最も難しかった(平均2.58,

正答率51.6％）ようである。

〔Ｖ〕では，(4)Anyorganizationneedsにつづく語群を選ぶものが最も易しく（平均3.98,正答率

79.6％),(6)Ａman'ｓｆｉｒｓｔｊｏｂにつづく語群を選ぶものが最も難しかった(平均2.44,正答率48.8％）

ようである。

〔Ⅵ〕聴解力に関する問題（10問，２０点）－平均12.84,偏差4.23，最高20，最低０．

答の部分を問題用紙に印刷して示すという形式を予定した当初から，従来通りの題材とか内容であ

れば，易しくなることが予想されていたが，ほぼその通りであったと言ってよい。たとえば，(2)とか

(1)は，それぞれ，平均1.86（正答率93％),1.81（正答率90.5％),など，平均1.00（正答率50％）を越

尤ろものが10間中，７問もあり，最も難しかったのは，(4)の平均0.66（正答率33％）であったことか

らも明らかである。

なお，聞こえぐあいについては，よく聞こえた-55.8％，やや聞こえにくかった-27.7％，聞

こえにくかった－５．７％であり，昨年度のそれぞれ，５３．５％，１９．１％，７．４％と比べろと，本年度の

方が聞こえやすかったと言えよう。もっとも，２０％以上が聞こえにくかった，と報告している会場が

３か所もあったのはいささか残念である。

４出題範囲についての注意点

英語問題の場合，構造に関する領域については特に注意すべき点はない，と言ってよいが，語いに

ついては大いなる配慮が必要となる。基本方針として，難語を避けることを掲げているが，それとと

もに，６１０の中学必修語に加えて，高等学校においては，2,400語ないし3,600語（英語Ｂの場合）を，

それぞれ習得することになっていることから，語いの出題にあたっては，3,010語ないし4,210語の範

囲内にとどめる必要がある。このように，語い数については規準が明確であるが，語いの頻出度につ

いては必らずしも明らかではなく，特に使用頻度の少ない語いは数多く，全国の高等学校において同

一の4,210語が習得されていろとは思われない現状にあっては，多様な語義をはじめ，成句・熟語等
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を含めて，規制することは不可能であり，場合によっては，何らかの方法によって（たとえば，高等

学校側との協議，等によって),出題範囲を明らかにする試みが必要になるかもしれない。

５本年度の問題についての反響意見

新聞等に見られた意見に関する限りでは，おおむね妥当なものとして好評であった，と言ってよい。

なお，受験生に対するアンケート調査の結果は，次のとおりであった。

(1)問題の文章はわかりやすいか。難しい１８．８％普通61.8％易しい１９．４％

(2)問題はむずかしいか。難しい３１．３％普通51.4％易しい１７．３％

(3)解答の時間。長い１０．３％普通58.1％短い３１．６％

(4)解答用紙のデザイン。良い２９．８％普通59.9％悪い１０．３％

(5)解答用紙の色。見やすい３６．１％普通58.3％見にくい５．７％

６その他

今後とも，基礎的用法，表現力，読解力および聴解力，を見ることができるような出題方針を堅持

すべきである，と考えろ。特に,｢聞きとりのテスト」は，是非，実施されるよう要望したい。また，

英字を書かせることによって，表現力が評価できるような方法が開発されることを期待したい。さら

に，問題構成の段階において，英語を母国語とする，しかるべき外国人を委員に加えることが望まし

い，という意見があった。
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Ⅷコンピューターに関する調査研究の概要

1．コンピューター専門委員会報告

（１）実地研究情報処理の基本方針

コンピューター専門委員会は，昭和48～51年度の４か年間にわたり，国立大学共通第一次試験に関

する情報処理方式について調査研究を行った。専門委員会は，情報処理に関連する５人の固定的な委

員と，解答用紙の設計等にあたるため，各科目別研究専門委員会から選出された12名の委員とで，構

成されたが､処理方式の調査研究は､主として５人の固定的な委員による小委員会が，これにあたった。

国立大学共通第一次試験の情報処理に関する実地研究の基本方針は，各年度における調査研究の結

果によって，若干の変更が行われたが，次のように策定した。

|）情報処理は，大学入試センター（仮称）で，一括処理すること。

２）試験方式が客観式テストであることに対応し，解答用紙はマークシートを用い，正解欄にマーク

させた答案を光学マークシート読取装置で，読みとり機械採点を行うこと。

３）科目別研究専門委員会の意向を可能なかぎり尊重して，採点スペックを作成すること。

4）実地研究の情報処理は，民間電算センターに委託して行うが，大学入試センター（仮称）には，

光学マークシート読取装置と電子計算組織を設置すること。これらの機種の選定については，国立

大学入試改善調査施設で調査研究を行うこと。

５）共通第一次試験の受験者数は40-50万人と見込むこと。

(2)情報処理システムの概要

共通第一次試験の情報処理システムは，おおよそ，次の５サブシステムからなるが，詳細は,｢共通

第一次試験情報処理フロー」

１）志願票（受験申込み）等の処理，大学別志望の集計

２）試験場割当ての処理

３）受験番号の付与，受験生に関する諸情報の処理

４）答案の読取り，正解の入力等の処理

５）採点処理

６）各大学への成績報告，諸統計・資料作成等の処理



共通第一次試験情報処理フロー

(1)志願票の入力 (2)試験場の割当て

試験場
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(4)答案の読取り及び正解の入力

】
醇
趙(3)受験番号の付与

オフライン処理（３回読む）

答案

ＯＭＲシート

ＯＭＲ

答案
テープ

オフライン処理
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ＯＭＲ
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テープ

受験生へ大学へ



(5)採点処理 (6)各大学への成績報告と諸統計の出力
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(3)昭和48-50年度の調査研究

|）昭和48年度

全般的な情報処理のシステム設計を行い，約100人を対象に,実地研究の予備実験を行った。光学

マークシート読取り装置(ＯＭＲ)は，民間電算センターが所有しているDIGITEK100をそのまま使

用したが，読取り速度が，遅く，検討を要することとなった。

また，科目別研究専門委員会の広範な採点要請にこたえられるよう採点スペックの調査研究を行っ

た。

2）昭和49年度

全国７地区（７大学）において，約3,000人の高等学校３年生を対象に実地研究を行ったが，本

専門委員会は，実施方法等調査専門委員会小委員会と協力して，実地研究の細部にわたって検討し，

志願票の設計を行い，－万各科目別研究専門委員会と協力して，問題のとりまとめと印刷，解答用

紙の設計と印刷，正解の入力，採点等を行った。

本年度においても，ＯＭＲはDIGITEK100を使用したが，答案15,614枚を２回読むのに約30時間を

要し，１分間に17枚の速度であった｡(公称速度１分間40枚）加えて２回の読取りの照合の結果は訂

正の必要のある答案が約10％あり，これは主としてダブルマークによるものであったが，これの訂

正に40人時を要した。

3）昭和50年度

全国７地区14大学で,約5,000人の高等学校３年生を対象に実地研究を行ったが，本専門委員会の

本年度の主な検討事項は①OMRによる答案の読取り実績②各大学からの成績請求方式の変更

③正解入力方式の改善等であった。

ＯＭＲによる答案の読取り実績

本年度は，昨年度の実績から考えて，読取り速度に問題があること，また採点スペックに制限が

あることなどから，DIGITEK100に代えて，国産のＴＯＳＢＡＣＯＣＲ－Ｖを試用することとした。

ＯＣＲ－Ｖは，マークと光電式文字を読取る機能を有しているので，次のことを新しくこころみた。

け）ＯＣＲ－Ｖはマークをピット・パターンで読取ることが可能なので,採点に関しては，マークシー

トの設計がかなり自由になり，ダブル・マーク，ノーマーク等を使用する採点が可能となった。

（ｲ）ＯＣＲ－Ｖは，ＯＭＲとしての機能のほか，ＯＣＲとしての機能も持っているので，解答用紙に，

受験者の受験番号を，ラインプリンターで，マークとともに数字でプレプリントし，これを読取
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らせろことを試みた。しかし，数字のラインプリンター出力をＯＣＲがよく読取れなかった。

本年度の処理すべき答案は７科目分で27,911枚であったが，読取りの信頼性を確保するため，答

案を２回読取らせ（同一機）結果を比較した。ＯＣＲ－Ｖのオペレーションも昨年度同様，民間電算

センターに委託して実施したが，その結果，読取り結果が一致しなかった答案が522枚あり,答案枚

数の1.9％にあたる。しかし，一答案に設定されているマーク欄は70～80欄であるので，マーク数に

すれば，0.03％の読取りミスである。この一致しなかった答案は目で確認することにより，読取り

結果を修正した。その原因は主として，答案を修正するときに，消し残したもの，消しゴムの残置

等であった。

今回は，２回の読取りに17時間45分を要したので，１分間60枚の読取り速度であった。（公称１

分間250枚）

(4)昭和51年度の調査研究

本年度は全国48大学で約12,000人（受験者約10,000人）の高等学校３年生を対象に実地研究が行わ

れ，ほぼ調査研究の最終年度と考えられたので，処理システム全般について検討を加えた。

|）受験申込と試験場割当

①高校コードと整理番号

受験申込書の形式の改善を行い，パンチの便宜から，漢字で記入する欄と，カタカナで記入す

る欄とを分離した。また，受験申込書に出身高校で，高校コード（府県コード２桁十一連番号４

桁で，文部省が学校基本調査で使用しているもの）と，その高校内個人整理番号を記入させた。

このため，高校コード表を配布した。

②試験場割当方法

従来，試験場の割当は，受験生の住所の郵便番号をキイにして割当をしていたが，今回の実地

研究参加の高校は約1,000校となり，郵便番号では，行政区域が異っても同番の地区が100か所

以上もあるため，高校コードをキイにして試験場割当を行った。

③受験番号の簡略化

従来，１０桁（試験場番号３桁十試験場ごとの通し番号６桁十チェックディジット１桁(Ａ一J)）

であったが，

試験場コード

受験番号

3桁

4桁十チェックディジット１桁（Ａ－Ｊ）……法（Modulus)1１
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とし,試験場コードは,答案を読取る際にオーパーハングで入力することとし，受験生が解答用紙

に記入する受験番号は５桁とするように改善した。

2）受験票の改善

受験申込書，受験者名簿等とリンクさせるため，受験票に，高校コードと高校整理番号を出力す

ることとし，また，試験場コードと受験番号を分離して出力することとした。

従来，受験票はタテ型であったが，これは受験生が机上に置く場合に不便なので，ヨコ型にする

ことを検討したが，時間的制約があったので，従前通りとした。

受験票は，受験生個人に郵送したが，約50通が送達不能で，返送されてきた。その主なものは，

受験生本人の住所記入ミスであったので，出身高校に送付し，送達を依頼した。しかし，１通は１

か月後（試験日後）に送達されたとの報告があったが，点検の結果住所に誤りはなかった。

3）ＯＭＲと解答用紙

①ＯＭＲ

本年度はＮＥＡＣＮ２４０Ｐ－１Ｂを使用することとし，そのオペレーションも，その製作者である

日本電気の三田工場で実施することとした。このため，実地研究の情報処理の委託先は,ＯＭＲに

よる読取り（３回）及び磁気テープ作成は，日本電気情報サービス，機械採点，その他の情報処

理は，従来から委託していた日本電子計算があたることとなった。

ＮＥＡＣＮ２４０Ｐ－１Ｂは毎分250枚の読取速度であるが，実用速度は100枚/分,シートの大きさは

Ｂ４でマークポジションは３６はと）×7５（たて）であり，各６ビットずつの６個の記入エリア

ごとにマークの濃淡比較機能を有するが，ビットモードで使用する場合はこの機能は働かない。

②解答用紙

解答用紙のマークシートは，次のように設計した。

㈱プレプリント部分

用紙の左上……受験番号５桁

用紙の右上……試験場コード３桁

用紙の下段75行目……試験場コード，受験番号をバイナリーモード（２進法）によりマー

ク印刷

（ｲ）受験生記入部分

用紙の左上……受験番号記入欄，氏名記入欄（カタカナ）

用紙の右上……受験番号マーク欄
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④読…期灘崎|霧苧

Ｏ読取り経過第１回稼動13時間ジャム19枚（注）ジャム:jam)フィードの

第２回１１６途中でシートが破損する

第３回１０９こと。

マークシートの読込みは，当初，１０月21日，２６日，２８日の３回を予定していたが，１０月21日

は始動３時間後にセンサーの不調から，２６ビット目の読取りが不安定となり，エラーが続出，

その修復に長時間を費した結果，その使用を断念し，別のリーダーを用いた。読直しが午後５

時からのため，全科目の読取りは翌朝の６時に及び，しかも読取りの件数が，試験調査表から

割出した数と計23枚の差異を生じた。これはジャムの際のシートが読込んだ結果のシートか否

かの区別が不明確であったことによる。そのためこの部分のプログラム修正の上，１０月26日に

あらためて読直すこととし，これを第一回，１０月28日，２９日を第２回，第３回とした。

〔第１回10月26日〕読取り時間およびリーダーの安定度を比較するため，２台を同時に使用

することとしたが，前回不調となったリーダーが始動２時間後，再び使用不能となり，事実上

１台の稼動となり，全科目の読取りは深夜に及んだ。

〔第２回10月28日，第３回10月29日〕２台のリーダーを使用し，おおむね順調に読んだ。

国語
数学
一般

数学

Ｉ
倫・社 政経

日本

史

世界

史

地理

Ａ

地理

Ｂ

基礎

理科
物理 化学 生物 地学 英語 合計

9819 9９ 9661 ２１１１ 2937 6324 5743 1341 930 9０ 4989 7461 4277 1725 9310 66817
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⑤読取り結果

（i）マークシートにバイナリーでプレプリントした試験場コード及び受験番号について，エラー

を生じた。

（a）バイナリー部分の印刷ぶれと恩われるもの５件

（b）ジャムのため更新したシートの記入もれ１件

（ii）３回の読取の結果，１回ないし２回バイナリー部分に不一致があった。

（a）汚損によるもの５件

（b）左右の印刷ぶれによるもの２件

（c）ジャムのため更新したシートの記入ミスによる６の１件

（iii受験番号のマーク記入なし，マークミス等があった。

（a）受験者のマーク記入なし４６件（同一人の重複が多い）

（b）受験者のマークミス260件（受験番号の冒頭の０もしくは，末尾チェックディジッ

トのマークなしが多い）

この場合プログラム上で，ミスとしないよう処理することが可能である。

（c）３回のうち，１ないし２回読取りの時は，バイナリーでプレプリントしてある受験番号

と一致したが，他の１ないし２回は主としてダプルマークとして検出され，エラーとなっ

ているもの100件

しかし，この場合は，正常に受験番号が読取られていろ。

（）内は科目マークの読取りエラーで内数

（Ｍ数学一般のＶ－Ⅷ問については４問中２問を選択する方式であるが，３間以上を解答した

者が16名あり，これの処置は成績の上位２問を採用し，他は解答しないものとみなした。

⑰その他留意点

（i）各試験場からの答案枚数をチェックするためには紙数計数器を必要とすること。

（ii）ジャムの原因ともなったシートの折れを防止するには，紙袋よりもビニール袋が有効であ

第１日 第２日

午前

国語

午後

数学一般 数学Ｉ 倫・社 政経 日本史 世界史
地理
Ａ

地辺
Ｂ

午前

基礎理科 物理 化学 生物 地学

午後

英語

合
計

マークなし 1２ ９ ０ ３ １ ５ １ 0 １ 0 ４ ３ ３ 0 ４ 4６

マークミス 5９ 3８ ０ ６ ６ 3１ 2３ ６ ６ 0 ９ 2５ 1７ ２

２
．
３

260

読取エラー ９
(ⅡＩ 1７ １ ９ ３ 1６ ９ ５ ４ 0 ３ ９ １ １ 1３

(、
100
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ろこと。

（鋤試験調査表は各試験室単位に作表しているが，このほか，試験場としての総表を用意し，

欠席者数および答案枚数の確認に用いること。

（Ｍマークシートに試験場コード及び受験番号をあらかじめ，ラインプリンターでマーク印刷

することは，受験生が40万～50万人となると，この印刷には毎分20枚程度の速度でラインプ

リンター５台を並行して稼動させても278日（１日６時間稼動）を要し，かつ，そのマーク

シート（約10,000千枚)の試験実施大学別の仕訳け作業は，200千枚のマークシートに142人／

時を要した実績よりすれば，３０人×36日を要する。また，試験実施大学での配布処理に苦情

が多かった。このため，今回は，受験生に受験番号をマークさせて,あらかじめ，バイナリー

で印刷しておいた受験番号と比較した結果が，⑤の(iiiである。（i)のマークなしは，実際の試

験では，さらに少くなろであろうし，また少<するよう努力しなければならない。（ii)のマー

クミスについては，受験番号の冒頭のＯの欠をプログラムで修正することができろ。また(in

については，主として，ダプルマークが原因であるので渡淡比較機能をもつＯＭＲを用いれば，

その数は大幅に少<することができるであろう。

（v）N240P-1BのOMRでは,実用毎分100枚程度の読取り速度なので，処理日数を20日間とし

ても,+晋(す蕎團鶏:{鵲響;-14台籍要することになり,また,実地imw究の読取りの
結果は，２台使用したそれぞれの感度に差があり，不安定であったこと。

’マークシートの処理日程等

’社会，理科の未解答用紙及び欠席者の解答用紙の取扱いと試験調査表

社会，理科の教科における未選択科目の解答用紙は莫大な数にのぼり，加えて欠席者の解答用

紙も少〈ないので，これを返送する手間が大きく，あまり意味がないので，試験実施大学で，採

点処理が終了するまで保管せしめた。

また，従来は欠席調査表のみであったのを，試験調査表を記入せしめることとし，試験実施大

学及び施設の答案枚数確認に使用した。

さらに，社会・理科の解答用紙の数が多く，その上未使用となるものが受験者１人当り６枚に

もなるので，社会・理科の各教科でそれぞれ統一形式の解答用紙の設計が望まれる。

答案（マークシート）処理日程等

④
⑤

4）

①答案処理内容，委託会社，業務分担，使用機器

（ｱ）答案マークシート読取り，磁気テープ作成等：日本魑気』情報サービスＫＫ(ＮＥＣ）
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使用機器③システム分析，設計等：日本電気，NEAC2200-500(大型電算システム）

⑪マークシート読取り等（i)光学マーク読取装置（OMR）：日本電気N240P-1B

（ii)結合電算システム：日本電気NEAC2200-250

㈹機械採点，成績作成，諸統計資料作成：日本電子計算KK(JIP）

使用機器バローズ4700（大型電算システム）

②答案処理内容及び日程

事項
ＮＥＣ

引渡 納入

ＪＩＰ

引渡 納入
処理内容

０
１

１
２
３
４
５
６
７
８
９

１
１

システム分析・設計.

プログラミング・点検

解答用紙等(マークシー

ﾄ）の印刷

解答用紙プレマーク用

テープ作成

解答用紙プレマーク作

業

解答用紙等発送，答案

受領，仕分け作業

採点基準（正解）マー

クシート，点検

採点基準マークシート

OMR読取り

採点基準テープの点検

答案ＯＭＲ読取りテープ

作成（答案引渡し，返

還）

答案テープ照合編集，

機械採点及び成績等諸

資料の作成，磁気テー

プの納入

成績等諸資料の大学へ

の報告

8/２

8/２

9/1０

10/1５

10/1８

10/1８

9/1４

9/2０

10/2１

11／５

０
２
１

５
２
１
２

ノ
ノ
ノ
ノ

８
０
０
１

１
１
１

０１ノ９

５
７
０

１
２
２

ノ
ノ
ノ

０
０
１

１
１

１
ＯＭＲ読取り，磁気テープ読込みシステム

の完成（機械採点等のシステムはJIPが昨

年完成分を補正）

原稿引渡し，校正，ドロップアウトカラー，

チェック ，

アＫＫ印刷）

印刷（約21万枚，トッパン･ムー

受験番号を予め，解答用紙にプレプリント

するためのテープ

JIP作成のテープによりラインプリンター

でプレマーク作業

発送仕分け9/20-23,発送9/24-25,受領

10/15,仕分け１０/15～1８

手作業による論理チェック

採点基準テープの作成ＪＩＰフォーマット

への変換

電算システムによるチェック

答案マークシートをＯＭＲで3回読取り答案

テープ作成，ＪＩＰフォーマットに変換（ア

ンケート調査を含む）約８万枚×３回読取

り

3回読取りテープから２回合致したマーク

読取り結果を１本のテープに編集し，採点

基準テープと照合して，採点し，成績マス

ターテープを作成，アンケート調査集計分析

設問別平均点一覧，個人別高校別成績表，

解答別件数表，成績度数分布等諸資料作成

11/20-25,大学別にとりまとめ発送11/3０

以降大学より高校へ
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5）正解及び採点法の入力

正解は採点の指示とともに各設問の採点単位ごとに，マークシートにより入力する。詳細にわた

る説明は省略するが，以下に述べるような採点法を含むものである。

け）多肢選択の設問で，１選択肢にかぎらず複数の選択肢が正解の場合にも加点する。

（ｲ）多肢選択の設問のグループを１採点単位とし，各設問がすべて正解の場合に加点する。

ｂ）多肢選択の設問のグループを１採点単位とし，正解の組合せを求め，組合せが正解であれば満

点、組合せのうち，正しいものがあれば，－部加点する。

(ｴ）多肢選択の設問を組合せ，Ａ問が正解でなければ，Ｂ問の解答を採点しない。

け）誤解答については減点し，各設問内容の小間の点数が負となるときはｏ点とする。

これらの採点法は正解マークシートを採点することにより，点検を行っていろ。

6）統計資料の作成

統計資料のうちの主なるものは次の通りである。

㈲受験申込チェックリスト

（ｲ）受験申込マスター訂正リスト

け）試験場チェックリスト(1)，（２）

（ｴ）試験場セットチェックリスト

付）受験番号セットエラーリスト

※(力）高校コードリスト

（ｷ）受験者住所エラーリスト

（ｸ）試験場別受験者一覧

（ケ）実施大学別受験者名簿

※(.）試験調査表

※㈲受験票

（ｼ）実施大学別試験室割当表

（ｽ）受験番号テープ作成チェックリスト

に）ＯＭＲコンバートエラーリスト

ＭＯＭＲコンバートスペックリスト

（ﾀ）ＯＭＲペアチェックリスト

㈱欠席ピットセットエラーリスト
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ＭＯＭＲプリコンパードエラーリスト

（ﾃ）マスター充足チェックリスト

（卜）高校別個人別科目別成績表

※け）設問別平均点一覧（科目別平均点一覧）

（二）英語聞きとり調査

⑬Cﾇ）アンケート調査集計表（Ⅵ－５項参照）

②(ﾈ）解答別件数表（資料の37参照）

⑬(ﾉ）科目別点数度数分布（資料の35参照）

⑬('１選択科目別状況表（資料の38参照）

※印の統計，資料については本報告書に記載してある。

(7)昭和54年度共通第１次試験受験者の予測

昭和51年12月24日締切りで，全国高等学校及び特殊学校高等部約5000校に対し，アンケート調査

を行った。回収数約2000校で，予測分析を行ったが，その結果は，「Ⅵ－５」の項で説明していろ。

２．ＯＭＲと電子計算組織の選定

大学入試センターに設置すべきＯＭＲと電子計算組織の機種選定については，国立大学入試改善

調査施設があたり，その結果を51年11月24日のコンピューター専門委員会小委員会に報告し，承認

を得た。その報告の内容は次のとおりである。

（１）ＯＭＲ（光学マークシート読取り装置）

大量の答案（45万人×７科目×３回読取り＝945万枚）の答案を正確迅速に読取って採点する

ことは，共通第一次試験の成否を左右する重要な問題であるので，慎重に検討した結果，米国製

ウェスチングハウスＷ２３０００ＭＲシステムが最適であると判断した。

米国においては，マークシート方式による客観式テストが多くの教育分野で行われ，大学共通

入試もこれにより年間900万件以上が処理されている状況であって，これらのテスト用マークシー

トを専用に読取る光学マークシート読取り装置が早くから開発されており，このウェスチングハ

ウス゛ラーニング社製のＷ2300システムは，多くの特許を有する信頼性の高い安定したＯＭＲで，

米国の殆どのマークシート処理に使用されている。その代表的使用機関としては，米国内では，

米国大学テスト協会，米国教育テストサーピス，米国陸軍等があり，さらに英国，オーストラリ

ア，メキシコでも共通テスト等に使用されていろ。その特色は，国産機が片面のマークシートを

１分間に60～100枚(実用)を読取るに比して,W2300はマークシートの両面を同時に１分間400-
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600枚(実用，実枚数200～300,hk）読取ることができ，かつマークの濃淡を４段階に識別して読取

ることができる。また，W2300に使用するマークシートの形はＡ４判に近いが,そのマークの形は，

国産機の長方形に比して，フットボール型であって，受験生が記入しやすく，かつ，訂正しやす

いし，濃淡比較機能を有するため，消ゴムの消し残りによるエラーを大幅に少くすることができ

る。

W2300の機器構成は次のとおりであるが,ウェスチングハウス・ラーニング社からＷ301スキャ

ナーのみを輸入し，国産の横河ヒューレットパッカード社製ミニコン，ディスプレイ，磁気テー

プ装置等の制御装置と国内某社で結合組立てを行い，Ｗ2300システムとして納入されることとな

ろう。

Ｗ2300システムの読取りに対する信頼性については，1975年春に米国大学テスト協会が読取り

ミス点検を行った結果,152,675のマークを読取らせた際に，読取りミスは１マークもなかったと

報告していろ。

Ｗ2300システムの必要数は，

45万人×７科目×３回読取り
＝５台である。

１日８時間×毎分200枚×20日
(１日当りの勤務時間は10時間）
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Ｗ-2300光学マークシート醗取り装湿構成図

29402B

cabmet

2102Ａ＃Ｏ１６

１６ＫＷｍｅｍｏＩｙ

l2992D

MTIoader

l2944A

pfr.ｓ、

2102Ａ

ｍｅｍｏｒｙｃｏｎｔｒ

l2897A

dua］ch

portcontr．

2108Ａ

Ｃｐｕ

12972Ａ

ＭＴ

12972Ａ

ＭＴ
l288DA

interface

ｌ２８

ｉｎｔｅｌ

l2566B

16biti/０
W-301

optical

mark

scanner

l6biti/０

l2566B

16biti/ｏ

l2566B

12880A/O01

cabU2

2640/001

1280h.ｓｅｔ

l2925A

Ptr-

l3231A
-O

disp･enhans

l3234A

4KBmemory
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１OpticalMarkScanner W301

SystemControllSub-System

CPU2108A

Memorysystem 2102Ａ

１６ｋＷＭｅｍｏｒｙ 2102Ａ＃O16

PowerFairureRecoverySystem l2944A

DualChannelPortControner 12897Ａ

１６BitVOCardl2566B

MagneticTapeSub-System(l600bW45ips）12972Ａ

ＭＴＬｏａｄｅｒＲｏｍ ｌ２９９２Ｄ

ＣＲＴＤｉｓｐｌａｙＣｏnsole 2640Ａ

１２８CharacterSet 2640Ａ＃OO1

DisplayEnhancement l3231A

４kbyteMemory l3234A

Interfacefor2640Ａ12880A

Cable l2880A＃OO1

PaperTapeReaderSub-System l2925A

Cabinet 29402Ｂ

１
１
１
１
１
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１

W-301型スキャナの主な性能

Ａ読取速度最大18,000枚／時

Ｂドキュメント寸法８％〃×11｡

両面シートでは最大36,00項／時

Ｃデータマークポジション４０×612,440ポジション／頁

両面シートでは4,880ポジション／シート

Ｄ筆記用具ＨＢ鉛筆

Ｅインプットホッパ容量1,000t１１：

Ｆアウトプットホッパ容量1,000枚

Ｇマーク読取方式反射光検出方式ﾀﾞｰｸﾏｰｸﾘ/ライトマーク

Ｈチェック機能ＳＥＬＦ－ＣＨＥＣＫＩＮＧＤＯＵＢＬＥＦＥ

反射光検出方式ﾀﾞｰｸﾏｰｸﾘ/ライトマーク識別機能（４段階）

ＳＥＬＦ－ＣＨＥＣＫＩＮＧＤＯＵＢＬＥＦＥＥＤ



〔別紙〕
光学マーケシ_ト読取装置一覧

《。

￣

〒
ウエスチンクハウス

（米国）
日本個気

ＩＢＭ

（米国）
ディジティック

ＮＣＳ

（米国）

オプスキャン

（米国）

１ＢＭ３８８１
オプスキャン

１００

デイジテイック

１００

２００－２５０ ２００－２５０ １００－１５０廷600（両面） ２００～２５０

廷400（両面） ６０－１００

３５３８（片面）

７０７６（両面）

シート寸法

（最大）
２２０Ｘ３００

読取方法
両面同時読取り

４段階濃淡比較

片面読取り

濃淡比較

片面読取り 片面読取り 片面読取り

ウエスチン擁､ウス

(米国）
東芝 富士通 日立 日本隠気

ＩＢＭ

(米国）

ＮＣＳ

(米国）

オプスキャン

(米国）
ディジティック

機種（型番） Ｗ2300 ＯＣＲ-Ｖ F6351D Ｈ8258 Ｎ２４０－Ｐ１ ＩＢＭ3鯛１ Sently70
オプスキャン

100

デイジテイック

100

処
理
速
度
枚/分

カタログ

実用

廷600（両面）

廷400（両面）

200-250

50～6０

200-250 100～150 200～250

60-100

8０ 100 4０ 4０

10

総マーク数
3,538（片面）

7,076（両面）
3,288 1，５８４ 1,560 3,456 1,160 ２，９２８ 2,928

シート寸法

(最大）
222×279ｍｍ 364Ｘ３６４ 216Ｘ305 理OX300 257Ｘ３“ z２２Ｘ２７９ 279Ｘ４３１ 222Ｘ279 222Ｘ279

読取方法
両面同時読取り

４段階Ｈ２淡比較

片面読取り 片面読取り 片面読取り 片面読取り 片面読取り 片面読取り 片面読取り

制御装圃

ヒニーレット．

パッカード

１６ＫＷミニコン

テープ装圃
コンソール

(国産）

ＯＲＤＩＳ

(４ＫＣ）ミ二
コン

テープ装圏
コンソール

U-200（８ＫＷ）
ミニコン

テープ装囲

コンソール

H8150（24KＢ）

中型機に連結

Ｎ2200-50

,5の中型擢

ＩＢＭ370

シリーズ又は

IBM1400に連結

ＩＢＭ370

シリーズ連結

ＩＢＭ370

シリーズ連結

バローズ３５００

に連結

１日

数

60,000枚(片面）
120,000ページ

(両面）
18,000枚 18,000枚 30,000枚

備考

マークシート方

式によるテスト

専用機

米国内34カ所
英国オーストラ

リア等で使用

昭和50年度実地

研究に使用
年度実地
使用

昭和48,49年度
実施研究に使用



-197-

(2)電子計算組織

大学入試センターの業務に使用する電子計算組織としては，次の要件が必要であろう。

（i）大量のデータを短期間に正確迅速に処理する必要があるため，安定性が高く，障害に対する

万全の対策があること。従って，これまでに十分な実績をもつ事務用の在来機種であること。

（ii）導入を計画しているＯＭＲ（ウェスチングハウスＷ2300システム）から出力される磁気テー

プの記録型式との適合が容易であり，また技術的サポートが提供されうること。

（iii）各国立大学とのデータの互換性があること。

（Ｍ大容量の補助記憶装置と多数の入出力装置の場合，プログラムの作成及び運用面等で，十分

大学入試センター業務に適合すること。

これらの条件により，各社から提案された，ＨＩＴＡＣ-8700,ＮＥＡＣ・ＡＣＯＳ500,FACOM

230-58等について比較検討した結果，次のとおり，ＦＡＣＯＭ230-58（富士通）を最適機種と

判断した。

（i）大学入試センター業務への適応性及び安定性

ＯＦＡＣＯＭ２３０－５８すでに100以上の銀行，電力会社・商社等で使用され，ソフト・ハード

ウェアともに安定している実績がある。

ｏＨＩＴＡＣ８７００主として科学技術計算用に使用されている。

ＯＮＥＡＣ･ＡＣＯＳ50051年７月に稼動を開始した機種である。

（ii）ＯＭＲとの関係等

ＯＦＡＣＯＭ２３０－５８，ＨＩＴＡＣ８７００

Ｗ２３０００ＭＲシステムから出力される磁気テープ（IBMタイプ）を変換せずに処理可能で

ある。なお，富士通とＷ2300システムの結合組立を行う国内某社とは業務提携を行っている

ので，一体的な技術・保守のサポートが期待できる。

ｏ他の機種

磁気テープの変換作業が必要であって，作業量，処理期間が増大する。

（in）各大学とのデータ互換性

ｏ各大学からの成績請求及び各大学への成績報告は，可能なかぎり磁気テープを媒体として行

うことが迅速・正確性の点から望ましいので，国立大学の電算機の約44％を占めているファ

コムを，採用するのは，データの互換性の面から最適といえる。
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㈹その他

ｏ将来，業務量の増大に対処して上位機種に転換する場合に，ファコム，ハイタック関係は運

用システムをほとんど修正せずに移行できるが，エイコス関係は，上位機種に変更する場合

は，システムを改編する必要がある。

ＯＦＡＣＯＭ２３０－５８は全面的なＩＣ化により，最もコンパクトな設計で，設置場所の占有面積が

少〈てすみ，また消費電力も少い゜

OFACOM230-58の周辺機器のシステムは，大量処理に適した配置が可能であり,その性能

（アクセスタイム等）も適していろ。

ＯＦＡＣＯＭ２３０－５８の機器構成は次のとおりである。

(3)答案等処理日数

昭和50年度の報告書においては，共通第一次試験後，答案処理，追試験の実施，各大学の成績請求，

各大学への成績報告等の処理を行う，各大学の第二次試験までの間を27日間で十分とみていた。しか

し各大学の実状と，国立大学入試改善調査施設における事務的，技術的検討により，次のとおり，

共通第一次試験後、各大学の第二次試験までの間は53～55日間必要であることが明らかになった(201

ページ参照)。
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Ⅸ鰭語

国立大学協会が，昭和45年以来，具体的に大学入学者選抜方法の改善に関する調査研究に着手して

から，６年の年月を経て，昭和51年11月の第59回総会で,｢国立大学共通第一次試験の実施による大学

入学者選抜方法の改善は，入学者選抜期日の一元化とともに，昭和54年度入学者選抜から実施可能で

ある」との意見の一致をみたことによって，この調査研究の成果が認められた。

高等教育機関への入学者選抜は，明治以来，一時的に総合選抜制が実施された時期があったが，各

機関が独自に実施する学力検査の成績に重点をおいて入学者を決定する方式によって実施されてきた。

戦後における，進学適性検査（昭和22年度～29年度),能力開発研究所テスト（昭和38年度-43年度）

とも，大学が自身の問題として発想したものでなく，また大学が主体的に参加したものでなかったた

めもあって，概して大学の協力が消極的であったこと，大学・高校をはじめ社会的にも理解が不十分

であったことなどから，十分に定着しなかった。

昭和40年代前半の大学紛争を契機として，大学改革の気運が高まり，その一環として，大学入学試

験制度の改革が提唱された。戦後における高度経済成長による社会的な人材需要と，後期中等教育の

普遍化等に支えられた大学進学希望者の急激な増加と将来にわたる増加傾向のため，大学は，好むと

好まざるとにかかわらず，その機能と構造の変革を余儀なくされ，いわゆる「大学の大衆化」時代と

なった。この事態の下において，各国公私立大学間の歴史的，財政的，設備的，さらには教育研究陣

容の充実の差と，学歴を偏重する社会的風潮から，特定の大学・学部等に入学志願者が集中し，激烈

な競争を伴った，いわゆる「受験地獄」の事態を生じた。大学の入学者選抜が，大学教育の第一歩で

あり，高等学校教育段階と大学教育段階とを関連づける重要な教育的業務であるとの見地から，大学

人として，この現状を放置すべきではないという気運が醸成され，我が国の教育史上，初めて大学人

による入学者試験制度の改革が提唱されたのであった。

大学入学試験制度の改革は，大学入学者選抜方法の改善のみで，十分と云えるものではなく，その

根本的な改革としては，学歴偏重，有名校集中等の社会的風潮の是正と，各国公私立大学の特色ある

充実整備があわせて実施されなければならないことはもちろんであるが,その第一歩として,現状を少

しでも改善し，ひいては高等学校以下の教育を正常化するためには，大学人として直ちに着手可能な

大学入学者選抜方法の改善のための調査研究が実施されたのである。又，大学入学者の80％を収容す

る私立大学の入試もあわせて改善されなければならないとの意見もあるが，設置者を同じくする国大

協がパイロット・プロジェクトとして，この調査研究に取組み，その成果を判断して，私立大学が共
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通第一次試験方式について参加の可能性を検討することが妥当であろうとの考え方であり，もとより，

国公私立大学を通じた入学者選抜方法の改善が望ましいと考えている。

大学入学者選抜は，学力検査，調査書，その他入学志願者の適性・能力を判定し得る資料等によっ

て合理的に総合して行うことを目標にしているが，現状では，ほとんど学力検査の成績を中心として

判定が行われ，しかもその学力検査は極度に多い入学志願者を短期間に選抜するため，高等学校の教

育内容を逸脱したり，範囲を超えたいわゆる難問奇問が出題され，入学志願者を受験技術的な学習に

かりたて，高等学校教育にも少なからぬ影響を与えている問題点が指摘されていた。この学力検査偏

重によって生じている弊害を改善するため，国大協は，昭和44年度に，第二常置委員会において，諸

外国の大学入学者選抜方法の現状，定着はしなかったが研究成果を残した能研テストの再検討，全員

入学方式，抽せん入学方式，学力検査入学方式，推薦入学方式，これらの併用方式等の考えられる入

学者選抜方法の比較検討，高等学校教育との関連，入学志願者の負担問題等を詳細に調査研究を行い，

「衆知を集めて適切な試験問題を作成して，全国共通の学力検査を実施することによって，入学志願

者の高等学校における一般的かつ基礎的な学習の達成の程度を評価し，これと各大学が学部学科等の

特色等に基づいて実施する第二次試験等の結果等とを合理的に総合して判定することにより，適切な

選抜が可能となり，ひいては高等学校教育の正常化に資すること」が，大学入学者選抜方法の改善に

役立つとの結論に達し，この共通第一次学力試験構想の実現の可能性について，調査研究に着手した

のであった。

調査研究報告書の「国立大学共通第一次学力試験実施による大学入学者選抜方法の改善」の概要，

で述べた改善策が，第59回総会で，その実施についての意見を一致を得られるまでの６カ年の間に，

全大学のコンセンサスを得るための５回に及びアンケート調査による意思確認とそのための説明会及

び意見交換，高等学校３年生延２万人を対象とし，延69大学の協力を得て実施した３回の試験実地研

究，客観式テストのための標準問題作成のための国立大学教官延４千人の調査研究，約100人に達す

る専門委員等が，年間十数回にわたって行った実施方法，精報処理等の調査研究，全国高等学校長協

会との再三にわたる意見交換及び各年全国七地区で行った高等学校教員等に対する説明会と意見聴取，

日本教職員組合との懇談等が行われたのである。

この調査研究には，文部省は，４か年間に約２億８千万円の調査研究経費を計上し，欧米における

共通テストの実施状況調査のために，２回にわたり，国大協の関係委員等７人を海外派遣するなどの援

助を行ったが,特に国大協の要請にこたえて,文部省が,共通第一次学力試験の実地研究の実施を含ｔｆ

準備調査と大学入試センターの設置準備調査等を目的とした「国立大学入試改善調査施設｣(教官を合
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む定員10人）を全国共同利用施設として，東京大学に付置し，国大協の調査研究の事務を処理させた

ことは，構想の具体化に大きな促進要因となづた。

第59回総会において，共通第一次学力試験実施による大学入学者選抜方法の改善の成否は,｢第二次

試験のあり方」にかかっているとの見地から，先の調査研究報告書で示した「第二次試験のガイドラ

イン｣(本書36ページ参照）の趣旨に十分留意すべきであり，大学が自主的に決定すべきことではあ

るが，第二次の学力検査の科目数，予備選抜の実施等について国大協として，さらに数的基準を示し

て，各国立大学にその実行を求めるべきであるとの意見も多くあったため，５２年３月末現在で，各国

立大学における「第二次試験のあり方」の検討経過をとりまとめ，同系同種の学部等に集計整理を行

い，各国立大学にこれをフィードバックして,｢第二次試験のあり方」を，共通第一次学力試験の実施

の趣旨を十分理解し,｢第二次試験のガイドライン」の趣旨に十分留意して，促進されるよう要請した

のである。

国大協は，共通第一次学力試験の実施による大学入学者選抜方法の改善の実現方を第59回直後，文

部大臣に要請し，文部省との連絡協議を重ねてきたが，文部省は,昭和52年度政府予算に12億9千万円

と定員28人の「大学入試センター」関係経費等を計上し，国立学校設置法を改正し,｢大学入試セン

ター」の設置を行った。この大学入試センターは，昭和52年５月初に設置されるが，全体構想の第１

年度分が措置されており，国立大学の入学者選抜に関し，共通第一次学力試験の問題作成及び採点そ

の他一括して処理することが適当な業務を行うとともに，大学入学者の選抜方法の改善に関する調査

研究を行う機関であって，また国立大学以外の大学の要請に応じて，当該大学入学者の選抜に関する

業務の実施に協力することができるものである｡(国立学校設置法第９条の５）共通第一次学力試験に

ついては，各国立大学が大学入試センターと協力して，国立大学に入学を志願する者の高等学校の段

階における一般的かつ基礎的な学習の達成の程度を判定することを主たる目的として，同一の期日に

同一の試験問題により共同して実施するものとした｡(国立学校設置法施行規則，第48条）

共通第一次学力試験実施による大学入学者選抜方法の改善に関しては，全国高等学校長協会をはじ

めとする高等学校側，日本教職員組合及び大学入試センターの設置等のための国立学校設置法及び国

立養護教諭養成所設置法の一部を改正する法律案の審議を行った衆議院文教委員会，同委員会入試問

題に関する小委員会，参議院文教委員会等から，多くの批判と要望が出され，国会には，延８人の国

大協代表が参考人として出席し，これについて説明を行った。

これらの批判と要望については，入試改善調査委員会と理事会において再検討を行ったが，その主

なものを列挙すると次のとおりである。(再検討の内容は，本書40ページ参照）
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①共通第一次学力試験については，客観式のテストの短所・限界を除去するよう大学入試センター

の研究部門において継続的に調査研究をすべきである。

②共通第一次学力試験による予備選抜を極力避け，共通第一次学力試験を有効かつ適切に利用すべ

きである。

③各大学が行う第二次試験の実施教科・科目の数については，共通第一次学力試験の成績と調査書

の内容その他の検査等の資料との総合判定を行う趣旨から，受験生の過重な負担とならぬよう，

その科目数の減少に努めるべきである。

④入学者選抜期日の一元化に伴い，受験生の第二志望をできるだけ生かす方途を考慮すべきである。

⑤職業高校の卒業者が不利にならないよう第二次の学力検査における代替科目の設定推薦入学制度

の活用等に努めるべきである。

⑥大学入試センターの運営については，高等学校関係者等広く世論が反映できるような組織を作る

べきこと。

⑦共通第一次学力試験の円滑な実施を図ろため，大学入試センター及び各国立大学の入試の実施に

関する体制の整備に努めるべきこと。

③共通第一次学力試験の12月下旬の実施は，高等学校教育に大きな影響を与えるので，可能なかぎ

り，遅らすこと。

⑨共通第一次学力試験で課する５教科６－７科目は過重であり，５教科５科目にすべきこと。

これらについては，国大協での検討よりも,実施の経験の過程で大学入試センターにおいて，事業計

画策定又は調査研究の際に考慮し，検討すべきことも含まれているが,｢第二次試験のあり方」に関運

する，第二次の学力検査の実施科目の数及び予備選抜の実施等については，先に述べたとおり，共通

第一次学力試験実施による大学入学者選抜方法の改善の成否がかっているので,｢第二次試験のガイド

ライン」の趣旨に再度留意し，科目数を必要最少限に止めるよう，又，予備選抜を，安易に実施しな

いよう各国立大学に要請した｡(本書○○ページ参照）

以上述べてきたとおり，共通第一次学力試験による大学入試方法の改善は，昭和54年度入学者選抜

から実施されろ。この具体的な実施要項等は，５２年５月末あるいは６月初に，大学入試改善会議（文

部省）から試案が公表された後に確定するであろう。また共通第一次試験の実施に関する細目は，そ

の後に大学入試センターが公表し，６月－７月末までには，各大学が必要に応じて行う第二次試験の

学力検査の実施教科・科目及びその方法，実技検査，小論文，面接の有無ならびに推薦入学等の特別

の選抜方法について公表することとなっていろ。
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国大協としては，この調査研究の終了にあたり，国大協設置以来の大事業に，終始協力された各国

立大学及び大蔵省印刷局，有益な御批判，御要望をいただいた全国高等学校長協会をはじめとする高

等学校側，公立大学協会，私立大学団体，日本教職員組合等の教職員団体，調査研究に大きな援助を

いただいた文部省，大学入試センターの設置に関して熱意をもって審議された衆参両院の文教委員会

に，重ねて謝意を表するとともに，若干の要望を申し上げ結語とする。

各国立大学に対しては,｢第二次試験のあり方」が，社会的な注目をあび，共通第一次学力試験の実

施による大学入学者選抜方法の改善の成否が，これにかかっていることにかんがみ，共通第一次学力

試験の趣旨に即し，さらに「第二次試験のガイドライン」の趣旨に十分留意して，学部・学科等にお

ける専門教育の立場に固執することなく，一般教育における学習効果をも考慮して,入学志願者の過重

な負担とならないよう，又高等学校教育の正常な発展を阻害することのないよう，第二次の学力検査

で課する教科・科目数を必要最少限に止めことに格別の配慮をお願いする。

又，各国立大学における予備選抜（二段階選抜）の実施についても，多元的な資料によって入学者

を決定しようとする改善措置の趣旨に即し，予備選抜は原則として行わないものであること，その実

施は止む得ない場合に行う例外措置であること，入学者選抜期日が一元化されること等に十分留意さ

れ，安易に予備選抜を行わないよう格段の配慮を願うものである。

さらに，共通第一次学力試験の実施にあたっては，国大協総会で，６か年の調査研究の成果の上に

立って，大学が自主的にその実施を決定したことであるので，大学入試センターと協力し，万全な体

制で，その実施にあたられることを希望するものである。

大学入試センターに対しては，国大協における調査研究の成果と検討課題を継承し，共通第一次学

力試験の実施に，各国立大学と協力して万全を期せられるとともに，大学入試の調査研究を推進さ

れ，その成果を各大学に普及されるよう期待する。また，大学入試センターの運営に関しては，全国

立大学の意思を十分に反映するよう努められ，さらに高等学校関係者等の意見を反映させるよう要望

する。

文部省に対しては，設置者の立場から，新方式による大学入学者選抜の円滑な実施のために，大学

入試センターと各国立大学の入学者選抜に関する経費，人員の充実整備に格段の配慮を願うものであ

る。

共通第一次学力試験の科目数，実施期日，第二次募集等について，種々の御要望をいただいてい

る高等学校側に対しては，大学入試センターが，その実施の過程と経験によって，修正できる事項に

ついては，検討することとしているので，今後とも有益な御意見をいただき，少しでも御要望の線に
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添うよう努める考えである。

公立大学協会は，共通第一次試験の成績資料の利用による参加を決定したが，国大協はこの決定に

対し，賛意を表し，公立大学側の応分の協力を前提に，国立大学の協力体制を，とることとした。こ

れを契機に教育研究の分野においても一層の提携・協力が促進されることを期待していろ。

いずれにしても，大学入学者選抜方法の改善は，一朝一夕に効果が挙げられるものではなく，長い

年月をかけて定着すべきものであって，その間においては，試行錯誤的な事もあろうが，大学，入学

志願者，高等学校のそれぞれのおかれている立場を十分に勘案して，実施していかねばならないので，

新しい方式に，対しても過熱的反応を示し，不必要な対策に奔走することなく，冷静に，この大学

入学の選抜方法の改善を見守っていただき，我が国の高等教育のあるべき姿との関連において，有益

な御意見等を賜わるよう関係各方面にお願いしたい。



資 料

戸
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１．国立学校設置法及び国立養護教諭養成所設置法の一部を改正する法律（抜すい）

（国立学校設置法の一部改正)(５２．５．２）

第１条国立学校設置法（昭和24年法律第150号）の一部を次のように改正する。

第３章の３の次に次の１章を加えろ。

第３章の４大学入試センター

（大学入試センター）

第９条の５国立大学の入学者の選抜に関し，共通第一次学力試験の問題の作成及び採点その他一括

して処理することが適当な業務を行うとともに，大学の入学者の選抜方法の改善に関する調査研究

を行う機関として，大学入試センターを置く。

２大学入試センターは，国立大学以外の大学の要請に応じて，当該大学の入学者の選抜に関する業

務の実施に協力することができる。

３大学入試センターは，東京都に置く。

４第１項の共通第一次学力試験に関し必要な事項は，文部省令で定めろ。

附則

（施行期日）

｜この法律は，公布の日から施行する。

（教育公務員特例法の一部改正）

４教育公務員特例法（昭和24年法律第１号）の一部を次のように改正する。

第22条中「第３章の３に規定する機関の長及び」を「第３章の３及び第３章の４に規定する機関

の長（同法第９条の４第２項に規定する研究所の長を含む｡)並びに」に,「もっぱら」を「専ら」に

改めろ。

2．国立学校設置法施行規則の｜部を改正する省令及び大学入試センター組織運営規則（抜すい）

国立学校設置法施行規則の一部を改正する省令（５２．５．２）

第５章大学入試センター

（大学入試センター）

第47条大学入試センターに置かれる職の種類並びに大学入試センターの組織及び運営の細目につい

ては，大学入試センター組織運営規則（昭和52年文部省令第20号）の定めるところによる。
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（共通第一次学力試験）

第48条国立学校設置法第９条の５第１項の共通第一次学力試験は，各国立大学が大学入試センター

と協力して，国立大学に入学を志願する者の高等学校の段階における一般的かつ基礎的な学習の達

成の程度を判定することを主たる目的として，同一の期日に同一の試験問題により，共同して実施

するものとする。

大学入試センター組織運営規則（省令20号５２．５．２）

（職員の種類）

第１条大学入試センター（以下「センター」という｡)に，次の職員を置く。

－所長

二教授

三助教授

四事務職員

五技術職員

２所長は，センターの業務を掌理する。

３教授は，研究に従事する。

４助教授は，教授の職務を助けろ。

５事務職員は，庶務，会計等の事務に従事する。

６技術職員は，技術に関する職務に従事する。

（内部組織）

第２条センターに，次の二部を置く。

－管理・事業部

二研究部

（管理・事業部）

第３条管理・事業部においては，庶務，会計及び施設等並びに共通第一次胃

ろ事務を処理する。

２管理・事業部に，その所掌事務を分掌させるため，文部大臣が別に定め’

く。

３管理・事業部及び課に，それぞれ部長及び課長を置き，事務職員又は技’

会計及び施設等並びに共通第一次学力試験の実施等に関す

文部大臣が別に定めるところにより， 課を置

事務職員又は技術職員をもって充てろ。
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４部長は，所長の命を受け，部の事務を掌理する。

５課長は，上司の命を受け，課の事務を処理する。

（研究部）

第４条研究部においては，大学の入学者の選抜方法の改善に関する調査研究を行う。

２研究部に，次の三研究部を置く。

一情報処理研究部門

二追跡研究部門

三評価研究部門

３研究部に部長を置き，教授をもって充てろ。

４部長は，所長の命を受け，部の事務を掌理する。

（評議員）

第５条センターに評議員15人以内を置く。

２評議員は，センターの事業計画その他の管理運営に関する重要事項について，所長に助言する。

３評議員は，国立大学の学長その他の学識経験のある者のうちから，所長の推薦を受けて，文部大

臣が任命する。

４評議員は，非常勤とする。

５評議員の任期その他評議員に関し必要な事項は，別に文部大臣が定めろ。

（運営協議員）

第６条センターに運営協議員21人以内を置く。

２運営協議員は，共通第一次学力試験の実施計画に関する事項その他のセンターの運営に関する事

項で所長が必要と認めるものについて，所長の諮問に応じろ。

３運営協議員は，センターの教授及び助教授並びに国立大学の学長及び教員その他の学識経験のあ

る者のうちから，所長の推薦を受けて，文部大臣が任命する。

４運営協議員は，非常勤とする。

５運営協議員の任期その他運営協議員に関し必要な事項は，別に文部大臣が定めろ。

（専門委員）

第７条センターに，別に定める定数の範囲内で，専門委員を置く。

２専門委員は，所長の定めるところにより，共通第一次学力試験に関し，実施方法の検討，試験問

題の作成その他の専門的事項を処理する。
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３専門委員は，センターの教授及び助教授並びに国立大学の教員のうちから，所長が任命する。

４専門委員は，非常勤とする。

５専門委員の任期その他専門委員に関し必要な事項は，別に所長が定めろ。

附則

この省令は，公布の日から施行する。

教育公務員特例法施行令第３条の２の規定に基づく大学入試センターの所長等の選考の手続に関す

る省令（省令22号５２．５．２）

（趣旨）

第｜条大学入試センター（以下「センター」という。)の長及びその職員のうち専ら研究に従事する

者に関する教育公務員特例法施行令（昭和24年政令第６号）第３条の２において準用する教育公務

員特例法（昭和24年法律第１号）の第４条第１項の選考の手続については，この省令の定めろとこ

ろによる。

（所長の選考の手続）

第２条センターの所長の採用の選考は，大学入試センター組織運営規則（昭和52年文部省令第20号。

以下「規則」という｡)第５条第１項に規定する評議員で構成する会議が推薦（当該推薦に当たって

は，規則第６条第１項に規定する運営協議員（以下「運営協議員」という｡)で構成する会議の意見

を聴くものとする｡)をした者について行うものする。

（教授及び助教授の選考の手続）

第３条センターの教授及び助教授の採用及び昇任の選考は，センターの所長が推薦（当該推薦に当

たっては，運営協議員で構成する会議の議を経るものとする｡)をした者について行うものとする。

附則

この省令は，公布の日から施行する。
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3．大学入試センターの機構（昭和52年度）

所長の助言機関年５回
国立大学長等１５人

所長の諮問機関年５回
センター教員，国立大学教員等２１人1人

各部門共通：客観テストの信頼性・妥当性:の向上に関する研究

1人
.＿採点処理システム等，共通第１次学力試験の全般的な情報
1人処理システムの開発研究

共通第１次学力試験，第２次試験,涜i校の成績,大学入学後の
丁人成繊，その他との相関等に関する研究及び研究方法の開発

共通第１次学力試験問題の内容の評価に関する研究及び能
r人力評価に関する研究

客員研究員（国立大学教授）１６人
科目別問題作成研究

管理・事業部長 1人

三」’人

庶務 ｊ
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三」１人

試験実施係４人

｜篝薑ｉｉｉ篝簔篝簔霞簑鱗篝霄雪讓議｝
問題作成係５人

［鰯鑛灘菫驫更蚕卜騨菫灘逢及１
１簡報処理係45人

縢篝鵜蓋W墨臘罫

急董蕊鑿憲］
各大学２人年３回

部会長で構成

国立大学教員232人で禰成

(鑪員罐寶誇稟贄曹な菅'2人×'`部会
各部会から３人

16人

譜團譜）科目別問題作成部会

実施方法専門蚕 6人

C蕊ﾗ雨三F〕 センター教職員，国立大学教官10人年１０回

センター教職員，国立大学教官10人年１０回
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4．昭和52年度大学入試センター予算

区分 金額 備考

1．管理運営等経費

2．試行テストの実施

3．本試験の実施準備

4．共通的事項

計

円千

１
８
０
２
１

２
６
３
２
４

０
８
０
１
０

Ｐ
０

６
１

９

０
５
１
６
３

７
８
６
７
９

４
３
２
１
２

９

１

1．定員２８人（教官４人，その他24人）９５
千円
125

2．電子計算機等経費277,957

(電子計算機，マークリーダー（２台，米国製）の導入）

3．その他96,939

(運営事務費，客員研究員経費，設備費，建物借上経費）

(８万人対象，国立80大学実施）

1．試験問題，解答用紙，実施要項等の印刷，輸送経費

171.397

2．試験実施経費214,471

(委員会，試験監督，一斉連絡経費，試験場経費等）

１．試験問題印刷256,335

２．広報4,695

１．試験問題作成137,808

２．その他38,314

(説明会，問題警備，報告書等）
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5．「国立大学入試改善調査研究報告書」についてのアンケート（照会）

国入試改第１号

昭和51年４月５日

各国立大学長殿

国立大学協会

入試改善調査委員会

委員長岡本道雄

国立大学協会では，昭和48年以来，国立大学共通第一次試験についての調査検討を重ねてまいりま

したが，昭和４８，４９，５０年度の３か年度において，入試改善調査委員会および附属各専門委員会を設

置して鋭意調査研究を行ってまいりました。その結果を，昨年おとどけいたしました「国立大学入試

改善調査研究報告書｣(昭和50年３月）と今回おとどけする「国立大学入試改善調査研究報告書｣(昭和

51年３月）として，とりまとめました。特に本年の報告書では，昨年の報告書の中で問題とされてい

たいくつかの点を研究し，その一部を解決してまいりました。

しかし，この報告書で述べていろとおり，将来，これを実施するとした場合においては，現在でも

なおかなり検討すべき問題が残されております。そのため，昭和51年度においても従来の委員会を存

置してさらに調査研究を継続することにしており，あわせて全国立大学の意見を集約し，国立大学協

会としての意見をとりまとめることとしております。

このため本年もさらに報告書（昭和51年３月）についてのアンケート調査をお願いいたすこととな

りました。なお，報告書およびアンケートに関する説明会を５月中旬頃に開催することとしておりま

す。

つきましては，報告書をご参照のうえ，貴学のご意見をご回答いただきたく，きたる６月10日（木）

までにご回答（30部）をご送付くださるようお願い申し上げます。
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国立大学入試改善調査研究報告書に関するアンケートについて（依頼）

「国立大学入試改善調査研究報告書｣(昭和50月３月）においてまとめました結果に関しては，すで

に昨年９月30日にご提出いただいたアンケートにおいて各国立大学のご意見をご報告いただきました。

その結果，現在研究中の国立大学共通第一次試験は大学側からみた場合従来より適切な入学者選抜が

可能であり，また，受験生側からみた場合も「一発勝負」の従来の欠点をより緩和することができる

とする意見が，全国立大学の65-70％であるとしてとりまとめられました。

さらに，そのアンケートでは，共通第一次試験の入学者選抜にあたっての利用方法，各大学で独自

に行われる第二次試験のあり方，第一次・第二次試験の成績の入学者選抜に当っての組み合わせ方，

出題の内容，共通第一次試験の時期などいくつかの点についてもご意見をいただきました。

また，－万高等学校その他各方面からも多くの意見を聞きつつ検討を続けてまいりましたが，これ

らの結果は，今回おとどけする「国立大学入試改善調査研究報告書｣(昭和51年３月）としてとりまと

めました。

さらにまた国立大学協会が，昭和49年.５０年度にわたって実施した実地研究の結果については，特

に出題の内容などについて，高等学校側からも相当の評価を得ており，共通第一次試験の実施が高等

学校の教育の正常化および国立大学の入学試験の改善に資するものと期待されております。

もちろん，未解決の問題点もいくつか残されており，それらの解決についてもさらに検討を続ける

予定でありますが，今までの検討結果および今後の方針に関し，アンケート調査をさせて頂きたいと

思いますので，お手数ながら昭和50年３月の報告書と昭和51年３月の報告書の内容を併せて検討のう

えご回答いただきたくお願い申し上げます。

質問調査項目

大学名（ ）

できるだけ貴大学としての一本化したご意見をまとめていただければ幸いと思いますが,項目によっ

ては学部ごとのご意見でも結構です。

問１）入試センターの管理運営のあり方については，昭和50年３月報告書（Ｐ、２０）および昭和５１

年３月報告書（Ｐ、２１）に述べられてありますが，さらにお気づきの点があればご意見をお示し
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ください。

問２）実地時期の再検討の結果について下記の欄にご回答ください｡(51年３月報告書Ｐ、２３参照）

四囲四四

に従って数字でお答えください。

上記以外のご意見がありましたらお示しください。

問３）昭和51年３月報告書に記した「第二次試験のガイドラインについて｣(Ｐ、２６）に関連してご意

見があればお示しください。

問４）共通第一次試験の実地研究について出題数が多過ぎはしないかとの意見もあります。５１年３月

報告書をご検討のうえ，問題の難易のほか時間に対する配分量の関係などについてご意見があれ

ばお聞かせください。

問５）共通第一次試験実施にあたっては，入試センターの組織・機構，各大学における入試事務組織

の整備・充実，居住地受験の具体的処理，事故処理問題，身体障害者問題等今後具体的に調査研

究すべきことが残されておりますが，これらの問題が適切に処理できた場合，共通第一次試験方

式は大学入試問題の改善に資すると考えられますが，ご意見をお示しください。

なお，その他検討すべきお気付のことがあればお示しください。

｢可否」欄は 1．実施可能。

２．無理はあろうが，何とか実施可能と見込まれろ。

３．実施可能とは思われない。

可否 理由

Ａ案

Ｂ案

Ｃ案

Ｄ案

Ｅ案

Ｆ案

Ｇ案
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6．国立大学共通第一次試験について（報告）

国入改第６５号

昭和51年８月20日

各国立大学長殿

国立大学協会

入試改善調査委員会

委員長岡本道雄

去る６月開催の第58回総会において，各位のご賛同を得て,｢国立大学共通第一次試験に関する意見」

が承認され，当協会としては，引続いて国立大学共通第一次試験を実施するについての種々の問題を

文部省とも協議し，検討することになりました。

これらの種々の問題のうち，国立大学共通第一次試験に関する昭和52年度概算要求の内容について

は，第58回総会後，文部省と数回にわたり連絡協議会を開催し検討しましたので，その概要を下記の

通りお知らせいたします。

追って詳細は来る11月開催の第59回総会の際にご報告いたします。

記

l国立大学協会と文部省との連絡協議会

（１）日時第１回６月25日，第２回７月８日，第３回７月29日

（２）参会者

（国大協側）林会長，岡本入試改善調査委員長，相磯，加藤両副委員長，若槻第２，飯島第６

両常置委員長，湊国立大学入試改善調査施設長

（文部省側）木田事務次官，井内官房長，佐野大学局長，吉田審議官，阿部大学課長

（３）連絡協議内容

ＤＰ）国立大学協会の検討結果及び総会の意見について

（ｲ）今後の連絡協議日程について

け）昭和52年度概算要求の内容について

円その他
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２国立大学共通第一次試験に係る昭和52年度概算要求の概要

別紙の通り

なお，文部省との連絡協議の内容及び概算要求の内容については，去る７月26日及び８月19日開

催の理事会に報告し，了承を得ました。またその他の検討課題については，入試改善調査委員会に

おいて，それぞれ検討中でありますので申添えます。

別紙

国立大学共通第一次斌験に係る昭和52年度概算要求の概要

１大学入試センター（仮称）の設置

（１）性格：国立大学共同利用機関

（２）機構・所要人員：管理部（２課)，事業部（２課)，研究部（５部門）の３部制，128人(うち教

官23人）を52-54年度の３カ年計画で完成′

（３）施設：当面，東京教育大学の施設を利用（東京教育大学農学部跡地の一部に新営を予定）

（４）設備：大型電算機，光学マークシート読取機(外国製機種),その他事業用設備を導入整備

（５）昭和52年度の事業

『）試行テストの実施，高校３年生等10万人を対象とし，全国立大学を試験場にして実施

（ｲ）本試験の実施準備，試験問題の作成，印刷，保管等

（６）昭和52年度の概算要求額約31億円

（内訳）

①大学入試センター（仮称）の管理運営及び事業の実施に要する経費２３億円

②①に係る52年度国庫債務負担行為53年度歳出化額４億円

③施設整備費４億円

２各大学の実施体制の整備

入学主幹等の配置計画に基づき，所要人員を52-54年度の３カ年計画で整備
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7．国立大学共通第一次試験構想説明会の開催について（依頼）

国入改第77号の２

昭和51年10月１日

各都道府県教育委員会

教育長殿

国立大学協会

入試改善調査委員会

委員長岡本道雄

国立大学協会においては，国立大学の入試改善を目的として昭和48年以来調査研究を続けてまいり

ましたが，本年６月の総会において「共通第一次試験は国立大学の入試改善に資する」との意見が出

されました。しかしなお，残された種々の問題について鋭意検討中であります。

このたび，下記により国立大学共通第一次試験構想説明会を開催し，別添資料をもとに説明を行い

ますとともに，高等学校関係者のご意見を伺いたいと存じます。

ついては趣旨ご了承のうえ，貴管内より関係者の参会についてお取計らいくださるようご依頼いた

します。

なお，資料は貴管内公立高等学校相当分をお送りいたしますので，配布方重ねてお願い申しあげま

す。

追って，私立高等学校関係については都道府県知事あてご依頼いたしましたので念の為申し添えま

す。
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国立大学共通第一次試験構想説明会日程及び説明者

(注）収容数に余裕があれば，報道関係者の傍聴は差支えない。

地区 日時 会場 説明者

九州 10月23日(土）
14時～17時

九州大学工学部本館大講義室
福岡市東区箱崎６－１０－１

貝
ｊ

委
ｊ
ｊ
授

係
長
長
教

関
学
学
学

会
大
大
大

員
都
崎
京

委
京
長
東

査
Ｉ

舗
離
郵
雛

鋤本聯
入
岡
具
湊

北海道 10月29日(金）
9時～12時

石狩会館
札幌市中央区北４条西５丁目１

ｊ長
１

１
学
授

長
大
教

学
業
学

大
エ
大

軌
畑
鯨
Ｉ雄
雄
雄

奥
秋
秀

陸藤
本
加
松
湊

中部。

北陸
11月６日(土）
14時-17時

名古屋大学豊田講堂
名古屋市千種区不老町

岡本道雄（京都大学長）
湊秀雄（東京大学教授）
丸井文男（名古屋大学教授）

東北 11月９日(火）
9時-12時

宮城県労働福祉会館
仙台市上杉１－５－１３

加藤陸奥雄（東北大学長）
湊秀雄（東京大学教授）
帷子康雄（弘前大学教授）

関東
甲信越

11月11日(木）
14時～17時

オリンピック記念青少年総合センター
渋谷区代々木神園町

ｶﾛ藤陸奥雄（東北大学長）
湊秀雄（東京大学教授）
清水留三郎（東京大学教授）

中国.
四国

11月12日(金）
14時-17時

広島大学教育学部大講義室
広島市東千田町１－１－８９

飯島宗一（広島大学長）
湊秀雄（東京大学教授）
上垣内孝彦（広島大学教授）

近畿
11月13日(土）
14時～17時

大阪大学講堂
大阪市北区中之島

若槻哲雄（大阪大学長）
三上美樹（三重大学長）
湊秀雄（東京大学教授）
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8．国立大学共通第一次試験実施に関する意見の学内集約について（依頼）

国入改第７６号

昭和51年10月１日

各国立大学長殿

国立大学協会

入試改善調査委員会

委員長岡本道雄

このことについては，さる６月開催の第58回総会において,｢大学入試改善に関する意見」の御賛同

を得ましたが，その際に，国立大学共通第一次試験を実施することについては，種々重要な問題が残

されているので，これらの問題について今後文部省とも協議し，慎重に検討することとなりました。

さらに，これらの検討の経過を各大学に御報告申し上げ，各大学におかれては，共通第一次試験実

施に関する学内意見を集約し，きたる11月開催の第59回総会において，大学としての意向を表明され，

これにより共通第一次試験実施に関する当協会の方針を決定することが了承されました。

残された種々の問題については，６月総会後，入試改善調査委員会及び実施方法等調査専門委員会

等を開催し，検討を行うとともに，昭和52年度概算要求に係わる重要な問題については，当協会関係

者と文部省幹部とが直接に連絡協議し，事務的，技術的問題については，国立大学入試改善調査施設

が文部省と具体的協議を行い，いずれも，上記の委員会ならびに理事会に，その内容を報告し，御承

認をいただいてきました。

これらの問題の検討は，アンケート調査の回答に付された意見及び要望事項の主なもの，国立大学

入試事務担当者の意見，高等学校側の意見，私立大学の意見等を勘案しながら,｢国立大学入試改善調

査研究報告書｣(昭49-51）の趣旨に即し，具体的に行いましたが，その結果を別添のとおり「国立大

学入試改善調査研究における残された問題の検討について」にとりまとめましたので，他の参考資料

とともに御報告申し上げます。
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すでに「国立大学共通第一次試験は昭和54年春から実施が決定された」かのような報道があります

が，もとより，当協会は国立大学の入試改善の見地から，諸問題を十分に検討し，共通第一次試験の

実施に関する方針を決定するものであります。しかしながら，高等学校側の関係者は言うに及ばず，

社会全般からも，共通第一次試験の実施に関する11月総会の方針決定が，我が国の教育の全般の正常

化に係わる重要な問題として，注目されているのも事実であります。

これらの社会情勢の中にあって，当協会としては，きたる11月総会において，共通第一次試験の実

施に関する方針を決定する社会的責務を負わされている形となっておりますので，別添の資料を参考

にして，学内において十分に協議をつくされ，１１月総会における方針決定にあたり，大学としての御

意向を表明されるよう，重ねてお願い申し上げます。

なお，文部省は，当協会での残された問題の検討ならびに連絡協議等の結果をふまえて，国立大学

共通第一次試験に関する昭和52年度概算要求を大蔵省に提出いたしました。

この概算要求の概要及び当協会と文部省との連絡協議の概要につきましては，すでに８月20日付け

国入改第65号「国立大学共通第一次試験について」で御報告いたしました。

別添資料

１国立大学入試改善調査研究における残された問題の検討について

２国立大学共通第一次試験に係る昭和52年度概算要求の概要

３国立大学共通第一次試験に関する調査研究等の経緯

４国立大学共通第一次試験の概要について
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9．各大学における第二次試験のあり方等に関する調査について（依頼）

国入改第９３号

昭和51年12月３日

各国立大学長殿

国立大学協会

入試改善調査委員会

委員長岡本道雄

すでに御存知のように，当協会第59回総会において「国立大学共通第一次試験実施による大学入学

者選抜方法の改善は，国立大学共通第一次試験に係る所要の諸施策が行われ，残された諸問題が解決

される見通しを得るに至ったので，入学者選抜期日の一元化とともに，昭和54年度大学入学者選抜か

ら実施可能である」との判断に達しました。

この意見を承認するにあたって，この大学入学者選抜方法の改善の成否は，共通第一次試験の趣旨

と方法に対応しつつ，各大学がその学部・学科の特性に応じて自主的に行う第二次試験のあり方にか

かっているとの観点から，第二次試験のあり方をめぐり熱心な協議が行われました。その結果，第二

次試験のあり方と共通第一次試験の成績の利用については，各大学がその学部・学科等の特性に応じ

て早急に自主的に決定すべきものであるが，全国的に同系同種の学部・学科等の間で，それぞれ特色

を有しているとはいえ，いちじるしく差異を生ずるような事態は好ましくないとの意見が多く，各大

学における第二次試験のあり方等の検討の過程，又は一応の結果等を当委員会が連絡調査し，各大学

にその結果を提供して，検討の参考資料にするとともに各大学相互間の意見交換を促進することにな

りました。

つきましては，これらのことから，各大学における第二次試験のあり方等の検討状況について，別

紙の「調査実施要項」により，調査票を作成し，昭和52年３月31日までに回答くださるようお願いい

たします。

なお，第二次試験の実施教科・科目等及びその実施方法等は，各大学・学部が早急に自主的に決定

すべきものでありますが，その検討にあたっては，
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①出題にあたっては共通第一次試験に課せられていない科目に限ることが望ましい。

同一科目の出題を行う場合には記述力，考察力，表現力等のテストを論文形式で行うなどの配

慮が必要である。

②入試全般の観点から，大学側と受験生側がともに負担増にならないよう，できるだけ科目数，

出題量を少なくすることが望ましい。

③可能であれば面接等とあわせて口頭による試問をも加えろ。又，特定大学では面接等を行い，

第二次試験は実技検査のみで十分な場合も考えられる。

④共通第一次試験の成績と第二次試験（必要に応じて行われる実技検査を含む｡)の成績とを適正

に総合して，学力検査の成績とし，必要に応じて行われる面接，小論文の結果及び調査書等とと

もに判定の資料とする。

⑤共通第一次試験による予備選抜は原則として行わない。入学志願者が極度に多く，そのために

十分綿密な第二次試験が行い得ない大学において，止むを得ず予備選抜を行う場合でも，入学定員

の少くとも３倍程度の数は第二次試験を受験できるよう配慮する。

等を示した，国立大学入試改善調査研究報告書の「第二次試験のガイドライン」を参照のうえ，その

趣旨に十分留意されるようお願いします。

おって，文部省との連絡協議の結果によりますと，文部省は上記の総会の決定に基づき，高等学校

関係者の要望等を勘案して，昭和54年度大学者選抜から国立大学における共通第一次試験実施による

入学者選抜方法の改善の実現に関し,｢大学入学者選抜方法の改善に関する会議（文部省)｣に諮り，

①昭和52年度政府予算案決定後（昭和52年１月頃）に国立大学における共通第一次試験の実施を

予告することを予定

②昭和52年度予算成立後（昭和52年４月頃）に昭和54年度国立大学における入学者選抜の実施要

項を公表する予定

③昭和52年６－７月末に，各大学が昭和54年度大学入学者選抜における第二次試験の実施教科・

科目等及びその実施方法，面接，小論文，実技検査等の有無とその内容，予備選抜の有無とその

方法等を公表することを期待

などの予告等を行う意向を持っております。

〔参考〕第二次試験の科目数に関し，大学入試改善会議では，最低必要な１－２科目に限るのが望

ましいという意見が大勢を占め，全国高校長協会，全国普通科高校長協会等は１－２科目に限る

べきだと強く要望していろ。なお，３教科３科目が適当であるとの個人的意見が国立大学教官の

中に多いといわれていろ。他面,一般的な意見として，１科目にしぼるべきだとの強い主張がある。
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各大学における第二次試験のあり方等に関する調査実施要項

国立大学協会

入試改善調査委員会

調査の趣旨

各大学・学部における第二次試験のあり方及び共通第一次試験の利用方法について，検討の過程

及び一応の結果を調査し，同系同種の大学・学部ごとにとりまとめ，その結果を大学名を省略して，

各大学に配布し，参考資料とするとともに，各大学間の意見交換を促進し，各大学における第二次

試験のあり方の検討を援助しようとするものである。

なお，必要があれば本調査を再度実施する。

２調査票の提出期限

昭和52年３月31日（必着）

調査事項によっては，検討中で記入できない場合はその事項欄に「検討中」と記入する。

３調査事項

１
１
１
１
１
１

１
２
３
４
５
６

１
１
１
１
１
１

学力検査の教科・科目等について

学力検査以外の選抜方法について

代替科目について

共通第一次試験の成積の利用法について

合格者決定にあたっての第２志望等の取扱いについて

予備選抜について

４調査票の処理

昭和52年４月下旬までに，同系同種の大学・学部ごとに集計整理し，各大学に配布する。
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５調査票の提出先及び問合せ先

国立大学入試改善調査施設

〒153東京都目黒区駒場２－１９－１

ＴＥＬ東京O3-465-3948-9

調査票記入に当っての共通の留意事項

(1)各表の記入は，特に指定のないかぎり学部を単位として記入して下さい。なお，学部以外の区分

により入学者選抜を行った場合で，これを学部単位に直して記入することが困難なときは，当該選

抜単位（文類、理類等）を学部に準じて取扱って下さい。

(2)該当欄に○印を記入する欄において，幾つかの学部が全く同様の状況であった場合は，一括して

一欄に記入し，これに該当する学部数を「学部数」欄に記入するとともに，その学部名を「学部」

欄に列記して下さい。また同一大学内の全学部が全く同様の状況であった場合には「学部名」欄に

学部名に代えて「全学」と記入し,｢学部数」の欄には全学部数を記入して下さい｡(同一学部内で学

科又は課程等により状況が相違した場合には，上記に準じて区分して記入して下さい｡）

(3)記入欄が不足する場合は，適宜欄を追加して記入して下さい。



’
四
陣
②
Ｉ1．学力検査の教科・科目等について

(1)昭和52年度入学者選抜において

外語

選択科目出題科目科選択科目出題科目科

現亨壹曼倫政杲鼻墨窒菫筆菩菩数量
国甲乙数社経史史ＡＢ極ＩＡＢⅢ数

■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■
次試験2）共通第 次試験実施時の第二次試験において

1両I己１
斗目の欄にＯ印還記して下さい。

Ⅲ
｜
仮
Ｆ
分
番
号
」
１
’
’
３
’
４
一
個

即
一
学
部
数
一

雪１１hｓ
３．理科の科目選択方法については、備考鰯

■
■

何科目選択させるか数窪記入して下さい。僻目選択数」の欄には、 (例）〔物理Ｉ.Ⅱ〕〔化学１．ｍ〔 〕…の中から２ 個選択。

(注）１該当科目の欄に○印を記して下さい。３．理科の科目選択方法については、備考欄に記入して下さい。

区
分
番
号

学
部
数

学
部
名

国語

出題科目

現
●

国

古
Ｉ
甲

古
Ｉ
乙

社会

系斗 選択科目曰
麺
択
數

倫

社

政

経

日
本
史
一

世
界
史

地
理
Ａ

地
理
Ｂ

数学

出題科目数
学
｜
舷 鑿

Ｉ

数
Ⅱ
Ａ

数
Ⅱ
Ｂ

数
Ⅲ

理 科

禾斗 選択科目Ｅ
迅
鈩
弾

■
■
■
Ｂ
■
■
』
ト
リ
■

物
理
Ｉ

物
理
Ⅱ

｜
化
学
Ｉ

化
学
Ⅱ

生
物
Ｉ

生
物
Ⅱ

地
学
Ｉ

地
学
Ⅱ

華
礎
理
科

外国語

選択科目英
語
Ａ

英
語
Ｂ

ド

イ

ツ

フ
ラ
ン
ス

そ
の
他

備考

１

２

３

４

区
分
番
号

学
部
数

学
部
名

国語

出題科目

現

国

古
Ｉ
甲

古
Ｉ
乙

社会

禾斗 選択科目已
趨
択
數

倫
社

政
経

日
本
史

世
界
史

地
理
Ａ

地
理
Ｂ

数学

出題科目

数
学
一
般

数
Ｉ

数
Ⅱ
Ａ

数
Ⅱ
Ｂ

数
Ⅲ

理科

禾斗 選択科目曰
選
択
数

物
理
Ｉ

物
理
Ⅱ

化
学
Ｉ

化
学
Ⅱ

生
物
Ｉ

生
物
Ⅱ

地
学
Ｉ

地
学
Ⅱ

華
礎
理
科

外国語

選択科目英
語
Ａ

英
語
Ｂ

ド
イ
ツ

フ
ラ
ン
ヱ

そ
の
他

備考

１

３

４



2．学力検査以外の選抜方法について

（１）昭和52年度入学者選抜において

大
学

lｉ
警卸課す場合警課
渋寸時間内容漂寸

■■■■■■■■■■■
■■

(2)共通第一次試験実施時の第二次試験において

二鬘 節時雷す輌場藍

■
■
■
■
■

課
さ
な
い

響
疾
■
■
■

巨 臣
(注）1．「課さない｣、「課す」の欄に○印老記して下さい。

２．「課す場合」は、１人当りの所要時間および内容等巻できるだけ記入して下さい。

１
－
麗
司
Ｉ

区
分
番
号

学
部
数

学
部
名

面接
ﾖ果
さ
庵疽
し、

課
す 課す場合

時間 内容

実技

蝉
吉
甦
い

課
す 課す場合

時間 内容

。、 論文

露剰
ざ
尤医
し､

課
す 課す場合

時間 字数 内容

備考

１

２

３

４

５

６

区
分
番
号

学
部
数

学
部
名

面接
3巣
さ
た医
し､

課
す 課す場合

時間 内容

実技
創果
吉

だ■
し、

課
す 課す場合

時間 内容

。、 論文

課
吉
延
い

課
す 課す場合

時間 字数 内容

備考

１

２

３

４

５

６



閨
函
的３．代替科目について

（１）昭和52年度入学者選抜において

［科三代替科目科二代替科目科二代替科目

■■■■■■■■■■■U■■■■■■■
￣￣■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■
￣■■■■■■U■■■■■■■■■■■■■■■
￣－１■■■■■■■■■■■■■
＿■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■’

(2)共通第一次試験実施時の第二次試験において

科目｜代替科目科雲代替科目科三代替科目
■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

＿■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
￣---■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■！

区分

番号
学部数 学部名 学科等

社会

科目 代替科目

数学

科目 代替科目

理科

科目 代替科目
備考

１

２

３

４

５

６

７

区分

番号
学部数 学部名 学科等

社会

科目 代替科目

数学

科目 代替科目

理科

科目 代替科目
備考

１

２

３

４

５

６

７



4．共通第一次試験の成績の利用法について

大
学

暉
騨
垣

区
分
審
号

学

義

学
部
名

学力検査の成積の判定にあたって、共通第一次試験と第二次試験の成積をどのような方法で利用すること

壱検討されておりますか。具体的に記入してください。

１

２

３

４

５

６

７

８

９

1０



凹
鞘
。5．合格者決定にあたって第２志望等（第２志望・第３志望・第４志望……）の取扱いについて

（１）昭和52年度の入学者選抜において

！イ、同学部又は口、異なる学部
同学群内において又は学群等の間で

次試験実施時(2)共通第

注

■■■■■■

＝＝
｢行わない｣｢行う｣｢行う場合イ、ロ」に○印を記して下さい。

その他の例があれば具体的に記入して下さい。

１
２

区
分
番
号 毒

数

学
部
名 行わない 行

声

つ

行う場合
イ、Ｉ可学部又は
同学群内において

ロ
、 異なる学部

又は学群等の間で ハ、その他

１

２

３

４

５

６

７

区
分
番
号

学
部
数

学
部
名 行わない 行

ち

つ

行う場合
イ 、 同学部又は
同学群内において

ロ、異なる学部
又は学群等の間で ハ、その他

１

２

３

４

５

６

７



9
6．予嚇選抜について

行
わ
な
い鳫

‐区分番号一

FＰ
2）共通第一次試験実施時

行
わ
な
い

行
う

区
分
番
号

学
部
数

(注）１．「行わない｣、「行う」の欄に○印を記して下さい。

２゜行う場合には具体的に記入して下さい。
鵬:｡入創正溺

ｌ
騨
筥
Ｉ

(1)昭和52年度入学者選抜において

区
分
番
号

学
部
数

学
部
名

行
わ
な
い

行

，

行う場合

基準 方法 発表時期 発表方法

定目0,
3倍BI上

その他
共通第一次
試験の成櫛
による

共通第一次
試験と調査
書との併jll

その他 第二ik試験実施までの日数

掲
示 本通

人

宛知

備考

１ 日前

２ ”

３ ”

４
"

５ ”

調査票記入責任者
所属
氏名

連絡先;圏i番号

区
分
番
号

学
部
数

学
部
名

行
わ
な
い

行

フ

行う場合

基準 方法 発表時期 発表方法

定員の

倍率 その他
第一次
学力検査

調杏霧
による

第一次学力
検査と調査
書併用

その他 第２次学力検査までの日数

掲
示 本通

人
宛知

備考

１ 日前

２ バグ

３
〃

４
Jザ

５ 閃'
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１０．公立大学の国立大学共通第一次試験成績資料の提供方依頼について

公大協第５４号

昭和51年12月７日

国立大学協会

会長林 健太郎殿

公立大学協会

会長森川晃卿

さきに国立大学協会において決定されました国立大学共通第一次試験について，公立大学はその重

要性に鑑み，進行状況を見守るとともに，種々検討をつづけているところでありますが，本日の公立

大学協会臨時総会で公立大学としても国立大学共通第一次試験の資料を利用したいという方向を協会

として決定いたしました。

ついては，昭和54年:度の公立大学入学志願者からその資料の提供をお願いいたしたく，申し入れますｂ

なお，この件について文部大臣にも同趣旨の御依頼をいたしましたので申し添えます。
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11．各大学における第二次試験のあり方等に関する検討について（通知）

国入改第３８号

昭和52年４月26日

各国立大学長殿

国立大学協会入試改善調査委員会

委員長岡本道雄

各大学における第二次試験のあり方等に関する検討について（通知）

先の第59回総会の決定により，各大学における第二次試験のあり方等の検討経過について連絡調査

を行うため，標記に関する調査をお願いしましたところ，調査対象の82大学すべてから回答をいただ

き，ありがとうございました。早速，提出されました回答を，同系同種の学部等ごとにとりまとめ，

若干の集計整理を行いましたので，別添のとおり送付します。

各大学がその学部・学科等の目的，性格，その他の特性に応じて，入学志願者の適性・能力を検査

する第二次試験のあり方については，国会における大学入試センターの設置等のための国立学校設置

法改正案（昭和52年４月22日可決成立）の審議の過程でも，これに関する関心は非常に高く，又全国

高等学校長協会の要望等，各関係方面からの意見も多く，社会的な注目を集めておりますことは，す

でに御承知のことと思います。

去る４月13日開催の入試改善調査委員会及び理事会において，これらの社会的な関心を考慮しつつ，

標記の調査のとりまとめを検討しましたが，第二次の学力検査の教科・科目の数，予備選抜（二段階

選抜）の実施等に関し，若干の問題があるように思われるので，各大学に対して「第二次試験のガイ

ドライン」の趣旨を十分生かして再検討されるよう要請することになりました。

つきましては，共通第一次学力試験の実施による大学入学者選抜方法の改善の成否は，各大学が自

主的に決定する第二次試験のあり方にかかっていろという観点から，各大学におかれては,｢各大学に

おける第二次試験のあり方等に関する調査について」の依頼文（昭和51年12月３日付，国入改第93号

…別紙１）を再度参照され，別添の調査結果のとりまとめを参考にされるとともに,｢第二次試験のガ

イドライン」の趣旨に十分留意されて，今後の「第二次試験のあり方」の検討を促進されるよう重ね
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てお願いいたします。

特に，各大学が必要に応じて行う第二次の学力検査で課する教科・科目の数は，各大学が自主的に

決定する事項ですが，共通第一次学力試験が入学志願者の高等学校における基礎的な学習の達成の程

度を評価するため，主として必修科目５教科６－７科目を通算約10時間にわたって課することとして

いること及び各大学が行う第二次の学力検査の教科・科目が，主として高等学校の選択科目から課さ

れ，共通第一次学力試験の成績と第二次学力検査の成績とを合理的に総合して学力検査の成績とする

ことなどに十分留意され，入学志願者に対して過重な負担を強制することのないよう，又高等学校教

育の正常な発展に障害とならないよう，必要な最少限の数にとどめることに格段の配慮をお願いしま

す。

又，各大学における予備選抜の実施については，多元的な資料によって入学者を判定しようとする

今回の改善措置の趣旨に即し,｢第二次試験のガイドライン」に示すように予備選抜は原則として実施

しないものであること及びその実施は止むを得ざる例外的措置であることならびに入学者選抜期日が

一元化されることに十分留意され，大学が自主的に決定する事項ではありますが，安易に予備選抜の

実施を決定することのないよう格別の配慮をお願いします。

なお，第二次募集方式については，新たに提起されたものでありますが，その国大協における協議
（注）

結果(｢最近における共通第一次学力試験の検討経過について」昭ﾎﾟﾛ52年４月26日付，国入改第37号）

を参照され，特別の選抜方法の一つとしてその実施についても検討されるようお願いします。

おって，国立大学共通第一次学力試験の実施に伴う昭和54年度以降の国立大学入学者選抜方法につ

いては，５月末または６月初に，その要項が公表される予定でありますが，各大学が行う第二次試験

の実施教科・科目の内容及びその方法ならびに特別の選抜方法については，７月末までに公表するこ

ととなっておりますので念のため申し添えます。

(注）「最近における共通第一次学力試験に関する検討経過について」は昭和52年４月26日付，国

入改第37号で各国立大学長宛送付済（Ｖ－３項参照）



１２．国立大学共通第一次試験に関するアンケート調査（依頼）

共通第一次試験の受験者数を予測するため，全国の高等学校宛下記内容のアンケート調査を行った。

郵便往復はがき

昭和51年11月30日

各高等学校長殿

国立大学協会・入試改善調査委員会
委員長岡本道雄

国立大学共通第一次坊出向に関するアンケー旧査(依頼）

国立大学共通第一次試験の実施計画の資料とするため、別

紙のとおりアンケート調査を行ないますので、下記記載要領

のとおりご記入願い、１２月25日までにご回答頂けば幸いです。

〔記載要領〕都.道.府.県コードー学校7-F

季i；を塞耒調査鯛…本年度塞奉雲査の番号E蒜！=可
。学校名…一･･○○県立と、末尾の高等学校の表示は不要。

ｏ所在地……○○シ○○マチ１５－１と記入のこと。

Ｏ課程.｡….全日制は１，定時制は２，.通信制は３と記入。

Ｏ学科……普通科は１，その他(工・商・農等)は２(2学科

以上あれば合計で記入のこと)､盲・ろう・養護学校

の高等部は３と記入のこと。

ｏ大学志願者……大学を志願した者の実数。

ｏ国立大学志願者数……上記の内、国立大学の志願者実数。

(数字を記入する際､52名の場合[亟画と書くこと)。
ｏ開設科目……表示してある科目を開設している場合、その

下の番号を○で囲んで下言い。

ｏ鰻寄りの国立大学……食校に近く、交通の便のよい大学を

お知らせ下きい。離島などの場合、その大学が試験場とな

ったとき、宿泊を要するときは２をＯで囲んで下きい。

○記入上、不明の点がございましたら

東京03-465-3949国立大学入試改善調査施設へお問い合

わせ下さい。

、同日□□

国
立
大
学
入
試
改
善

鯛
査
施
設
行

目
黒
区
駒
場

驍
…

庵一層~Ｉ
Ｌ－■－■－ﾆーー－－＝=＝｡

■■■■

■I■■■■

1■■■■■■

九

■■■■■■

殴函者別

皇|釜|鑿
いずれかを○

一でかこむこと’1２１３

劇文名はカタカナで記入し、濁点・半濁点は１字分とること。
都HlHrWl立と高等学校の表示はしないこと。

都道府県は省略し、郡・市・区・町・村・の間は１字分あけること。例えば

3丁目6馳号の衷示は[Ｔ１５Ｔ=1T｢可]のように配入すること。
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郵便往復はがき
数字の記入は、例えば52は４桁欄では００５２，
３桁欄では052と記入すること。
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１３．共通第一次試験実施に係る受験者収容可能数調査について（依頼）

国入改第９８号

昭和52年１月４日

各国立大学

入試担当課長殿

国立大学入試改善調査施設

総主幹田保橋彬

当施設におきましては，共通第一次試験実施に係る諸準備を行っておりますが、その一環として各

国立大学における当該試験の受験者収容可能数を把握し，試験場設定の際の参考資料としたいので，

下記により調査し，別紙様式により昭和52年１月31日までにご回答ください。

記

1．調査の対象となる施設

(1)学内の学部・研究所・付属学校等であって，共通第一次試験の試験室として使用しうるもの。

（通常の入試の際に使用していないものも含む）

(2)調査表は地区・団地毎に別葉で記入すること。

次の室は除外すること。

２．の基準で算出し，収容可能数が30名以下の室，著しい遠隔地で，試験場として使用するこ

とが困難な研究所等。

２．試験室としての受験者収容可能数算定の基準

(1)長机の場合，受験者の座席を１つおきとする。

（例）

○○○○
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(2)個人机の場合，受験者の座席の中心から中心まで約110cmとする。

（例）
約110画

□□□Ｕ
○○○Ｏ

国立大学入試改善調査施設

〒153束京都目黒区駒場２－１９－１

東京教育大学農学部構内

ＴＥＬＯ３－４６５－３０４９

ｏ追って，参考資料として保存したいので，ご回答の際，昭和52年度賞学学部学生募集要領を同封し

て下さい。

（別紙様式）

大学

地区

団地

共通第一次試験に係る受験者収容可能数調査について（回答）

受験者を収容しうる

教室等の大きさ（Ａ）

室数

(Ｂ）

小計

(Ａ）×（Ｂ）
備考

人収容

合計 名
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'4．昭和51年度国立大学共通第一次試験の実地研究についてのお願い

昭和51年６月１日

国立大学協会

入試改善調査委員会

大学入試制度の根本的な改革は本質的には教育制度そのものの改革と相俟ってはじめて解決される

ものではありましょうが，教育制度や大学そのものの改革は一朝一夕にその成果を期待できるもので

はありません。－万入試の改善は今日現実の問題として社会からも強く要望されているところであり

ます。また最近，高等学校では自らの持つ教育の本旨を生かす目的で，そのカリキュラムに大幅な選

択制を取入れておられますが大学入試が従来のままではせっかくの改善の趣旨も生かされないと思い

ます。

国立大学協会では昭和46年以来入試調査特別委員会を設け，かねてよりの懸案であった入試制度の

問題点の検討を行ってきましたが，共通第一次試験を行うことが多少とも高校教育の正常化，受験生

に対する客観的判定，出題の適正化および一発勝負の防止などに役立つであろうという期待を持つに

至りました。

共通第一次試験は受験生の高校における学習の達成度を評価することを主眼とする基礎的な学力試

験とし，この他に各大学で行うそれぞれの大学・学部・学科等への適性をみる第二次試験と組合せら

れる性質のものであります。共通第一次試験においては毎年全国立大学が衆知を集めて出題できるた

め，従来ややもすると指摘されることのあった受験生を苦しめるだけの「無理な問題」がなくなるこ

とが期待され，従ってより適正な問題が作成できるものと思われます。

また受験生の立場からしますと従来のような一発勝負ではなく共通第一次試験による基礎的な学力

試験と各大学独自に行われる選抜との二本建てになり，従来より，より明確に大学における自己の教

育適正が評価されることとなると考えられます。

上記の趣旨に基づき昭和48年に入試改善調査委員会を発足させ，爾来鋭意検討を続けますとともに，

この委員会の計画のもとに昭和49,50年度は全国７地区において試験問題実地研究を実施しました。

これの実施に当っては関係各方面から多大のご協力をいただき深く感謝いたしております。

これまでの調査研究の結果については，すでにご承知のとおり年度毎に「国立大学入試改善調査研

究報告劃をまとめ，関係各方面に配布してご意見を伺っているところでありますが，昭和51年度に
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おいては，これらのご意見をもとにして，さらに専門的技術的問題や再検討を必要とする問題の調査

研究を行うこととしており，また試験問題実地研究も，前年度に引き続き別紙実施要項により実施す

ることにいたしました。

つきましては，別紙実施要項をご高覧の上，これの実施に対して格段のご協力を得たくお願い申し

上げます。



5．受験申込書

昭和51年度国立大学共通第一次試験実地研究受験申込書
国立大学協会入試改善調査委員会

漢字等で記入する欄 カタカナ等で記入する欄(コンピューター用）

二局ニョ
姓と名の間は１字分あける二と。（誕人例）

濁点は１字分とる二と。

高等

学校 高校名
左右２ヶ所とも高校側で記入する二と。

(霊誌）
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①
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す
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糠
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ん
で
い
る
部
分
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校
側
が
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す
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験
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配
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諾か．ｉ夕ｉi銃。iンi銭ロi境’
一
Ｉ
ｒ
」
Ｉ

男
女

④圃騨蕊③

⑤Ⅱ[了、'………~しＥｚ皿匝］昭和年月日生 生年月日

いずれ…で…→(簔継い

いずれ…で…→|欝鳳

←
←

画臥
吐

数学一般

基礎理科

郵便番号

郁道府県名は記入しないこと。

地番とアルファベット以外はカタカナで記入すること。

区市部、町村、区町名等の間は１宇分あけること。
濁点は１字分とる二と。

都道

府県
Ｉｌｊ

ｌｌＦ

蛮蛾シ;ノ!シｉｉギ誤シｉ￣iヨiウiシi、iミiナiミiチiヨiウ

町
村

(誕入例)〆？ ｉ３１－ｌ３ｉ－ｉｌｉ４ｉｉ蛾クドラi夕！．'ンi領iＡｉ－ｌ６ｉ区

現住所 ﾐ;雫ガワｉｉ力Ｉス:．iボｉ韻茗力i夕ｉ

⑨

様方
■￣￣■￣￣￣－－■＝－－－－－－－－-－-－－－－－---￣￣■■￣■￣￣￣￣￣￣-－￣￣￣￣￣▲￣￣－－

⑬
』
］

窩等学校へのお唄い： 太線で力､二んでいる忘校コードは文部省の学校基本例査に用いている学校番号を配入して《ださい。また癌校2t理番号は受改申込老
僖ついて一連番号を付して《ださい。その期合の妃入は001,002,003,……012のようにして《ださい。

=三=F＝

鰯。

技Ｆ

氏名

一
Ｔ
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16．受験申込者名簿

５

０

５

注意

受験申込者名纐は各人から提出された受験申込轡から正しく転記願います。

整理番号欄には各人の受験111込轡に付した整理番号と同一のものであるかどうかの確認を

願います。

高校コートの記入は文部省の学校基本調査に用いている学校番号を記入願います。

性別ま該当する数字を○でかこんでください。

Ｌ

『〕

●
ウ

ハ
ベ
ー
〉
“
河
｜
や
巳

高校名 高校コード

所在地
〒

電話
市外局番局番番

－（）－

整理番号 姓名（カタカナで姓と名の間は１字あけて記入してください） 性別 備考

男
１

女
２

男
１

女
２

男
１

女
２

男
１

女
２

兜
１

女
２

男
１

女
２

男
１

女
２

男
１

女
２

～リ
１

女
２

男
１

女
２

～リ
１

女
２

男
１

女
２

～リ
ー

女
２

男
Ｉ

女
２

ｉ
コ

リ
１

女
２

男
１

女
２

男
１

女
２

男
１

女
２

男
１

女
２

男
１

女
２
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'７．受験票

昭和51年度国立大学共通第一次試験実地研究
国立大学協会

受験番号受験 票

０６１－０１

ﾎﾂｶｲﾄ苗ウ
リツホ●０ｺうりイコワホコト■ウリ

１７チヨウメミプミ１００１

フルカワタカヨｺワマカタ

様ｶコキオオミ

０１２

注意事項

１．当日はこの受験票を必ず持参すること。

２．当日はＨＢ鉛筆と消しゴムを持参すること。

３．解答を誤ってマークした場合は消しゴムでていねいに

消すこと。

４．数学一般・基礎理科を選択した場合は、該当欄に×が

記入してあるので確かめること。

受験番号 0３２９０

試験実施委員会 ホツカイト■ウタロイヵ■ワ

試験場 ホツカイト■ウタ■イカ■ワ

試験場コード ０１１－１

出身高校 ワツホ゛ロケイセイ

高校コード ０１－５５１６ 整理番号 ０１２

基礎理科数学一般
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18．受験者の心得

試験期日・試験教科

10月10日（日曜日)，１０月11日（月曜日）

国語・社会・数学・理科・外国語の５教科について試験を行います。

試験場………試験場については，同封の受験票および「試験場一覧」を参照してください。

試験日時

１

２
３

４受験者は９時までに試験場に到着して，監督者の指示をうけるようにしてください。

５受験票は試験当日必ず携帯してください。万一受験票を携帯しない場合は，監督者に申し出てそ

の指示をうけてください。また受験に必要なもの以外は持参してはいけません。

６試験室においては，受験票に表示してある受験番号と同一であるかを確認の上自分の受験番号の

席についてください。ただし，机上の受験番号は末尾のアルファベットを省略してあります。

７試験室にはいってからは，試験の開始前にも，参考書類を見てはいけません。

８受験中は受験票を常に机上に置いてください。

９解答には必ずＨＢの黒色鉛筆（または黒色シャープペンシル）を使用してください。色鉛筆．ペン．

ボールペンなどは使用できません。解答を誤ってマークした場合は，消しゴムでていねいに消して

ください。

1ｏ鉛筆削り用具は使用してもかまいませんが，下敷，定規，コンパス，筆箱などは机上に置いては

事項
10月10日（日）

国語 数学 社会

10月11日（月）

理科 英語

○試験室入室 ９：００ １２：２０ １４：５５ ９：0０ １２：0５

○問題IH子，解答用紙の酬寸，受験の説明 ９：1５ １２：２５ １５：00 ９：０５ １２：１０

○試験開始 ９：３０ １２：３０ １５：10 ９：1５ １２：1５

○社会，理科の選択しない科目の解答用紙回収 １６：１０ １０：１５

○時間内退出の許可 １０：３０ １３：３０
選択しない解答
用紙回収後

許可し
ない

○英語の聴解力テスト １３：３０

○試験終了 １１：３０ １４：３０ １７：１０ １１：１５ １３：５５

○アンケート調査 (昼食） (休憩） (昼食） １４：00
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いけません。

１１時間中の退室は，監督者の指示をうけてください。

１２問題冊子は，監督者から試験開始の指示があるまで，絶対に開いてはいけません。

１３配付される解答用紙の左上には，あらかじめ受験番号を印刷してあるので，受験票に表示してあ

る自分の受験番号と同一であるかどうかを必ず確認してください。

１４社会・理科（基礎理科を除く）はいずれも２科目を試験室において選択し解答してください。

１５数学一般，基礎理科については，あらかじめ選択科目として届け出た者のみが解答することになっ

ています。試験室において変更することはできません。

１６英語の試験においては，１３時30分から聴解力テストを行いますからあらかじめ承知おきください。

１７問題冊子の注意事項をよく読んでください。監督者の「やめ」の合図と同時に鉛筆をおき監督者

の指示にしたがってください。また監督者の指示があるまで，退室してはいけません。

１８解答用紙は絶対に室外に持ち出してはいけませんが，問題冊子は持ち帰ってください。

１９試験室においては，すべて監督者の指示にしたがってください。

注意１問い合わせは高等学校を通じ各試験場大学の試験実施委員会に申し出てください。

２昼食は各自で用意してください。

３英語の試験終了後，アンケート調査を行いますのでご協力ください。

試験場覧

iDL
実施大学 試験場 試験場最寄りの下車駅 試験室案内の掲示場所

北海道大学 法学部 地下鉄南北線「北12条」 文系講義棟入口

北海道教育大学 函館分校 市電「新世橋Ｊまたは「宮前町」 学生通用ロ

室蘭工業大学 室蘭工業大 東室蘭駅から道南パス「室蘭工大前」 正門

小樽商科大学 小樽商科大 小樽駅からパス（最上線)｢朝日通」 正門

帯広畜産大学 帯広畜産大 帯広駅からパス（畜大農場行)｢畜大正門前」 正門

旭川医科大学 旭I||医科大 旭)||駅から軌道バス（東神楽線）零号停留所 学生玄関

北見工業大学 北見工業大 北見駅から市バス「工大前」 正面

弘前大学 人文学部 弘前駅からパス（松原線)｢弘前大前」 人文学部玄関

岩手大学 工学部 盛岡駅からパス（黒石野線)｢岩手工事事務所官fLl 工学部正門

東北大学 農学部 仙台駅から市バス「農学部師 農学部講義棟入口

秋田大学 教育学部 秋田駅から市バス「秋田大ii｢i」 正門,教育学部受付前

山形大学 教養部 山形駅からパス「山大前」 正門掲示板



：
淫､の掲示

講義棟入口

(注）試験場への適煩は一例を示したものであり，各自の経路はあらかじめ調べておくこと。

実施大学 試験場 試験場最寄りの下車駅 試験室案内の掲示場所

福島大学 教育学部 福島駅からバス「福大前」 教育学部正門

茨城大学 教養部 水戸駅からバス「茨大前」 正門

宇都宮大学 教養部 宇都宮駅からパス「字大前」 正門

群馬大学 教養部 前橋駅から東武パス「自動車教習所前」 正門

千葉大学 教育学部 国電総武線西千葉駅北口 正門及び南門

東 京 大学 法学部 地下鉄丸の内線「本郷三丁目」 正門掲示板

一橋大学 国立本校 国立駅南口 正門

新潟大学 人文学部 新潟駅からバス「新大正門iiil」 正門

富山大学 経済学部 市電又はパス「大学前」 正門

金沢大学 教養部 金沢駅からバス「兼六園下_Ｉ 石Ⅱ１門

福井大学 教育学部 市バス「福井大学前」 正門

山梨大学 工学部 甲府駅北口からパス「大学前」 正門

信州大学 理学部 松本駅からバス「信大前」 正門入口

岐阜大学 教育学部 パス（長良岐大行・おぶさ行)｢長良岐大前」 教育学部玄関

静岡大学 教養部 新静岡センターからパス「静大前」 教養部掲示板

名古屋大学 経済学部 名古屋駅からパス「名大前」又は地下鉄「本山」 玄関

三重大学 教育学部 近鉄「江戸橋馴徒歩15分 正門

滋賀大学
経済学部

教育学部

彦根駅から近江パス「栄町」

石山駅から京阪パス「滋賀大iii」
正門

京 都大学 法，経学部 市電又は市バス「東一条」 正門

大阪大学
医学部

歯学部

梅田阪神百貨店前から市バス（55,75)｢田蓑橋」

又は地下鉄四シ橋線「肥後橋」

医学部玄関

歯学部玄関

神戸大学 経営学部 市バス（鶴甲団地行)｢神戸大前」 正門

奈良教育大学 教育学部 奈良駅から市内循環パス「高畑町」 正門及び学内掲示場

和歌山大学 経済学部 和歌山駅から ｢和歌山バス車庫前」 正門

鳥取大学 教養部 鳥取駅からパス「大学前」 正門

岡山大学 教育学部 岡山駅から市バス「岡山東門」 教育学部玄関前

広島大学 教育学部 広島駅から電車，パス（字品行）で「広大前」 教育学部玄関

山口大学 教養部 小郡駅から市バス（山口行)｢湯田温泉」徒歩30分 正門

香川大学 教育学部 高松駅から市内パス西通線西廻り「大学前」 正門

愛媛大学 理学部 松山駅から市電「日赤病院前」 理学部講義棟入口

高知大学 文理学部 朝倉駅から徒歩５分電車・バス「大学前」 正門

九州大学 文科系学部 博多駅から電車（貝塚行)｢九大中門」 中門

長崎大学 教養部 長崎駅から電車「長崎大前」 正門

熊本大学 工学部 交通センターから市バス「熊本大前」 工学部正門

宮崎大学 教育学部 宮崎駅からパス｢橘通３丁目｣にて乗換え｢花殿町」 正門

鹿児島大学 教養部 西鹿児島駅から市バス「法文学部前」 教養部掲示板

琉球大学 教養部 銀パス「琉大入口」 正門守衛室前
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'9．昭和51年度国立大学共通第一次試験実地研究

監督者要領

実施方法等調査専門委員会

①試験実施にあたっては，以下の事項にしたがって進行する。

②英語の聴解カテストに際し，テープレコーダーを操作する職員が配置されていない場合は，その

操作をあらがじめ習得する。

試験実施時刻表

晉園：

※数学および理科の解答用紙配布については３項の(3)、(4)参照のこと。

監督者入室

各教科の試験開始前に試験本部から試験問題等を受領する。

10月10日（日）

国語 数学 社会

10月11日（月）

理科 英語

監督者入室 ８：５０ １２：２０ １４：５５ ８：５０ １２：0５

受験者入室 ９：00 １２：２０ １４：５５ ９：００ １２：0５

解答用紙
配付枚数

１ １
※

６ ４
※

１

露縣}配付 ９：１５ １２：２５ １５：00 ９：0５ １２：１０

試験時間
９：３０～１１：３０

120分

１２：３０～１４：３０

120分

１５：10～１７：１０

120分

９：１５～１１：１５

120分

１２：１５～１３：５５

100分

遅刻限度 １０：0０ １３：00 １５：４０ ９：４５ １２：４５

欠席調査 １０：00 １３：００ １５：４０ ９：４５ １２：４５

選択しな

い解答用

紙

回収

回収

枚数

／ ／ １６：１０

４

１０：１５

２

／

時間内退室許可 １０：３０ １３：３０ 選択しない解答用紙回収後 許可しない

残り時間通告 １１：２０ １４：２０ １７：00 １１：0５

終了合図 １１：３０ １４：３０ １７：１０ １１：１５ １３：５５
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２受験者入室

監督責任者は受験者を着席させ，次の注意を与えろ。

ア受験票の受験番号と同じ席につくこと（ただし，机の上の受験番号は末尾のアルファベットを

省略してある旨，知らせろ)。

イ机の上に受験票を置くこと。

ウ机の上には受験票のほか鉛筆（ＨＢ）・ナイフ・消しゴム以外を置かないこと。

エ解答には必ずＨＢの黒色鉛筆を使用し、色鉛筆・ペン・ボールペンなどは使用しないこと。

オ合図があるまで問題冊子を開かないこと。

３問題冊子・解答用紙の配付

※数学および理科の解答用紙配付については(3)，(4)参照

(1)解答用紙にはあらかじめ受験番号を印刷してあるので，受験票と照合して配付する。

(2)解答用紙に異常があったときは予備のものと交換する。このときは試験調査表の備考欄に｢予」

と記入し，解答用紙袋の所定欄に受験番号を記入する。なお不用になった解答用紙は×印を付し，

問題冊子袋に納めろ。

(3)【数学の解答用紙配付上の注意】数学は数学一般と数学Ｉのいずれかを選択することになって

いるが，数学一般は事前に届け出た者に限っており，選択者の有無は試験調査表の科目欄に米印

で表示してある。

(4)【理科の解答用紙配付上の注意】理科５科目のうち基礎理科は事前に届け出た者に限っており

10月10日（日）

国語 数学 社会

10月11日（月）

理科 英語

監督者入室 ８：５０ １２：２０ １４：５５ ８：５０ １２：0５

受験者入室 ９：００ １２：２０ １４：５５ ９：００ １２：0５

国語 数学 社会 理科 英語

解答用紙
配付枚数

１ 1
※

６ ４
※

１

讓}配布 ９：１５ １２：２５ １５：00 ９：0５ １２：１０
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選択者の有無は試験調査表の科目欄に>k印で表示してある。

(5)問題冊子および解答用紙配付後に次の注意を与えろ。

ア問題冊子の表紙にある注意事項を読むこと。

ただし，最初の試験（国語９：１５－）のみ，監督者が読みあげろ。

イ解答用紙の左上の所定欄に氏名（カタカナ）を，中央部の所定欄には受験番号を記入する。

また右上の所定欄には受験番号を正しくマークすること。

ウ【社会のみの注意】配付した６科目６枚の解答用紙のうち２科目を選択すること。ただし，

地理Ａと地理Ｂを２科目として選択しないこと，また試験開始60分後に選択しない科目の解答

用紙を回収する。

エ【理科のみの注意】基礎理科選択者は１科目で解答用紙１枚でよいが，その他の者は基礎理

科以外の４科目４枚の解答用紙のうち２科目を選択すること。また試験開始60分後に選択しな

い科目の解答用紙を回収する。

４試験時間・時間内退室許可時刻・残り時間の通告

試験時間等をあらかじめ知らせろ。なお，時間内退室のさいは，答案を直接提出させる。
１
Ｊ

Ｐ
Ｌ

n

II

〔英語のみの注意〕１３時30分から15分間聴解カテストを行う旨，あらかじめ通告する。

５試験開始合図

(1)振鈴等の合図によって開始するが試験本部の指示がない限り，試験問題についてはいっさい説

明しない。

(2)【数学の試験開始合図後に注意を与える】

数学一般，数学Ｉのそれぞれの問題の冒頭に解答上の特別な注意があるので読むこと。

国語 数学 社会 理科 英語

試験時間
９：３０～１１：３０

120分

１２：30-14：３０

120分

１５：１０～１７：10

120分

９：１５～１１：１５

120分

１２：１５～１３：５５

100分

時間内退室許可 １０：３０ １３：３０ 選択しない解答用紙回収後 許可しない

残り時間通告 １１：２０ １４：２０ １７：００ １１：０５
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６遅刻限度

試験開始後30分を経過した場合は原則として入室を許可しない。ただし，特別な事』情があったと

きは，試験本部と連絡をとって処置する。

７欠席調査

欠席者を調査し，試験調査表に打出してある受験番号を○で囲みその合計を末尾に記入する。欠

席者の解答用紙は回収して問題冊子袋に納めろ。

８選択しない科目の解答用紙の回収（社会・理科のみ）

選択しない科目の解答用紙を回収し，その枚数を確認した上，問題冊子袋に納めろ。

（注：試験室の構造上，試験時間中に回収することが困難な場合は終了後でよい）

９時間内退室許可

時間内に退出を許可した場合は，受験者本人に答案を直接提出させ，監督者は答案の受験番号と

氏名および右上の受験番号マーク欄が正しく記入されているかを確認した上，試験調査表の該当科

国語 数学 社会 理科 英語

１０：００ １３：00 １５：４０ ９：４５ １２：４５

国語 数学 社会 理科 英語

１０：００ １３：００ １５：４０ ９：４５ １２：４５

国語 数学 社会 理科 英語

回収 ／ ／ １６：１０ １０：１５ ／
回収枚数 ／／ ／ ４ ２ ／／

国語 数学 社会 理科 英語

１０：３０ １３：３０ 選択しない解答用紙回収後 許可しない
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目欄に○印を付す。ただし，社会・理科の場合は８項の処理後に退室を認めろ。また，英語につい

ては聴解力テストの関係上，時間内退出を認めない。

'０残り時間通告

残り時間が10分であることを知らせる。ただし，英語は聴解力テストの関係から知らせない。

１１試験終了の合図

(1)振鈴等の合図によってやめさせるが，次の注意を与えろ。

ア許可するまでは退出しないこと。

イ受験番号および氏名の記入を確認し，とくに答案の右上にマークした受験番号が正しいか確

認すること。

(2)監督者は答案を科目毎の番号順に取りそろえ，試験調査表の科目欄に○印を付し，その合計を

末尾に記入するとともに，解答用紙袋の所定欄に記入する。回収した答案が過不足ないことを確

認したら受験者の退室を許可してよい。ただし，英語の試験を除く。

(3)【英語の試験終了後のアンケート調査】今回の実地研究についてのアンケート調査を行うので

答案回収後にアンケート調査票を配付し，記入させてから退室させろ。

(4)予備解答用紙を使用した場合，その答案を最上部にし，答案は折れないように解答用紙袋に納

め，試験本部に引渡す。

国語 数学 社会 理科 英語

１１：２０ １４：２０ １７：００ １１：0５

国語 数学 社会 理科 英語

１１：３０ １４：３０ １７：１０ 11：１５ １３：５５
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21．実地研究実施についての注意事項

Ｉ試験問題等の発送・返送について

１試験問題等の送付

（１）９月24.25日に各大学向け日通品川支店から発送します。

'…はM1:二麓ﾋﾓ篭騨:腿…
（３）この中には試験問題冊子，解答用紙およびそれぞれの分封用封筒，アンケート調査票、英語

聞きとりテスト用のテープが入っています。

（４）貴大学最寄りの日通支店長経由で定められた責任者が，貴大学の「試験実施委員会事務担当

委員」を荷受人としてお届けします。９月28日頃までには到着する予定です。

（５）当方で封印したものを確認のうえ，上記荷受人の「印」で受領して下さい。

（６）荷物が到着次第国立大学入試改善調査施設あて電話でお知らせください。

（７）なお，内容確認のうえ「試験問題・解答用紙配布数内訳」の控に受領印を押して当施設あて

郵送して下さい。

２答案等の返送

（１）返送していただく内容は

イ答案及びアンケート調査票返送明細書

ロ答案（解答マークシート）

ハ試験調査表

二アンケート調査票

ホ英語聞きとりテストの予備テープ１本

（２）Ｍ４コンテナ１個に格納して下さい｡(その他のコンテナは答案返送の際日通が引取ります｡）

（３）答案の取扱い

イ試験終了後，科目ごとに答案と試験調査表を照合して下さい。その際,｢予備」解答用紙を

使用した場合には解答用紙袋に，その受験番号を記入すると同時に，その答案を最上部に重

ねることになっていますので，確認して下さい｡(監督者要領11-(4)）

ロ照合した答案は解答用紙袋に入れたまま，一括してダンポール箱に収めて下さい。
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(4)アンケート調査票は回収後，答案と識別しやすいよう，貴学の封筒に入れ，答案と共にダン

ポール箱に収めて下さい。

(5)試験調査表は，貴学の封筒に入れ,アンケート調査票を入れたダンポールの中に収めて下さい。

(6)答案及びアンケート調査票返送明細書,答案,試験調査表，テープ，アンケート調査票をＭ４

コンテナに格納し，パッキングで固定して下さい。

(7)１０月12日（水）午後２時頃，配送した日通の責任者が引取りにまいります。試験実施委員会

事務担当委員立合いのうえ封印して引渡してください。（封印用品は問題冊子のコンテナに同

封してあります｡）

(8)輸送料は往復とも一括して当施設が負担し，契約済みです。

Ⅱ配付物について

１試験室割当表

（１）試験室ごとに割当てた受験生の数，先頭（ＦＲＯＭ）の受験番号と末尾（ＴＯ）の受験番号を

例挙します。

（２）試験室の表示は各大学で報告のあった教室名に代え，０１，０２，０３，……と表示してあります。

２受験者名簿

（１）受験番号，受付番号，氏名，高校名を表示し，試験室ごとに別葉になっています。

（２）スウ…は数学一般，キソ…は基礎理科の意味です。これらの科目の選択者には＊印を付して

あります。

（３）受付番号は，高校コード・整理番号の連結コードです。

（４）受験者を50音順に配列し，これに受験番号を振付けています。

３試験間題

（１）国語・数学・社会・理科・英記の５分冊となっています。配付数は「試験問題・解答用紙配

付内訳」によって確認して下さい。

国語・英語は200部単位，数学・理科は100部単位，社会は50部単位で包装してあります。

ただし端数は別封包です。

（２）「試験室割当表」に従って教科別，試験室別に予備（各室３部）を含めて問題冊子袋に分封

して下さい。

（３）英語聴解力テスト用のテープについては録音してある説明を聞きながら音量調節など必要な
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準備をお願いします。

（試験問題・テープは別途送付）

４解答用紙

（１）折り曲げたりしないよう取扱いに注意して下さい。

（２）科目毎に色刷りしてあり，配布数は｢試験問題･解答用紙配付数内訳｣によって確認して下さい。

（３）解答用紙には試験場コード（４桁）と受験番号（５桁）が印刷してあります。ただし，予備

解答用紙には３桁の試験場コードのみ印刷してあります。また数学一般と基礎理科は，これら

の選択者の分のみ受験番号を印刷してありますので,｢試験室割当表」に従って科目別，試験室

別に予備を含め解答用紙袋に分封して下さい。

（４）数学Ｉおよび理科4科目(物理･化学･生物･地学）の解答用紙には，数学一般選択者，基礎理

科選択者の分も含めて印刷されています。数学一般・基礎理科選択者は他の科目を受験できな

いことになっているので，これら選択者の他の科目の解答用紙を「試験調査表」によって除外
してください。

（５）試験室当りの予備の解答用紙の数は，国語，数学（数学一般を除く),英語については各３枚

あて，社会，理科（基礎理科を除く）については各２枚あて，数学一般,基礎理科については，

その科目選択者のいる試験室にのみ用意し，５名以内は１枚，６名以上は２枚とします。

（６）折れたり曲ったり汚れた解答用紙があったときは「予備」と交換して下さい｡（監督者要領」
３．(2)参照）

（別途送付）

５アンケート調査票

（１）折り曲げたりしないよう取扱いに注意して下さい。

（２）配布数は受験者数に加え，予備として10％ほど送ります。

（３）英語の試験終了後に使用するので，予め試験室別に分封し，試験問題とともに試験監督者に

渡して下さい。

（別途送付）

６試験調査表

（１）教科別，試験室別に別葉になっています。

（２）この表は，解答用紙の分封，受験者への解答用紙の配付，欠席者調査，選択科目の表示，答

案回収のチェック等に用いるものです。各試験室の監督者に渡して下さい｡（「監督者要領」３，
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７，９，１１参照）

（３）試験本部は，試験了後，回収された答案の確認に用いて下さい。

７．監督者要領

試験本部用20部，試験監督者用として受験者50名につき４部とします。

８受験者心得

受験者には，受験票とともに送付してありますが，試験本部用を20部とします。

９受験票の予備

（１）試験本部の再発行用として20枚（②と表示してあります｡）

（２）受験票を携帯しない者に対し，身分証明書等によって確認し,｢受験者名簿」と照合の上再発

行して下さい。

（３）再発行の際は，受験番号・氏名・試験場コード・高校コード・整理番号（受付番号）・選択

科目欄を記入して下さい｡受験者の住所･試験実施委員会名・試験場名の記入は要しません。

１０受験番号票

（１）試験前日までに試験室割当表にしたがって机に貼ってください。

（２）受験番号の末尾のアルファベットは省略してください．

１１問題冊子袋（黒刷り）

（１）試験問題の冊子を「試験室割当表」に従って，教科別に予備を含めて分封して下さい。

（２）１袋当りの封入可能数は，横２段入れの場合，国語・英語は200部，数学は100部，社会・理

科は50部程度となっておりますが，この基準での２倍の数の袋を送付します。

（３）問題冊子袋下欄には数学一般及び基礎理科選択者の受験番号が印刷してありますが，記入を

要しません。

（別途送付）

１２解答用紙袋（赤刷り）

（１）解答用紙を「試験室割当表｣｢試験調査表」に従って分封して下さい。解答用紙袋の科目欄に

封入する解答用紙の科目名を○印で囲んで下さい。

（２）１袋当りの封入可能数は100-120枚です。

（別途送付）

１３答案及びアンケート調査票返送明細書

答案は解答用紙袋に収めて返送願うことになっておりますが，その際，科目毎の袋数を「答案
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及びアンケート調査票返送明細書」に記入して下さい。

注１：全試験終了後，参加高校に配付する試験問題は，参加校数を同封しますが，解答用紙はそ

の分を用意してありませんので，欠席者分の解答用紙を各高校１枚あて（科目は問いませ

ん）配付して下さい。

注２：報道関係者から試験問題等の入手希望があった場合は，当日の試験終了後渡すようにして

下さい。

Ⅲ一般的事項

１掲示について

掲示は，次のことを準備して下さい。

（１）試験場表示

（２）試験室案内（万一，受験票を携帯しない者は試験本部に申し出る旨の掲示をして下さい）

（３）その他必要な掲示

２問題訂正について

（１）問題の誤りが事前に判明し，時間的に余裕がある場合は訂正文を速達書留で送付し，電話連

絡します。

（２）時間的余裕のない場合，試験実施中に問題の訂正の必要が生じた時には電話で指示します。

（３）各試験室に対する問題訂正の指示は下記の書式に従って下さい。
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22．受験者に対するアンケート調査票

アンケート調査

Ｉ各科目について

Ⅱ感想記入欄(気づいたことを記入して下さい）

問田の文章は

わかりやすいか

晒
し
い

普
通

＆
し
い

問四は

む十かい､か

随
し
い

普
通

易
し
い

解答の時間

長
い

普
通

短
い

解答用賦

のデザイン

良
、

普
通

悪
い

解答用低

の色

且す
やい

普
通 Ｌ《

にい

国語
￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣

数
学

数学

数学一般

￣

￣

￣

￣

￣～

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

一
一

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

社
会

日本史

世界史

地ﾖ理Ａ

地理Ｂ

政治・経済

倫理・社会

_ ￣

￣ ￣

￣ ￣

￣ ￣

￣ ￣

￣ ￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣■

￣

￣

￣

￣

￣ヨ

一局

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

一
一
一
一

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣￣■

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣～

Ｆ～

￣

￣

￣苗

￣

￣

￣

￣-句

￣

￣

￣

一
己

一
一
一
一
一

理
科

物理

化学

生物

地学

基礎理科

￣ ￣

￣ ￣

￣ ￣

￣ ￣

￣ ￣

￣

￣

￣

￣

￣ヨ

￣ ￣ ￣

￣ ￣ ￣

￣ ￣ ￣

￣ ￣ ￣

￣ ￣ ￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

Ｆ￣

￣

￣

￣

一

￣ ￣

￣ ￣

￣ ￣

￣ ￣

－|－
■

戸司

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣

￣ ￣

￣ ￣

￣ ￣

￣ ￣

￣角 ￣

英語 ￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣

戸|￣
￣ ￣ ￣ ￣
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23．試験実施大学報告書作成について（依頼）

国入改第９１号

昭和51年12月３日

各大学試験実施委員会

委員長殿

実施方法等調査専門委員会

委員長加藤陸奥雄

このたびの実地研究につきましては多大のご協力をいただきありがとうございました。

さて，本年度の報告書作成にあたり，各大学の試験実施委員会の報告を別紙項目によりご回答いただ

き，項目別に要約して掲載いたしたいので，きたる12月25日（土）までにご回答くださるようお願い

いたします。

回答返送先

国立大学入試改善調査施設

〒153東京都目黒区駒場２丁目19番１号

TELO3-465-3948-9

(別紙）

大学名

◎下記のことについて，項目別にお気付きの点を記入の上ご回答願います。

１本年度の実地研究について

（１）「受験者心得」の内容について

(2)「問題冊子」及び「解答用紙」の輸送について
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(3)「問題冊子」の印刷、紙質，活字の大きさ等について

(4)「解答用紙」の大きさ‘色等について

(5)「試験時間」の長・短及び休憩時間等について

(6)「連絡体制」について

(7)「監督者要領の内容」について

(8)「試験調査表」について

(9)「聴解力テスト」の設備上の可否について

(１０「社会・理科」の解答用紙は試験場において，未選択分を回収廃棄する方式をとっているので，

共通の様式に改めるよう検討していますが，配付・回収上どうお考えですか。

(11）予め解答用紙に受験番号を印刷することは技術的にも問題があると思われるがこれについてど

うお考えですか。
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２その他（お気付きの点をご記入願います｡） 11

,．！’
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24．大学入学者選抜方法の改善について

－－報告一

昭和46年12月９日大学入学者選抜方法の改善に関する会議

大学入学者選抜方法の改善に関する会議（以下「改善会議」という｡)は，大学入学者選抜の問題が

わが国の学校教育全般に重大な影響を及ぼしている現状にかんがみ，昨年７月以来,従来の漸進的改

善の成果をふまえつつ長期的展望に立った大学入学者選抜方法の改善について検討を続けてきた。昨

年12月には，最終的な結論を得る前に広く関係各方面の意見を求めることとし，それまでの検討結果

を整理して「中間発表」として公表した。

その後引き続き中間発表を基礎として，これに対する関係各方面の貴重な意見をじゅうぶんIこ参考

としつつ慎重に審議を重ねてきた。寄せられた多くの意見には考え方にかなりの幅があり，そのすべ

てを報告に取り入れることは困難であった。しかしながら，意見の趣旨はじゅうぶん尊重し，共通の

方向を見いだすことにできるかぎり努力し，ここに最終報告をとりまとめたものである。

大学入学者選抜にかかる問題は，単に選抜方法のあり方のみに起因するものではなく，国公私立に

わたる大学のあり方や社会的風潮などを背景とするきわめて複雑な問題である。したがって，本報告

において提案した方策のみによって，わが国の大学入学者の選抜にかかる諸問題が一挙に解決される

ものではない。選抜方法の改善とともに，大学の教育・研究の質的向上を図O，それぞれ特色のある

大学教育が行なわれるようにするなど，総合的な努力を積み重ねていくことが肝要である。

本改善会議は，政府が本報告に基づき，大学入学者選抜方法の改善を積極的に推進するよう強く要

望するとともに，大学入学者選抜に関係するすべての人々が緊密に協力しつつ，それぞれの立場で改

善の努力を払われることを念願するものである。

Ｌ大学入学者選抜の意義

大学入学者の選抜は，基本的には，入学志願者の高等学校における学習成果の測定評価を通じて，

大学教育に必要な基礎的能力・適性と志望する大学・学部の目的，特色，専門分野等に応じて重視さ

れる能力・適性の程度を判定し，入学定員を考慮しつつ，当該大学・学部の教育により適する者を入

学させるために実施されるものである。

同時にそれは，高等学校卒業者をその能力・適性に応じて大学に進学させ，各人の個性に即してそ

の能力・適性のより適切な伸長を期するための教育的業務であり，高等学校教育と大学教育とを関連
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づけろ重要な役割を果たすものである。

したがって，大学入学者の選抜は，単に大学の立場だけで考えられるべきものではない。高等学校

教育の正常な発展を助長するようじゅうぶん配慮されるとともに，選抜の方法およびその結果が公正

かつ妥当なものとして，志願者はもとより社会一般の信頼を受けるように実施されなければならない。

Ⅱ大学入学者選抜の問題点

わが国における大学入学者選抜の現状には多くの問題があり，大学教育はもとより高等学校以下の

教育にまで重大な影響を及ぼしていろ。

それらの諸問題は，単に選抜の方法の不備によるばかりではなく，少数の特定大学・学部を志向

する社会的風潮や，近年における大学進学希望者の増加などを背景として，きわめて複雑な形となっ

て現われているが，それらのうち主なものをあげれば次のとおりである。

１．特定の大学・学部に集中する激しい入学競争について

近年，わが国においても，大学への進学希望者は年々増加している。

これに対応して，大学の拡充と多様化も漸次表現されてきたが，志願者が必ずしも自己の能力・適

性に即することなく，少数の特定の大学や学部に過度に集中する傾向がいぜんとして見受けられろ。

その結果，いわゆる入試地獄とも称されるような激しい入学競争がいまなお展開されていろ。

これはまず，わが国の社会に根強く残っているいわゆる有名校偏重ともいうべき風潮によるところ

が大きいと考えられろ。

また，大学の伝統や質的充実度の相違等によって，社会一般の各大学に対する評価に差異があるこ

と，大学が教員の人事交流の面，単位の相互認定の面等において閉鎖的であることなどもその原因の

一つとなっていろ。

これらの事情を背景として，高等学校においては，生徒あるいはその父母の特定大学・学部への強

い進学希望もあって，教師の進路指導は必ずしもじゅうぶんな成果をあげていないのが実情である。

このようにして，大学全体の収容力は，志願者に比してそれほど不足していないにもかかわらず大

量の不合格者を生ずることとなり，毎年十数万人にのぼる青年がいわゆる浪人生活を送っているのが

現状である。これらの浪人の存在が，競争をさらに激化させる結果となっており，多数の青年が，や

たら有為な時期を基礎的能力の極養よりも，受験技術の練磨のために費やし，それが社会的にも慣習

化していることは重大な問題といわなければならない。

２．学力検査偏重の選抜について
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わが国の大学入学者選抜は，大学自らが行なう学力検査の結果のみを重視して行なわれている場合

が多い。これは学力検査の得点順に合格者を決定でき，選抜が容易であること，高等学校長から提出

される調査書が必ずしもじゅうぶん信頼されておらず，またそれがじゅうぶん|こ活用されていないこ

と，さらに選抜期間が比較的短いことなどの事情によるものと思われろ。

国立教育研究所，能力発研究所やいくつかの大学における調査研究によれば，学力検査の結果より

も高等学校在学中の成績のほうが，さらに学力検査のみあるいは調査書のみというような単一の資料

によるよりも，これらを含めた各種の資料を多角的，総合的に用いるほうが大学における学業成績を

よりよく予測できろという報告が出されていろ。

大学が行なう学力検査の結果は，志願者の学習面での努力の成果を示す重要な資料の一つではある

が，その得点順のみを重視した選抜は，偶然性に左右されるおそれもあり，真に選抜目的を満たしう

る妥当なものといえるかどうか問題である。

３．高等学校教育等への影響について

大学が行なう学力検査の内容については，近年改善のあとがみられるとはいえ，住々にして高等学

校学習指導要領に掲げる各教科・科目の目標や内容を逸脱した問題，あるいは単なる記憶や断片的知

識のみを求める問題等がなお見受けられ，これが高等学校の教育をゆがめろ－つの原因となっていろ。

また，高等学校における学力検査に関係のある特定の教科・科目のみが重視される結果，全人的な

教育が妨げられがちであり，激しい入学競争による精神的な重圧感とあいまって，生徒の心身の発達

に重大な影響を及ぼしていろ。

大学においても，入学後に留年者や転退学者が増加し，あるいは精神衛生上問題のある学生が増加

する傾向がみられることは，まことに憂慮すべき問題といわなければならない。

さらに，中学校以下の教育にも知育偏重の弊をもたらしていることも看過し得ない問題である。

Ⅲ大学入学者選抜方法の改善方策

１．改善の方向

大学入学者の選抜は，その本来の意義をじゅうぶん認識し，妥当性を高め，現状の弊害をできる限

り除去することを目ざして行なわれなければならない。本改善会議は，これまでも調査書の活用の促

進や学力検査問題の改善などを中心に漸進的な改善方策を提案してきたが，問題の重要性にかんがみ，

この際共通学力検査の新たな実施の検討も含めて，今後の大学入学者選抜方法改善の方向ととるべき

諸方策を明らかにし，その推進を図ろことが必要と考えろ。
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大学入学者の選抜は，出身高等学校長から提出される調査書，全国的規模で行なわれる共通学力検

査の結果，大学が行なう学力検査，実技検査，面接，小論文等の結果および健康診断の結果を多角的

に活用することによって，志願者の能力・適性を総合的に判定するという方法が最も望ましいと考え

られろ。

各大学が実施する具体的な方法については，大学入学者選抜の本来の意義がそこなわれないかぎり

必ずしも同一である必要はなく，最もふさわしい人材が得られるよう適切な方法がくふうされてよい。

しかし，一般的にいえば，調査書と共通学力検査の結果により，主として大学教育に必要とされる

基礎的な能力・適性の程度を，また大学が行なう学力検査等の結果により，主として大学・学部の目

的，特色，専門分野等に応じて重視される能力・適性の程度を，それぞれ判定するようにすることが

適切であろう。

各種の選抜資料は，それぞれ異なる長所と短所を備えており，利用の仕方や果たすべき役割にも相

違がある。したがって，大学は，これらの資料の特性をじゅうぶん}こ理解し，当該大学の選抜目的に

照らして最も有効かつ適切に活用するよう配慮することが必要である。

また，大学における選抜方法の改善とともに，高等学校においては，その教育目標に応じて生徒の

学習成果を公正に評価し，この評価に基づいて生徒の能力・適性に応ずろ適切な進路指導を行なうこ

とが必要である。

なお，改善の目標が実現されるようにするためには，大学，高等学校ともに，それぞれ必要な組織

の整備を図Ｉ)，またこの組織を通じて両者の協力関係をいっそう緊密にすることが望ましい。

２．改善の方策

（１）調査書の活用について

調査書は，志願者の高等学校在学中の学習成績ならびに性格および行動の特徴など，学力検査だけ

では判断しがたい能力・適性を示す総合的な資料であり，入学者選抜のための基礎資料として多角的

に活用されるべきものである。

調査書の活用の仕方にはさまざまな方法があるが，一般的には，学力検査の結果等他の資料ととも

に総合的に利用する方法，出身学校長の推薦に基づき学力検査を免除して合否を判定するいわゆる推

薦入学の場合の基礎的資料として利用する方法，学力検査等を綿密に行なう目的で受験者数を限定す

るために第一次選抜を実施する場合の基礎的資料として利用する方法などが考えられろ。

このように，調査書が入学者選抜の基礎資料の一つとして広く利用されるようにするためには，調

査書の記載内容の客観性をじゅうぶんlこ確保し，信頼度をより高めるよう，様式，内容や記載の基準
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の改善を図ろとともに，作成手続きについても整備する必要がある。

特に，調査書の作成および利用の便を考慮し，従来文章表現を要していた項目については，可能な

かぎり記号または段階化し，あるいは選択肢を設けることなどを検討する必要がある。また，調査書

に志願者の将来の能力の伸びの予測に役立つ内容を盛り込むことも検討すべきであろう。

さらに，大学における調査書活用の便に資するため，調査書の具体的な利用方法等に関する解説資

料の作成を考慮することが望ましい。

（２）共通学力検査の実施について

大学が入学者の選抜を行なうにあたっては，大学教育に必要とされる基礎的な能力・適性の程度と，

個々の大学の目的，特色，専門分野等に応じて重視される能力・適性の程度を，それぞれ判定するた

めの資料を得る必要があることは，さきに述べたとおりである。

このうち，特に大学教育に必要とされる基礎的能力・適性の程度の判定については，各大学が個々

に学力検査を実施するよりも，大学側と高等学校側とが緊密に協力して，志願者の高等学校における

学習成果を適切に測定評価する全国的規模の共通学力検査を実施し，その結果を利用するほうがより

望ましい結果を得ることができると考えられろ。

この方式により，大学および高等学校の関係者の衆知を集めたすぐれた問題を作成することが可能

となり，大学に対して志願者の有する能力・適性の程度を示す信頼度の高い資料を提供できるばかり

ではなく，高等学校における教育の正常な発展に大きく寄与することができよう。

また，大学は，さらに必要に応じて当該大学・学部の目的，特色，専門分野等に応じた学力検査，

実技検査，面接，小論文等を課する余裕をも得ることができ，これらの異なる視点からの各種の選抜

資料を多角的に活用することによって，従来よりもいっそう妥当な選抜を行なうことができるように

なるであろう。

共通学力検査の結果の利用方法については，他の資料と合わせて合否の総合判定のための資料とし

て利用する方法，第一次選抜のための資料の一つとして利用する方法，調査書における学力評価基準

の差異を補正ずろための資料として利用する方法等が考えられるが，どのような利用方法をとるかに

ついては，各大学が他の選抜資料の取り扱いとの関連をじゅうぶん|こ考慮して適切に決定することが

望ましい。

共通学力検査は，高等学校学習指導要領に準拠しつつ，基礎的理解力と応用的能力をじゅうぶん|と

検出できるようなものであることが望ましく，高等学校第三学年の生徒（定時制および通信制の課程

にあっては，これに相当する学年の生徒）および卒業者（高等学校卒業者と同等以上の学力があると
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認められる者を含む｡)を対象として実施されることが妥当であろう。

共通学力検査は，大学側と高等学校側との緊密な協力を基礎とすべきであるが，実施機関の形態，

実施方法，実施の手順，国の援助のあり方等の具体的な実施方策については，大学，高等学校の関係

者および関係諸団体とじゅうぶん協議し，意見の調整を図りつつ早急に準備を進めることが望ましい。

なお，この共通学力検査と現在行なわれている大学入学資格検定との関係や，進学適性を判定する

ための検査のあり方などについても，今後の課題として研究を進める必要がある。

（３）大学が行なう学力検査等の改善について

大学・学部の目的，特色，専門分野等にふさわしい人材を選抜するためには，大学においても，当

該大学・学部において特に重視される能力・適性の程度をさらに綿密に判定することを主な目的とし

て，学力検査，実技検査，面接，小論文その他特別の検査を実施する必要があろう。

このような目的をもって大学が行なう学力検査等は，検査目標を明確にし、調査書や共通学力検査

だけではふじゅうぶんな面，たとえば，創造的思考力，表現力等の検査や実技検査に重点を置くなど，

出題の形式，内容にもじゅうぶんのくふうを加え，合理的な方法により実施されることが必要である。

また，学力検査の出題教材・科目の種類については，共通学力検査との関連をじゅうぶん考慮して，

大学が特に必要と認める教科・科目にとどめるよう配慮することが望ましい。

（４）大学における入学者選抜事務処理体制の整備について

大学における入学者選抜に関する業務は，従来から，多くの大学では主として年度後半にかかる季

節的なものとして取り扱われていろ。

しかしながら，大学がより妥当な選抜を実施していくためには，高等学校等を通じ，進学希望者に

対して大学・学部の概要，教育研究上の特色などについてじゅうぶんな広報活動を行ない，また，選

抜結果について追跡調査を行ない，その妥当性を常に吟味し，選抜方法の改善に努めることが必要で

ある。さらに，これらの追跡調査に関連して，大学における教育評価の方法に関する調査研究を行な

うことも必要であろう。

このような入学者選抜に関する業務を，教員と密接に協力しつつ適切に遂行するためには，大学に

入学者選抜関係事務を専門的に処理する組織（仮称「入学事務部｣)を常設し，専門的知識と関係領域

の学問に造詣の深い専門職員を配慮する必要がある。

この組織の責任者は，当該大学の入学者選抜に関する基本的針決定に参画し，同時に入学者選抜実

施の権限と責任を付与されることが望ましい。

入学事務部を中心とする入学者等についての追跡調査の結果は，当該大学の選抜方法の改善充実に
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役立つことはもとより，大学教育の効果測定にも資することができる。さらに，これらの結果を随時

高等学校に還元することにより，高等学校の進路指導の参考に供することもできよう。

なお，政府は，入学者選抜に関する専門的な知識を有する職員の研修，養成等について特に配慮す

る必要がある。

（５）高等学校における進路指導の充実について

大学入学者選抜にかかる諸問題の改善を期するためには，選抜方法の改善とならんで高等学校にお

ける進路指導の充実が大きな役割を果すものと考えられろ。

高等学校の現状を見ると，生徒の能力・適性よりも，志望大学の志願倍率の傾向や学力検査実施教

科・科目数等による入学の難易度に基づく指導がなされていることもあり，必ずしも適切かつじゅう

ぶんな進路指導が行なわれているとはいいがたい。

この際，大学における入学事務部の設置に対応して，高等学校に主として進路指導を担当する専門

的能力を有する教員を配置し，この両者の密接な協力のもとに進路指導が行なわれるようにすること

が望ましい。

これにより，各人の個性に即した能力・適性のより適切な伸長と，いわゆる浪人の減少を期待する

ことができよう。

また，近年増加の傾向にあるといわれる大学入学後の留年，転学，転学部等による混乱を減少させ

るうえにも役立つであろう。

３．その他改善を要する事項

本改善会議は，`上記の改善万策に合わせ，高等学校の職業教育を主とする学科の卒業者の大学進学

の問題，国立大学一期・二期制度の問題および国公私立大学入学者選抜期間の問題についても検討し

たので，ここに付記する。

（１）高等学校の職業教育を主とする学科の卒業者の大学進学について

高等学校の職業教育を主とする学科の卒業者の大学進学については，普通教育を主とする学科の卒

業者に比してきわめて困難な状況にあるが，これらの学科の卒業者についても，その能力・適性に応

じて大学に進学する機会が実質的にも確保されなければならない。

そのためには，当面普通教育に関する科目に代えて専門教育に関する科目で受験させる，いわゆる

代替科目制度の拡充とその活用をいっそう推進するとともに，適当な大学において，高等学校の職業

教育を主とする学科における教育の成果を基礎とする教育過程の開設を図ろことについて検討する必

要がある。
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なお，２－(2)に提案した共通学力検査が実施された場合の職業教育を主とする学科の卒業者の取り

扱いについては，さらに検討する必要がある。

（２）国立大学一期・二期制度について

国立大学一期・二期制度については，志願者の国立大学受験の機会を一回に限定しないという趣旨

をじゅうぶん|こ尊重しつつ，共通学力検査の実施等の選抜方法改善との関連，国立大学協会における

審議状況等をもにらみあわせながら，今後なお'慎重に検討する必要がある。

（３）大学入学者の選抜期間について

現行の大学入学者選抜の期間については，高等学校教育の完成が入学者選抜によって妨げられるこ

とのないよう，比較的に短い期間とされていろ。

大学が，各種の選抜資料を綿密に検討し，より妥当な選抜を行なうようにするためには,じゅうぶ

んな時間的余裕をもつことが望ましく，入学者選抜の期間および期日の問題についても，高等学校教

育との関連を考慮しつつ，今後慎重に検討する必要がある。

25．国立大学入学者選抜期日の￣元化について

昭和50年３月26日大学入学者選抜方法の改善に関する会議

本改善会議は，国立大学入学者選抜期日の一元化について，関係各方面の意見を十分考慮しながら

慎重に検討を進めてきた結果，次のとおり意見をとりまとめるにいたったので，報告する。

１．国立大学の入学者選抜は，新制大学発足以来１期枝と２期校に分かれて実施されており，本改善

会議も国立大学への受験の機会を複数にできろという長所を評価してきたところである。しかしなが

ら，１期校と２期校の区分が20数年の長期にわたってほとんど固定されたまま現在にいたっているた

め種々問題を生じており，国立大学の大多数も１期・２期制の一元化を求め又はそれを支持するにい

たっていろ。

私立大学の比重の増大等に伴い，志望校の選択について受験生の意識が変化してきたこと，１期校

と２期枝とで専門分野に大きなかたよりがあるため必ずしも受験生の志望を適切に生かすことになっ

ていないこと，更に１期枝と２期校に重複して合格する者があることが国立大学において相当数の欠

員を生じ，また地元入学者を減少させる要因となっていることなどを考慮すると，国立大学側の意向

に反して１期・２期制を継続することは必ずしも適当とは言い難い。

この際，入学者選抜方法の改善を総合的に推進していく中で，国立大学入学者選抜期日を一元化す

ることも一つの適切な方策と考えられよう。
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２．しかしながら，国公私立大学を受験する人員のうち約20％（約15万人）の者が１期校と２期校を

併願していろと推定されており，国立大学の入学者選抜期日の一元化がこれらの受験生，家族及び一

般社会に及ぼす影響はかなり大きいと考えられろ。また，高等学校の進学指導のあり方にも大きな影

響を及ぼすであろう。

従って，一元化を図ろに当たっては，受験生がそれぞれの能力・適性に応じて志望を生かせるよう，

大学は一元化によって生ずる時間的余裕を生かして一層適正妥当な選抜を行うため更に努力する必要

があり，高等学校においては更に進学指導の充実に配慮する必要がある。これらの配慮については，

共通学力検査を活用することにより相当の成果を期待できるものと考えられる。

３．以上の点を考慮すると，選抜期日の一元化は共通学力検査の実施と関連させて行うことが望まし

いと考えられるが，共通学力検査は現在なお検討中であるので，現実的な方策としては，選抜期日の

一元化について相当の予告期間（昭和53年度大学入学者選抜からの実施を目途とする）を設けること

とし，この予告期間との関連において共通学力検査の実施を推進することが適当であろう。

以上の措置を通じて受験生が真に能力・適性に応じた大学選択ができるようにするためには，さき

に本改善会議が報告した諸施策を総合的に推進するとともに，それぞれの大学の特色ある発展を図っ

ていくことが基本的に重要であり，この際，政府をはじめ関係者の一層の努力を要請したい。
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26．全国共通第１次試験に関するまとめ

昭和47年９月14日国立大学協会入試調査特別委員会

入試調査特別委員会は，全国立大学における全国共通第１次試験の可否，方法の検討を目的として

発足し，昨年３月10日の第１回以来，１８回の委員会，小委員会を開いた。これはこれまでの討議の結

果を整理したものである。

|・全国共通第｜次試験の基本構想

(1)原則として，各大学・各学部の性格に応じた第２次試験を行なうことを前提として，大学の受験

生に全国共通の第１次試験を課する。

(2)共通第１次の試験期は12月または１月頃，試験日数は２，３日程度とする。

期日は各大学で行なう第２次試験期日（１期校３月上旬，２期校３月下旬）を基準として，共通第

１次試験の採点，集計，整理，各大学への通知等に要する日数を考えて逆算して決めたものである。

(3)受験生は，１期校・２期枝ともに，共通第１次試験以前に志望大学へ願書を提出する。

(4)共通第１次試験は少なくとも５教科とする。教科は各大学共通とし，科目指定を行なわず，教科

内科目は受験生の選択とする。

昭和48年度から高校教育は新教育課程によるので,生徒の取得単位は大幅に選択制になる。したがっ

て，科目指定は１部の受験生を拒むおそれがあるからである。

(5)出題には低水準の問題から高水準の問題まで含めろ。各大学には問題番号別の点数まで通知する。

大学又は学部の方針によって，自由に問題の全部又は１部を利用できるよう考慮した。

(6)共通第１次試験は，入学試験の１部であり，なお，その結果を進学指導に利用させるものではな

いので，試験の結果は志望大学のみに通知し，本人および高校には通知しない。試験の結果を進学指

導に利用することは，大学および高校の格差を助長するおそれがあるからである。共通第１次試験で

足切りをする場合，共通第１次試験の合格者をなるべく早く公表するとともに本人に通知すべきこと

は当然である。

(7)毎年その年の国立大学入学志望者全員に受験させる。

(8)試験問題の作成および選定には，多くの大学から作成委員および選定委員を選出し，その委員は

毎年半数交代として，問題の傾向の固定化を防ぐ。

(9)予備問題を作成しておき，病気欠席者および試験実施の際事故の生じた場合の受験生に対して，
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期日を改めて追試験を行なう。追試験の点数は原則として最初の試験の点数と同等に扱う。

(１０どの大学の志望者も各居住地域の試験場で受験できる。

(11）膨大な数の答案の採点，集計のために，電子計算機を使用しなければならないので，試験は客観

テスト（いわゆる○×式）たらざるを得ないが，今後の研究によって，従来批判されているような客

観テスト（○×式）の欠点が除かれる希望はある。

(12）共通第１次試験の問題作成，試験実施，採点，集計，成績の送付等のため相当多数の常勤職員を

擁する機関，例えば国立大学の共同利用機関あるいは'法人格の民間団体等を必要とする。試験期以

外には，試験問題の分析・研究等を行なう。

(131共通第１次試験の実施にあたっては，大学・高校の協力を必要とする。

この協力は，共通第１次試験をする際の試験事務，試験監督，試験場確保などを意味する。

(１０各大学においては，第２次試験に際しての試験科目の減少，場合によっては受験者数の制限（足

切り）の行なわれるところもあり，共通第１次試験，第２次試験を合わせても，入学試験に関する労

力は現行にくらべ必ずしも増大しないであろう。なお，共通第１次試験の経費は別途まかなう。

(1,試験実施における事故に対する法的，行政的責任の所在を明らかにしておく。

2．共通第２次試験結果利用方法

(1)共通第１次試験の結果は，各大学で行なう第２次試験の結果と組合わせて評価するのを原則とし，

組合わせの方法は各大学の自由である。各大学の組合わせの方法は原則として公表しない。

(2)志願者の非常に多い場合は共通第１次試験の結果で第２次試験の受験生の制限をすることもでき

ろ。その場合残った者の合否を第２次試験の結果のみから決めることは，共通第１次試験および第２

次試験の組合わせによってはじめて良い評価ができるという趣旨から望ましくない。

(3)第２次試験を行なわず，共通第１次試験の結果のみで合否を決定することもできるが，上記の理

由で望ましくない。

(4)調査書の取り扱いについては，別途に考えろ。

3．共通第１次試験を用いる方法の利点

(1)共通第１次試験および第２次試験の組合わせによって，適切な評価ができる。すなわち，共通第

１次試験では主として高校における学習の達成の程度を評価し，第２次試験は主として総合力，思考

力等を評価し，さらに専門に対する適性をしらべて，それらを組合わせて評価するからである。
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､

(2)共通第１次試験の問題は衆知を集めて作成するので，機械的処理をする制約はあっても現行試験

問題よりも良い問題ができると考えられろ。現行の各大学での問題作成においては，従来出た問題を

避けろなどのために自然不適当な問題も出さざるを得なくなり，ひいては受験技術的問題となり，高

校を予備校化する結果となり高校教育をゆがめることになっていろ。共通第１次試験の問題は，１年

に１組でよく，問題が作り昇<，衆知を集めるので高校教育をそこなうような問題は除かれ，毎年委

員が半数交代をすることによって，問題の傾向が固定化することが防がれる。したがって，受験生の

高校における平素の学習の実力が表われ，受験準備で左右されにくい試験となり，これに各大学にお

ける綿密な第２次試験が加わることによって，現行の入学試験が一発勝負であり，その成績と入学後

の成績との相関が低いという欠陥は解消する。なお昭和48年度から，高校の学習課程が多様化しよう

としており，その精神を生かした出題は１校のみではさらに困難になる。

(3)多人数;の受験生のある場合，限られた期間内で採点するためには，良い問題を出したくとも出せ

ないで,結局客観テスト(○×式)たらざるを得ないのが現状であるが，共通第１次試験で足切りを行

なうこともでき，したがって，綿密な第２次試験を行なうことができる。

(4)各大学で行なう第２次試験は試験日数，科目数を減ずることができ，大学の立場での出題採点が

容易であり，入試の労力も減ずることもできろ。

4．今後の方策

以上調査研究の結果，今後さらに次の諸点について検討する必要がある。

(1)研究

（a）採点に電子計算機が使用でき，しかも従来批判されているような客観テスト（ｏｘ式）の欠点

が除かれた“良い問題，,を作るという研究をしなければならない。

２－３年を目標にこの研究を行なう。

（b）各教科につき専門委員会を設けろ。専門委員会の委員長の属する大学から文部省に研究費を要

求し，国立大学協会があっせんする。

（C）国立大学附置共同利用入試研究センターを設置する。これが設置された場合化)の専門委員会は，

このセンターに属せしめろ。

(2)共通第１次試験の大規模の実施機関については今後さらに検討する。

(3)さしあたり，共通第１次試験を希望する大学が各地区にわたって相当数ある場合には，それらの

大学が連合して共通第１次試験を実施する。その場合，出題，採点には当該大学以外の教官が応援す
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ろよう国立大学協会があっせんする。この場合の出題は，その採点が必ずしも電子計算機にかかるも

のでなくてもよい。入試費用の従来以上の増加分は当該大学から文部省に要求し，国立大学協会が

あっせんする。

入試研究センターが設立されていれば，それを通じて他大学教官の応援をうけることができる。

〔附録〕

基本構想により予想される各国立大学ごとの入学試験全体の様態（概要）

「まとめ」１の基本構想にしたがって，全国立大学が第１次試験を共通問題で行なうことになった

場合，受験生，高校側および大学の教職員それぞれの立場から見て，大学の入学試験（共通第１次試

験，第２次試験を含めて）が，どのような様態のものとなると予想されるかその概要を述べておく必

要があろう。

〔ｌ〕受験生の側から見た場合

(1)出題受験生は，国立大学のうち，その志望する大学に対して，共通第１次試験の前に出願する。

１）出題期日：概ね12月１日～10日の頃となろう。

２）出願大学数：現行の１期２期制が続くかぎり，１期校から１大学，２期校から１大学を選んで

出願できろ。出願手続はそれぞれの大学に対して別個に行なう。

３）受験票：出願に対して，各大学の第２次試験の受験票と，そのほかに，共通第１次試験の実施

機関から共通第１次試験の受験票とが送られてくる。

(2)受験

１）共通第１次試験：居住地またはその近傍の試験場で受験する。

共通第１次試験の教科内科目の細部については現在，未検討である。

２）第２次試験：志望大学の所在地で受験する。大学によっては，志願者が極端に多数であった場

合などに，第２次試験の受験資格を制限（足切り）することがありうろ。第２次試験のための日程，

その他の通知は，出願した大学からなされろ。

(3)合格通知特別の事情で第２次試験の受験資格を制限する大学の場合を除き，共通第１次試験の

合否は通知(または公表)されない｡第２次試験の結果を含めての合格，不合格の発表（または通知）

は従来通りである。

(4)その他
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１）共通第１次試験の内容：前述のように細部は未検討であるが，一般的にいって，高校における

学習の成果を知るためのもので，平易ではあるが広範囲の内容を含むことになろう。多数の受験生の

成績を処理する必要から，解答を電算機で処理できるよう工夫がなされた出題となる。しかし，恐ら

く世間でいわれているような，単純ご素朴な形での○×式ではないであろう。

２）第２次試験の内容：これは各大学または各学部で独自の科目，独自の形式をとることになる。

一般的には何ともいえない。しかし，少なくとも，共通第１次試験の教科・科目そのままや，その中

の若干について，いくらか程度を高くした内容のものに終ることは稀であろう。特殊な学部では，第

２次試験は実技試験だけということもありうろ。

〔２〕高等学校側から見た場合

高等学校の教職員から見た場合，国立大学が共通問題で第１次試験を同一期日に行なっても，出願

のための書類作成などの仕事には，ほとんど変化はないであろう。

調査書の作成は，従来通りか，あるいはむしろさらにおそい時期（例えば２月末）になることも考

えられろ。

公私立大学への併願などに伴う進学指導も従来と大差はないと考えられろ。

ただし，国立大学に関しては，従来１期枝のなかの複数大学，２期狡のなかの複数大学へ一応出願

しておき，志願者数などの状況をみて実際の受験大学を決定する，といったことはできなくなるので，

その点ではむしろ事務量は減少するといえる。

〔３〕大学の教官側から見た場合

(1)共通第１次試験のための労力

，）出題：全国立大学の教官の中から出題委員を出して委員会を構成して行なうので，各大学から

は１－２名程度ということになろう。

２）採点：電算機による処理を考えざるを得ないから，採点のための労力は皆無である。

３）実施：受験生が居住地で受験する方法であるから，必ずしもそれぞれの大学を志望している者

だけではないが，しかし，全国立大学の協力による試験であるので，直接の実施担当者は各国立大学

の教官が主体となるべきである。実施機関の併任の形で，高校の教官の協力も得て，受験場の設営，

管理等をすることも考えられる。

(2)第２次試験のための労力
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１）出題・採点・第２次試験は，各専門分野への適性を判定することが主たる目的となるから，多

くの場合，試験科目の選定，出題，採点，結果の判定等は学部単位で行なわれることになろう。教養

部の設置されている大学では，教養部教官の応援を求める学部も少なくないこととなろう。

２）実施：大学全体として，すべて同一科目の試験を行なうというのは単科大学の場合が主となろ

うから，実施方法は従来とは異なったものとなる。

３）合否判定：共通第１次試験の成績の取扱い，第２次試験の成績の取扱い，調査書等の取扱いな

ど，すべて十分に検討しておく必要があるが，従来の労力に比べて特に増大するとは考えられない。

〔４〕大学の入試事務担当者側から見た場合

(1)共通第１次試験のための事務一大約次のような事務が考えられる。

１）出願の受付：出願を受付け，そのコピーを共通第１次試験の実施機関に送付しなければならない。

２）実施事務：所在地の受験場の確保（もしあれば同じ所在地の他の国立大学と協力して）実施体

制の整備，問題用紙の受取りと保管，解答の保管と発送。

３）共通第１次試験成績の処理：実施本部から送付された成績を，大学または学部の方針に従がっ

て，換算または選択集計する。第２次試験の受験制限をする場合には，判定結果に基づく，本人への

通知。

(2)第２次試験のための事務一大学全体としての事務がそのままの形でどれだけ残るかは一般的には

決められない。

１）試験問題の印刷等

２）試験場の準備

３）合否判定資料の整備

４）合格者の発表

などは恐らく共通部分として残るであろう。

(3)共通第１次試験および第２次試験を行なうことに伴う事務上の変化。

１）調査書の受付：大学への出願の時期（12月頃）に調査書を提出させることには無理があるので，

調査書は，共通第１次試験の成績が判明する頃までに提出させればよく，そのため，受験生の出身高

校との間に連絡等の事務を別途行なうこととなろう。

２）健康診断の時期等：調査書と同様，診断書の提出は別に行なわなければならないであろう。ま

た，大学で健康診断を実施する場合にも，時期等に検討の要があろう。
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27．国立大学入試期一本化に関する参考資料

昭和49年４月国立大学協会入試期特別委員会第二常置委員会

まえがき

入試期特別委員会，第２常置委員会の合同委員会が昭和48年に行った入試期（１期Ⅱ期制）の改善

に関するアンケート調査の結果をふまえた委員会報告が，第53回総会において行われた。この総会の

席上で多くの大学から入試期一本化の意見が述べられ，早急に結論を出すべきだとする強い発言もあっ

た。合同委員会はこの総会の意向にそって更に検討を進め，再度アンケート調査を行い，次期総会ま

でに何等かの結論に到達するよう努力することを確認した。

本資料は，国立大学の入試期を一本化するについて，在来の２回制と比較しての特徴，長短の諸点

を整理したものである。

内容の項目

Ａ・現行２回制の特徴と問題点

１．長所及び利点

２．短所及び問題点

Ｂ、全国１回制の特徴と問題点

１．長所及び利点

２．問題点

註その他の方法について

１．組み替え２回制

２．自主選択２回制

３．完全自主多数回制

Ａ・現行２回制の特徴と問題点

１．長所及び利点

１）現行の１期，Ⅱ期制は，２０数年間継続されてきた制度であり，入試業務を国立大学として慣行的

に現状のまま維持してゆくことは，消極的な長所といえないこともなかろう。

２）高校側においては，従来から定着した制度であるし，２回の受験の機会があり，進学指導も，現
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状のまま継続することが出来るであろう。

３）上記の２）のことは，現今の受験生にとっても，２回の受験の機会があるとともに，現状維持と

いう面から受験対策をたてやすいことは否定し得ない。しかし，それ以上の利点は，積極的にみとめ

にくい。

２．短所及び問題点

１）現行のいわゆるＩ期校，Ⅱ期校においては，法学部をはじめとして，文，教育，理，医，薬，歯

学部において，著しい偏よりがあること。（附表１）

２）地域性においても，現行では，Ｉ期校，Ⅱ期校の大学数が不均衡であること。（附表２）

（附表｜）

Ｉ期

Ⅱ期

Ⅱ期

(注）□印は１期，Ⅱ期学部数間に著しく差のある学部を示す。

筑波大学は数に含まない。

（附表２）

(昭和49年３月現在）

教文文人文教教法社法政経経商外理理医歯薬
●

教国

養理文育育育文会経営語工

Ｉ期計 １回回２１回１５４１回１１０１１一国１国団回

Ⅱ期計 １回一回一一国２－－－１０１１回７２１０１１

合計 ２４１１７１７４７６１９１２０２２２２５３２８７１２

人
間
科
学

保
健

商
船

家
政

体
育

宰曰
楽

美
術

芸
術
工

工
垂
室

水
産

水
・
畜
産

畜
産

獣
医維

繊
維

園
巷
云

農鉱
山

電
気
・
通
信

基
礎
工

工

１期計 2１１－－１６１－１－１四一１１１１回－１１

Ⅱ期計 ２０－１１１４－回－１－１１－－－－－回一一

合計 4１１１１３０１２１１１５１１１１１２２１１

北海道 東北
関東

甲信越
中部 近畿

中国
●

四国
九州 計

１期 １ ２ 1０ ３ ４ ５ ６ 3１

Ⅱ期 ５ ６ 1３ ６ ８ ４ ５ 4７

計 ６ ８ 2３ ９ 1２ ９ 1１ 7８
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３）全国都道府県に１つ以上の医大または医学部を設置する現状は入試応募学生にある程度の地域性

を求め，医師の地方分散を願ってのものと思われるが，Ｉ期校に比しⅡ期校では受験者の過大数が応

募するだけでなく，Ⅱ期校で地元学生の入学の率が甚だし<低下する傾向があり，卒業後は大学設置

の趣旨の一つとする地域性に拘らず全国に分散してしまう結果となっていろ。

４）大学側の入試業務上，次の２点が主な問題点として指摘することが出来ろ。

ａ）現行制度においては，Ⅱ期校において出願者数に比して，実受験者数のひらきが極めて大きい。

（昭和48年度調査によれば，欠席率平均33.9％，最高64.8％’最低16.5％）

この現象は，最近，例年の傾向であり，試験場の確保や入試準備業務に不合理な点が多い。

なお，また，特定大学や特定学部（主として医科系）においては，この傾向のために，受験生の宿

舎の問題も軽視出来ないようである。

ｂ）現行制度では，合格者のなかから入学辞退者が可成りの数にのぼり，欠員補充など業務上の繁

雑さを伴っていろ。これは，Ⅱ期校において，特に顕著であり，また，一部のＩ期校においても，後

述するような受験生の学部選択における現象から，同様な傾向があり，某大学のある学部では，時に

３分の１の欠員補充が必要であったということである。

なお，可成りのⅡ期校においては，予め，補欠入学予定者を決めておいても，なお，欠員を定員ま

で補充出来ないような傾向もあるという。

さらに，入学式における入学者の確定後の欠員補充も，ただ他大学への入学者を補充大学へ移動さ

せる結果となる可能性があり，現行制度のもとでは，国立大学全体としての欠員をうめることの困難

が予想されろ。

（昭和48年４月14日付，文部省より，国民の大学教育に対する要求にこたえるため，国立大学の基

本的責務の一つとして補欠入学等の措置により，入学定員どおり，入学者を確保することの配慮の要

望がなされたことは周知の通りである）

５）現在，通称Ｉ期校，Ⅱ期校と呼称されているが，これは，国立大学として，本質的意義をあらわ

すものでない。

しかしながら，近年，ややもすると，国立大学間の格差を示すような社会的通念が定着化し，受験

生にとっても，或いは，入学後の学生の学習意欲，更に，就職等の将来の社会人としての活動の面に

おいても好ましからざる社会的，心理的影響を与えていろ。

６）受験生においては，本来，大学進学に際しての大学の選択，学部或いは，専攻学科等の選択は，

本人の能力，適性，家庭事情等の諸条件によってなされるべきであろう。
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しかしながら，近年，大学進学率の向上に伴い，ややもすると，特定大学への合格の可能性を主た

る選択条件にするため上記の諸条件を無視する傾向がある。

このことは，受験生の側のみならず，高等学校における進学指導に際しても，通例化している現象

のようである。

これは，現行の１期枝，Ⅱ期校においては，２の１）で述べたように，可成りの学部にいちぢろし

い偏よりがあるために，ある程度，止むを得ないことかも知れない。

しかしながら，極端な例では，Ｉ期校では，文科系或いは，理工系で受験し，Ⅱ期校では，理工系

或いは医科系（この逆もありうるが）を受験する傾向は，決して少なくないようである。このことは，

Ａ－２－４）－b）で指摘したように，大学側の入試業務に種々な影響を与えているのみでなく，学

生にとっても，入学した学部，学科が必ずしも，本人の希望に合致したものでない場合が少なくない

傾向を生むことになり，入学後の大学における学生生活，学習意欲において，好ましからざる傾向を

助長していろとみることが出来ろ。

７）なお，また，高等学校においても，Ｉ期校，Ⅱ期校の進学率の優劣をもって，学校そのものが評

価される傾向があるとし，進学率を高めることを競うあまり，進学指導等において，現今，社会的に

ひろく憂慮されているいわゆる受験競争の苛烈化を不当に促進している傾向があることは否定し得な

い。

８）以上６),７）の条件とも関連し，自己の希望に基づいて進学する大学．学部を自主的に決定する

という，高校教育の段階では，すでにきわめて重要だと思える教育要因の軽視が，現行制度のもとで

はますます助長されろ。

Ｂ・全国ｌ回制の特徴と問題点

１．長所及び利点

１）国立大学全体としては，現行制度にみられろＩ期校，Ⅱ期校の学部の偏より，地域における大学

の偏よりは，一切解消されろ。

２）この１回制が定着すれば，Ａで述べたような国立大学におけるＩ期校，Ⅱ期校といわれるような

国立大学間の不当な格差とみられる社会的通念は，漸次，是正，解消されるであろう。

３）大学側の入試業務上からみろと，次の主なる２点が利点として指摘することが出来ろ。

ａ）１回制になれば，Ａ－２－４）－a）で指摘したように従来，ことにⅡ期校の一部の大学或いは，

特定学部（医科系）にみられるような志願者数の集中，及び実受験者数とのズレなどは，可成り減少，
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或いは解消されることが予想されろ。例えば，現行制度では，医科系でみろと，Ｉ期校では，例年，

５－７倍程度の競争率であるにもかかわらず，Ⅱ期校では，15-30倍程度の競争率を出願締切時に示

している。

これは，Ｉ期校，Ⅱ期校における医学部の偏在もあろうが，受験生の学部選択の非一貫性の一つの

現象を示していろともいえよう。

１回制となって異常な競争率が解消され，また，入試期日に余裕を生ずることによって，ただ１回

の入試成績のみでなく，各種の資料を充分参考にして，各大学の特色を生かした合理的な合否の判定

をすることも実際に可能となってくる。

ｂ）全国１回制になれば，Ａ－２－４）－b）で述べた欠員補充業務の繁雑さは，大幅に減少するこ

とが予想されろ。私立大学と併願している受験生があるので，ある程度の欠員補充業務はさけられな

いであろうが，国立大学間では，解消されると考えられる。

即ち，入学定員の充足が現行制度よりもはるかに容易になるであろう。

４）高等学校及び受験生側からみろと，次の２点を指摘することが出来ろ。

ａ）高等学校においては，進学指導に際してＡ－２－６）で指摘したように，学部選択において，

Ｉ期校，Ⅱ期校ごとに，一貫性のない受験指導を行なうようなことがなくなり，志望の大学，或いは

学部，専攻学科の選択の指導がより適正化されることになるであろう。

ｂ）受験生においても，志望大学，学部の選択に際して，自己の能力，適性，家庭事情を配慮し，

従来以上に慎重に検討し，進学コースを自主的に決定するという態度が助長され，現行制度のように，

Ｉ期校，Ⅱ期校で志望学部や学科が異なるような不安定なとまどいも減少し，安定した受験準備がな

されることになるであろう。

また，入学後も，Ａ－２－５）で指摘したように，学生生活や学習意欲の面で，不本意な心理的状

態をもちつづけることが減少し，大学側にとっても，教育上好ましい傾向が漸増するであろう。

２．問題点

１）大学側において予想されることは，次の４点である。

ａ）入試期日は，充分検討の上，２－３年前に予告して，実施されることになろうが，学力試験問

題などの印刷業務の集中が考えられる。

ｂ）次に入試期日が変更される大学があることになるので，試験場の確保など予め関係各方面への

折衝の必要があろう。

ｃ）国立大学のなかには，全国１回制によって，一部の大学で募集定員に満たない場合があるかも
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知れず，第二次募集の必要が予想されるが，近年の大学進学率の増加の趨勢からみて，このような事

態は，極めて近い将来解消されるものと推察されろ。

。）また，一部の大学では，入学者の質の一時的低下が心配されるかもしれないが，進学コースの

健全且つ自主的選択の見地から考えれば，これを質的低下と一概には言い切るわけにはいかない。む

しろ，１－４)－b）のように本人ならびに大学にとって教育上好ましい傾向だということができる。

２）高等学校においては，国立大学の受験生が一時期に集中するので，出願書類などの業務が一時的

に集中することが予想される。

３）また，進学指導の面では，さきに述べたように，適正化の傾向が増加すると考えられるが，現行

制度と異なるので，数年間は，多少の混乱がみられろと思われろ。

４）受験生側にとって，最も大きな問題点としては，国立大学の「受験の機会が1回だけ」になるこ

とである。

しかし実際は「２回のチャンス」というみかけにもかかわらず，２回制によって受ける利益は受験

生に平等ではない。

国立大学の入学定員総数が一定であり，一つの大学への合格者が他の大学への合格の資格を制限さ

れない限り，学力試験に有利な能力（これを「学力」とよぶことにする）をもつものほど，二つの国

立大学に合格できる確率は高くなる。

従って「学力」の高いものは二つの大学に合格してそのいずれかを選択できる自由があたえられる

反面，境界線上にある受験者にとっては，そうでなければ本来合格しうる席があったのに，それを奪

われることになり,｢学力」の低いものにとっては，受験の機会はあたえられても入学の可能性はます

ます低くなる。しかも「学力」の高いものが二つの大学を受験する数が多いほど一層不利益をうけろ

という結果になる。

そしてその傾向は，２回制の組み替え案におけるように，Ｉ期とⅡ期における学部の偏よりや，地

域の傭よりが合理的に配分されればされるほど増大する。

従って，２回制は「学力」の高いものに過度に有利な試験制度であるということになる。

さらにこの欠陥は欠員補充が不完全であればあるほど増大する。こうして，その意図とみかけにも

かかわらず,｢学力」の高いものに有利な２回制は受験競争の激化をうながす－つの原因となっていろ

と考えられろ。
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〔註〕その他の方法について

１．組み替え２回制

この案は，昭和47年１月にアンケート調査を実施したが，過半数の賛成が得られず，現実には不可

能であるとして総会で否決されていろ。

この方法は，現行制度の欠点としてＡ－２－１)，２）に述べたようなＩ期校，Ⅱ期校における学部

の偏より，地域における大学の偏よりを是正し，前期，後期に再配分し，３年程度ごとに交代する組

み替え案である。

１）長所及び利点

ａ）国立大学全体としてみろと，Ａ－２－１)，２）で述べた学部,大学の偏よりは,是正されるの

で，現行制度の不合理さは取除かれろ。

また，Ａ－２－５）で述べたＩ期校，Ⅱ期校という国立大学間の格差を示しているようなあやまっ

た社会的通念は，取除かれるであろう。

ｂ）受験生の側からみれば，２回の受験の機会をもつことが出来るとともに，大学の選択，学部，

学科の選択において，現行制度以上に，自己の能力や適性或いは，将来の職業などを考慮して，より

ふさわしい選択を行なうことが可能となるであろう。

また，前期，後期に希望学部がほぼ均等に配分されるであろうから，同程度の大学の同じ学部を受

験する機会に恵まれるであろう。

２）短所及び問題点

この方法は，大学側の入試業務上において，現行制度以上の困難が予想されろ。

受験生にとっては，さきに述べたように，自己の能力，適性にふさわしいと思われる同程度の２つ

の大学を受験する機会に恵まれることは，望ましいことであろうが，大学側にとっては，両者に合格

しても，入学の際，一方の大学を選択ず~冨刀､で，他方は，欠員補充を行なわなければならなくなる。

このことは，さきに述べたように，現行制度においても，入試業務上，大きな困難点になっている

が，組み替え方法をとる場合は，国立大学全体が同様な事態にさらされることになる。

即ち，合格者の入学手続完了まで，入学者数がわからず，その後の欠員補充業務は，現行制度以上

に複雑且つ広範囲化することが推察されろ。

これを防止する方法として，前期の大学に合格した者は，後期の大学の受験資格がないとするか或

いは，後期校に合格しても無効であるという措置が考えられるが，法的規制或いは，制度化すること
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'よ，法律的に困難であるとされていろ。

２．自主選択２回制

国立大学の入試期日を，前，後期２回に定め，各大学が自主的にいずれかを選択する方法について。

この方法の長所は，受験生が２回の受験の機会をもつという利点を生かしながら，国立大学の自主

的な判断によって入試期を決定しうるという点である。

しかしながら，従来から実施されてきたいくつかの入試期に関するアンケートの結果等から推察さ

れることは，前期に実施する大学の数が大多数を占めることになることである。即ち，全国１回制に

近い形態になろう。

従って，後期に入試を実施する大学は，出願者の激増による入試業務上のいくつかの困難点が増加

し，それは，現行制度の場合をはるかに上まわることになろう。

３．完全自主多数回制

国立大学の入試期間（例えば，１カ月間）を定め，その期間内において，各大学が自主的に実施期

日を決める方法について

この場合，各大学の入試期日を頻繁に変更することは，望ましくないので，ある程度，各大学が固

定化する必要があろうし，また，変更の際にもシ少なくとも２年以上の余裕をもって予め公知するこ

とになろう。

この方法の長所，利点は，国立大学が自主的に実施期日を決める点，更に，受験生側にとっては，

国立大学を受験する機会が現行制度の２回よりも，多くなる可能性を含んでいることである。

しかしながら，このことは，既に述べたように，受験生の大学，学部の選択をより一層不適正化し，

受験校の選択を混乱させることになり，現今の受験競争諸現象を国立大学が一層増加させる役割を荷

うことにもなりかねないであろう。

なお，大学側においても，合格者のなかから入学辞退者は，不確定要素をますために，現行制度よ

り一層増加することが予想され，欠員補充などの入試業務上の煩雑さは，既に述べたいくつかの方法

以上になることはまぬがれないであろう。
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28．大学進学の状況
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29．高等教育の規模等の推移
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30.高等教育の計面的整備について

昭和51年３月15日

高等教育懇談会

１我が国の高等教育は，近年，急速な拡大を遂げ，国際的にみても高い普及率を示している。しか

しながら，このような高等教育の急速な拡大は，十分な計画`性を持って行われたものとはいい難いた

め，地域配置，専門分野構成その他質的な面で種々の問題やひずみを生じていることも否定できない。

２高等教育懇談会は，昭和47年度以来，今後における我が国高等教育の拡充整備の長期的なあり方

について，このような状況に適切に対処することに重点を置いて検討を重ね，毎年度，その検討結果

を取りまとめてきた。昭和50年度においては，これまでの検討結果を踏まえ，その後の社会経済情勢

の変化，高等教育関係制度の整備等に留意しつつ，今後の高等教育の計画的整備について検討してき

たが，このたび，先に発表した中間報告に寄せられた意見も参考として，別紙のとおり，その結果を

取りまとめた。

３もとより，高等教育の計画的整備を図るに当たっては，著しく普及した高等教育のあり方や学術

水準の維持向上の問題等，広く質・量両面にわたる検討が必要である。そのため，高等教育全般につ

いて，高等学校教育との関係や高等教育機関の入学者選抜のあり方との関連，さらに高等教育修了者

の進路等との関連をも含めて総合的に検討を行い，また，大学院の拡充整備等高等教育及び学術の水

準の維持向上，私学の振興助成，高等教育費の負担のあり方等の関連する重要問題について検討を深

め，これらについて適切な措置を講ずる必要がある。

本懇談会は，これらの問題についての他の審議会等における検討の状況等を考慮し，当面の高等教

育の計画的整備の方向を明らかにしようと努めたものである。

４このまとめにおいては，専門学校等を含めると18才人口の半ばに達する高等学校卒業後の教育の

広がりを考慮し，高等教育を通常の大学等に限らず，放送大学，大学通信教育さらに専門学校等をも

含めて広く対象とし考察したが，高等教育をめぐる流動的な諸情勢，18才人口の動態，私学の質的充

実を図るための私立学校振興助成法に伴う５か年間の新増設の抑制措置等を考慮して，昭和61年度を

目標年度としつつ，計画期間を前期（51年度～55年度）と後期（56年度～61年度）に区分し，当面，

主として量的側面から前期における計画的整備の方向と内容を明らかにすることとした。

５この前期の計画においては，特に，高等教育の将来の発展のための基盤整備を図る観点に立って，

質的充実を図ることに配慮しつつ，高等教育全体の構造の柔軟化，流動化の必要性を指摘するととも
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に、大学及び短期大学については，大都市への集中を抑制し，原則として，その拡充は地域間の格差

や専門分野構成の不均衡の是正と人材の計画的養成に必要なものにとどめることとした。

これにより，国公立については，今後において具体的整備を進めるに当たっての方向と目途を示し．

また，私立については，定員超過の是正等質的充実の方向と新増設の認可に際し参酌されるべき条件

を示そうとしたものである。

６なお，後期の計画については，前期における整備の状況，社会経済`情勢の変化，高等教育に対す

る国民や社会の需要動向の維移等を考慮して，将来，適当な時期に検討することとした。

７今後，高等教育機関の拡充整備や関連する諸制度の整備について，このまとめの趣旨が十分に生

かされるよう関係各方面において適切な措置が識ぜられることを期待したい。

Ｉ意見のまとめに際し、考慮した諸事項

１昭和48年度、４９年度懇談会の指摘事項に留意すること

（１）４８年度懇談会報告の要旨

今後の高等教育の拡充整備に当たって，長期的な展望の下に高等教育計画を策定する必要があるこ

と，この計画においては，高等教育の拡大の間に生じた各種の格差・不均衡の是正を図るため，高等

教育の規模，種類，立地等について指標を定め，これを設置認可，助成さらには教育研究条件の整備

等についての施策の指針とする必要があること等を指摘し，計画の目標年度（61年度)，規模の目途

(進学率40％に対応し得る規模)，地域配置の想定（各ブロックの進学率，収容力の目途）等を示した。

（２）４９年度懇談会報告の要旨

４８年度懇談会報告の趣旨を基本的には維持しつつ，高等教育の規模の目途については，放送大学，

大学通信教育，高等教育レベルの各種学校をも包含したものとして想定し，計画的に実現すべきもの，

自由な進展に委ねるべきもののそれぞれの規模の目途をあらためて設定すべきこと等を指摘するとと

もに，計画期間を前期と後期に分け，前期においては高等教育の質的充実により重点を置き，後期に

おいては計画的な拡充により重点を置くことが適当であること，５０年度中に高等教育計画を策定する

ことを目途に今後の作業を取り進めるものとすること等を示した。

２昭和48年度以降、次に述べるような事態の推移があったが、このことに＋分に対応すること

（１）高等教育の規模，配置等

（ｱ）４８年度懇談会報告では，６１年度の進学率40％に対応する高等教育の規模の実現のために，対４８

年度189,000人の要拡充数（私立１０３０００人，国公立86,000人）を見込んでいたが，４９年度及び5０
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年度の実績についてみると，従前と同様な規模拡大の傾向をたどり，既に，大学，短期大学及び

高等専門学校の入学者において，各年度とも27,000人,２年間の合計54,000人（うち，私立47,000

人）の実員増（定員においては49年度13,000人，５０年度12,000人，計25,000人増）をみている。

(ｲ）これにより50年度における大学，短期大学及び高等専門学校への入学者数は，608,000人(進学

率38.3％）となった。（48年度入学者数554,000人進学率32.7％）

なお，国公立対私立の入学者数の比率（17.5％：82.5％）及び大学と短期大学の入学者数の比

率（国立95％：５％，公立57％：４３％，私立68％：３２％）には,この３年間ほとんど変化がない。

(ｳ）４９年度，５０年度において，進学率はそれぞれ対前年度2.6％，3.0％の上昇をみているがい地域

間格差は縮小していない。（48年度では東北ブロック（最低)２０％～近畿ブロック（最高）４３％，

５０年度では東北ブロック25％～近畿ブロック50％）

に）地域間の収容力格差は，やや縮小し，収容率は，４８年度から50年度までの間に，甲信越・北陸

ブロック3896→41％，四国ブロック41％→46％，関東ブロック165％→162％となっている。

性Ⅷ騨暫臺彗::莞晉鴬簔全慧数
け）大学の専門分野構成においては，各ブロックを通じ，４８年度から50年度までの間に，若干では

あるが人文社会系が増加している。

（例えば，東北ブロックの人文社会系・理工農薬系34％。４５％→37％・４１％,甲信越･北陸ブロッ

クの人文社会系・理工農薬系16％・５５％→21％・５３％）

(力）４８年度から50年度の間に，全国に占める東京都23区，政令指定都市の学校数及び在学者数の割

合は，それぞれ，３８％→36％，６１％→58％となり，大都市への集中は若干緩和された。

(ｷ）後記（(3)，（ｴ)，け)）する私立学校振興助成法及び同法附則による私立学校法の一部改正の施行

をひかえ，５０年９月末に届出のあった大学学部の学科の新設及び大学，短期大学の定員変更に係

る定員増予定数は，約50,000人（49年度9400人）となった。なお，別途51年度開設予定の大学，

短期大学に係る定員増予定数は２４００人である。

(ｸ）各種学校の在学者数は，全体としては漸減しているが（48年度1,246,000人→50年度1,205,000

人)，高等学校卒業以上を入学資格とするもの（予備校等を除く。）については増加している｡(４９

年度239,000人→50年度2791000人）

なお，高等学校卒業以上を入学資格とする各種学校のうち，修業年限１年以上のものの在学者

数は，５０年度において251,000人（入学者数は１５８０００人）となっている。これを分野別にみると，
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和洋裁関係73,000人（29％)，看護婦等医療関係48,000人（19％)，工業６土木関係46,000人（１８

％)，教員養成関係26,000人（10％)，その他58,000人（24％）となっている。

上記の入学者数158,000人は，５０年度及び55年度についてみると，それぞれ進学率約10％に相当す

る規模である。

（２）社会情勢の変化等

（ｱ）経済情勢の変化

４８年度懇談会報告は，高等教育経費試算において，６４年度までの経済成長率を年率名目18.6％，

実質9.2％と見込んだが，その後,経済情勢は急激に変化し，４９年度の経済成長率は，名目17.9％，

実質マイナス0.2の状況にあり，今後，我が国の経済はいわゆる安定成長の状態が続くものと思わ

れる。また，国及び地方公共団体の財政事情も厳しい状況の下にある。

（ｲ）昭和50年度大学等卒業予定者の就職状況

５０年度卒業予定者の就職状況は，目下なお調査中であるが,中小企業からの求人数の増加がある

一方，特に大手企業の求人減ないし採用中止がみられ,その状況は,厳しいものとなっている。

け）高等教育機関への進学該当年令（18才）人口の地域分布

今後の地域間の人口移動が予想されるところではあるが，児童・生徒の地域分布の現状を前提

とした場合には，５５年度及び61年度における18才人口の地域分布は，次の表のような状況となり，

大都市圏における増，その他地域における減の傾向が顕著である。

（単位千人(%、

4８ 5０ 5５ 6１

道
北
越
東
陸
海
幾
国
国

信
関

近

海
甲
南

神

鰍
浜

阪

北
東
北
京
北
東
京
中
四
九

計

98（5.8）

198（11.7）

201（11.9）

284（16.8）

47（2.8）

173（10.2）

223（13.2）

116（6.8）

72（4.2）

281（16.6）

1,693(100.0）

87（5.5）

177（11.2）

183（11.5）

275（17.3）

42（2.7）

168（１０．６）

217（13.7）

111（7.0）

67（4.2）

258（16.3）

1,585(100.0）

83（5.2）

155（9.8）

162（10.2）

335（21.0）

41（2.6）

181（11.4）

248（15.6）

103（6.5）

59（3.7）

222（14.0）

1,589(100.0）

90（4.8）

148（８．０）

180（9.6）

462（24.8）

46（2.5）

220（11.8）

320（1761）

113（6.1）

61（3.3）

223（12.0）

1,863(100.0）

(注）
44年度中学校

卒業者数

46年度中学校

卒業者数

49年度中学校

1年生数による

49年度小学校

1年生数による
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(ｴ）高等学校進学率は，なお上昇しており（48年度89.4％，５０年度91.9％)，進学率の地域間格差の

縮小（48年度，東京96.9％～岩手79.6％・沖縄74.7％→50年度，東京96.6％～岩手84.6％・沖縄

75.1％)，普通科の増加（48年度60.4％→50年度63.0％）の傾向がみられる。このような状況から，

高等学校教育のあり方が問題となるとともに，特に大都市圏においては，該当年令人口の急増に

伴い，高等学校生徒急増対策が緊急の課題となってきている。

(3)高等教育に関する制度の整備

(ｱ）大学院の制度的な基盤を確立するため，４９年６月，大学院設置基準の制定と学位規則の一部改

正が行われた。

(ｲ）５０年４月，短期大学設置基準が制定され，短期大学制度の弾力化が図られた゜

(ｳ）第75回国会における学校教育法の一部改正により，５１年１月11日から専修学校制度が発足し，

従前の各種学校のうち，修業年限１年以上で一定規模以上の組織的な教育を行い，所定の基準に

適合するものは，学校教育法上の専修学校となり得ることとなった。

特に，専修学校のうち高等学校卒業程度を入学資格とするものは，専門学校と称することがで

きるものとされ，高等教育機関の－種に加えられることとなったことに留意する必要がある。

(工）第75回国会において，私学の教育条件の維持向上等を目的として，私立学校振興助成法が制定

された(51年４月１日施行)｡なお,私立大学等経常費補助金は,48年度の434億円から50年度1,007

億円に拡充されたが，今後の私学助成の拡充とその適切な運用が課題となっている。

(ｵ）私立学校振興助成法の制定に伴い，その附則によって私立学校法の一部改正が行われ，私立大

学の学部の学科の設置廃止及び私立の収容定員に係る学則の変更が新たに文部大臣の認可事項と

され，また，５６年３月31日までの間は，文部大臣は，大学設置審議会及び私立大学審議会の意見

を聴いて「特に必要があると認める場合」を除き，私立大学・短期大学の設置，私立大学・短期

大学の学部又は学科の設置及び私立大学・短期大学の収容定員の増加に係る学則の変更について

の認可は，しないものとする旨が定められた。

Ⅱ計画策定の方針

１昭和48年度以降，以上のような事態の推移があること，及び今後における社会経済の変化，国民

の高等教育に対する需要の動向等にはなお予測し難いものがあることを考え，４８年度及び49年度懇談

会が指摘した全国的，構造的に均衡のとれた高等教育の発展を指向しつつ，６１年度を目標年度として，

当面，１８才人口が増加に転ずる56年度までの間に，今後の高等教育の発展の基盤となる整備を図るこ
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とに計画の重点を置くものとする。

２この場合，大学，短期大学，高等専門学校に限らず，放送大学，大学通信教育，専門学校等をも

包含する高等学校卒業後の教育の広がりを通じて，例えば，次のような高等教育全体の構造の柔軟化

流動化を積極的に進めることに特に留意するものとする。

（１）短期大学・高等専門学校卒業者の大学への編入学，あるいはこれらの者の大学院における修学

について，その機会を保障するよう，技術科学大学の創設など，より積極的，具体的な方途を講

ずること

（２）放送大学の創設，通信制と夜間制又は畳間制との組合せ，あるいは昼夜開講制等，より弾力的

な修学の方式を検討，推進すること

（３）一定の限度で，専門学校を含む異なる高等教育機関における修得単位を累積加算する制度の可

能性を検討すること

（４）単位の相互認定，教員の交流，その他大学間の協力交流をより積極化すること

（５）社会人の再就学の機会の拡大，公開講座，その他社会に対する高等教育機関の開放と積極的な

活動を促進すること

３上記１の趣旨により，４９年度懇談会報告に従い，計画期間を前期及び後期に区分し，５１年度から

55年度までを前期の計画期間，５６年度から61年度までを後期の計画期間とする。

４前期の計画期間においては，私立学校振興助成法制定の趣旨，18才人口の推移等にかんがみ，上

記１の基盤整備のための高等教育の質的な整備充実に重点を置き，特に次の諸施策を重視するものと

する。

（１）全国的，構造的に均衡のとれた高等教育の発展を期するため，地方における高等教育の質・量

の充実，特に地方における国立大学の計画的な整備を図ること

（２）私立の質的な充実を図り，特に平均1.79倍（50年度）の定員超過の現状を是正する方途を講ず

ること

（３）短期大学設置基準の制定の趣旨に沿い，社会の多様な要請に積極的に対応して短期大学の弾力

的な発展を図ること

５後期の計画期間においては，１８才人口が増加に転ずることをも考え，国民の要請への適切な対応

と高等教育の質的充実に留意して，計画的な拡充整備を図るものとするが，その具体的な計画は，前

期における基盤整備とその実績及び社会的諸事情の変化に応じ，高等教育機関の基本的`性格を考え，

かつ，高等教育への需要の動向の推移を見定めつつ，適切な時期にあらためて策定するものとする。
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６前期，後期を通じ計画期間中の高等教育の整備の進行状況を的確に把握し，評価を行う体制を確

立して，今後における事態の変化と国民の要請に対応し，計画に適切な補正を加える配慮が必要であ

る。

この場合，特に次のような事項に留意するものとする。

（１）高等教育への進学状況等の全国的及び地域的な推移

①高等教育機関への進学希望及び進学の状況（専門分野別，男女別種類別，設置者別）

この場合，進学者の地域的な流動状況に留意すること

②高等教育機関の収容力（専門分野別，種類別，設置者別）

この場合，大都市への集中の抑制，私立の定員超過率の是正，地方における私立の進出及び国

立の計画的整備の進捗状況に留意すること。

③高等教育機関卒業者の進路状況

（２）高等教育全体の構造の柔軟化，流動化の進展

（３）専修学校制度の整備の進展並びに専修学校（特に専門学校）・各種学校への進学状況及びこれ

らの収容力の推移

（４）高等学校の教育課程改訂の動向と高等学校への進学状況及び高等学校卒業者の進路状況の推移

（５）職業構造，産業構造の変化等に伴う人材需要の動向及び雇用動向

（６）国土利用に関する諸計画の進捗状況

（７）経済情勢及び財政事情の推移

７なお，大学院の拡充整備と高等教育機関の優れた教員を確保することは，高等教育の質的充実を

図るに当たっての重要な課題である。大学院の拡充整備については，社会経済の発展と学術研究の進

歩に伴い，高度の専門性を備えた職業人の養成と高等教育機関の教育を含め優れた研究者の養成確保

の両面にわたって，その重要性がますます増大していくものと思われる。これについては，現在，大

学院問題懇談会において，その基本方針につき検討が進められているので，その成果を期待すること

としたい。また，高等教育機関の教員の養成確保については，大学院における養成にまつところが大

きいが，今後における高等教育の多様な発展を図るためには，社会の諸分野の優れた人材との交流，

諸外国との交流等を積極的に進める必要があろう。

Ⅲ前期における計画の内容

計画期間中に整備を図るべきもの
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上記Ⅱの方針に基づき，次に掲げる事項に該当するものについて，以下に示す規模，地域配置等の

指標に従い，その計画的実現を図るものとする。

①計画養成を必要とするもの

医師，歯科医師，看護婦その他の医療技術者，初等教育教員等の養成を目的とするもののほか，

新しい学分野や研究者養成等に係る将来の需要にこたえるもの（国，公，私立を問わないが，

医・歯科大学については，原則として私立は予定しない｡）

②地方における国立大学の計画的整備

学部，学科構成の不均衡の是正，学部等の改組その他地域間の収容力格差や専門分野構成の不

均衡の是正，地方文化の向上に資するための整備等

③私立における，定員超過是正等その質的充実を図るための定員変更その他の整備で，規模の拡

大を伴わないもの

④公私立の移転，拡充等で，地域間の収容力格差や専門分野構成の不均衡の是正，地方文化の向

上に資するもの及び高等教育の発展のために有意義な新しい試みを行おうとするもの

⑤社会の多様な要請に積極的に対応して，新しい分野を開拓するなど，学部，学科の改組，転換

を図ろうとするもの，特に短期大学の柔軟な対応を期待する。

⑥上記Ⅱ’２に述べたような高等教育の構造の柔軟化，流動化の推進に資するもの

２規模の目途

（１）．前期の計画期間中における高等教育の規模の目途は，下記(2)の大学等の規模及び(3)の専門学校

等の規模に示すとおりとする。これによる専門学校等をも含めた55年度の高等教育の規模は，入

学者数において800b０００人を越え，その18才人口に対する比率は，５０％を上回ることとなる。

このうち，大学，短期大学及び高等専門学校の入学者数は，約640000人であり，上記１によ

る基盤整備のための質的な整備充実を図ることを主眼にして，その規模は，５０年度に対し，約

32,000人の増を見込んでいる。

専門学校等については，その性格上，一応現在の規模を見込むにとどめているが，今後の高等

教育の構造の柔軟化，流動化のために，大学等の整備と並んで，これら専門学校等の発展にまつ

ところが大きい。

（２）大学等の規模

（ｱ）大学，短期大学に係る上記１の整備は，計画期間中，次に掲げる規模を目途とし，後記３に示

すような地域配置の調整を図りつつ，取り進めるものとする。
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(単位人）

①国立について

医師，歯科医師，医療技術者，初等教育教員等の計画養成，地方国立大学の計画的整備等のた

め，従来の実績をも考慮し，年平均2,000人増を目途とする。

なお，この場合の分野別の目途は，次のとおりである。

(単位人）

（注）（）内は，５０年度の定員を示す。

②公立について

看護婦その他の医療技術者の養成，地域の実情に即した専門職業教育，女子教育その他地域の

社会的需要への対応を期待するが，小，中，高等学校等の整備等に当たる地方公共団体の財政の

現状等を考え，一応，従来の実績である年平均300人増を目途とする。

③私立について

④前記（１，２，(1)，（ｷ)）の50年度届出に係る私立の定員増予定数約50,000人のうち，約45,000

人は，定員超過の状況を是正するため，施設，設備，教員組織等を整備して，実員と定員との差

を縮小するよう定員増を図ろうとするものと考えられるが，これらの定員変更の届出が受理され，

かつ，定員変更に伴う新たな実員増を生ずることなくその趣旨どおり51年度の入学者の決定が行

われた場合には，５０年度の定員超過率（1.79倍）は，５１年度においては１．５倍強に是正されるこ

ととなる。

（注）私立の入学定員に対する実員（入学者）の倍率は，５０年度において下表のような状況に

ある。

⑪一方，過去５年間，私立の規模は，年平均定員増9,000人，実員増25,000人という拡大を続け

ており，定員超過率は，漸増の傾向にあった。（定員超過率４６年度大学1.77倍，短期大学1.47

倍→50年度大学1.84倍，短期大学1.70倍）

｡よって，このような定員超過の是正を図ることに計画の重点を置き，５０年度までの既設分につ

国立 公立 私立 計

1０，０００ １．５００ 20,000 3１．５００

医歯・医療技術 教員養成 般 計

2,900（5,300） 1,600(19,400） 5,500(56,100） 10,000(80,800）
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(50年度）

いては，計画期間中，定員超過の是正をさらに進めることにより定員超過率を全体として１．５倍

以内にとどめ，今後，各学校においていわゆる水増しによる実員増を生ずることのないよう，設

置者の自粛を求めつつ，学部，学科の性格に即し，教育研究条件の改善に資するよう所要の措置

を講ずるものとする。

⑥、を前提として，上記１の計画期間中の整備で私立に期待すべきものの規模は，年平均，定員

において2,500人増，実員において3,000人増の範囲とする。なお，５１年度においては，経過的に

学科増設等の届出に伴う実員増を生ずると見込まれるので，このため，別途5,000人程度の増を

予定するものとする。

⑥なお，５０年度において，私立には，大学，短期大学を通じ，約11,000人（大学3,000人，短期

大学8,000人）の欠員が生じているので，大都市における著しい定員超過の是正を進めることと

あいまって，実情に応じ，必要な改善策を講ずることが望ましい。

(ｲ）大学，短期大学別の規模の目途は，従来の傾向（１，２，(1)，（ｲ)）を考え，設定しないことと

するが，上記１に掲げた計画期間中の整備の方向に沿った短期大学の対応を特に期待するものと

する。

(ｳ）高等専門学校については，質的な充実を図ることとし，規模の拡大は見込まないものとする。

(ｴ）上記の規模の目途に従って大学，短期大学の整備が行われた場合の，５５年度における大学等へ

の入学者数，１８才人口に占める比率等は，次の表のとおりとなる。

なお，５５年度の大学等への入学者数（640,000人）は，６１年度の18才人口（1,863,000人）に対し

ては，34.3％に相当する。

(3)専門学校等の規模

け）上記(2)の大学等の規模の目途は，従来の著しい定員超過を伴う規模の拡大の傾向に対して，是

正と抑制を加えようとするものであるが，他面，４８年度懇談会報告が指摘したように，高等学校

区分 入学定員(A） 入学者数(B） 倍 率(:）
大学

183,729

人
337.790

人
1.84

短期大学 9５．５２０ 162.370 1.70

計 279,249 500.160 1．７９
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進学率の上昇，その他の高等教育への需要の増加傾向がなお強いことをも考えると，専門学校，

大学通信教育，放送大学等上記(2)以外の高等教育機関の整備を併せて促進する必要がある。

（ｲ）前記（１，２，(1)，（ｸ)）で述べたように，５０年度において高等学校卒業以上を入学資格とする

修業年限１年以上の各種学校への入学者数は，158,000人であり，その規模は，５５年度の18才人口

に対して進学率約10％に相当するが，これらの多くは，その性質上，計画においては自由な進展

に委ねるべきものと考える。ただし，看護婦その他の医療技術者の計画養成については，従来，

相当部分の養成が各種学校により行われている実態（50年度在学者数48,000人）にかんがみ，専

門学校等を含め，計画的に実現を図るべきものとして，その規模を検討する必要がある。

（ｳ）大学通信教育への入学者数は，５０年度において15,000人（大学10,000人，短期大学5,000人）

であり，５５年度において進学率約１％に相当する。大学通信教育については,一層の充実が期待

されるが，その規模については，一応，５０年度の入学者数をそのまま見込むものとする。

（工）放送大学の具体的な設置計画は現在検討中であり，整備すべきその規模についても現時点では

定め難いので，今後の検討にまつこととする。

３地域配置計画

（１）高等教育機関の地域配置における不均衡の是正を図るためには，後期における計画的拡充にま

つところが大であるが別前期においても，その展望の下に，大学等について上記２，(2)に示した

規模の目途の範囲内において，できる限り，ブロック単位に計画的な配置を図るものとする。

なお，専門学校等については，その自由な発展を期待する趣旨から，この地域配置計画には含

めていない。

(2)ブロックの区分

大学等の計画的配置を考える場合のブロックの区分は，下記①，②に述べることを特に考慮して，

次のとおりとする。（各ブロック内の進学者数等については，別添１－１，１－２参照）

①これまでの高等教育の規模の拡大は，大都市圏（京浜・南関東，東海，京阪神・近畿）におい

区分
全国の18才の

人口（A）

大学等への

入学者数(B）

全国18才人口に占

める大学等入

学者数の比率 (長）
国公立対私立

の入学者比率

50年度

55年度

人
０
０
０
０
０
０

●
戸
■

５
９

８
８
５
５
９
●

１
１

608,000

640,000

人

％
３
３
０
●

８
０

３
４

％％

５
５
，
Ｇ

２
１
８
８

●
０
●
●

５
５
Ｂ
、

７
８

１
１
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て，他の地域をはるかに超えて進行してきたところであるが，上記１，２，(2)，（ｳ)において示し

たように，５０年度と55年度における18才人口には，地域的にかなりの変動（大都市圏における増，

その他の地域における減）が見込まれる。このような18才人口の地域間の変動は，従来の大都市

圏における高等教育の規模の拡大の傾向を，より促進する要因となるものと考えられること。

②したがって，今後，このような大都市圏における18才人口の増加に伴って予想される高等教育

への需要の増大への対応を考慮しつつ,かつ,上記２，(2)の規模の目途の範囲内で，できる限り地域

配置の是正を図るためには,京浜･南関東,京阪神・近畿については,これらに隣接する地域をも含

めてより広域をブロック区分を想定し，ブロック内における収容力の調整を図る必要があること。

（３）ブロック別の配置計画

各ブロックにおける，１８才人口の今後の推移，進学率・収容力等の状況，高等教育に係る地理的，

社会的条件等を考慮して，５５年度におけるブロックごとの収容力等の一応の目途を次の表のように定

める。

ブロック名 該当都道府県

北海道

東北

関東・甲信越

東海

北陸・近畿

中国

四国

九州

北海道

青森，岩手，宮城，秋田，山形，福島（６県）

茨城，栃木，群馬，埼玉，千葉，東京，神奈川，山梨，

長野，新潟（１都９県）

岐阜，静岡，愛知，三重（４県）

識､ﾏﾘ府霧藁)滋賀, 京都，大阪，兵庫，奈良

h鳥取，島根，岡山，広島，山口（５県）

徳島，香Ill，愛媛，高知（４県）

福岡，佐賀，長崎，熊本，大分，宮崎，鹿児島，沖縄

(８県）
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(注）①５５年度における進学者数の目途640,000人（進学率40.3％）のブロック別配分に当たっ

ては，関東・甲信越，東海，北陸・近畿の各ブロックの55年度進学率を50年度と同率と想

定し，他のブロックについては，それぞれｌ～５％の増を見込むこととした。

②このブロック別進学率の想定は，前記した計画策定の方針と規模の目途を前提とするも

のであって,従来の傾向（各ブロック年率２～３％の上昇）とは異なるものである。また,ブ

ロックごとの進学率の推移は,政策的に措置し難いものでもあるから,特に大都市圏ブロック

にあたっては,実際の進学者数の推移とその地域的分散状況に対する十分な配意が必要である。

③各ブロックの収容力については，上記②を考慮しつつ，各ブロックとも少なくともブロ

ック内進学者の60％を当該ブロック内において収容できるようにすることを目途とした。

④このブロック別の計画的配置を進めるに当たっては，各都道府県ごとの進学率，収容力

の状況（別添２－１，２－２参照）及び下記(4)に留意するとともに，従来大都市圏におい

て特に著しい高等教育への需要の増加傾向を適切に受け止め，分散させるため，地方にお
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ける国立大学の人文社会系学部等の計画的整備の推進，大都市圏における専門学校の整備

等を図っていくことが必要である。

⑤②進学者数は，大学，短期大学，高等専門学校（第４年次在学者）の合計である。

⑪５０年度収容力UB)の（）内は，高等教育レベルの各種学校の入学者数を示す(外数)。

、上記２，(2)に示した規模の目途は31,500人であるが，拡充見込数（Ｆ－Ｅ）は1,000

人を単位として示したため，計32,000人となっている。

（４）新増設を行わない地域

大学等の新増設を原則として行わない地域を次のとおり設定し，これらの地域においては，実員増

を伴わない改組・定員増，夜間学部・学科の設置，現に整備計画進行中のもの等を除き，新増設は一

切行わないものとする。ただし，工業（場）等制限区域以外の政令指定都市の区域については，地域

の事情に応じた緩和を考慮するものとする。

尺

なお，これらの地域からの大学等の移転について積極的に配慮することが望ましい。

（注）「工業（場）等制限区域」とは，「首都圏の既成市街地における工業等の制限に関する法律」

に規定する「工業等制限区域」及び「近畿圏の既成都市区域における工場等の制限に関する法

律」に規定する「工場等制限区域」をいう。

４私立の大学，短期大学の新増設の認可と前期の計画

前期の計画期間中における大学，短期大学の新増設が，私立学校法附則第13項に定める「特に必要

があると認める場合」に該当するか否かの判断に当たっては，私立の大学，短期大学の量的拡大を抑

制しようとする法律の趣旨とこのまとめの基本的方針に沿って，上記１に掲げた「計画期間中に整備

を図るべきもの」に該当するもの（既に新増設の事前準備が終了しているもので経過的措置を必要と

すると認められるものを含む｡）のうちから，次の諸点を考慮して，認可すべきものを厳正に選択する

工業（場）等制限区域

首都圏 近畿圏

その他の政令

指定都市の区域

全
域

東京都区部，武蔵野市
札幌市，名古屋市，

北九州市，福岡市

部

川口市，三鷹市，横浜市，

川崎市

京都市，大阪市，守口市，

東大阪市，堺市，神戸市，

尼崎市，西宮市，芦屋市

横浜市，川崎市，京都市，

大阪市，神戸市の工業(場）

等制限区域以外の区域
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ことが適当である。

①上記２，(2)に掲げた私立の規模を認可に伴う学生増の目途とすること

②上記３に掲げたブロックごとの収容力の目途及び新増設を行わない地域に留意すること

③専門分野構成における地域間の不均衡の是正に留意すること（別添３－１～３－４参照）

④学校法人の安定した経営基盤の確保に配意すること

Ⅳ後期における規模の目途等

１昭和61年度における高等教育の規模の目途について，４８年度及び49年度懇談会は，いずれも「昭

和50年代に到達するであろう進学率40％より低い進学率を昭和60年代当初の指標とすることは，適当

でない｡」とする原則的な考え方を示している。

２前記（Ⅱ’５）したように，後期の具体的な計画は，今後における諸般の事情の推移を見定めつ

つ，適切な時期に策定するものとするが，その際，６１年度における高等教育の規模の目途については，

あらためて検討することが必要である。

その場合，別添４に掲げた35年度以降の高等教育の規模の拡大の実態を顧み，かつ，次のような要

請（49年度懇談会報告）にこたえ得る規模を確保する見地に立って，検討を行うことが必要と思われ

る。

①我が国の高等教育及び学術研究の質的水準の維持，向上

②計画養成を必要とする分野における人材需要への対応

③進学率，収容力，専門分野構成等における地域間格差の是正等，今後における高等教育の機会

に対する国民の要請への適切な対応

④地域開発や地方文化の向上への寄与
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31．昭和52年度大学入学者選抜実施要項について（通知）

文大大第135号

昭和51年４月10日

各国公私立大学長殿

文部省大学局長佐野文一郎

昭和52年度大学入学者選抜実施要項（以下「実施要項」という｡）を別紙のとおり定めましたので，

各大学におかれては，これに従い，公正かつ妥当な入学者選抜を実施されるようお願いします。

実施要項に関して留意すべき点は，下記のとおりであります。

記

Ｉ昭和51年度以降における学力検査実施教科・科目について，５教科原則は維持しながら従来の５

教科５科目ないし９科目原則を，必修科目を中心とした５教科５科目ないし６科目原則に改めたの

は，調和のとれた人間形成と受験準備の負担軽減を併せ考慮した結果によるものであり，実施教科

・科目の決定に当たっては，この趣旨に十分留意し，受験生の負担が過重にならないようにするこ

と。

２出願に必要な書類の提出方法について，実態に沿うよう本年度から各大学・出身学校長が自主的

に定めることとしたこと。

３実施要項第８による公表は，別紙様式１及び別紙様式２により，各都道府県の知事及び教育委員

会教育長，各指定都市の教育委員会教育長並びに国立大学の大学附属又は学部附属の高等学校長に

通知する方法によるものとし，同時に文部省大学課へも報告すること。
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昭和52年度○Ｏ大学入学者選抜方法等別紙梯式１

の僧

穀終［

記入上の注意

1．「学部(学科・専攻・課程)名｣欄には，同一の選抜方法等を実施する学部(学科・専攻・課程)名を列記す

ること。

同一学部であっても，例えば，文科系の専攻と理科系の専攻が選抜方法等を異にする場合には分けて記

入すること。

2．該当する欄には○印を付し，該当しない欄には×印をすること。

3．「備考｣欄には，推薦入学募集人員(又は比率)，推薦要件，学力検査等に先立つ調査書による判定の合格

予定数(又は比率)，その他受験者の参考となる事項を記入すること。

4．ク，ケ，及びコの備考欄には，「例えば，推薦入学志望者について面接を実施する｡」等の実施対象等に

ついて記入すること。

５．本表に該当する事項が全くない場合は，別紙様式２にその旨注を付すること。

○○学部

○○学部(○○学科）

○○学部

○科系 ○科系

○○学部

○○学部
備考
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入学定員の一部につ
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実技検査を行う

ケ

面接を行う
．

小論文を課する



昭和52年度○○大学入学者選抜学力検査実施教科・科目別紙様式２

記入上の注意

1．「出題教科・科目名｣欄には，学力検査（実技検査を課す場合は,これを含む｡）として当該大学において出題するすべての教科・科目の名称を列
記すること。

2．「学部(学科・専攻・課程)名｣欄には，同一教科・科目で学力検査を行う学部(学科・専攻・課程)名を列記すること。
同一学部であっても，例えば，文科系の専攻と理科系の専攻が教科・科目を異にする場合には分けて記入すること。

3．「出題科目｣欄には，各学部(学科・専攻・課程)の出題科目に○印をつけるものとし，受験者が必ず受験しなければならない科目については◎印
とすること。

4．「受験科目数｣欄には，大学が出題した科目のうち，受験すべき科目の数を教科別に記入すること。
5．「摘要｣欄には，出題範囲その他受験者の参考となる事項を教科別に記入すること。
6．「合計｣欄には，大学において出題した科目の数及び受験者が受験すべき科目の数の合計を記入すること。
７，学力検査を第１次と第２次に分けて実施する場合には，それぞれ分けて記入すること。なお，その際，第１次と第２次とで出題方針や出題方式
（例えば客観式，記述式など）等が異なる場合には，「摘要｣欄にその旨を記入すること。

四
つ
切

mllllnl

００学部

○Ｏ学部（○○学科）

１冊題科目 受験科目数 摘要

○○学部

○ 科系 ○科系

出題科目 受験科目数 摘要 出題科目 受験料日数 摘要

○○学部

。○学部

出題科目 受験科目数 摘要

合計



-306-

昭和52年度大学入学者選抜実施要項

大学入学者の選抜は，大学教育を受けるにふさわしい能力・適性等を備えた者を公正かつ妥当な方

法で選抜するように実施するとともに，入学者の選抜のために高等学校の教育を乱すことのないよう

配慮するものとする。

第１寡集人員

各大学で募集する人員は，所定の入学定員によるものとする。

第２出願資格

大学に入学を志願することのできる者は，次のとおりである。

１高等学校を卒業した者及び昭和52年３月卒業見込みの者

２通常の課程による12年の学校教育を修了した者及び昭和52年３月修了見込みの者

３高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者（別紙１参照）

第３選抜期日

1入学者選抜の期日は，次により適宜これを定めるものとするが，国立大学（短期大学を除く。）

にあっては，別紙２により実施するものとする。

（１）入学者選抜試験期日昭和52年３月１日から４月15日までの間

（２）入学願書受付期間入学者選抜試験期日に応じて定める。

（３）合格者の決定発表昭和52年４月20日まで

２入学定員の一部について，出身学校長の推薦に基づき，学力検査を免除し調査書を主な資料と

して判定する方法による場合は，判定結果を原則として昭和52年２月20日までに発表するものと

し，この期日に応じて入学願書受付期間を適宜定めるものとする。

３学力検査を課さないで調査書を主な資料として判定する方法による場合の入学者選抜の期日は，

上記１により定めるものとする。

４学力検査等に先立ち，調査書を主な資料として判定し，この合格者に対し学力検査等を課して

最終判定する方法による場合は，調査書を主な資料として判定した結果を原則として学力検査開

始日の10日前までに発表するものとする。

第４選抜方法

１入学者の選抜は，調査書，学力検査，大学が必要に応じて実施する健康診断その他大学が適当

と認める資料により，入学志願者の能力・適性等を合理的に総合して判定する方法によるものと
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する。

２上記１の選抜方法のほか，大学の意向によっては，次の選抜方法によることもできる。

（１）入学定員の一部について，出身学校長の推薦に基づき，学力検査を免除し調査書を主な資料

として判定する方法

ア大学は，能力・適性等に関する推薦の要件を具体的に定め，これを高等学校長に提示して

推薦を求めるものとする。

イ大学は，入学志願者について面接を行い，又は小論文を課することが望ましい。

（２）学力検査を課さないで調査書を主な資料として判定する方法

大学は，入学志願者について面接を行い，又は小論文を課すること力f望ましい。

（３）学力検査等に先立ち，調査書を主な資料として判定し，この合格者に対し学力検査等を課し

て最終判定する方法

３大学は，選抜方法に関する研究委員会を設けて調査研究を行い，入学者の選抜に当たっては，

その成果を十分に反映させることが望ましい。

第５調査書

１大学は，入学者選抜の資料として，出身学校長が生徒指導要録等に基づき，かつ調査書作成に

関する委員会の審議を経て作成した調査書を提出させるものとする。

調査書の様式，記入上の注意事項等は，別紙による。

２調査書は，入学志願者の学習成績，健康状況，性格，行動等が記載された重要な資料であるの

で，入学者の選抜に当たっては，調査書を十分活用することが望ましい。

なお，学力検査を実施する場合，入学志願者が受験する教科・科目以外の教科・科目について

は，特に調査書の学習成績に留意するものとする。

また，専門教育を主とする学科卒業の入学志願者について，その専門教育が当該学部・学科の

教育と密接に関連すると認められる場合には，調査書の専門教育に関する科目の学習成績に留意

することが望ましい。

３調査書に記入される学習成績概評は，高等学校における同一学年生徒全員（ただし，教育課程

の異なる類型のある場合は類型別，専門教育を主とする学科の場合は科別）の３か年間（ただし，

定時制及び通信制の課程にあっては４か年間）における各教科・科目の評定平均値の平均を表１

の区分に従ってＡ，Ｂ，Ｃ，、，Ｅの５段階に分け，その生徒の属する成績段階を示しているも

のである。
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(表１）学習成績概評

４大学は，高等学校長に対し学習成績概評Ａに属する生徒のうち，人物，学力ともに特に優秀で，

高等学校長が責任をもって推薦できる者については，「学習成績概評｣欄に④と標示するよう希望

することができる。

なお，この場合には「備考」欄にその理由を明示させるものとする。

５「健康の状況」の欄は，高等学校生徒健康診断票に基づいて記載されるものであり，入学後の

保健指導等の参考資料としても併せて活用すること力望ましい。

６大学は，高等学校長に対し当該大学の学部・学科に対する能力・適性等について，特に高等学

校長が推薦できる生徒については，その旨を調査書の「備考」欄に記入するよう希望することが

できる。

７やむを得ない事由により完全な調査書が得られない場合は，次により措置するとともに，面接

によって不足を補う等の配慮が望ましい。

（１）廃校，被災その他の事情により出身学校長の調査書が得られない場合は，卒業証明書，成績

通信簿その他志願者が提出できる書類をもってこれに代えてもよい。

（２）本人が被災等により上記書類をも整えられない場合は，出身学校所管の教育委員会，知事又

は出身学校長が作成したこれに関する証明書を提出させる。ただし，このような証明書を受理

した大学は，本人について更に調査をすることが必要である。

（３）大学入学資格検定等の試験検定の合格者については，当該試験の成績証明書をもって調査書

に代えることができる。

第６学力検査等

Ｉ学力検査

（１）学力検査は，高等学校学習指導要領に準拠し，高等学校教育の正常な発展の障害とならない

各教科・科目の評定平均値の平均 学習成績概評

5.0～４．３ Ａ

4.2～３．５ Ｂ

３．４～２．７ Ｃ

２．６～１．９ ，

1.8以下 Ｅ
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よう十分留意して実施するものとする。

(2)大学は，学力検査の一部又は全部を他の大学と共同し，共通の学力検査として実施すること

ができる。

(3)大学は，学力検査を第１次と第２次に分け，第１次学力検査の合格者に対して第２次学力検

査を課することができる。

(4)学力検査は，国語，社会，数学，理科，外国語の５教科について実施することを原則とする

が，大学・学部の目的，特色，専門分野等によっては，一部の教科を除き，又は他の教科を加

えて実施することができる。

(5)各教科における学力検査実施科目等は，次により大学が定める。

国語国語は，現代国語，古典Ｉ甲のうちから１科目又は２科目を出題する。ただし，

大学・学部の目的，特色，専門分野等によっては，２科目を出題する場合，古典

Ｉ甲に代えて古典Ｉ乙を出題することができる。

社会社会は，倫理・社会，政治・経済，日本史，世界史，地理Ａ及び地理Ｂのうち

から３科目以上を出題し，１科目を選択解答させる。ただし，大学・学部の目的，

特色，専門分野等によっては，２科目を選択解答させ，又は特定の１科目ないし

２科目を出題することができる。

数学数学は，数学一般又は数学Ｉを出題する。ただし，大学・学部の目的，特色，

専門分野等によっては，数学Ｉを出題する場合，これに数学ⅡＢ及び数学Ⅲを加

えることができる。なお，数学Ⅲを出題しない場合は，数学ⅡＡを加えて数学Ⅱ

Ｂと選択解答させることが望ましい。

理科理科は，基礎理科を出題するか，又は物理Ｉ，化学Ｌ生物Ｌ地学Ｉのうち

から３科目以上を出題し，１科目を選択解答させる。ただし，大学・学部の目的，

特色，専門分野等によっては，前記の科目中基礎理科を除き，２科目を選択解答

させ，若しくは特定の１科目ないし２科目を出題し，又は同種のＬⅡの科目を

合わせて１ないし２を選択解答させ，若しくは特定の１ないし２を出題すること

ができる。

外国語外国語は，英語Ａ又は英語Ｂを出題するか，又は英話Ｂ，ドイツ語，フランス

語その他の外国語を出題し，１科目を選択解答させる。

(6)商学，工学，農学，水産学，家政学，看護学等に関する大学・学部で，その目的，特色，専
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門分野等からみて適当と認められる場合には，前記(4)に掲げる教科の一部に代えて，職業に関

する教科を出題し，又は前記(5)の社会，数学又は理科の科目に商業一般，水産一般，家庭一般，

看護基礎医学等職業に関する基礎的又は中心的科目を加え，選択解答させること力望ましい。

(7)学力検査は，次の諸点に留意して，入学志願者の学習能力をできる限り合理的に検出するこ

とができるよう出題方針を立てるものとする。

ア学力検査は，各種の客観式及び記述式の検査方式を適宜組み合わせて実施することが望ま

しい゜

イ原理的，根本的なものを基礎として，これを運用して解答できるもので，それぞれの科目

に関して学理的な適応性を検出できるような問題が望ましく，単なる記憶や知識のみを検出

するような問題であってはならない。

ウ出題に当たっては，１教科内の二つ以上の科目にわたる知識を必要とする問題は避けなけ

ればならない。

エ高等学校の専門教育を主とする学科の卒業者のための上記(6)に示す職業に関する科目の出

題に当たっては，専門教育を主とする学科の卒業者が普通教育を主とする学科の卒業者に比

べて不利にならないよう，特に考慮するものとする。

（８）旧教育課程による高等学校卒業者に対して，特に旧教育課程の科目による出題は要しないが，

学力検査問題の出題に当たっては，新教育課程による卒業者との間で特に有利・不利が生じな

いよう配慮することが望ましい。

２実技検査，面接，小論文等

（１）実技検査

美術，工芸，音楽外体育等に関する学部・学科（教員養成学部にあっては主専攻）において

は，前記１の学力検査のほか，実技に関する検査を課することが望ましい。

（２）面接と小論文

大学は，志願者に対し面接を行い，又は小論文を課することができる。

第７健康診断

Ｉ入学志願者の健康状況のは握は，次により行うものとする。

（１）昭和50年度の高等学校卒業者及び昭和52年３月卒業見込みの者については，調査書の「健康

の状況」の記載による。

（２）昭和49年度以前の高等学校卒業者及び大学入学資格検定合格者等調査書を提出することがで
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きない者については，調査書の「健康の状況」欄の記載事項とされている視力，色覚，聴力，

結核及びその他の疾病，異常等について医師の作成した健康診断書（様式は特に定めない｡)を

提出させ，その記載による。

（３）特定の学部・学科等が必要とする特別の事項に関する検査，異常所見者に対する精密検査等

については，必要に応じて大学が実施するものとする。

1入学者選抜に際して健康診断により不合格の判定を行うについては，疾病など心身の異常のた

め志望学部・学科等の教育の目的に即した履修に耐えないこと，又は伝染性疾患などにより集団

生活に適しないことが，入学後の保健指導等を考慮してもなお明白な場合に限定することが望ま

しい。

第８学力検査実施教科・科目等及び選抜方法等の決定・公表

Ｉ大学は〆前記第６の１の学力検査実施教科・科目並びに２の実技検査の実施科目，面接の実施

及び小論文の出題等について決定し，昭和51年６月１日から７月31日までの期間内に公表するも

のとする。

２大学は，次の事項に該当する場合には，それぞれ具体的な取扱いを決定し，上記１で定める期

間内に公表するものとする。

（１）入学定員の一部について，出身学校長の推薦に基づき，学力検査を免除し調査書を主な資料

として判定する方法をとる場合

（２）学力検査を課さないで調査書を主な資料として判定する方法をとる場合

（３）学力検査等に先立ちゥ調査書を主な資料として判定し，この合格者に対し学力検査等を課し

て最終的に判定する方法をとる場合

（４）調査書に④標示を希望する場合

（５）調査書に能力・適性等についての推薦の記入を希望する場合

（６）学力検査の一部又は全部を他の大学と共同し，共通の学力検査として実施する場合

（７）学力検査を第１次と第２次に分け，第１次学力検査の合格者に対して第２次学力検査を課す

る方法をとる場合

第９募集要項，出願の手続等

｜募集要項等

（１）大学は，募集人員，選抜期日，選抜方法，検査場，出願手続，入学検定料その他入学に要す

る経費等出願に必要な事項を記載した募集要項を発表するものとする。
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なお，大学は，入学に要する経費のすべてを募集要項に記載するものとし，これに記載され

ない寄付金等の納入を条件として入学許可を行うことのないようにするものとする。

（２）大学は，当該大学の学部等の教育を受けるにふさわしい者の能力・適性等について，募集要

項に具体的に記載することが望ましい。

（３）大学は，昭和51年12月25日までに募集要項を発表するものとする。

（４）大学は，入学志願者に対し，大学案内等により，学部・学科の組織，特色その他学生生活の

概要，諸経費を明らかにすることが望ましい。

２出願の手続

（１）入学志願者は，出願に必要な書類を取りそろえ，志願大学の定める手続により，志願大学へ

提出するものとする。

この場合において，出願に必要な書類を出身学校長が取りまとめて志願大学へ提出し，又は，

出願に必要な書類のうち出身学校長が作成すべき調査書等のみについて，出身学校長が直接志

願大学へ提出することも差し支えない。

（２）出願に際して提出する写真は，出願以前３か月以内に撮影したものとする。

第10注意事項

１身体障害のある入学志願者については，その能力・適性等に応じた学部等への進学の機会を広

げる観点から，受験の機会を確保するよう配慮すること。

２大学は，入学者選抜において出題した学力検査問題等について，支障のない限り，標準的な解

答例や出題の意図等を適切な方法により明らかにするよう配慮すること。

３大学のうちには，学生定員を著しく超えて入学させている向きもあるが，学生定員は，学科目

又は講座の数，教員組織，施設，設備等を総合的に考慮して定められていることに十分留意する

こと。

４本要項により実施し難い事情のある大学は，募集要項の発表前に文部省と協議のうえ実施する

こと。

５募集要項の発表後に，募集要項のとおり実施し難い事態が生じた場合には，事前に文部省と協

議のうえ実施すること。

なお，緊急事態の生じたことにより，事前に協議できない場合には，その事態及び措置をすみ

やかに文部省に報告すること。
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別紙ｌ

学校教育法第56条第１項に規定する大学入学に関し，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認められる者は，次のとおりである。

１外国において学校教育における12年の課程を修了した者

２文部大臣の指定した者

(1)従前の規定による高等学校高等科又は大学予科の第１学年を修了した者

(2)専門学校本科又は中等学校卒業程度を入学資格とする専門学校予科の第１学年を修了した者

(3)高等師範学校，女子高等師範学校，実業教員養成所又は臨時教員養成所の第１学年を修了し

た者

(4)師範学校本科(昭和18年勅令第109号施行以前のものを除く。)又は青年師範学校の第１学年を

修了した者及び師範学校予科において４年の課程を修了した者

(5)昭和18年勅令第109号施行以前の師範学校の本科第１部第４学年又は本科第２部第1学年を

修了した者，並びに青年学校教員養成所の第１学年を修了した者

(6)修業年限５年の高等女学校卒業程度を入学資格とする高等女学校の専攻科又は高等科の第１

学年を修了した者又は修業年限４年の高等女学校卒業程度を入学資格とする高等女学校の専攻

科又は高等科の第２学年を修了した者

(7)国民学校初等科修了程度を入学資格とする修業年限５年の実業学校卒業程度を入学資格とす

る実業学校専攻科の第１学年を修了した者又は国民学校初等科修了程度を入学資格とする修業

年限４年の実業学校卒業程度を入学資格とする実業学校専攻科の第２学年を修了した者

(8)大正７年文部省令第３号第２条第２号により指定した学校の第１学年を修了した者（昭和３０

年３月31日までに修了した者に限る｡）

(9)従前の規定による大学において，高等学校高等科又は専門学校本科と同等以上の学校として

入学資格を認められた学校の第１学年を修了した者

qo1朝鮮教育令，台湾教育令，在関東州及び満州帝国臣民教育令又は在外指定学校規則による学

校において前各号の一に該当する者

⑪高等学校高等科学力検定試験又は専門学校卒業程度検定試験に合格した者

⑫教育職員免許法（昭和24年法律第147号）による小学校，中学校若しくは高等学校の教諭の

普通免許状を有する者又は教育職員免許法施行法（昭和24年法律第148号）により，これらの

免許状を有する者とみなされた者（旧教員免許令（明治23年勅令第134号）に基づく旧実業学
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校教員検定に関する規定（大正11年文部省令第４号）による実習科目に関する限りの実業学校

教員免許状を有する者を除く。）

03）専門学校の別科第１学年を修了した者。但し，中等学校（旧中等学校令第19条の規定による

ものを除く。)卒業程度を入学資格とする者に限る。

⑬東京盲学校師範部甲種音楽科第１部第１学年，鍼按科第１学年を修了した者及び同校師範部

普通科乙種を卒業した者，又は東京ろう唖学校師範部技芸科第１部第１学年を修了した者及び

同校師範部普通科乙種を卒業した者

(15）各都道府県において行う新制大学の入学資格を認定する試験に合格した者（昭和26年３月３１

日までの試験に合格した者に限る｡）

⑬運輸省設置法（昭和24年法律第157号）旧第35条に定める商船学校の席上課程３年修了者

（注）国立学校設置法による商船高等学校に包括された商船学校席上課程第３学年修了者を含

む。

(17）旧海軍工廠，旧海軍航空廠，｜日海軍技術廠，｜日海軍火薬廠，旧海軍施設部，１日海軍燃料駁及

び旧海軍工作部（１日海軍工廠等という｡以下同じ｡）に設置した工員養成所において修業年限２

年の補修科を修了した者，旧海軍工廠等に設置した工員教習所において修業年限１年の補修科

を修了した者又は旧海軍工廠等に設置した職工教習所において修業年限２年の高等科，修業年

限１年の専修科若しくは補修科を修了した者

q8I運輸省設置法による海員学校の高等科を卒業し，同法による海技大学校の通信教育部の普通

科Ａ課程を卒業した者（昭和50年４月１日以降に海技大学校の当該課程に入学した者に限る｡）

３大学入学資格検定規程（昭和26年文部省令第13号）により文部大臣の行う大学入学資格検定

に合格した者及び合格見込みであることが証明される者

４その他大学において，相当の年齢に達し，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると

認めた者
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別紙２

昭和52年度国立大学入学者選抜期日等について

１昭和52年度国立大学の入学者選抜については，第１期，第２期に分けて実施する(別表参照)。

（１）願書受付期間

第１期２月１日(火)から２月10日(木)まで

第２期２月12日(土)から２月21日(月)まで

（２）学力検査開始日

第１期３月３日(木)から

第２期３月23日(水)から

（３）合格者の発表

第１期３月20日（日）まで

第２期４月10日（日）まで

（４）健康診断，面接等についても，学力検査開始日以降に実施するものとする。

（５）第１期に入学者選抜を実施する大学は，第２期に入学者選抜を実施する大学のことを考慮し，

特に合格者の発表期日を厳守するものとする。

２第１期に入学者選抜を実施する大学及び第２期に入学者選抜を実施する大学が，昭和52年度大学

入学者選抜実施要項第６の１の(2)及び(3)により，共同して共通の第１次学力検査を実施する場合に

は，共通の第１次学力検査は第１期の期日により実施するものとする。

３第１期，第２期とも入学者が定員に満たない場合には，第２次募集を行うものとする。第２次募

集の入学者選抜期日等は，第２期の入学者選抜終了後の期日で適宜各大学で定めて実施するものと

する。

４上記により難い事情のある場合は，事前に文部省と協議すること。
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別表

第２期

北海道教育大学，室蘭工業大学，小樽商科大学，

帯広畜産大学，旭川医科大学，北見工業大学

第１期

北海道大学

弘前大学，宮城教育大学，秋田大学，山形大学，

福島大学

岩手大学，東北大学

茨城大学，宇都宮大学，群馬大学，埼玉大学，東

京医科歯科大学，東京外国語大学，東京学芸大学，

東京農工大学，東京商船大学，電気通信大学，横

浜国立大学

筑波大学，千葉大学，東京大学，東京芸術大学，

東京工業大学，東京水産大学，お茶の水女子大学，

一橋大学

富山大学，福井大学，山梨大学，信州大学，岐阜

大学，静岡大学，愛知教育大学，名古屋工業大学，

滋賀大学，京都教育大学，京都工芸繊維大学，大

阪外国語大学，大阪教育大学ｊ神戸商船大学，奈

良教育大学，和歌山大学

新潟大学，富山医科薬科大学，金沢大学，浜松医

科大学，名古屋大学，三重大学，滋賀医科大学，

京都大学，大阪大学，神戸大学，奈良女子大学

鳥取大学，島根医科大学，岡山大学，広島大学 島根大学，山口大学

香川大学，愛媛大学徳島大学，高知大学

福岡教育大学，九州工業大学，佐賀大学，大分大

学，宮崎医科大学，鹿児島大学

九州大学，九州芸術工科大学，長崎大学，熊本大

学，宮崎大学，琉球大学

計48校計34校
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別紙３

大学入学者の選抜に際して使用される調査書の作成について

１調査書作成の基本方針

（１）調査書は，高等学校生徒指導要録等に基づいて作成するものとする。

（２）調査書の作成に当たっては，個人的主観にとらわれたり，特別の作為を加えたりすることのな

いようにするものとする。

（３）調査書は，ホーム・ルーム担任教員等が記入し，関係教員をもって組織した調査書作成に関す

る委員会の審議を経て，高等学校長が作成し，その責任において，大学に提出されるものとする。

２調査書の様式，規格及び用紙

調査書は，別紙様式により日本工業規格Ｂ５判（l82x2571nm）上質紙（90kg程度）とし，表裏の

両面を使って作成すること。ただし，複写機等により作成する場合は，Ｂ４縦型表判(257×364mm）

複写紙の左右に表裏を複写し，二つ折りとしても差し支えない。
●

３記入上の注意

（１）上段※印欄は，大学において必要な事項を記入するための欄とし，高等学校では記入しないこ

と。

（２）男女別，全日制・定時制・通信制の課程別，普通科・専門教育を主とする学科の別，入学・編

入学・転入学（編入学及び転入学の場合はその学年を記入）の別，卒業・卒業見込みの別の該当

事項を○で囲むこと。

なお，専門教育を主とする学科については，農業，水産，工業，商業，家庭，音楽等の別及び

各科別を，例えば工業に関する学科の機械科の場合（工・機械）のように，（）内に記入するこ

と。

（３）「各教科・科目の学習の記録」欄は，高等学校在学中の全学年について，次のように記入する

こと。

ア「教科・科目」欄の履修科目名は，生徒指導要録に基づいて記入すること。

なお，空欄不足の場合は，紙をはり足してもよい。

イ「履修単位数」欄は，当該高等学校において生徒に履修させる単位数を，「修得単位数の計」

欄は，修得を認定した学年ごとの単位数の計をそれぞれ記入すること。

なお，卒業見込みの者で，最終学年の修得単位が未決定である場合には，当該学年における
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履修単位を修得したものとして計算すること。

ウ「評定」欄は，５．４．３．２．１．の５段階で表示すること。

エ旧教育課程による高等学校卒業者の場合は，次のようにすること。

（ｱ）「評定」は，昭和23年以前の学習成績については，教科ごとに秀，優，良，可，昭和24年

度以降の分については，目標別に５．４．３．２．１．昭和31年度以降の分については，科

目別に５．４．３．２．１．のそれぞれの評語を用いて記入すること。

（ｲ）「履修単位数」の計は，昭和40年３月以降の卒業者については，学年ごとの単位数の計を

記入すること。

オ卒業見込みの者で，最終学年の成績が未決定である場合は，直近における成績を総合して，

最終学年の成績とすること。

力「教科・科目の学習についての所見」欄については，生徒自身について認められた教科・科

目の学習における特徴のうち特記すべき事項を記入するものとし，無い場合はその旨明示する

こと。

(4)「評定平均値」欄については，次のように記入すること。

ア各教科の評定平均値は，生徒指導要録に基づき，各教科ごとに各科目の評定の合計数を各教

科の評定数で除した数値（小数以下第２位を四捨五入）を記入すること。

なお，例示以外の履修教科は，空欄を利用すること。また，空欄不足の場合は，紙をはり足

してもよい。

（計算例）

下記の成績の者の計算例は，次のとおりである。

(1)甕誓零`十，十3+`聰＝－－３．７５４４

(2)小数以下第２位を四捨五入すると，この者の理科の評定平均値は，「3.8」となる。｜
鬘
Ｉ

Ｉ

物’皿皿■■l■■■■皿
１回■■皿

教科・科目

履
修
単
位
数

評定

第
１
学
年

第
２
学
年

第
３
学
年

第
４
学
年

の
計

修
得
単
位
数

理
科

物理Ｉ

化学Ｉ

生物Ｉ

地学Ｉ

３

３

３

３

３

３

５

４

３

３

３

３
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イ評定平均値の平均は，(4)のアにより算出した各教科の評定平均値の合計数を履修教科数で除

した数値（小数以下第２位を四捨五入）を記入すること。

ウ昭和33年３月以前の卒業者については，評定平均値は記入しないものとする。

(5)「学習成績概評」及び「成績段階別人数」欄は，次のように記入すること。

ア「学習成績概評」欄は，高等学校における同一学年生徒全員（ただし，教育課程の異なる類

型のある場合は類型別，専門教育を主とする学科の場合は科別）の３か年間（ただし，定時制

及び通信制の課程にあっては４か年間）における各教科・科目の評定平均値の平均を次の区分

に従って，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅの５段階に分け，その生徒の属する成績段階を記入すること。

イ大学が希望する場合，学習成績概評Ａに属する生徒のうち，人物，学力ともに特に優秀で，

高等学校長が責任をもって推薦できる者については，「学習成績概評｣欄に④と標示することが

できる。

この場合，高等学校長は「備考」欄にその理由を明示しなければならないものとする。

ウ「成績段階別人数」欄は，各段階に属する人数とその合計を，「Ａ○○人，Ｂ○○人,Ｃ○○

人，、○○人，Ｅ○○人，合計○○人」のように記入すること。なお(5)のアにより，類型別又

は科別に記入した場合は，「合計｣欄に同一学年生徒の合計数を（）内に記入すること。

エ昭和33年３月以前の卒業者については，学習成績概評及び成績段階別人数は記入しないもの

とする。

(6)「出欠の記録」欄は，高等学校生徒指導要録該当欄の記載事項を転記するものとするが，卒業

見込みの者の最終学年の欄は，直近の学期末現在における出欠の状況を記入し，その旨を備考欄

に明示すること。なお，旧教育課程による高等学校卒業者の場合は，１日生徒指導要録における該

当欄のみを記入すること。

(7)「健康の状況」欄は，次のように記入すること。

各教科・科目の評定平均値の平均 学習成績概評

5.0～４．３ Ａ

4.2～３．５ Ｂ

3.4～２．７ Ｃ

2.6～１．９ ，

1.8以下 Ｅ
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ア「視力｣，「色覚｣，「聴力」及び「担当学校医所見」の欄には，それぞれについて高等学校生

徒健康診断票の該当欄の最も新しい記載事項を転記すること。

イ「結核」の欄には，高等学校生徒健康診断票の該当欄の記載事項を転記すること。

ウ「その他の疾病及び異常」の欄には，高等学校生徒健康診断票の該当欄の記載事項及び「心

臓の疾病及び異常」等該当欄以外の疾病・異常，各種疾患等に関する記載事項で，特に教育上

又は保健指導上必要と認められる事項があれば記入すること。

エ「担任教員所見」欄には，高等学校在学中に教育指導上特に支障のあった疾病又は異常につ

いてホーム・ルーム担任教員の所見を記入すること。

(8)「各教科以外の教育活動の記録」欄は，生徒の特別教育活動，学校行事などにおける参加，活

動状況のうち，特記すべき事項を記入すること。

なお，旧教育課程による高等学校卒業者の場合は，旧生徒指導要録における「行動及び性格の

記録」の「Ｉ事実の記録」欄の記載事項により記入すること。

(9)「行動及び性格の記録」欄は，次のように記入すること。

ア「評定」欄は，評定項目に従い，学年ごとに生徒指導要録記載のうちＡ（特にすぐれたもの，

又は程度の著しいもの）及びＣ（特に指導を要するもの）についてのみ記入すること。

なお，｜日教育課程による高等学校卒業者の場合は，旧生徒指導要録により，評定項目を書き

換えて記入すること。

イ「所見」欄は，Ａ及びＣの評定理由，Ｃの場合の指導方針等の特記すべき事項について記入

すること。

記入すべき事項が無い場合は，その旨明示すること。

qO）「備考」欄には，生徒指導要録の学籍の記録の備考欄及び進路に関する記録欄の記載事項のう

ち，特に必要と認められる事項等を記入するものとし，無い場合はその旨明示すること。

なお，大学の希望により当該大学の学部・学科に対する能力・適性等について特に高等学校長

が推薦できる生徒についてはその旨記入すること。

⑪記載責任者職氏名は，必ず明記し，押印すること。

なお，記載内容を訂正した場合は，訂正か所に校長の印を押印するとともに，欄外に加除字数

を表示すること｡また，紙をはり足した場合も，校長の印で割引をとること。
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調査番
一一一一一一一一

儀式(表）

雨ｍＦｗＥﾖ■薊賤】園四国
■■■■■■■■■■■■

※ ※ ※ ※

1．

ふりがな

氏名 昭和年月日生

男
・
女

現
住
所

都道市
府県区

町村丁目番号

学
校
名

国立
公立
私立

高等学校
(分校）

全・定・通 普通・専門（・）

昭和年月入学、編入学、転入学
(第学年）

昭和年月
卒業
卒業見込

2．各教科・科目の学習の記録

教科・科目

履
修
単
位
数

３

第
１
学
年

Ｆ定第
２
学
年

第
３
学
年

第
４
学
年

の
計

修
得
単
位
数

教科・科目

履
修
単
位
数

評第
１
学
年

第
２
学
年

第
３
学
年

五第
４
学
年

鯵の

墓

国
語
社
会

芸
術

外
冨

￣

詔

数
学

理
科

俣繍

■堂》
庭

体育 計

の学習に

3.3.厭直平均値
教科

平均値

国語 社会 数学 理科
倒諏g§

体育
芸術 外国語 家庭 平均

４．学習成績概評 成綴段階別人数

段階
Ａ

人
Ｂ

人
Ｃ

人
、

人
Ｅ

人

合
計 人）

人
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様式(裏）

※ ※ ※ ※

5．出欠の記録 6．健康の状況

函:～苣彗瞳
授業日数

出席停止・忌引
き等の日数

出席しなければ
ならない日数

欠席日数

１ ２ ３ ４

視力
右

左

色覚

聴力
右

左

.（・）

.（・）

担当学校医所見

担任教員所見

出席日数

備考

結核

その他の
疾病及び
異常

７． 各教科以外の

教育活動の記

録

＆
行
動
及
び
性
格
の
記
録

Ｉ
評
定

Ⅱ
所
見

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４

基本的な生活習慣 寛容

自主性 指導性

責任感 協力性

根気強さ 公正ざ

創意くふう 公共心

情緒の安定

9．

術

考

本書の記載事項に誤りがないことを証明する

昭和年月日

学校名

所在地

校長名⑰記戦責任者⑩
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32．進学適性検査．能研テストの家施経過について

進学適性検査の実施経過等について

１昭和21年の米国教育使節団の勧告をもととして同年12月，文部省に委員会が設けられ，昭和22年

３月に高等専門学校進学希望者全員を対象として，第１回知能検査が実施された。昭和23年度から２９

年度までは名称を進学適性検査（以下「進適」という｡）に改め，内容も一般知能検査の性質に加え，

進学希望者の知的活動の素質面からみて文科，理科のいずれに適するかを検出する内容とし，国公私

立大学，旧制大学，高等専門学校等高等教育機関の希望者全員を対象に，当該大学等の入試とは切り

離して実施された。

２進適実施についての基本的考え方は29年度までは変更はなかった。その内容を要約すれば次のと

おりである。

（１）高等教育機関の進学希望者は，進適を必ず受験しなければならないが，国が全国一斉に実施す

る検査（国立大学受験者は全部これを受験）又は進学希望校自作の検査（主として私立大学志望

の場合）のいずれを受験してもよいこととされていた。

（２）進適は入学者選抜試験そのものではなく，選抜に当たっての資料として利用するものであった。

（３）選抜の立場だけでなく，進学指導の立場にも立って行われた。

（４）国が実施する進適の場合は，検査実施に先立って例題を公開し，またその結果は標本抽出によ

り全国成績概評を公表した。

（５）国が行う検査は，文部省に問題作成等の委員会を置き，府県別に進適監理審査会を結成して実

施に当たった。審査会は当該県の国立大学に置くこととし，大学長が当該府県の最高責任者となっ

た。一県複数大学の場合は，交替とした。（受験者の状況別記ｌ）

３昭和26年ごろから進適実施の方法やテスト結果等について批判が出るようになった。２８年に至り

高校長協会はこれを廃止すべしとの議決を行う一方，国立大学協会，日本学術会議においても議論さ

れたが，結局28年12月，文部省に大学，高校，心理学者，学識経験者をもって構成する委員会を設け，

進適の存廃について議論した結果，昭和29年度限りで全国一斉に行う進適を廃止することになった。

４進適廃止の理由としては次のようなものがあげられている。

（１）進適の科学的分析研究結果が発表されず，進適の結果に疑問がもたれた｡

（２）大学では進適の結果を頓極的に利用しなくなりヮ進適本来の趣旨が滅却した。
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高校教育に支障が受験者は学科試験との二重負担となって，(3)進適のための準備が激しくなり，受験者は学科試験との二重負担とｊ

生ずるとされた。

(4)進適実施の予算，とくに実施の謝金が少なく実施上の困難が生じた。

(5)国大協，高校長協会からそれぞれ廃止の要望があった。

(別記１）進適受験者の状況（国が実施したもの）

(注）１．２４年度にその数が減少しているのは，新制

大学への切り替えの事情による。

２．受験者数が年々増加しているが，その背景

として，進適実施当初は公私立大学において

自校で問題を作成，実施する大学が多かった

が，経費及び問題作成者等の事情から，漸次

国で行う進適に合流する大学が年ごとに多く

なり，２９年度にはほとんど（全大学の98％）の

大学が国の進適に合流したという経緯がある。

能研テストの実施経過等について

１昭和38年１月の大学入学試験の改善に関する中央教育審議会の答申に基づき，大学，高校，文部

省の関係者が発起人となって昭和38年１月に財団法人能力開発研究所が設立された。

同研究所は，昭和38年度から43年度までの６年間，大学入学者の選抜と高校の進路指導に役立つ共

通テストの開発とその実施及びそれに関する専門的調査研究を行った。（実施状況別記１）

年度 志願者数 受験者数

３
４
５
６
７
８
９

２
２
２
２
２
２
２

｜
鯉
似
測
船
師
ね

３
１
２
７
９
４

９
１
９
７
９
９

６
３
７
２
１
４

２
５
０
７
１
５

１
１
２
２
３
３

ｎ
町
蛇
“
郎
釣
印

１
０
９
１
１
２
５

９
１
０
■
１
１
７

７
３
７
２
６
１
１

３
１
３
９
５
９
４

１
１
１
１
２
２
３



-325-

２文部省では，同研究所の実施するテスト（以下「能研テスト」という｡）結果を昭和42年度の大学

入学者選抜時から合否の判定に利用できるようにするなど能研テストの利用と研究成果の普及に努め

るとともに，同研究所に対しては38年度から43年度まで補助金を交付し，同研究所の開発研究事業を

援助した。（能研の収支状況及び補助金交付実績別記２）

３しかしながら，同研究所の事業の目的に対しては，その発足当初から誤解と偏見に基づく反対運

動が日教組を中心に全国的に展開されたことや，大学側が能研テストの活用による選抜方法の改善に

極めて消極的であったことなどにより，テスト受験者数は年々減少していった。（能研テストを入学

者選抜に活用した大学数及びその利用状況は別記３）

４同研究所の事業は，その実施するテストが入学者選抜に採り入れられるのでなければ恒常的に実

施することは困難なものであり，加えて受験者数の減少による財政上の理由，将来への見通しもはっ

きりしないなどにより，昭和43年度をもってテスト事業は中止することとなった。

５能研テストが中止された主な理由としては，次のようなものが指摘される。

（１）中教審答申から能力開発研究所の設立までの設立準備期間がなく，また設立年度から直ちに事

業が開始されるなど事前準備に十分でない面があった。

（２）能研テストの趣旨を周知する広報活動及び各大学，高校等の意見の集約が十分行なわれない面

があった。

（３）実施機関が財団法人であり，財政上の問題，職員の身分保障の問題等に難点があった。

（４）大学側に自からの問題として受けとめる熱意が薄く，能研テストの活用にも消極的であった。

（５）反対運動が当時の学園紛争に結びつき，将来への見通しを暗くした。

（別記１）能研テスト実施状況、

ア受験申込者数，受験者数

受験申込者数

38年度 39年度 40年度 41年度 42年度 43年度

受験者数

38年度 39年度 40年度 41年度 42年度 43年度

奔
奔
計

壁
藺
コ
ナ
ス
ト

７
８
５

７
０
８

０
４
４

●
▽
ｇ
●
●

０
５
５

２
４
６

２
１
３

７
８
５

５
７
３

２
２
５

●
▽
Ｇ
ケ
●

別
似
別

１
１
２

８
３
１

９
９
９

２
７
０

９
●
●
Ｐ
●

認
銘
卯

１
１
２

》
弱
“
四

３
６
０

９
０
●

１
３
５

３
１
４

１
１
２

妬
Ⅳ
娼

８
４
２

卯
餌
ね
１

肥
田
ね

３
５
９

△
■
０
■

９
６
５

５
５
１
１

198,311

124,379

322,690

幻
皿
羽

７
９
６

３
２
６

３
９
２

１
２

139,101

124,967

264,068

1210282

101,360

222.642

３
６
９

４
３
７

６
１
７

□
。
、
｝
白

２
７
９

８
７
５
１

5２，２３８

４７，９９９

100,237

；』Ｂ
２強̄
フ戸

2年

3年

宿計

３
９
２

６
７
４

０
８
９

●
一
０
－
●

８
０
８

０
１
１

２
１
３

257,826

112,190

370,016

195,878

90,288

286,166

８
３
１

３
５
９

５
５
０

Ｃ
ｌ
□
●
■

７
２
０

９
９
９

１
２

２
７
９

３
８
１

０
２
３

図
田
町

１
２

鯛
弘
幻

５
９
５

似
弱
⑩

１
１

185,185

95,691

2800876

2320453

９０，４２４

３２２０８７７

７
５
２

５
７
３

９
八
Ｊ

０
６
７

８
７
５

１
２

181,875

76,505

258,380

1430929

“,２５４

１８８０１８３

詔
“
犯

２
６
９

■
Ｐ
●
ザ
■

７
９
６

９
２
２
１

年
年
年

１
２
３
計

職
適
テ
ス
ト

154,863

1570297

3120160

３
１
８
２

９
６
３
９

１
忽
Ｊ
７

幻
醒
嘔
帥

１
１
２

鍵
印
加
虹

０
５
９
５

ｓ
Ｐ
●
。
０
戸
●

２
４
２
９

２
２
１
５

１
１
２

７
６
４
７

２
０
６
９

７
５
８
０

叫
艇
７
ｍ
１

８
６
４
８

６
８
７
２

８
６
５
１

●
Ｐ
●
▽
■
，
ロ

７
６
４
９

５
５
１

１

140,100

142,301

2820401

126

118

1４

259

飢
帥
的
別

９
８
０
８

１
９
９
９

１
６
１
９

９
１
４
４

Ｑ
々
●
〉
Ｓ
Ｆ
●

１
５
０
７

１
１
１
３

１
１
２

7８

８２

５

166

即
妬
茄
孤

４
５
７
８

閉
釦
塑
氾

３
８
２
４

３
２
３
９

５
５
０
１

合計 9380711 859 049 794 701 587 ８５９ 375 654 8310917 781 050 718 521 514 793 336 631



-326-

33．高等学校学習指導要領抜粋

第１章総則

第１節教育課程の編成

第１款一般方針

学校においては，法令およびこの章以下に示すところに従い，生徒の人間として調和のとれた育成

を目ざし地域や学校の実態および生徒の能力・適性・進路等をじゅうぶん考慮し，課程や学科の特色

を生かした教育ができるように配慮して，適切な教育課程を編成するものとする。

第２款各教科・科目の標準単位数

学校教育法施行規則別表第３に定める各教科に属する科目(以下｢各教科・科目｣という｡）の標準単

位数は，次の表のとおりとする。

この表の単位については，１単位時間を50分とし，１個学年35単位時間の授業（通信制の課程にお

いては，これに相当するもの）をｌ単位として計算するものとする。

各教科
各教科に
属する科目

標準
単位数 各教科 各教科に

属する科目
標準
単位数

国語

社会

数学

現代国語

古典Ｉ甲

古典Ｉ乙

古典Ⅱ

倫理・社会

政治・経済

日本史

世界史

地理Ａ

地理Ｂ

数学一般

数学Ｉ

数学nＡ

数学ⅡＢ

数学Ⅲ

応用数学

基礎理科

物理Ｉ

７

２

５

３

２

２

３

３

３

３

６

６

４

５

５

６

６

３

理科

保健体育

芸術

物理Ⅱ

化学Ｉ

化学Ⅱ

生物Ｉ

生物Ⅱ

地 字 Ｉ

地学Ⅱ

体育

保健

音楽Ｉ

音楽Ⅱ

音楽、

美術Ｉ

美術Ⅱ

美術Ⅲ

工芸Ｉ

工芸Ⅱ

工芸Ⅲ

３

３

３

３

３

３

３

７～９

２

・
２

２

２

２

２

２

２

２

２
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各教科
各教科に
属する科目

標準
単位数 各教科

各教科に
属する科目

標準
単位数

芸術

外国語

家庭

書道Ｉ

書道Ⅱ

書道Ⅲ

初級英語

英語Ａ

英語Ｂ

英語会話

ドイツ語

フランス語

外国語に関する

その他の科目

家庭一般

被服Ｉ

被服Ⅱ

食物Ｉ

食物Ⅱ

保育

家庭経営

被服材料

被服管理

服飾デザイン

服飾史

被服製作

手芸

栄養

食品

食品衛生

食物管理

献立・調理

集団給食

公衆衛生

小児保健

児童心理

児童福祉

保育原理

保育技術

家庭に関するそ

の他の科目

２

２

２

６

９

1５

３

1５

1５

４

２～６

２～６

２～６

２～６

２～６

２～６

２～６

２～６

２～1６

２～６

６～2０

２～1０

２～６

２～６

２～６

２～６

６～2０

２～６

２～６

４～１２

２～６

２－４

２～６

８～2０

農業

作物

園芸

畜産

土・肥科

作物保護

農畜産加工

農業機械

農業施設

農業経営

農家経営

総合農業

野菜園芸

果樹園芸

草花園芸

家畜栄養・飼料

家畜衛生

飼料作物

栽桑

養蚕

蚕体衛生

製糸・製織

蚕種製造

食品製造

応用微生物

食品化学

製造機器

食品製造衛生

食品製造経営

測量

農業土木設計

材料施工

応用力学

水理

土・土質

農業水利

農地開発

育林

伐木運材

２～1０

２～1０

２～1２

２－４

２～４

２～４

２～６

２～４

４～1０

４～1０

12～4０

４～1２

４～１２

４～１２

２～６

２～６

２～８

２～６

２～８

２～４

２～４

２～４

６～１２

３～８

２～１２

３～８

２～６

２－４

２～1０

４～８

３～６

２～５

２～５

２～４

３－８

２－４

２～１２

２～８
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各教科
各教科に
属する科目 攪磯 各教科

各教科に
属する科目

標準
単位数

農業

工業

砂防

林業機械

測樹

林業経営

林産製造

木材加工

木材材料

造園設計

造園材料

造園施工

造園管理

緑地計画

造園

農業一般

林業一般

総合実習

農業に関するそ

の他の科目

機械実習

機械製図

機械設計

機械工作

原動機

計測・制御

機械材料

自動車実習

自動車製図

自動車設計

自動車工作

自動車構造

自動車整備

自動車電気

自動車法規

造船実習

造船製図

造船工学

造船設計

船舶構造・装置

２～８

２～６

２～６

２～1０

２～８

２～1２

２～８

４～1０

３～８

３～８

２～６

２～４

２～６

２～1０

２～1０

４～１５

14～2５

６～1２

４～８

４～８

３～８

２～６

２～４

12～2０

４～８

３～６

３～６

４～８

４～８

２～４

１～２

10～2０

８～1５

６～1２

３～６

３～８

工業

造船工作

造船力学

金属工業実習

金属工業製図

金属材料

金属加工

金属製錬

特殊材料

金属工業設計

電気実習

電気製図

電気工学Ｉ

電気工学Ⅱ

電気工学Ⅲ

電気機器

発送配電

電気応用

電子実習

電子製図

電子工学Ｉ

電子工学Ⅱ

電子工学Ⅲ

電子応用

通信機器

情報技術実習

プログラミング

数値計算法

システムエ
､､P

字

電子計算機

プログラム理論

工業計測実習

工業計測製図

計測管理

自動制御

計測力学

計装工事

計測回路

建築実習

２～８

２～６

10～2０

４～８

６～８

６～８

２～６

２～４

２～４

10～2０

４～1２

６～1４

５～1４

５～1４

２～６

２～６

２～４

10～2０

４～８

６～1４

５～1０

５～1０

２～６

２～８

14～2０

３～９

２～６

２～６

３～６

５～1０

10～2０

４～８

４～８

４～９

４～７

３～７

３～６

７～2５
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各教科
各教科に
属する科目

標準
単位数

各教科 各教科に
属する科目

標準
単位数

工業

建築設計製図

建築計画

建築構造

建築構造設計

建築施工

建築法規

建築史

設備工業実習

設備設計製図

設備計画

空気調和設備

衛生設備

設備機械・電気

設備施工

土木実習

土木製図

測量

土木応用力学

水理

土質

土木計画

土木設計

土木施工

地質工学実習

地質工学製図

地質工学Ｉ

地質工学Ⅱ

地下資源開発

火薬

環境工学実習

環境工学製図

環境衛生

環境計画

環境施設

水道Ｉ

水道Ⅱ

環境衛生処理

環境管理

７～2５

４～８

４～６

４～８

３～６

１～２

２～３

９～1８

９～1４

３～６

４～８

４～８

３～５

３～５

６～1５

４～1２

２～６

２～８

２～４

２～４

２～６

２～８

２～８

12～1５

２～４

６～８

５～８

５～８

２～４

10～2０

２～６

４～８

３～８

６～1２

２～６

２～６

２～６

２～６

工業

工業化学実習

化学工業Ｉ

化学工業Ⅱ

化学工業Ⅲ

化学工場

化学工業持論

化学工業安全

放射化学

電気化学

化学工学実習

化学工学Ｉ

化学工学Ⅱ

化学工学Ⅲ

窯業実習

窯業製図

窯業原料

セラミック化学

窯業操作

窯業計測

窯業持論

色染化学実習

色染化学Ｉ

色染化学Ⅱ

色染化学Ⅲ

染色工場

染色デザイン

繊維工学実習

繊維工学Ｉ

繊維工学Ⅱ

繊維工学Ⅲ

繊維工場管理

繊維デザイン

インテリア実習

インテリア

設計製図

室内計画

室内材料

室内装備

19～2８

６～９

３～６

３～６

４～６

２～６

２～４

２～４

２～４

20～2９

４～８

４～６

３～６

10～2５

３～６

２～４

４～８

４～８

２～６

２～1０

10～2０

３～６

６～８

６～1０

３～６

２～４

15～2０

４～８

８～1２

４～６

２～４

２～４

８～2５

６～2０

２～８

２～６

２～６
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各教科 衞夢る篭眉
標準
単位数

各教科
各教科に
属する科目

標準
単位数

工業

家具生産

木工機械

塗装・接着

デザイン実習

デザイン製図

デザイン計画

工業.

工芸デザイン

ビジュアル

デザイン

デザイン材料

デザイン史

デザイン実務

工業管理実習

生産技術

生産管理

工業経営

工業概説

製図

工学一般

自動車一般

電気一般

機械製作

機械一般

溶接

原子工学一般

建築一般

土木一般

化学工業一般

色染化学一般

繊維工学一般

デザイン一般

工業英語

工業に関する

その他の科目

商業一般

経済

経営

２～６

２～６

２～６

15～3０

２～1５

２～６

２～８

２～４

２～４

２～４

２～４

14～2０

８～1５

８～1５

２～８

２～４

２～８

２～６

２～６

２～６

２～８

２～６

２～６

２～６

２～４

２～４

２～４

２～４

２～４

６－１２

２～４

３～５

２～４

２～４

商業

商業法規

簿記会計Ｉ

簿記会計Ⅱ

簿記会計Ⅲ

工業簿記

銀行簿記

機械簿記

税務会計

経理実践

事務

事務機械

事務管理

計算実務

統計実務

経営数学

電子計算機一般

プログラミング

Ｉ

プログラミング

Ⅱ

和文タイプ

ライティング

英文タイプ

ライティング

速記

秘書実務

事務実践

商事

売買実務

商品

市場調査

広告

商業美術

商業英語

商業英会話

貿易実務

商業実践

富諜樋闇蒋冒

２～５

３～５

２～４

２～４

２～４

２～４

２～５

２～４

３～５

２～５

２～５

２～５

２～８

２～４

２～４

２～５

３～８

２～５

２～６

２～６

２～６

３～６

３～５

２～５

２～５，

２～５

２～４

２～５

２～６

２～４

２～６

３～６

３～５
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各教科 各教科に
属する科目

標準
単位数 各教科 各教科に

属する科目
標準
単位数

水産一般 ２～４

漁業 ４～1０

海洋・気象 ２～４

漁船・運用 ６～８

航海・計器 ８～1０

海事法規 ２～４

水産法規 ２～４

栽培漁業 ４～1０

資源・漁場

漁業経営

操船

漁獲物処理

水産増殖

水産生物

水産土木

水産製造

水産食品化学

水産食品衛生

水産製造機器

漁船機関

機械設計工作

５～７

６～８

４～８

２～４

10～１５

６～８

２～４

８～1０

６～1０

３～５

６～1０

10～1５

６～８

音楽理論

音楽史

ソルフェージュ

合唱

合奏

声楽

鍵盤楽器

弦楽器

管楽器

打楽器

作曲

音楽に関する

その他の科目

３～９

３～６

６～１２

３～９

３～９

２～９

２～９

２～９

２～９

２～９

２～９

船用電機

電気通信理論

無線測定

無線機器

鉦 線通信

通信法規

海洋実習

総合実習

乗船実習

水産に関する

その他の科目

看護概説

看護基礎医学

成人看護

母子看護

４～６

10～1２

３～５

５～７

８～1０

４～６

２～４

４～1２

４－１２

２～４

４～８

６～1２

２～４

美術

美術理論

美術史

素描

基本造形

彩画Ａ

彩画Ｂ

版画

彫刻

デザインＡ

デザインＢ

製図

写真

総合実習

美術に関する

その他の科目

３～９

３～９

４～1２

４～1２

４～1２

４～1２

２～６

４～1２

４～1２

４～1２

２～８

２～４

２－４

看護実習

章欝 &開講自

20～2７ その他待に

必要ｉｔ教科

当該教科に関す

る科目
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備考

ｌこの表に掲げる「外国語に関するその他の科目｣，「家庭に関するその他の科目｣，「農業に関する

その他の科目｣，「工業に関するその他の科目｣，「商業に関するその他の科目｣，「水産に関するその

他の科目｣，「看護に関するその他の科目｣，「理数に関するその他の科目｣，「音楽に関するその他の

科目」および「美術に関するその他の科目」は，学科の特質，学校や地域の実態などにより，この

表に掲げる科目だけではその学校の教育課程を編成しがたい場合に用いるものとする。この場合に

おいて，その科目の名称，目標，内容，単位数等については，その科目の属する教科の目標に基づ

き，その学校の設置者の定めるところによる。

２この表に掲げる「その他特に必要な教科」および「当該教科に関する科目」は，私立学校におい

て宗教教育を行なう場合または学校においてたとえば体育に関する学科を設ける場合などで各学科

の目標を達成するために特に必要がある場合に限り用いるものとする。これらの場合において，教

科および科目の名称，目標，内容，単位数等については，その学校の設置者の定めるところによる。

第３款各教科以外の教育活動

各教科以外の教育活動は，ホームルーム，生徒会活動，クラブ活動および学校行事から成るものと

する。

第４款各教科・科目の履修

１次の各教科・科目をすべての生徒に履修させるものとする。

（１）国語のうち「現代国語」および「古典Ｉ甲」

（２）社会のうち「倫理・社会」および「政治・経済」の２科目ならびに「日本史｣，「世界史」およ

び「地理Ａ」または「地理Ｂ」のうち２科目

（３）数学のうち「数学一般」または「数学Ｉ」

（４）理科のうち「基礎理科」ｌ科目または「物理Ｉ」，「化学１J，「生物Ｉ」および「地学Ｉ」のう

ち２科目

（５）保健体育のうち「体育」および「保健」

（６）芸術のうち「音楽Ｉ」，「美術Ｉ」，「工芸Ｉ」および「書道Ｉ」のうち１科目

教育課程を編成するに当たっては，すべての生徒に履修させる各教科・科目の単位数は，第１節

第２款の標準単位数を下らないものとする。

なお，国語のうち「古典Ｉ乙」を履修する場合には，「古典Ｉ甲｣の履修を要しないものとする。

２普通科における各教科・科目の履修については，上記１のほか次のとおりとする。
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（１）「体育」について，全日制の課程のすべての男子に履修させる単位数は，１１単位を下らないよ

うにすること。

（２）芸術について，すべての生徒に履修させる単位数は，３単位を下らないようにすること。

（３）「家庭一般」は，すべての女子に履修させるものとし，その単位数は，４単位を下らないよう

にすること。

３専門教育を主とする学科における各教科・科目の履修については，上記１のほか次のとおりとす

る。

（１）職業教育を主とする学科およびその他専門教育を主とする学科（理数に関する学科，音楽に関

する学科，美術に関する学科，体育に関する学科など）においては，専門教育に関する各教科・

科目について，すべての生徒に履修させる単位数は，３５単位を下らないようにすること。ただし，

商業に関する学科においては，上記の単位数の中に外国語に属する科目の単位を10単位まで含め

ることができる。

（２）「家庭一般」は，すべての女子に履修させるものとし，その単位数は，４単位を下らないよう

にすること。ただし，女子生徒数がきわめて少数である場合など特別の事情がある場合は，この

限りでない。

（３）第４款の１のすべての生徒に履修させる科目の内容と同一または類似の内容力溥門教育に関す

る科目の内容に含まれている場合には，上記すべての生徒に履修させる科目を履修した場合と同

様の成果を期待することができる限りにおいて，当該専門教育に関する科目を履修することによ

って，すべての生徒に履修させる科目の内容の一部を省略し，他の部分に重点をおいて履修させ

ることができること。また，同一または類似の内容が多い場合には，上記と同様の成果を期待す

ることができる限りにおいて，すべての生徒に履修させる科目の単位数の一部または全部の履修

に替えることができること。

第５款各教科以外の教育活動の履修

Ｉホームルームについては，各学年において週当たり１単位時間（１単位時間は，５０分とする。以

下同じ｡）を下らないものとする。ただし，定時制の課程において特別の事情がある場合には，その

授業時数の一部を減ずることができる。

２クラブ活動については，原則として，各学年において週当たり１単位時間を下らないものとする。

３生徒会活動および学校行事については，学校の実態に即してそれぞれ適切な授業時数を充てるも

のとする。



-334-

４通信制の課程における各教科以外の教育活動の指導時数については，第３節の２に定めるところ

による。

第２節全日制および定時制の課程における教育課程

第｜款教育課程編成に当たって配慮すべき事項

教育課程を編成するに当たっては，次の事項に配慮するものとする。

１一般的事項

（１）各教科・科目，ホームルームおよびクラブ活動の授業は，全日制の課程においては，年間35週

を下らないように計画すること。

（２）全日制の課程における各学年の週当たりの授業時数は34単位時間を標準とし，原則として38単

位時間をこえないようにすること。

定時制の課程における各学年の授業日数の季節的配分または週もしくは１日当たりの授業時数

については，生徒の勤労状況と地域社会の諸事`情を考慮して，適切に配当するようにすること。

（３）各教科・科目の授業は，１単位について１個学年35単位時間に相当する時間を下らないように

すること。

（４）生徒の能力・適`住・進路等に応じてそれぞれ適切な教育をほどこすため，必要により，教育課

程の類型を設け，そのいずれかの類型を選択して履修させるようにすること。この場合，その類

型において履修させることになっている各教科・科目以外の各教科・科目を履修させたり，生徒

が自由に選択履修することのできる各教科・科目をも設けるようにすること。

（５）定時制の課程の教育課程を編成するに当たっては，生徒の勤労や生活の状況などに即応し，負

担過重になることを避け，教育効果を高めるようにすること。

２普通科において職業に関する各教科・科目を履修させる場合に配慮すべき事項

（１）生徒の必要や地域の実態を考慮して，「被服Ｉ｣，「食物Ｉ｣，「保育｣，「家庭経営｣，「作物｣,｢園

芸｣，「畜産｣，「農業一般｣，「林業一般｣，「製図｣，「自動車一般｣，「電気一般｣，．｢機械一般｣，「商

業一般｣，「簿記会計Ｉ」，「事務｣，「計算実務｣，「水産一般」などの科目のうちから適当なものを

設け，生徒に履修させることが適当であること。

（２）職業に関する各教科・科目に，ある程度まとまった時間を配当することができる場合には，上

記(1)の科目以外の各教科・科目を加えるなどして系統的に履修させ，専門的な知識と技術を習得

させるように配慮すること。

３職業教育を主とする学科において配慮すべき事項
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職業教育を主とする学科のうちのおもなものの標準的な目標は次のとおりであるから，それぞれの

目標を達成するように教育課程を編成する必要があること。

（１）農業に関するおもな学科の目標

ア農業科

作物（園芸作物を含む｡）の栽培,家畜の飼育および農業経営に関する知識と技術を習得させ，

農業の経営者。技術者を養成する。

イ園芸科

園芸作物の栽培および農業経営に関する知識と技術を習得させ，園芸を中心とする農業の経

営者･技術者を養成する。

ウ畜産科

家畜の飼育および農業経営に関する知識と技術を習得させ，畜産を中心とする農業の経営者

・技術者を養成する。

エ蚕業科

蚕の飼育および農業経営に関する知識と技術を習得させ，蚕業を中心とする農業の経営者．

技術者を養成する。

オ食品製造科

・農畜産物を中心とする食品の加工および貯蔵に関する知識と技術を習得させ，食品製造に関

する業務に従事する技術者を養成する。

力農業土木科

土地改良および農地の保全・開発に関する知識と技術を習得させ，農業土木に関する業務に

従事する技術者を養成する。

キ林業科

木材の生産，治山治水および林業経営に関する知識と技術を習得させ，林業の技術者を養成

する。

ク木材加工科

､～木材の加工および林産物の製造に関する知識と技術を習得させ，木材の加工利用に関する業

務に従事する技術者を養成する。

ケ造園科

造園植物の育成および造園の設計・施工・管理に関する知識と技術を習得させ，造園に関す
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る業務に従事する経営者・技術者を養成する。

．生活科

農業および家庭生活に関する知識と技術を習得させ，農家を経営する婦人を養成する。

工業に関するおもな学科の目標

ア機械科

機械に関する知識と技術を習得させ，機械工業およびこれに関連する諸分野において，製造，

管理，企画，設計，研究，整備，営業などの業務に従事する技術者を養成する。

イ自動車科

自動車に関する知識と技術を習得させ，自動車工業およびこれに関連する諸分野において，

製造，管理，企画，設計，研究，整備，販売，技術サービスなどの業務に従事する技術者を養

成する。

ウ造船科

造船に関する知識と技術を習得させ，造船工業およびこれに関連する諸分野において，建造，

修理，企画，設計，管理，研究などの業務に従事する技術者を養成する。

エ金属工業科

金属に関する知識と技術を習得させ，金属工業およびこれに関連する諸分野において，金属

材料の製造，加工，試験，研究などの業務に従事する技術者を養成する。

オ電気科

電気に関する知識と技術を習得させ，電気機器製造業，電気事業およびその他の電気関係の

諸分野において，製造，管理，運用，保守，技術サービスなどの業務に従事する技術者を養成

(2)

する。

力電子科

電子に関する知識と技術を習得させ，電子工業およびこれに関連する諸分野において，製造，

管理，運用，保守，技術サービスなどの業務に従事する技術者を養成する。

キ情報技術科

電子計算機に関する知識と技術を習得させ，電子計算機を利用する工業生産，電子計算機の

製造などの諸分野において，情報処理，製造，管理，運用，保守などの業務に従事する技術者

を養成する。

クエ業計測科



-337-

工業計測に関する知識と技術を習得させ，計測機器製造業および工業計測の応用される諸分

野において，企画，設計，製造，操作，管理などの業務に従事する技術者を養成する。

ケ建築科

建築に関する知識と技術を習得させ，建築業，建築行政などの諸分野において，建築の設計，

施行，監理，指導などの業務に従事する技術者を養成する。

．設備工業科

設備工業に関する知識と技術を習得させ〆建設業，製造業などの諸分野において，空気調和

・給排水衛生設備などの計画，設計，施工，管理，保全などの業務に従事する技術者を養成す

る。

サ土木科

土木に関する知識と技術を習得させ，建設業，土木行政などの諸分野において，土木工事の

計画，設計，施工，管理，指導などの業務に従事する技術者を養成する。

シ地質工学科

地質工学に関する知識と技術を習得させ，鉱業，建設業などの諸分野において，地下資源の

調査・開発，建造物の基礎工事のための調査・設計・施工などの業務に従事する技術者を養成

する。

ス環境工学科

環境工学に関する知識と技術を習得させ，水道事業，環境保全事業などの諸分野において，

調査，計画，設計，施工，管理などの業務に従事する技術者を養成する。

セエ業化学科

工業化学に関する知識と技術を習得させ，化学工業およびその他の化学を応用する諸分野に

おいて，製造，試験，研究，技術サービスなどの業務に従事する技術者を養成する。

ソ化学工学科

化学工学に関する知識と技術を習得させ，化学工場その他の化学工業関係の諸分野において，

装置の運転・管理，研究，技術サービスなどの業務に従事する技術者を養成する。

夕窯業科

窯業に関する知識と技術を習得させ，窯業およびこれに関連する諸分野において，製造，企

画，研究，試験などの業務に従事する技術者を養成する。

チ色染化学科
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色染化学に関する知識と技術を習得させ，染色工業およびこれに関連する諸分野において，

製造，企画，試験，研究，検査などの業務に従事する技術者を養成する｡

ツ繊維工学科

繊維工学に関する知識と技術を習得させ，繊維工業およびこれに関連する諸分野において，

製造，企画，試験，研究，検査などの業務に従事する技術者を養成する。

テインテリア科

インテリアに関する知識と技術を習得させ，室内環境の構成，施工などに関する諸分野にお

いて，企画，設計，施工，製造などの業務に従事する技術者を養成する。

トデザイン科

デザインに関する知識と技術を習得させ，産業界などにおけるデザインに関する諸分野にお

いて，デザインの制作，研究などの業務に従事する技術者を養成する。

ナエ業管理科

工業管理に関する知識と技術を習得させ，製造工業の諸分野において，生産の管理に関する

業務に従事する技術者を養成する。

(3)商業に関するおもな学科の目標

ア商業科

広<産業における商事活動，事務および経営管理に関する知識と技術を習得させ,これらの

業務に従事する者を養成する。

イ経理科

簿記会計および財務に関する知識と技術を習得させ，経理に関する事務に従事する者を養成

する。

ウ事務科

事務およびその管理に関する知識と技術を習得させ，各種の事務に従事する者を養成する。

エ情報処理科

事務および電子計算機の利用に関する知識と技術を習得させ，情報処理に関する事務に従事

する者を養成する。

オ秘書科

秘書として必要な文書事務，応接などに関する知識と技術を習得させ，秘書の職務またはこ

れに類する事務に従事する者を養成する。
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力営業科

販売を中心として，広く商事活動に関する知識と技術を習得させ，売買に関する業務に従事

する者を養成する。

キ貿易科

外国との商取引およびその業務処理に関する知識と技術を習得させ，貿易に関する業務に従

事する者を養成する。

(4)水産に関するおもな学科の目標

ア漁業科

漁業および漁船の運航に関する知識と技術を習得させ，主として漁船に乗り組んで漁業生産

に従事する技術者を養成する。

イ漁業経営科

沿岸漁場における漁業生産およびその経営に関する知識と技術を習得させ，沿岸漁業や栽培

漁業に従事する経営者・技術者を養成する。

ウ水産増殖科

水産生物およびその増殖に関する知識と技術を習得させ，水産養殖に関する業務に従事する

技術者を養成する。

エ水産製造科

水産物を中心とする食品の製造に関する知識と技術を習得させ，食品製造に関する業務に従

事する技術者を養成する。

オ機関科

漁船機関に関する知識と技術を習得させ，主として漁船に乗り組んで機関の運転管理に従事

する技術者を養成する。

力無線通信科

無線通信に関する知識と技術を習得させ，漁業局などにおける無線通信業務に従事する技術

者を養成する。

家庭に関するおもな学科の目標

ア家政科

家庭経営の立場から家庭生活に関する知識と技術を総合的に習得させ，家庭生活に関する仕

事に従事する能力を有する者を養成する。

(5)
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イ被服科

被服の製作，衣生活の経営などに関する専門的な知識と技術を習得させ，被服に関する仕事

に従事する能力を有する者を養成する。

ウ服飾デザイン科

被服のデザイン，製作などに関する専門的な知識と技術を習得させ，服飾に関する仕事に従

事する能力を有する者を養成する。

エ食物科

調理，食生活の経営などに関する専門的な知識と技術を習得させ，食物に関する仕事に従事

する能力を有する者を養成する。

オ保育科

児童の心身の発達，保育の方法などに関する専門的な知識と技術を習得させ，保育に関する

仕事に従事する能力を有する者を養成する。

（６）看護に関するおもな学科の目標

衛生看護科

看護に関する知識と技術を習得させ，医療，保健の機関などにおいて，看護の仕事に従事す

る者を養成する。

第２款指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項

１学校においては，各教科・科目，各教科以外の教育活動について相互の関連を図り，全体として

調和のとれた具体的な指導計画を作成し，発展的，系統的な指導を行なうものとする。

なお，指導計画の作成に当たっては，この章ならびに第２章以下に示す各教科・科目および各教

科以外の教育活動の指導計画の作成に関する事項にじゅうぶん留意するものとする。

２第２章に示す各教科・科目の内容は，特に示す場合を除き標準単位数に基づいて示したものであ

るが，学校において標準単位数をこえて単位数を配当する場合には，第２章に示した事項に習熟さ

せることをたてまえとする。

３学校においては，第２章以下に示していない事項を加えて指導することもさしつかえないが，そ

の場合には，第２章以下に示している教科および科目または各教科以外の教育活動の目標や内容の

趣旨を逸脱したり，生徒の負担過重となることのないようにするものとする。

４第２意に示す各教科・科目の内容に掲げる事項の順序は，特に示す場合を除き，指導の順序を示

すものではないので，学校においては各事項のまとめ方や順序にくふうを加え，効果的な指導を行
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なうものとする。

５第２章以下に示す各教科・科目および各教科以外の教育活動の内容に関する事項の指導に当たっ

ては，特に示す場合のほか，それぞれの目標および内容の趣旨を逸脱しない範囲内で，生徒の実態

を考慮して，重点のおき方に適切なくふうを加え，指導の効果を高めるように努めるものとする。

６第２章に示す職業に関する各教科．科目については，次の事項に配慮するものとする。

（１）職業に関する各教科・科目は，それぞれの各教科・科目の履修に必要な実験．実習などを含め

て組織されているものであるから，理論と実際が遊離しないように取り扱うこと。

（２）職業に関する各教科・科目のうち，実習に関する科目の指導に当たっては，関係する各教科．

科目と密接な関連を図るとともに，実習を通して必要な技術を総合的に習得させ，勤労について

の正しい観念や習慣を養うようにすること。

（３）職業に関する各教科・科目については，現場実習をもって実習に替えることができること。黒

の場合，現場実習は，その各教科・科目の内容に直接関係があり，かつ，その一部としてあらか

じめ計画され，教師の指導のもとに行なわれ，また，その成果が教育的に評価できるものである

ことを要し，その時間数は実習の総時間数の10分の７以内とすること。

（４）家庭および農業に関する各教科・科目の指導に当たっては，ホームプロジェクト（家庭実習）

ならびに学校家庭クラブおよび学校農業クラブの活動を活用して，学習の効果をあげるようにす

ることが望ましいこと。この場合，ホームプロジェクトについては，その科目の授業時数の1o分

の２以内をこれに充てることができること。

７以上のほか，次の事項について配慮するものとする。

（１）個々の生徒の能力・適性等の的確な把握に努め，その伸長を図り，生徒に適切な各教科．科目

や類型を選択させるように指導するとともに，進路指導を適切に行なうこと。特に心身に障害の

ある生徒については，生徒の実態に即した適切な指導を行なうこと。

（２）教師と生徒および生徒相互の好ましい人間関係を育て，生徒指導の充実を図ること。

（３）教科書その他の教材・教具を活用し，学校図書館を計画的に利用すること。

なお，学校の実態に即して視聴覚教材を適切に選択し，活用して，指導の効果を高めること。

（４）指導の効率を高めるため，教師の協力的な指導が行なわれるようくふうするとともに，生徒の

興味や関心をじゅうぶん把握し，自主的，自発的に学習する意欲を高めるように指導すること。

（５）指導の成果を絶えず評価し，指導の改善に努めること。

（６）実験・実習に当たっては，特に安全と保健に留意すること。
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第３款道徳教育

学校における道徳教育は，学校の教育活動全体を通じて行なうことを基本とする。したがって，各

教科・科目および各教科以外の教育活動においてそれぞれの特質に応ずる適切な指導を行なわなけれ

ばならない。

道徳教育の目標は，教育基本法および学校教育法に定められた教育の根本精神に基づく，すなわち'，

道徳教育は，人間尊重の精神を家庭，学校，その他社会における具体的な生活の中に生かし，個性豊

かな文化の創造と民主的な社会および国家の発展に努め，進んで平和的な国際社会に貢献できる日本

人を育成するため，その基盤としての道徳性を養うことを目標とする。

その際，生徒の心身の発達に即応して，特に，自律の精神や社会連帯の精神および責任を重んずる

態度や差別のないよりよい社会を実現しようとする態度を養うための指導が適切に行なわれるように

しなければならない。

第４款体：育

健康で安全な生活を営むのに必要な習'慣や態度を養い，心身の調和的発達を図るため，体育に関す

る指導については，学校の教育活動全体を通じて適切に行なうものとする。特に，体力の向上につい

ては，体育および保健の科目の時間はもちろん各教科以外の教育活動においても，じゅうぶん｢指導す

るよう配慮しなければならない。

第５款単位の修得および卒業の認定

１学校は，生徒が学校の定める指導計画に従って各教科・科目を履修し，その成果が教科および科

目の目標からみて満足できると認められる場合には，その各教科・科目について履修した単位を修

得したことを認定しなければならない。この場合，１科目を２以上の学年にわたって分割履修した

ときは，学年ごとにその各教科・科目について履修した単位を修得したことを認定するものとする。

２学校においては，卒業までに履修させる各教科・科目およびその単位数ならびに各教科以外の教

育活動およびそれらの授業時数に関する事項を定めるものとする。この場合ｊ各教科・科目の単位

数の計は，第１節第４款に掲げる各教科・科目の単位数を含めて85単位以上とする。

３学校においては，卒業までに修得させる各教科・科目およびその単位数を定め,い校長は，それら

の各教科・科目およびその単位を修得した者で，各教科以外の教育活動の成果がその目標からみて

満足できると認められるものについて，高等学校の全課程の修了を認定するものとする。この場合，

各教科・科目について修得させる単位数の計は，８５単位以上とする。

第３節通信制の課程における教育課程
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通信制の課程における教育課程については，下記に定めるところによるほか,.第２節（第１款の１

ならびに第２款の６の(3)および(4)を除く。）の定めるところによる。

１添削指導,:面接指導および試験一

（１）各教科・科目の添削指導の回数および面接指導の単位時間数（１単位時間は，５０分とする｡)の

へ標準は,１単位につき次の表のとおりとすること。

（２）職業に関する各教科・科目を履修する生徒が，現にその各教科・科目と密接な関係を有する職

業（家事を含む｡）に従事している場合において，その職業における実務等があらかじめ学校がた

てた指導計画に照らして，その各教科・科目の実習として適切なものであると認められるときは，

その生徒について，その各教科・科目の面接指導の時間数の10分の３以内の時間数を免除するこ

とができること。

（３）学校が，その指導計画に，各教科・科目または各教科以外の教育活動について計画的かつ継続

的に行なわれるラジオ放送またはテレビ放送をとりいれた場合で，生徒がその放送を視聴し，そ

の成果が満足できると認められるときは，その生徒について，その各教科・科目の面接指導の時

間数または各教科以外の教育活動の時間数のうち，ラジオ放送またはテレビ放送についてそれぞ

れ10分の５以内の時間数を免除することができること。ただし，免除する時間数は，あわせて１０

分の６をこえることができない。

（４）試験は，原則として，１単位当たり１回行なうことが望ましいこと。

２各教科以外の教育活動

各教科以外の教育活動については，ホームルームおよびクラブ活動を含めて，おのおのの生徒の

各教科・科目 添削指導（回） 面接指導(単位時間）

国語，社会および数学に属
する科目

３ １

理科に属する科目 ３ ４

保健体育のうち体育 １ ８

保健体育のうち保健 ３ １

芸術に属する科目 ５ ４

外国語に属する科目 ３ ４

専門教育に関する各教科.
科目

各教科・科目の必要
に応じて２～３

各教科・科目の必要
に応じて２～８
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卒業までに50単位時間以上指導するものとする。

３教育課程編成に当たって配慮すべき事項

（１）生徒の勤労や生活の状況などに即応し，負担過重になることをさけ，教育効果を高めるように

するものとすること。

（２）各教科・科目の面接指導および各教科以外の教育活動の指導は，生徒が卒業までに標準として

８０日間（協力校等における指導日数を含む｡)出校して受けられるよう計画するものとすること。
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34．米国，英国における大学入学者選抜方式と統一テスト実施機関の概要

(1)大学入学選抜方式

事項 米国 英国（イングランドとウエールズ）

(1)入学基礎資格

12年の初等・中等教育の課程を修了す

ること 。

ＧＣＥ試験（一般修学証書試験……中

等教育修了程度の学力を検定する科目

別の統一的な試験で，普通レベル〔１６

歳段階〕と上級レベル〔18,19歳段階〕と

に分れる｡)の上級レベル２～３科目に

合格すること。

(2)大学入学者の選

抜方式

大学入学者の選抜方式は次のタイプに

大別される。

(1)入学試験によらないもの

主として州立大学の一部で採用され

ている。

①中等学校で取得すべき単位数や履

修すべき教科について一定の条件を設

け，入学志願者の中等学校での履修状

況や学習成績を審査して，入学者の合

否を決定する。

②州の認定した中等学校の卒業者であ

れぱ，原則として入学を許可する。

(2)入学試験によるもの

①大学は独自の入学試験を行わずに

専門試験機関である大学入学試験委員

会（ＣＥＥＢ）又は大学テスト協会（Ａ

ＣＴ）等の行う統一テストの成績と中

等学校の調査書等とを勘案して入学者

の合否を判定する。

(1)大学の入学者選抜方式

総合大学を中心に設けられた８試験

機関が行うＧＣＥ試験において受験す

べき科目の数及びレベルは，各大学又

は学部によって定められるが一般に，

最低５～６科目，うち少くとも２～３

科目を上級レベルで合格していること

が必要である。

合格科目の成績，中等学校の調査書，

大学によっては，さらに学部等ごとに

実施する独自の試験(面接・筆記試験）

の成績等を判定資料として，入学者を

決定する。

(独自の筆記試験を付加して課すもの

にオックスフォード

学等がある｡）

ケンブリッジ大

(2)教育カレッジ等の入学者選抜方式

GCE試験において５～６科目を普通し

ベルで合格していることが必要である
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ヨl篭買舍圭Cｌ

ＤＤ名）臣

の人事rLl当冨か図已置

■■

,

②名 ，

邪０ 。Ⅱ｣

３）の進章通

３のjlﾖ:学纏

玉I史又は西洋史の３科目）の受驍

事項 米国 英国（イングランドとウエールズ）

(2)大学入学者の選

抜方式。

これに，大学が独自に行う小論文テ

スト 面接等を加える大学があり，私

立大学ではさらに同窓会の推せんが加

えられている大学もある。

これらの方式を採用する大学には，

専任の入学担当官が配置されており，

入学者選抜の方針について研究し，選

抜業務を遂行するとともに，各中等学

校の教育内容や教育水準についての情

報収集を行っている。

一般的にこの方式を採用している大

学が多い。

②各大学が独自で入学試験を行うもの

この方式を採用している大学は極く

一部の私立大学に限られている。

(参考）

･カリファルニア大学（ﾙ|立） ハーノヤ

－ド大学，プリンストン大学等の例

大学入試委員会(ＣＥＥＢ）の進学適

性テストと学力テスト（３科目以上）

|の受験を必要とする。

●マサチューセッツエ科大学の例

ＣＥＥＢの進学適性テストと学カテ

スト（数学／化学又は処理／作文又は

米国史又は西洋史の３科目）の受験を

必要とする。

●ミシガン州立大学の例

が，近年では，大学と同様に，そのう

ちの １～２科目を上級レベルで合格

していることが要求されている。この

ほか，中等学校の調査書を判定資料に

加えて，入学者を決定する。

(3)大学入試事務を一括処理するための

機関

総合大学及び教育カレッジへの入

学志願者について，出願から決定通知

に至るまでの事務処理を一括して行う

機関として，大学入試事務統一協議会

(ＵＣＣＡ）と教員養成大学入学者選

抜調整機関（ＣＲＣＨ）がある。

これらは入学者の選考には関与せず

すべての入学志願者の入学願書を一括

受理し，志願者の志望順位により第１

志望から第６志望まで，志望校に合格

するまで順次入学願書を回付する事務

を行う 。

(参考）

近年の後期中等教育進学者の増加に

伴い，試験制度全体の改革が検討され

ている。
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(2)統一テストとその実施機関

(万米国

高等教育機関への入学者選抜のための統一的なテストとしては,￣

①大学入学試験委員会(ＣＥＥＢ）の大学共通テストプログラム(ＣＥＥＢ－ＡＴＰ）

②大学テスト協会（ＡＣＴ）のACT評価プログラム（ＡＣＴ－ＡＰＰ）がある。

8歳）の生徒及び中等

111竺乞年Ｃ

９５９年に中西部０

建学団体等）機関が加鴨

３と重複して加爵

け､巧二刃禰、 刀問題

の実ﾉﾄﾞ､i及び調杳ｆ

事項 米 国 英国（イングランドとウエールズ）

CＥＥＢの進学適性テストの受験を必

要とする｡

(3)大学数，進学率

等

校 数

入学者数

該当年令人口
当りの進学I率

大学(４年制） 短期大学

1.672 934(1972）

1,757千人(1973）

43.1％(1973）

大学（学位課程）1973～74年

校 数

入学者数

該当年令人口
当りの進学率

4４

44千人

約８％

事項 大学入学試験委員会（ＣＥＥＢ） 大学テスト協会（ＡＣＴ）

(1)統一テストの受

験資格

主として大学への進学を希望する中等学校第12学年（18歳）の生徒及び中等学

校修了者であるが，第10,11学年の生徒も受験することができる。

(2)機関の創立

非営利教育法人

1900年に東部12大学の共通入試テスト

を行うためにコロンビア大学を中心に

して創立。

非営利教育法人

1959年に中西部の公立大学の共通入試

テストを行うために，アイオワ大学を

中心に創立。

(3)加盟機関数

(テスト結果利用

機関）

1975年現在2,313（1,041大学〔４年

制大学の60％〕136短大，999高校，

66奨学団体等）機関が加盟

1976年現在2,576（大学，短大，高校

奨学団体等）機関が加盟〔大学は2,000

以上〕(ＣＥＥＢと重複して加盟している

大学が多く，ほとんどの大学がいずれ

かに加盟している｡）

(4)業務の内容

大学共通テストプログラムをはじめ，

各種のテストの基本方針の決定と検査

のための調査研究を行っている。

大学共通テストであるＡＣＴ評価プロ

グラムをはじめ各種のテストの問題作

成，テストの実施及び調査研究を行つ
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事項 大学入学試験委員会（ＣＥＥＢ） 大学テスト協会（ＡＣＴ）

(4)業務の内容 問題の作成・テストの実施・採点等

の実際の業務は，ＣＥＥＢの監督の下

に，1947年にＣＥＥＢから独立したテ

スト専門機関である「教育テストサー

ビス（ＥＴＳ）」（プリンストン市）が

行っている。

ている。

テストの採点・集計等は「ウェスチン

グハウス・ラーニング社の測定研究セ

ンター｣(アイオワ市)(ＷＬＣ－ＭＲＣ）

に委託している。

(5)支部数．職員数

本部：ニューヨーク市

支部：米国内８個所，プエルトリコ１

個所

全職員数：約2,000人(1975）

ＥＴＳ：本部：プリンストン市,支部：

バークレイ市（カリフォルニア）全職

員数：2,000人(1975）

本部：アイオワ市

支部：米国内15個所

本部職員数：約500人(1975～76）

ＷＬＣ－ＭＲＣ：アイオワ市

職員数：450人(1976）

(6)財政

加盟機関の出資金と出版活動，

調査研究結果の提供，連邦政府からの

委託事業等の収益により運営

収入合計4,369万ドル（131.1億円）

(1975～76）

(ＥＴＳ）テストの実施，研究成果の配

布等の収入合計5,391万ドル(166億円）

(1973～74）

加盟機関の出資金と出版活動，

調査研究結果の提供，連邦政府からの

委託事業，テスト事業等の収益により

運営収入合計1,821万ドル(54.6億円）

(1975～76）

(ＷＬＣ－ＭＲＣ）民間会社のため不明

(7)統一テストの慨

要

①テストの種類，

科目数，テスト時

間

テストはすべてマークシート方式によ

る客観式テスト

○進学適性テスト（ＳＡＴ）

基礎的な言語表現能力と数理的能力

をテストする。テスト時間は2.5時間

○学力テスト（ＡＣＨ）

テストはすべてマークシート方式によ

る客観式テスト

○学力テスト

中等学校における学習の達成度を評

価し

する ○

大学教育への一般的能力を測定
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事項 大学入学試験委員会（ＣＥＥＢ） 大学テスト協会（ＡＣＴ）

(7)統一テストの慨

要

①テストの種類，

科目数，テスト時

間

中等学校における学習の達成度を評

価する。１６科目（客観テスト）テスト

時間は，１科目１時間

(ＣＥＥＢのＳＡＴとＡＣＨテス ﾄの中間

的性格で基礎的な面を重視する）

科目は英語７５問４０分

数学４０問５０分

社会５２問３５分

理科５２問３５分

②採点とその処理

○ＳＡＴ，ＡＣＨテストとも成績は平

均が500点，標準偏差が100点となる

ような標準得点に換算され，最高８００

点最低200点の範囲内である。

○学力テスト（ＡＣＨ）の科目間の難

易度を調整するため，共通に受けた進

学適性テストの成績が利用されてこれ

を行う ｡

○テストの時期によるテストの困難度

の差を調整するため，少くとも約20％

は過去に出題した問題を使用する。

学力テストの成績は，科目ごとに素点

を標準得点（１～36点）に換算し，４

科目の平均点を総合点とする。このほ

か，パーセンタイル順位によっても表

示される。

受験の時期による得点の修正を中等学

校第12学年（高校３年）の10月受験を

基準に行う。

採点処理はウ エスチングハウスＷ2300光学読取り装置で読取り，ＩＢＭ３７０シ

リーズの電算機で集計されている。

③テスト問題の作

成

問題作成の基本方針はＣＥＥＢの高校

大学等の代表者による委員会で決定さ

れるが，基本的問題の作成はＥＴＳ職

員と高校・大学の教員（外部委嘱者）

によって行われる。問題は設問単位で，

予備テスト等を経て作成され，困難度

を測定の後蓄禎される。

試験問題は，これらの蓄積された設問

ＣＥＥＢの問題作成と同様に作成され

る ｡
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③テスト問題０

⑦重複受騨

事項 大学入学試験委員会（ＣＥＥＢ） ;大学テスト協会（ＡＣＴ）

③テスト問題の作

成

の組合せで作成される。

問題は非公開で）;テスト終了後回収されるがi~問題例は発表されている。

④テストの実施等

テストは年６回実施（原則として土曜

日）受験場4,100（主として高校）

､高校長が試験責任者となり，教員が監

督する

受験申込み：５週間前

基本受験料：進学適性テスト６．５ドル

学力テスト＜３科目以内）１１ドル

年５回実施（原則として土曜日）

2,800（主として高校）：；

高校長が試験責任者となり，教員が監

督する。

２カ月前

7.5ドル

⑤廷受験者数

(1975～76）

進学適性テスト1,541千人

学力テスト「327千人

ＡＣＴテスト／963千人

⑥テスト成績の報

告

テスト終了後，６週間以内に成績を志

望大学，本人，在籍高校等に送付され

る 。

テスト終了後ｂ５週間以内に志望大学，

;６週間以内に本人，在籍高校，奨学団

体等に送付される。

テスト受験時に申告した高校の課外活

動状況,'進路志望等についての分析も

同時に送付される。

Ub

⑦重複受験

約40％の受験生が進学適性テストを２

回受けている（多くは５月と12月）が

平均点において15～20点の上昇がみら

れるが，逆に受験生の35～40％は,２

回目の受験の成績が下がっている。

２回受験した場合も両方の成績が報告

される。

③身障者のテスト

身体障害者用にテストが準備されており,;↑点字テスト等が行われるが，障害の

程度が千差万別であるため，採点基準を同一にすることが困難である。
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(ｲ）英国

①ＧＣＥ試験の性格

④ＧＣＥ試験は，大学等の高等教育機関への入学資格試験であると同時に，一定の職業に対す

る就職資格の役割をも果している。

⑧ＧＣＥ試験は，総合大学を中心に設けられた八つの試験機関によって実施される統一的な学

力試験であって，試験の形式，科目等は試験機関によって異なるが，国は，教育課程・試験審

議会（学校審議会と略称）を通じて，各試験機関が実施する試験の内容及び採点の方法等につ

､］て全国的見地から調整を行い，また，各試験機関も相互に連絡調整を行っているので，全国

的に同一条件で，資格が認められている。

②ＧＣＥ試験の受験資格等

④通常，中等学校に５年以上在学し，満16歳に達した者に与えられる。ただし，校長の許可が

あれば満15歳の生徒でも受験することができる。この試験は主として中等学校在学者を対象に

したものであるが，教育機関に在学していない者も受験できる。

⑧ＧＣＥ試験の大半の試験科目について普通レベルと上級レベルの二種類の問題が用意される。

普通レベルの受験………通常，中等学校第５学年終了時（16歳）

上級レベルの受験………普通レベルの受験後２～３年後（18～19歳）

符別試験………上級レベルの問題よりも程度が高く，２科目以内が受験でき,大学の優

等課程の入学者を選抜する。

③試験機関の組織等

④試験機関はケンブリッジ大学，マンチェスター大学等，ロンドン大学，ケンブリッジ大学と

オクスフォード大学，オクスフォード大学，ブリストル大学等，ウェールズ大学の７大学等が

中心になっている７地方の試験委員会，大学と関連のない試験委員会がロンドンにあり合計８

試験委員会である。

⑧ケンブリッジ大学が中心になっている「ケンブリッジ大学地方試験委員会（ＣＵＬＥＳ)｣の

組織構成を例示すれば次のとおりである。

○常勤職員数：約300人臨時職員は夏期約200人各期約100人

○試験を管理する学校試験委員会の構成：19人

（鷺鯆潟鰯:雷墓鰯…鯛凰…糊儲）
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○科目別委員会：出題範囲要目を作成し，試験問題の評価を行い，試験委員や調整委員の任

命や指導を担当する。科目別委員会は，ｌ８おかれ，151人の中等学校教員，６０人の大学教

員で構成されている。

○試験委員：約3,900人

○受験者（延数）43.5万人（1970年）

③試験科目

④全国的に通算すると普通レベルで175種類，上級レベルで120種類の試験科目があるが，一

つの試験機関が用意する試験科目の数は50以上で，その大半について普通レベルと上級レベル

の二種類の問題が用意される。

⑧試験科目は，古典語，国語，歴史，地理，数学，物理，化学等の基礎的な科目と，木工，金

工，被服，手芸，音楽等の技術，技能科目も含まれている。

◎試験は筆記試験中心で論文式であるが，普通レベルでは，マークシート方式による多肢選択

の客観式テストが多く採用されている。一部の科目については口述試験，実技試験が課せられ

る。

Ｏ出題と採点は各試験機関ごとに，科目別委員会の下に各試験委員が行う。

④科目別の評定

④普通レベルの各科目の試験は，９段階で評価され，グレード１～６までが合格であり，

⑧上級レベルの試験は７段階で評価され，Ａ～Ｅまでが合格で，一般にＥは得点が40～49点で

ある。

。特別試験は，秀，優，不合格の３段階である。

⑪平均合格率は普通レベルで約60％，上級レベルで約70％である。

⑤試験の時期

③夏期と冬期の２回行われる。夏期試験は６月または７月，冬期は11～12月又は１月に実施さ

れる。冬期試験は，主として，夏期試験の不合格者あるいは病気等の事情により夏期試験を受

験できなかった者を対象に行われるが，夏期試験に比して科目数が少い゜

⑧冬期試験の科目別平均合格率は，普通レベル，上級レベルとも約50％である。

⑥出願，試験の実施，試験官

各地方の試験機関を受験者が任意に選択して出願することができる。ただし，一定数以上まとま

って出願すると，その在学している学校が試験場として指定される。
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⑧試験場となる学校の校長は，試験機関に対して，指示どおり，公正に試験を実施する責任を

負い，教員が試験を実施する。試験機関は必要に応じ職員を派遣し，監督する。

◎試験の出願期日と受験料は通常次のとおりである。

出願締切り夏期試験２月

冬期試験９月

受験料等出願登録料2.40ポンド（1976）

受験料１科目につき普通レベル2.00ポンド

〃 上級レベノレ3.90ポンド

⑪受験生は志望大学・学部が要求する科目，レベルを参考にして出願科目を定める。

⑦試験結果の処理

試験の結果は，試験機関から，各学校長に対し，その学校に在学する受験者の科目別成績一

覧表が送られ，学校長は，教員，受験者に通知する。

合格証書は各試験機関が交付するが，全国的に通用する。

③合格数

○1974年夏期試験（上級レベル）

総受験数478,000科目人………受験者数×科目数

総合格数330,000科目人

合格率69.1％

○1973～４年に上級レベル２科目以上に合格し，大学へ進学した者：４４千人
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36．科目別正答率一覧
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［Ｉ
颪冒弓目星2ﾐビ ２９％以下 ３０～５９％ ６０％以上

￣ノ

国語 6.9％Z／=多診〃〃 58.9％

～／

数学一般 30.3％ クラ≦二参二 28.6％

一一

数学Ｉ 13.8％ 王多多3i〃 55.6％

倫理・社会 17.4％ う:多夢二 58.7％

／～

政治・経済 10.5％ i完乏ブニ麺ｉＺＺ， 47.4％

￣

日本史 18.0％ :Ｚラヲラヲ参ｊＺＺ:ＺＺら乞う 16,0％

￣

世界史 17.9％ Z笏i参iβl〃 42.8％

／

地理Ａ 12i５％ ZZZljﾗ参参ラフlクラ 45.0％

、

地理Ｂ 25.8％ Zﾗﾗｰﾀ夢三ZZラ 37.1％

、 へ

基礎理科 32.4％ ZZZﾗＩﾂﾞﾂﾞi’〃 28.6％

－－

物理
％

5.3 ’三ZZZ;移雲ニラ=:ﾗﾆⅢ 42.1％

～

化学 10.0％ ／=ニラ≦鍾愛:=Z二二 30.0％

￣

生物 15.5％ ／:参{愛’二二 43.1％

、 ～

地学 21.4％ ／==参J彰夛〃 25.0％

一一

英語 Z，ﾗﾆ乙多’彩ろう’2１ 47.4％
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米国におけるテスト結果の一覧

米国大学試験委員会（ＣＥＥＢ）の進学適性テストの平均点
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米国大学試験委員会（ＯＥＥＢ）の学力テストの平均点
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米国大学拭験委員会（CEEB）の進学適性テスト（1975-76）の得点分布
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米国大学試験委員会（CＥＥＢ）の学力テスト（1975-76）
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米国大学テスト協会（ＡＯＴ）の一般テスト用紙（裏）
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実地研究試験問題

会社

(鑿臘髄鰯:L竺蝿灘驚蓑:…旧）
昭和51年10月１０日１５時10分～17時10分

注意事項

１合図があるまで，この冊子を開いてはいけません。

２本冊子は79ページあります〔倫理・社会３～13ページ，政治・経済14～27ページ，日本

史28～39ページ，世界史40～53ページ,地理Ａ54～６５ページ,地理Ｂ６６～79ページ〕･ペー

ジの脱落があった場合には申し出て下さい。

３解答用紙には受験番号が印刷してあります。受験栗の受験番号と異っている場合には申し

出て下さい。また汚れのあった場合には申し出て下さい。

４解答用紙上部の所定欄に氏名と受験番号を記入し，矢印で示した部分に受験番号をマーク

して下さい。

５解答は指定された解答欄にマークし，その他の部分には何も書いてはいけません。訂正す

る場合には必ず消しゴムで完全に消し，消しくずはきれいに取り除いて下さい。

６解答用紙は鉛筆(ＨＢ)でマークした部分を機械で直接読みとりますから，下記のマークの

例を正しく守って下さい。またマークの濃さは，解答用紙下欄にある例を参照して下さい。

(例）麺顛わくの中を正確にぬりつぶして下さい。

７解答用紙を汚したり，折りまげたりしないで下さい。

８本冊子には草稿用紙，解答用紙控が入っているので，適宜利用して下さい。

９本冊子は持ち帰って下さい。

(601-63）１
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倫理・社 会

１次の文章を読糸，下記の問いに答えよ。

前近代社会においては人間(;蝋含麺の中に埋没し，この封鎖的な社会の中であら
ゆる生活の欲求を満たしていた。すなわち，ここでは数多くの機能が未分化のまま遂行され

てい…ある｡近代社会にはいると,人は土地とに＝|関係から解放され,自由に屠所
と職業とを選ぶことができるようになった。各種の機能的社会集団が自由につくられ，従来

狭い集団内で未分化に遂行されていた諸機能がこれらの集団に譲り渡された。現代へと移る

につれて，機能的社会集団はますますその数を増し，いよいよ巨大化し，社会全体も巨大か

つ雛になってくると,第一柵に対して第二次集団が優越し,対人卿'二□され
るようになった。

このように現代の巨大化し複雑化した集団，組織，制度の運営が，もはやひとりや少数の

人の判断と処置におえなくなったため，秩序よき組織立てが必要となった。秩序よき組織立

て－それば'､'よ'Ｍ事の瀞を雛する…ある｡こ…[三|が…各職
務蝉門化が行われＭ業による鮒である｡分業化された脚さらに□されね
ばならない。現代社会の特性の一つは合理性である。合理的な規則の体系によって職務上の

権限がピラミッド型に編成され，この機構の中を上からは命令が絶対的なものとして下り，

下においてはこれに対する服従がなされる。しかし，この命令による支配とそれに対する服

従には，権限の原則が貫かれており，権限の範囲内で職務が遂行される。ここにおいて仕事

は迅速，円滑，的確に遂行され，いかなる巨大かつ複雑な集団においても，そのすふずふま

でひとしく公平に処置される。すなわち，このことは，この機鯛の本来有する｢能率増進｣と

いう目的に合致するわけである。
②

平式窪郡l司閂丞缶一ﾊﾁＷで'十で

闇Ａ上の文の繼欄《□｡~|工|)に入…に最も適当な語句瀧下の瀞から一つ
ずつ選べ。（選ぶ語句は一回限りとする｡）

ア非人格化

力目的化

イ親密化

キ身分

統
財

ウ
ク

合
産 エ職務分担オ努力

３ (601-65）
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(a）下線部①でいう基礎的社会楽団とはどのような楽団か．下記の(アーエ)の中から

-つ選べ。

ア会社イ組合ウ村藩エ学校

(b）上文の内容は，現代社会における巨大な組繊の機構と原理を述べたものである。

しかし，それには弊害や欠点も伴う。下線部②から生じる文書主義の本質的な弊害

や欠点に相当するものを下記の中から－つ選べ。

ア文書主義の第一条件は字が上手でなければならないということである。字が下

手な私は役所の仕事には向かないと思うが，こんな制度はどう考えても矛盾して

いる。

イ・不在中のため受け取れなかった書留便をもらうため郵便局へ行ったが，「本人

であることの証明を示してくれ｡｣といわれた。「との局の通知状をもってきた私

が本人だ｡」といくらいっても，「身分証明瀞がなければだめだ｡｣と応じてくれな

かった。本人が本人を証明することがいかに難しいかをはじめて知った。

ウ書類上のミスが大きな結果を生むことがある。例えば，１０月１１日（月）開催予

定の会合の通知に｢日時，１０月１１日(火)｣とうっかり響きちがえたとするｂこの

通知を受けたものはどう判断したらよいか。これは文懲主義の欠点である。じゅ

うぶん注意してこの欠点に陥らないようにすべきである。

エ私はこの度地方公務員の採用試験を受けたが落第したｃ他の科目はまあまあ出

来たつもりだが，作文がうまく書けなかった｡,役所の仕事は文書を書くことが主

なのかもしれないが，作文で落ちたとはまったく残念だ。

間Ｂ

４ (601-66）
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､次の文糊舳中の空欄('。~|工|)に簸川あて…納を,それぞ
れ下記の(アーシ)の中から一つずつ選べ。（選ぶ語句は一回限りとする｡）

工場における機柵鮒式が確立されてくるにしたがって,鍍業の中での□部
門の比重が高まってきた。産業構造のこの変化は，経済生活の向上をもたらす動きであった

だけで旗〈,二のような生鮒式の鵬…繼軸,合理的な鵬や柵が,[二三ｺの
重視というかたちで，社会生活のす染ず糸にまで浸透する過程でもあった。これらの歴史上

の勁剛一般に'。と呼ばれている。
この動向は，主として工場の集まる地域への人口の大量移動と，長年の伝統や因習とは異

なった新しい生活鰍の社釧蝋…らした｡'二口とは,これら一連の過鰄現
する用語である。この過程の中で，社会生活の諸領域は，全体として機能的に密接な関連を

有するようになってきた。しかしながら，上に述べた生活空間の拡大と生活組織の複雑化は

鑿た,環境に対する個人の適応能力鰯め,□された個人の螂撫としての大衆
化状況を引き起す契機を含んでいる。この複雑なメカニズムのもとで）人びとが環境に合理

的に適応していくには,そのためのデータおよび手段として,多くの情報の収集,処理,伝達

鵬とするが,ごⅧ両から見ると,現代社会臓,□社会と呼ばれるに…しい
新しい時代に到達しつつあるといえる。この新しい時代は，単に環境に適応するための便宜

だけでなく，疎外化された状況の中で，社会生活における物的諸価値の優越性に対して，人

剛蝋か…鰍を闘い醐階への移剛示して鑓り,その鮒で□社会と
等価される側面を持っている。

ア原子化オ管理化ケエ業

イ計画化力組織化．農業

ウ都市化キ脱工業化サマス・メディア

エ情報化ク工業化シテクノロジー

５ (601-67）
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Ⅲ次の文章および表の（）に，下記の語群からもっとも適当な語を選んで入れよ。

青年は，一般に子供の世界と大人の世界にはさまれた（ａ）であるといわれているが，

彼の意識や態度はその時代の空気を反映している。

表に示すように，現代の青年の意識は，第二次世界大戦前の青年にくらべて，大きく変化

した。「情く正しく｣や（ｂ）という理想主義的で献身的な生き方が著しく（ｃ）し，

「のんきにくらす｣や（ｄ）という個人主義的な生活態度が目立って（ｅ）している。ま

た，「金持ちになる｣や（ｆ）といった功利的な生活態度も人気を失いつつある。

このような変化は，社会の変動が激しく，価値観が（９）し，私的生活を尊重する現代

の大衆化社会の傾向と無縁ではない。

〔表〕青年の理想とする生き方（数字は％）

９５８１１９６３I196B

出典1931,1940,壮丁教育調査

1953～1973「日本人の国民性｣(第１，２，３）

〔語群〕

ア社会のためにキ減少

イ名をあげるク横ばい

ウ趣味にあったくらしケ多様化

エ家庭の幸福のために．画一化

オ余暇の充実サマージナル・マン

カ増加シ自我の分裂

６ (601-68）
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Ⅳ次の文章を説承，下の各問に答えよ。

ｗ工いった｡①＝些塵星
駒の子の出現が世界史の枢劃 DIP

いう言葉を借りながら,世界史がそれを軸として転回する時代を,およそ西歴前500年頃を中

心とするその前後300年ほどの間と考え，これを枢軸時代と名づけた。インドでは『ウパニ

…ﾄﾞ』が作られ,釈迩が□蝋柵臓□を説く孔子が綴縦鰔
し,これを受け継いで孟子や鰍どの儒家,□を説いた老子や真人を説いた荘子の
道家,韓非子らの法家など,いわゆる諸子百家が文字通り百家争鳴の観を呈したのがこの時代

である。また,ペルシアでは拝火教がおこり,パレスチナでは『旧約聖書』の予言者たちが活躍

した。そしてギリシアではホメロスやヘシオドスなどの叙事詩人，タレースをはじめとする

②ﾆﾆｰ2-三ﾆﾆbﾆﾆﾆﾆﾆ，プラトソ⑦ﾕﾆｰＬｚ』坐といった哲学者など,雲のごとく天
才が輩出されている。インドや中国，それにオリエントや西洋に生れたこれらの天才たちの

名前は,たかだか数世紀の間に，それぞれの地域で，ほとんど同時におこった人間精神の偉

大な転換を暗示するものである。

問１上の文章の中の下線部①の意味に最も近い考え方を示すものを次の(アーオ)の中から

一つ選べ。

アいずれの時代も神に直結している。神の前にあっては人類のあらゆる世代は等しい

権利をもっている。
わざ

イ自然の歴史は善力､らはじまる。この歴史は神の業だからである。自由の歴史は悪か

らはじまる。この歴史は人間の蕊だからである。

ウ地上の国はカインの兄弟殺しとともにはじまり，神の国はアペルとともにはじま

る。カインの悪行はたしかに人間本性の堕落であるが，この悪行は神によって矯正さ

れうる。その神と人間との媒介者がイエスである。

エ自然の中に神があるなら，その神はまた歴史の中にもある。神は人類の向うべき目

的として人間性を与えることにより，人間を地上の神とした。

オすべてのものは永遠に回帰する。人間の全生涯も砂時計のようにいつも再びまわ

り，また通りすぎる。私は永遠にこの同一の人生に帰りくるのである。

－７ (601-69）
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圖２上の文章の中の空欄(□~'二口)に入…に雛適当な誠を,次の
（アーオ)の中から一つ選ぺ゜

ア性悪説イ仁ウ無為自然エ無我オ兼愛説

問３上の文章の下線部分(②～④)に最も深い関係にあるものを，それぞれ次の(アーナ)の

中から一つずつ選べ。

ア過度を排して，中庸を理想とせよ。

イ私利私欲を捨てて，無心に帰れ。

ウ万物の尺度は人間である。

エ汝みずからを知れ。

オ汝の味方を愛し，汝の敵を憎め。

８ (601-70）
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Ｖ下のＡからＥの文章は，自由についてのいろいろな立場（アーオ）を表現している。（Ａ～

Ｅ)を(アーオ)と組み合わせるとすれば，どの組糸合わせが最も適当か。

Ａ『各構成員の身体と財産を共同の力のすぺてをあげて守り保護するような結合の一形式

を見出すこと。そしてそれによって各人がすべての人びとと結びつきながら，しかも自分

自身にしか服従せず，以前と同じように自由であること｡』これこそ根本的問題であり，社

会契約がそれに解決を与える。

Ｂキリスト者はすべての上に立つ自由な主であって，だれにも従属しない。キリスト者は
Ｌ６ぺ

すべてのものlこ奉仕する僕であって，だれにも従属している。

Ｃ生きながら死人となりてなりはてて，思いのままにするわざぞよき。

Ｄ自由は，自然法則に従う意志の特質ではないにしても，だからといって全く無法則なの

ではなく，むしろ意志の自己自身に対する法則に従う原因性なのである。

Ｅ人間にとって，自己の内にも外にも拠るぺき何ものをも持たないことが，かえって自由

を意味する。人間の存在は，無を根底にし，無から現実の境位のうちへ投げられた存在と

して，自由なのである。その自由枢おいて，個々の人間は，現実の境位のうちで，彼自身

のあり方を選びとる。

ア主体的実存的自由

イ市民的自由

ウ無擬(むげ)自在としての自由

エ自律としての自由

オ神への服従がすなわち自由

(601-71）－．９
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Ｗ次の文章を読薙，下の各問に答えよ。

二つの快楽にひとしくなじんでおり，それらをひとしく理解し享受し得る人びとが，彼ら

のより高等な能力を必要とするような存在様態に，明白な優越性を与えることは，疑い得な

い事実である。野獣の快楽を満喫してよろしいという約束の下で，何であれ下等動物に転換

されることをいさぎよしとする人間は，緑とんどいないであろう。知的な人間で愚者たるこ

とをいさぎよしとする者は，皆無であろう。感受性と良心の持主でｂたとえ自らの運に満足

する度合が，愚者，しれ者，ないし無頼漢にくらべてはるかに劣るとどんなに説得されよう

とも，利己的かつ低俗であろうとする者は，皆無であろう。

問１本文に表現されている見解は，どのようなものか｡（アーエ)のうちから適当と思うも

のを一つ選べ。

ア人間はだれでも快を求め，不快を避けるという性癖を生れつき持っている。

イ快不快の感情には，質的差異があるのであり，人間たるものは質的により高次の快

を求めるものである。

ウ知的な人間の快楽も，愚者のそれも，快楽という点で何の相違もない。

エ人間は快楽を享受するためには，あえて愚者たることを是認する。

問２次の文中の空欄(a)と(b)に最もよくあてはまる人名を下のそれぞれに対応するａ群およ

びｂ群から一つずつ選べ。

（ａ）は本文に表現されたような立場の功利主義を主張することによって，快楽苦

捕を比較計量できると主張した（ｂ）の功利主義説を修正し，発展させた。

ａアマキァペリ

イカソト

ウ』．Ｓ･ミル

エヘーゲル

ｂアベンサム

イアダム・スミス

ゥデューイ

エキルケゴール

－１０－ (601-7の
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Ⅶ次の文章(Ａ～Ｂ)を読み，それぞれ下にかかげた各問に答えよ。

Ａ鎌倉仏教について，いろいろな見方があるが，例えば，世界の三大宗教に類比する見方

では，次のように言う。すなわち，念仏宗は（ａ）において愛の神への信仰であるキリ

スト教と類型を同じくし，禅宗は（ｂ）において仏教本来の立場にかえり，法華宗は，

（ｃ）においてイスラム教と同じ類型に属している。世界宗教として実現された三つの

類型を仏教の地盤のなかから刻承出したことは注目すべきことだというのである。

また，鎌倉仏教を宗教改革と見ることが可能ならば，ルターの信仰に類比することもで

きよう。（。）は日蓮に，「信仰のみ｣と言って（ｅ）は親弼に，「聖書のみ｣と説いて

（ｆ）は道元に通じるところがある。

問１上文中の(a)～に)に当てはまる最も適当な文章を(アーカ)から一つずつ選べ。
こよう

ア断食７！§どの苦行や，禅定によって解脱する点

イ経典への絶対的信頼と，意志的・実行的な立場

ウ煩悩を肯定し，無為自然に生きる点

エ自己を罪悪の存在と自覚し，絶対者に帰依する点

オ遊行によって説法し，橋や道路を作って庶民を利する衆生済度の精神

力さとりを中心とする覚者の教えという点

問２禅宗について該当する文章を(アーエ)から一つ選べ。

ア自力・他力を越えて，ひたすら坐禅に励む。
１０

イ世は末法の時代だから易行を選・S:。

ウ自力の心をひるがえして絶対他力に頼む。

エ末法の時代に落胆せず聖道門に導かれる。

問３上文中の(｡)～(f)に当てはまる最も適当な文章を(アーカ)から一つずつ選べ。

ア富める者と貧しい者，僧侶と俗人，そのような区別なく人は救われるとした立場

イ世俗的・日常的なことがらよりも，純粋な信仰こそ重要だという見方

ウ先師の教えを乗り越えようとした改革者精神

エ世俗的権力に対する抵抗

オ経典こそすべてであり，それ以外の宗教的儀礼は価値がないと考えた点

力原初の教えを重んじ，それを継承しようとする精神

－１１－（601-73）
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Ｂ｢私が|~三~l…に往生できる方法柵ており,震た,経典の誠などにも髄
しているであろうと思っておられるなら，それは大変な間違いというものです。もしそ

う思われるなら，南櫻に朧立派な学僧…大勢いらつしや…,お会いして往生
蝋じｗ;んに溺営な毒い｡私腱とってば『|~三三|Ⅶわれるがいい』と教え
てくだき．i;i望二Aとの言葉を信じる以外朧なにもあり雷せん｡｣ど師は言われた。

問１上文はある書物の一部を口語訳したものである。この書物の著者はだれか。（アーオ）

から一つ選べ。

ア栄西の教えを受けた道元
えじとリ

イ道元の教えを受けた懐#Eド

ウ法然の教えを受けた親鱒

＝親駕の教えを受けた唯円

オ日蓮の教えを受けた日朗

l弓Ｆ１に該当する語を(ｱｰｵ)から一つ選ぺ゜問２文中の

ア折伏イ唱題ウ打坐エ念仏オ呪文

問３文中の下線部分(1)に関係ある宗派はなにか。（アーオ)から一つ選べ。

ア律宗イ真言宗ウ天台宗エ臨済宗オ黄檗宗

問４文中の下線部分(2)はだれを指すか。（アーオ)から－つ選べ。

ア栄西イ最澄ウ法然エ源信オ行基

－１２－ (601-74）
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政治・経済

１次の文章を読永，下線の部分に関する以下の設問(1)～(7)に答えよ。

国家の政治は，いうまでもなく公益つまり国民の利益のために行われるものであって，君

主やその他の政権担当者の個人的利益のために行われるものであってはならない。しかしま

た，専制君主制のもとであれ独裁制のもとであれ，およそ政治が，なんらかの形で公益のた

めという口実なしに行われた例は，まず存在しない。たとえ公益のためであっても，政治

は，法というあらかじめ定められた一般的なルールに従わずに行われてはならない。近代法

拘なルールを定､｡ることによって， 国家樺

ｂＣリービヨ

あらかじめルールを定めるということだけならばしかし，歴史上どのような専制君主も独

裁者も，数多くのルールをみずから定めていた，ということができるであろう。しかしこれ

らの場合には，そのルールは，一方的に国民をしばるだけのものであったり，また，その内

容をいつでも,自分が政治を行って行くうえで好都合なように変えうるものであったので,国

家権力をしぼるという目的のためにはきわめて不充分なものであった。一定のルールによっ

て国家権力をしぼるためには，壬のルールを独立の裁判所iii公正に適用するということもさ
（２）

ルールの制定自体が，政権担当者以外の者の手に委ねられてることながら’何よりもまず，

いなければならない。歴史上，

雌i幽塾≦』ﾑﾆ6は,一つに’
義は，民主主義と結びつく。

このような意味をもつものであった。こうして近代法治主一つには，

政治における民主主義の実現ということは，古くてまた新しい問題である。歴史的にみれ

ぼ何よりもまず，

些塑二二皇i1i,その第一の実現過程であったといえよう｡国民がすべての国家権力の源と
なり，議会の定める法律が政治の根本的なルールであるということになれば，民主主義は制

度上完全に実現されたようにふえる。法律を厳格に守ることが，とりもなおさず民主主義を

守り，かつ法治主義に忠実であるかのように思われる。だが本当にそうであろうか。

議会は国民の代表者によって成るが，国民全員によって成るわけではない。議会の意思は

国民の意思を代表するが，国民の意思それ自体ではないｏこうして，政治に民主主義をより

徹底して実現するためには，国民に，その代表者を通してだけではなく，政治に直接参加す

る途を開くことが必要だ，という考え方が出てくることになる。現代の巨大な国家において
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Iま直接民主制を全面的に採用することは不可能であるにしても，議会制民主主義の機能を補

でｌ接民主付の要素か２ム 入されるⅡ‐が’なくなさまざまな形正するものとして，

坐。また，国民の
(5)

聖。また，国民の日常生活に密接に関係した地方自治の分野では，国政の場合にくらべてそ
(5)

のような制度がより多くとり入れられる傾向があり，さらにまた，最近における各種の住民

運動のひろがりに見られるように，地域住民の，行政への直接的参加ということが，強い要

求として主張されるようになっている。

では，ある決定が国民の総意にもとづくものだということになれば，それはどのような内

容のものであっても，全国民を拘束すぺきものなのだろうか。政治の問題，行政の問題を関

係者の大衆討議によって決めることがもし可能であるとするならば，政治・行政は，そのよ

うにして行われさえすれば，それで充分なのであろうか。近代法治主義はしかし，そのよう

には考えない。人間の尊厳をふみにじるような行為が，国民の総意の名のもとに行われうる

ことは，今世紀の歴史においてもナチズムの例がすでにこれを示すところである。民主的正

当性ということは，近代政治にとって不可欠の要請であるが，しかしそれは，政治にあらゆ

ることを許すものではない。近代法治主義の理念によれば，たとえ公益の名によろうとも侵

されえぬと同様，たとえ国民の総意にもとづくものであるとしても侵してはならないところ

の，個人の尊駿と自由とが存在するのである。基本的人権とはまさにこのようなものにほ

かならないのであって， 国民の代表である会めた‐陣こ照らして無効とされる

些塑塑緋，このためである｡法治主義は形式的法治主義にとどまってはならず;実質
的法治主義でなければならない，ということがいわれるのは，このようなことを意味してい

熟

設問

(1)この意味でCD法治主義にふさわしいものを,･次のなかから一つ選べ。

ａ大災害が生じたので釦首相の命令で，被災地以外の地域の住民から，救援のための物

資を強制的に調達すること。

ｂ兇悪犯罪がふえてきたので，警視総監の命令でｂ夜間の外出をいっさい禁止するこ

と。

ｃ社会に迷惑をおよぼした者を，その行為を処罰する法律がないので，処罰し態いこ

と。

。ある行為が社会に迷惑をかけたことが明らかとなったので．それを処罰する法律をあ

とから作り，さかのぼって処罰すること。
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(2)独立の裁判所が公正な裁判をするという目的にとって，ふさわしくないものを次のなか
1

から一つ選べ。

ひ

ａ判決の内容が政権担当者の方針と合わなくても，裁判官は罷免されることはなし､。

ｂ裁判官は，裁判に際し，法律の意味について判断に迷うときは，法務大臣の意見に従

う。

ｃ裁判官は，その法律を適用すると国の利益に支障をきたすと考える場合でも，法と良

心の糸に従って判決を下す。

ｄどのように重大な事件であっても，下級裁判所の裁判内容を上級裁判所が指導するよ

うなことはしない。

a～ｄおよびアーエの両方につい(3)このような制度のあり方を主張したのは次のどれか。

て最も適当なものを一つずつ選ぺ゜

権力分立論

社会契約説

平等主義

予定調和説H１
ａアダム・スミス

ｂルソー

ｃリンカーン

。ロック

(4)歴史上このような例として最も典型的なものを，次のなかから一つ選べ。

ａフランス革命

ｂアメリカ南北戦争

ｃマグナ・カルタの成立

ｄ明治維新

(5)このような制度としてわが国で採用されているものを，次のなかから一つ選べ。

ａ国会議員のリコール(解職請求）

ｂ憲法改正についてのレファレソダム(国民投票）

ｃ法律の制定についてのイニシアチブ(国民発案）

ｄ内閣総理大臣のリコール(解職請求）

-１６－ (601-78）
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(6)このような目的のために現在わが国で採用されている制度を，次のなかから－つ選べ。

ａ違憲の疑いがある法律について国会が再審議する。

ｂ法律が違憲かどうかを裁判所が審査する。

ｃ違憲の疑いがある法律は，国民投票にかける。

。違憲の疑いがある法律は，内閣の判断で執行を拒否する。

(7)この文章でいう実質的法治主義の考え方にふさわしいものを，次のなかから一つ選ぺ゜

ａ国会の満場一致で成立した法律によるならば，非常識な言論は禁止できる。

ｂ明らかに個人の尊厳をふ糸にじるような法律であっても，国会の定めたものである以

上は無条件で従うべきである。

ｃだれが見ても死刑に価すると思われる兇悪犯罪を犯した者についてであっても，正規

の裁判手続をへずにこれを処罰することを認めるような法律は，無効である。

ｄ世論の圧倒的な支持がある場合には，政府を批判するような新聞記事は，法律で禁止

できる。

－１７－ (601-79）
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Ｈ次の文章を読み，下の設問(1)～(10に答えよ。

それｉｆ原則として独立,平等の
1）

]の際社 災」

'2]|:鐺:家；轤家。獺~|蝉位……個人蝉雌
する国内社会と種々の点で異なっている。この国際社会において非ヨーロッパ地域，特にア

ジア・アフリカの大多数の諸国民は長い間独立の主体として認められず,特に19世紀後半

以後激しくなった列強の対外膨脹 の結果，植民地，保護国等の従属的地位におかれるように
3）

…篇二……繩…'1:繕鶚簾''；鶉鰯’

｡社会主義靴|に……繊し,今日主に幽幽蟄宜里胸…戦
■■ １劃」;円ら

日本は明治維新以後,急速に近代化を進め,アジア唯一の先進国として国際社会の一員とな

り，さらに列強の一角を占めてその国際的地位を高めた。しかしながら,これは他のアジア諸

国民の犠牲のうえに達成されたものであり，そのような日本の姿勢は第二次大戦の敗戦腱よ

'………｡綱鯛：iｻﾞ'|::麓(Ｗ`；:髪:…

・識内鮒}…ている…とつ腱……蝋している｡しかし…
国際社会が激しい変化をとげつつあるなかで，日本の対外政策の具体的なあり方に関しては

さまざまな問題が残されている。サンフランシスコ平和条約に対してソ連は調印しなかった

し，代表権問題をめぐって議論のあった中国は会議に招請されなかったため，これら両国と

の平和条約の締結は今日も未解決の課題として残っている。経済面におげろ国際協力につい

ても，経済援助の支出総額ではこの数年間の平均をとれば国際的な目標である

:憩麿二鑿壌:}…鵬舳…､……

露讓鋤；::悪態廟}｡…､開………㈱

ａ
Ｕ
Ｄ
ａ
・
ｂ

ｒ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｌ
グ
ー
１
１
１

(8)

(9)

三二ゑ6,1
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瀞Ｈ１讓襄麓陶
(2)ａ～ｅのなかから最も適当な語を選べ。

(3)この歴史的現象をさすため一般に用いられている藷として最も適当なものを次から選

べ。

ａ全体主義ｂ独裁主義ｃ帝国主義。民族主義ｅ軍国主義

(4)ａ～ｅのなかから最も適当な語を選べ。

(5)次の機関のなかで本文に述べた動きの中心となっているものを選べ。

ａ安全保障理事会ｂ国際司法裁判所ｃ経済社会理事会

ｄ信託統治理事会ｅ総会

(6)次のなかから本文に述べた動きとして適当なものを二つ選べ．

ａ国連第15回総会で植民地独立付与宣言が採択され，植民地独立委員会が同宣言にも

とづいて活動を進めている。

ｂ経済開発協力機榊(OECD)は，国際経済の発展，調整活動に従事している。

Ｃｌ968年，核拡散防止条約が６２カ国の参加を得て調印され，戦後軍縮史に重要な一歩

をしるした。

ｄ国連貿易開発会議(ＵＮＣＴＡＤ)は国際貿易のさまざまな面に検討を加え，勧告を行っ

ている。

(7)ａ～巳のなかから最も適当な語を選べ。

－１９－ (601-81）
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(8)ａ～ｄのなかから最も適当な語を選べ。

(９１ａ～ｄのなかから最も適当な語を選べ。

、この他，日本がいわゆる南北間

選べ。

白原子力平和利用１

０鯨の柿波高の制限

ｅ多国籍企業の不正行為の防止

日本がいわゆる南北問題に関連して近年直面している課題を次のなかから二つ

ｂ一次産品の価格と数麺の安定化

ｄ特恵貿易の拡大

－２０－ (601-82）
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Ⅲ次にあげる(1)～(4)の各語句を説明するものとして，最も適切なものを，それぞれの語句ご

とにａ～ｅのなかから一つずつ選べ。

(1)ＧＡＴＴ
だ

ａ金貨を本位貨幣とし，中央銀行券など他の通貨を金貨lﾐﾆ党換できることを定めている

貨幣制度。１９世紀初頭にイギリスで確立され，１９世紀後半から２０世紀初頭にかけて各

国に普及した。

ｂ為替の安定と自由の確保を通じて，国際経済の発展を図る目的から，第二次大戦後に

創設された国際通貨制度。

ｃ加盟国の経済復興や産業開発に資するための国際投資を増進する目的から，第二次大

戦後に創設された国際金融機関。

ｄ貿易の自由化と拡大を図るぺ<，関税率の引下げや貿易制限の撤廃などを目的とし

て，第二次大戦後に米英など23カ国によって結ばれた国際協定。

ｅ1962年の通商拡大法にもとづき，同年の国連総会で米国のケネディ大統領によって

提案された関税一括引下げ交渉。1967年に妥結し，1968年から順次実施された。

(2)産業別組合

ａ同一産業部門に属する労働者を，職種にとらわれることなく，非熟練労働者をも含め

て組織した労働組合。１９世紀末以降に発展した。

ｂ同一職種の熟練労働者を中心に組織した労働組合。生産過程の機械化が充分には進ま

ず，熟練労働者にたいする依存がある程度大きかった19世紀半ばに，イギリスで支配

的であった。

ｃ雇主にたいして，組合員以外の者の雇用を認めないことを原則とする労働組合。１９

世紀半ばのイギリスで支配的であった。

。だれを雇用するかは雇主の自由とするが，雇用された者はすべて組合員となり，ま

た，組合を除名された者は解雇されることを原則とする労働組合。

ｅ－企業・－工場を単位とするところの，わが国に特有な形態の労働組合。

(3)マニュファクチュア

ａ封建社会にみられた同職手工業者の排他的な団体。団体構成員である親方が，職人や

徒弟を集め，生産技術を伝承しつつ，注文にもとづく生産を行った。

－２１－（601-83）
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ｂ商人資本が，手工業的小生産者に原料や道具などを前貸して生産を行わせ，生産物の

販売は商人資本が一手に引受けて行う制度。

ｃ商人資本が，手工業的小生産者に原料や道具などを鰯入するための資金を前貸して生

産を行わせ，生産物の販売は商人資本が一手に引受けて行う制度。

。多勢の手工業的労働者を単一の工場に集め，分業にもとづく協業を行う制度。生産過

程が細分され，労働者それぞれが－部の工程だけを担当するようになったために，労働

の生産力は増進したが，部分的にはなお熟練労働者が必要であった。

ｅ産業革命によって出現した擬械制大工場。生産過程が機械を中心に繍成されたため

に，熟練労働者は相対的に減少し，労働の生産力はいちじるしく増進した。

(4)夜警国家

ａ国内的には労資対立が，国際的には帝国主義的対立が尖鋭化したために，警察や軍備

の増強に力を注ぐようになった国家６１９世紀後半以降に支配的になった｡

ｂ治安警察が一国の政治の全領域を支配しているような全体主義国家。１７～18世紀の

ヨーロッパにおける国家のあり方を批判して，ラヅサールがこのように名づけた。

ｃ経済活動は個人の自由な利益追求を通じて営まれるぺきであり，国家は経済活動に介

入することなく，その役割を国防や治安の維持に限定すべきであるとした国巍

ｄ経済活動を個人の自由な利益追求にゆだねるのではなく，さまざまな経済政策を通じ

て国民経済の健全な発展を図るような国家。

ｅ社会保障制度によって国民の最低生活水準を保障し，完全雇用政策によって失業を防

ぎ，さらに教育・文化・生活環境など国民の福祉の増進を図るような国家。

(601-84）－２２－
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Ｗ次の設問Ａ，Ｂに答えよ。

Ａ次の文章を読糸，下の設問１～６に答えよ。

は，商品の価格と取引量は需要と供給の関係に

線の形は，商品の性格によって少しずつ異なる

萄が完全に観争的な状態にある場合

よって定蚕る゜遥臺雌L2m2i2iよび供給曲線の形は,商品の性格によって少
が，一般的には,供給側の条件が一定なら，需要量が増えると価格は上昇し
件が一定なら，供給量が増えると価格は低下する．各経済主体は．このよう

8)儒要側の条
件が一定なら，供給量が増えると価格は低下する。各経済主体は，このような市場におけ

る価格の変動を指針として，生産や消費などの経済活動を行い，その結果として需要と供

給の不均衡は是正される。

しかし現実の日本経済は，このような需要と供給の純粋なメカニズムだけで成り立って

いるのではない。すなわち，商品市場においては， の大の画で格や産埋につ

二二｣2幽週型当主｣Li4)暗黙の合意が成立して，価格が箸るし<下方硬直性を示すことが
あるので，その弊害を除くために独占禁止政策が行われている。金融市場においても，利

子率Ⅷ的に迩厨されているし,ﾀ掴鯛市湯における綱鵬帆桁の｢Ｔｌ
の下でも完全に自由な変動にゆだねられてはいない。労働市場においては，労使間の交渉

能力の不均衡を是正するために，労働組合の活動が保障されており，i2ilib条件の下限は法

･こんにちでは，経済運営に果すべき政府の役割が非常に大き
(6)

いのである。

設問

１下線部(1)のための条件として重要なものを下のａ～ｄのなかから選べ。

ａ売手も買手も多数いること

ｂ売手が多数で，買手が少数であること

ｃ売手も買手も少数であること

。売手が少数で，買手が多数いること

２下線部(2)のWW要曲線の形は，生活必需品とぜいたく品とでは異なっている。生活必儒

品は，価格のいかんにかかわらず，常にある程度の量を購入する必要があるのに対し，

ぜいたく品の需要は価格の変化に伴って大きく変わるからである｡/次図ａ～ｄのなかか

ら，生活必需品の需要曲線として最もふさわしいものを選べ。ただし，単純化のため，

需要曲線は直線ｄで示してある。

－２３－ （601-85）
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蝋 鱒 価
格 僻

数量 数量 数量 数瞳

３下線部(3)の文章の内容を，需要曲線と供給曲線および両曲線のうちどちらか一方の移

動によって図示するとどのようになるか。次図ａ～ｄのなかから最も適当なものを選

ぺ゜ただし，両曲線は単純化のために直線で示してある。また，ｄは需要曲線，８は供

給曲線を意味し，‘'’８'は移動した各曲線を示すものとする。 ■

ｂａ価
格

価
格

価
格

数量 数量 数量 数段

４下線部(4)のような行為をなんというか。下のａ～ｄのなかから選ぺ。

ａカルテルｂ管理価格制ｃトラストｄ再販売価格維持制

５空欄(5)に入れるのに適当なものを，下のａ～ｄのなかから選ぺ゜

ａ金本位制ｂ固定相場制ｃ変動相場制ｄ金為替本位制

６下線部(6)の目的をもつ法律を，下のａ～ｄのなかから選べ。

ａ労働組合法ｂ生活保謹法ｃ労働関係調整法。労働基準法

－２４－ (601-86）
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Ｂ次の文章中の(1)～(U)の（）のなかには，それぞれ複数の語句ａ～ｄがある。文脈のな

かで最も適当なものを一つ選べ。

………榊鮒…にＩｕＩ:隷臘：:鱒}醍

供とい嫡業金融だけ…)|:驫慧；麓藁蓬傘)｡鰍とい，
産業金融をも行っているが，このことはわが国の金融構造の一つの特質である。これ

'…《…(:鰯：；:鶉:鬮鵬雛}淵……

蝶｡'`)|:蟻“；鱸:形充………。

・…'戯|:雛：；鰯獺金}州沖柳朏…
まかなわれる方式は，しばしば間接金融方式とよばれる。このような金融方式が日銀像

……轆棡`)(麓鰯*；蕊纒~ｿ}…＠
本経済の高度成長を促進してきた事実は否定できない。

２こんにちの財政は，国民から租税をとり，これを公共の支出にあてるところにその基

本的な役割をもつものであるが，もちろん，租税のほかに宮公事業の収入などもその財

源となる。また歳出をまかなうだけの収入が不足する場合には，公債を発行して借入金

によってこれをまかなうこともある。

さらに財政は，一国の所得分布の不均衡を是正する機能をもっている。すなわち

'm(:鰯税；鶉:鱸}に牛燗額鵬…柵率鯛…
いるのは，このような狙いからきている。その反面零細所得層に対する

'剛|::鰈鮒；震ili:…)銅……｡…。
また財政は，一国の資本蓄積率を高め，経済成長を促進する出費ならびに施策を行っ

てきたといえる。たとえば，重要基幹産業において減価償却率を普通以上に高めようと

する特別償却制度や，若干の重要産業について非課税の準備金の設定を認める制度は，

－２５－ (601-87）
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…(:鰯；:鑿)鯛…に企業課鰄…剛
える。

迩鑛財…{::爵麓：鯛と…鵬醐欄繍
政策を行うことができる。不況時には，税率を切り下げ，財政支出の増加によって一国

の購買力を引き上鵬景気が過熱のときには，財政支出をおさえ，税率を高めて購買力

を抑制することにより，景気循環の波をゆるやかにする効果をうむことができるであろ

う。

………|:驚雌；鰯付税交付金形…“
より，地域間の所得格差に伴って発生する各都道府県の税負担力の差など，地方財政支

出の格差を調整する役割をはたしている。

－２６－ (601-88）
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政治・経済解答用紙控
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日本史

１次の文章(1)～(ICIのアンダーラインを引いた箇所に誤りのあるものは，その符号をマークせ

よ。まったく誤りのない場合は，符号㈱をマークせよ。ただし，各文章に誤りのある場合，

その箇所は－か所である。

(1)けｉｆ趨廻屋によると,Ⅱ壜2二三の一人であ勵隻二塁(雄略天皇)は，順帝:遡幽幽昌
に南朝の宋へ使を派遣して，高い称号をえようとした。これは，中国皇帝の権威をかり

て，朝鮮半島の諸国にたいする政治的立場を維持することを意図したものと思われる。

上り鰹トロ

(2)､里遮ｴﾆ'ﾙﾋﾞ壁に道階使とｻﾞﾕ麺迂を派遣したが,翌年,階浮繊答礼使とし
ばいせいせ10

て裟世情を遣わしてきた。わｵ:国はその帰国にあたって，再び小野妹子を派遣するととも

に，高向玄理・南淵請安らの留学生・留学僧を暗に送ったが，彼らの長期にわたる留学で

えた新知識は，後の国政改革に大きな役割をはたした。

③けＦＬ室建全では，中央集権体制の一環として，Ｈ
地方とを緊密にむすびつけるために，畿内から

れた゜そして，原則として約16ｋｍごとに宿が

中央と

地方とを緊密にむすびつけるために,畿内から地方諸国8輿』［Lをつなぐ幹線道路が整備さ
れた。そして，原則として約16kｍごとに宿が設けられ，緊急の連絡など公務によって役

㈲￣-

人がこれを利用した。

律令の制定から長い年月を経た９世紀になると，(4) と，律令を補足・改訂した臨時の単行法令

が累積したので，これらを整理・分類して

にわたって，格式の編さんが行なわれた。

である格や，
m-n）

律・ ･格の施行細則を定めた式

政務に資するためにｂ)幽肉麺･鴎の三回にわたって,
これを三代格式という。

(５１理a-fE，藤原氏は,左大臣源高明(醍醐天皇の皇子)が,為平親王擁立の陰謀に加わったと
（刀一Ｈ)￣

して，これを失脚させた。この安和の変の後，政界での藤原氏の地位はほぼ確立し，以
吻￣

降，

－２８－ (601-90）
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(6)平氏が政権をにぎると，武力を背景にして専制的な傾向を示すようになり，旧貴族勢力

の反感が高震った｡そして''77年,騨霄匡皇の近高錘蝋1:'@蝉らば裾j遡塵竺世
の山荘にしばしば会合して，平氏打倒の計画を練ったが，未然に発覚して失敗した。

(、‘代将謬型鐘は,将軍権力の強化を意図して，強引に専制的な政治を行なった｡こ
のためようやく著しくなった守護領国の独立化傾向と矛盾し,以前から反目してい:iii幽
府との対立が激化した。将軍は1438年,`・鎌倉公方にたいする討伐軍を派遣し，翌年，鎌

け)

倉公方足利持氏を自殺させた。
円一一'〕

１８１礫垈に将闇澳LL酋鋤世を去ると,f白井正雪らの牢人が反乱をくわだてたが，陰謀けＦ￣￣

は未然に発覚した。その後，幕府は牢人の任用を奨励したり，子のない大名が危篤にのぞ

んで養子を願い出 ，牢人対策を進めることになった。閥狸-J』

(９１６代辮鐘Lu塞篁によって登用された儒者新井白石は'儒教の精神にもとづいて儀式．）幻Ｗ)￣．

典礼を正し，将軍の権威を高めることに意を用いるとともに，
（列

丘幣を改鋳｣し』て）徒の,５ｈ位を

童竺,貿易収支を改善するため

えた。

を出して，長崎貿易に制限を加

uotｱﾄﾞ29壁，㈱ｲｷﾞﾘｽの軍艦ﾌ雲一ﾄｿ号が,ごのこる敵対関係にあつ涜里｣L二二画趣
■■■

を追って，長崎港に入港して乱暴する事件がおこった。その後も対外問題が多く，幕府は

1825年 出すにいたった。船17払一打払

－２９－ (601-9,
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Ⅱ次の(A)～(DIの史料を読糸，それぞれの問いに答えよ。

りふうえい

｜鎌倉元のごとく柳営(幕府)たるべき力､，｛也所たるぺきや否やの事。
らる ６きん瞳よき

右，漢家・本朝，上古の磯，遷移多く，羅綾にいとまあらず。季世にいたり，煩機ある
いＬ

によって，移徒容易ならざる力､。なかんづく鎌倉郡は，文治に右幕下，始めて武館を梢
へいどん

へ，承久に義11#朝臣，天下を併呑す。武家に於いては，もっとも吉土といふべきか。ここ
§よｉ ｎＬＬ･ゴオ

に緑多く権璽<，鶴を極め欲を恋にし，悪を積ｳﾞﾘﾊて改めず｡果して滅亡せしめをばんね。
ふくしゃてっ

たとひ他所たりといへどiも,近代覆車の轍を改めざれぱ,雛何の疑あるべきや｡(中略）
いい

然らば居処の興廃は，政道の善悪によるべし。これ人の凶I土宅の凶にあらざるの詞なり。

但し，諸人もし遷移せんと欲すれば，衆人の情に随ふべきか。（｢建武式日｣）

(A）

問(1)右幕下とはだれを指すか。次の中から選べ。

ア源実朝イ北条時政ウ足利基氏エ源義家オ源頼朝

問i2）この文章では，幕府の設置について，どのような意見を述べているか。次の中から

正しいものを一つ選ぺ゜

ア幕府をもとどおり鎌倉に置くのがよいと述ぺている。

イ幕府を鎌倉以外の場所に移すのがよいと述べている。

ウ幕府を京都に置くのがよいと述べている。

エ幕府をどこに置くべきかについて，断定的な結論を述べていない。

オ辮府を存続させるか，廃止するかについては，衆人の意見によるべきだ，と述べ

ている。

問(3)建武式目を定めたのはだれか。次の中から選べ。

ア足利尊氏イ北畠親房ウ足利義満

オ後醍醐天皇

エニ条良基

問(4)建武式目に関する次の文章のうち，正しいものを－つ選べ。

ア建武式目には年中行事に関する規定が多い。

イ建武式目は御成敗式目に対･する追加として出された。

ウ建武式目が出された結果，御成敗式目は行なわれなくなった。

エ建武式目には建武新政の基本方針が示されている。

－３０－ (601-92）



-432-

オ建武式目が出されてのちも，武家の基本法はやはり御成敗式目であった。

問(5)建武式目が出されて２年後におこった事件を，次の中から一つ選べ。

ア足利尊氏が建武政府にそむいた。

イ足利尊氏が征夷大将軍となった。

ウ楠木正成が戦死した。

エ後醍醐天皇が吉野にのがれた。

オ南北朝が合一した。

牛･から

⑧一在々の百姓等，田畠を打捨て，或いはあきない，或いは賃仕z１年に罷り出る溌こｵしあら

ぱ，そのものの事は申すに及ばず，地下中御成敗たるべし。（下略〕
』くさ（

－－侍・小者によらず，其主に暇を乞はず龍.り出る輩，一切拘(召抱)ふぺからず。能々相

改め,｢請人をたて置くべき事。（下略）

問(6)これは，秀吉が出したいわゆる身分法令(身分統制令)の第２条，第３条である。第

１条の条文を下記の中から選べ。
おきざし （&た．砲）

ア諸国の百姓，刀・脇指・弓・やり・てつはう，其ﾀﾄ武具のたく．ひ所持候事，堅く

御停止候。（下略）
IDOJDIlアル

イ奉公人・侍・中間・小者．あらし子Iこ至る迄，（中略)新儀に町人・百姓に成り候
（田）

者これあら｛X，其町中地下人として相改め，一切をくぺからず。（下略）
．たしと

ウ文武弓馬之道，専ら相Wiiむべき事。
ＯＯ１ｈ

エ民は国之本也。御代官之面々常に民之辛苦を能く察し，飢寒等之愁これなき様に

申付らるべき事。

問(7)この法令が出された年代について，下記の中から正しいものを－つ選ぺ゜

ア本能寺の変の翌年

イ秀吉が関白になった年

ウパテレン追放令が出された年

エ秀吉が小田原の北条氏を滅ぼした翌年

オ慶長の役がはじまった年

－３１－ (601-98）
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腓百姓之食物常蝋穀を用ふぺし｡八木(米)は護りに食はざる様に申聞かすべき事。
ついえ

－五穀之費に成り候間，たばこ之儀，当年より本田畑・新田AIH共一切つくるまじき事。

－田畑永代之売買仕るまじき事。（1643年｢土民仕置党」より）

問(8)田畑の永代売買が禁止された根本の理由は何か。下記の中から，もっとも適当なも

のを－つ選べ。

ア土地売買に関する農民の間の争いが増加したため。

イ農地を手ぼなして，村を出ていく農民がふえたため。

ウ本百姓の没落によって，年貢の徴収が減ることを防ぐため。

エ寄生地主・小作関係が発達してきたため。

問(9)たばこ作付の禁止にもかかわらず，その後たばこをはじめ，綿・なたねなどの商品

作物の栽培や，それらの加工業も発達し，各地に特産物がふえた。江戸時代の地域特

産物について，下記のうち誤っているものを一つ選べ。
いぐさ

ア出羽の紅花イ桐生の絹織物ウ尾張の毛織物エ備前のiiii草
あい

’1・阿波の藍

問001百姓がみだりに食べられないものとされた米の生産もふえたが，それには江戸中期

の農業技術の発達が注目される。当時の技術向上の要因として適当でないものを，下

記の中から一つ選べ。
ｄｏＤＬｂ

ア備中鍬イ干歯こきウ’千石とおしエメリ散
１２しか

フォ・干鰯

つつしみムん Ltj8つ

口謹テ桜ズルニ,国二財政アルハナホ人二気脈アノレガゴトシ｡気脈通ゼズ死亡随テ至ル。
Ｌｔ４ｌ＆､に １､と２

財政整理セズ国家衰頽必ズ随プ。堂安寧幸福ヲ期スルニ逼アラソヤ。故二方今ノ急要'､貨

幣運用ノ機軸ヲ定メ，正貨ヲ蓄秋シテ紙幣償還ノ元資ヲ充実セシメ，物産ヲ興隆シテ輸入

ヲ制スルノ目的ヲ立テザルペカラズ。貨幣運用ノ機軸ヲ定ムルトハ何ゾヤ。日本帝国中央

銀行ヲ設立スル，コレナリ。（1881年９月，松方正義｢財政識｣）

問ＩＤこの時期に財政整理を必要とした経済的事情は何か。下記の中から，もっとも適当

なものを一つ選べ。

ア紡績業を中心に恐慌がおこった。

－３２－（601-94）



-434-

イ輸出が活況を呈し，貿易収支が大幅に黒字になった。

ウ米作が不擾で，租税滞納者が増大した。
らん

エ不換紙幣力;濫発され，インブレーシロソがおこった。

オ金融が悪化し，物価が低落した。

問⑫この時期の正貨は，1871年に定められた１円金貨を原貨とするものである。これ

を定めた法令の名称は何か。下記の中から，もっとも適当なものを一つ選べ。

ア貨幣法イ新貨条例ウ正貨条例エ金本位制

オ銀本位制

問⑱この時期の紙幣の多くは，国の許可を得て設立された民間経営の銀行が発行したも

のである。この銀行をふつう何というか。下記の中から一つ選べ。

ア私立銀行イ国立銀行ウ特殊銀行エ為替会社

オ党換銀行

問００との建議にいう日本帝国中央銀行には，結局どのような名称がつけられたか。下記

の中から一つ選べ。

ア中央銀行イ日本銀行ウ帝国銀行エ日本興業銀行

オロ本勧業銀行

問⑱松方正義はまもなく大蔵卿に就任し，強力な財政整理を断行するが，その結果どの

ようなことがおこったか。下記の中から，もっとも適当なものを一つ選べ。

アイソフレーショソがおこり，都市中心の好景気がつづいた。

イ金融が悪化し，生糸の暴落もあって，農村とくに養蚕地帯が不況におちいった。

ウ軽工業を中心に産業革命が進行し，農村地帯も生糸輸出が好況で活況を呈した。

エ重工業の育成がはかられ，官営八幡製鉄所が設立された。

オ恐慌がおこって，鉱工業生産は激減し，中小企業の倒産があいついだ。

(601-95）－３３－
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Ⅲ次の(A)～回の文章を読承，それぞれの問いに答えよ。

1890年，わが国で最初の衆議院議員総選挙が行なわれたが，その後における選挙制度

の変遷のあとを染ると，普通選挙の実施，婦人参政権の実現など，国民の参政権の拡大が

ふられる。

(A）

問(1)1890年当時，衆議院議員の選挙資格は直接国税15円以上を納める25歳以上の男

子にかぎられていたので，第１回の総選挙で選挙権を行使できたのは，国民の一部に

すぎなかった。それは当時の人口のおよそ何パーセントにあたるか。下記の中から正

しいものを一つ選べ。

ア約１％イ約２％ウ約５％エ約10％オ約20％

問(2)大正デモクラシーの風潮の高まりとともに，普通選挙運動も活発になり，1925年

には普通選挙法が公布された。その間の動きや普通選挙法の公布をめぐる次の各文の

うち，誤っているものを一つ選べ。ただし，文中の年代はすべて正しい。

ア1919年，原内閣は，普通選挙実現の声におされて，財産による選挙権の制限を，

直接国税３円以上を納めるものに引下げた。

イ新婦人協会を中心に婦人運動も高まり，1922年，治安警察法の一部が改正さ

れ，婦人の政治集会への参加が認められた。

ウ1925年，普通選挙法が成立し，選挙権における財産上の制限が撤廃され，満２０

歳以上の男子に選挙権が与えられた。

エ普通選挙法の制定をみたのは，1924年の第２次護憲運動の結果成立した，加藤

高明を首班とする識憲三派内閣のときであった。

問(3)わが国の国政選挙で，女性がはじめて選挙権を行使したのはいつか。下記の中から

正しい年代を選べ。

ア1928年イ1945年ウ1946年エ1947年オ1952年

(B）日本の資本主義の発展は，政治・社会の面でも注目すべき変化をひきおこし，いくつか

の画期をつくりだしている。日消戦争後の数年も，そうした画期の一つである。

－３４－（901-96）
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問(4)次に列挙した政治史上の出来事のうち，1900年以外の年におこったのはどれか。

下記の中から一つ選べ。

ア伊藤博文らによって立憲政友会が組織された。

イ大隈重信を首班として，最初の政党内閣である憲政党内閣が生まれた。

ウ軍部大臣を現役の大将・中将にかぎることを明文化した。

エ治安警察法を制定し，労働争議や小作争議を取りしまることにした。

問(5)日清戦争後，資本主義列強の進出に対して，アジアの民族運動の新たな高まりがみ

られた。次の諸事件のうち，１９００年，日本からも出兵して，列強の軍隊とともにそ

の鎮圧にあたったのはどれか。正しいものを一つ選べ。

ア五・四運動イ義和団の乱ウ三・一運動エ辛亥革命

オ東学党の乱

問(6)このころから労働運動も本格的に進められるようになり，これにともなって社会主

義運動もおこってきた。1901年につくられたわが国最初の社会主義政党はどれか。

下記の中から正しいものを－つ選べ。

ア労働農民党イ日本共産党ウ革新倶楽部エ社会民主党

オ日本社会党

(c）日本における近代的な学問の研究には，明治のはじめわが国に招かれた外国人学者が大

きく貢献したが，明治も２０年代にはいると，日本人学者による自主的な研究も進み，ま

た，義務教育も急速に普及して，学問研究の基礎がきずかれた。

問(7)明治のはじめ日本に招かれた外国人学者のうち，日本の医学の進歩に貢献したのは

だれか。下記の人物の中から一名選べ。

アクラークイフュノロサウペルツエシーポルト

オポアゾナード

問(8)1890年，教育勅語が発布されると，保守的感情や国家主義思想をもつ人びとを勇

気づけ，その影響はひとり教育界にとどまらず，ひろく社会に及んだ。このような動

きを示すと考えられる事例を，下記の文章の中から－つ選べ。

ア政府の教育政策がいちだんと国家主義的方向に転じ，森有礼文部大臣によって学

校令がしかれ，国家本位の教育がすすめられた。

－３５－（601-97）
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イ三宅雪嶺・志賀璽昂らは政教社を組織し，雑誌｢日本人｣を創刊して，国粋保存の

よりどころとした。

ウ福沢諭吉は｢脱亜論｣を唱えて政府の対外政策を支持し，朝鮮や中国への日本の勢

力拡大を主張した。

エフランス民法を範として編さん公布された民法は,日本固有の家族制度を無視し，

忠孝の道徳をこわすものだとの非難がさらに強まり，その施行が延期された。

問(9)わが国の義務教育が６年制になったのはいつか。下記の中から正しいものを一つ選

べ◎

ア帝国議会開設の年イ日清戦争の直後ウ日露戦争後まもなく

エ第一次世界大戦中オ昭和のはじめごろ

ロ1929年，この国からはじまった恐慌は，たちまち資本主義諸国にひろがり,世界恐慌と
しんかん

なって人びとを震憾させ，経済的苦境を戦争によって打開しようとする動きもあらわｉＬ,

世界の各地に第二次世界大戦の火種がつくりだされた。

問(川上の文中のこの国とはどこか。下記の中から正しいものを－つ選ぺ゜
￣

アイギリスイソ連ウドイツエアメリカオフラソス

問ＩＤこの恐慌がはじまって数年もたたないうち，日本では,1924年以来つづいてきた政

党内閣が中絶し，ふたたび軍人や官僚が内閣を組織するようになった。政党内閣を中

絶させる直接的なきっかけとなった事件はなにか。下記の中から，もっとも適当なも

のを一つ選べ。
ぼっぱつ

ア二・二六事件イ満州事変の勃発ウ五・一五事ドト

エ張作課爆死事件オ国際連盟脱退

問⑪1931年に起こされた満州事変も，第二次世界大戦の火種の一つとみられる。それ

は，第一次世界大戦後の国際関係の一時的妥協として結ばれた，ある外交上の取りき

めへの直接的な武力による挑戦と考えられたからである。その外交_上の取りきめとは

なにか。下記の中から正しいものを一つ選べ。

ア石井・ラソシソグ協定イ四か国条約ウ不戦条約

エロ満議定書オ九か国条約

－３６－ （601-98）
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(E）第二次世界大戦後に実施された農地改革は,長年にわたって日本の農民を苦しめ,大正ご

ろからその矛盾を大きくしていた寄生地主制を基本的に消滅させ，日本農業の近代化への

道をきり開いたものであった。

問031明治の末期，貧農の糸じめな生活を，自然の推移と農村行事とを背景に克明にえが

きだした文学作品｢土｣の作者はだれか。下記の中から正しいものを一名選べ。

ア石川啄木イ島崎藤村ウＨｌＩｌｌ花袋エ長塚節

オ国木田独歩

問卿第一次世界大戦での日本の工業の発展と,他方での農業の停滞との矛盾が，1918年

の米騒動をひき起こした－つの原因と考えられるが，米騒動が最初に起こったのはど

こか。下記の中から正しいものを一つ選べ。

ア柵岡県の炭坑地帯イ大阪市の工業地帯ウ富山県の漁村地帯

エ福島県の農村地帯オ新潟県の大地主制地帯

問㈹農地改革について述べた次の文章のうち，誤っているものを一つ選べ。

ア不在地主の貸付地は，すぺて無償で耕作農民に明け渡された。

イ在村地主の貸付地は，一定の面積を残して，耕作者に安く売り渡された。

ウ農地改革は山林の所有や水利権におよばず，不徹底な面を残した。

エ小作料はすぺて金納に改められ，その率も引下げられた。

(601-99）-３７－
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Ｗ次の文章(A)～(E)の空欄(1)～UOiに該当するものを，下の事項群の中から一つずつ選べ。ただ

し，一つの事項の使用は－回にかぎる。

側l-TI7~|のよう旗文芸が鵬の閥に鰍した綱こＭ１とよばれる村軸の自治的
な誉と…成立と,上鬮農民の富裕化があった｡|弓示|によ・て儲の結集を瞳
かつた一向宗が発展したことも，このような村の動きと密接な関係をもっている。

⑧鰍|ヱニ|には,地方や庶民の藷が鋤柵されている｡|工|には,今様
などの庶民的な歌謡が収められている。また，民衆の芸能として生まれた田楽や猿楽が，

貴族の間でよろこばれるようになったのも同じころのことである。

ＩＣ'一般に御順子の名でよばれる｡物ぐさ太郎.|~Ｔ]…作品は,鋼に伝えら
れた説話類を原型として生まれたものである。これらは，当時の庶民の心情や生活を知る

…脚であり,富た,後世のｎ戸|などに大鶯な臘撤た。

⑪庶民生活のようすを伝える当時の史料の少ない中で，今日正倉院に収蔵されている

i-5Flが,地方庶民の家族関係や奴蝉のことなどを明細に記しているのは,非常に貴

重である｡雷た,|工|に収…た仏教縦には,そのころの庶民の生活や心情を
うかがわせるものがある。

(動、F1と賦算を蝋布教方法とした聯の償Ｍ`団で全鬮を遍歴し,庶民の蘂
議ろ市場などを布…とした｡その状況を機いた、i三|は,当時の薦…俗をよ
くあらわしている。

ア俳譜イ連歌ウ狂歌エ仮名草子オ浮世草子

力今昔物語集キ沙石集ク日本霊異記ケ古今著聞巣

。竹取物語サ閑吟楽シ文正草子ス梁塵秘抄

七尾張国郡司百姓等解文ソ石山寺縁起絵巻夕－通上人絵伝

チ法然上人絵伝ツ座禅テ識・寄合卜加持祈議

ナ踊念仏二写経ヌ一味神水ネ戸籍ノ木簡

－３８－ (601-100）
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世界史

1次の文章Ａ，Ｂを読み，下線部に関連する問(1)～doに答えよ。

Ａ古代ローマ人ははじめ，

て，共和政を樹立した。；

先進異民族の支配下にあったが，，やがて前６世紀末には独立し
(1)

平民は身分的不平等の是正をも共和政の初期は貴族の力が強く，

とめて貴族と争い， 度Jやも 回

前３世紀前半までにイタリア半島をほぼ征服し終えたローマ人は，ついでポエニ戦争を

堂二ELとb)やがて前２世紀半ばまでには，地中海の覇権を渡得することになった。しかし
その一方で国内でも，奴隷制による大土地所有が発展して貧富の対立が激化し，グラック

ス兄弟による改革運動のあと,ﾛｰﾏ社会ばはげしい且幽睦nV:i突入した。（４）

問(1)この先進異民族を次にあげた１～６のうちから－つ選べ。

１ラテン人２ゲルマン人３ケルト人

５エトルリア人６ドーリア人

４フェニキア人

問(2)平民の身分的不平等が是正される過程についての次の文１～５のうち，正しいもの

を一つ選べ。

１前５世紀初めには，統領(コソスル)のうち１名が平民から選出されることになっ

た。

２前４世紀半ばには，最古の成文法としての十二表法が制定された。

３前４世紀後半には，平民の利益を守る護民官の制度が設けられた。

４前３世紀前半には，平民会の決議が元老院の承認なしに国法として認められるこ

とになった。

５前３世紀前半には，統領が２名とも平民から選出されることになった。

間(3)この時期のローマに関する次の文１～５のうち，正しいものを一つ選べ。

１アプリ力北岸では，都市国家シラクサを完全に滅ぼした。

２この戦争中におこったスパルタクスの奴隷反乱のため，社会的に動揺した。

３東方のヘレニズム世界では，マケドニア王国を滅ぼし，ギリシア諸国をその支配

下においた。

４この戦争を遂行するため，イタリアに住むすべての自由民に市民権をあたえた。

５アクティウムの戦いに勝ったため，ポエニ戦争の勝利は決定的になった。

－４０－（601-102）
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問(4) グラヮクス兄弟の企てた改革に関する次の文１～５のうち,正しいものを一つ選べ｡

１大土地所有の解体，奴隷制の廃止を含む急進的な社会改革。

２没落農民の支持を背景に，独裁官の地位を渡得した上での社会改革。

３没落農民と都市の貧民を私兵とした武力蜂起による政治改革。

４大土地所有者の土地を制限し，自作農民を育成しようとする改革。

５三頭政治の専制と腐敗を正そうとする政治改革。

問(5)下記１～６のうち，ローマ共和政末期の内乱に関係のないものを一人選べ。

１才クタヴィアヌス２トラヤヌス ３クラプスス

４プルートゥス５アントニウス ６ポソペィゥス

Ｂヘレニズム諸国を征服したローマは，共和政末期から帝政の時期を通じて，西アジア世
＋

界と接触を深めることになった｡。‐ﾏがまず対立した≦｣Lz-ﾕｰｴ時型z二麺里
あったギリシア勢力を東西に分断するかたちで発展し，隊商貿易のルートを抑えて強大に

(7)

なった国である｡のもこれに代っておこった』と竺当11ﾆｭｪﾆｴ,3,ニムニユーエ』述里菖鍾
ササン朝の時代には，その宗教や美術にみるように，伝統的なイ

ー00

ラン民族文化の復活とならんで国際的影響のいちじるしい独自の文化が発達した。

問(6)パルティアについての次の説明文１～５のうち，正しいものを一つ選ぺ゜

１前３世紀中ころ，イラン南部におこった定住民の国である。

２前２世紀中ころ，イラン南部におこった遊牧民の国である。

３前３世紀中ころ，イラン北部におこった遊牧民の国である。

４中国の史書には｢波斯｣と記され，前３世紀中ころ，小アジアにおこった遊牧民の

国である。

５中国の史書には｢大宛｣と記され，前３世紀はじめ，小アジアにおこった定住民の

国である。

問(7)パルティアの発展によって東西に分断されたギリシア勢力のうち，東にのこった国

は何というか。またそれはほぼどの地域にあったか。次のイ群（１～４）およびロ群

（１～５)の中から正しいものを一つずつ選べ。

〔イ群〕１シリア王国２パクトリア王国３ソグディアナ王国

４フニルガナ王国

－４１－ (601-103）
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〔戸群〕１ツル川流域．：．

４ティグリス川流域

ｚヴォルガ川流域～３インダス川流域

５アム川流域

問(8)ササン朝ペルシアについての次の説明文１～６のうち，正しいものを一つ選べ。

１戸一マとはげしく争い；やがて東ローマ帝国と覇を競うにいたった。

２束ローマ帝国と争ったためゥ西ローマ帝国やエジプトに接近した。

３東方ではヴァルダーナ朝を破って領土を拡大した。

４宗教上の問題からマウルヤ朝とするどく対立した。

５アルサケス朝の復興をその目標とした。

６セレウコス朝の後継者をもって任じた。

問(9)その都市を次の１～６のうちから一つ選べ。

１サマルカソド２アソティオキア３ペルセポリス４バビロン

５セレウキア６クテシプォソ

問(10リイラソ民族の宗教についての次の説明文１～５のうち，正しいものを一つ選べ。

１マニ教はパルティアの国教として行われ，広く東西に普及した。

２ゾロアスター教はササン朝では異端として禁圧されたが，中国では｢釈教｣とよば

れて広く行われた。

３マニ教はキリスト教･ゾロアスター教･ヒンドゥー教などの融合により成立した。

４ゾロアスター教はササン朝で国教として重んじられたが，のちイスラム化が進む

につれて衰えた。

５マニ教はササン期で異端として迫害され，その経典『アヴェスタ』も今日ほとんど

伝存しない。

－４２－ (601-10の
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ＨＡ次の文章を談糸引下線部に関連する問(1)～(3)に答えよ。

前５世紀の中葉をすぎると，周の権威はまったくなくなり， 譜国は富国強兵に努酎

互いに争った。やがて，素がもっとも強大となり，

，漢がこれに代った。漢では武帝の時代
(2)

を拡大したが,そのために財政が窮乏し，

そのあわ力､１０

が最盛期で，しきりに周辺の諸民族を討ち,領土を拡大したが，

種々の経済政繍iを行った。
(3)

問(1)富国強兵策によって強大となった国々を戦国の七雄と呼ぶ。下記の１～７から七雄

に数えられない国を一つ指摘せよ。

１燕２晋３緯４秦５魏６楚７斉

問(2)この時期の政策や事件について述べた下記の１～５の文章のうち，誤りを含むもの

を一つ指摘せよ。

１李斯の献策に基づいて全国に郡県を置き，役人を派遣して治めさせた。

２地域によって違っていた文字や度量衡を統一した。

３句奴などの遊牧民族に備えて万里の長城を修築した。

４董仲評の献策に従って思想の統一を図仇姶皇帝を批判した学者たちを穴埋めに

したといわれる。

５始皇帝が死ぬと，陳勝・呉広らが兵を挙げ，これが導火線となって劉邦・項羽ら

が各地で反乱を起した。

問(3)下記の１～４の政策のうちから，この時の経済政策ではないものを－つ指摘せよ。

１郡国に均輸官を置き，各地の特産物を徴収して，これを不足している地方に転売

し，物価の調整と国庫の増収を図る゜

２農作物の植付け時に低利資金を貸し付け，収穫時に返済させる。

３各地から納められた物資を貯蔵し，価格が高騰すると売り出し，下落するとさら

に買い入れて，物価の調整と国庫の増収を図ろ。

４塩や鉄などを専売にする。

(601-105）－４３－
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Ｂ次の間(4)～問(6)の文章はいずれもａ～ｄの４節から成っているが，誤りを含む節があ

る。各間につき一つずつ指摘せよ。

問(4)

ａ司馬遷は太古から漢の武帝時代までの歴史書『史記』を著わし，

ｂ班固はこれにならって前漠一代の歴史書『漢書』を作った。

ｃその後，両書の体裁が正史の範例となったが，

ｄ末の司馬光の『資治通鑑』はこれらとは異なる紀伝体である。

問(5)

ａ大秦王安敦の使者と称する者が３世紀半ばころ後漢を訪れた。

ｂ安敦はローマ皇帝マルクスーアウレリウスーアソトニヌスのことといわれている。

ｃ使者の来航はオリエント地方と東南アジアとを結ぶ海路によったもので’

。法顕もこの海路でインドから帰国した。

問(6)

則天武后が一時政権を奪ったのち，混乱期を経て玄宗が即位した。

玄宗は諸民族に備えて辺境に節度使を慨<とともに，

府兵制を採用するなどの諸改革を行ったので，

その治世は開元の治と称せられる。

ａ
９
ｂ
Ｃ
勺
。

(601-106）－４４－
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、西洋の中世史に関するＡ～Ｅの問題に答えよ。

Ａ西ヨーロッパ中世の封建制度について，その特色をもっともよく示す文を二つ選ぺ゜

１主君は家臣に封土を授けて一方的な服従を誓わせ，二人以上の主君に仕えることを禁

じていた。

２主君と家臣は封土の授受を仲介として，保護と奉仕の双務的な関係を結んでいた。

３国家権力は分散しており，国王の命令はその直接の家臣にしか及ばなかった。

４貴族のほか中流市民が武具を自弁して重装歩兵として活躍し，国政に参加していた。

５国王は多くの官僚と常備軍をかかえ，諸侯の上に立つ高い権威と強い権力を保持して

いた。

Ｂ西ヨーロッパ中世中ころの荘園制度について，その特色を示す文を二つ選べ。

１領主は広大な直営農場を賦役農民を使って経営し，生産物を市場に販売して巨利を博

していた。

２農民は主として貨幣地代を納め，経済的に独立し，自営できるものが多かった。

３多くの農民は領主の直営地での賦役と，貨幣または生産物による貨納の義務を負って

いた。

４多くの農民は領主の裁判権や警察権に服し，移動の自由をもっていなかった。

５領主や地主は羊を飼うため，農民の保有地をとりあげて牧場にきりかえた。

Ｃ西ヨーロッパの中世都市について，その特色を示す文を二つ選べ。

１多くの都市は自治権を独得しており，農民のなかには自由を求めて都市に逃げこむも

のも現われた。

２多くの都市の法律・制度は，保護者たる国王の厳重な統制のもとに定められていた。

３都市の資本家は多くの賃金労働者を雇ってマニユファクチュア(工場制手工業)とよば

れる経営形態を発展させていた。

４首都を中心に，敵対する都市を打倒し，友好的な都市とは同盟を結んで自治を許し，

全国の統治が固められていた。

５都市内でははじめ商人ギルドが発達したが，やがて同職ギルドが成長し市政に参加す

るようになった。

－４５－ (601-1Ｗ）
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Ｄ西ヨーロッパ'１ｎ世末期の社会について，その特色を示す文を二つ選べ。

１国王の支持のもとに，領主は農民の賦役を強化して広大な土地を経営し，農奴制を完

成させた。

２ペストが流行し，農村人口が減少したため領主経済は危機におちいり，そのため封建

反動を強行する領主があらわれ，しばしば農民のはげしい抵抗をうけた。

３王侯が領域の政治的統合をおしすすめ，新しい租税を要求したため，地方の領主や都

市は課税同意権を主張して，身分制議会を認めさせた。

４国王は全国を多くの伯領に分け，さらに巡察使を派遣して監督を強化し，領域の政治

的統合をおしすすめた。

５国王は全国を州に分け，知事を任命して中央集権制をしき，国道を設け，駅伝制を整

え，貨幣の統一をはかった。

Ｅ束ローマ(ビザソティン)帝国について述べた次の文のうちより，正しいものを二つ選

べ。

１４世紀にゲルマン諸民族の侵入にあい，広い領土を奪われたため，帝国は急速に衰え

はじめた。

２皇帝は国政を，コンスタンティノープル大主教は教会をそれぞれ統括し，２つの椛威

が並立していた。

３皇帝は国政と教会とを統括して絶大な権力を握っていた。

４７世紀には軍管区(テマ)制がしかれ，土地を与えて自由農民を育成し，これを兵士と

して利用する政策がとられた。

５１３世紀はじめ，十字軍のコンスタンティノープル占領により，束ローマ帝国の地に

イェルサレム王国がつくられた。

－４６－ (601-108）
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Ⅳ１７世紀から１９世紀にかけてのヨーロッパやアメリカについて，下記(1)～(3)のそれぞれの

問いに答えよ。

(1)次の項目１～８について，イギリス名誉革命に該当するものはａを，アメリカ独立革命

に該当するものはｂを，フランス大革命に該当するものはｃを，またいずれにも該当しな

いものはｄを，それぞれマークせよ。

１議会のなかに政治的立場を異にする宗教上の両派の争いがおこった。

２封建的特権の廃止を宣言した。

３『コモンーセソス』が世諭を高めるのに大いに貢献した。

４議会は権利の請願を可決し，国王に認めさせた。

５国王の処刑がなされた。

６国王の交代がなされた。

７いわゆる恐怖政治が行われた。

８革命によって議会主権が確立し，やがて責任内閣制が始められた．

(2)次の文Ａ～Ｄの（）内に，各語群からもっとも適当なものを選び，かつ各文節1～４

のうち，本文との関連において誤っているものをそれぞれ一つずつ指摘せよ。

Ａイギリス本国の重商主義政策に対して，新大陸における１３植民地の不満は久しかっ

たが，（）戦争終了ころまで，１３植民地は本国に公然とは反抗しなかった。

〔語群〕１三十年２七週間３七年４百年

〔文節〕

１反抗しなかった理由の一つは，本国の重商主義政策がかならずしも麟重ではなかっ

たためである。

２反抗しなかった理由の一つは，植民地での戦争で，植民地側が本国の援助を必要と

したためである。

３反抗しなかった理由の一つは，１３植民地の利害がかならずしも共通ではなく，一

致して反抗できなかったためである。

４反抗しなかった理由の一つは，ヨーロッパ列強やインディアンが，ことごとく本国

に味方していたためである。

Ｂとくに1765年の（）法に対して植民地側は，「代表なくして課税なし｣のスローガ

ンを掲げて取消しを要求し，急進分子は都市で暴動をおこした。

〔語群〕１印紙２穀物３茶４ホームステッド５砂糖

－４７－ （601-109）
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〔文節〕

１ほとんどの住民が反対したぽかりではなく，植民地側の最初の組織的反抗運動とし
ても注目される。

２とのときボストンの急進分子がおこしたのが，有名な茶会事件である。

３上記のスローガンは，本国にも共鳴者があらわれ，本国は翌年この法を撤回した。
４との法の撤回後も本国は，植民地への課税権そのものは主張しつづけた。

01776年大陸会議は，主に（）が起草した｢……すべての人は平等に造られ……一定
の奪い難い権利を付与され……｣という宣言を発した。

〔語群〕１ジェファソソ２ジャクソン３ペイソ

４ラファイエット５ロック６ワシントン

ｒｔ節〕

１この宣言は，上記の権利のなかに，「自由・所有権・安全および圧制への抵抗権の
含まれることを信ずる｣とした。

２この宣言は，啓蒙思想の自然権理論に立脚し，近代的民主主義政治の基本原理を示
すものとされている。

３この宣言はまた，国王の悪政を列拳して，独立運動の正当性を表明したものであっ
た。

４との宣言の目的は，植民地内の反対熱力を抑え，また外国の援助を得ることにあっ
た。

Ｄ『法の鞘神』の蕃者（）は三権分壷の必要を説いたが，合衆国憲法はこの原理を具現
し，共和政に基づく連邦国家を実現させた。

〔語群〕１ヴォルテール２ディドロ３モンテスキュー

４ルソー５モンテーニュ

〔文節〕

１との憲法制定iifには，旧13植民地はゆるやかに結合しているだけで，政治的．経
済的困難がつづいた。

２との憲法は独立宣言とともに，旧13植民地内部における急激な社会改革を推進す
ることをめざしていた。

３この憲法には，強力な中央政府が必要であると主張したひとぴとの意向が反映され
ていた。

４との後も，憲法に批判的な一派と憲法を支持する一派との争いがあり，それが政党
の基となった。

－４８－
(601-110）
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(3)次の文Ａ～Ｃを読み，下線部に関連する問いに答えよ。解答は設問ごとに列挙してある

事項や人名のなかから，もっとも適切なものを一つずつ選べ。

産業革命により飛躍的に増産されたＡナポレオンＩ

イギリス商品を大陸から締め出そうとしたが,大陸諸国も経済的に大打撃をうけて,彼に̄

）

問(ａ）この勅令はイギリスの屈服をめざしたが，そのほかに何を目的としたか。

１フランス産業のための市場確保２ロシアの穀物の販路拡大

３アメリカとの通商禁止４ドイツ関税同盟の阻止

問(ｂ）大陸封鎖令を無視してイギリスと通商したため，ナポレオンが征服しようとした

国はどこか。

１オーストリア２オランダ３ナポリ

４プロシア５ポーランド６ロシア

Ｂナポレオン戦争中，イギリスがアメリカの通商を妨害したため米英戦争がおこった
い）

合衆国は自国産業の発達をうながすが，その結果かえって，

問(ｃ）この戦争にあ〕

こととなった。
(｡）

問(ｃ）この戦争にあたって合衆国はどのような態度をとろうとしたか。

１中立政策２イギリスと同盟３フランスと同盟

４プロシアと同盟５イギリスを敵視

問(。）このときとくに発達した産業は何か。

１金属工業２造船業３鉄鋼業

４木綿工業５化学工業

Ｃナポレオンのヨーロッパ支配は,同時に自由に対する意識を月ぎめさせ,民族意識の覚

醒をうながすことになった。とりわけプロシアでは近代化が進められ，それとともに
（c）

幽蝕''22雌#iはかられた。
問(ｅ）このとき，農奴制廃止や行政改砿などの近代化を推進した人物は誰か。

１シニタイソ２ピスマルク３フレデリック（プリードリヒ）２世

４ライプニッツ５サヴィニー

間(ｆ）「ドイツ国民に告く゛｣という有名な識演をして，愛国心を喚起したのは誰か。

１ヘーゲル２フィヒテ３シラー４サヴィニー

５カソト６ウィリアム（ヴィルヘルム）１世７ハルデンベルク

－４９－ (601-111）
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Ｖ次の文章を読んでｂ下線をほどこした部分についての問いに答えよｃ

明末から滴初にかけては，多くのヨーロッパ人が中国に来航し，その結果，主としてキリ

スト教宣教師を通じて，中国文化とヨーロッパ文化との交流がみられた。しかし雍正年間，
（a）

キリスト教の布教を禁止する勅令がだされて以来，両者の文化的交流はしだいにとだえる方
（b）

向にむかった。

アヘン戦争以前の清国は一種の鎖国体制をとっており，広東貿易の名でよばれているよう

に，外国人との取引きは広州１港に限定され，しかも中国の側からいえば，朝貢というわく

の中で，それを容認していたにすぎなかった。

１８世紀以後の広東留易において．もっとも大きな位置をしめていたのはイギリスであり，
に）

その国内における茶需要の急激な増大によって，中国からの茶の輸入鼠が激増した。これに

対しイギリス側は，中国に対する有力な輸出品目をもたなかったので，その結果として，

量の銀が値可国に流入した。
(｡）

１９世紀中葉，武力侵略によって，中国を世界の資本主義体制の中にひきだしたのはイギ

リスであった。イギリスはアヘソ戦争によって，旦塗室圏墜堂竺ｉｆ)これまでの【壁』麺旦與￣ヨe）

鎖性を打破することに成功した。
￣(9)

しかし，その後の事態はかならずしもイギリスを満足させる方向には進行せず，大きな期

待をよせていた対中国輸出も思わしいのびをみせなかった。そのため，イギリスは第二次ア

ヘン戦争(アロー戦争)をおこし，再度，出兵を強行することによって，云津条約・北京条趣
（h）

を結び，より有利な条件を猫得した。
（i）

第二次ｱﾍﾝ戦争においてｲｷﾞﾘｽと共同歩調をとったﾌﾗｿｽＩＭ－ﾆｰﾋﾟｰ:竺奎量８１急
速に勢力をのばし,やがてヴェトナムを保謹国とした｡そのためヴェトナムに対する宗主権を

主張する清国と対立するにいたった｡清仏戦争に勝利したフランスは,ヴェトナムに対するフ

ランスの保謹権を清国に承認させ,ついで,これらの地域をあわせて，フランス領インドシナ

擁邦をつくりあげた。
（k）

北方からの脅威はロシアによってもたらされた。すでに17世紀後半になると，中国とロ

シアは国境を接するにいたっており，ネルチソスク条約やキャフタ条約は，中国からいえ
（１）

ぱ,北からのロシアの侵略をくいとめるためのものであった。その後ロシアは,太平天国の建

国や第二次アヘン戦争の勃発による清の混乱に乗じてアイグソ条約をむすび，さらにイギリ

ス・フラソス連合軍の北京侵攻を利用して，北京条約をむすぶことに成功した。
－１，１

(601-112）－５０－
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問(ａ）文化交流の例として，次の１～５のうち誤っているものを一つ指摘せよ。

１皇輿全覧図はマテオーリッチがつくった中国最初の世界地図である。

２中国の儒学や文学は，ヴォルテールなどの啓蒙思想家に影響をあたえた。

３第二次アヘン戦争のとき焼失した円明園はフラーソスのヴェルサイユ宮殿を模して

つくられた。

４滴代考証学勃興の背景にヨーロッパ思想の影響を指摘する説がある。

５フランスでは17～18世紀ころ，中国風の陶器が多数つくられた。

問(ｂ）布教禁止の直接の契機として適当と思われるものを，次の１～５のうちから一つ選

べ。

１日本の鎖国２フランス東インド会社の成立３典礼問題

４オランダの台湾占領５白蓮教徒の反乱

問(ｃ）１８世紀末の広東貿易において，イギリス側による対中国正規輸出品目に入らないも

のを１～４から一つ選べ。

１綿花２アヘン３香料４毛繊物

問(。）銀の流入量の増大は，中国にどのような影響をおよぼしたか。次の１～４から－つ

選べ。

１経済に活気をもたらした。２経済に混乱をもたらした。

３租税が現物納から銀納に切りかえられた。４紙幣が使われなくなった。

問(ｅ）アヘン戦争の結果，アヘン問題はどうなったか。次の１～４から正しいものを一つ

選べ。

１南京条約で，中国へのアヘン輸出は公認された。

２南京条約で，中国へのアヘン輸出は禁止され，問題は解決した。

３南京条約には，アヘンについての取りきめはない。

４南京条約で,中国へのアヘン輸出は禁止されたが,実際には以後もふえつづけた。

問(ｆ）開港された５港の中に入らないものを次の１～６から一つ選べ。

１福州２広州３厘門(アモイ）４寧波(ニソポー）

５杭州６上海

5１ (601-113）
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問（９）広東貿易の閉鎖性の一つに公行の存在がある。そのとりあつかいはどうなったか。

正しいものを１～４から一つ選べ。

１南京条約にもとづき廃止された。

２南京条約によって廃止がきまったが，実際の廃止は天津条約までもちこされた。

３南京条約にはこれに関する規定はない。

４２０世紀になって，不平等条約撤廃の交換条件としてその廃止が実現した。

問(ｈ）時を同じくして，中国出兵を遅らせねばならない事情がイギリス側におこった。

それは何か。１～５から一つ選べ。

１クリミア戦争２第二次ビルマ戦争３チャーティスト運動

４七領イの反乱５第二次選挙法改正

問（ｉ）天津・北京両条約によってイギリス・フランスが獲得した権利にかぞえられないも

のを，次の１～５から一つ選べ。

１天津の開港２開港地に限定したキリスト教の布教

３九龍半島のイギリスへの割譲４中国全土の外国貿易への開放

５外国公使の北京駐在

問(ｊ）フランスがイソドシナ半島へ進出する契機となったといわれるものは何か。もっと

も適当なものを次の１～５から選べ。

１プルポソ王朝の復活２アメリカの独立３フランス革命

４ナポレオン戦争５プラヅシーの戦い

問(ｋ）フランス領インドシナ連邦が成立した年を次の１～５から選べ。

11862年21874年318844Ｆ41887年51894年

問（１）(、）ネルチンスク条約・北京条約の主たる内容は何か。次の１～５からそれぞれ－

つ選べ。

１ウスリー江以来の沿海州全域をロシア領とする。

２アルグン川・スタノヴォイ山脈(外興安纐)を国境とする。

３アムール川(黒施江)以北をロシア領とする。

４モンゴル方面における境界を定める。

５新職方面における国境を定める。

－５２－ (601-114）
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地理Ａ

Ｉ下図は，国土地理院発行の地形図(昭和43年編集)の一部を，そのままの大きさで示した

ものである。この地形図を見て，次の〔１〕～〔５〕の問いに等えよ。

､Ｉ

変

〔１〕自動車道路(北霧島有料道路～霧脚スカイライン)の最闘地点(峠)を,-図中に１～５の数

字で示した箇所のうちから一つ選べ。

－５４－（601-116）
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〔２〕下記の短文中にある（）内の語句のうち，それぞれ適当なものを求め，短文が正し

く表現されるような記号の組み合わせを示す番号を下棚から一つ選べ。

（ａ・御池ｂ・白柴池)の湖面の高度は，（ｃ・御池。、白柴池)のものよりも高い

ので，もし，（ｅ、御池ｆ・白柴池)の湖面の水位が上昇してあふれるとすれば，その

水は，（９．御池ｈ、白柴池)へ流れこむ。

１．ａ。。。ｅ・ｈ２．ｂ･ｃｏｆ・ｇ

３．⑩。。．ｆ・９４．ｂ・ｃ・ｅｏｈ
二幽心ナ

〔３〕甑岳山頂にある三角点と，御地・不動池の中間にある独立標高点との間の実際の距

離はいくらか。次のうち，最も近いものを一つ選べ。

１．約800ｍ ２．約1,800ｍ３．約3,500ｍ４．約7,000ｍ

〔４〕下記の短文中にある（）内の語句のうち，それぞれ適当なものを求め，短文が正し

く表現されるような記号の組み合わせを示す番号を下柵から一つ選べ。

えびの高原の南西方には，直径(ａ・約20Ｕ１ｎｂ・約700ｍｃ・約1,000ｍ

。、約1,500ｍ)の火口がある。この火口内に降った雨水は，（ｅ･北西部ｆ･北東

部９．南東部ｈ・南西部)にある低所から火口外へ流出する。

１．ａ・ｇ２．ｂ・ｆ３．ｂ・９４°Ｃ・ｅ５．．．ｈ

〔５〕図中にある県境は，おおよそ分水界にそっているが，一部分にはそうでない区間もあ

る。下記のうちで，二区間ともに分水界にそっていないものを一つ選び番号で等えよ。

１．Ａ～ＢとＢ～Ｃ２．Ａ～ＢとＣ～，３．Ａ～ＢとＤ～Ｅ

４°Ｃ～ＤとＤ～Ｅ５°Ｃ～ＤとＥ～ＦＯＤ～ＥとＥ～Ｆ

－５５－ (601-117）
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Ｈ次の〔１〕・〔２〕の問いに答えよ。

第１表・第２表を参考iこして，下記の(1)～(4)の短文中下線をほどこした誤りの箇所を

正しくなおすために最も適切な語をそれぞれの短文のあとにある語群から一つ選べ。ま

た，(5)の問いにも答えよ。

〔１〕

（１）日本の第二次世界大戦iiii(1934～36年平均)における貿易を輸出入別・品目類別なら

びに地域別に承ると，輸出総額では繊維製品が，輸入総額では繊維原料がそれぞれ第

１位を占めており，輸出入とも琲南アメリカとの関連が最も深かった。

０．アフリカ１．アジア２．北アメリカ３．ヨーロッパ４．ソ連

（２）1965年，1970年ならびに1975年の日本の貿易を輸出入別・品目類別ならびに地域

別にふると，輸出総額では繊維製品が，輸入総額では繊維原料がその割合をそれぞれ

急減させているが，1975年における北アメリカの日本の貿易に占める割合は，第二

次世界大戦前(1934～36年平均）のものとほぼ同じであった。

０・アフリカ１．アジア２．中南アメリカ３．ヨーロッパ４．ソ連

（３）1934～36年平均，1965年，1970年ならびに1975年の日本の貿易を品目類別にみ

ると，魚介類・鉄鋼のように第二次世界大戦前(1934～36年平均)においては輸出品

であったものが，1970年から輸入品になったものもあった。
グ

０.木材１．船舶２．石炭３．機械類４．下線のある語を削除

（４）1934～36年平均，1965年，1970年ならびに1975年の日本の貿易の地域別動向を

ふると，ＥＦＴＡ以外とはいずれも拡大する傾向にあった。1970年と1975年の

ＥＦＴＡとの貿易は，輸出において微増，輸入において減少の状態にあった。この原

因の一つは，1973年にイギリスならびにフィンランドの二か国がＥＦＴＡを脱退し

て，アイルランドとともにＥＣに力[|別したことにあった。

０．イギリスならびにアイスランド１・アイスランドならびにデンマーク

２．イギリスならびにスウェーデン３・デンマークならびにイギリス

４．ノルウェーならびにスウェーデン

(5)第１表の空白箇所（Ａ）に該当する語を一つ選べ。

０．パルプ１．がん具２・テープレコーダー

３．有機薬品４．石油

－５６－ (601-118）
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第１表日本の貿易の年次別品目類楢成
1966,1971,1976年版日本国勢図会より，加筆のうえ作成
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〔２〕 下記の(1)～(5)の短文には，それぞれ二つずつ空白箇所がある。それらの空白箇所のう

ち，Ａ～Ｅには該当する国名を，ａ～ｅには鉱産物名を下記の語群からそれぞれもと

め，各短文が正しく表現されるような記号の組永合わせを示す番号を下欄から－つ選

べ。

記号

組み合ゎ。；に|：に
等えの 番号’0’１１２１３ ９１［］

－－－－

(1)＜Ａ＞の首都は33゜２７'S，７０．４０'Ｗの位置にある。この国のほぼ中央にある首
さU２（

都の南東方ならびに砂漠気候を示す｣上部には，かつて外国資本によって開発の推し進

められたくａ＞の大鉱山があり，その輸出によってこの国の国民経済がささえら

れてきた。

(2)＜Ｂ＞の首都は６゜１８'Ｎ，１０．４７Ｗの位置にある。1847年の独立宣言で知ら

れるこの国の国民経済は，久しくプラソテーシコソ経営に依存したゴムの輸出によっ

てささえられてきた。しかし，近年では,首都の北方に産出する＜ｂ＞によって，

この国の貿易における輸出品目別の順位は大きく変わった。

(3)＜Ｃ＞の首都は32°５４'Ｎ，１３．１１'ＥＣ位置にある。この国の農耕地はごくわ

ずかで，その分布も海岸と内陸のオアシスとに限られている。このため，＜ｃ＞

の輸出がはじまる1961年までは，世界で最も貧しい国の一つであるといわれてき

た。

(4)＜Ｄ＞の首都は18゜００'Ｎ，７６．５０'Ｗの位置にある。この国の国民経済は，久

しくプランテーシ薊ソ経営に依存するさとうとバナナの輸出によってささえられてき

た。しかし，1952年にく。＞の開発が推し進められてから，この鉱産物の輸出

によって，しだいに，国の経済力を左しつつある。

(5)＜Ｅ＞の首都は３°０９'Ｎ，101゜４３℃の位置にある。この国の国民経済は，植

民地時代に開発された半島部西海岸地方にいちじるしく発達しているゴム園と，半島
３１z）ﾜﾆも。Ｔ§

西部の砂礫堆積物中などから採JINされたくｅ＞とに依存してきた。

イ．マレーシアロ．ベネズエラハ．リベリア二．チリ

トリビアホ．ザイールへ．ジャマイカチ．イラソ

リ．銅ヌ．ニッケル鉱ル．ポーキサイトヲ．ウラン鉱

－５８－ （601-120）
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、次の〔１〕・〔２〕の問いに答えよ。

下記の(1)～(5)の短文のく＞にあてはまる最も適切な語を，それぞれの短文のあ

とにある語群から一つ選べ。

(1)＜＞の図法では，周辺部がいちじるしく拡大されてあらわされるが，図上の

任意の２点を直線で結べば，それが両地点間の地球表面上における最短経路をさすと

いう特徴をもっている。

０.グード１．サンソソ２．心射３．ポソヌ４．メルカトル

(2)地球表面は陸半球と水半球とに分けることができる。前者の中心をロンドン付近に

したとき，陸と海との比は47853になるのに対し，＜＞付近を中心とした後

者のぱあいには，その比はおおよそ１：１０になる。

０．モーリシャス諸島１．ニュージーランド２．ハワイ諸島

３．ソロモン諸島４．ガラパゴス諸島

(3)カスピ海の北西岸から黒海北岸にかけての地方は，世界の穀倉として知られている

が，降水量はすぐなく，かつ，中央アジアから吹ぎょせるく＞によって，しば

しば，はげしいかんばつがおこる地域もある。

0．偏西風１．季節風２．ハリケーン３．熱風４．台風

(4)立地から工業の種類を大別すると，資源型・交通型ならびに市場型の三つに分けら

れる。＜＞・農業機械工業などは代表的な市場型工業の好例である。
』４

０．印刷工業１．製鉄工業２．窯業３．パノレプエ業４．造船工業
こ&おぎ

(5)「水を治めるものは国を治とbる｣とは中国の諺である。1949年の建国以降，中華人

民共和国も治水に力を注ぎ，その最初の国家的事業がく＞の開発であった。

０．チャソ川(長江・揚子江）１．チュー川(珠江）２．ホワイ)||(准河）

３．リヤオ川(遼河）４．黄河

下記の短文中のＡ～Ｅの（）内にあるそれぞれの語群から，最も適切な語を一つ

選べ。

世界の総人口は，国連の推計によれば1970年７月でＡ（0．約20億人１．約２８

億人２．約36億人３．約44億人)に達し，１年間に約7,100万人も増加している。

世界人口の増加率が高いのは，第二次世界大戦後，世界的に死亡率が低下したこと，

Ｂ(0．アジア１．ヨーロッパ２．北アメリカ３．ソビエト連邦）・アフリカならび

にラテンアメリカの国々で依然として高い出生率がみられることなどと大きく関係して

いる。

－６０－（601-122）

〔１〕

〔２〕
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日本の総人口は，総理府統計局の推計によれば，1971年10月１日現在で，おおよそ

１億600万人であり，1970年10月１日現在のものとくらべるとＣ(0．約69万人１．

約129万人２．約189万人３．約249万人)増加したことになり，これは1975年１０

月１日現在のＤ(０．横浜市１．京都市２．札幌市３．千葉市)の総人口より約５

万人多い数値である。また，この１年間の都道府県別人口の増減をみると，Ｅ(0．東京

都１．愛知県２．鹿児島県３．高知県)・北海道などはいちじるしい社会減を示

しながらも，総人口ではなお，増加あるいは停滞の状態にある。

－６１－ (601-123）
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Ⅳ次の文章中下線をほどこした箇所について，下記の〔１〕～〔10〕の問いに答えよ。

羊は，世界の各地で飼育されているが，紡績用の上質羊毛の生産地域はかなり偏在してい

る。ヨーロッパは，三圃式農業の伝統もあって，牧羊あさかんであったが，毛用種よりも肉
〔ｌ〕￣

用種が多くなると，人口のすぐない新大陸やアフリカ南部がかわって重要性をもつように

なった。オーストラリアは，世界の羊毛生産量の約29パーセソト(1973年)を占め，南西部

1796年には，スペインの高原で

こは，かんばつや野うさぎの被密

}しるようになって，着実に発展

しである。とくに，南島において

`､ちじるしい差がみられ，毛羊は

薊東部山地の西側には牧羊がとくによく発達してＬＺｉや
〔２〕

。

育成ざ儒幽型が南ｱﾌﾘｶから導入された｡その後には'かんばつや野うさぎの被醤
もあったが，給水設備が整い，ヨーロッパの市場へ供給されるようになって，着実に発展

〔４〕￣

した。ニュージーランドでは，北島・南島とも牧羊がさかんである。とくに，南島において
せき,よ；〔５〕￣

は風の影響をうけて,脊梁山脈の東側と西側とでは気候にいちじるしい差がみられ，毛羊は
〔６〕￣

おもに東側で飼育されている。アルゼンチン・ウルグアイのバンパも牧羊に利用され，アメ

リカ合衆国のグレートプレーソズの西部でも大規模に牧羊が行なわれている。しかし，アメ

リカ合衆国の羊毛生産量は,自国の需要を満たす量には達していな'ﾋﾞﾃﾞ]直Z-z-L2L些I廻旦
商原地方も，生産地域の一つになっている。ソ連ではカスピ海北方のステップで飼われ，そ

の羊毛』L産鼠(1973年)はオーストラリアについでいる。

羊毛工業は綿工業にくらべて，多様な製品を少量ずつ産出するほうがのぞましいので，概

して，その規模は小さく，伝統的なものが多い。ヱラソドル地左から職人を受け入れたイギ
〔８］

ﾘｽの羊毛工業は,その最高の技術を誇っているが,産業革命の後に'茜]ﾆﾆｰﾆL』陞些ff1
の地域に集中し，その原料も国外から大量に運ばれてくるようになった。アメリカ合衆国で

は，ニューイングランドがその中心になっている。
〔10〕

〔１〕この農業形態の中で，牧羊と最も関連の深い語を語群から－つ選べ。

０．冬作穀物１．夏作殻物２．休閑地３．まわりの森林地域

〔２〕この山地の東側に最も多く飼育されている家畜名を語群から一つ選べ。

０．うし１．うま２．やざ３．ぶた

〔３〕この品種を何というか。最も適切な語を語群から一つ選べ。

０．リンカーン１．コリデール２．メリノ３．ホルスタイソ

〔４〕どのような方法で給水しているか。最も適切な語を禰群から－つ選べ。

０．ダム１．掴池２．掴抜き井戸３．スプリンクラー

〔５〕この島において，ひつじ以外で最も多く飼育されている家畜名を語群から－つ選べ。

０．うし１．うま２．やぎ３．すいぎゅう

(601-124）－６２－
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〔６〕この風を何というか。最も適切な語を語群から一つ選べ。

0．偏西風１．季節風２．貿易風３．極風

〔７〕この地域を牧羊地として開拓した人々は何とよばれているか。最も適切な語を語群か

ら一つ遇ぺ６

０６メスチゾ(メスティソ）１．ポーア２．エスキモー３．インディオ

〔８〕この地方は，現在，おもに何という国に属しているか。最も適切な語を語群から一つ

選ぺ゜

Ｏ･イタリア１．オランダ２．ベルギー３．西ドイツ

〔９〕この地域を何というか。最も適切な語を語群から一つ選ぺ。

０・ヨークシャー１．スコットラソＦ２６ウエールズ３．ランカシャー

〔10〕この地域の中心都市を何というか。最も適切な語を語群から一つ選べ。

3．ボストン2・オタワO･ニューヨーク 1．シカゴ

－６３－ (601-125）
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Ｖ次の文章をヒントにして，下記の〔１〕～〔５〕の問いに稗えよ。

変化に富んだ自然環境に適応しながら，人間は生活を営んできた。しかし，科学技術の急

速な発展に伴って，地球表面上の起伏・植生・土壌ほか大気に至るまで，その性格をすこし

ずつ変えつつあり，地域によっては環境を構成する諸要素間に不均衡が生じ，人間の生活に

重大な影響がもたらされている。

もともと，自然は，ある程度までの復元能力と自浄能力をもっているが，これらの能力を

越えた人間の自然への働きかけが，自然環境を加速度的に悪化させている。現代において，

自然との調和がさけばれているゆえんもここにある。
１Ｍ,らん

〔１〕近年，さ}王ど大きな降雨ともおもえないのに，市街地内を流れる中小河)11が氾濫し，

しばしば水害をもたらすようになったといわれている。下記の語群はその原因と思われ

るものであるが，一つだけ関連のない語が含まれている。それを選べ。

０.河道の鱸化1.自然的な遊水池の縮小２.ビルディングの高層化
３．河道の直線化

〔２〕近年，地盤の沈下現象が日本各地で生じるようになり，防災面で大きな問題になって

いる。その原因として最も適切な語を語群から一つ選べ。

0．地下水の塩水化１．地下水の過剰揚水２．浸透雨水の量的増大

３．海面上昇

〔３〕近年，東京・大阪・四日市・ニューヨーク・ロサンゼルスなどの都市で，問題になっ

ている都市内部の大気汚染と最も関連の深い語を語群から－つ選べ。

0．燃焼熱１．亜硫酸ガス２．大型廃棄物３．気温の逆転

〔４〕瀬戸内海汚染がさけばれて，その対策がいろいろ講じられてきたが，汚染の程度はな

お深化しているといわれている。下記の語群はその原因と思われるものであるが，－つ

だけ関連のない語が含まれている。それを選ぺ゜

０急激に拡大した海岸の埋立1.養殖海域の拡大２.大量のし尿蝋
３．大量の工場排水の流入

〔５〕アメリカ合衆国でよく発達している等高線耕作は，何を防ぐことをおもな目的にして

いるか。最も適切な語を語群から一つ選ぺ゜
（ｆ

0．土壌侵食１．山崩れ２．水の流出３．鉄砲水

－６４－ (601-126）
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地理Ａ解答用紙控
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地理Ｂ

Ｉ下図は，国土地理院発行の地形図(昭和43年編集)の－部を，そのままの大きさで示した

ものである。この地形図を見て，次の〔１〕～〔５〕の問いに答えよ。

〔１〕自動車道路(北霧島有料道路～霧島スカイライン)の最筒地点(峠)を，図中に１～５の数

字で示した箇所のうちから一つ選べ。

－６６－（601-128）
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〔２〕下記の短文中にある（）内の語句のうち，それぞれ適当なものを求め，短文が正し

く表現されるような記号の組糸合わせを示す番号を下欄から一つ選べ。

（ａ・御地ｂ･白柴池)の湖面の高度は，（ｃ、御地ｄ・白柴池)のものよりも高い

ので､もし，（ｅ・御池ｆ･白柴池)の湖面の水位が上昇してあふれるとすれば，その

水は，（９．御地ｈ・白柴池)へ流れこむ。

１．ａ.．ｄ・ｅｏｈ２．ｂ・ｃ．ｆ・９

３．ａ。。｡ｆ・９４ｂ・ｃ・ｅ．ｈ
とＬＰ鯉+

〔３〕甑岳山頂にある三角点と，御im・不動池の中間にある独立標高点との間の実際の距

離はいくらか。次のうち，最も近いものを一つ選べ。

１．約800ｍ２．約1,800ｍ３．約3,500ｍ４．約7,000ｍ

〔４〕下記の短文中にある（）内の語句のうち，それぞれ適当なものを求め，短文が正し

く表現されるような記号の組み合わせを示す番号を下欄から－つ選べ。

えびの高原の南西方には，直径(ａ・約200,ｈ．約700ｍｃ、約1,000ｍ

。、約1,500ｍ)の火口がある。この火口内に降った雨水は9（ｅ・北西部ｆ・北東

部９．南東部ｈ・南西部)にある低所から火口外へ流出する。

１．ａ・ｇ２．ｂ・ｆ３．ｂ・９４．ｃ・ｅ５．．．ｈ

〔５〕図中にある県境は，おおよそ分水界にそっているが，一部分にはそうでない区間もあ

る。下記のうちで，二区間ともに分水界にそっていないものを一つ選び番号で答えよ。

１．Ａ～ＢとＢ～Ｃ２．Ａ～ＢとＣ～，３．Ａ～ＢとＤ～Ｅ

４°Ｃ～ＤとＤ～Ｅ５．Ｃ～ＤとＥ～Ｆ６．，～ＥとＥ～Ｆ

－６７－ (601-120）
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Ⅱ次の〔1〕・〔2〕の問いに答えよ。

〔1〕第１表・第２表を参考にして，下記の(1)～(4)の短文中下線をほどこした誤りの箇所を

正しくなおすために最も適切な語をそれぞれの短文のあとにある語群から一つ選べ｡ま

た，(5)の問いにも答えよ。

(1)日本の第二次世界大戦前(1934～36年平均)における貿易を輸出入別・品目類別なら

びに地域別に詮ろと，輸出総額では繊維製品が，輸入総額では繊維原料がそれぞれ第

１位を占めており，輸出入とも吏南アメリズLとの関連が最も深かった。

０．アフリカ１．アジア２．北アメリカ３．ヨーロッパ４．ソ連

(2)1965年，1970年ならびに1975年の日本の貿易を輸出入別・品目類別ならびに地域

別に承ると，輸出総額では繊維製品が，輸入総額では繊維原料がその割合をそれぞれ

急減させているが,1975年における韮アメリカの日本の貿易に占める割合は，第二

次世界大戦前(1934～36年平均)のものとほぼ同じであった。

０．アフリカ１．アジア２．中南アメリカ３．ヨーロッパ４．ソ連

(3)1934～36年平均，1965年，1970年ならびに1975年の日本のL貿易を品目類別に熟

ると，魚介類･塗鐘のように第二次世界大戦前(1934~36年平均)においては輸出品

であったものが，1970年から輸入品になったものもあった．

０．木材１．船舶２．石炭３．機械類４．下線のある語を削除

(4)1934～36年平均，1965年，1970年ならびに1975年の日本の貿易の地域別動向を

ふると，ＥＦＴＡ以外とはいずれも拡大する傾向にあった。1970年と1975年の

ＥＦＴＡとの貿易は，輸出において微増，輸入において減少の状態にあった。この原

因の一つは，1973年にイギリスならびにフィソラソドの二か国がＥＦＴＡを脱退し

て，アイルランドとともにＥＣに加盟したことにあった。

０．イギリスならびにアイスランド１．アイスランドならびにデンマーク

２．イギリスならびにスウェーデン３．デンマークならびにイギリス

４･ノルウェーならびにスウェーデン

(5)第１表の空白箇所（Ａ）に該当する語を一つ選べ。

０９パルプ１．がん具２．テープレコーダー

３．有機薬,5間４．石油

－６８－ (601-130）
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第１表日本の貿易の年次別品目類構成
1966,1971,1976年版日本国勢図会より，加錨のうえ作成

]65隼Ｉ１ｇ７０ｆＥＩｌＷ上

旧痩へ'36年平均I品目癌

鯛'２鵬'３鰯
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第２表日本の貿易の年次別・地域別動向
『

１９６８，１町１，１碗6年版日本国勢図会より，加筆`、うえ作成
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3,04216,952116,544

(601-131）－６９－
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〔２〕 下記の(1)～(5)の短文には，それぞれ二つずつ空白箇所がある。それらの空白箇所のう

ち，Ａ～Ｅには該当する国名を，ａ～ｅには鉱産物名を下記の語群からそれぞれもと

め，各短文が正しく表現されるような記号の組糸合わせを示す番号を下欄から－つ選

べ。

曹に
チ
ヨ

３１４１５

（１）＜Ａ＞の首都は33.27'S’７０゜４０'Ｗの位置にある。この国のほぼ中央にある首
さばく

都の南東方ならびに砂漠気候を示す北部にIま，かつて外国資本によって開発の推し進

められたくａ＞の大鉱山があり，その輸出によってこの国の国民経済がささえら

れてきた。

(2)＜Ｂ＞の首都は６°１８'Ｎ，１０゜４７Ｗの位置にある。1847年の独立宣言で知ら

れるこの国の国民経済は，久しくブラソテーシロソ経営に依存したゴムの輸出によっ

てささえられてきた。しかし，近年では,首都の北方に産出するくｂ＞によって，

この国の貿易における輸出品目別の順位は大きく変わった。

(3)＜Ｃ＞の首都は32°５４'Ｎ，１３．１１'Ｅの位置にある。この国の農耕地はごくわ

ずかで，その分布も海岸と内陸のオアシスとに限られている。このため，＜ｃ＞

の輸出がはじまる1961年までは，世界で最も貧しい国の一つであるといわれてき

た。

(4)＜Ｄ＞の首都は18.00'Ｎ，７６．５０'Ｗの位置にある。この国の国民経済は，久

しくプラソテーシ團ソ経営に依存するさとうとバナナの輸出によってささえられてき

た。しかし，1952年に＜ｄ＞の開発が推し進められてから，この鉱産物の輸出

によって，しだいに，国の経済力を主しつつある。

(5)＜Ｅ＞の首都は３゜09'Ｎ，101.43'Ｅの位置にある。この国の国民経済は，植

民地時代に開発された半島部西海岸地方にいちじるしく発達しているゴム園と，半島

西部の徽繍物中などから採掘されたくｅ＞とに依存してきた。

イ．マレーシアロ．ベネズエラハ．リベリア二．チリ

ホ．ザイールへ．ジャマイカトリピアチ．イラソ

リ．銅ヌ．ニヮケル鉱ル．ポーキサイトヲ．ウラン鉱

－７０－（601-132）

６ ７ ８ ９

ト
ヨ
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タ

ヘ
ル
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Ⅲ次の〔１〕～〔５〕の短文には，それぞれ下線をほどこした箇所が三つあり，それらに，

①，②，④の番号を付してある。これらの中には，内容が誤っているものもある。例にな

らって誤っている箇所の番号の和を示す数字で答えよ。

〔例〕①だけ誤りのぱあい…１，①と②が誤りのぱあい…３，②と④が誤りのぱあい…６，

三か所とも誤りのぱあい…７，三か所とも正しいばあい…Ｏ

〔１〕ナイル川のデルタ地帯は，人口密度がきわめて高く，１ｋｍ2あたり400人以上にお

よんでいる。それは，この地帯が① 上泄住承やすい▲こ恵まれているからであ

△この地帯では，ナイル川から水を引いて②集約的な農業がいとなまれており，米．

垣空･小麦・とうもろこしなどが栽培される。近年ではしだいに工業化も進んできてい

る。住民の大部分は，信仰の深い④

で大きな影響を与えている。

〔２〕ブラジルは，南アメリカで最大の

多様であるが，言語としては①おも

カトリブク教徒であり， 宗教は生活のすみずみにま

南アメリカで最大の面積と人口を有する国である。住民は，人種的には

言語としては①きさもにスペイン蘭を用いている。世界第１位を占める

コーヒーのほかに，わた・さとうきび・だいずなどが栽培され,②農民は自作農が主体

をな±。また，④ こも_B6Xまれ鉄鋼生産高は卜

〔３〕カナダは，世界第２位の面積をもつ国であるが,人口はおおよそ2,200万人にすぎた

い。住民は大部分が英語を用いるが， ①東部のケペグク州ではフランス語を用いる住民

が多くＰこれら二つの言語がカナダの公用語となっている。1885年の大陸横断鉄道の完

成を契機として，内陸部でも農業が飛躍的に発達した。内陸部におけるもっとも重要な

農産物は

富で，と

２ハでり，カナダはのおもなハ 四m っている 地下資源も豊

とくに,ニッケル鉱は,世界産出塁の約38％(1972年)を占める。①童易相手国と

してはリカ合衆国がもっとも蓼 ，第二次世界大戦後，この国との経済的な結び

つきが強まっている。

〔４〕タイでは，ほかのインドシナ半島諸国と同じく，米作が農業の中心をなしている。

雨の候に嵐ま大部分の水圧 かつては米が輪UlfFが液

出の大部分を占めていたが，近年ではその他の輸出品も増加し， いまでは②生ゴムが米
＆らぷ 出品となっている 住民の大部分は，熱心な④L&教徒であり，きびし

い戒律を守って生活している。

〔５〕スウニーデソは， の大部分が冷帯に属し 冬の寒さはきびしいが，国内の資源

を活かして工業化が進められ，世界でも進んだエ業国の一つとなっている。②箕源とし
鉄鉱石は，頚のは．ｂ炭と鉄鉱雁 おもに④北部のキルナとエリ

パレで採掘され，国内鉄鋼業の原料となるほか，外国へも輸出される。

－７２－ (601-134）
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Ⅳ下図は，ある五つの国のおおまかな輪郭を縮尺不同で示したものである(実線は海岸線あ

るいは湖岸線を，破線は陸上の国境線を，●印は首都の位置をそれぞれ示している)d下記の

〔Ａ〕～〔Ｅ〕にそれぞれ該当する内容をＩ群。Ｈ群から選び，正しい記号の組み合わせを示す

番号を下欄から一つ答えよ。

田ＬＬ

〔〔Ｂ〕

、
い
”
〃
０

ｍ一条「ｕ
ｗ
、
し
、
く
、

〔Ｅ〕

lｼf､､一百一参ﾊﾍｰ＞／・

〈ノ
マ

、－１－グゴーゾヘシグ～

I群

ａ、この国の中央部を北から南へ同際河川が貫流し，このiiil川以東の平野にはプスヌと呼

ばれる草原が広がっており，耕地化されているところが多い。

ｂ、この国の経済は，石油産業と農牧業に依存している。国土の大部分は乾燥した高原で

あり，盆地では人工激iWH施設を利用して小麦・わたなどが栽培されている。

ｃ、この国では，氷河が発達しており，火山の活動も活発である点で，世界でも特異な存

在である。南および西の沿岸部は，北大西洋海流の影響を受け，海洋性気候を示す。

。、この国の西側は，強力な寒流に洗われており，大部分が雨の少ない乾燥地域である。

大山脈の東側は，セルパと呼ばれる熱帯雨林となっている。

ｅ、この国の東岸は，南東貿易風が年中吹きつける。夏季には，サイクロンがしばしば
Ｌゆ５らい

襲来し，多くの降水量を】もたらす。

－７３－（601-1潟）

記号の
組糸合わせ

ａ
、
二

ｂ

〃、

ｃ
二

。

ホ

、

ｅ
〃

ａ
乱
。

ｂ
ホ

ｃ
イ
ロ

●
回
ロ

ｅ
ロ

答えの番号 0 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
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I群

イ．大陸性気候，マジャール族，ポーキサイ

ロ．魚粉，銅鉱，スペイン識リャマ

ハ．モザンビーク海流，米，コーヒー，

二．白夜，フィヨルド，たら，地熱利用

卜，小麦

マライ族

大土地所有制， じゅうたん木．イスラム教， カナート９

(601-136）－７４－
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Ｖ次の〔1〕・〔２〕の問いに答えよ。

〔１〕下記の（イ）～（木）の短文の内容と最も関連のある語を語群(Ａ～Ｊ)から，そ

れらの位置を図上の④～①からそれぞれ求め，正しい記号の組糸合わせを示す番号を下

欄から一つ選べ。

③ｂ

Ｉ
』

①

③

。

【ｆ

⑤

－７６－ (601-138）
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(イ）パンジャブ北部にあるこの峠は，他の諸地方からインドへの海上交通が開かれる

までは，ヨーロッパや西アジア地方とインドとを結ぶ文化交流の重要な門戸であっ

た。

(ロ）西ゴーツ(西ガーツ)山脈を東側に控えるこの地域の一画は，近世初頭以来，ポル

トガルによって領有されてきたが，1961年にインド政府はこれを武力によって接

収した。鉄鉱石の産地として有名である。

(ハ）ヒマラヤ山脈南斜面にある標高約1,400ｍの小盆地にあるこの都市は，国境に位

置するエベレスト山をはじめ世界の高峰を有する国の首都である。

(二）かつて，首都であったこの都市は，現在でもこの国最大の都市である。綿工業を

中心とする軽工業が集中しており，大貿易港がある。

（木）ベンガル湾に面するこの国土の大半は，二大河川の沖積低地で，大小無数の水路
ltAjらん

が網をめく゛らし，夏の雨期には,河)Ilの自然氾濫によってかなりの地域が冠水する。

語群

Ａ・マドラスＢ、ゴアＣ･バングラデシュＤ･カトマンズ

Ｅ・アッサムＦ・カシミールＧ、カラチＨ･ダージリン

Ｉ・スリランカＪ･カイバー

,ＤｌＨＤｌⅡ

①ｌ①③｜①４み芒

①｜⑥｜④｜①｜③｜⑪｜①。）｜組み雀

ＤｌＬ

の｜③①｜①①｜①

の翻

、｜①｜①｜③｜①｜、｜③’＠

田Ｉ［

、｜⑥ｌ⑨｜、｜、｜①｜、｜⑧１男氏借

r1

L」

－７７－ (601-139）
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〔２〕下記の(1)～(5)の短文のくＡ＞ならびにくＢ＞の箇所に最も適切な語句をそれ

ぞれの短文のあとにある語句群から選び，正しい記号の組糸合わせを示す番号を下欄か

ら一つ選べ。

三｢il川mTJ-i｢１

ａ
ｅ

一
二

８
－
チ

ー
ー
く

１１２１３１４１５１６１７

(1)アラスカは，幅100ｋｍにも満たない海峡を隔ててソビエト連邦のチュコト（チニ

クチ）半島に対している。アラスカの南西端では，アラスカ半島が南西方向へ突き出

し，その延長にはくＡ＞がカムチャツカ半島の方へ延びている。アラスカ本土．

＜Ａ＞・ソビエト連邦領土などに囲まれた海域はくＢ＞と呼ばれる。

ａ、アリューシャン列島ｂ・千島列島ｃ、北極海諸島

。、東シベリア海ｅ、オホーツク海ｆ・ベーリング海

(2)ポーフオート海に面するアラスカ北岸地区はくＡ＞気候を示すが，アラスカ湾

に面するアラスカ南岸の地域はくＢ＞の影響を受けて比較的温暖で，冬季におい

ても港は凍結しない。

ａ、大陸性ｂ･氷雪ｃ・ツンドラ

。、カリフォルニア海流ｅ、千島海流ｆ・北太平洋海流

(3)アラスカは，1867年にアメリカ合衆国がくＡ＞から購入したもので，1958年

にアメリカ合衆国で49番目の州として，ハワイ＜Ｂ＞，州に昇格した。

ａ・ソビエト連邦ｂ，カナダｃ・ロシア

。、に先がけてｅ・と同時にｆ・に次いで

(4)アラスカ最大の河111ばくＡ＞であり，この川の流域にあるくＢ＞地方は，

かつてゴールド・ラッシュでにぎわったことがある。

ａ・ユーコソ川ｂ・マッケンジー川ｃ，コロンビア川

。、クロソダイクｅ、シトカｆ・ノーススロープ

(5)アラスカ最大の都市であるくＡ＞は，アメリカ合衆国本土・ヨーロッパ・アジ

アなどを結ぶ国際航空路の重要な中継地点である。このくＡ＞につぐアラスカ第

２の都市くＢ＞は，いまや，アラスカ中央を南北に貫通する石油のパイプライン

建設などで活況を呈している。

ａ・ダッチハーパー ｂ、アンカレジｃ・ジュノー

。、ブェアパソクスｅ、ノームｆ，パロー

－７８－ （601-140）
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地理Ｂ解答用紙控

借

吾

馬

－７９－ (601-141）
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実地研究試験問題
●

数学

(鯰繍:鱗騏芝檸燃し． ）
昭和51年10月１０日１２時30分～14時30分

注意事項

１合図があるまで’この冊子を開いてはいけません。

２本冊子は39ページあります〔数学一般３～22ページ，数学１２３～39ページ〕・ページの

脱落等があった場合には申し出て下さい。

３解答用紙には受験番号が印刷してあります。受験票の受験番号と異っている場合には申し

出て下さい。また汚れのあった場合には申し出て下さい。

４解答用紙上部の所定欄に氏名と受験番号を記入し，矢印で示した部分に受験番号をマーク

して下さい。

５解答は指定された解答欄にマークし，その他の部分には何も書いてはいけません。訂正す

る場合には必ず消しゴムで完全に消し，消しくずはきれいに取り除いて下さい。

６解答用紙は鉛筆(ＨＢ)でマークした部分を槻械で直接読みとりますから，下記のマークの

例を正しく守って下さい。またマークの濃さは，解答用紙下欄にある例を参照して下さい。

(例）函晦■わくの中を正確にぬりつぶして下さい。

７解答用紙を汚したり，折りまげたりしないで下さい。

８本冊子には計算用紙，解答用紙控が入っているので，適宜利用して下さい。

９本冊子は持ち帰って下さい。

(601-24）１
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数学一般

〔注意〕

解答の作成にあたって，表紙の注意の他に，下記の事項を正しく守れ。

Ｉ数学一般を解答するものは，あらかじめ申請したものにかぎる。

数学ｌの問題は23ページ以下に印刷してある。
■

Ｈ問題の選択について

問題は全部で８題ある。このうち，

問題Ｉ～問題Ⅳの４題は共通問題，

問題Ｖ～問題Ⅷの４題は選択問題

である｡選択問題の中から２題を選び，共通問題４題とあわせて，６題について解答せよ。

、解答用紙の記入の方法について

１得られた答が解答欄にないときは，※の位置にマークせよ。

２分数の形で答えるときは，既約分数の形にして答えよ。

(601-26）３
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1次の'二二二’ にあてはまる数値を求めよ。

')。伽，－`"'=÷のとき

…鵬'二;二’
2)500の鰍(,および500鰭む)は'三二|楓ある。

3） ３つの同好会がある。その会員の集合をそれぞれＡ，Ｂ，Ｃとすると，Ａは５人，Ｂは

４人，Ｃは７人の会員からなり，ＡとＢに共通な会員が３人，Ａ，Ｂ，Ｃすべてに共通な

会員が２人いるという。

このとき，（ＡＵＢ)ｎｃが⑪人，ＡＵＢＵｃが〃人からなるとすれば，⑪および〃のと

｜オ｜｜キ一

読一エ｜｜力’
である。

４ (601-27）





-485-

1次の亡二Ｉ にあてはまる数値を求めよ。

1）三角形ＡＢＣにおいて，ＡＢ＝３＋Ｖ~了~ｂＡＣ＝２Ｖ~了,ＢＣ＝Ｖ~5￣である。

ＣからＡＢへ下した垂線の足をＨとするとき

ＡH='二三'ずｃＨ=,ｒ７－Ｔ

2）Ａを中心としてＣを通る円の内部と，Ｂを中心としてＣを通る円の内部との共通部分の

面積は

十冗

国一

|ニエ’|工’,/~Ｔ＋

'二三Ｉ
である。

／

(601-29）６
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Ⅲ次の'=￣|にあてば震る数値鋤よ・

9Ｗ平面上に２つの放物線

〃＝〃２－４勿十３……(1)

〃＝〃２－２＄＋５……(2)

がある。点Ｐが〃軸上を動くとき，Ｐを通り‘軸に平行な直線と放物線(1)，(2)との交点を

それぞれＡ，Ｂとする。

1）Ｐの座標を（p，Ｏ）とすると，点Ａにおける放物線(1)の接線の方程式は

，＝(|~デー12,+Ｅ|)麺+'三ｺ-2,,
であり，点Ｂにおける放物線(2)の接線の方程式は

，=(|~＝|p+'三=|)露+'。‐，‘
である。

2)…つの綾線の交点の,座馴蠅が'二コのと醐大となり,柵六値

瞳国である。

(601-31）８
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－１にあてばまる数値を求めよ。Ｗ次の

自分以外の１人に投票する確率はＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４人の間で投票をおこなう。各人が

いずれも-;-とする｡(各人は自分自身には投票しない｡）

………禺…
…轍…靴昌…
3)……鵬繍枇…!= である。

'三二’

(601-33）－１０－
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Ｖ集合

Ｍ＝((幻，‘）|〃，Ｊは１から５までの整数）

の要素（"，‘）に対し，次の条件pi（ｉ＝１，２，３，４，５）およびｑパブ＝１，２，

３，４，５)を考える。

鱗：‘-÷<鰯くj十番-

9,：ﾉｰ÷<，<j十十

また，条件吟８について｢γまたは８｣，「γかつ８｣および｢γでない｣をそれぞれγＶ８，

７八sおよび７で表すことにする。このとき

')条件「ﾃｺﾊ|工|で…Mの船齢は
｛(３，１)，（３，２)，（４，１)，（４，２川

条件|ニヱコハ'二|で…Mの部分蘂合臓((1,2)Ｋ1,3)几
条件|~Ｔｌ八'二三|で…Mの部分船臓((1,1兆
条件|~羊－１ﾊ'二二|で…噸螂牒合は

｛(３，１)，（３，２)，（３，３)，（３，４)，（３，５))である。

上の|￣|にあて…条件鍬の''１~'Ｍ１から選び鶴で獣よ・
（１）ｐ，（２）胸（３）ｐｓ（４）２，４（５）ｐ‘

（６）ｑｉ（７）ｑ２（８）ｑ３（９）@J（MＩｑ５

2）条件

〔(２０３人９３）ｖ(ｐ５Ａｑ５)〕八(jb4vm）

をみたすＭのすべての要素の位置にマークせよ。

Ｙ

５
４
３
２
１

Ｘ

１２３４５

(下書き用グラフ）

－１２－ (601-35）
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''次の'二二|にあて…数億を求めよ。

，い)('二|)-(:）
２）点（伸，〃）が直線〃＝…上にあるとき

し;:)(;)-に|）
によって得られる点（＄'，ｙ）もまたこの直

あって，

，='二ニレ
および

，=|=二三二才
である。

うな直線は２つもまたこの直線上にあるという。このよ

2)で求めた直線上にあるときは，それぞれ

:)(;)-'三二|(;）

!)(;)-|工|(;）

8）点("，〃)が，

（_；
および

（_；
が成り立つ。

(601-37）－１４－
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Ⅶ次の|￣ にあてはまる数値を求めよ。

ある工場では，Ａ，Ｂ２種の製品を生産してい

る。製品Ａ，Ｂを１ｋｇ生産するのに要する電力

量と労力および１ｋｇあたりの利益は右の表の通

りである。

この工場の１日の電力供給量および労力の限度

はそれぞれ21ｋＷ時および19人である。また，

製品Ｂの最大生産能力は１日あたり５ｋｇである。

製品|霊w窪)|盆認
利益
(万円）

８ ６２Ａ

1０２ ８Ｂ

|~テーlkg,Bを'二 lkg1）このとき，利益を最大にするには，１日あたりＡを

生産すればよい。

2）工程改善により，Ａの利益は１ｋｇあたり７万円になることが見込まれる。ただし，Ｂ

の利益は変わらない｡そのとき,利益を献にするには,１日あたりAをＦ~肱，
Ｂを|~字lkg生産すればよく,ﾎﾞ'腕１日あたり'二三二|万円増》Ⅱする。

-１６－ (601-39）
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Ⅷ次の'＝=|にあて…数値を求めよ。

下の流れ図で表されるプログラムがある。データ

Ｌ：６，３，４，９，１，０，２，５，１，４，１，０

をこの順に入力するとぎ

')’=3となったときのMの値は'二’
２）計算が終了した,２２きの１，Ｊ，Ｍ，Ｎの値はそれぞれ

’二}|エト'三'’'二三ｌ
である。

Ｉを０とせよ

』をｏとせよ
'Ｍを１０とせよ

Ｎを１０とせよ

1,J,Ｍ,Ｎを印刷せよいいえＭ≧０
７

Ｍ

はい

データＬを読めデータ

Mに(Ｌ－Ｄを加えよＭに(Ｌ－

－－－

１を?１Ｉを１ふやせ

ＮをＭでおきかえよ

』をＩでおきかえよ

いいえＮＮ≧Ｍ
７ ＪをＩで

はい

…⑬〉|まＡとＢとを比較して，Ａ≧Ｂのときは｢はい｣，そうでないとぎ

｛よrいいえ｣の矢印の方に進むことを意味する。

－１８－ (601-41）
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数学一般解答用紙控
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数学Ｉ

〔注意〕

Ｉ数学一般の問題は３ページから18ページに印刷してある。

Ｈ解蒋用紙の記入の方法について

１得られた答が解答欄にないときは，※の位fitにマークせよ。

２分数の形で答えるときは，既約分数の形にして答えよ｡

￣ウー・￣--●－

-２３－ (001-46）
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I次のl＝． にあてはまる数値を求めよ｡

')…-…=÷のとき

…H三｝
2）放物線〃＝KU2-2⑩噸十２，)'十３は，、Lの値にかかわらず，定点

（|工'’'三|)を通る６

および６＜⑩十Ｊ≦２０をみたす整数の組（鰯，〃）の個数は3)〃=十鍛曾÷２

１エ|である。

(601-釘）-24--
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u次の[二二’ にあてはまる数値を求めよ。

1）２つの円

勿２＋〃２＝６ ………(の

灘`＋"圏＋６Ｖ~す＝２(３＋V弓5-)鯵………（６）

の交点…,鏑'繩にあるｗ(に三1Ｎ亡二三[)である。

2）円(ので囲まれる部分をＡ，円(6)で囲雷れろ部分をＢとするとき，ＡｎＢの面秋は

囹 ,'Ｔ+区’圧’冗十

である。

(601-49）－２６－
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、次の[~￣|にあて…数値を卿よ。

“平面からそれ自身への，２つの写像八ｇを次のように定める。

f：（〃，Ｕ)一(v，－ｍ）

ｇ：("，２，－→(〃－４，Ｚ＋２）

/とｇの合成写像(写像ノをおこなったあと，写像，をおこなったもの)を９°／で表す。

このとき

')点(-2,5)は,｡'によって点(|~ﾃﾞｰI［二|)にうつる。

2)点(|エト'二l)臓川によってそれ鯛にうつる。

1エト+|工’ の上の3）直線〃＝勿十２の上の点はｇｏｆによって直線ツー

点にうつる。

(601-51）－２８－
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ＩＭＯ'二二 にあてはまる数値を求めよ。

各人が自分以外の１人に投票する確率はいずＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４人の間で投票をおこなう。各人が｜

れも-÷とする｡(各人は自分自身には投票しない｡）

………畠…
……川…|弓…
……｡綱辮…騨艤二二｣…。

カ
ー

(“1-53）－３０－
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ｖ次の'一一|にあてば護る数鰄…記号…`,｡,$のいずれか)蝿べ。

_）－－ヶ

長さが等しく互いに垂直な方１句を持つベクトルα，ｂと三角形ＡＢＣがあって

－－÷￣炉－－ナ－ぅ－ヶ

ＡＢ＝ｓ⑪，ＡＣ＝ｔα＋、（８，ｔは実数）

が成り立つものとする。

1）このとき

了=-房+'二三二'7および‐ブ
はＡＣと長さが等しく，ＡＯと垂直な方向をもつ。

2）辺ＡＢの垂直二等分線上の点ＰにＱいて

扉一十耐鑓に二｜
となる実数Kuがある。また，辺ＡＣの垂直二等分線上の点Ｑについて

両--3F扇+''二三二’
となる実数〃がある。

3）したがって，点Ｒが上の２つの垂直二等分線の交点(△ＡＢＯの外心)であれば

Ｅ]('二三!=ここ､±'三ﾐﾆ17－８－》

ＡＲ＝-すα＋

－８２－－ (601-55）
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W［αは１より大きい定数とし，２つの関数

江鰄)=÷(‘露÷鋤川)=÷(､鍾一`-趣）

を考える。次の(ア)～(力)の各式について，それを撃たす実数〃の個数を求めよ。ただし，

その式が恒等式のときは，記号Ａの位徹にマークせよ。

バー鯵)＝－/(nF）

U(－m，)＝，("）

`(－⑪)＝－DCU）

（")＝２

，(２")＝２八＄)，("）

0(２好)＝４，("）

ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
１

ア
イ
ウ
エ
オ
力

く
く
く
く
く
く

－３４－ (OU1-57）
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数学Ｉ解答用紙控
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実地研究試験問題

理科

）(麓學臓露騨;欝鰯鰯欝基iiiﾂM…
昭和51年１０月１１日９時15分～１１時15分

注意事項

１合図があるまで，この冊子を開いてはいけません。

２本冊子は55ページあります〔物理４～11ページ，化学12～１９ページ，生物20～27ペー

ジ，地学28～３７ページ，基礎理科38～51ページ〕・ページの脱落等があった場合には申し

出て下さい。

３解容用紙には受験番号が印il1Iしてあります。受験票の受験番号と異っている場合には'1'し

出て下さい。また汚れのあった場合には申し出て下さい。

４解符用紙上部の所定欄に氏名と受験番号を記入し，矢印で示した部分に受験番号をマーク

して下さい。

５解答は指定された解答欄にマークし，その他の部分には何も書いてはいけません。訂正す

る場合には必ず消しゴムで完全に消し，消しくずはきれいに取り除いて下さい。

６解答用紙は鉛筆(ＨＢ)でマークした部分を機械で直接読みとりますから，下記のマークの

例を正しく守って下さい。またマークの濃さは，解縛用紙下欄にある例を参照して下さい。

（例）圃蕊園わくの中を正確にぬりつぶして下さい。

７解審用紙を汚したり，折りまげたりしないで下さい。

８本冊子には草稿用紙，解務用紙控が入っているので，適宜利用して下さい。

９本冊子は持ち帰って下さい。

１ (im1-142）
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物 理

Ｉ水平な地面上に静止していたエレベーターが，鉛直に一定の加速度αで上昇しはじめた。

時間ｔｏ後に，エレベーター上から，水平な床に平行に速度U･で，質量伽の小球が投げ出さ

れた。次の間の答として適当なものを解答群の中から一つ選べ。

(1)小球の初速度の地面に対する仰角を０とすれば，ｔａｎＯはいくらか。

アＯ イー』エー ウー堅Ｌ
ＤＣ⑩Ｕα

エ坐一 オマ:;了
ａαｔｏ力－－⑩０DO
D０DＣααｔｏ

キー－クーーケー－－．その他

(2)小球を投げ出した時，エレベーターは地面からどれだけの高さまで昇っているか。
⑨

ァ＋ヂィ÷÷ウー1-``ｻﾞｪｰ2-"．, 才÷(｡-川

カー;-(｡+耐熱汎 クCl６０２ ケ．ﾊｰｰ;-``,,．その他
(3)小球が通過する道すじで，最も高い点の高さは地面からどれだけか。

アー;-苧ィ÷子ゥ÷"．,凸■
二十・('十十)#.‘ オー÷α('一十Ｗ 力÷｡('十十Ｗ

キー苦鰯('--;-M．, グー;ｗ ヶ,ﾊｰｰ;ｗ
コその他

(4)この最も高い点の地面からの高さをハとすると，小球が地面に到達する時の速度の大き

さはいくらか。

ア杯イＶ2,m+岬ウマ弱】E5F77二や777二万ア
オイ覇j戸７７ヵＶ輌十"・雫何-"。′仰十級。

ケイ玩一蝿．その他
(5)この小球が，なめらかな地面ではねかえるとぎ，小球に作用した力積の大きさはいくら

か。ただし，地面とは弾性衝突をする。

アＶ面7両「イＶ５７７ＦＪ７７ウマ'拠譽(2,mｗ）
二Ｖ4'"ｗ+岬）才Ｖ回而而十鋤"・力V577FJ77+…
零Ｖ雨2`ｍｗ）ハノ1,,,Ｗ’一鮒）ケＶ8,Ｍ+…。
．その他

４ (601-145）
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Ⅱ図のように水平に置かれた円筒の中へなめらかに動くピストンを差しこ承，一定量の気体

を閉じこめて，その圧力が大気圧とつり合うようにした。閉じこめた気体の質量をⅢ，温

度をＴ･とし，大気圧をＰ｡，ピストンの断面積をＳとする。次の間の答として適当なもの

を解答群の中から一つ選べ。

Lｌ
rｌｑ

(1)外との熱の出入を断って，ピストンを距離Ｚだけ押し，気体を圧縮した後の気体の温度

をＴｌとし，また，ピストンを最初の位置から距離Ｚだけ引いて，気体を膨張させた後の

気体の温度をＴ２とする。次のどの関係が正しいか。

アＴ２くＴｏ＜Ｔｌ

イＴＩ＜ITO＜Ｔ２

ウＴｌ＝Ｔ２＝Ｔｏ

エＴｏ＜ＴＩ＝Ｔ２

オ２１１＝Ｔ２＜ＴＯ

力ＴＯ＜Ｔｌ＜Ｔ２

キＴ２＜Ｔ]＜IVO

クその他

(2)次に，円筒のまわりを熱源でゆっくり加熱したら，気体の圧力と大気圧とがつり合いを

保ちながら，気体が膨張し，ピストンが距離Ｌだけ動いた。次のどの記述が正しいか。

ア気体がＰＯＬだけ外へ仕事をする。

イ気体がＰＣＬだけ外から仕事をされる。

ウ気体がＰＯＳＬだけ外へ仕事をする。

エ気体がＰｏＳＬだけ外から仕事をされる。

オ気体が-÷P@s"だけ外へ仕事をする。
力気体が÷P川だけ外から仕事をされる。
キその他

５ (601-146）
ロヤ

二－－］
髪

蓼
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どの操;作で気体の温度がroから2Fゴ(3)設問(2)の操作におけるこの気体の比熱をｃとする。どのＩ

になった。この間に熱源から気体へ入った熱量はいくらか。

Ｔ
Ｔ
’

０畔ｃ凧
Ⅲ
皿

ｚ
・ア
イ
ウ

Ｃ

エｃ(T3-rO）

ォｃｊｌＩ(T3-TO）

力cAfL(T3-To）

キその他

６ (601-1釘）
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Ⅲ一端を閉じたガラス管の管口で，振動数500Ｈｚのおんさを振動させる。音速は340ｍ/ｇ

として，次の間に最も適当な答を解答群の中から選ぺ゜

(1)このおんさの発する音波の波長は何ｃｍか。

ア１４．７イ３４ウ５０

力１６０キ３４０ク５００

オ１４７

コその他

ェ６８

ケ８４０

おんさと共鳴するものはどれか。

ェ４６ オ５１

ケ７３．７８

(2)次にあげる長さ(単位c、)のガラス瞥のうち，

ア２９イ３４ウ４０

力５６キ６２ク６８

(3)設問(2)で選んだガラス管内の気柱の振動のようすは，下ＩＤ図の中のどれで表わされる

か。

、

､

Ｉ
ｒ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

'

ｌｌｌ１ｉＩｌ０ｌ１

１．ｉ０６００．０１８■■Ｂ■、■・■■■■け■■■▽・■■白■■巳□■ロロ■●ＯＢ■■■｜■●

、

Ｉ

ｌ１ｌｌ１ｌｌ１ｌ

、
、

１
１
１

ノ

Ｊ
ｊ
Ｊ

オカキクケコイ ウア エ

(4)設問(3)で選んだ図で，気住の振動のようすが実線の状態から点線の状態にかわるまでに

何秒かかるか。ただしこの図は媒質の各点の変位が最大の状態を示しているものとする。

カホキーｉｔ，，オホ
ァホイホゥ５８『二命

ケ１０ コ１００

７ (601-148）
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Ⅳ(Ａ）図Ａのように，容鎚ｃ,，Ｃ３のコンデンサーと起電力

Ｅの電池をつなぐ。コンデンサーは接続の前には帯電

していなかったものとして，次の間の答を解答群Ａの中

からそれぞれ一つ進ぺ゜

（a）Ｃｌのコンデンサーにかかる電圧はいくらか。

（b）Ｃ２のコンデンサーにかかる電圧はいくらか。

（c）コンデンサーにたくわえられる全エネルギーはいく

らか。
図Ａ

解答群Ａ

ァ号;｡ィ晉掴ゥで二毛丁画
”且諄鑿画雫了総”タ
コ÷(‐i)T+吉了)画。

(Ｂ）次の図Ｂのように，容量がＣｌ，０２，Ｃｓの

コンデンサーと起電力がＥ,，Ｅ２の電池を接

続する。コンデンサーには図に示すように電

気がたくわえられ，その電気壁をそれぞれ

Ｑ】，Ｑ２，Ｑ３とする。

（１）接続の前にはコンデンサーは帯電してい

なかったとすれば，帯電量の間に成り立つ

関係式を次の解答群ＢＩの中から－つ選

べ◎

解答群Ｂ，

アＱ１＋Ｑ２＋Ｑ３＝0イーＱ,‐

ウＱ１－Ｑ２＋Ｑ３＝０エＱ＋’

エー且土旦圖才で光画Ｃｌ

Ｌ－型一画,ケナ(０１十q)〃２０,十一oz

一Ｑ２＋Ｑ８

２

Ｅｘ Ｅ２
図Ｂ

アＱ１＋Ｑ２＋Ｑ３＝0イーＱ,＋Ｑ２＋Ｑ３＝０

ウQ1-Q2+Q3=０ェＱ+Q2-Q3=0

(2)次の式の[＝==|の中に入れる答を御倒のそれぞれ'二ついて。
ら二つずつ選べ。

仙図ＢでE1C1qをまわる道筋に沿って電圧の変化を考えると

’二二'十|＝二|=画]
㈲同じくE2C3C2の道筋を考えると

｜＝二二|+|＝=|=堅

解答群Ｂ２の中か

８ (601-149）
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解答群Ｂａ

ア：イームウc1Q1二Ｍ才砦カー&Ｃ１ Ｃ２

雫肌｡，-Mケ豊コームザc`｡`シー恥０８

(3)Ｃｌ＝６×10-7ファラド，Ｃ２＝３×１０－７ファラド，Ｃａ＝10-7ファラド，

ルト，Ｅ２＝１０ボルトとすればＱ３の値はいくらか。答をq9x101ノクーロ

たとき，解答群Ｅ３の中からもっとも適当なめおよび〃の値を選べ。

Ｅ,＝１５ポ

ソの形にし

解答群Ｂｊ

ア１

ク８

ソ－５

４

７
｜

キ
セ

６

２
９
｜

イ
ケ
タ

３
Ｍ

６
－
一

力
ス
ト

７

３
０
－

ウ
コ
チ

１
８

４
－
一

エ
サ
ツ

２
９

５
－
一

オ
シ
テ

９ (6,1-131)）
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物理解答用紙控

原

－１１ (601-152）

（|）

（２）

（３）

Ａ

Ｂ

-１flliiiiiTi毒lliiiflLii三
所記入

所妃入 -Ｉ
汐。､ﾁｺ缶ｿコザ、

－｜
卿ﾄﾕＩ

扇天元=:i:了’

Ｉ

(1)

(2)

(3)

(4)

(５）

Eｱｴｲｺ■い＆ｴｺ句乙功｡坪刀Eｸコオェココ

■九㎡■ビウ■唾｡ごｳ可功DCｷｺﾛｸｺGケコ区｡刀

G方底ｲｺこｳｺ亜■■ウゴ功DBキコワョ8ｹ■ビコ■

ﾋﾟｱﾕ耳｡＆アEｴｺヰ炉■力ＤＢｷちﾋｸｺ分｡Eｺコ

■ｱ刃呵ｺﾋｱﾋﾟｴｺ■ｵｺ功｡[キコワコら｡■．。

1１

ごアコピイコ［宛亟｡■オコzか‐｡Ｅクコ

ビア3ロイコ■ｳﾖ■ｴｺ幹。■ｶｺ[キ刀

[アコuイコ区ｳｺ亜ｎ吋。[力。[キコ

Ⅳ

(a） [乃囚ｲｺ[ｳ■cｴｺ可｡丘かⅢやﾋﾞｸｺﾋﾟｲF■０．コ

(b） G乃囮ｲｺuｳｺLｴｺ可｡『カロヰエクコ[ケコ６．コ

(c） ８ｱﾕgｲｺﾋｳｺGｴｺ功｡gかEｷｺﾛｸpcケコ８．ｺ

(1) ビア■Eｲ薊zウコLｴコ
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化 学

Ｉ解騨は,それぞれの問について緋⑥のうちから最も適当なものを一つ選ぺ゜

問１次の物質のうち，水の中に保存しなければならないものはどれか。

（A）五酸化リバ五酸化二リン）槌）カーバイド（C）金属マグネシウム

○黄リン に）酸化カルシウム、金属ナトリウム

問２次の化学式で表される物質をプソゼソバーナーで700～800℃に加熱した場合，分解

して発生する気体がＨ２０だけであるような物質はどれか。

（AJNa2CO3・１０Ｈ２０⑧CuSO４．５Ｈ2０に）ＮａＯＨ

ＯＤＩＮａＨＣＯ３（E）（ＮＨ４)2S04（F1H2SO4

問３次の操作で，酸素を発生するのはどれか。

（A）塩化ナトリウムに濃硫酸を加えて熱する

四硫化鉄に塩酸を加える

（C）過酸化水素水に二酸化マンガンを加える

③希硝酸に銅片を加える

（Eリニ酸化マンガンに濃塩酸を加えて熱する

㈲水酸化ナトリウムの水溶液にアルミニウム片を加える

問４（i)～6V)の記述のうちから，正しいものだけを選び出した組･合せはどれか。

（i）ミ国ウパソＡｌＫ(SO4〃l2H20を水に溶かした溶液は中性である。

（ii）水素イオン濃度が10倍になると，ｐＨの値は１だけ小さくなる。

６i、酢酸ＣＨＩＣＯＯＨの水溶液を水で薄めると，溶液中の酢酸イオンの濃度と酢酸分子

の濃度の比〔ＣＨ趣ＣＯＯ-〕／〔ＣＨＩＣＯＯＨ〕は大きくなる。

㈹純水のｐＨの値は一定で，温度が変わっても変化しない。

(A）（i)と(i、

(D)（ii)と(iii）

⑧（i)と(iii）

iEI6i)と(川

(C）！i)と6V）

御Oii)と６V）

－１２－ (601-153）
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問５次の反応のうち，酸化還元反応でない６のばどiしか。
￣

（A）２Ｎａ＋２Ｈ２０－>２NaOH-卜Ｈ,

（B）２Ｋ’十Ｂｒ２－→２ＫＢｒ＋１３

（C）Ｎ２＋３Ⅱ－>２NII、

⑪２ＨＺＳ＋ＳＯｚ－→３ｓ十２Ｈ,Ｏ

（E）［Ａ噂(ＮＨ３九.Ｃｌ＋２ＨＮＯ３－→ＡｇＣｌ＋２ＮＨ４ＮＯＪ

㈹Ｆｅ＋２ＨＣｌ－→ＦｅＣＬ÷Ｈ２

問６右の図のようにして酸素を水上麗

換で集めた。水上にたまった酸素の

モル数を求めるのに，次の量のうち

必要でないものの組合せばどれか。

？，，……気体の体積

Ｔ２……水柱の体積

ハ……水柱の高さ

ハ……外気圧

ｐ』……水蒸気ＬＥ

Ｚ……温度

”……酸素の溶解度

慣職》

Ｄ２１Ｅ三１A

--

-￣
￣￣㈹

⑥
⑧

(B〉ｐ［とTe

⑨几とｐ』

㈲Ｔと〃

酌
吾
”
処

り
こ
，
と
，
と

１
山
き

⑩
。
⑩
〃
。

電池についての次の記述のうち，正しくないもＱはどれか。

(A）２種類の金属を組み合せて電池をつくるとき，イオン化傾向の差が大きいほど，起

電力は大きい。

(B）２種類の金属を両極とした電池では，イオン化傾向が大きい方の極が正極になる。

(c）鉛蓄電池では，放電するにしたがい硫酸の溌度は減少する。

口鉛蓄電池の正極は，酸化剤としてのはたらきももっている。

(E）鉛蓄電池が放電する反応は，発熱反応である。

⑰電池を放電させた場合，正極では還元反応が起こり，負極では酸化反応が起こる。

－１３－（601-154）

問７
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問８次の表は，反応物質も生成物質もすべて気体であるような化学反応の平衡状態が，温

度および圧力によってどのように変わるかを，平衡混合物中に含まれる生成物質の分圧

で示したものである。

気体平衡混合物中に含まれる生成物質の分圧

全圧（at、）’１０５０１００

分圧200℃
(at、）400℃

5.0737.2

0.385７．６５

81.5

25.1

この反応についての次の記述のうち，正しいものはどれか。

(A）この反応は発熱反応で，反応が進んでも気体分子の数は変化しない。

口との反応は吸熱反応で，反応が進んでも気体分子の数は変化しない。

(。この反応は発熱反応で，反応が進むと気体分子の数は増加する。

(DＩこの反応は吸熱反応で，反応が進むと気体分子の数は増加する｡

(E）この反応は発熱反応で，反応が進むと気体分子の数は減少する。

何この反応は吸熱反応で，反応が進むと気体分子の数は減少する。

問９実在気体は理想気体と違って，厳密にはボイル・シャルルの法則に合わない。その理

由について考察した次の記述のうち，正しいものはどれか。

（A）実在気剛体は，ごくわずかではあるが器壁との間で化学反応を起こして平衡状態にな

り，圧力や温度を変えると平衡が移動するが，理想気体ではこのような反応を無視し

ているため。

⑧実在気体の分子は空間を飛び回っているが，理想気体では，気体分子は空間を飛び

回っていないと仮定しているため。

（ｑ実在気体の分子も理想気体の分子も空間を飛び回っているが，実在気体の分子は，

分子どうしがひんぱんに衝突しているのに対し，理想気体では分子どうしの衝突を無

視しているため。

口理想気体の分子の平均速度は，温度が変わらなければ分子の質量が違っても変わら

ないが，実在気体では，質量の小さい分子ほど平均速度が大きいため。

㈲実在気体では，その種類によって分子の大きさが違うが，理想気体では，その種類

にかかわらず，すべての分子が一定の大きさをもっていると仮定しているため。

何実在気体では，分子どうしの間にある種の力がはたらいているが，理想気体では分

子どうしの間の力を無視しているため。

－１４－ (601-155）
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Ｈ

問ｌＣＯ２(気.体)，Ｈ２０(気体)，およびメタンＣＨＪ(気体)の生成熱を，それぞれ９４，５８，お

よび18ｋcal/ｍClとすると，メタンの燃焼熱は何ｋcal/ｍClか。

答の数値は，解答例にならって，100の位(a)，１０の位(b)，１の位(c)の数字を，それぞ

れぬりつぶして示せ。

解篠例：６２ｋcal/ｍClの場合

問２次の(i)～iii)に該当するものをそれぞれ,(A)～(G)の物質のうちから選べ(正答は一つず

つとは限らない)。

(i）－定量の水にいくらでも溶け，飽和溶液をつくらないもの

(ii）水に溶かすと，コロイド溶液になるもの

Oin成分元素の種類が最も少いもの

（A）カゼイン(タソパク質の１種）伯）酢酸に）ベンゼン

（D）ユチルアルコール(エタノール）に）ブドウ鞘(グルコース）

㈲セルロース（G｜メタン

(601-156）－１５－

(a） ￣に１コに２コ［３コに４コに５コＥ６コＥ７コ［８コＥ９コ

(b） ■喝画上０コＥ１コに２コＥ３。に４コに５コＥ７コ［８コＥ９コ

(c） Ｅ０コ垣１コ唖■Ｅ３。Ｅ４コＥ５コＥ６コE７コＥ８コ仁９コ
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十

試柴①～⑥と器具⑦～⑮のうち適当なものを使って，食用酢の中に含まれてし､る酸の規

・上度を求める手順を，（i)～0,に示した。

更拭繋〕①0.100Ｎ硝酸銀水溶液②0.100Ｎシュウ酸水溶液

③約0.1Ｎ水酸化ナトリウム水溶液④フェノールフタレイン溶液

，③メチルオレソジ溶液⑥リトマス溶液

E器具〕⑦てんびん③スタンド(クランプ付）⑨ビュレット

⑩メスシリンダー⑪メスフラスコ⑫滴下漏斗⑬漏斗

⑭ピペプト(ホールビペット）⑮三角フラスコ

Ⅲ

こ手順〕

（i）食用酢を正確に５倍に薄め，この薄めた溶液中の酸の規定度を求めるために，まず滴

定に使う'一三~|の規定廩を正轤に求める。
Ｉｉｉ１そ…,一定繩の'二三二|を'二三二|を用いて正艫に…とり,三角フラ
スコに入れる。

iii)ｒＴ－ｌをｽﾀｿﾄﾞにとりつけて麹に脇その中に'二|麹入れる。
`に角ﾌﾗｽｺ腱はかりとった溶液に,指示薬としてI〒|を'~2滴ｗ縦
する。滴定の終点は，指示薬の変色により確かめる。

（v）次に，同様にして５倍に薄めた食用酢の水溶液を一定体積だけ正確にはかりとって三

角ﾌﾗｽｺに入れ,ｌ－ＦＩにより縦する。
Ⅳi）（v)で求めた酸の規定度を５倍する。

閾’'二|~|=|に入れる適当な讃を,①~⑮から選べ。
問２６０の指示薬の変色を表すものは，次のうちどれか。

（ｱ）赤色から黄色（ｲ）赤色から青色（ｳ）赤色から無色㈲青色から赤色

㈱青色から無色（力）無色から青色㈲無色から赤色（ｸ）黄色から赤色

間３（ii)の操作ではかりとった量が20.00ｍ【，（iv)の滴定に要した溶液の量が19.05ｍZ，（v）

の操作ではかりとった量が20.00ｍ１，（v)の滴定に要した溶液の量が24.00ｍZであった

とする。もとの食用酢の中の酸の規定度(N)は，次の値のうちどれに最も近いか。

（A）0.079ロ0.095（ｑ0.105⑨0.126回0.395

（Ｆ１0.630（G）0.950曲１．０５

(601-157）－１６－
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８７■■８■Ｂ９ｺ

■７ｺ［８■Ｂ９３

Ｂ７Ｄｑ８２■９■

－戸－１

91コ［２■■３コ■４刀ｇ５ｐ■６ｺ区７コ【８ｺ８９コｑの■11エｑ２■ｑ動□4，■5コ

側
一
⑪

E1コ■２王■3■Ｅ4ｺ■５コ８６刀■７ち［８刀８９■。⑫E11＄ｑ勘ｑ３Ｕｑ４Ｄｑ５Ｄ
－

Ｅ１。■２コＥ３。［4コＥ５ェ■６コ■ｱユ［８コＢ９コｑＯｚｎｌ＄n面ｑ訪ｕｌやq5D

r1可８２コ■3コＥ4＄８５コ■6ｺ■７コ８８コ８９打ｑ⑩ＥｎＢｎかｑ沙Ｕｉ⑫唖印

[１刀■２ｺ８３コ■４コE５ｺ６６＄■７刀Ｕ８つ■９＄ｑｌ⑫ロ11刃■】かｑ”■】少ｑ5℃

に）間

１１１ (d）

(e）

G戸ロイコｇ”［ｴゴ［わＥ力。［やｾﾞｸｺ

EA。■Ｂ刀ＥＣ■■Ｄ刀■Ｅ。ＢＦユ■Ｇ■咄。

彫
一
“

(601-160）－１９－

「￣
■0コ［１コＥ２コＥ３。Ｂ４ｚ８５コ

Ｅ】．

８０Z［］■

Ｅ２コ

■２コ

■６コ

Ｅ３。Ｅ４Ｄｑ５。■６コ

[ﾖガ■４■Ｅ５コ■６コ

=華苣藷二】

問Ｉ ＥＡ■ＥＢＺＥＣ可と､可■Ｅ刀■ＦＤ

問２ とＡ刀ＥＢ。ＥＣｚＥＤ＄＆Ｅ３ＥＦＤ

問３ ■Ａ■■８ｺＥＣ刀２，ヨ［ﾋﾟコ■Ｆ■

問４ ＥＡ。■Ｂ２■Ｃ刀ＥＤ■ＥＥ刀■Ｆ■

間５ [ＡＤＥＢ。ＥＣヨ［、=ＥＥ。ＥＦ■

間６ ■Ａ刀ＥＢ。ＥＣ。go刀■ﾋﾟコ■Ｆ■

問７ 9Ａ刀ｒＢ刀ＢＣ。ＣＤ刀ＥE３■Ｆ■

問８ ■Ａ■ＥＢ。区C刀と､。ＥＥ可■Ｆ．

問９

間Ｉ

間２

(a）

(b）

(c〉

(1)

(2)

(3)
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物生

Ｉ下図は，いくぶん原形質分離をおこしている植物細胞の薄い切片について，電子顕微鏡で

観察される構造を模式的に描いたものである。この図に関する下記の問に答えよ。

(1)、～(.)の矢印で示されている部分の名称

を下記の語群から選べ。
(ア）

(イ）

(ウ）

(エ）

(ケ）
１液胞２核膜３ゴルジ体

４細胞板５細胞壁

６細胞膜(原形質膜）７仁

８染色糸(染色質）９中心体

１０紡錘体１１ミトコソドリア

１２葉緑体１３リポゾーム

(ク）

（キ）（力)け〉

(2)次のａ～ｅの事項と特に密接に関係しているものを，上の(1)の語群のなかから選べ。

ａクエン酸回路(クレプス回路）ｂ明反応

ｃタンパク質合成。木化(木質化）

ｅ半透性

(3)(2)にあげたａ～ｅの各事項と特に密接に関係している事項を下記の語群から選べ。

ｈ道管細胞

１窒素同化

アソトシアパアソトシアニソ）

酸素呼吸ｋ彫圧

従属栄養ｏ光岡性

ｆアミノ酸ｇ

ｉインシュリンｊ

ｍ独立栄養、

－２０－ (601-161）
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１次の文(A~C)の空櫛こ入れる適切な露を,'一－1内に指定してある'…Mの霧
群から選べ。

Ａ'｡1ニエニ|が,二…について行っ柵実験の綴…Ｍｔ伝搬推定し
たのは1865年のことであった。この研究の価値は長い間認められなかったが，1900年に

至りドニフリース等によってその重要性が認められ，その後の遺伝学発展のきっかけと

なった｡1920年代には,シ･ｳｼﾞ｡ｳﾊﾞヱ突然変異体の遺伝分析に基づいて(い'〒ｌ
が遺伝子説を発表し，また，マラーはＸ線による突然変異の誘起に成功するなど，遺伝

子の柵…す鵬…と見られ…になった｡40年代には'｡)|＝｢~'零が
アカパソカビなどの生化学的変異の研究から１遺伝子・１酵素説を唱え，遺伝子の働き

の重要な一面を強調した。そして，５０年代にはついに遺伝物質ＤＮＡの分子構造が

Ⅷ1ニエニ|等によって明らかにされた｡しわになる種子,鼬の…子襲草たけ。
低いエソドウなどの形質を発現するもとになり，それらを子孫に伝えるものとして1865年

に縦された聯｡わずか'｡'|~i=|種類…ﾚｵﾁﾞﾄﾞ(ﾃﾞ…ﾘﾎﾟﾇｸﾚｵﾁﾞ
ﾄﾞ)から成る高分子物質ＤＮＡであったのである。

ＩｎＵｏ

Ｂイネのデソプソにはうるち性ともち性がある。胚乳ではうるち性遺伝子が優性としてiii

<ので，この遺伝子があればうるち性のデソプソがつくられる。また，花粉の中でも若干

のデソプソがつくられているので，ヨウ素反応によってうるち性かもち性かを識別でき

る。花粉の場合は，そのもっている遺伝子によってつくられるデソプンの性質がきまるの

である。いま，うるちイネ(純系)ともちイネ(純系)を交配して雑種第一代をつくり，そ

の花粉をヨウ素反応で調べるならば，うるち性を示す花粉ともち性を示す花粉の比は

い'|工|対'になり,震た,この繍第-代のｲﾈ焔家受粉…と,…性の
種子ともち性の種子が'､'１Ｔｌ対'の比で得られるであろう。

Ｃ両親の血液型がＢ型とＡＢ型であったＡ型の人が，ＡＢ型の人と結婚した場合，その孑

侠に出現するＡ型Ｂ型,Ａ…聡雌'四)|工|対!｡)|工|対'である。

箙群Ｉ

１
５
８

シュワソ２ビードル３パスツール４ワトゾソ

プブナ- ６シュペーマソ ７モーガソ(モルガソ）

ランドシュタイナー９メンデル） １０スタソリー

語群Ｈア１イ２ウ３エ４オ５力６

－２１－ (601-162）
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、Ａつぎの現象アーオのそれぞれに関与するホルモソを語群〔Ａ〕から，またそのホルモンを

生産する器官または組織を語群〔Ｂ〕から一つずつ選べ。

ア食事のあと一時的に上昇した血糖量は，やがて正常のレベルにもどる。

イ激しい運動をすると肝臓のグリコーゲン分解が促進される。

ウオタマジャクシから脳下垂体を除去するといつまでも変態しない。

エ水を多量しこのんでも血液中の塩濃度は変わらない。

オ驚いたり緊張したりすると心臓のはく動が高蚕ったり，血管が収縮したりする。

２アドレナリン ３

５アラタ体ホルモン６

８無機質(鉱質)コルチコイド

インシュリン

パラトルモソ

〔Ａ〕 １アセチルコリソ

４チロキシソ(サイロキシソ）

７オーキシソ

３すい臓

６副じん髄質

１交感神経

４甲状腺

７副じん皮質

２副交感神経

５副甲状腺(上皮小体）

８脳下垂体中葉

〔Ｂ〕

－２２－ (601-163）
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Ｂ図はヒトの神経細胞の連絡の一例である。次の各文の内容の正誤を判定し,正しいもの

はＥ○コ，誤りのあるものは亡×．にマークせよ。

,-蔓:篁二竺沙ff篝i１１ ）

）

纏§itL一彦’三Ｆ望:::二参

ア図のＳ点で神経を刺激すると，神経に生じた興奮は，この点から筋肉に向かう方向に

だけ伝わり，筋肉が収縮する。

イ神経の興奮は，刺激点Ｓから両方向に伝わる。このため一方では筋肉が収縮し，もう

一方の皮膚では痛承を感ずる。

ウ興奮は刺激点Ｓから両方向に伝わるが，筋肉と逆方向に伝わったものは，途中のある

点で消滅する。

エシナプスでは，つねに神経細胞どうしの原形質がつながっているので，興衡が伝わっ

て行くことができる。

オ同じ強さの刺激を与えても，刺激点Ｓと筋肉の距離が近いほど，筋肉は強く収縮す

る。

力Ｓ点に加えられた刺激が強いほど，神経の１回の興奮も大きくなり，したがって筋肉

も強く収縮する。

キ受容体のある皮膚を，いろいろな強さで刺激すると，それに応じて感覚神経に生ずる

興奮の１回ごとの大きさが変わる。

ク神経繊維を伝わる興奮の大きさは，刺激の強弱に関係なく，つねに一定である。

ケ興奮のさいには，神経細胞の膜のイオン透過性が急に変化して，Ｋ＋イオンが細胞内

に流れ込む。

。興奮として神経を伝わる電気的変化を，活動電位(活動電流)という。

(601-164）－２３－
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ⅣＡウニ卵について行われた次の実験Ａ～Ｃを図を参照しながらよく読み，問に答えよ。図

中，点であらわしてある部分は植物半球に分布する色素粒を示す。

実験Ａ受精卵が２細胞期になったとき二つの割球をひき離して飼育したところ，それぞ

れ小形ながら正常なプルテウス幼生になった。

実験Ｂガラス針を使って未受精卵を赤道面で二つに分け，それぞれに精子をかけると，

動物極側に由来するものは胞胚期に発生が止まり，植物極側に由来するものはのう

胚期に達し不完全ながら骨片や間充織を形成した。

実験ｃガラス針を使って未受精卵を動植物極を通る軸に沿って二つに分け，それぞれに

精子をかけると，小形ながら正常なプルテウス幼生になった。

鍵
銅ハ“

■■■

鼬:::！;鞠

霞
／、
ﾐノ

徴 ↓↓↓↓

鍵｡Ａ′全へ
笑験Ｂ実験Ｃ

公 徴
実験Ａ

問つぎの文章アークのうち，上の実験結果の解釈として正しいものは仁○コ，誤りのあ

るものはこ×．，この突験結果から正誤の判定ができないものはＥ△。にそれぞれマー

クせよ。

アウニ卵は核相がｎでも２，でも正常な幼生をつくる。

イウニ卵は精子なしでも発生を開始する。

ウウニ卵の動物半球には中胚葉性，内胚葉性の器官をつくる能力がない。

エウー卵の植物半球は内胚葉性器官をつくるが，中胚葉性器官をつくる能力はない。

オ胚の形成能力は受精時の卵核の位置によって決まる。

力胚の形成能力を支配する要因は主として細胞質にある。

キ正常な幼生に発生するためには色素粒が含まれることが必要である。

ク正常な幼生に発生するためには動物極側と植物極側の細胞質を含むことが必要であ

る。

－２４－ (601-165）
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Ｂ次の文の空欄に入れる適切な語を，下の語群から一つずつ選べ。

コケ植物やシダ植物では無性世代と有性世代が交互に現われる。コケ植物の緑色の植物

体は１．１'二二二|世代でその核棚'b)|￣lである｡この植物体朧ｼﾀﾞ植物の
'｡1=＝|に相当する…ある｡コケ植物で…植物でも減数分裂砿'@''二コ
がつくられるとき行われる。シダ植物と種子植物の生活史を比較すると，種子植物の

１.''二二|世代にあたる部分は箸し<退化していることがわかるＭ蕊の中でつくら
れる胚曇細虚'…植物の'幻|＝|に相当し,鵬'…植物の腱1￣￣|にあ産

のり

’’’１

るものと考えられる。

５前葉体

１０配偶子

４無性

９遊走子

１栄養体

６単相(、）

２原糸体

７複相(２，）

３有性

８胞子

－２５－ (001-166）
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学地

１Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４種類の岩石がある。それぞれについて観察された事項は次のとおりで

ある。
シャチロウ午

Ａ暗灰色で石基と斜長石，輝石，カソラソ石の斑晶からなり，斑状組織を示しており，比､

童は3.0であった。

Ｂ径約１/2ｍｍ程度の小さい鉱物片，岩石片の粒からなり，粒の形は丸みをおびたものが
セキエイ

多い゜鉱物の中では石英が多く，野外の露頭では顕著な層理力§認められた。
クロウンモクロウソモ

Ｃ平行にうすくIまげやすい性質(片理)が認められ，おもに石英，斜長石ｊ黒雲母，白雲母
ど午

からなり，石ポクも含童ｵしていた。

Ｄ数ｍｍ程度の大きさのほぼ粒のそろった角ばった結晶の集合からなり，一様な組織の
子■ウ

白っぽい岩石で，おもに石英，カリ長石，斜長石，黒雲母からなる。無色鉱物に比較し有

色鉱物の量は少ない。比重は2.7であった。

１から５までの次の各問に答えよ。

１Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの岩石は，それぞれ次のどの岩石の分類に入るか。

ア深成岩

イ火山岩(噴出岩）

ウたい蘋岩

エ変成岩

２，について，岩石の分類を決定した理由として，次のうち適当なものを一つえらべ。

ア有色鉱物の量が少ない。

イ石英とカリ長石を含んでいる。

ウ数ｍｍ程度の大きさのほぼ粒のそろった角ばった結晶の集合で，－様な組織であ

る。

エ比重が2.7で白っぽい岩石である。

３Ａの化学組成をＤと比較したときの顕著な差異として，次のうち適当なものを－つえ

らべ。

アカリウムの含有量が多い。

－２８－（601-169）
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イナトリウムの含有量が多い。

ウアルミニウムの含有量が多い。

エ鉄，マグネシウムの含有量が多い。

４Ａ，Ｄの岩石中に含まれている斜長石のＣａ含有量を比較した場合について，次のう

ち適当なものを一つえらべ。

アＡの方がＤより多い。

イＡとＤとは同じである。

ウＡの方がＤより少ない。

エＡの方がＤより多いことも少ないこともある。

５Ｂ，Ｃ，Ｄの岩石中に含まれている石英のでき方として，次のうちから適当なものを

それぞれ一つずつえらべ。

ア溶液中から沈でんした。

イマグマが冷却され結晶してできた。

ウもとの岩石を構成していたものが岩石の風化によってくだかれ，水によってはこば

れて枕積した。

エ再結晶作用によってできた。

－２９－ (601-170）
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Ｈ次の図は地形および地質を示す断面図である。Ａ層はまだ固まらないやわらかい地層で，

そのなかにはマンモス象，Ｂ層には有孔虫のレピドシクリナと巻貝のビカリア，Ｃ層にはハ

チノスサンゴとクサリサソゴ，Ｄ照には三角、などの化石がそれぞれ含まれている。またＯ層

は接触変成作用をうけている。この図から判断して，１から５までの問に答えよ。

１Ａ層の分布しているところには，低い方からａ，ｂ，ｃの３つの段丘がある。段丘の形

成された順序を古いものから新しいものへ順にならべたとき，正しい順序は次のアからオ

までのうちどれか。一つをえらべ。ただし段丘は地盤の隆起だけによって形成されたもの

と考えること。

アａ－ｂ－ｃ

イｂ－ａ－ｃ

ウｃ－ａ－ｂ

エｃ－ｂ－ａ

オｂ－ｃ－ａ

２他の場所でＢ層に石油が含まれていることがわかった。この図のなかで，石油が含まれ

ている可能性の高い部分はアからオまでのうちのどれであろうか。適当なものを一つえら

べ。

３図に示された地層や岩石のできた順序を，古いものから新しいものへ順にならべたと

き，次のアからオまでのうちどれが正しいか。一つをえらぺ。

Ａ
Ａ
Ａ
Ｄ
Ｄ

｜
’
｜
｜
ｌ

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｅ
Ｂ

ｌ
ｌ
｜
｜
ｌ

Ｅ
Ｄ
Ｂ
ｃ
Ａ

ｌ
ｌ
｜
｜
｜

，
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｅ

ｌ
ｌ
｜
｜
ｌ

Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｃ

ア
イ
ウ
エ
オ

４次の説明文アからオのうち正しいものはどれか。一つをえらべ。

クサリサソゴは古生代の示準化石(標準化石)でｂ日本では最古の化石の－つである。

Ｂ層のしゅう曲とａ，ｂ，ｃの段丘とは，同じ時代に，同じ原因で形成された。

－３０－（601-171）
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ウＤ層のレキ岩IこＥのカコウ岩のレキが含まれることはありえない。

エ三角風は新生代の示準化石(標準化石)で，日本では各地から発見されていろ。

オＢ層からはアンモナイトが発見される可能性が高い。

５図のｍ－ｎ線を境として，その西側の地層と東側の地層とはどのような閃係にあるか。

アからエまでのうち正しいものはどれか。一つをえらべ。

ア逆断廟で接していろ。

イ正断層で接している。

ウ整合である。

エ不整合である。

東西

爵
画
国
懸

魍
鬮
麗
翻

セッカイ岩

ギョウカイ岩

カコウ岩

変成岩

デイ岩

サ岩

固まっていない
レキ岩

レキ岩

(601-172）－３１－
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'､次の欲のl-lを鰹…に鋤…,それぞれ下に示された洲…繩
群から一つずつえらぺ。

'大気において棚した空気獅棚の蝋と混じらないで上昇すると,|~ﾇﾃ|する
ため空気塊の温度は下がり，その割合は100ｍにつき約１℃である。いま，その空気塊の

柵:100%のときは,ＩＴＩ…で,雛の下がり棚,00mにつき約晒℃と
なる。

ア水蒸気が凝結

イ水蒸気が赤外線を吸収

ウ断熱膨脹

エ雲が赤外線を射出

オ雨滴が蒸発

力雨滴が日射を吸収

キ雲が日射を反射

2地鰍が自転してい…に,地球上を水平に鋤する物体には,北半球でば'二|に
熟かけの力が加わる。黒潮のような定常的な流れは，一般にコリオリの力(転向力)と圧力

つウ

傾度力がつり合った地衡流をなしている。したがって，たとえば四国沖で黒潮をはさんだ

剛にi柵の水位を比べると|~示'＠
ア運動を加速する向き

イ運動の方向に直角右向き

ウ運動を減速する向き

エ運動の方向に直角左向き

オ沖側の方が水位が低くなっている

力沖側の方が水位が高くなっている

キ沖側と陸側の水位は全く等しい

ク沖側と陸側の水位は規則的に高低が入れかわっている

３オーロラ(極光)が地球の高緯度地方に多く見られる理由は，太陽から飛来する荷電粒子

等(ﾌﾟﾗｽﾞﾏ)が,「~|によって樹搬地方に熱かれ｡そこで地球大気圏に突入し
て，高層大気を光らせるためである。

－３２－ (601-173）
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ア地球の重力

イ地球のコリオリのカ

ウ宇宙の電場

エ地球の磁場

オ月の引力

４ある地震を，ある地震観測所で観測して，東西・南北の地動に関して図のような記録を

得た｡記録か…鵬の初期微動繍鯛(P~s鯛)瞳,約|~Ｔｌ秒であることが
わかり,したがって震源までの剛襲約|~rlkmと樅され“お,獺の下段に
1分間の長さが示してある。

一ｍ
ァ３０

０
０

０
，
０
０
０
０
０

２
０
０
０
０
４

１
２
４
７
１
１

イ
ウ
エ
オ
カ
キ

－３３－ (601-17｡
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1Ｖ次のそれぞれの問について答えをえらべ。

１アーオの文のなかで正しいものはどれか。

アフーコーの振り子を地球の赤道上で振らせると，その振動面は回転しない。

イタト惑星の会合周期は，太陽から遠い惑星のものほど長い。

ウケプラーの第１法則とは，「惑星の公転軌道はだ円で，太陽はその中心にある｣という

法則である。

エ月は自転していない。

オ金星には満ち欠けの変化は見られない。

２シャナマッセ彗星は1968年に太陽の近くを通過した。観測によるとこの彗星の軌道は

だ円で，長半径は約４天文単位である。次に太陽に近づくのはいつか。

ア1970年イ1972年

ウ1974年エ1976年

オ1978年

３地球から見た太陽と金星の間の角は，地球と金星との相対位置によって変化する。観測

によると，その最大値は約45゜である。これから太陽と金星の距離を求めると，約何天文

単位になるか。

ア0.3天文単位イ0.4天文単位

ウ0.5天文i１４位エ０６天文単位

オ0.7天文単位

４見かけの等級が１弊である恒星を２倍の距離においたとすると，およそ何等星に見える

か。

アー0.5等星イ０等星

ウ0.5等星エ１等星

オ1.5等星力２等星

キ２．５等展

－３４－ (601-r75）
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５シリウスの年周視差は0.''37である。一方シリウスの主星と伴星（シリウスは２つの恒

星が互いに公転し合っている連星である)の軌道の見かけの半径は，約7.''5であることが

観測から知られている。これは絢何天文単位であるか。

ア５天文単位イ１０天文単位

ウ２０天文単位エ４０天文単位

オ８０天文単位

６アーオの文のなかで正しくないものはどれか。

ア主系列星では，質量の大きい恒星ほど光度が大きい。

イ質量の大きい恒星の寿命は，小さい恒星の寿命より長い。

ウ太陽をはじめ主系列星のエネルギーは，水素の熱核融合反応によって放たれる。

エ表面温度(色)が同じ恒星では，スペクトル型(分光型)もほぼ同じである。

オ白色わい星の平均密度は，太陽の平均密度よりはるかに大きい。

－３５－ (001-176）
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地学解答用紙控

。

－３７－ (601-178）

Ｉ

１

Ａ

Ｂ

Ｃ

、

２

３

４

５

Ｂ

Ｃ

、

巨万［ｲコ■ｳ■■ｴゴ

G声巴ｲユ■ｳ■こみ

已冗■ｲエ■ｳ■江。

丘万■ｲエ■ｳ■ﾋﾟｴ刀

区戸＆イ刃丘宛Ｅｴコ

匹万Ｅｲコ匹戸低ｪ■

■万■ｲコ９戸Ｅｴコ

■刀ビイコ＆･戸ごコ

ﾋﾟﾊヒイコご戸■ｪ２

c万■ｲユ■強■ｴコ

1１

１

２

３

４

５

■戸［ｲコ■ウ８ご刀［ｵコ

9戸ヒイゴｇ宛■ｴコ■オ３

[ア、＆ｲコｇｳロこ。ごわ

9戸■イー征ｳコ■ｴコＥ討つ

n戸己ｲ刃こい＝。

11【

１

Ａ

Ｂ

２

Ａ

Ｂ

３

４

Ａ

Ｂ

E宛Ｇｲコ■ア＆ｴ功［わ功■亡ｷｺ
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E戸■ｲコ已戸－８ｵ君功。■ｷコ■”

8戸Ｇｲ⑪Ｅ戸ご■■ｵコ功。ヰコロクョ

■戸曰ｲｺロケ■ご■■I■

■７■吋１■ｳ■＝■■、功。■ｷコ

■７ｍ■ｲコ■ﾜ②こ■口才？功。Ｅｷ■

Ⅳ

１

２

３

４

５

６

■アコ■イコ■ゥ■Ｅ二二Ｇオ工

■ア凸ＥイコＢ前８ｴ幻■わ

■アコ■イコ区坑亟。■わ

住乃Ｇイョピウコ■ｴ■丘本■力８■キＢ

■万■イコ区ウコとエコＥｵｐ

E万＆イコ■ウコ■エユ■オ、
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基礎理科

１大陽光のはたらきとエネルギーの変換に関して，次のＡ～Ｃの(1)から(7)までの各問いに答
い

えよ。

Ａ下の図１は地球全体の大気上端ならびに地表面におけるエネルギーの収支状態を，図２

は地球の各緯度における大気上端のエネルギーの収支状態を，いずれも一年間の平均値で

示したものである。

図２図１

250

０ ０
０５

０ ０
０５

２
１

１

大
気
上
端
に
お
け
る
放
射
還
（
御
／
旅
・
年
）

2０３０４０５０６０７０９０

緯度（・〉８０
0 10

〔図中の記号の説明〕

Ｑ＆(１－α翻)：大気上蝋に入射する正味の太陽放射量（Qu：大気上端に入射する太陽放射量；
α劉：大気上端における反射率）

１３：大気上端から宇宙空間に放出される赤外放射堂
Ｑ(１－の：地表面に入射する正味の太陽放射量（Ｑ：地表面に入射する太陽放射量；

α：地表面における反射率）

正地表面から大気に放出される正味の赤外放射量（〔地表面から大気に放出される赤
外放射量〕－〔大気から地表面に放出される赤外放射量〕）

Ｓ：空気の垂直混合に伴い，地表面から大気に供給される熱量（これを顕熱という｡）
Ｌ：水分の蒸発に伴い，地表面から大気に供給される熱量(これを潜熱という｡）

(1)顕熱Ｓと潜熱Ｌの比はポーエン比といい，地球全体ではＳﾉＬ＝０２である。

（a）図１中のＳの熱量(単位はkcal/cm2･年)はいくらか｡答えは,数値のみを,例えば2５

の場合には右図のように該当する位の欄

ごとに数字のヒコをマークして示せ。

－３８－ (601-179）

10位 [0コＥユコー［３コＥ４コＥ５コ［６コ［７コＥ８コ〔９コ

1位 E0コＥ１コＥ２コＥ３。Ｅ４コロU■Ｅ６コ［７コＥ８コ［９コ
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（b）図１中のＬの熱量(単位はkcal/cm2・年)はいくらか。答えは，Ｉ。(1)．(a)の例に

ならって，数値のみを示せ。

(2)１９の水が蒸発するには，約600calの熱量が必要である。図１で，一年間に平均し

て，地表面から蒸発する水の厚さ(単位はc、)は，次のアからキまでのどれに最も近い

か。

ア１０イ３０ウ６０エ１００オ３００力６００

牛1,000

(3)図２のように，大気上端における各緯度のエネルギー収支は，縛度35゜付近を境とし

て，吸収される太陽放射量と放出される赤外放射量が低緯度地方と高緯度地方では逆の

関係になっている。この不均衡は，実際には，大気や海洋の運動によって低緯度地方か

ら高緯度地方へエネルギーが輸送されることでつぐなわれている。いま，大気の組成や

地表面の状態はそのままで，大気や海洋の運動によるエネルギー輸送がないものとすれ

ば，地球の温度はどのようになるか。次のアからオまでの記述の中から，正しいものを

－つ選べ。

ア時間の経過に伴い，低緯度地方は次第に加熱され，高緯度地方は次第に冷却される

ので，低緯度地方と高緯度地方の温度差は無限に大きくなる。

イ大気や海洋の運動によるエネルギー輸送がなくても，大気・海洋・地中の熱伝導に

よって熱エネルギーが低緯度地方から高緯度地方へ輸送されるので，地球の温度はほ

とんど変化しない。

ウ低緯度地方におけるエネルギーの過剰と高緯度地方におけるエネルギーの不足を解

消するためには，低緯度地方はより多量の赤外放射を，高緯度地方はより少量の赤外

放射を放出する必要がある。従って，低緯度地方は冷却されて低温に，高緯度地方は

加熱されて高温になる。

エ各緯度について，吸収される太陽放射量と放出される赤外放射量はつり合わなけれ

ばならないので，低緯度地方は現在よりかなり高温に，高緯度地方は現在よりかなり

低温になる。

オ大気上端におけるエネルギー収支は地表面や大気の温度とは直接には関係がなく，

熱伝導や対流による大気の垂直混合の違いにより，低緯度地方と高緯度地方の温度差

は，現在より大きくなることも小さくなることもある。

－３９－ (601-180）
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Ｂ１モルのブドウ糖と６モルの酸素と６モルの水が反応して，６モルの二酸化炭素と１２

モルの水ができるとき，688kcalのエネルギーが放出される。従って，光合成で１モル

のブドウ糖がつくられるには，理論上少なくとも688kcalのエネルギーがあたえられな

ければならない。計算の都合で，仮にこのエネルギーを720kcalとして，次の(4)と(5)の

文中の(a)~に)の|~~￣|に当てはまる数値またばそれに最も近い数値を,自然数で示
せ。答えは，Ｉ。(1)。(a)の例にならってしるせ。

（４）ブドウ糖１モルの分子数を6.0×１０２３，１ジュールを0.24calとすれば，ブドウ糖１

分千をつくるに瞼,|TF-lx1O-回ｼﾞ藝一ﾙ…ﾙｷﾞｰが必要である。
（５）光は光子という粒子の楽団的な流れと考えられる。振動数ツの光を構成する光子１個

のもつエネルギーはルツであたえられる。〃はプラソクの定数でｂその値は6.6×10-30

ジュール・秒である｡また，波長１の光の振動数沙はツーc//[であたえられる。ｃは真空

中の光の速さで，その値は3.Ｏｘ１０ｏｍ/秒である｡いま，ある植物に波長が6.6×10-'ｍ

の赤色光を照射して光合成を行わせたとき，エネルギーはすべて光によってあたえら

れ，かつあたえられた光エネルギーのすべてがブドウ糖をつくるのに使われるものとす

れば,ブドウ糖'分子をつくるには,およそ|工|綱の光子が必要である。
Ｃ自然界の現象はいろいろなエネルギーの変換を伴うが，エネルギーの総和はいつも一定

に保たれる。エネルギーには，次のアからオまでのいろいろのかたちがある。

アカ学的エネルギーイ熱エネルギーウ化学エネルギー

エ電気エネルギーオ光エネルギー

'６１ｴﾈﾙｷﾞｰの…の蝋を|工'一|刀で示した船次の緋に)の
現象について，①および②のエネルギーに該当するものを，それぞれ上のアからオまで

の中から選べ。

（a）高温物体の発光（b）台風の発生に）石油の燃焼

（｡）光合成（e）電池による電流

（７）ナイアガラの滝の落差をＨメートルとし，毎秒｣Ｍトンの水が落下しているものとす

る。

（a）滝つぼに落下したときの水の運動エネルギーは毎秒何ジュールか。下のアからケま

での中から選ぺ゜

（b）この運動エネルギーがすぺて熱エネルギーに変わるものとすれば，毎秒何ｋcalの

熱量が発生するか。次のアからケまでの中から最も近いものを選ぺ゜

ア９．８弧ＨイＪｆ２Ｈウ９．８×103ＭＨエ４．２jlfHオ41.2』ＭＨ

力２．４ｘ１０３ｊＭＨキｊＭＨ２ク2.4ⅢＨケ４．２ｘ１０３ＭＨ

－４０－ (601-181）
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Ｈ物質の構成と反応に関して，次のＡとＢの(1)から(6)までの各問いに答えよ。

Ａ炭素には，賃イヤモソドと黒鉛（セキポク；グラプァイト）の二つのかたちのものがあ

る。ダイヤモソドは無色で熱や電気を導かないが，黒鉛は黒色で熱や電気を導く。また，

ダイヤモンドの密度は黒鉛の密度よりも著しく大きい。

（１）ダイヤモンドと黒鉛のような関係にある物質は一般に何と総称されているか。その用

語を，下のアからネまでの漢字を組み立てて答えよ。答えは，解答用紙の第１字～第５

字の欄について，それぞれ該当するヒコをマークせよ。なお，余った欄はマークしない

こと。

ア位イ異ウ化エ間オ極力金キ結ク元

ケ原．合サ子シ射ス重セ性ソ素夕族

チ属ツ体テ中卜同ナ非二物ヌ分ネ攻

（２）下のアからオまでの炭素化合物の中から，次の(a)および(b)に該当するものを，それぞ

れ一つずつ選べ。

（a）ダイヤモンド中の炭素原子に似た状態の炭素原子を含んでいるもの

（b）黒鉛中の炭素原子に似た状態の炭素原子を含んでいろもの

ア一酸化炭素イ二酸化炭素ウメタソエアセチレソ

ォベンゼン

（３）黒鉛にある触媒を加え，密閉した容器中で，適当な条件をあたえて強熱すると，黒鉛

はダイヤモンドに変化する。この方法は，黒鉛＝ダイヤモンドの化学平衡と

その移動に関する知識に基づいている。次のアからエまでは，この平衡に対する圧力の

影響に関する記述であるが，正しいものを一つ選べ。

アこの平衡は圧力を高くするほど右辺に移動する。

イこの平衡は圧力を低くするほど右辺に移動する。

ウこの平衡は圧力の影響をほとんど受けない。

エこの平衡が圧力によってどの方向に移動するかは，触媒の種類によってきまる。

Ｂ化学反応がおこるのは，分子と分子が衝突し，かつ，衝突した二つの分子の運動エネル

ギーがじゅうぶん仁大きく’二つの分子がこの運動エネルギーを消費して，一定の高さの

エネルギーをもった活性化状態をこえることができる場合である。図(次ページ)は水素と

ヨウ素からヨウ化水素が生成する化学反応について，このことを模式的に示したものであ

る｡この化学反応について,……'…文]…ｒ－ｌに,下…らｽ童
－４２－ （601-183）
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辮芒,訂(魂睾…
(ａ)平蝿のとき,雛をさらに低くすると,'二'。
(ｂ１ｗ億状態のとき,さらに圧力をj1MLろと,'二|・

２ﾓﾙの船ﾆﾈﾙｷﾞｰ(繩二…-)より|工|k"'だけ|=亘二'。

c4

5.0ウ２０エ21.25オ４０力４２．５

ク吸熱するケ化学反応は正方向に進む．化学反応は逆

化学反応は正逆のいずれの方向にも進まずに，そのまま平衡してい

ス小さい

ア２．５イ

キ発熱する

方向に進むサ

ろシ大きい

、万有引力と惑星の運動に関して，次のＡとＢの(1)から(7)までの各問いに答えよ。

Ａ水平な地面の一点から，一定の初速度で斜めに打ち上げた物体が，地面に落ちたところ

までの距離は，打ち上げる方向が水平と４５度の角をなすときに最大となる。その最大距

離ｊは初速度Uとその場所の重力の加速度,があたえられれば，Ｚ＝ＡＵｍｇ鈍であらわさ

れる｡次の''１から(３１…蝉中のＩａ１~(割の'二二二|に当て…郷…式を,下
のアからシまでの中から選べ。

i1i長…位を臘倍…ろと,Ｌ蝿,の糊,いずれも'二瓦二|橋に旗ろ。
従って,鋤i+繩='二'二|である。

腫馴鉛:鮒騏鞠鰯宴'三i三二二，
である｡

(副ｕ１と'２１から，”=|二重ニト,`=|コヨニ|がえられる。
アルイルョウ１ﾉルエ１ﾉﾊ２オー１より小カー１

判'１，‘o-i3-.』シ`……）
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Ｂ太陽系の惑星は太陽の童わりを公転している。

（４）火星と木星とは，太陽を中心としてそれぞれ半径が1.5および５天文単位（１天文単

位は地球の軌道半径)の円軌道上を公転するものとし，雀た火星と木星の半径はそれぞ

れ地球の0.5倍および10倍とする。火星と木星を地球に最も近いときに観測すれば，

木星の大きさ(視直径)は火星の大きさの何倍か６次のアから力までの中から選べ。

ア2.5倍より小イ2.5倍ウ５倍エ7.5倍オ１０倍

力１０倍より大

（５）小惑星のケレスは，半径2.8天文単位の円軌道上を公転している｡その周期は何年か。

答えは，四捨五入で小数第１位まで計算し,１．(1)．(a)の例にならって数値の承を示せ。
ナい

（６）彗星は強L､放射や弓I力をうけて分裂または崩壊することがある。毎秒80kｍの速さ

で進んでいる彗星が同じ重さの２個の彗星に分裂し，そのうちの１個が毎秒40ｋｍの

速さで運動するようになったとすれぼ，その運動エネルギーはもとの親彗星の何分の１

か。答えは，Ｉ．(1)．(a)の例にならって，分母の数値の糸を示せ。

（７）地球の公転軌道はわずかにだ円形で，地球は１月のはじめに太陽に最も近づく。この

ため，「惑星と太陽とを結ぶ線分が等しい時間に描く面積は惑星ごとに一定である。」と
津

いうケプラーの第２法則によって，春分，夏至，秋分，冬至の間の日数はわずかに異な

る。次のアからエまでの各期間を，短いものから順に配列せよ。

ア春分一夏至イ夏至一秋分ウ秋分一冬至エ冬至一一春分

Ⅳ地球の進化に関して，次のＡとＢの(1)から(3)までの各問いに答えよ。

Ａ地球上の地質現象は，いろいろな原因によって長い年月をへて形成されたものである。

（１）次の(a)から(e)までの各事項と最も関係の深いものを，下のアからケまでの中から一つ

ずつ選べ。
しゆ６

（a）摺曲山脈（b）準平原（c）三角N｜（｡）カルデラ（e）海岸段丘

ア火山作用イ隆起ウ侵食作用エ沈降オ道山作用

力たい積作用キ風化作用ク変成作用ケ続成作用

Ｂ地球上の地質現象がいつおこったかを知ることは，地球の歴史を解明する手がかりとな

1J直ＬＬ…塾坐当魍2工11L幽竺畠上皇』△2-iｉｉる。地層が重なりあっているとき

がある。また，地理的に離れた地域間の地層や岩石を比較することも必要で，これに

はある特定の時代仁の詮繁栄した生物の化石が用いられる。このような研究方法によって
②

地層の上下関係や異同が解明され'3璽童壁垈塑全きれていく。しかし,このような方法
－４４－（601-185）
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や化石のない火成岩・変成岩などには適用されない。lま，
④

｡｣注;出刀込1画lが

が地球の歴史の時計となるという考えが今世紀初頭にださ放射性同位元素の崩壊一方，
⑤Ⅱシ

れ，年代の具体的な数値があたえられるようになった。これは，放射性同位元素の半減期

(原子Ｎ個が自然崩壊してＮ/２個になる時間)は常に一定であるという事実に基づく方法

である。

(2)上記の文章中の下線を付した①～⑤の文に関連ある(a)から(e)までの記述中の

|~~~|鍵当て'…語句を,下のｱから上…漢字の中…字を選んでつく
れ。答えは，解答用紙の第１字と第２字の欄について，それぞれ該当するヒコをマーク

せよ。

(鋤①の湖''を順１－￣|の綱という。
Ｍの化石を1~￣]化石という。
(c'③の時代区分を'二二二'零代という。
(｡)④の時代は先ｶｧｦTﾃﾞ蒔代の馳代と|~~~]代である。
(州に基づいて航される年代を｢~￣|年代という。
ア為イ階ウ基エ期オ減力古キ三夕四

ケ示．始サ質シ軍ス準セ新ソ人夕生

チ絶ツ相テ層卜対ナ段=断ヌ地*中

ノ半′、標上累

(3)下の図は，放射性同位元素87Rb，238Ｕの崩壊曲線を示したものである。

（a）２３sＵの半減期（単位は年）

を，下のアからクまでの中か Ｎ

ら選べ。放
射

(b）８７Ｒｂは崩壊して安定な性
同

８７８ｒとなる。いま,ある岩`石位
元

中の８７Ｒｂと８?Sｒの原子数 素ＩＷ２
の

瓜（
比はa7Rb：s7Sr＝３：１で子

奨Ｎ/４
あった。測定時点におけるこ

過Ｍ８
の岩石の年齢(単位は年)は，Ｎ/1６

次のアからクまでのどれに最１２３４５６
時間（×1010年）

も近いか。ただし．a7Srは

すべて８７Ｒｂの崩壊によって

生じたものとする。

－４６－（601-187）

ｃ７Ｒｂ

、
、
、

～～

、
～

１

、
～
～
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ァ３Ｘ１０ｓ

オ５×103

イ1.25×109

力１×１０１０

ウ２×109

キ２×1010

ェ４．５×１０９

ク５×1010

Ｖ生物の生活活動に関して，次のＡとＢの(1)から(3)までの各問いに幕えよ。

Ａ細胞の細胞質は細胞膜でつつまれている。

（１）ある植物細胞を，２０℃で0.2モルの硝酸カリウムの希薄溶液に浸したら，２０分後に原

形質分離が観察されたが，さらに24時間後には再びもとの状態にもどっていた。次の

アからエまではこの現象の起因に関する記述であるが，記述中から最も確からしいもの

を－つ選べ。

ア細胞が死んだため，細胞膜の半透性の性質が失われて外液が浸入した。

イ外液中の物質が細胞のはたらきで分解されたため，外液の濃度が低下して吸水がお

こった。

ウ外液中の物質が徐々に細胞内に透過したため,細胞の吸水力が増して水が浸入した。

エ細胞を長時間溶液に浸したため，細胞膜が伸長した。

（２）次の文章中の下線を付した①～⑤の語句または文の正誤を判定せよ。答えは，正しい

ものはＥＣ。に，誤っているものはＥ×．にマークせよ。

ヤリイカの神経細胞の軸索に微小電極をそう入して静止電位を測定すると，外側を

①墓ﾑﾆﾕにして約60mVの電位差がえられろ｡これは細胞膜;鍾進幽篁によるもの
で,神経細胞の細胞膜は,呼吸などでえたATPを用いて,細胞内3二mm2L3:-塁を低③

鰻度から高濃度の方向に運ぶはたらきがあり，このイオンの細胞内外における濃度差は

細胞が死んでも失われない。
⑤

蕊蕊Jilrjl
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モグロピソ水溶液の酸素解離曲線に近似のものとなった。なお，一酸化炭素は酸素よりも

約300倍も強力にヘモグロピソと結合して一酸化炭素ヘモグロビンになり，一酸化炭素圧

が低くなっても容易に解離しないことが知られている。

(3)次のアからオまでの記述は，上記の実験の承に基づいて推測されることがらをしるし

たものであるが，正しいと思われるものは[○]に，誤りと思われるものは[×]に，正誤

の判定ができないものは[△]に，マークせよ。

ア血液中のヘモグロビンの酸素解離曲線が，純粋のヘモグ戸ピンの水溶液のそれより

も右方へ移動し，かつゆるやかなＳ字状曲線となるのは，血液中にふくまれる塩類な

どの作用による。

イ純粋のヘモグロピソの水溶液の酸素解離曲線が，酸素圧の低いところで急に立ち上

がるｓ字状曲線となるのは，ヘモグロビンの分子量が大きいためである｡

ウ血液は，純粋のヘモグロビン水溶液よりも肺胞(酸素圧：100ｍｍＨｇ)から組織(酸

素圧：約30ｍｍＨｇ)へ酸素を運搬する能力が大きい。

エ純粋のヘモグロビンの水溶液および血液中のヘモグロビンの酸素解離曲線は，二酸

化炭素が存在すると，二酸化炭素の圧力の上昇に伴って右方に移動する。

オ血液中のヘモグロビンの一酸化炭素解離曲線は，血液中のヘモグロピソの酸素解離

曲線のようにゆるやかなｓ字状曲線になる。

Ⅵ生命の起源と生物進化に関して，次のＡとＢの(1)から(4)までの各問いに答えよ。

Ａ地球上に最初iこ出現した生物体は，地球の進化に伴い，原始海洋中に生じたものとされ

ているが，それにはいろいろの化合物が関係している。

（１）水は，比熱が大きく生物体内の温度保持に適し，アミノ酸・タンパク質などの体物質

と結合して生物体の機能を円滑にする。このような水の特性は水分子間の結合に起因す

るが，その結合を次のアからエまでの中から－つ選べ。

アイオン結合イ共有結合ウ金属結合エ水素結合

（２）タンパク質は，多数のアミノ酸が脱水縮合してできた高分子化合物である。そのアミ

ノ酸どうしの化学結合を，次のアから力までの中から一つ選べ。

Ｈ
ｌ
Ｃ
－
Ｈ

ｌｏ

ＨＨ

Ｃ－Ｏ－Ｃ

ＨＨ

ＨＨ

ｌｌ
Ｃ－Ｃ

Ｉｌ
ＨＨ

－Ｃ－Ｎ－

ｌＩＩ
ＯＨ

イ

Ｃ
Ｉ
Ｏ

一

ア ウ エ

4８ (601-189）
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Ｈ

オ－０－Ｎ－カーＣ－Ｏ－Ｃ－

１１ＩＩｌ
ＨＨＯＯ

(3)最初に出現した生物体は，生理機能と増殖槻能をもつとともに環境適応性をもち，生

物進化を導く物質系であったと推定される。これらの特性の発現を支配している物質

を，次のアからサまでの中から－つ選べ。

アＲＮＡイム⑪Ｐウ抗体二(鵜，ォ脂質
力炭水化物キタソパク質クＤＮＡケピタミソコホルモソ

サ無機化合物

生物は，上記の(3)の特性を示しつつ，現在にいたるまで生命を受け継いでいる。

生物は，種として個体群をつくり，多くは有性生殖によって次代をつくっていく。個

体群で交配が自由に行われるものとして，有性生殖で生命を続けることと最も関係の深

Ｂ

(4)

い事項を，次のアから力までの中から一つ選べ。

ア隔雛イ環境適応性ウ個体数の増加 エ自然選択

オ生物体の調節作用 力突然変異

－４９－ (601-190）
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実地研究試験問題

英語

昭和51年10月１１日１２時15分～13時55分

注意事項

１合図があるまで，この冊子を開いてはいけません。

２本冊子は１５ページあります。ページの脱落等があった場合には申し出て下さい。

３解答用紙には受験番号が印刷してあります。受験票の受験番号と異っている場合には申し

出て下さい。また汚れのあったときは申し出て下さい。

４解答用紙上部の所定欄に氏名と受験番号を記入し，矢印で示した部分に受験番号をマーク

して下さい。

５解答は指定された解答欄にマークし，その他の部分にば何も書いてはいけません。訂正す

る場合には必ず消しゴムで完全に消し，消しくずはきれいに取り除いて下さい。

６解答用紙は鉛筆(ＨＢ)でマークした部分を機械で直接読みとりますから，下記のマークの

例を正しく守って下さい。またマークの濃さは，解答用紙下欄にある例を参照して下さい。

（例）■■わくの中を正確にぬりつぶして下さい。

７解答用紙を汚したり，折りまげたりしないで下さい。

８本冊子には草稿用紙，解答用紙控が入っているので，適宜利用して下さい。

９本冊子は持ち帰って下さい。

１０聞きとりテストは13時30分に開始します。

(601-197）１
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英 語

Ｉ次の英文(1)～(30)のそれぞれの空白に入れるのにもっとも適した語または語群を，

ぞれの文の下に示した１～４の中から１つずつ選べ。

それ

（１）Ｈｅｈａｄｎｏ ｔｏｂｅＣｏｍｅａｇｒｅａｔｓｃｈｏｌａｒ．
￣

（1．ｂｅｌｉｅｆ２．convenience ３．decline ４．desire）

（２）Manypeoplesettheir inlifewhiletheyareyoun９．
－－￣

（1．ｇｏａｌ２．ｈｉｍｄ３．gcore ４．watch）

（３）Therehavebeenpriceincreasesinalmostallrecently．
■￣－－－－－－

（１．account２．Cash３．goods ４．merchantS）

（４）Hehadalotofbeforetheoperation、
－－

（1．disphLy ２．ｐａｉｎ ３．performance ４．portion）

（５）Ｉｔｗａｓａｌｏｗｒａｄｉｏａｎｄｄｉｄｎ'ｔｗｏｒｋｗｅｌＬ
￣

（1．majoI･ity ２．minority aquality ４．quantity）

（６）Ｉｈａｄｔｏｓｉｇｎａ ｆｏｒｔｈｅｐａｒｃｅｌｓｔｈａｔｃａmetoday．
■－－－－－－－

（1．］〕ayment２．ｐｏｓｔ３．receipt４．symbol）

（７）Ｈｅｉｓｎｏｔｅｎｏｕｇｈｔｏｂｅａｇｏｏｄｄｒｉｖｅｒ．
￣＝■－－－－－

（1．cElreless ２．cautious afamiliar ４．inferior）

（８）Heleftsuddenly，afteranmessagefromhiswife
￣

（１．absellt２．ａｗａｒｅ ３．equal４．urgent）

（９）ＨｅｒｈａＩ１ｄｓｗｅｒｅｒｅｄａｎｄｆｒｏｍｄｏｉｎｇｓomuchhousework．
■－－－－－－－

（1．gralld２．modest３．rough４．violent）

(10）Motherwag tomeetthenewteacher、
－－－－－－－

（1．delightful２．eager３．efTective ４．innocent）

(11）Ｍｒ・Hillwas toreachthembyphone，ｓｏｈｅｗｅｌｌｔｔｏｔｈｅｉｒｈｏｕｓｅ．
■￣－－－－－－

（1．helpful２．］ikewise３．possible ４．１ｍable）

(12）Everyoneworkedtogetherto thepuzzIe．
￣

（1．confess ２ｄｅａｌａｌｏｃｋ４．solve）

(13）Ｔｈｅｄｏｇ ｔｈｅｍｅａｔｆｒｏｍｔｈｅｂｏｎｅｉｔｗａｓｃｈｅｗｉｎ９．
－－

（1．denied２．mistook３．ｔｏ】･ｅ４．wove）

－３－ （601-199(601-199）
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(14）Thetideouttwiceintwenty-fourhour８．
－￣

（1．escapes ２．iile8 aｆｉｏｗｓ ４．meltg）

(15）Ifabusinessistosucceed，itmustbeefliciently．
￣

（1．ｇｏｎｅ ２．ｐｕｔ３．ｒｕｎ ４．set）

(16）Iknowyoucan himfortransportatio､．
￣

（1．applyｆｏｒ ２．ｍａｋｅＬＩｐ ａｒｅｌｙｏｎ ４．ｔｅａｒalong）

(17）Youwillhavetogetdinneryourselfthisevening、
－－

（1．after ２．ｆｏｒ ３．ｆｒｏｍ ４．with）

(18）ＨｅｗａｓｐｒｏｕｄｈｉｍｓｅｌｆｆｏｒｈａｖｉｎｇｄｏｎｅｓｏｗｅｌＬ
－－

（1．ｆｏｒ ２．ｉｎ ３．ｏｆ４．ｔｏ）

(19）Ｈｅｉｓｎｏｔａｃｃｕｓｔｏｍｅｄｔｈｅｃｌｉｍａｔｅｈｅｒe・
■＝－－－＝－－

（1．ｂｙ ２．ｆｏｒ ３．ｔｏ ４．with）

(20）Ｗｅｓｔａｙｅｄａｔｔｈｅｐａｒｔｙ ｆＷｅｏ,clock．
￣■＝＝￣＝－－

（1．ａｔ２．before ３．ｆｏｒ ４．until）

(21）Ｄｏｙｏｕｔｈｉｎｋｈｅｗｉｌｌｒｅｃｏｖｅｒ ｈｉｓｉｌｌｎesssoon？
￣

（1．about２．ｆｒｏｍ ３．since ４．within）

(22）Don，ｔｋｅｅｐｐｅｔｓｙｏｕｃａｎｃａｒｅｆｏｒｔｈｅｍ．
￣￣

（１．，０mol･ｅｔｈａｎ ２．otherwise aunless ４．whereas）

(23）ｙｏｕｇｅｔｔｏｓｃｈｏｏｌ,rllbeinKyoto．
￣

（1．Ｂｙｔｈｅｔｉｍｅ ２．Ｉｎｗｈａｔｗａｙ ａＬｅｔａｌｏｎｅ ４．whatever）

(24），shelooksjustlikemysiste１．．
－－￣

（1．Atadistance ２．Ｂａｃｋａｎｄｆｏｒｔｈ３．Behindappearances

４．１，ｔｉｍｅ）

(25）Ｓｈｅｉｓ ｈｅｒｍｏｔｈｅｒ、
－－－

（1．ａＩｍｏｓｔａｓｔａ】ｌａｓ ２，ａｌｍｏｓｔｔａｌｌａｓ ３．ａｓａｌｍｏｓｔｔａｌｌａｓ

４．ａｓｔａｌｌａｓａｌｍｏｓｔ）

(26）HegoesfishingeverySund2ly theweatherisfine．
￣

（1．ｉｎｓｐｉｔｅｏｆ２．nevertheless aregardlessof

４．whetherornot）

(27）Don，ｔｂｌａｍｅｍｅ．̄

（1．ｆｏｒｗｈａｔｈａｌ〕pened２．ｆｌ･oｍｏｎｅｔｏｔｈｅｏｔｈｅｒ

３．gettingitright４．ｏｕｔｏｆｏｒｄｅｒ）

－４－ （601-200）
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(28）Ｔｈｅｙgottheirmothersomesandwiche圏．
－－－－－

（1．ｐａＣｋ２．１)acked３．ｔｏｂｅｐａｃｋｅｄ４．ｔｏｐａｃｋ）

(29）ＩｗａＳｂｎ３駅 ｔｈｅpiano、
－－－

（1．forplPactiCillg ２．iI1practiCe atopraCtice ４．pracbicing）

(30）They'ｄｂｅｅｎｇｉｖｅｎｕｐ－＿ Whentheplanediscoveredthem．

(Ｌｆｏｒｐｒａ

Ｔｈｅｙ'ｄｂｅ１

(1．ｆｏｒlost 4．themsalVesup）aovertu】･ned２．ｏｆｎｏｔｅ

0.

(601-201）５
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次の(1)～(6)において，（ａ)(ｂ)それぞれの（）内の１～５の語または語群を並べか

えると，（ａ）(ｂ)いずれか一方は上の文と大体同じ意味を表わす文となる。その場合，３番

目と５番目とにはそれぞれ何番と何番をおけばよいか。なお，文頭におくべき語も小文字に

してある。（ａ)(ｂ)のいずれを選んだかは示す必要はない。

（１）Ｉｈａｄａｎｉｃｅｃｈａｔｗｉｔｈｈｉｍ．

＝(a）（1．ｈｉｍ ２．１３．ｗｉｔｈ４．enjoyed５．talking)．

＝(b）（1．ｗｉｔｈ２．１３．ａｂｉｔ４．ｈｉｍ５．quarrelled)．

（２）Ｃａｎｌｄｅｐｅｎｄｏｎｙｏｕｔｏｆｉｎｄａｇｏｏｄｄａｔｅfortheparty？

＝(a）Ｈａｙ（1．ｙｏｕ ２．Ｉａｏｆｔｈｅｄａｔｅ ４．ｉｎform

５．oftheparty)？

＝(b）Ｗｉｌｌ（Ｌｔｏｈａｖｅ ２．ｙｏｕ ａｔｈｅｐａｒｔｙ ４．ｗｈｅｎ

５．．６cide)？

（３）Hehadnotroubleinunderstandingmyintention．

＝(a）Ｈｅ（Ｌｃｏｕｌｄ２・ｗｈａｔ３．ｍｅａｎｔ４・easilygrasp5．Ｉ)．

＝(b）Ｈｅ（1．ｍｅ２．nodifficuItyapersuading4、ｈａｄ５．ｉｎ)．

（４）Youcannotexpectmetolendyoumoneyagain．

＝(a）Ｉｔｉｓ（１．ｔ０２．ｆｏｒｙｏｕ３．impossible4・ｍｅ５．１end）

ｍｏｎｅｙａｇａｍ．

＝(b）Ｉｔｉｓ（1．ｔｏｅｘｐｅｃｔ２．ｙｏｕａｔｏｌｅｎｄ４．unreasonable

５ｍｅ）moneyagain．

（５）Ｈｅｄｉｅｄｌａ８ｔｗｅｅｋｂｕｔｈｅｗｏｎ，tbemissed．

＝(ａ）ＨｅｄｉｅｄｌａＳｔｗｅｅｋｂｕｔ（Ldidn'ｔｋｎｏｗ ２．ａＤ１ｙｏｎｓ ａｔｈａｔ

／

４．ｄｅａｄ５．ｈｅwas)．

＝(b）Ｈｅｄｉｅｄｌａｓｔｗｅｅｋｂｕｔ（Lhisabgence ２．，０ ３．regret

４．ｗｉｌｌ５．one)．

（６）Sheisbeyondthedoctor'８ｈｅｌｐ．

＝(a）Ｓｈｅｉｓｓｐ（1．ｓｈｅｄｏｅｓｎｏｔ２．ｔｈｅdoctor'８ｈｅｌｐ ３．ｔｈａｔ
／

４．nee《】５．healthy)．

＝(b）Ｓｈｅｉｓｓｏ（1．ｈｅ】･ｌｉｆｅ２．ｃａＤｍｏｔｓａｖｅ－８、ｔｈｅｄｏｃｔｏｒ４・ｉＵ

５．that)．

Ｈ

(601-202）６
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Ⅲ次の(1)～(6)において，（ａ)(ｂ)それぞれの（）内の１～５の語または語群を並べか

えると，（ａ)(ｂ)いずれか一方は上の文に応じた対話文となる。その場合，３番目と５番目

とにはそれぞれ何番と何番をおけばよいか。なお，文頭におくべき語も小文字にしてある。

（ａ)(ｂ)のいずれを選んだかは示す必要はない。

（１）“HowlonghaveyoubeeⅢhere,Ｊｏｈｎ?，，

（a）“(1．before２．ｈａｄafiVedays４．１ｃａｍｅ５．passed）

／
here.,,

（b）“(１．１，ｖｅ２・ｌａｓｔ３．ｈｅｒｅ４．since５．been）Tuesday.，’

（２）“Ｄｏｙｏｕｍｉｎｄｌｅｎｄｉｎｇｔｈｅｂｏｏｋｔｏｍｅ?',

（a）“Yes，Ｉ（Ｌｕｓｅｆｕｌ２・ｈｏｐｅ３．ｗｉｌｌｂｅ４．ｆｏｒｙｏｕ５．ｉｔ).”

（b）“ＮＣ,ｙｏｕ（1．ｋｅｅｐ２．ｙｏｕｌｉｋｅａｍａｙ４・ａｓｌｏｌｌｇａｓ５・ｉｔ).，,

（３）“Ｉｓａｗｙｏｕａｔｔｈｅｍｏｖｉｅｓｌａｓｔｎｉｇｈｔ.”

（a）“Really？（1．there ２．１３ｗｅｒｅ４．ｙｏｕ ５．didn，ｔ

ｋｎｏｗ).'’

一（b）“RealIy？（1．Ｗｈｙ２．ａｎｄｓａｉｄ３・ｙｏｕｃａｍｅｔｏｍｅ４・hello

５．that，s).,，

（４）“Mother,Ｉ'dpreferthisdress.,，

（a）“1t'snotagoodchoice．（1．olderｔｈａｎ２．ｉｔmakes３．ａｒｅ

４．ｙｏｕｌｏｏｋ５．ｙｏｕreally)６，，
－

￣（b）‘`1t，snotagoodchoice．（1．ｉｔ２．ｂｅｔｔｅｒｔｈａｎ ａｔｈｅ

４．ｓｅｅｍｓ ５．others).，，

（５）“TomisneverlatefOrschool,ｉｓｈｅ?'，

（a）“Ｎｏ．（1．ｔｉｍｅ２．ｃｏｍｅｓｔｏｓｃｈｏｏｌ３ｈｅ４、０，５．never)，

though，,

（b）“Ｎｏ．（1．ｕｓｅｄ２．ｃｏｍｅｌａｔｅ３、ｔｏｓｃｈｏｏｌ４・ｈｅ５．ｔｏ)，

though.,，

（６）“Theserosesareverybeautifulandsmellsweet、Ｗｈｙｄｏｎ，ｔｙｏｕｔａｋｅ

ｔｈｅｍｈｏｍｅｗｉｔｈｙｏｕ?，，

（a）‘`(1．ｉｔ，ｓｖｅｒｙｋｉｎｄ２．ｙｏｕ３．ｏｆ４．ｔｏｇｒｉｖｅｔｈｅｍ５．ｔ⑪

ｍｅ).，,

（b）“(1．because２．．t０．０８０３．ｖｅｒｙｍｕｃｈ４．１，．５．like).，，

７ (601-203）
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次の英文を読承，下の(1)～(6)の問いの答えとして，本文の内容にもっともよく合って

いるものを，それぞれの問いの下に示した１～４の中から１つずつ選べ。

OneoftheinterestingthingsweobserveinnatureiBthemannerinwhich

afOrestcomesintobeing・OnetypeofforesttheearlycolonisｔｓｆｏｕｎｄｉｎＮｏｒｔｈ

Ａｍｅｒｉｃａｗａｓｍａｄｅｕｐlargelyofwhitepineandhemlocktrees・TheBetrees

had‘`takenover，，ｔｈｅａｒｅａａｎｄ，exceptfOrfallenneedleS，tllefOrestfloorwas

largelybare、

ＷｈｉｔｅｐｉｎｅａｎｄｈｅｍｌｏｃｋｔｒｅｅｓｄｏｎｏｔｇrowasfastaBmanyotherspecies,ｂｕｔ

ｔｈｅｙｇｒｏｗｔｏｂｅｑｕｉｔｅｔａｌＬＴｈｅｙａ】socansurviveinmoderately8hadedplaces・

Ｔｈｅｙmust，however，haveafairlymoistsoiLThecoloniBtsfoundpineand

hemlockfOrestsinmanyportionsofthenortheasternarｅａｏｆｔｈｅＵｎitedStates，

wheretheenvironmentfavOredtheirexistence

WhathappenswhenthetrｅｅｓｏｆｓｕｃｈａｆｏｒｅｓｔａｒｅｃｕｔｄｏｗｍＤｏｅｓａｎｅｗ

ｆｏｒｅｓｔｏｆｗｈｉｔｅｐｉｎｅａｎｄｈｅｍｌｏｃkstartgrowingag2uin？ＮｏｔａｔａｌＬＲａｔｈｅｒ，a

longsucceBsionbegins・Duringthefirsttwoorthreeyears,thegroundislargely

coveredwithweeds・Ｈereandtheregrassesbegmtoappear，Timepasses，ａｎｄ

ｙｏｕｎｇｔｒｅｅｓｂｅｇｉｎｔｏｒｉｓｅａｂｏｖｅｔhegrassesandweeds・Theseyoungtreesare

amixtureofvariousspeciessuchasmaplesandpoplars，Youngwhitepines

andhemlocksarealsogrowing，ｂｕｔｍｏｒｅｓｌｏｗ】y・

AfterlOtol5yearsthefast-growingtreesandbushesshadethearea・The

weedsandgrassesgraduallydisappearbecausetheycannolongergetthe

sunlightnecessaryforgrowth・Thetreesaremcompetitionwithoneanother

forthisall-importantsunlight、Theyoungwhitepinesandhemlockssurvive

becausetheycangetalongwithonlyalittlesunlight、

Ｆortyorfiftyyearslatertheyoungforestisstillamixtureoftreespecies・

Hereandthere,ｗｈｉｔｅｐｍｅｓａｎｄｈｅｍｌｏｃｋｓｃａｎｂｅｓｅｅｎ・Ｔｈｅｓｅｔｒｅｅｓｓｌｏｗｌｙｂｅｇｉｎ

ｔｏｗｉｎｏｕｔinthecompetition・Theirsuccessisduetotwofactors・First，they

areadaptedtotheexistingconditionsoflife，ａｎｄsecond，theyfinallytower

abovetheircompetitors，andthesecompetitor8cannotbeartheBhadedconditions

mwhichtheynowliva

Ahundredyears，orperhapsl50yearslater,theoriginalfOreBtisrestored・

Thiscanonlyhappen，however，ｉｆｍａｎｄｏｅｓｎｏｔｉｎｔｅｒｆｅｒｅｗｉｔｈｔｈｅｓｕccession，

ａｎｄiftheenvirol1mentdoesnotundergoconsiderablechange・Then，ｏｎｃｅagain，

thewhitepinesandhemlocksruletheforest，ｗｈｉｃｈｍａｙａｐｐｅａｒｍｕｃｈａｓｉｔｄｉｄ

ｙｅａｒｓbefore、

－８－（601-204）
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（１）北アメリカで初期の開拓者が見つけたストロプまつ（whitepine）やアメリカつが

（hemlock)の森の様子で正しいのはどれか。

１．地面が雑草でおおわれていた。

２．いろいろな植物が調和を保ちながら共存していた。

３．ストロプまつやアメリカつが以外にはほとんど何も生えていなかった。

４．ストロプまつやアメリカつがに蚕じって，かえで(maple)やポプラ(poplar)の木が

茂っていた。

（２）ストロプまつやアメリカつがに共通する生態的特徴として正しいのはどれか。

１．非常に速く成長する。

２゜湿った土地には育たない。

３．背があまり高くはならない。

４．日のあまりあたらないところでも育つ。

（３）ストロブまつやアメリカつがの森の木が切られたとき，はじめに姿を現わすのは何か。

１．雑草。

２．かん木。

３．かえでやポプラの若木。

４．ストロプまつやアメリカつがの若木。

（４）ストロプまつやアメリカつがの勝利が決定的となるのはどの時期か。

１．５年以内。

２．１５年以内。

３．５０年以内。

４．５０年以後。

（５）その勝利の要因として正しいのはどれか。

１．虫害に対して比牧的強い。

２．下草のおかげで地面の乾燥が防げる。

３．競争相手が日陰になり，成長できなくなる。

４．成長速度がゆるやかで，その間に強じんな生命力を養うことができる。

（６）この英文は何について述べたものか。

１．環境保護の必要性。

２．森が生成される過程。

３．森と人間とのかかわりあい。

４．北アメリカにおける植物の分布。

－９－ (601-205）
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次の英文を読糸，下の(1)～(6)のそれぞれの書き出しを完成するために，本文の内容に

もっともよく合っているものを，それぞれの書き出しの下に示した１～４の中から１つずつ

選べ。

ThereareagreatmanycareersinwhichtheincreagingemphaSisison

specializationYoufindthesecareer8inengineering,inproduction,instatisticaI

work，andinteaching、Butthereisanincreasingdemandfoｒｐｅｏｐｌｅｗｈｏａｒｅ

ａｂｌｅｔｏｔａｋｅｉｎａｇｒｅａｔａｒｅａａｔａｇｌａｎｃｅ，ｐｅｏｐｌｅｗｈｏｐｅｒｈａｐｓｄｏｎｏｔｋｎｏｗｔｏｏ

ｍｕchaboutanyonefieldThereis，ｉｎｏｔｈｅｒｗｏｒｄｓｊａｄｅｍａｎｄｆＯｒｐｅｏｐｌｅｗho

arecapableofseeingtheforestratherthanthetreeS，ofmakinggeneral

judgments・Ｗｅｃａｎｃａｌｌｔｈｅｓｅｐｅｏｐｌｅ“generaliSts,'・Ａｎｄthese“generalists,，

areparticularlyneededforpositionsinadministration，ｗｈｅｒｅｉｔｉｓｔｈｅｉｒｊｏｂ

ｔｏｓｅｅｔｈａｔｏｔｈｅｒｐｅｏｐｌｅｄｏｔｈｅｗｏｒｋ，ｗｈｅｒｅｔｈｅｙｈａｖｅｔｏｐｌａｎｆＯｒｏｔｈｅｒｐｅｏple，

toorganizeotherpeople'８work,ｔｏｂｅｇｉｎｉｔａｎｄｊｕｄｇｅｉｔ，

Ｔｈｅspecialistunderstandsonefield；hisconcerniswithtechniqueandto０１３．

Ｈｅｉｓａ‘`trained'，ｍａｎ；andhiseducationalbackgroundisproperlytechnicalor

professionaLThegeneralist-andespeciallytheadministrator-dealswith

people；hisconcemiswithleadership，ｗｉｔｈplanning，andwithdirectiongiving，

Ｈｅｉｓａｎ‘`educated'，ｍａｎ；andthehumanitiesarehisstrongestfoundation・

Veryrarelyisaspecialistcapab】eofbeinganadministrator・Andveryrarely

isagoodgeneralistalsoagoodspecialistinaparticularfield・Anyorganization

needsbothkindsofpeople,thoughdi征erentorganization8needthemindifTerent

proportions・Ｉｔｉｓｙｏｕｒｔａｇｋｔｏｆｉｎｄｏｕｔ,duringyourtrainingperiod，ｉｎｔｏｗｈｉｃｈ

ｏｆｔｈｅｔｗｏｋｉｎｄｓｏｆｊｏｂｓｙｏｕｆｉｔ，ａｎｄｔｏｐｌａｎｙｏｕｒｃａｒｅｅｒaccordingly・

Ｙｏｕｒｆｉｒｓｔｊｏｂｍａｙｔｕｒｎｏｕｔｔｏｂｅｔｈｅｒightjobforyou-butthisispure

accident、certainIyyoushouldnotchangejobsconstantlyorpeoplewillbecome

suspicioｕｓｏｆｙｏｕｒａｂｉｌｉｔｙｔｏｈｏｌｄａｎｙｊｏｂ、Ａｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅｙｏｕｍｕｓｔｎｏｔｌｏｏｋ

ｕｐｏnthefirstjobasthefinaljob；ｉｔｉｓｐｒｉｍａｒｉｌｙａｔｒａｍｍｇｊｏｂ,ａ、opportunity

tounderstandyourselｆａｎｄｙｏｕｒｆｉｔｎｅｇｓｆｏｒｂｅｉｎｇａｎｅｍｐｌｏｙｅｅ．

Ｖ

－１０－ (601-206）
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（１）Ｔｈｅｒｅｉｓａｎｉｎｃｒｅａｓｉｎｇｄｅｍａｎｄｆｏｒ

Ｌｓpecialists6

２．generalists、

３．generalistswhoareaIsogoodspeciali8tS、

４．specialistswhoarealsogoodgeneralists．

（２）Thespecialistis

Lamanwhosejobistotrainotherpeople、

２．ａｍａｎｗｈｏｈａｓｂｅｅｎｔｒａｉｎｅｄｉｎｍｏｒｅｔｈａnoneHeld，

ａａｍａｎｗｈｏｃａｎｓｅｅｔｈｅｆｏｒｅｓｔｒａｔｈｅｒｔhanthetrees、

４．amamwhoseconcernismainlywithtechnicalorprofessionalmatters．

（３）Theadministratoris

LaspeCialist、

２．ａ“trained,，man、

３．ａｎ‘`educated',ｍａｎ

４．ａｍａｎｗｈｏｉｓｍｏｒｅａｓｐｅｃｉａｌｉｓｔｔｈａｎａｇeneraliSt．

（４）Anyorganizationneeds

l，bothgeneralistsandspecialist８．

２．morespecialiststhangeneralist８．

３．moregeneraliststhanspecialist８．

４．asmanyspecialist8asgeneralists．

（５）Duringyourtrainingperiod，ｉｔｉｓｉｍｐｏｒｔａｎｔ

ｌ・ｔｏｔｒｙｔｏｂｅａｇｅｍｅｒalist、

２．tochooseaprofitnblejob・

ａｔoHndanorganizationwhichfitSyou、

４．ｔｏｄｅｃｉｄｅｗｈｅｔｈｅｒｙｏｕａｒｅｉｉｔｔｏｂｅａｓpecialistorageneralist．

（６）Ａman,ｓｆｉｒｓｔｊｏｂ

Ｌｉｓｔｈｅｒｉｇｈｔｊｏｂｆｏｒｈｉｍ

２．shouldnotberegardedasthelinaljob、

３．ｓｈｏｕｌｄｂｅｃｈａｎｇｅｄｏｒｐｅｏｐｌｅｗｉｌｌｂecomesuspiciousofhisabiiity、

４．ｓｅｅｍｓｔｏｂｅｗｒｏｎｇｆｏｒｈｉｍａｔｆｉｒｓｔｂｕｔｉｔｔｕｒｎｓｏｕｔｔｏｂｅｔｈｅｒｉｇｈｔｊｏｂ．

－１１－ (601-207）
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Ⅵ（聞きとりのテスト）

次の(1)～(10)のそれぞれについて，放送による問いを聞き，その答えとしてもっとも適

したものを，それぞれの１～４の中から１つずつ選べ。

(例）ＬＷｅｍｉｘｒｅｄａｎｄｙｅｌｌｏｗ６

２．Ｗｅｍｉｘｙｅｌｌｏｗａｎｄｂｌｕｅ,

３．Ｗｅｍｉｘｏｒａｎｇｅａｎｄｒｅｄ，

４．Ｗｅｍｉｘｒｅｄａｎｄｂｌｕｅ．

（１）１．Shelikesitfried，

２．Shelikesitboiled，

３．ShelikeBitroasted，

４．ＳｈｅｌｉｋｅｓｉｔａｎｙｗａｙａｔａｌＬ

（２）ＬＩｔｗｉｌｌｂｅｈｉｋｉｎｇ、

２．Itwillbeboating、

３．Ｉｔｗｉｌｌｂｅｓｗｉｍｍｉｎｇ、

４．Itwillbeskating．

（３）ＬＳｈｅｗｉｌｌｗｅａｒｔｈｅｒｅｄｄｒｅｓｓ、

２．Ｓｈｅｗｉｌｌｗｅarthebluedress、

３．Shewillwearthegreendress、

４．Shewillweartheyellowdress．

（４）１．Ｓａｍdoes、

２．Ｊｉｍdoes・

aHarrydoes、

４．Ｎｏｏｎｅｄｏｅｓ．

（５）ＬＨｅｗｉｌｌｃｕｔｉｔｉｎｈａｌｖｅｇ、

２．Ｈｅｗｉｌｌｃｕｔｉｔｉｎｔｈｉｒｄｓ、

３ｐＨｅｗｉｌｌｃｕｔｉｔｉｎｆｏｕｒｔｈ３．

４．Ｈｅｗｉｌｌｃｕｔｉｔｉｎｓｈａｐｅｓ．

（６）ＬＴｈｅｙｗｅ】･ｅｍａｒｒｉｅｄｉｎ1917.

2．Ｔｈｅｙｗｅｒｅｍａｒｒｉｅｄｉｎｌ925.

3．Ｔｈｅｙｗｅｒｅｍａｒｒｉｅｄｉｎｌ９５Ｌ

４．Theyweremarriedinl970．

－週一 (601-208）
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（７）１．

２．

３

４６

（８）１．

２．

３．

４．

（９）１．

２６

ａ

４６

(10）１．

２．

３．

４．

TherearelOshoes・

Thereare20shoeS．＆

Thereare40ShoeS・

Thereiare50shoe3

Itwasyellow・

Itwasgreen・

Ｉｔｗａｓｂｌｕａ

ｌｔｗａｓｒｅｄ

Ｉｔｗｏｕ]ｄｂｅｂｌｏＷｎｔｏｔｈｅｅａｓｔ・

ＩｔＷＯＵｌｄｂｅｂｌＯＷｎｔｏｔｈｅｗｅｓｔ・

ＩｔＷｏＵｌｄｂｅｂｌＯｗｎｔｏｔｈｅｎｏｒｔｈ

ｌｔｗｏｕｌｄｂｅｂｌｏｗｎｔＯｔｈｅＳｏｕｔｈ．

ＩｔｉｓｏｖｅＺｈｅａｄｄ

Ｉｔｉｓｔｏｔｈｅｅａｓｔ・

Ｉｔｉｓｔｏｔｈｅｗｅｓｔ６

１ｔｉｓｓｅ杜ing．

－１３－ (601-209）
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英語解答用紙控

■】■■２■■３■■４■

■】■■２■■ヨ■■４■■ｌ■■２■■車■４■

■ｌ■■２ｺ■車■４コ

■】■Ｅ２■■玄ＥＱ■

■１ｺ■２■区車Ｅ４ｚ ■ｌ■■２■■3コ■Ｏ■

■1コ■２ヨＥ３■［４ｺ

■】■Ｅ２■■3■■４■

■ｌ■■２■■ヨコ■４■

■ｌ■■２■■ヨ■■４■ ■１■■２ｚ■3■ｚ４■

■１コ■２■■３ｺ■４■

ｊ
Ｉ
ｊ

－
２
３
０

１
１
１
Ｉ

１
Ｊ
Ｊ
１
１

２
３
４
５
６

１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｊ
１
ｊ
ｊ
ｌ

５
６
７
Ｂ
９
ｎ

ｌ
Ｉ
く
Ｉ

■ｌ■■２■■3■■４■

■１■■２■■3■■４コ

粒選について、次の間に

マークで答えなさい。

よく因二えた……･…・・Ｉ

やや周二人に（かつｆ……２

閣二え'二《かつた……３

■１コ５２コ匹鈩

1５－ (601-211）

Ｉ

(１）

(２）

(３）

(４）

(５）

(６）

(7)

(８）

(９）

(10）

(１１）

(12）

(13）

(14）

(15）

E１コ■２ｺＥ３。■4コ

E1コ■２■■３ｺばや

Ｅ１コ■２コ■３ｺ■4ｺ

E１．匹２ｺ■３ｺこ4可

Ｅ１３Ｅ２ＤＥ３刀■4コ

Ｅ１ｚｒ２ユＥ３■Ｂ４⑪

■１コ［２■■3コ■４コ

■１コＥ２．匹３■巳４コ

圧１．匹ｚ２Ｅ３ｒ圧４コ

■１コ■２コr３コ＄4コ

E１ｺＥ２Ｄ■３コ■４コ

■１．正２コ■３．日４む

Ｅ１コ⑭２．Ｅ３乃巴４コ

ごＩ。に２．Ｅ３。【４可

Ｅ1コＥ２コ■３ユピ４コ

(16）

(17）

(18）

(19）

(20）

(21）

(22）

(23）

(24）

(25）

(25）

(27）

(28）

(29）

(30）

Ｅ１訂■２ｺ［３８匹４■

ｒ1コ■２■■蛍■４ｺ

■1コｒ2コ■車■４コ

■１コ■2刃匹尹■４■

Ｅ１コＥ2ｺ丘尹■４コ

■1コ茂2刃区尹匹４コ

■1コ■2コ■鉤Ｅ４Ｄ

E1コＥ2コに鉤■４コ

■1コと2コＥ車Ｅ４コ

■１．匹２誼ｒ３３Ｅ４ｚ

に１．匹２コピ3コｒ４コ

Ｅｌゴこ２=■3コ■４３

［1コ■２コ■3コと４刀

［1コ■２コｒ3．Ｅ４Ｄ

r１．Ｅ２刀匹３．匹４コ

Ⅳ

(１）

(２）

(３）

(４）

(５）

(６）

ご】■８２ｺＥ３．９４コ

■１コ■２コ■３ｺ８４■

■１．９２コＥ３■■４コ

■ｌおエ２■Ｅ３。E４３

■１■■２ｺＥ３■■４万

Ｅ１ｎｇ２■Ｅ３。ｚ４コ

Ｖ

(１）

(２）

(３）

(４）

(５）

(６）

［１■■２．Ｇ３。Ｂ４コ

Ｅ１刀＆２ユ圧３コ■４コ

ごlpE2n丘３刀Ｅ４ｚ

■１．底２．９３コ■４■

■１刀Ｅ２３ｒ３。［４コ

ば１コＥ２３８３刃［４コ

Ⅵ
（
聞
き
と
り
の
テ
ス
ト
）

(例）

（１）

(２）

(３）

(４）

(５）

(６）

(７）

(8)

(９）

(10）

８１．Ｂ２。■３コ－

■１コ■２■Ｅ３。Ｅ４コ

■１．８２■■３=■４万

■１⑪Ｂ２可■３コ［４コ

８１．Ｅ２３Ｅ３３Ｅ４３

■１コ■２コ■３コ■４コ

■１．８２コ■３コ■４刃

６１ｺ■２．８．コ■４ｺ

■１ｺ■２コ■３コ■４幻

丘１．８２弓Ｅ３。■４刀

[い■２■Ｅ３■■４ｺ

H１

（１）

(２）

(３）

(４）

(５）

(６）

３番目 ５番目

■1．Ｅ２刀丘ヨー＆4工５．１Ｅ1コ■2.区聿さ４．９５コ

E1コ■２ｚＢ３訂■４コＥ5コ 区1コ［２コ［尹区4万ｃ５コ

E１コ［２■Ｅ３■■４．９５コ [】。■２コ［3ｺ■4コは５コ

■１巫鍾■車■４率５コ こいｇ鋲＆3ヨＥ4コ■５コ

■l工わ■3コ■４＄９５コ ■１．匹２．丘３コ■4コＥ５ｍ

Ｅ１．匹２．Ｅ３可ｇ４ＺＥ５刀 ■１コ［２エヨコビ４．８５コ

1１

(１）

(２）

(３）

(４）

（５）

(６）

３番目

Ｅいば２コ■３コこいｃ５コ

こ１コ■２．圧鋲■４ぢＥ５ユ

丘１ｺ低２ぢこ3コ■４刀ｚ５ｺ

征１．E2pE3刀Ｅ４コ=５コ

［１コこ2コ■３コ■４．匹５コ

■１コ■２ｍＥ３刀■４コ■５コ

５番目

巴1コ■２コ■尹匡4コ■５３

E１コｒ２コ＆3ｺ正4コＥ５コ

[１刀匹２．仁3ヨ■４．匹５コ

E１．ＥｍＥ３。［4．Ｅ５■

Ｅ１＝［2コＥ３。［４ヨピ５刃

[１コ■2．Ｅ３。Ｅ4コＥ５コ
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〔VI〕「聞きとりのテスト」（スクリプト）

このプリントには,｢聞きとりのテスト」問題として，テープに録音された音声をそのまま

文字化したものと，大体の所要時間を示しています。従って，２度読まれている場合は，同

じものを２度示し，また，問題や空白を含めた時間も示しています。

ただ今から、聞きとりのテストをいたします。ＶI．「聞きとりのテスト」

のところを開きなさい。

テスト問題は、（１）から（10）までの10間あり、それぞれの問題は、１つ

のパラグラフとそれについての問いからできています。その問いの答としても

っとも適したものを、問題用紙に印刷された１から４までの答の中から選んで

答えなさい。どの問題も２度ずつ読まれ、そのあと、約15秒間の空白をおきま

す。

では、まず、問題の例を聞いて下さい。

Examp1e．

エｆｗｅｍｉｘｒｅｄａｎｄｂｌｕｅｗｅｗｉｌｌｇｅｔｐｕｒPle．正ｗｅｍｉｘ

ｒｅｄａｎｄｙｅｌｌｏｗｗｅｗｉｌｌｇｅｔｏｒａｎｇｅ、Ｗｅｗａｎｔｔｏｐａｉｎ上ｔｈｅ
ｆｒｏｎｔｄｏｏｒｐｕｒｐｌｅ･Ｗｈａｔｃｏｌｏｒｓｗｉｌｌｗｅｈａｖｅｔｏｍｉｘｔｏｇｅ上
Ｐｕｒｐｌｅ？

Ｌｉｓｔｅｎａｇａｉｎ･

エｆｗｅｍｉｘｒｅｄａｎｄｂｌｕｅｗｅｗｉ１１ｇｅｔｐurp1e、エｆｗｅｍｉｘ

ｒｅｄａｎｄｙｅｌｌｏｗｗｅｗｉｌｌｇｅｔｏrange・Ｗｅｗａｎｔｔｏｐａｉｎｔｔｈｅ

ｆｒｏｎｔｄｏｏｒｐｕｒｐ１ｅ･Ｗｈａ上ｃｏｌｏｒｓｗｉｌｌｗｅｈａｖｅｔｏｍｉｘｔｏget
purple？

（空白約15秒）

この問題例では、解答欄に示してあるように、４が正解となります。なお、

問題用紙に印刷された答にしるしをつけておいて、あとで一括して解答用紙に

記入しても結構です。

これでテストの方法がわかったと思いますので、問題に入ります。
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(1)Thewho1efamilylikeschicken，
Ｆａｔｈｅｒｌｉｋｅｓｉｔｆｒｉｅｄ，Ｓｕｓａｎｌｉｋｅｓ

ｉｔａｎｙｗａｙａｔａｌｌ・ＨｏｗｄｏｅｓＳｕｓａｎ

Ｌｉｓｔｅｎａｇａｉｎ･

TheWholefamily1ikeschicken･
Ｆａ上ｈｅｒｌｉｋｅｓｉｔｆｒｉｅｄ，Ｓｕｓａｎ１ｉｋｅｓ

ｉｔａｎｙｗａｙａｔａ１１．ＨｏｗｄｏｅｓＳｕｓａｎ

Ｍｏｔｈｅｒｌｉｋｅｓｉｔｒｏａｓｔｅｄ，
ｉｔｂｏｉｌｅｄａｎｄＴｏｍ１ｉｋｅｓ

ｌｉｋｅｉｔ？

Ｍｏｔｈｅｒｌｉｋｅｓｉｔｒｏａｓｔｅｄ，
ｉｔｂｏｉエｅｄａｎｄＴｏｍ１ｉｋｅ曰

ｌｉｋｅｉｔ？

(空白約15秒）

(2)Kenoshobbiesareskatingin上ｈｅwinter，swimminginthe
slmmer，ａｎｄｂｏａｔｉｎｇａｎｄｈｉｋｉｎｇｉｎ上ｈｅｓｐｒｉｎｇ・エヒｉｓｗｉｎｔｅｒ

ｎｏｗ・Ｗｈａ上ｗｉｌエＫｅｎｖｓｈｏｂｂｙｂｅ？

Ｌｉｓｔｅｎａｇａｉｎ・

Ｋｅｎｖｓｈｏｂｂｉｅｓａｒｅｓｋａｔｉｎｇｉｎｔｈｅｗｉｎｔｅｒ，ｓｗｉｍｍｉｎｇｉｎｔｈｅ
ｓｕｎｍｅｒ，ａｎｄｂｏａｔｉｎｇａｎｄｈｉｋｉｎｇｉｎｔｈｅｓｐｒｉｎ９．Ｉｔｉｓｗｉｎｔｅｒ

ｎｏｗ･Ｗｈａｔｗｉ１１Ｋｅｎｏｓｈｏｂｂｙｂｅ？

(空白約15秒）

(3)lIaryhastwopartydresses・Ｔｈｅｌｏｎｇｏｎｅｉｓｂｌｕｅａｎｄ上ｈｅ
ｓｈｏｒｔｏｎｅｉｓｙｅｌｌｏｗ・Ａ１１ｔｈｅｇｉｒｌｓａｒｅｗｅａｒｉｎｇｌｏｎｇｄｒｅｓｓｅｓ

Ｗｈａｔｃｏ１ｏｒｄｒｅｓｓｗｉｌｌｍａｒｙｗｅａｒ？

Ｌｉｓｔｅｎａｇａｉｎ･

Ｍａｒｙｈａｓｔｗｏｐａｒ亡ｙｄｒｅｓｓｅｓ・Ｔｈｅ１ｏｎｇｏｎｅｉｓｂｌｕｅａｎｄｔｈｅ

ｓｈｏｒｔｏｎｅｉｓｙｅｌｌｏｗ・Allｔｈｅｇｉｒｌｓａｒｅｗｅａｒｉｎｇ１ｏｎｇｄｒｅｓｓｅｓ・
ＷｈａｔｃｏｌｏｒｄｒｅｓｓｗｉｌｌＭａｒｙｗｅａｒ？

(空白約15秒）

(4)ＪｉｍｐｕｔｓｓｕｇａｒｉｎｈｉｓｃｏＥｆｅｅｂｅｆｏｒｅｈｅｐｕｔｓｉｎｔｈｅ
Ｓａｍｄｏｅｓｊｕｓｔｔｈｅｏｐposite･Harryusesneithermi1k
sugar・Ｗｈｏｐｕｔｓ上ｈｅｍｉｌｋｉｎｂｅｆｏｒｅｔｈｅｓｕｇａｒ？

Listenagain・

ＪｉｍｐｕｔｓｓｕｇａｒｉｎｈｉｓｃｏｆＥｅｅｂｅＥｏｒｅｈｅｐｕｔｓｉｎｔｈｅ
Ｓａｍｄｏｅｓｊｕｓｔｔｈｅｏｐｐｏｓｉｔｅ･Harryusesneithermilk
sugar・Ｗｈｏｐｕｔｓｔｈｅｍｉｌｋｉｎｂｅｆｏｒｅｔｈｅｓｕｇａｒ？

ｍｉｌｋ．

ｎｏｒ

ｍｉｌｋ．

ｎｏｒ

(空白約15秒）

（２）
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(5)エビｈｅｃｕｔｓ上hepaperinna1f，ｉｔｉｓｔｏｏｂｉｇ；ifinfourths，
江ｉｓｔｏｏｓｍａｌｌ；ｉｆｉｎｔｈｉｒｄｓ，ｉｔｉｓｔｈｅｗｒｏｎｇｓｈａｐｅ･Ｔｈｅ
ｗｒｏｎｇｓｈａｐｅｗｉｌｌｂｅａｌｌｒｉｇｈｔ．ｍｈｏｗｍａｎｙｐｉｅｃｅｓｗｉ１１ｈｅｃｕヒ
ヒｈｅｐａｐｅｍ

Ｌｉｓｔｅｎａｇａｉｎ・

Ｉｆｈｅｃｕｔｓｔｈｅｐａｐｅｒｉｎｈａ１ｆ，ｉ上ｉｓｔｏｏｂｉｇ；ｉｆｉｎｆｏｕｒｔｈｓ，
ｉｔｉｓｔｏｏｓｍａｌｌ；ｉＥｉｎｔｈｉｒｄｓ，ｉｔｉｓｔｈｅｗｒｏｎｇｓｈａｐｅ・Ｔｈｅ

ｗｒｏｎｇｓｈａｐｅｗｉｌエｂｅａエエｒｉｇｈｔ・Ｉｎｈｏｗｍａｎｙｐｉｅｃｅｓｗｉｌｌｈｅｃｕｔ
ｔｈｅｐａｐｅｒ？

(空白約15秒）

(6)TheSmithscelebra亡edtheir25thweddinganniversarｙｉｎｌ９７６・
Ｗｈｅｎｗｅｒｅｔｈｅｙｍａｒｒｉｅｄ？

Ｌｉｓｔｅｎａｇａｉｎ・

ＴｈｅＳｍｉｔｈｓｃｅｌｅｂｒａｔｅｄ上heir25thweddinganniversaryinl9７６．

Ｗｈｅｎｗｅｒｅｍｅｙｍａｒｒｉｅｄ？

(空白約15秒）

(7)Marianishavingabirthdayｐａｒｔｙ上oday、Ｓｈｅｈａｓｉｎｖｉｔｅｄ
ｈｅｒＥｒｉｅｎｄｓ上ｏｃｏｍｅ･ＴｈｅＣｈｉｌｄｒｅｎｔｏｏｋｏｆｆｔｈｅｉｒｓｈｏｅｓａｎｄ

ｌｅｆｔｔｈｅｍｉｎ上ｈｅＥｒｏｎｔｈａ１１･Ｔｈｅｒｅａｒｅ２０ｃｈｉｌｄｒｅｎａｔｔｈｅ

ｐａｒｔｙ･Ｈｏｗｍａｎｙｓｈｏｅｓａｒｅｉｎ上ｈｅｈａｌｌ？

Ｌｉｓｔｅｎａｇａｉｎ、

Ｍａｒｉａｎｉｓｈａｖｉｎｇａｂｉｒｔｈｄａｙｐａｒｔｙｔｏｄａｙ･Ｓｈｅｈａｓｉｎｖｉｔｅｄ
ｈｅｒＥｒｉｅｎｄｓｔｏｃｏｍｅ・Ｔｈｅｃｈｉｌｄｒｅｎｔｏｏｋｏｆｆ上ｈｅｉｒｓｈｏｅｓａｎｄ

１ｅｆｔｔｈｅｍｉｎにｈｅｆｒｏｎにｈａｌｌ･Ｔｈｅｒｅａｒｅ２０Ｃｈｉ１ｄｒｅｎａ亡ｔｈｅ

party･Howmanyshoesareinthehal1?

(空白約15秒）



-589-

(8)ＡｓＨｅｎｒｙｗａｓｄｒｉｖｉｎｇｕｐ
Ｂｙｔｈｅｔｉｍｅｈｅｇｏｔｔｏｉｔ，

ｓｔｏｐｄｌｅｃａｒ･Ｗｈａｔｃｏ１ｏｒ
ｇｏヒヒＣｉｔ？

Ｌｉｓｔｅｎａｇａｉｎ・

ＡｓＨｅｎｒｙｗａｓｄｒｉｖｉｎｇｕｐ
Ｂｙｔｈｅ上ｉｍｅｈｅｇｏｔｔｏｉｔ，

ｓ上ｏｐｔｈｅｃａｒ･Ｗｈａ上ｃｏｌｏｒ

ｇｏｔｔｏｉｔ？

ｔｏｔｈｅｔｒａｆｆｉｃｌｉｇｈｔｉ上ｗａｓｙｅｌｌｏｗ･
thelighthadchanged，ａｎｄｈｅｈａｄｔｏ

ｗａｓ上ｈｅｔｒａｆｆｉｃｌｉｇｈｔｗｈｅｎＨｅｎｒｙ

ｔｏｔｈｅｔｒａＥｆｉｃｌｉｇｈｔｉｔｗａｓｙｅｌｌｏｗ･
ｔｈｅｌｉｇｈｔｈａｄｃｈａｎｇｅｄ，ａｎｄｈｅｈａｄ上ｏ

ｗａｓｔｈｅｔｒａｆｆｉｃｌｉｇｈｔｗｈｅｎＨｅｎｒｙ

(空白約15秒）

(9)Ｔｈｅｒｅａｒｅｏｎｌｙａｆｅｗｃｌｏｕｄｓｉｎｔｈｅsky・Ｔｈｅｓｕｎｉｓｓｈｉｎｉｎｇ
ｂｒｉｇｈｔ１ｙ･ＴｈｅｗｉｎｄｉｓｂｌｏｗｉｎｇＥｒｏｍｔｈｅｅａｓｔ．Ｔｈｅｒｅｉｓｓｍｏｋｅ
ｒｉｓｉｎｇｆｒｏｍｔｈｅｃｈｉｍｎｅｙｓ．ｍｗｈａ上ｄｉｒｅｃｔｉｏｎｗｏｕｌｄｔｈｅｓｍｏｋｅ
ｂｅｂｌｏｗｍ

Ｌｉｓｔｅｎａｇａｉｎ･

Ｔｈｅｒｅａｒｅｏｎｌｙａｆｅｗｃｌｏｕｄｓｉｎｔｈｅｓｋｙ･Ｔｈｅｓｕｎｉｓｓｈｉｎｉｎｇ
ｂｒｉｇｈユｙ･ＴｈｅｗｉｎｄｉｓｂｌｏｗｉｎｇＥｒｏｍ上ｈｅｅａｓｔ．Ｔｈｅｒｅｉｓｓｍｏｋｅ
ｒｉｓｉｎｇＥｒｏｍｔｈｅｃｈｉｍｎｅｙｓ・エｎＷｈａｔｄｉｒｅｃｔｉｏｎｗｏｕｌｄｔｈｅｓｍｏｋｅ
ｂｅｂ１ｏｗｎ？

(空白約１５秒）

(10）Andrewhasgoneoutsidetoplay・
ｗｅａｒｈｉｓｈａｔ．Ｗｈｉ１ｅｈｅｉｓｏｕｔｓｉｄｅ，
ｉ上ｃａｎｂｅ．Ｗｈｅｒｅｉｓ上ｈｅｓｕｎ？

Ｌｉｓｔｅｎａｇａｉｎ･

Ａｎｄｒｅｗｈａｓｇｏｎｅｏｕｔｓｉｄｅｔｏｐｌａｙ、
ｗｅａｒｈｉｓｈａｔ．Ｗｈｉｌｅｈｅｉｓｏｕｔｓｉｄｅ，
ｉｔｃａｎｂｅ・Ｗｈｅｒｅｉｓｔｈｅｓｕｎ？

エヒｉｓｖｅｒｙｈｏｔａｎｄｈｅｍｕｓｔ
ｈｉｓｓｈａｄoｗｉｓｔｈｅｓｈｏｒｔｅｓｔ

エヒｉｓｖｅｒｙｈｏにａｎｄｈｅｍｕｓｔ
ｈｉｓｓｈａｄｏｗｉｓｔｈｅｓｈｏｒｔｅｓ上

(空白約15秒）

以上:で、「聞きとりのテスト」をおわります。

(全所要時間：１２効

（３）
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⑤
傍
線
部
ｅ
は
ど
う
読
む
か
。
次
の
１
１
６
の
う
ち
、
書
き
下
し
文
と
し
て
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

１
利
百
な
ら
ざ
る
に
、
法
を
変
へ
ず
。
功
十
な
ら
ざ
る
に
、
器
を
易
へ
ず
。

２
利
百
な
ら
ざ
る
に
、
法
を
変
へ
ざ
る
か
。
功
十
な
ら
ざ
る
に
、
器
を
易
へ
ざ
る
か
。

３
利
百
な
ら
ず
ん
ぱ
、
法
を
変
へ
ず
。
功
十
な
ら
ず
ん
ぼ
、
器
を
易
へ
ず
。

４
利
百
な
ら
ず
し
て
、
法
を
変
へ
ず
。
功
十
な
ら
ず
し
て
、
器
を
易
へ
ず
。

５
利
百
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
法
を
変
へ
じ
。
功
十
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
器
を
易
へ
じ
。

６
利
百
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
法
を
変
へ
ざ
ら
ん
や
。
功
十
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
器
を
易
へ
ざ
ら
ん
や
。

⑥
次
に
あ
げ
る
人
物
１
１
６
の
う
ち
、
法
を
変
え
な
い
立
場
を
と
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
人
物
に
つ
い
て
は
Ａ
の
方
に
、
法
を
変
え
る
立
場
を
と
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
人
物
に
つ
い
て
は
Ｂ
の
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
せ
よ
。

(7)(８ １
段
の
肘
王

２
周
の
武
王

３
斉
の
桓
公

４
孝
公

５
甘
竜

６
杜
筆

８１ ５４３２

常筍論愚
二

人可至者

安以徳闇
一二

於強者於
ア

故国不成
、し

俗不和事
一､レニ－、

学法於知

者其俗者

溺故成見
二－も二二

於筍大於

所可功未
アニー

聞以者萌
０ －．

１
疑
行
無
し
名
、
疑
事
無
し
功
。

６
拾
し
世
不
ニ
レ
道
、
便
し
国
不
レ
法
し
古
。

衛
執
が
特
に
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
次
の
１
１
６
の
う
ち
、
正
し
い
も
の
二
つ
を
選
べ
。
番
号
の
順
に
マ
ー
ク
す
る
こ
と
。

本
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
『
史
記
』
は
、
誰
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
た
書
物
か
。
次
の
１
１
８
の
う
ち
、
正
し
い
も
の
を
選
べ
。

６
６
か

じ
ゆ
ん

か
ん
ゆ

孔
子
（
孔
丘
）
２
孟
子
（
孟
舸
）
３
筍
子
（
荷
況
）
４
司
馬
遷
５
韓
愈
６

孔
子
（
孔
丘
）６

朱
子
（
朱
憲
）

功
一
者
不
レ
諜
二
於
衆
→

可
二
以
利
っ
民
、
不
し
楯
一
一
其
礼
『

そ

柳
宗
元

７
藤

鱗

2３ (601-23）
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㈹
傍
線
Ｃ
ｏ
ｄ
の
「
聖
人
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
理
想
人
物
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
。
次
の
１
１
６
の
う
ち
、
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
ず
つ
選
べ
。

3）

②
傍
線
部
ｂ
は
ど
う
い
う
意
味
か
。
次
の
１
１
６
の
う
ち
、
も
っ
と
も
遺
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

１
他
人
に
対
し
て
高
慢
な
行
動
を
す
る
も
の
は
世
間
か
ら
排
斥
さ
れ
、
自
分
ひ
と
り
目
立
と
う
と
す
る
も
の
は
民
衆
か
ら
侮
ら
れ
る
。

２
他
人
よ
り
高
い
地
位
に
つ
こ
う
と
す
る
も
の
は
世
間
か
ら
非
難
さ
れ
、
自
分
ひ
と
り
知
名
の
士
に
な
り
た
い
と
考
え
る
も
の
は
民
衆
か
ら
侮
ら
れ
る
。

３
他
人
に
損
害
を
与
え
る
行
動
に
出
る
も
の
は
世
間
か
ら
排
斥
さ
れ
、
自
分
ひ
と
り
の
孤
高
な
生
活
を
願
う
も
の
は
民
衆
か
ら
侮
ら
れ
る
。

４
他
人
よ
り
ま
さ
ろ
う
と
あ
く
せ
く
す
る
も
の
は
世
間
か
ら
非
難
さ
れ
、
自
分
ひ
と
り
知
っ
た
か
ぶ
り
を
す
る
も
の
は
民
衆
か
ら
侮
ら
れ
る
。

５
他
人
よ
り
す
ぐ
れ
た
行
動
を
す
る
も
の
は
世
間
か
ら
非
難
さ
れ
、
独
創
的
な
卓
見
の
あ
る
も
の
は
民
衆
か
ら
侮
ら
れ
る
。

６
他
人
よ
り
高
潔
な
行
動
を
す
る
も
の
は
世
間
か
ら
排
斥
さ
れ
、
自
分
ひ
と
り
の
狭
い
見
識
し
か
持
た
な
い
も
の
は
民
衆
か
ら
侮
ら
れ
る
。

⑪
傍
線
ａ
の
「
識
」
は
ど
う
い
う
意
味
か
。
次
の
１
１
６
の
う
ち
、
も
っ
と
勺
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

１
主
張
す
る

２
支
持
す
る

３
調
査
す
る

４
攻
略
す
る

５
非
難
す
る

６
聖
人
は
従
来
の
や
り
方
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
実
利
を
優
先
さ
せ
る
も
の
だ
。

５
聖
人
は
こ
の
上
な
く
高
い
徳
を
そ
な
え
た
も
の
だ
。

４
聖
人
は
無
為
自
然
を
尊
ぶ
も
の
だ
。

２
聖
人
は
従
来
の
や
り
方
に
従
っ
て
教
え
導
く
も
の
だ
。

３
聖
人
は
人
び
と
を
教
え
導
く
も
の
だ
。

１
聖
人
は
大
衆
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
も
の
だ
。

へ
ぱ
そ
１
－
－

割
‐
一
雄
』
然

繍
一
Ⅱ
一

に
は
ど
の
よ
う
な
語
を
入
れ
た
ら
よ
い
か
。
次
の
１
１
６
の
う
ち
、
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

ル
ー
一

。
ｅ
而
後

ニ
シ
チ

、
二
・
既
而

ワ
テ

幻
雀
是
以

ワ
ナ

５
何
以

６
同
盟
す
るレ
ゾ

、
、
》
何
為

2２ (601--22）
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の
っ
と
り
〃

〔
注
〕
○
衛
鞍
ｌ
姓
は
公
孫
、
名
は
鞍
。
衛
の
公
孫
の
出
身
な
の
で
衛
執
と
い
い
、
商
の
地
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
で
商
君
・
商
執
と
Ｊ
い
）
呼
ば
れ
た
。
○
「
不
吟
法
二
其

二
ソ
プ
一
一

故
こ
・
「
安
二
於
故
俗
一
」
Ｉ
こ
の
場
合
の
「
故
」
は
い
ず
れ
ｊ
も
「
故
智
」
の
「
故
」
と
同
じ
意
味
。
○
甘
竜
・
壮
挙
ｌ
い
ず
れ
ｊ
い
》
孝
公
の
臣
。
○
一
一
一
代
ｌ
夏
・
殿
・
周
の

一
一
一
王
朝
を
さ
す
。
○
五
覇
ｌ
春
秋
時
代
の
五
人
の
覇
者
（
斉
の
桓
公
・
晋
の
文
公
・
楽
の
穆
公
・
朱
の
裏
公
。
、
楚
の
荘
王
）
の
こ
と
。
○
場
武
－
段
の
湯
王
と
周
の

武
王
。
そ
れ
ぞ
れ
段
・
周
創
業
の
天
子
。
○
夏
殴
Ｉ
夏
の
桀
王
と
殿
の
村
王
。
そ
れ
ぞ
れ
夏
・
股
亡
国
の
天
子
。
○
左
庶
長
ｌ
官
名
。

ワ
ニ
セ
ヲ
ナ
レ
・
パ
ニ
ラ
ニ
ニ

ハ
シ
テ
ハ
ニ
タ
リ
ハ
ン
デ
ヘ
ヲ
臆
ろ
プ

世
不
レ
ー
レ
道
、
便
し
国
不
レ
法
し
古
。
故
湯
武
不
レ
楯
し
古
而
王
、
夏
段
さ
不
し
易
し
礼
而
亡
。 ｅ

タ
リ

ー
ハ
ｌ
・
ヲ
ハ
セ
ー
プ
ル

ハ
か
へ
ヲ

（
セ
ラ
ル
ト
。
と
Ｏ
し
〈
夕

而
覇
。
知
者
作
し
法
、
愚
者
制
焉
・
賢
者
更
レ
礼
、
不
叫
曰
者
拘
焉
。
」
杜
拳
曰
、
「
利

レ
バ
。
ニ
ク

ヘ
パ
ニ
シ
ト

ハ
ク
ム
ル
ハ

不
し
百
、
不
し
変
レ
法
。
功
不
し
十
、
不
し
易
し
器
。
法
し
古
無
し
過
、
循
レ
礼
無
し
邪
。
」
衛
鞍
曰
、
「
治
レ

ス
ル
ニ
モ
シ
テ
カ
ラ
．
ト
ス
ブ
ニ
モ
ト
ラ
ト
ス
ル
ニ

ハ
ク
シ
ト
テ

ヲ
シ

反
し
古
者
不
し
可
』
〆
非
、
而
循
レ
礼
者
不
』
足
』
多
・
」
孝
公
曰
、
「
善
。
」
ｕ
一
一
衛
鞍
一
為
二
左
庶

卜
つ
ひ
雪
ム

ヲ

長
『
卒
定
二
変
法
之
令
『

2１ (601-21）
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上
い
お
う

し
ん

Ｕ
Ｖ
次
の
文
章
は
『
史
記
』
商
君
列
伝
の
一
節
で
あ
っ
て
、
初
期
の
法
家
に
属
す
る
思
想
家
衛
鞍
（
？
’
前
一
一
一
一
一
一
八
）
が
秦
に
遊
説
し
、
孝
公
（
前
一
一
一
六
一
’
一
一
一
一
一
一
八
在
位
）

に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
よ
。
（
設
問
の
つ
ご
う
で
送
り
仮
名
を
省
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
）

lｌｉｌザ
ル
二
二
一
ズ
ル

ヲ
ハ
シ
】
ア
ヅ
ク
セ
ヲ

可
也
。
非
し
所
一
一
一
与
論
二
於
法
之
外
一
也
。
｜
二
代
不
し
同
し
礼

ハ
ソ
ジ

ニ
〈
お
ぼ
ル
ニ
ク
テ
ノ
ヲ
リ
ニ
ラ
シ
ム
ル
ハ
ヲ

之
一
言
也
。
常
人
安
二
於
故
俗
一
学
者
溺
一
一
於
所
禧
聞
。
以
二
此
両
者
一
居
レ
官
守
レ
法

牛
》
シ
ワ
よ
り
テ
隼
ム
ル
ハ
ヒ
テ

ン
ズ
ト
二
・

ハ
ク
ク

ハ
プ

労
而
成
し
功
、
縁
し
法
而
治
者
、
吏
習
而
民
安
し
之
。
」
衛
執
曰
、
「
竜
之
所
レ
ー
ー
ー
ロ
、
世
俗

ｄ

〈
ク
一
フ
ー
ー
Ｏ
Ｉ
Ｉ
胡

曰
、
「
不
し
然
。
聖
人

ク
ソ
パ
『
プ
・
ク
ズ
ヲ
の
つ
と
ラ
ノ
ー
ク
モ
ク
ソ
パ
テ
ス
ヲ
卜
し
た
が
〈
ノ
ニ

ハ
ク
シ
ト
か
ん
０
、
よ
り

可
一
一
以
強
ァ
国
、
不
し
法
一
一
其
故
「
筍
可
二
以
利
程
民
、
不
し
循
二
其
礼
『
」
孝
公
曰
、
「
善
。
」
甘
竜

ｃ

二
ジ
ム
ル
ヲ
ズ
ル
ワ
ハ
七
二
ス
ヲ
く
う
二

与
楽
這
成
。
論
二
至
徳
一
者
不
レ
和
二
於
俗
一
成
二
大
功
一
者
不
レ
謀
二
於
衆
『
［
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
］
聖
人
熟
し
ク
モ

ハ
シ

シ
し

疑
事
無
し
功
。
且
夫

一
一
ヒ
ヲ
ス
ル
モ
ゼ
ソ
ト
フ
ル
ノ
セ
ン
コ
ト
ヲ
ヲ

ａ
８
０
ｌ
Ｕ
０
８
Ｉ
Ｉ
Ｉ

〈
ク
〈
ク

孝
公
既
用
二
衛
鞍
『
鞍
欲
し
変
レ
法
、
恐
二
天
下
議
恒
己
。
衛
鞁
曰
、
「
疑
行
無
し
名
、

ハ
シ
テ
か
へ
ヲ
へ

〈
シ
テ
ゼ
ヲ
ム
リ
テ
」
一

ブ
ル
ハ
シ
テ

聖
人
不
し
易
し
民
而
教
、
知
者
不
し
変
レ
法
而
拾
。
因
し
民
而
教
者
、
不
し

〈
く
ら
ク

一一
（
ル

ー
ハ
シ
テ
カ
ラ
と
も
二
ほ
か
ル
ヲ
シ

愚
者
闇
一
一
於
成
事
「
知
者
見
二
於
未
萌
訶
民
不
レ
可
一
一
与
慮
万
始
、
而
可
二

ｂ

一
白
牢
且
曰

タ
リ

而
王
、
五

目
》
曲
和

い
ば
〈
シ
テ
ジ
ク
セ
ヲ

霜
不
レ
同
し
法

｜’

2０ (601-20）
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⑧
本
文
は
大
和
物
語
の
一
節
で
あ
る
。
作
品
と
し
て
の
性
格
上
も
っ
と
も
共
通
性
の
多
い
も
の
を
、
次
の
１
１
５
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

１
栄
花
物
語

２
源
氏
物
語

３
伊
勢
物
語

４
平
家
物
語

５
竹
取
物
語

ｍ
女
主
人
公
に
一
貸
し
た
心
情
・
言
動
の
基
調
を
、
も
っ
と
も
よ
く
表
わ
し
て
い
る
言
葉
を
、
次
の
１
１
５
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

Ｉ
お
ぼ
つ
か
な
し

２
言
ひ
ち
ぎ
る

３
恩
ひ
や
ろ

４
わ
び
し

５
さ
す
ら
ふ

５４３

よ
い
こ
と
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
生
じ
て
く
る
こ
と
を
念
願
し
な
が
ら

ひ
ど
い
こ
と
を
し
な
い
か
と
い
つ
も
心
配
ば
か
り
し
な
が
ら

へ
ん
な
ふ
う
に
思
わ
な
い
で
ほ
し
い
と
心
の
中
で
祈
り
な
が
ら

1８ (601-18）
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㈹
波
線
部
ｃ
「
う
た
て
あ
る
き
主
に
６
こ
そ
あ
れ
と
念
じ
つ
つ
」
の
解
釈
と
し
て
、
次
の
１
１
５
の
う
ち
、
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

Ｉ
む
し
ろ
ひ
ど
い
有
様
で
い
て
く
れ
る
ほ
う
が
よ
い
と
さ
え
望
み
な
が
ら

⑤
波
線
部
Ｂ
「
え
知
ら
ざ
ら
む
」
お
よ
び
波
線
部
Ｄ
「
言
ひ
け
れ
ば
」
の
主
語
は
そ
れ
ぞ
れ
何
か
。
問
山
の
ａ
ｌ
ｉ
の
記
号
を
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
べ
。
た
だ

し
同
一
人
物
が
二
つ
以
上
の
記
号
を
有
す
る
場
合
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
プ
ト
順
で
上
位
の
記
号
だ
け
を
指
摘
す
る
こ
と
。

い
「
ひ
と
り
し
て
」
の
歌
に
は
「
か
け
こ
と
ば
」
の
修
辞
法
が
一
箇
所
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
の
歌
の
何
句
目
か
。

１
第
一
句

２
第
二
句

３
第
三
句

４
第
四
句

５
第
五
句

②空欄［ⅡⅡⅡ］にどのような語を入れたらよいか・次の１１５のうち、もっとも適当なものを一つ選べ。
Ⅱ
い
と
ほ
し
き
２
い
た
は
し
３
心
や
す
き
４
を
か
し
ぎ
５
あ
ば
れ
な
れ

⑪
ａ
ｌ
ｉ
は
登
場
人
物
に
付
け
た
記
号
で
あ
る
が
、
次
の
１
１
５
の
組
糸
合
わ
せ
の
う
ち
、
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
も
の
を
一
つ
選
べ
。

１
ｂ
と
ｈ
２
ａ
と
ｆ
３
．
と
ｅ
４
ａ
と
ｇ
５
ｂ
と
．
Ⅱ

(3)２
ま
ず
い
こ
と
に
な
る
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
が
ま
ん
し
な
が
ら

５
気
持
を
先
方
に
通
ず
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で

２
自
分
勝
手
に
手
紙
を
出
す
わ
け
に
も
い
か
ず

３
自
分
の
一
存
で
人
を
派
遣
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で

４
自
分
の
気
持
を
ど
う
晴
ら
し
よ
う
し
な
く
て

１
自
分
の
罰
錘
行
が
燃
え
あ
が
ら
な
い
の
で

波
線
部
Ａ
「
心
と
も
え
や
ら
ず
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。
次
の
１
１
５
の
う
ち
、
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

1７ (601-17）
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Ⅳ
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
秤
え
よ
。

い
か
で
難
波
に
識
し
が
て
ら
蚕
か
ら
む
」
と
言
ひ
け
れ
ば
、

れ
ひ
と
り
室
か
ら
む
」
と
言
ひ
て
、
い
で
た
ち
て
い
に
け
り
。

〔
注
〕
＊
げ
す
ｌ
身
分
の
低
い
者
ｃ
＊
と
く
－
財
産
。

ａ
－
ｂ
Ｉ
＊

津
の
国
の
蝋
波
の
わ
た
り
に
、
家
し
て
住
む
人
あ
り
け
り
。
あ
ひ
知
り
て
年
ご
ろ
あ
り
け
る
、
女
も
男
も
い
と
げ
す
に
は
あ
ら
ざ
り
け
れ
ど
、
年
ご
ろ
わ
た
ら
ひ

＊

な
ど
も
い
と
わ
る
く
な
り
て
、
家
も
』
」
ぼ
れ
、
使
ふ
人
な
ど
も
と
く
あ
る
所
に
い
き
つ
つ
、
た
だ
ふ
た
り
住
み
わ
た
る
ほ
ど
に
、
さ
す
が
に
げ
す
に
し
あ
ら
れ
ば
、

人
に
魔
は
れ
便
は
れ
も
せ
ず
、
い
と
わ
び
し
か
り
け
る
ま
ま
に
、
思
ひ
わ
づ
ら
ひ
て
、
ふ
た
り
言
ひ
け
る
や
う
、
「
な
ほ
い
と
か
う
わ
び
し
う
て
は
え
あ
ら
じ
」
、
男

は
「
か
く
は
か
な
く
て
の
み
い
ま
す
か
め
る
を
兄
す
て
て
は
、
い
づ
ち
も
い
づ
ち
も
い
く
主
じ
」
、
女
は
「
男
を
す
て
て
は
い
づ
ち
か
い
か
む
」
と
の
象
言
ひ
わ
た
り
け

＊

るを、男「おのれはとてもかくても経なむ。女のかく若きほどにかくてあるなむ、いと一ⅡⅡⅡⅡ｜・京にのぼりて宮仕へをせよ。よろしき
ｃ

や
う
に
屯
な
ら
ば
、
わ
れ
を
も
と
ぶ
ら
へ
。
お
の
れ
も
人
の
ご
と
も
な
ら
ば
、
か
な
ら
ず
た
づ
ね
と
ぶ
ら
は
む
」
な
ど
、
泣
く
泣
く
一
一
一
一
回
ひ
ち
ぎ
り
て
、
利
刈
Ⅷ
叫
川

＊

に
言
ひ
つ
き
て
、
女
は
京
に
来
に
け
り
。
さ
し
ば
へ
い
づ
』
」
と
も
な
く
て
来
た
れ
ぼ
、
こ
の
つ
き
て
来
し
人
の
も
と
に
ゐ
て
、
い
と
あ
ば
れ
と
恩
ひ
や
り
け
り
。
前

呰
ｒ

に
荻
す
す
き
い
と
多
か
る
所
に
な
む
あ
り
け
る
。
風
な
ど
吹
け
る
鷹
か
の
津
の
国
を
思
ひ
や
り
て
、
い
か
で
あ
ら
む
な
ど
、
か
な
し
く
て
よ
み
け
る
、

ひ
と
り
し
て
い
か
に
せ
ま
し
と
わ
ぴ
つ
れ
ば
そ
よ
と
も
前
の
荻
ぞ
こ
た
ふ
る

ｄ
き
り
智
く

と
な
む
ひ
と
り
ど
ち
け
る
。
さ
て
と
か
う
女
さ
す
ら
へ
て
、
あ
る
人
の
や
む
言
」
と
な
ぎ
所
に
宮
仕
へ
し
た
り
。
さ
て
宮
仕
へ
し
あ
り
く
ほ
ど
に
、
装
束
き
よ
げ
に

し
、
む
つ
か
し
き
こ
と
な
ど
も
な
く
て
あ
り
け
れ
ば
、
い
と
き
よ
げ
に
顔
か
た
ち
も
な
り
に
け
り
。
か
か
れ
ど
、
か
の
津
の
国
を
か
た
時
も
忘
れ
ず
、
い
と
あ
は
れ

．
ｌ

と
思
ひ
や
り
け
り
。
た
よ
り
人
に
文
つ
け
て
や
り
た
り
け
れ
ば
、
「
さ
い
ふ
人
も
間
』
」
え
ず
」
な
ど
、
い
と
は
か
な
く
一
一
一
一
口
ひ
つ
つ
来
け
り
。
わ
が
む
つ
ま
じ
う
知
れ
る

人
も
た
か
り
け
れ
ば
沮
傾
迅
杁
矧
忍
捌
制
、
い
と
お
ぼ
つ
か
な
く
、
い
か
が
あ
ら
む
と
の
糸
思
ひ
や
り
け
り
。

ｆ

か
か
る
ほ
ど
に
、
』
」
の
宮
仕
へ
す
る
所
の
刈
叫
対
う
せ
た
ま
う
て
、
』
」
れ
か
れ
あ
る
人
を
召
し
使
ひ
た
ま
ひ
な
ど
す
る
う
ち
に
電
引
刎
刈
を
思
う
た
ま
ひ
け
り
・

め

思
ひ
つ
き
て
妻
に
な
り
に
け
り
。
恩
ふ
』
」
と
も
な
く
め
で
た
げ
に
て
ゐ
た
る
に
、
た
だ
人
し
れ
ず
思
ふ
』
」
と
ひ
と
つ
な
む
あ
り
け
る
。
い
か
に
し
て
あ
ら
む
、
あ
し

う
て
や
あ
ら
む
へ
よ
く
て
や
あ
ら
む
、
わ
が
在
り
所
廼
芯
鋤
邸
訊
削
邨
人
を
や
り
て
た
づ
ね
さ
せ
む
と
す
れ
ど
、
う
た
ふ
制
利
創
引
切
聞
き
て
℃
吋
域
ぴ
鹸
萄
罰

ら
む
、
わ
が
在
り
所
麺
趨
鍼
爾
蕊
忍
野
坤
人
を
や
り
て
た
づ
ね
さ
せ
む
と
す
れ
ど
、
う
た
て
制
渕
剥
却
コ
ユ
開
き
て
℃
號
郡
勢
聖
職
麺
罰

ｈ

あ
り
わ
た
る
に
、
な
ほ
い
と
あ
ば
れ
に
お
ぼ
ゆ
れ
ば
、
を
と
』
」
に
言
ひ
け
る
や
う
、
「
津
の
国
と
い
ふ
所
の
い
と
を
か
し
か
な
る
に
、

ュ
か
ら
む
」
と
言
ひ
け
れ
ば
、
「
い
と
よ
き
こ
と
。
わ
れ
も
も
る
と
も
に
」
③
割
泌
飛
蔀
卿
噂
「
そ
こ
に
は
な
も
の
し
た
ま
ひ
そ
。
お
の

。
Ⅱ

＊
と
て
も
か
く
て
屯
ｌ
ど
う
に
で
○
も
し
て
。
＊
さ
し
は
ヘ
ー
特
別
に
。

1６ (601-16）
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⑪
次
の
同
一
㈹
に
お
い
て
、
「
明
星
」
に
も
っ
と
→
も
関
係
の
深
い
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
１
１
５
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

４
自
然
主
義
作
家
と
し
て
、
田
舎
の
生
活
の
貧
し
さ
を
描
い
て
、
社
会
的
な
告
発
の
気
持
を
こ
め
よ
う
と
し
た
。

㈹
作
品

、
恩
潮

Ｌ
や
つ
こ
；

１
二
蕊
だ
れ
髪

２
赤
光

１
自
然
主
義

２
理
想
主
義

３
浪
漫
主
義

４
写
実
主
義
、

５
古
典
主
義

３
道
程

３－

４
月
に
吠
え
る

５
わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌

－１５－ (601-15）
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凶
本
文
は
田
山
花
袋
の
小
説
「
田
舎
教
師
」
の
一
節
で
あ
る
。
傍
線
部
１
１
５
の
よ
う
な
部
分
で
、
作
者
は
何
を
表
わ
し
た
か
っ
た
の
か
。
次
の
１
１
４
の
う
ち
、

③
次
の
㈱
’
㈹
の
問
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
１
１
４
の
う
ち
か
ら
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

仇
傍
線
部
＠
は
な
ぜ
「
し
染
じ
み
と
胸
に
泌
み
た
」
の
か
。

１
田
舎
教
師
で
あ
る
主
人
公
楕
三
の
気
が
つ
か
な
い
生
活
の
暗
さ
や
わ
び
し
さ
を
描
き
出
し
た
か
っ
た
。

２
主
人
公
清
三
が
憧
れ
て
い
る
文
学
の
世
界
の
は
な
や
か
さ
が
、
き
わ
め
て
遠
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
た
か
っ
た
。

３
自
然
主
義
作
家
田
山
花
袋
と
し
て
、
自
然
や
人
事
を
で
き
る
だ
け
あ
り
の
ま
ま
に
描
き
出
し
た
か
っ
た
。

も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

１
自
分
に
そ
う
い
う
経
験
が
あ
り
、
そ
の
気
持
が
よ
く
わ
か
っ
た
か
ら
。

２
自
分
に
経
験
は
な
い
が
、
そ
の
「
歌
の
心
」
が
悲
し
い
ほ
ど
わ
か
っ
た
か
ら
。

３
今
の
自
分
の
環
境
と
そ
の
歌
の
世
界
と
が
不
思
議
に
似
て
い
た
か
ら
。

４
今
夜
、
石
川
と
議
論
し
感
情
が
た
か
ぶ
っ
て
い
た
か
ら
。

㈹
傍
線
部
⑤
「
湧
い
て
来
る
思
い
を
味
わ
う
べ
く
余
儀
な
く
さ
れ
た
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

１
お
さ
え
て
も
お
さ
え
て
も
湧
き
あ
が
っ
て
く
る
自
分
の
感
情
を
喜
び
と
と
も
に
味
わ
っ
た
。

２
つ
ぎ
つ
ぎ
と
湧
き
あ
が
っ
て
く
る
思
い
に
抗
し
き
れ
ず
、
そ
れ
に
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

３
自
分
と
そ
の
歌
の
世
界
と
の
へ
だ
た
り
を
思
い
、
つ
い
つ
い
湧
き
あ
が
っ
て
く
る
悲
し
み
に
や
む
を
え
ず
し
た
が
い
な
が
ら
味
わ
っ
た
。

４
つ
ぎ
つ
ぎ
と
湧
き
あ
が
っ
て
く
る
思
い
を
か
み
し
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

例
傍
線
部
、
で
、
二
時
に
な
っ
て
も
、
「
床
の
中
に
眼
を
大
き
く
明
い
て
居
た
」
の
は
な
ぜ
か
。

１
雨
滴
と
天
井
を
渡
る
鼠
の
音
に
眠
れ
な
い
ま
ま
に
、
自
分
の
人
生
の
行
く
す
え
を
思
い
わ
ず
ら
っ
て
。

２
「
明
星
」
の
世
界
に
憧
れ
、
か
え
り
み
て
お
の
れ
の
世
界
の
寂
し
さ
に
鮒
え
き
れ
な
い
で
。

３
お
の
れ
の
中
に
あ
る
才
能
を
思
い
、
「
明
星
」
な
ど
を
中
心
と
す
る
中
央
の
世
界
に
憧
れ
て
。

４
老
い
た
両
親
や
自
分
の
現
状
、
行
く
す
え
な
ど
に
思
い
を
は
せ
、
耐
え
き
れ
な
く
な
り
。

1４ (601-14）
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ｉ
Ｉ

い
つ
ま
で
憧
れ
て
居
た
っ
て
し
か
た
が
な
い
。
「
も
う
寝
よ
う
」
と
思
っ
て
、
起
き
上
っ
て
、
暗
い
洋
燈
を
手
に
し
て
、
父
母
の
寝
て
居
る
夜
着
の
撚
の
と
』
」
ろ
を

’
ぬ

通
っ
て
、
側
に
行
っ
た
。
手
を
洗
お
う
と
し
て
雨
戸
を
一
枚
明
け
る
と
、
縁
側
に
置
い
た
洋
燈
が
く
っ
き
り
と
闇
を
照
ら
し
て
、
濡
れ
た
南
天
の
葉
に
雨
の
降
り
か

⑪
空
欄
［
Ｈ
］
に
は
ど
の
よ
う
な
語
を
入
れ
た
ら
よ
い
か
。
次
の
１
１
４
の
う
ち
、
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

１
あ
ま
つ
さ
え
２
か
て
て
く
わ
え
て
３
さ
ら
い
だ
に
４
の
象
な
ら
ず

ｉ
｜

と
言
っ
て
、
寝
返
り
か

０

②
空
欄
［
Ｈ
］
お
よ
び
［
Ｈ
］
を
う
ず
め
る
た
め
に
、
次
の
１
１
８
の
会
話
文
を
二
通
り
の
会
話
に
組
み
た
く

は五つ、［Ｈ］には四つ入る。（ただし、会話文中、一つだけは一一回使用する）
１
「
一
一
時
が
今
鳴
っ
た
」

か
る
の
が
光
っ
て
見
え
た
。

ふ
と
ん

で
、
蒲
団
の
中
に
入
っ
て
、
洋
燈
を
フ
ヅ
レ
」
吹
き
消
し
た
。

火
』

障
子
を
閉
て
る
音
に
母
親
が
眼
を
寛
一
牢
《
し
て
、

８
「
ま
だ
寝
ず
に
居
る
の
か
え
」

４
三
絹
一
一
一
か
え
」

５
「
早
く
お
寝
よ
・
・
；

６
「
二
時
…
…
も
う
本

７
つ
も
う
何
時
だ
え
」

２
「
今
、
鋸

３
「
あ
・
と

「
清
三
か
え
」

「
早
く
お
寝
よ
…
…
明
日
が
眠
い
よ
」

「
二
時
…
…
も
う
夜
が
明
け
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
か
。
お
寝
よ
」

寝
返
り
を
し
て
、

寝
る
と
こ
ろ
な
ん
だ
」

そ
れ
ぞ
れ
正
し
い
順
序
で
答
え
よ
。

５

1３ (601-13）
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Ⅲ
次
の
文
章
を
読
承
、
後
の
問
に
答
え
よ
。

伝
っ
て
落
ち
た
。

け
た
と
こ
ろ
に
言
う
に
言
わ
れ
ぬ
匂
い
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
た
。
か
れ
は
一
首
ご
と
に
一
頁
ご
と
に
本
を
伏
せ
て
、
湧
い
て
来
る
思
い
を
味
わ
う
べ
く
余
儀
な

’

わ
び
北
あ
く
岨
に
ゆ
～

つ
ら

く
さ
れ
た
。
』
」
の
瞬
間
に
は
昨
夜
役
場
に
寝
た
侘
し
さ
も
、
彌
勒
か
ら
羽
生
ま
で
雨
に
そ
ぼ
ぬ
れ
て
来
た
辛
さ
も
全
く
忘
れ
て
居
る
。
ふ
と
石
川
と
今
夜
識
論
を
し

あ
ら

た
』
」
と
を
思
い
出
し
た
。
あ
ん
な
粗
い
感
情
で
文
学
な
ど
を
や
る
気
が
知
れ
ぬ
と
思
っ
た
。
そ
れ
に
引
き
か
え
て
、
自
分
の
感
情
の
か
く
鮮
や
か
に
新
し
い
思
潮
に

し
ぶ
や

わ
び
ず
宙
い

触
れ
得
る
の
を
わ
れ
と
自
ら
感
謝
し
た
。
渋
谷
の
さ
び
し
い
奥
に
住
ん
で
居
る
詩
人
夫
妻
の
侘
住
居
の
』
」
と
な
ど
を
も
想
像
し
て
見
た
。
な
ん
だ
か
悲
し
い
よ
う
に

～
ら
や

も
あ
れ
ば
、
羨
ま
し
い
よ
う
に
も
あ
る
。
か
れ
は
歌
を
読
む
の
を
や
め
て
、
体
裁
か
ら
、
組
糸
方
か
ら
、
表
紙
の
絵
か
ら
、
す
べ
て
新
し
い
匂
い
に
満
た
さ
れ
た
そ

あ
こ
が

の
雑
誌
に
憧
れ
渡
っ
た
。

わ
が
罪
問
わ
ぬ
色
桃
に
見
る
、
桃
に
見
る
、
あ
の
赤
い
桃
に
見
る
と
歌
っ
た
心
が
し
み
じ
糸
と
胸
に
泌
承
た
。
不
思
議
な
よ
う
で
も
あ
る
し
、
不
自
然
の
よ
う
に

。
』
ん
こ
ん

ｈ

も
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
》
」
の
不
思
議
な
不
自
然
な
と
』
」
ろ
に
新
し
い
泉
が
渡
々
と
し
て
湧
い
て
居
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
た
。
色
桃
に
見
る
と
四
の
句
と
五
の
句
を
分

た
。

い
や

ふ
げ

ら
ず
に
居
た
の
で
、
ホ
ヤ
が
半
分
ほ
ど
黒
く
な
っ
て
、
光
線
が
厭
に
赤
く
暗
い
。
滴
一
二
は
借
り
て
来
た
「
明
星
」
を
ほ
と
ん
ど
わ
れ
を
忘
れ
る
ほ
ど
熱
心
に
読
み
耽
っ

６
４
さ
げ
ば

一
室
に
は
一
こ
つ
床
が
敷
い
て
あ
っ
た
。
小
さ
い
丸
欝
と
禿
げ
た
頭
と
が
床
を
並
べ
て
そ
こ
に
寝
て
居
た
。
母
親
は
つ
い
さ
き
ほ
ど
ま
で
眼
を
党
》
ま
し
て
居
て
、

●
の
巳
し
い
へ

「
明
日
眠
い
か
ら
早
く
お
や
す
糸
よ
」
と
幾
度
と
な
く
言
っ
た
。
「
ラ
ン
プ
を
縦
一
定
に
つ
け
て
置
い
て
、
つ
い
寝
込
ん
で
し
ま
う
と
危
な
い
か
ら
」
と
ｊ
い
】
忠
告
し
た
・
そ
の

い
び
き
か
十
い
ｂ
』

雌
…
ｋ
Ⅲ
蘆
州
に
Ｅ
Ｉ
Ｉ
…
｜
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
｜
蟇
…
…
…
…

し
ん

力
寂
し
く
閃
』

時
計
が
二
時
を
打
っ
て
も
、
か
れ
は
ま
だ
床
の
中
に
眼
を
大
き
く
明
い
て
居
た
。
鼠
の
天
井
を
渡
る
音
が
騒
が
し
く
聞
こ
え
た
。

土

と
い

雨
は
降
っ
た
り
舞
れ
た
り
し
て
居
た
。
人
の
心
を
他
界
に
誘
う
よ
う
に
ザ
ヅ
と
さ
び
し
く
降
っ
て
通
る
か
と
思
う
と
、
び
し
ょ
び
し
ょ
と
雨
滴
の
音
が
軒
の
樋
を

、
時
計
が
二
時
を
打
っ
て
も
、

４
歯
落
れ

げ
は
い

む
上

夜
は
ｊ
も
う
十
一
一
時
を
過
ぎ
た
。
雨
滴
の
音
は
ま
だ
し
て
居
る
。
と
き
ど
き
ザ
ッ
と
降
っ
て
行
く
気
勢
Ｊ
も
聞
き
取
ら
れ
る
。

つ
噸
ｐ

椿
そ
れ
ｊ
頃
）
梅
Ｊ
⑪
）
さ
な
り
き
白
か
り
き
わ
が
罪
問
は
ぬ
色
桃
に
見
る

３

に
釘

２

４ 、

あ
と

城
吐
の
沼
の
あ
た
り
で
、
む
ぐ
ｈ
ソ
の

1２ (601-12）
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⑥
全
文
の
要
旨
と
し
て
、
も
っ
と
も
正
し
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、
次
の
文
の
中
か
ら
一
つ
選
べ
。

１
人
間
は
、
「
立
つ
」
こ
と
に
よ
っ
て
大
地
と
の
和
解
を
喪
失
し
た
が
、
そ
れ
を
代
償
と
し
て
、
真
の
遠
方
へ
の
感
党
を
独
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

２
「
立
つ
」
こ
と
は
人
間
の
重
心
を
高
く
し
、
四
足
の
動
物
の
よ
う
に
重
心
の
低
い
も
の
に
く
ら
べ
て
、
行
動
力
が
い
ち
じ
る
し
く
そ
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

⑤
傍
線
部
ｄ
「
其
の
速
力
へ
の
感
覚
」
と
同
じ
意
嫌
の
も
の
は
、
以
下
に
つ
づ
く
次
の
語
句
の
中
の
ど
れ
か
。
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

１
遥
か
な
も
の

２
迷
い
地
平

３
不
可
視
の
美

４
き
こ
え
ざ
る
音
楽
５
人
間
の
視
覚
と
聴
覚

３
人
間
が
大
地
へ
の
強
い
憧
慨
を
持
っ
て
い
る
の
ば
、
「
立
つ
―
こ
と
、
「
歩
む
」
こ
と
以
前
に
、
「
横
た
わ
る
一
状
態
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

４
人
間
は
、
「
立
つ
」
こ
と
に
よ
っ
て
手
を
解
放
し
た
結
果
、
合
理
主
義
や
科
学
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

５
人
間
は
、
「
立
つ
」
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
自
由
を
、
「
歩
み
」
や
舞
踏
に
よ
っ
て
、
よ
り
確
実
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

た
。

10 ,L601-10）
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ば
６
．
＊
た
い
こ
う

荘
と
し
た
大
荒
と
無
限
の
宇
宙
を
前
に
し
て
、
人
間
の
観
る
Ｊ
い
）
の
は
貧
し
い
が
、
し
か
し
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
人
間
は
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
。
立
つ
こ
と
は
眼
と
耳

と
を
地
か
ら
ひ
き
は
な
し
ｎ
割
副
劉
「
可
『
．
ｑ
鯏
璃
と
す
る
。
人
間
の
視
覚
と
聴
覚
と
は
、
身
辺
の
Ｊ
も
の
か
ら
人
を
か
り
た
て
て
、
遥
か
な
も
の
へ
と
お
し
や
り
、
遠

膣
る

い
地
平
か
ら
何
万
光
年
の
星
々
の
光
に
至
り
、
さ
ら
に
不
可
視
の
美
を
見
た
り
、
、
き
こ
え
ざ
る
音
楽
を
聴
く
意
味
深
い
Ｊ
（
》
の
と
す
る
。

〔
注
〕
＊
太
母
Ｉ
万
物
を
産
糸
出
す
根
源
。
＊
大
荒
Ｉ
そ
ら
、
虚
空
な
ど
の
こ
と
。

⑪
文
中
の
空
欄

②文中の一ⅡⅡＮＭⅡ｜↓｜ⅡⅡ回ⅡⅡ一↓｜ⅡⅡⅡⅡⅡ｜の組み合わせを①とし、｜Ⅱｕ凹川Ⅱ｜↓｜ⅡⅡ回ⅡⅡ一の組み合わせを②とする。①および②に
入
れ
る
も
の
と
し
て
、
次
の
そ
れ
ぞ
れ
の
組
糸
合
わ
せ
の
う
ち
、
ど
れ
が
も
っ
と
も
適
当
か
。
一
つ
を
選
べ
。

①
１
「
傾
く
」
↓
「
歩
む
」
↓
「
立
つ
」
２
「
立
つ
」
↓
「
傾
く
」
↓
一
‐
歩
む
」
３
「
立
つ
」
↓
「
移
ろ
う
」
↓
「
歩
む
」

４
「
歩
む
」
↓
「
立
つ
」
↓
「
傾
く
」
５
「
立
つ
」
↓
「
傾
く
」
↓
「
動
く
」

②
１
過
去
↓
現
在

２
過
去
↓
未
来

３
現
在
↓
過
去

４
現
在
↓
未
来

５
未
来
↓
過
去

③
傍
線
部
ａ
「
そ
れ
」
お
よ
び
ｃ
「
そ
こ
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
ど
の
語
句
を
受
け
る
か
。
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

ａ
１
罪
障
へ
の
自
由

２
人
生
の
虚
実
の
相
３
立
つ
こ
と

４
手
の
解
放

５
浄
土
へ
の
思
慕

ｃ
１
舞
踏

２
運
動

３
表
現

４
空
間

５
人
間

Ⅲ
傍
線
部
ｂ
に
も
っ
と
も
近
い
説
明
は
、
文
中
の
傍
線
部
工
か
ら
４
ま
で
の
う
ち
の
ど
れ
か
。
も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
一
つ
選
べ
。

１
も
と
も
と

い
◎

｜
Ｈ
｜
鴛
一
Ｈ
｜
驚
壜

２
し
か
し

次
の
語
の
う
ち
か
ら
適
当
な
も
の
を
選
ん
で
入
れ
よ
。
た
だ
し
、
同
一
語
を
二
度
使
っ
て
は
い
け
な

３
主
し
て
や

４
か
つ

５
そ
し
て

９ (601-9）



605

１
次
の
文
章
を
読
承
、
後
の
問
に
答
え
よ
。

１
３

生
ま
れ
る
。
人
間
の
歩
系
は
い
わ
ば
信
用
の
上
に
な
り
た
つ
運
動
で
あ
る
。

拡
大
し
、

４

せず歩承をなめらかにすすめ、｜ⅡｕⅢⅡⅡ｜に対する一Ⅱ川凹ⅡⅡ｜の恵承を予想している。｜叩ⅡⅢⅡⅡ｜われわれは舞踏に、すなわち詞割珂詞鄭割間

ひ
ろ

「
立
つ
」
こ
と
の
内
に
得
ら
れ
た
自
由
は
「
歩
承
」
の
内
に
拡
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
自
由
と
と
Ｊ
い
》
に
、
転
落
の
脅
威
ｊ
い
）
育
つ
。
人
間
は
片
足
で
立
っ
た
だ
け
で
ｊ
も

と
ら

■
▲

よ
ろ
め
い
て
し
ま
う
。
動
物
の
四
足
は
安
定
が
よ
く
、
重
心
が
低
い
。
走
っ
て
い
る
犬
で
ｊ
も
、
虎
で
ｊ
も
、
、
そ
の
重
心
は
安
定
し
て
い
る
。
卿
劃
川
剛
凶
創
劇
舗
矧

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

・
汗
や
む
ご

』
」
と
が
で
き
る
。
そ
の
行
人
の
愛
控

と
戒
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

何
よ
り
も
人
間
の
自
然
と
し
て
の
「
立
つ
」
こ
と
は
、
常
に
一
切
の
哀
歓
を
収
め
た
世
界
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
抵
抗
で
あ
る
。
人
間
を
取
り
か
こ
む
も
ろ
も
ろ
の
対

象
は
、
人
間
よ
り
は
る
か
に
安
ら
か
に
、
地
の
上
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。
名
園
の
ひ
と
つ
の
石
を
前
に
し
た
時
、
わ
れ
わ
れ
が
感
じ
る
の
は
そ
の
も
つ
安
定
感
に

よって心を洗われることである。｜ⅡⅡⅢⅡ｜人間の条件は、ヘルダーリソの名作『ヒューペリォ皇の内から、ブラームスによって作曲され
た
「
運
命
の
歌
」
に
あ
る
よ
う
に
、
「
さ
れ
ど
わ
れ
ら
に
与
え
ら
れ
た
る
は
、
い
か
な
る
場
所
に
も
体
ら
え
ざ
る
こ
と
」
な
の
で
あ
る
。
「
立
つ
」
人
間
に
は
、
浄
土
へ
の

「
し
つ
か
い

思
慕
は
あ
っ
て
も
、
悉
皆
、
安
ら
い
と
い
う
も
の
は
な
い
。
人
生
の
虚
実
の
相
を
前
に
し
て
、
平
安
の
内
に
「
立
場
」
を
維
持
す
る
シ
」
と
を
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
の
で

ａ

ある。立つ」」とによって人間は手を解放し、｜ⅡⅢⅢⅡ｜罪障への自由を得るが、それは大地との和解のひとつの喪失でもある。｜ⅡⅡⅢⅡ｜
＊
た
い
海

し
ょ
う
け
い

人
間
に
は
、
冷
た
い
太
母
と
し
て
の
大
地
へ
の
あ
ら
が
い
が
た
い
億
」
慨
が
あ
り
、
交
情
が
あ
る
。

［Ⅱ凶、Ⅱ｜ことば人間を地よりひきはなし、あらゆるものに対して距離をとらせ、その相互の関係を探れる合理主義を与えた。科学はこ
た
ｆ

こにはじめて可能になる。しかし他方、人間はたえず直立しているだげで、｜ⅡＨⅢⅡ｜』」とをしたければ、そこに偲傲、厳格、硬直が感じ
ら
れ
、
心
の
か
す
か
な
通
い
も
で
き
な
く
な
る
印
象
を
与
え
て
し
ま
う
。
お
よ
そ
す
べ
て
の
現
象
、
天
地
の
消
息
で
す
ら
、
常
に
一
Ⅱ
Ｍ
Ⅲ
］
運
行
で
は
な
い
だ
ろ

うか。立ちながらも、事物や他者に一ⅡＭＨⅡ’ことが、はじめてわれわれを直立のたえがたい孤独から救うのである。そしてその「傾斜」を
１
．

「
立
２
人
間
に
は
多
く
の
空
間
が
ひ
ら
か
れ
る
。
人
間
は
、
人
生
観
、

碩
只
昨
『
「
上
八
粒

と
さ
げ

そ
の
行
人
の
愛
情
は
、
移
ろ
う
ｊ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
人
間
の
Ｊ
も
ろ
さ
で
あ
る
。
中
国
の
儒
者
が
「
多
感
を
お
そ
れ
ず
、
愛
感
を
お
そ
る
」

復
元
し
て
こ
そ
、

鯛
諏
生
〈
た
、
れ
ろ
が 人間は他者にむかって、たとえかりそめの出会いであれ、人生の往還を一ⅡＨＮＵ

世
界
観
と
い
う
よ
う
に
、

１
１

た
め
ら
う
も
の
は
身
体
の
動
き
を
と
め
よ
う
と
す
る
し

に
、
驚
嘆
の
ま
な
ざ
し
を
お
く
る
。
。
－
識

う
よ
う
に
、
文
字
通
り
人
生
や
世
界
を
そ
こ
で
「
観
る
」
の
で
あ
る
。

、
信
ず
る
も
の
は
足
下
を
気
にそ
う

’
生
の
葱

８ (601-8）
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⑥
こ
の
文
章
全
体
で
、
作
者
が
も
っ
と
も
力
点
を
置
い
て
い
る
問
題
は
何
か
。
次
の
１
１
５
の
う
ち
、
正
し
い
と
思
う
も
の
を
一
つ
選
べ
。

１
こ
と
ば
と
神

２
自
然
の
造
型
力

３
教
養
の
意
味

４
近
代
芸
術
と
伝
統

５
芸
術
に
お
け
る
自
然

⑤空欄一ⅡⅡⅡ以内に入れるべき文として、次の１１４のうち、もっとも適当なものを一つ選べ。
１
こ
の
性
格
は
近
代
主
義
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
古
典
主
義
者
に
と
っ
て
も
き
わ
め
て
肝
要
な
も
の
で
あ
る
。

２
』
」
の
性
格
は
近
代
芸
術
に
か
ぎ
ら
ず
、
あ
る
程
度
ま
で
芸
術
に
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
。

３
こ
の
性
格
は
近
代
性
に
不
可
欠
な
前
提
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
伝
統
性
に
と
っ
て
も
欠
く
』
」
と
の
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
・

い
か
ん

４
岩
」
の
性
格
は
逆
説
的
な
表
現
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
古
今
を
通
じ
て
動
か
し
が
た
い
芸
術
性
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

例
次
の
う
ち
で
、
点
線
部
「
同
一
律
に
よ
る
逆
説
尼
当
た
る
例
は
○
の
方
に
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
×
の
方
に
そ
れ
ぞ
れ
マ
ー
ク
せ
よ
。

ゼ

１
ダ
ダ
ほ
ど
高
い
も
の
は
な
い
２
急
い
て
は
事
を
し
損
じ
る
３
負
け
る
が
勝
４
沈
黙
は
金
５
悪
い
や
つ
ほ
ど
よ
く
眠
る

６
か
わ
い
さ
余
っ
て
悩
さ
が
百
倍

６ (601-6）
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た
っ
た
。
芸
術
上
の
伝
統
と
は
、
こ
の
過
剰
の
芸
術
が
、
想
像
の
働
く
以
前
に
自
然
を
規
定
し
て
か
か
る
こ
と
で
あ
り
、
近
代
芸
術
と
煙
か
く
芸
術
性
の
高
度
の

。
・
・
・
・
ロ
・
・
・
・
Ｃ
Ｏ
・
・
・
・
・
ｏ
ｏ
８
・
・
・
・
Ｄ
Ｃ
・
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
。
。
ろ
う

造
型
性
を
渡
得
せ
ん
と
す
る
芸
術
で
あ
る
。
か
か
る
と
き
、
近
代
主
義
と
は
伝
統
で
あ
る
と
い
う
同
一
律
に
よ
る
逆
説
を
弄
す
る
の
は
大
胆
す
ぎ
る
と
し
て
も
、
す

く
な
く
と
も
伝
統
は
、
近
代
性
に
と
＠
て
不
可
欠
な
前
提
で
あ
る
こ
と
は
認
め
て
も
ら
え
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

しかも、｜ⅡⅡⅡⅡ一・たとえば聯村という存在は、酔繍という伝統性に対する近代性であったことは説明をくり返すまでもあるまい。
蕪
村
の
想
像
に
浮
か
ん
だ
影
震
か
れ
の
芭
蕉
に
対
す
る
教
養
Ｉ
こ
の
教
護
と
い
う
学
監
雷
り
理
知
的
な
懲
味
で
解
さ
な
い
よ
う
に
ｌ
に
支
配
さ
れ
た
ろ

う
が
、
こ
の
影
響
物
を
さ
ら
に
逆
に
己
が
教
養
で
再
建
し
た
と
こ
ろ
に
、
か
れ
の
創
造
性
が
あ
る
の
だ
。

山
傍
線
部
ａ
ｌ
ｇ
と
同
一
の
漢
字
を
使
う
も
の
を
、
次
の
各
群
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
べ
。

．｜》鞭
一》洲一澱鍼．｜忰鏑

。｜』』峅州
一」州枠鱗愚．｜》搬聯蝿

②
一
一
重
傍
線
部
「
意
識
の
中
に
あ
る
自
然
」
を
１
、
そ
れ
と
対
照
的
な
「
意
識
の
外
に
あ
る
自
然
」
を
２
と
す
れ
ば
、
傍
線
部
イ
ー
ホ
の
「
自
然
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
ち

ら
に
属
す
る
か
。
正
し
い
と
思
う
方
に
マ
ー
ク
せ
よ
。

③
波
線
部
に
「
こ
と
ば
は
…
…
人
為
的
な
も
の
と
な
っ
た
」
と
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
「
人
為
」
と
対
立
的
な
関
係
に
あ
る
譜
を
本
文
中
か
ら
選
ぶ
と
す
れ
ば
、
次
の

う
ち
で
は
ど
れ
が
も
っ
と
も
適
当
か
。

泄
吋
》
功

１
太
初

２
伝
統

３
讃
歌

４
神
（
自
然
）

５
－
回
性

(601-5）５
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１
次
の
文
章
を
読
糸
、
後
の
問
に
答
え
よ
。

鑿
。
．
ｌ

か
え

近
代
人
は
己
が
サ
ク
乱
に
い
や
気
が
さ
す
と
、
よ
く
岩
」
と
も
燕
げ
に
「
自
然
に
還
れ
」
を
口
に
す
る
。
し
か
も
そ
れ
は
な
か
な
か
実
現
さ
れ
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
わ
れ

ｂ

わ
れ
は
、
“
文
化
の
虚
刻
１
列
に
骨
の
髄
ま
で
腐
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
否
、
あ
り
様
は
、
わ
れ
わ
れ
は
還
ろ
う
に
も
そ
の
か
糸
の
自
然
を
持
た
な
い
の
だ
・
自
然
は

ｃ

か
つ
て
あ
っ
た
よ
う
に
、
粗
野
判
刈
放
な
外
敵
で
も
な
け
れ
ば
、
獄
訓
列
を
も
っ
て
迎
え
て
く
れ
る
旧
知
で
も
な
い
。
か
れ
は
寸
断
さ
れ
、
馴
化
さ
れ
て
、
わ
れ
わ

れ
の
教
養
の
中
に
、
形
を
変
え
て
は
い
っ
て
い
る
の
だ
。
か
か
る
と
ぎ
、
自
然
に
還
れ
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
見
失
っ
た
己
が
姿
に
あ
こ
が
れ
呼
ぶ
文
化
人
の
わ

び
し
い
わ
め
き
声
；
外
な
ら
な
い
。

き
、

讃
歌
Ｅ
」
と
欠
か
な
か
っ
た
が
、
時
に
新
な
神
を
発
見
せ
ぬ
朝
も
あ
る
ま
ま
に
、
芸
術
は
よ
う
や
く
そ
の
始
原
的
な
要
求
に
対
し
て
過
剰
な
状
態
を
是
す
藩
に
い

こ
う
書
い
て
き
て
、

然
に
外
な
ら
な
い
と
。

か
く
て
近
代
芸
術
と
は
、
外
に
出
て
自
然
を
格
好
な
容
器
に
生
態
の
ま
ま
捕
え
て
く
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
己
の
中
に
あ
る
自
然
に
向
か
っ
て
、
こ
ち
ら
は
た
だ

そ
の
適
切
な
名
で
呼
び
さ
ま
す
だ
け
で
、
あ
と
は
先
方
に
そ
の
昔
の
あ
り
し
姿
を
語
ら
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
自
然
を
語
る
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
ま
り
多
く

の
こ
と
ば
を
持
ち
過
ぎ
て
い
て
、
か
え
っ
て
そ
こ
に
形
象
を
喚
ぴ
起
こ
す
力
が
な
く
、
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
の
馴
謝
川
判
剛
釧
引
削
剥
に
睡
判
な
刺
激
を
与
え
て
、
そ
一

よ

れ詮ずからの造型力の働くにまかせた方がｒ引刊妙にし痙刹判確な影像が得られるのだ。マチスの絵を見たまえ。あれは印象派がその一別代一
４

に
あ
っ
て
光
線
の
色
彩
的
分
析
を
完
成
し
、
外
光
を
絵
画
的
教
養
の
中
に
完
全
に
捕
え
え
た
か
ら
』
」
そ
可
能
な
の
だ
。
す
な
わ
ち
、
か
れ
の
絵
の
持
つ
単
純
な
色
彩

イ
ー

ペ
§

ロ

の
ど
ぎ
つ
い
対
象
や
形
象
の
デ
プ
ォ
ル
マ
シ
オ
ソ
（
変
形
）
は
、
自
然
か
ら
直
接
に
得
た
と
い
う
よ
り
も
、
印
象
派
の
手
法
の
一
工
壁
の
中
か
ら
汲
み
出
し
た
自
然
で

〈
－
ニ
ー

＊
ｌ

あ
っ
て
、
し
か
も
か
れ
に
と
っ
て
は
、
そ
の
方
が
生
の
自
然
よ
り
も
よ
り
自
然
な
の
だ
。
か
れ
の
創
造
性
は
、
教
鍵
の
中
に
こ
の
自
然
を
発
見
す
る
と
こ
ろ
に
あ

は
じ
め

さ
ん

太
初
に
こ
と
ば
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
と
ば
は
、
神
（
自
然
）
と
と
ｊ
も
に
あ
っ
た
の
だ
。
そ
の
と
き
、
』
」
と
ぱ
と
は
神
に
対
す
る
讃
歌
で
あ
り
、
そ
れ
で
よ
か
っ
た

あ
心
だ

の
だ
．
し
か
る
に
、
新
な
る
朝
ご
と
に
新
な
る
神
が
生
ま
れ
て
ｌ
じ
っ
は
そ
ん
な
気
が
し
て
ｌ
、
讃
歌
が
綱
ご
と
に
く
り
返
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と

る
。

国
語自
分
で
気
が
つ
く
の
だ
。
す
な
わ
ち
、
わ
た
し
が
こ
こ
い
ら
で
述
べ
て
い
る
教
養
と
は
、
伝
統
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
中
に
独
得
さ
れ
た
自

⑳
坊
挫
曲
射
力
＆
型

歌
が
潮
ご
と
に
く
り
返
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と

。
そ
し
て
天
才
の
努
力
の
お
か
げ
で
、
人
類
は
朝
ご
と
の

(601-4ノ
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実地研究試験問題

国語

昭和51年10月１０日９時30分～11時30分

注 意 事項

１合図がある蚕で，この冊子を開いてはいけません。

２本冊子は，２３ページあります。ページの脱落等があった場合には申し出て下さい。

３解答用紙には受験番号が印刷してあります。受験粟の受験番号と異っている場合には申し
出て下さい。また汚れのあった場合には申し出て下さい。

４解答用紙上部の所定欄に氏名と受験番号を記入し，矢印で示した部分に受験番号をマーク
して下さい。

５解答は指定された解標欄にマークし，その他の部分には何も書いてはいけません。訂正す

る場合には必ず消しゴムで完全に消し，消しくずはきれいに取り除いて下さい。

６解答用紙は鉛筆(ＨＢ)でマークした部分を機械で直接読承とりますから，下記のマークの

例を正しく守って下さい。またマークの濃さは，解答用紙下欄にある例を参照して下さい。

（例）四極わくの中を正確にぬりつぶして下さい。

７解答用紙を汚したり，折りまげたりしないで下さい。

８本冊子には草稿用紙，解答用紙控が入っているので，適宜利用して下さい。

９本冊子は持ち帰って下さい。
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